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第四・2ト12、 16-1図
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第皿-17-5、19-1�4、20-2・5、24-2�5図

第皿・18-2 ・3、20-1 - 4、21-5図
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第阻-46-10・4・6・7・12'15・17-49 -1.7・5、
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182 S 1 (第田ー79-10図)
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169 S 1 (第四-94-17図)

2区竪穴住居出土弥生土器 ③

180 S 1 (第四ー106・5 ・7図)

183 S 1炉(第皿ー112・l 図)

286 S 1 (第田ー204-8 ・2図)

272 S 1 (第m -226-3図)

269 S 1 (第皿・207-2図)

132 S 1 (第m -256-30図)
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1131 S X (第m -620-1凶)

1083 S X (第皿-625-1図)

1076 S X (第E・627-1図)

1084 S X (第皿-628-1凶)

2 rベ土器 棺主主出土土器 ④ ・・・ ..... 253 

1108 S X (第m -630-1図)

1081 S X (第m -632-1図)
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第 4 節 平安時代

( 1 ) 調査の概要 ( 第 111・730 図 )

1 982 年度の調査で は 、 竃付 の 竪穴住居が重複 し て 5軒

検 出 さ れて い る 。 ま た 、 遺物 と し て は 墨書土器 も 出 土 し

て い る 。

今回の調査で は 、 竪穴住居 l 軒 (検 出 の み) 、 屋外炉 2 基

を 検 出 し た 。 住居 を 検 出 し た 場 所 が、 1 982 年度で検 出 し

た 場所か ら 南西 に 3 0 m 以上離れて い る こ と か ら 新 た な

住居群が検 出 さ れた こ と に な る 。

( 2) 竪穴住居

(第 111・73 1 ・ 732 ・ 733 ・ 73 4園、 PL. 37)1 98 S I 
の 氾濫原上 に 位 置す る 。遺跡南西部 (2 区 南部)位置1982年虚聞置区

旧地形 を ほ ぼ留め て い る と 考 え ら れ る 。 床面 の標高は約

52 . 9mで、 南側 は 撹乱 と 調 査 区 外 に かか る 。 主軸の 方 位

-E で あ る 。は N -2。

平面形 態 は 方形 を 呈 し 、 長軸 5 . 5m .短軸 5 . 0住居形態

m 以上 を 測 る 。 残存床面積 は 1 4 . 3ぱ で 、 検 出 面か ら のXζ16610 

深さ は 40cm で あ る 。 硬化面 は 認 め ら れな い 。 理土は 3

cl) 

層 か ら な る 人為的な堆積が見 ら れ る 。
可

I !' 
'" qコ
ロ0 2Om

日、
J川Ul.四
国由MO 西側 が撹乱に 切 ら れて い る こ と や道路橋脚部外の柱穴

た め調査用アゼ も 除去 し て い な い た め 、 未確認で あ る 。

住居内 の 中 央部 に 、 長 軸 2 . 3cm、 短軸 0 . 9cm、 深焼土2 区平安 ・古代遺構配置図
( 1 / 1 000) 

第川一730 図

さ 1 0cm で (焼土 ピー ク と し て ) 検 出 さ れ る 。

住 居 の 埋土 か ら は 、 土師器杯 、 皿 、 腕の遺物出土状況
他、 弥生土器の 聾 口 縁部片 1 9 、 底 部 片 4 、 壷 口 縁部 片 1 2 、

底部片 2 、 高杯 片 1 が 出 土 し て い る 。 た だ し 、 全掘 し て

い な い た め、 住 居 の 廃棄に 伴 う 遺 物 の 可能性 が あ る 。 第
爪山品川川川

川川凶

:'
ぺ爪U

皿・734 図 は 、 住居を 検 出 す る 際に 周 辺 か ら 出 土 し た 土器

群で住居の廃絶に 伴 う 土器群 の 可能性 が あ る 。 坪類 (第

皿・734 図 1 ) や皿 (第皿・734 図 9) 等型式的 に 差が あ

る も の も 存在 し 、 第III - 733 図 の 遺物 と は 時期差が あ る も

ヒ�ニニゴ

1 98 S 1 出土石器実測図
(2/3) (2層〉

く〉
第川一73 1 図

の も 存在す る 。

血類 (第皿- 733図 3 ・ 4. 11、 第1II - 734図 3) は 口 径 16 - 1 7cm、 器高 1 . 8 - 2 . 0cm で 口縁部が遺物
やや外反 し て 端部 を 丸 く 収めて い る 。 底部内 面 に 粘土紐の積み上げ痕を 残す。 須恵器 も 土師器 も 同 様 な 器形 を

持つ。 土師器は 、 回転台土師器 で あ る 。 塊類 (第田- 7331当8 ・ 9 ) も 内 外面 に 暗文 を 持つ回転台 土師器で あ る 。

須恵器の 聾 は 、 内 面 に 同心円タタ キ 、 外 面 に 格子目タタキ を 持つ。

住 居 の 時期は平安時代の 遺構 (9位紀前半) と 思われ、 未完掘 に 終わ り 詳細は 不 明 で あ る 。 焼tに つ

い て は 住 居 中 央 部 の 焼土 ピ ー クは 、 か ま ど の 崩壊に 起因す る も の と 考 え ら れ る 。

まとめ



(3) 屋外炉

1 20 SX (第 111 -735 ・ 737 図 )

位置 遺跡北西部 (2 区 中 央部) の 氾濫原上 に 位 置す る 。 旧地形 を ほ ぼ留めて い る と 考 え ら れ る 。 床面 の 標高

は 約 53. 7 mで、 中 央 部 は 撹乱に よ り 壊さ れて い る 。

炉形態 平面形 態 は不整 円 形 を 呈す る 。 長 軸 0.78m 以上、 短軸 0 . 7 5m、 深 さ 0.08mで あ る 。 埋士は 2 層 か

ら な る 。 断 面 の 形 態 は 、 皿状で あ る 。

遺物出土状況 炉に廃絶 し た 状況で土師器の 聾が 出 土 し た 。

まとめ 土師器を 埋土 に 含 み、 古 代 と 考 え ら れ る 。 掘 り 込みが浅 く 詳細 は 不 明 で-、 炉 ま た は竃が壊れた一部の

可能性が あ る 。

202SX (第 111 -735 ・ 736 図 )

位置 遺跡南西部 (2 区南部) の 氾濫原上 に 位置す る 。 旧地形 を ほ ぼ留め て い る と 考 え ら れる 。 検 出 面 の 標高

は 約 53. 5 mで あ る 。

炉形態 平面形 態 は 不整 円 形 を 呈す る 。 長 軸 0 . 75m、 短軸 0 . 7m、 深さ 0. 1 8mで あ る 。 埋 土 は2 層 か ら な る 。

断面の形態 は 、 す り 鉢状 で あ る 。

遺物出土状況 廃棄し た 状況で粘土紐の積み上 げ痕を 残す土師器の杯 の底部が 出 土 し て い る 。

まとめ 1 9851 が埋没後利用さ れて い る こ と や 出 土遺物か ら 9世紀前半以降と 推定 さ れ る 。

0"_‘ 4 

@ 日U g 
ヨ
cコ

d\| 

ヤ

L�53.600m a-ー

1
1 ・4 h

a'
- -

-町、
、f
、、
、•

 

、、?

 

--.!
 

司

19851 

1 .  :J，�褐色シル ト 0.2四-1.0cmの
焼l:枝を多量に合む

2暗褐色シルト

3.焼土ピーク

4.灰縄色 シルト

5焼土ー炭混灰黒褐色1:

6黄褐色混暗褐色シル卜

7暗褐色混明褐色シルト

x�-16610 

Xニー16614
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第川ー732 図 1 9851 平面 ・ 断面図 ( 1 /80)
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第 川一73 3 図 19851 出土土器実測図 ( 1 /3 )
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第 1 1 1 - 734図 G6923 遺物包含層出土須恵器 ・土師師実測図 ( 1 /3 )
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( 4) Pit群 1 ( 第 111・738 ・ 7 40 図 )

NO.82 区 の 南 東隅部分 の 2 b層上面で検 出 し た 。 時期の詳細 は 、 不明 で あ る が、 検 出 面 と 、 出 土土器等か ら

考 え て 、 竪穴住居 と さ ほ ど 変わ ら な い 時期 と 推定 で き る 。 P it の 大 き さ は 、 2 0 � 3 0  c m で 、 P i tは 10 � 1 5  
cm、 深 さ 30 � 80 c m と 小型 で あ る 。 P i tの間隔は 方 向 が、 必ず し も 規則性 を 持 た な い 。 P 1� 3 ま で 3 .6

m (約 1 2尺) で ほ ぼ等間隔で あ る が、 角度が 90。 を 超 え る 。

こ う し た こ と か ら 考 え て 竪穴住居の柱穴の 可能性 も あ る 。

(5 )  Pit群2 ( 第 111 - 753 図 )

位置 4 区 の西側端で P i tを 多数 検 出 し た 。 標高は 、 約 54 mで あ る 。

構造 法量 は 1 5 � 20 c m、 30 � 40 c mの も の に 分 け ら れ る 。 深 さ は 直線 的 や 直交す る な ど 、 並ぶ よ う な

配置で は な い 。 埋土で は 、 識別で き な か っ た 。

遺物出土状況 P i tか ら 時期の推定で き る 遺物 は 出 土 し て い な い 。

まとめ 遺物包含層 中 に 青白磁片 (白磁皿医類 ・龍泉窯系青磁碗W類等) と 古 代 の 土器 ( 9世紀代) を 合 む。

こ れ ら の P i t群 は 、 並ぶ よ う な 配置で は な い ので、 弥生時代及ひ+古 代の竪穴住居等が重複 し て 検 出 さ れて い る

と も 考 え ら れ る 。
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-a' ーー- u 

〈HHa一白由。。

。120SX 一⑧
X二争16613.5

務務相
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EDD目
的問
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肌� X�-16600 

202SX 120SX 
l 蛾色iU.llff茶悩色砧質1

2. 11市茶尚色1-
l 焼1:混暗灰梢色シ

ルト ブロック混

2. 11荷 褐色シルト

第川一735 図 202SX . 1 20SX 平面 ・ 断面図 ( 1 /40 ) ・ 配置図 ( 1 パ 000)

0 10t澗

ヒ工コ
第 1 1 1 -736 図 202 S X 出土土器

実測図 ( 1 13 ) 第 1 1 1 -737 図 1 20 S X 出土土器実測図 ( 1 /3 )
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ヒr::::I:J:耳
2b 層検出Pit群1 平面 ・ 断面 図 ( 1 /80)第川-740 図

(6 ) 溝 (第 111 - 739 ・ 7 41 図 )

NO . 82 区 の 南東隅部で 検 出 し た 。 調 査 区 の 幅が狭い た め 、 士坑の 可能性 も あ る が、 幅 2 . 3m、 V 字 状 を 呈す

る 。 埋土 は 7 層 に 分 け ら れ、 い ずれ も シ ル ト 層 で あ る 。 断面 を 観察す る と 2a 層 か ら 掘削 し て い る の で 、 9世

紀代 と 推定で き る o 遺物 は 、 第皿-74 1図に 示 し た よ う に 弥生時代の遺物 の み で あ る 。 溝を掘削す る 際や流れ

6 

込みの遺物 と 推定で き る 。



( 7 ) 遺物包吉層 ・ 撹乱の遺 物

a. 2 区 遺物包含層 (第111 -742 ・ 744 図 )

① 須恵器

総種的には、 杯.t宛�J!が顕著である。 杯は、 1985I.G6923の型式の他、 短い�j台を持つ須恵部杯(第m -

742図1)がある。 他に塑(第田-742 1�17)、 �':.:#m(第1]] -742凶8 . 11)が出土している。

i-= r v， 
ーマ8

に v，
ト=9 i 

、 10

-f 
=JU -r. 

第 川- 74 1 図 0 9SX 出 土土器実測 図 ( 1 /3)

W7守6

/「、9

E二工二工二コ

< 4 層 下 層 ( 1 � 4)、 4 層 (5 ・ 6)、 3 層 (7 � 1 1 )、 1 層 ( 1 2 � 14) 
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② 土師器

ま た 、 第ID -7421霊 16は 、 やや外反するわl台を持つ土i1ílí器である。郵は、 口径約17cmで口縁部が外反し、

MMf!;l\がやや制くなるもの(第四一742図10)と口径約26cmでま兵部が制 く、 端部がやや肥厚するもの(第凹

742図9) とを検出している。

③ 土製品(第111 -744 図、 PL.37)

第回一744 1孟1 1は、 紡錬車である。|時}VIの特定は困y1flであるが、 1:1"':;m -7 44 I�I 2の附文を施した紡錘車と製

作技術・ 調整が類似している。

LJ� 

\」マr
\LJ 

\三一L � 

亡コ

fぃ
示4

10四

第 1
11-

742 図 2区遺物包含層 出土須恵器 -土師器実測 図 ( 1 /3)
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第川-743 図 2 区撹乱出土須恵器 ・ 土師器実測図 ( 1 /3 )
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第川-744 図 2 区 遺物包含層 ・ 撹乱出土土製品実測図 (2/3 )
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b. 撹乱出土遺物 (第 111・743 ・ 744 図 )

① 須恵器

杯 は 、 口 径約 1 3cn、 深 さ 約 3cm、 底径約 8cm の も の (第皿-743 図 1 - 3) が 出 土 し て い る 。高 さ 約 O.4cm

の高台 を 持つ杯 (第皿-743 図 5) も 出 土 し て い る 。 1 985 I . G6923 の型式の他、 短 い高台 を 持つ須恵器杯

(第m -742 図 1 ) が あ る 。 他 に 聾 (第皿-742 図 7 の型式) 、 査類 (第皿-742 図 8 ・ 1 1 の型式) が 出 土 し て
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⑩ みK2m
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。門∞ω
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※荷qはs-oの省時

第川一745図 1 ・ 4区須恵器 (S) 出土分布図 ( 1 /600)
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第川-746 図 1 ・ 4区土師器 (H) 出土分布図 ( 1 /600)
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② 土師器

高台を持つ杯ないし、椀類も出土している。底径約7 cmの小型の腕類は、 高台の高さ0.3� 1.0 cmと3 型

式が出土している。 また、 底径約 10・16 cmの椀杯類(第m -743 図 12・13 ) も存在し、 法量では、 3 種類

に区別できる。聾は、 遺物包含層出土遺物と同様に口径約16 cmのものと(第皿ー743 図14)と口径約26 cm

のもの(第皿-743図15)が出土している。

③ 土製晶 (第 111・744 園、 PL. 37)

第皿・744 図2 は、 紡錘車である。片面に暗文を施す。3は、 全長約4.3cmの穿孔を持つ土製品である。 土

錘か縄文の管玉の可能性もある。

に と /7 \て-斗
。 。

第川-747 図 4 区口地区出土
須恵器実測図 ( 1 /3)

第川一749図 1 区二地区出土須恵器 ・ 土師器実測図
( 1 /3 ) 

\←」 三ゴl

\�乙こノ /J一一ーI ��ーで、 l
。 10冊 。

第川-748 図 4 区ハ地区出土
土師器実測図 ( 1 /3 )

第川一750 図 1 区へ地区出土須恵器
実測図 ( 1 /3 )

ヌ〈
。
』 \-M 

第川一75 1 図 1 区チ地区出土須恵器 ・ 土師器実測図 ( 1 /3 )
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第 5 節 江戸時代以降
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第川-753 図 1 区 ・ 4 区 遺構配置図 ( 1 /400)
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L�53.500m 

90 一一一一一一一

0 2m 

1. IUJ褐色砂質土 (粒fが細かL、)

2. 11日褐色土(砂質でしまりがある)

3， 撹乱排水路

4. 11百褐色t(砂質でややしまりがある。riîへ行くにしたがし、

黄燈色L-.の 混入がなくなる。 流路�ILU

5. 尚色1--(黄白色の砂質土の棋を多く含み、 こぶし大の石、

小石、砂を多く合む。)

6 絢色J:(ややしまりがあり、 ⑤に比べややl鳴い七色)

7 褐色土(黄白色の砂白土 の塊を含み、 枯但のある時褐色土を

少l立合む。)

8. 1暗褐色土(下別に煎般色がプロック状に人り、 カーボン焼1

がまじる)

9a 黄燈色(砂質でキメが細かい。 中III:lUI凶の地i1i1

9b. 時黄賂色土(砂質で非常に硬い)

日C. 黄燈褐色1:(1ft燈色1:と附褐色土が混じる)

10 暗褐色土(やや粘性があり、F層にいくにつれキメが細かい)

第川 - 754 図 1 区 自然流路断面図 ( 1 /80)

L�53.200m ー-b' L�53.200m 
c' 一 c -ーー

濡荷揚 1 1  

15 ヒI::I::I::己
m
 
n4
a'a

 

l 民褐色砂質土

2. !!\縄色 粘質土

3， !.\\色上が少量混入した貨褐色砂質土

4 褐色砂質土が少量混入したlx黒色土

5 版褐色砂質土

1. 黒褐色軟質土 9， IlfJ褐色軟質土

2 軟質の砂告が混入した黒褐色1-_ 10 黄褐色軟質1:

3 砂岩が混入した 褐色土 11. I火黒色土

4_ 黒褐色砂質土 12 見l褐色土

5 灰黒色軟質t 13， I民褐色砂質土

6 褐色土が少i並浪人した灰黒色1: 14 烈色 粘質土

7， 灰黒色砂関l二 15， JÅ\色土がプロック 状に泌入した

8， 灰褐色軟質1: 褐色砂質土

16 版褐色砂質土

第 1 1 1 - 755図 1 区 排水路断面図 ( 1 /80)

L�53.600m 

間初物務妨務妨務爾初訪荷物
l 晴樹色シルト 2 附褐色シルト世11日前倒色シルト 3 哨曲褐色シルト

Lニ53.400m
e-

32 
力強ど「

- e' 

l 附灰褐色シル 晴朗褐色ンルト 3， 11自民褐色シルト誕前倒色シルト 4 黄禍色シル卜

L�53.800m 

l 員褐色ンルト誕附脱色ンルト 2 晴脱色J，'，(誕前掲色シルト

3 附灰色シルト， iIlu自民尚色ンルト

』二こに己

第川一756 図 1 区 耕作溝断面図 1 ( 1 /80) 
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( 1 ) 調 宣の概要

1・ 4区では、 耕作遺構を検出した。水路とそれにほぼ直交する耕作

溝、そして南側には自然流路を検出した。出土 遺物は、 陶磁器、寛永通

宝、 キセ1レの口、 青銅金具、 青銅小刀等が出土している(PL.38 )

ま た、 西側、 イ・ ロ地区西側には、 耕作溝に重複して、 Pit群を検出し

た。(第皿-753 図 )

( 2 ) 耕作遺構 (第 111・753 - 758園、 PL. 38)

位置 1.4 区全面に耕作遺構を検出した。検出した標高は、53.2 -54.0 

mである。 面的には3段にわたる。

構造 N・15・ -Eの振れで水路及び溝が3カ所3条づつ伸びる。 耕作溝

は、 それに直交もしくはやや振れる形で検出された。一 部(ホ地区)耕作

面を2画検出した。耕作潜の検出した深さは10-20αn、 ま た、南側に幅

8 -lOmの自然流路を検出した。 蛇行はしているものの、 ほぽ東西方向

である。 深さは、1.2 m 以上 確認していない。

遺物出土状況 出土 遺物は、弥生土器片の他、青磁碗片、陶磁器片を含む。

(PL.38 )唐津焼(二彩を含む)・内野山窯系が多く出土している。 器種
m
't

q'h
 

的には、域・皿の他、 土瓶類も出土している。

まとめ 17世紀-19世紀 の遺物を含む。17世紀 代の遺物は少量であるた

め、18世紀 代後半以降を中心とする耕作遺構と推定される。
第川一758 図

1 区耕作溝断面図 2
( 1 /80) 

第6節 確認調査 (第111 -7 5 9図)

以下に記述するものは、調査の経緯で触れたように1996 年に調査中に土器棺が発見されたことを契機に確

認 調査された部分の報告である。調査区は6 つに分かれてお り、位置関係は、第皿-759 図である。調査区卜

2.5・6 は、基本的には、集落の範囲や土器棺や他の墓型式の広がりを確認 するために設定したものであり、

調査区3・4 は、 南北に建設された水路部分について設定されたものである。

土器棺墓5 基の他、 木棺墓と推定できる形状のものや土坑を多数検出した。

( 1 ) 調査区 1 (第 11 1・760 - 763園、 PL. 1 7 )

遺構面は削平を受け ているが、 土 器棺を4 基検出した。

515SXは、 中型の胴丸費棺と称されるもので、 口縁部方向は、 ほぽ東向きで口径約35 cm、 器高約80cm あ

る。正位置からの傾斜角度は、 約53。 である。掘り方は2段掘りと推定できる。一段掘りは、 土 器棺に直交

する軸長は約1.2 mで、並行する軸長は約70cmである。2段堀の掘り方は長軸約1 m、短軸0.85 mを測る。

508SXは、 削平された土 坑の底部付近に土器がかろうじて据えら れて いるような状況が検出でき、 土器棺と

推定できる。 これについては、 取り上 げを行ったが土器型式は不明 である。

505SXは、 土 器の合わせ棺で、 下が壷棺、 蓋が鉢である。 口径が約26cmである。

壷棺の最大胴部径は、 約40cmである。 口縁部方向は、 おおよそ西向きと推定できる。

504SXは、掘り方の長軸が約1.65m、短輸が1.1mであり、2段掘りと推定できる。胴丸褒棺と推定できる。

1 6  
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第川 - 760 図 確認調査 調査 区 1 平面図 ( 1 /200)
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第川 - 76 1 図 確認調査 調査 区 1 503SX 平面 ・ 断 面図 ( 1 /20)

515SX以外は、 埋め戻して 、 現地保存を行っている。

他に、 土坑を 14基検出している。 長軸約 1m � 1.5 mのもので、 土坑墓の可能性もあるo

(2 ) 調 査 区 2 (第 111・764 ・ 765園、 PL. 1 7 )

遺構面は削平を受けているが、 土坑状の遺構を15基検出した。調査区外に伸びるものが多く詳細な規模の

不明だが、2 m程のものが多い。 527SX . 529SXは、 理土断面の堆積状況から木納基である可能性が高い。

突帯を持つ鋳造鉄斧の再利用鉄片(第m -765国)が1 J点出土している。
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第川-765 図 確認調査 区 2
出土鉄器実測図 (2/3 )
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(3 ) 調査区3 ( 第 111 - 766 ・ 7 6 7 図 )

遺構 面は削平を受けて いるが、土 坑を6基検出

した。 すべて調査区外に伸び、 規模は不明 であ

る。検出した深さは、20-40 cm のものが多い。

806SKは、 深さ約60 cmでやや深い。

(4) 調査区4 (第 111・768 図 )

遺構 面は削平を受けて いるが、士坑を3基検出

した。そのうちl基は、埋 土断面の堆積状況から

木棺墓の可能性が高い。
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第川ー768 図 確認調査 調査区 4 平面図 ( 1 /200) SK0 1  - 03 平面 ・ 断 面 図 ( 1 /80)

(5 ) 調 査 区 5 (第 111・769 図 )

遺構面は削平を受けているが、 土坑10基とPit(柱穴) を検出した。調査区外に伸びるものが多 く、 詳細な

規模や形状は不明だが、 902・906・904SXは、 埋土断面の堆積状況から 木棺墓の可能性が高い。

(6 ) 調 宣区6 (第 111 -7 7 0 図 )

遺構面は削平を受けているが、 土坑2基と土器棺(901SX) をl基検出した。 壷棺もしくは、 いわゆる胴

丸費棺の胴部下半を検出 した。 上部は削平され ており不明である。 口縁部方向は、 ほぽ東向き である。

掘り方は長軸約 1.5 m、 短軸 1.2 mを測る。

まとめ 確認 調査により新 たな墓域の広がりを確認でき た。 土器棺は、 調査区 l で3基、 調査区 6 でl基出

土している。 土器棺墓群2筒所 を検出でき た。 また、 2・5・6区と4区の2カ所 で木棺墓群ら しい遺構を検

出 した。 また、 北側は後世の耕作によっ て遺構面が削平され ており、 北側の墓域等の広がりは検出 不能 である

ことが判明 した。
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第W章 自然科学分析
A 年代測定・樹種同定・種実同定・植物珪酸体・蛍光X線・リン、 カルシウム分析

( 1 ) 年代測定

1. 試料と方法

試料名 地点・ 層準

No. 1 梅ノ 木2区5964・ c ，122-SI(A)

NO.2 梅ノ 木2区北側5964- a ，1 1 14SX 

No.3 梅ノ 木2区6921-a，176・SI，1 府

NO.4 悔ノ 木2区6922-a，167 -SX， 1 Wi 

種類

炭化物

炭化物

炭化材

炭化材

株式会社 古環境研究所

前処理・ 調格 測定法

酸ーアルカリー酸洗浄， ベンゼン合成 H線法

酸ーアルカリー酸洗浄， ベンゼン合成 H線法

酸・71同リー酸洗浄， ベンゼン合成 H線法

酸ーアルカリ圃酸洗浄， ベンゼン合成 H綿法

No.5 梅ノ 木2区5953-a，1075-SX(盤桔墓) 炭(No.19) 酸

No.6 鹿帰瀬8681- c ， (お)03・SI

No. 7 鹿帰瀬8681- c ，(お)03-SI，31m 

h8 鹿帰瀬4層

AMS 法:加速器質量分析法

代

乃

年

間

C

年

果


結
-
名

定
-
料

測
-
試

ワ臼
・

炭化物

炭化物

炭化物

δ13 C 補正14 C年代

(%0) 年BP)

AMS法

酸ーアルカリー酸洗浄， ベンゼン合成 H線法

駿-アルカリー酸洗浄， ベンゼン合成 H線法

酸洗浄， 石墨調繋 AMS法

!宵年代(西暦) 測定N o .
(ßeta-) 

NO. l 1980:t50 108000 

No.2 1920:t60 

NO.3 2010:t60 

No.4 2210:t50 

NO.5 2190士50

NO.6 1660:t 70 

NO.7 1860:t60 

NO.8 2810:t50 

-27.3 1950:t50 

-28.0 

-28.0 

-28.7 

-28.2 

-25.9 

-25.6 

-21目9

1870:t60 

1970:t60 

2150:t50 

2140:t50 

交点: AD70 

1 a : AD15�110 

交点: AD135 

1σ: AD85�235 

117667 

交点: AD55 

1σ: BC20�ADI00 

117668 

交点: BC180 117669 

lσ: BC330�330，BC205� 1 00 

交点: BC180 128855 

1σ: BC340�320，BC205� 100 

1640:t 70 交}，'，( : AD420 

lσ: AD370�530 

117670 

1850:t60 交点: AD160 

lσ: ADI00�245 

2860:t 50 

117671 

交点: BCI0I0 

lσ: BCI105�BC940 

128856 
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1) 14C年代測定値

試料の14C/12C比から、 単純に現在(1950 年 AO) から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は、 5 ，56 8

年を用いた。

2 )δ13C測定値

試料の測定14Cjl2C比を補正するための炭素安定同位体比(l3Cj12C)。 この値は標準物質(POB) の同位体

比からの千分偏差(%0) で表す。

3 ) 補正14C年代値

δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14Cjl2Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4 ) 暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を較正することにより算出した年代( 西暦 )。 較正に

は年代既知の樹木年輸の14Cの詳細な測定値を使用した。暦年代の交点とは補正14C年代値と暦年代較正曲線

との交点の暦年代値を意味するo 1σ(68%確率) は、 補正14C年代値の偏差のl隔を較正曲線に投影した暦年

代の幅を示す。 したがって 、 複数の交点が表記される場合や、 複数のlσ値が表記される場合もある。
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(2 ) 梅ノ木遺跡 か ら 出 土 し た民化材の樹種同定

1. は じ め に

木材は、 セルロースを 骨格 と す る 木部細胞の集合体 で あ り 、 分類群 に よ っ て 特徴 あ る 組織を も っ て い る こ と

か ら 、 解剖学 的 に おお むね属レベルの 同定が可能で あ る 。 木材は、 花粉な ど の微化石 と 比較 し て 移動性が少な

い こ と か ら 、 比較的近隣の森林植生 の推定が可能で あ り 、 遺跡か ら 出土 し た も の に つ い て は 木 材の利用状況や

流通を 探る 手がか り と な る 。

2 . 試料

試料 は 、 梅 ノ 木遺跡 2 区 か ら 出 土 し た 炭化材 26点、 1 83S I. 炉内完形土器内容物のか ら 検出さ れた 炭化物

2点、 鹿帰瀬遺跡か ら 出 土 し た 炭化材 3 J点の計 3 1点で あ る 。 表 l に 試料 の 詳 細 を 示す 。

3 . 方法

試料 を 割折 し て 新鮮な 基本的三断面 (木材の横断面、 放射断面、 接線断面) を 作製 し 、 落射顕微鏡 に よ っ て

75 - 750倍で観察 し た 。 樹種同 定 は 解剖学的形質お よ び現生標本 と の 対 比 に よ っ て 行 っ た 。

4. 結果

結果 を 表 l に 示 し 、 主要な 分類群の顕微鏡写真を 示す。 以下 に 同定根拠 と な っ た 特徴 を 記す 。

a.ク リ Cas tanea crenata S i eb. e t  Zu cc . ブナ科

横断面:年輸の は じ め に 大型の道管が、 数列配列す る 環孔材で あ る 。 晩材部 で は 小道管が、 火炎状 に 配列す

る 。 早材か ら 晩材 に か け て 、 道管の 径 は 急激 に 減少す る 。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で あ る 。 放射組織は平伏細胞か ら な る 。

接線 断面:放射組織は 単列の 同性放射組織型で あ る 。

以上の形質 よ り ク リ に 同 定 さ れ る 。 ク リ は北海道の 西南部、 本州 、 凹園、 九州 に 分布す る 務葉 の 高 木 で 、 通

常高 さ 20m、 径 40cm ぐ ら い で あ る が、 大 き い も の は高さ 30m、 径 2m に 達す る 。 耐朽 性強 く 、 水湿 に よ く

耐 え 、 保存性 の極め て 高 い材 で 、 現在で は建築、 家具 、 器具、 土木、 船舶、 彫刻、 薪炭、 椎茸ほだ木 な ど 広 く

用い ら れ る 。

b . コナラ 属 ア カガ シ亜属 Qu ercus subg en . Cy cl ob al an opsis プナ科

横断面:中 型か ら 大型の道管が、 1 -数列幅で年輪界 に 関係な く 放射方 向 に 配列す る 放射孔材で あ る 。 道管

は単独で複合 し な い 。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で、 放射組織は平伏細胞か ら な る 。

接線断面:放射組織は 同性放射組織型で 、 単列の も の と 大型の広放射組織か ら な る 複合放射組織で あ る 。

以上 の 形質 よ り コナラ 属 ア カガシ亜属 に 同 定 さ れ る 。 コナラ 属 ア カガ シ亜属 に は ア カガ シ 、 イチイガ シ、 ア ラ

カ シ、 シ ラ カ シ な ど があ る 。 本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 常緑の 高木で 、 通常 高 さ 1 5 - 2 0m、 径 50 - 60 

cm ぐ ら い で あ る が、 大 き い も の は 高 さ 2 5m、 径 2 . 5m に 達す る 。 材は堅硬で強靭、 弾力性強 く 耐湿 性 も 高L 、 。

特 に 農耕具 に 用い ら れ る 。
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表 1 樹種同定結果一覧表

試料 地点 遺構・肘位 樹種(和名) 樹種(学名)

梅ノ木遺跡21:><:

① 5 9 6 4-c 1 2 2-SI(A) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
② 5 9 73-b 1 2 2-SI(B) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
③ 5 9 73-c 1 2 5-Sl(B) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
④ 5 9 7 4-a 1 2 2-Sl(D) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
⑤ 5 9 7 4-a 1 2 2-SI(D) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegi/ops 
@ 5 9 7 4・b 1 2 2-SI(A) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
⑦ 5 9 7 4-b 1 2 2-Sl(D) コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
③ 6 9 2 2-a 1 83SI， 炉 JJ;'!孔材 ring-popous wood 

@ 6 91 0  186-Sl(A) 広葉樹 broad-Ieaved tree 

⑩ 183S1 .炉内完形ー1: \i'ill刈@炭化物Nul カエデ属 Acer 
⑪ 183S1 ・炉内完形1:探内@炭化物No.2 カエデ属 Acer 

5 9 93・c 2 8 9-SX，箆棺内 ブナ科 Fagaceae 

2 北側 5 9 5 4-c 11 0 8-SX，蜜棺内 ブナ科 Fagaceae 

3 北側5 933-a 1146-S1，炉 クリ Castanea crenata Sieb.巴t Zucc目

7 6 9 2 2-a 1 6 7  -SX(D)， 1 府 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegi/ops 
8 6 921-a 1 7 6-S1 (C)， 1 層 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
9 6 911-d 1 7 7  -SI (Al， 1 賠 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 

10 6 912-d 1 03 5-SI，3層 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
15 5 9 73-a 1 2 2-SI(B)，3aJ同 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegilops 
21 6 9 0 2-a 101 6-SX，2層 コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Aegi/ops 
23 北側5964-a 1114・SX， No.2 ヤマグワ Morus australis Poiret 

2 6  北側 5 9 6 4-a 1114-SX， No.5 ヤマグワ Morus australis Poiret 

2 7  北側5964-a 1114-SX， No.6 ヤマグワ Morus australis Poiret 

2 8  北側 5 9 6 4-a 1114-SX， No.7 ヤマグワ Morus australis Poiret 

37 北側tl5 963-a 11 OOSI内 コナラ属アカガシリli属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 
40 北側tl5 9 2 2-a 11 7 0-SK No. 1 広葉樹 broad-leaved tree 

41 北側5 9 6 2-c 11 7 2-SI，r^J:J:Ji ヤマグワ Morus australis Poiret 

44 北側 5 9 6 2-c 119 6-SI内炉，1M ケヤキ Zelkova serrata Makino 

!産婦瀬遺跡

8 681-c (お)03-S1 ，No.l 1 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 
5 8681-c (お)03-SI，No.1 6 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 

6 86 81-c (お)03-SI，No.I 7 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 
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c . コナラ 属 クヌ ギ節 Qu ercus s ect. Aeg il ops ブナ科

横 断 面 : 年輸の は じ め に 大型の 道管が、 1 -数列配列す る 環孔材で あ る 。 晩材部 で は 厚 壁 で 丸 い 小道管が、

単独で お よ そ 放射 方 向 に 配列す る 。 早材か ら 晩材に か け て 道管 の 径 は 急激 に 減少す る 。

放射断面 : 道管の穿孔は単穿孔で、 放射組織 は平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織は 向 性放射組織型で、 単列の も の と 大型の広放射組織か ら な る 複合放射組織で あ る 。

以 上 の 形質 よ り コナ ラ 属 クヌ ギ節 に 同 定 さ れ る 。 コナラ 属 クヌ ギ節 に は クヌ ギ 、 ア ベマ キ な ど が あ り 、 本

州 、 四 園 、 九州 に 分布す る 。 落葉 の 高木 で 、 高 さ 1 5m、 径 60cm に 達す る 。 材は強靭で弾力 に 富み 、 器具 、

農具 な ど に 用い ら れ る 。

d . ブナ科 Fag aceae 

横 断 面 : 部 分 的で は あ る が、 大型の道管が年輪界 に そ っ て 存 在す る の が、 確認で き る 。

放射断面 : 放射組織は 平伏細胞か ら な る 。

接線断面 : 放射組織は 同性放射組織型で 、 単列の も の と 大型の広放射組織が存在す る 。

以上の形質 よ り ブナ科 のコナラ 属クヌ ギ節、 コナラ 属コナラ 節 の いずれかで あ る 。 な お 、 本試料 は 小片 で あ

り 広範 囲 の 観 察 が 困 難 な た め、 ブナ科 の 同 定 に と ど め た 。

e.ケ ヤ キ Z el kova s errata Mak i no ニレ科

横断面 : 年輸の は じ め に 大型の道管が 1 - 2 列配列す る 環孔材で あ る 。 孔園 部 外 の 小道管は 多数複合 し て 円

形、 接線状 な い し 斜線状 に 配列す る 。

放射断面 : 道管の穿孔は 単穿孔で 、 小道管の 内 墜 に は ら せん肥厚が存在す る 。 放射組織は ほ と ん ど が平伏細

胞 で あ る が、 上下の縁辺部の も の は 方形細胞で し ば し ば大 き く ふ く ら んで い る 。

接線断面 : 放射組織は 異 性放射組織型で 、 上下の縁辺 部 の 細 胞 の な か に は 大 き く ふ く ら んで い る も の が あ

る 。 幅 は 1 - 7 細胞幅で あ る 。

以上の形質 よ り ケ ヤ キ に 同 定 さ れ る o ケ ヤ キ は本州 、 四 国 、 九州| に 分布す る 。 落 葉 の 高 木 で 、 通常高 さ 20

- 2 5m、 径 60 - 70 cm ぐ ら い で あ る が、 大 き い も の は 高 さ 50m、 径 3m に 達す る 。 材は強靭で従 曲 性 に 富

み、 建築、 家具 、 器具 、 船、 土 木 な ど に 用い ら れ る 。

f.ヤ マ グ ワ Morus aus tral is Po i ret クワ 科

横断面 : 年輸の は じ め に 中 ~ 大 型 の 丸 い道管が、 単独あ る い は 2 - 3 個 複合 し て 配列す る 環孔材で あ る 。 孔

園 部 外 の 小道管は複合 し て 円 形 の 小塊 を な す 。 道管 の 径 は 徐 々 に 減少す る 。

放射断面 : 道管の穿孔は単穿孔で、 小道管の 内 壁 に は ら せん肥厚 が存在す る 。 放射組織はほ と ん ど が平伏細

胞 で あ る が、 上下の縁辺部の 1 - 3 細胞 ぐ ら い は 直立細胞で あ る 。

接線断面 : 放射組織は上下 の縁辺部が直立細胞か ら な る 異性放射組織型 で、 1 - 6 細胞幅で あ る 。 小道管の

内 壁 に は ら せん肥厚 が存在す る 。

以上の形質 よ り ヤマ グ ワ に 同定 さ れ る 。 ヤマ グ ワ は 北海道 、 本州 、 凹困、 九州| に 分布す る 落 葉 の 高 木 で 、 通

常高 さ 1 0 - 1 5m、 径 30 - 40 cm に 達す る 。 材は 堅硬、 靭性 に 富み、 建築な ど に 用い ら れ る 。

g.カ エ デ属 Acer カ エデ科

横 断 面 : 小型で 丸 い 道管が、 単独あ る い は 2 - 4 個放射方 向 に 複合 し て 散 在す る 散孔材で あ る 。

放射断面 : 道管の穿孔は単穿孔で、 内 壁 に は螺旋肥厚が存在す る 。 放射組織は、 平伏細胞か ら な る 同性 で あ る 。

接線断面 : 放射組織は、 向性放射組織型で 1 - 5 細胞幅で あ る 。

以上の形質 よ り カ エデ属 に 同 定 さ れ る 。 カ エ デ属 に は 、 イ タ ヤ カ エデ、 ウ リ ハ ダカ エデ、 ハ ウ チ ワ カ エ デ、

テ ツ カ エデ、 ウ リ カ エ デ、 チ ド リ ノ キ な ど が あ る が、 放射組織の形質か ら ウ リ カ エデ、 チ ド リ ノ キ 以 外 の い ず

れかで あ る 。 北海道、 本州 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。 落葉 の 高 木 ま た は 小 高 木 で 、 大 き い も の は 高 さ 2 0m、 径
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1m に 達す る 。 材 は 耐朽 性お よ び保存性 は 中 庸で、 建築、 家具 、 器具 、 楽器、 合板、 彫刻、 薪炭な ど 広 く 用い

ら れ る 。

h o 環孔材 r i ng -popous wood 

横断面:年輸の は じ め に 道管が配列す る 。

放射断面:道管が存 在す る 。

接線断面:放射組織が存在す る 。

以上の形質 よ り 環孔材 に 同 定 さ れる 。 な お 、 本試料 は 焼 け 膨 れな ど に よ る 変形が激 し い た め、 環孔材 の 同 定

に と ど め た 。

i.広葉 樹 b road-l eaved tree 

横断面:部分 的 で は あ る が、 小型の道管が存在す る 。

放射断面:道管が存在す る 。

接線断蘭:放射組織が存在す る こ と がか ろ う じ て 確認で き た 。

以上の形質 よ り 広葉樹 (散孔材 ) に 同 定 さ れ る 。 な お 、 本試料 は 非常 に 小片 で あ り 広範 囲 の 観察 が 困 難 な た

め、 広葉樹の 同 定 に と ど め た 。

5 0 所見

梅 ノ 木遺跡 2 区 か ら 出 土 し た 炭化材 は 、 コナラ 属クヌ ギ節お よ びヤマ グ ワ が多 く 、 プナ属 、 コナラ 属 ア カガ

シ亜属 、 ケ ヤ キ も 見 ら れた 。 コナラ 属クヌ ギ 節 は 温帯域の乾燥 し た 台地上 に 多 く 生育す る 二次林性 の 樹種で あ

り 、 ヤ マ グ ワ は林縁お よ び集落や農耕地周 辺 の 潜沿 い な ど に 分布 し て い る 。 ま た 、 完形土器内@の炭化物 は カ

エデ属 で あ っ た 。 鹿帰瀬遺跡 か ら 出 土 し た 炭化材 は 、 いずれ も ク リ で あ っ た 。 ク リ は 暖温帯照葉樹林 と 冷温帯

落葉広葉樹林 の 中 間 域 に お も に 二次林 と し て 分布 し 、 乾 い た 台地上に も 生育す る 。

文献

佐 伯 浩 ・ 原 田 浩 ( 1 985)広葉樹材 の 細 胞 . 木材 の構造， 文永堂 出 版 ， P . 49- 1 00 0  

30 



村It ノ 本ji;湖、 1 1 \ !:-.j)，t 化材 の 顕 微鏡勺 n

横断商 ー : O . 4-mm 

1 . ① コ ナラM ク ヌ ギîiíJ
1 

O . 4-mm 

2 ② コナラM ク ヌ ギ節

3 ⑩  

放射断而 ーーーー国一 O . 2mm 

3 1  

後似 附 而 O . 2mm 



梅ノ木遺跡出土炭化材の顕微鋭写真

横断面 : O .4mm 放射断面 ーーーーーー O . 2mm 接線断面 ーーーーーー : O . 2mm

l 鹿帰瀬追跡 5 ク リ

横断面 ーーーーーー : O .4mm 放射断面 ーーーーーー : O . 2mm 接線断面 白ーーーーー O . 2mm 
2 梅ノ 木造跡 1 5  コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節

横断面 ーーーーーー : O . 4mm 放射IfJi而 ーーーーーー : O . 2mm

3 梅 ノ 木造跡 2 7  ヤ マ グ ワ
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(3 )  梅ノ木遺跡 に お ける種実同定

1 . 試料

試料 は 、 2 区 69 1 0-C の 1 86・SI (A) の 2 層 (No. 4) 、 1 83S1 ・ 炉 内 土 器 の 内 容物@、 @、 @の 計 4 点 で あ る 。

2 . 方法

0 . 2 5mm 目 の 簡で水洗選別 し 、 肉 眼 な い し 双眼実体顕微鏡下で観察 し た 。 同 定 は 形 態 的特 徴 お よ び現生標本

と の対比で行 っ た 。

3 . 結果

1 86-SI (A) の 2 層 (No. 4) は 、 積実で は な く 、 土塊状 の も の で あ っ た 。 ま た 、 1 83S1 ・ 炉 内 土 器 の 内 容物@、

⑪、 @か ら は 、 種実 は 検 出 き れな か っ た 。 な お 、 1 83S1 ・ 炉 内 土器 の 内 容物@か ら は炭片が検 出 さ れた た め、

樹種同 定 を 行 っ た ( 第 ( 2 ) 参照) 。

(4) 梅 ノ木遺跡 に お ける 植物珪酸体分析

L は じ め に

植物珪酸体 は 、 植 物 の 細 胞 内 にガラスの主成分で あ る 珪酸 (S i0 2 ) が蓄積 し た も の で あ り 、 植 物 が枯 れた あ

と も微化石 ( プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル) と な っ て 土壊 中 に 半 永久 的 に 残 っ て い る 。 植物珪酸体分析 は 、 こ の微化石

を 遺跡土壌 な ど か ら 検 出 す る 方法 で あ り 、 イネ を は じ め と す る イネ 科栽培植物 の 同 定 お よ び古 植 生 ・ 古環境の

推定な ど に 応用 さ れて い る (杉 山 ， 1 987 ) 。

2 . 試料

試料 は 、 2 区 6903-a ・b 西壁 ・ 6903-a 住居跡 (第 N - 1 図 ) 、 1 83-S1 、 2 1 6-S1 の 遺 構覆土や床面 な ど か ら

採取 さ れた計 2 3 点で あ る 。 試料採取箇所 を 分析結果 図 に 示 す。

3 . 分析法

植物珪酸体 の抽 出 と 定量 は 、 プラ ン ト ・ オパール定量分析法 (藤原 ， 1 976 ) を も と に 、 次の手順で、 行 っ た 。

1 ) 試料 を 1 05'C で 24 時 間乾燥 (絶乾)

2 ) 試料約 1 9 に 直径約 40 μ m のガ ラ ス ビー ズ を 約 0 . 02g 添加 (電子分析天秤 に よ り O . lmg の精度で秤量)

3 ) 電気炉灰化法 (550'C ・ 6 時 間 ) に よ る 脱有機物処理

4) 超音波水 中 照射 (300W . 42KHz ・ 1 0 分 間 ) に よ る 分散

5) 沈底法 に よ る 2 0 μ m 以下 の微粒子除去

6 ) 封入剤 (オイキ ッ ト ) 中 に 分散 し て プレパ ラ ー ト 作成

7) 検鏡 ・ 計数

同 定 は 、 イネ科植物 の機動細胞 に 由 来す る 植物珪酸体 を お も な 対象 と し 、 400倍の偏光顕微鏡下で、 行 っ た 。

計数 は 、 ガ ラ ス ビ ーズ個 数 が 400 以上 に な る ま で 行 っ た 。 こ れは ほ ぼ プレパ ラ ー ト l 枚 分 の 精査 に 相 当 す る 。

試料 Ig あ た り のガ ラ ス ビ ー ズ個数 に 、 計数 さ れた 植物珪酸体 と ガ ラス ビ ー ズ個 数 の 比率 を か け て 、 試 料 Ig 中

の 植物珪酸体個 数 を 求 め た 。

ま た 、 お も な 分類群 に つ い て は こ の値 に 試料の仮比重 と 各植物 の換算係数 (機動細胞珪酸体 l 個 あ た り の 植

物体乾重、 単位 : 1 0  - 5g ) を か け て 、 単位面積で層厚 l cm あ た り の植物体生産量 を 算 出 し た 。 イ ネ (赤米)

の換算係数 は 2 . 94、 ヒ エ属 ( ヒ エ) は 8 .40、 ヨ シ属 ( ヨ シ) は 6 . 3 1 、 ススキ 属 (ススキ ) は 1 . 24、 メ ダケ

節 は 1 . 1 6 、 ネ ザサ節 は 0 .48、 クマザサ属 (チ シマザサ節 ・ チマ キ ザサ節) は 0 . 75 、 ミ ヤコザサ節 は 0 . 30 で

あ る 。
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4 . 分析結果

分析試料か ら 検 出 さ れた縞物珪酸体 の 分類群 は以下の と お り で あ る 。 こ れ ら の 分類群 に つ い て 定量 を 行 い 、

そ の結 果 を 表 l お よ び第 N - 2  � 5 図 に 示 し た 。 主要な分類群 に つ い て 顕微鏡 写 真 を 示す。

〔イネ 科〕

イ ネ 、 ヒ エ属型、 エ ノ コロ グサ属型、 キ ピ族型、 ヨ シ属 、 ススキ 属型 (ススキ 属 な ど ) 、 ウ シクサ族、 ウ シ

クサ族 ( 大型)

〔イネ 科 ー タ ケ亜科〕

メ ダケ 節型 ( メ ダケ属 メ ダケ節 ・ リ ュ ウ キ ュ ウチク節、 ヤダケ属) 、 ネ ザサ節型 (お も に メ ダケ属 ネ ザサ節) 、

クマザサ属型 (チ シ マザサ節やチマ キ ザサ節な ど ) 、 ミ ヤコザサ節型 (お も に クマザサ属 ミ ヤコザサ節) 、 未分

類等

[イネ 科 ー そ の他〕

表皮毛起源、 棒状珪酸体 (お も に 結 合組織細胞 由 来) 、 茎部起源、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 ( シイ属) 、 クスノ キ 科 、 マ ンサク科 (イスノ キ 属 ) 、 は め絵パズル状 ( ブナ科 プナ属 な ど ) 、 そ の他

5 . イネ 科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で 同 定 さ れ る 分類群の う ち 栽培植物が含 ま れる も の に は 、 イネ を は じ め オ オ ム ギ族 ( ム ギ類

が含 ま れる ) 、 ヒ エ属型 ( ヒ エが含 ま れる ) 、 エ ノ コログサ属型 (ア ワ が含 ま れ る ) 、 キ ピ属型 ( キ ピ が含 ま れ

る ) 、 ジ ュ ズ ダマ属 (ハ ト ム ギ が含 ま れ る ) 、 オ ヒ シパ属型 ( シコクピエが含 ま れ る ) 、 モロコ シ属型、 ト ウ モ

ロコ シ属型な ど があ る 。 こ の う ち 、 本遺跡の試料 か ら はイネ 、 ヒ エ属型、 エ ノ コロ グサ属型が検 出 さ れた 。 以

下 に 各分類群 ご と に 栽培 の 可 能性 に つ い て 考察す る 。

( 1 ) イネ

イネ は 、 6903-a ・b 西壁 の 灰 色 シル ト 層 (試料 4、 5) 、 褐 色 シル ト 層 (試料 6 ) 、 暗褐色 シ Jレ ト 層 (平安時

代、 試料 7 、 8 ) 、 褐 色 シル ト 層 (弥生時代 中 ~後期、 試料 9) の 各 層 、 お よ び 1 83-S1 住居跡の覆土 (試料 6、

9) か ら 検 出 さ れた 。 こ の う ち 、 6903-a 'b 西壁 の 暗褐色 シ1レ ト 層 下部 (平安時代、 試料 8) で は 、 密度が 4 ， 400

個 /g と 比較 的 高 い 値 で あ り 、 稲作跡 の検証や探査 を 行 う 場合の判 断基準 と し て い る 3 ， 000 個 /g を 上 回 っ て い

る 。 し た が っ て 、 同 層 で は 稲作が行われて い た 可能性が高い と 考 え ら れ る 。 そ の 他 の 試料 で は 密度が 600 � 

2 ， 600 個 /g と 比較 的 低 い 値 で あ る 。 イネ の密度が低 L 、原 因 と し て は 、 稲作が行 わ れて い た 期 聞 が短か っ た こ

と 、 土層 の堆積速度が速か っ た こ と 、 洪水な ど に よ っ て 耕作土が流 出 し た こ と 、 採取地点が畦畔 な ど 耕作面以

外で あ っ た こ と 、 お よ び上層や他所か ら の 混入な ど が考 え ら れる 。

(2 ) ヒ エ属型

ヒ エ属型は、 6903-a 'b 西 壁 の 褐 色 シル ト 層 (弥生時代 中 ~後期、 試料 9) か ら 検 出 さ れた 。 ヒ エ属型に は

栽培種の ヒ エ の 他 にイヌ ピ エ な ど の野生種が含 ま れ る が、 現時点で は 植物珪酸体 の 形 態 か ら こ れ ら を 識 別 す

る こ と は 困 難で あ る ( 杉 山 ほか ， 1 988) 。 ま た 、 密度 も 800 個 /g と 低 い値で あ る こ と か ら 、 こ こ で ヒ エが栽

培 さ れて い た可能性 は考 え ら れ る も の の 、 イヌ ピエな ど の野 ・ 雑草で あ る 可能性 も 否定で き な い 。

(3 ) エ ノ コロ グサ属型

エ ノ コログサ属型は 、 6903-a ・b 西壁の灰色 シル ト 層 (試料 4) 、 暗褐色 シル ト 層 (平安時代、 試料 7、 8) 、

褐 色 シル ト 層 (弥生時代 中 ~後期、 試料 9) か ら 検 出 さ れた 。 エ ノ コロ グサ属型に は 栽培種の ア ワ の 他 に エ ノ

コロ グサ な ど の野生積が含 ま れ る が、 現時点で は植物珪酸体 の形態か ら こ れ ら を 識別 す る こ と は 困 難で あ る

( 杉 山 ほか ， 1 988) 。 ま た 、 密度 も 700 � 1 ， 500 個 /g と 低 い値で あ る こ と か ら 、 こ こ で ア ワ が栽培 さ れて い

た 可能性 は 考 え ら れ る も の の 、 エ ノ コロ グサな ど の野 ・ 雑草で あ る 可能性 も 否定で き な い 。

34 



(4) そ の他

イ ネ 科栽培植物の 中 に は未検討の も の も あ る た め、 そ の他の分類鮮 の ' 1 ' に も 栽培簡 に 由 来 す る も の が含 ま れ
て い る 可能性 が考 え ら れ る 。 キ ピ族型に は ヒ エ属やエ ノ コロ グサ属 に 近似 し た も の も 含 ま れて お り 、 ウ シクサ
族 B (大型) の 中 に は サ ト ウ キ ビ属 に近似 し た も の が合 ま れて い る 。 こ れ ら の 分 類群 の給源植物の究明 に つ い
て は 今後 の 課題 と し た い 。 な お 、 植物珪酸体分析で同定 さ れ る 分類 鮮 は 主 に イ ネ 科梢物 に 限定 さ れ る た め、 根
菜類な ど の 自 作 物 は 分析 の 対 象 外 と な っ て い る 。

6. 植物珪酸体分析か ら 捕:定 さ れる 植生 と 環境

( 1 ) 植物珪酸体 の 検 出 状況

1 )  6903-a ・b 西壁 ( 第 N - 1  . 2 凶)

下位 よ り 褐色 シル ト 層 (弥生時代 中 ~ 後期、 試料 9) 、 暗褐色シル ト 層 (平安時代、 試料 7、 8) 、 褐色

シル ト 層 (試料 6 ) 、 灰色 シル ト 層 (試料 4、 5) の 各層 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の 結果、 最 下 位 の 褐 色

シル ト 層 (試料 9) で は 棒状珪酸体が多量 に 検出 さ れ、 ススキ 属型や ウ シクサ放、 クマザサ属型 も 比較 的

多 く 検 出 さ れた 。 ま た 、 イ ネ 、 ヒ エ属型、 エ ノ コロ グサ属型 、 キ ビ族型、 メ ダケ 節型な ど も 少1.1検出 さ

れた 。 暗褐色 シル ト 層 (試料 7、 8) お よ びそ の上層 (試料 4 � 6) で も お お むね同 様 の 結 果 で あ り 、 ク

スノ キ 科や イ ス ノ キ 腐 な ど の樹木 も 部分 的 に 少屋検出 さ れた 。 樹木 は一般 に 植物珪酸 体 の 生 産量 が低 い こ

と か ら 、 少量が検 出 さ れた 場 合で も か な り 過 大 に 評価す る 必要があ る 。 な お 、 すべて の 樹種で植物珪酸体

が形成 さ れ る わ け で、 は な く 、 落葉樹で は形成 さ れな い も の も 多 い 。 お も な 分類ln'の推定生産主主 に よ る と 、

おお むねススキ属型が優勢で あ る こ と が分 か る 。

2 )  6903-a 住居跡 ( 第 N - 卜 3 図 )

累 積 し た 住居 跡 の 覆土 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 下位の 住居跡 (弥生時代 中 ~ 後期 ? ) の 覆 土

(試料 9 � 1 5) で は 棒状珪酸体が多 量 に 検出 さ れ、 ウ シクサ族やクマザサ属型 も 比較 的 多 く 検出 さ れた。

ま た 、 キ ピ族型やススキ属型、 メ ダケ節型、 ミ ヤコザサ節型な ど も 少量 検 出 さ れ、 クスノ キ 科や イ ス ノ キ

属 、 シ イ 属 な ど の樹木 も 部分 的 に 少量検出 さ れた 。 上位 の 住居跡 (平安時代 ? ) の 組 土 (試料 1 � 4) で

も おお むね同 様 の 結 果で あ り 、 ススキ 属型や棒状珪酸体が増加 し て い る 。 住居跡 の 床 面 と そ の 他 の 試料で

は 、 純物珪酸体 の組成や量 に と く に 大 き な 差異 は 認 め ら れな か っ た 。 お も な 分 類$l" の推定生産 fit. に よ る

と 、 下 位 の 住 居 の覆土で はクマザサ属型、 上位の住居の覆土で はススキ 属 型が優勢で あ る こ と が分 か る 。

3 )  1 83-S1  ( 第 N -4 図 )

住居跡 の 覆土 (試料 6 � 1 0 ) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の 結果、 ススキ 属 烈や棒状珪酸体が多量 に 検

出 さ れ、 イ ネ や ウ シクサ族、 クマザサ同型な ど も 少 |量検出 さ れた 。 お も な 分類制. の 推 定 生産 目 に よ る と 、

ススキ 属 型が優勢で あ る こ と が分か る 。

4) 2 1 6-S1  ( 第 N -5 図 )

住居跡床 面 の 焼土 (試料 1 � 3) お よ び比較試料 (試料 4) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の高i!i巣、 各試料

と も 待状珪酸体が多 ほ に 検 出 さ れ、 スス キ 属型や ウ シクサ族、 クマザサ!良型な ど も 検 出 さ れた 。 焼土 と 比

較試料で は 、 植物珪酸 体 の 組成や 匿 に と く に 大 き な 差 異 は 認 め ら れな か っ た 。

(2 ) 植生 と 環境の推定

弥生時代 中 ~ 後期 か ら 平安 時代 に か け て は 、 ススキ 属やチガ ヤ属、 お よ びクマザサ属 (ササ類) な ど が

生育す る 草原 的 な 環境 で あ っ た と 考 え ら れ、 遺跡 周 辺 に はクスノ キ 科や イ ス ノ キ 属 な ど の樹木が分布 し て

い た と 推定 さ れ る 。
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7 ま と め

植物珪酸体分析の結果、 弥生時代 中 ~ 後期か ら 平安時代の土層や住居跡 の覆土か ら イ ネ が検 出 さ れ、 調査地

点 も し く は そ の 周 辺で稲作が行 われて い た 可能性が認め ら れた 。 ま た 、 部分 的 に ヒ エ属 ( ヒ エが含 ま れ る ) や

エ ノ コロ グサ属 ( ア ワ が含 ま れる ) が栽培 さ れて い た可能性 も 認め ら れた 。

当 時 の調査区周 辺 は 、 ススキ 属 やチガヤ属 、 お よ びクマザサ属 (ササ類) な ど が生育す る 草 原 的 な 環境で あ っ

た と 考 え ら れ、 遺跡周 辺 に は クス ノ キ 科やイスノ キ 属 な ど の 樹木が分 布 し て い た と 推定 さ れ る 。
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表2 熊本県、 梅ノ木遺跡における植物珪酸体分析結果
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(5 ) 梅ノ木遺 跡 に お ける蛍光X線分析

1 . は じ め に

赤色顔料 と し て は 、 一般的 に 水銀朱 (硫化水銀 : Hg S) 、 ベンガラ (酸化鉄 : Fe203 な ど ) 、 鉛丹 (酸化鉛 -

Pb 304) が知 ら れて い る (市毛 ， 1 998 ， 本 田 ， 1 995) 。 こ こ で は 、 赤色顔料 の構成元素か ら 顔料 の種類 を 同 定

す る 目 的で蛍光 X 線分 析 を 行 っ た 。

2 . 試料

試料 は 、 赤色土 6 点お よ び赤色顔料付着土器 8 点 の計 1 4 点で あ る 。

3 . 分析方法

エ ネ ルギー 分散型蛍光 X 線分析装置 を 用 い て 、 元素 の 同 定 お よ び フ ァ ン ダ メ ン タ ルパ ラ メ ー タ 法 ( FP 法)

に よ る 定量分析 を 行 っ た 。 次 に 土壌試料の処理法を 示す。

1 ) 試料 を 絶乾 ( 1 0 50C ・ 24 時 間 )

2 ) メ ノ ウ 製乳鉢 を 用 い て 試料 を 1 00 メ ッ シ ュ 以下 に粉砕

3) 試料 を塩化 ビニ ー ル製 リ ン グ枠 に 入れ、 20t/cm2 の圧力で プレス し て 錠剤試料 を 作成

4) 測 定 時 間 300 秒、 照射径 2 0mm、 電圧 30keV、 試料室内真空の条件で測定

X 線 発生部の管球 はロ ジ ウ ム (Rh ) タ ー ゲ ツ ト 、 ベ リ リ ウ ム (Be) 窓、 X 線検 出 器 は S i (L i l 半 導 体検

出 器で あ る 。 な お 、 土器片 に つ い て は、 絶乾後 に 分析装置 の 固 定試料ステ ー ジ に 問定 し て 測定 し た 。

4 . 結 果

検 出 さ れた元素の種類 と 定量分析結果 (wt%) を 表 4、 5 お よ び第 N -8、 9 図 に 示す。 な お 、 2 区 の 5972c

( 1 086SX) に つ い て は 予 察 的 な 分 析 で あ り 、 定性分析 のみ を 行 っ た 。

5 . 考 察

( 1 ) 赤色土 (2 区)

1 086SX (5972c) の赤色土 に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 Fe (鉄) の 明 瞭 な ピークが認 め ら れ、

水銀 ( Hg ) や鉛 (Pb ) は検 出 さ れな か っ た 。 し た が っ て 、 こ の 赤色土 に 含 ま れ る 顔料 は ベンガラ と 考 え ら

れ る 。

(2 ) 赤色土 (2 区北側)

試料 1 6 (5963-b 地 区 1 29-S1 内 ) 、 試料 1 7 (5963-b 地 区 1 29-SI) 、 試料 1 8 (5933-a 地 区 1 1 46S1

内 ) 、 試料 1 9 (5962・c 地 区 1 1 72 ・SI 内 ) 、 試料 20 (5962b -c 地 区 1 1 73-S1 内 ) の 5 点 の 赤色土 に つ い

て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 各試料で Fe (鉄) の 明 瞭 な ピークが認 め ら れ、 水銀 (Hg ) や鉛 (Pb ) は 検

出 さ れな か っ た 。 各試料 に お け る Fe203 の 含 量 は 、 1 3 . 3 � 1 5 . 6 % と 比較 的 高 い 簡で あ る 。 し た が っ て 、

こ れ ら の 赤 色土 に 含 ま れ る 顔料 は ベンガ ラ と 考 え ら れ る 。

(3 ) 赤色顔料付着土器

土器① 6355 (高坪 ー 脚部) 、 土器② 902 1 (資) 、 土器③ 5056 (壷) 、 土器④ 7092 (壷) 、 土器⑤ 7032

(高杯 ー 口 縁部) 、 土器⑥ 4494 (壷) 、 土器⑦ 8 1 47 (肇棺) 、 土器③ 1 0495 (墾棺 ー 口 縁部 ) の 8 点 に つ い

て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 各試料で Fe (鉄) の 明 瞭 な ピークが認 め ら れ、 水銀 (Hg ) や鉛 (Pb ) は 検

出 さ れな か っ た 。 Fe203 の 含 量 は 、 土器①、 ②、 ③、 ⑤、 @の赤色顔料付着部分で は 1 4 . 9 � 2 2 . 6% 、 土

器⑦で も 1 0 . 6 % を 示 し て お り 、 比較部分 (含量が付着 し て い な い部分) の 3 . 9 � 5 . 3% と 比較 し て 明 ら か

に 高 い値 を 示 し て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の土器 に付着 し た 赤色顔料 は ベンガ ラ と 考 え ら れる 。

土器④お よ び土器③の 赤色顔料 に つ い て も ベン ガ ラ と 考 え ら れ る が、 Fe203 の 含量 は 4 . 5 � 4 . 8 % で あ り 、

比較部分 と の 聞 に 差異が認め ら れな か っ た 。 こ れ ら の土器で は顔料 の付着量が少な く 、 分析結果 に 反映 さ れな
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か っ た 可能性が考 え ら れる 。

6 . ま と め

蛍光 X 線分析の結果、 梅 ノ 木遺跡 か ら 出 土 し た 赤色土お よ び赤色顔料付着土器の顔料 は 、 い ず れ も ベンガラ

と 判 断 さ れた 。
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調 S泊 O.叫 0.05 0.02 0.05 0.03 0.04 D.倒 0.03 0.02 0 .02 0.02 

40 '"晶 O.回 O.阻 O.醐 O.岨 0.04 1 凶 0 . 05 1 0 . 05 1 0.01 0.07 O.附
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(6)  梅ノ木遺跡 に お ける リ ン ・ カ ル シ ウ ム 分析

1 . は じ め に

梅 ノ 木遺跡 か ら 出 土 し た 聾棺墓、 木棺墓、 土坑墓 に お け る 地 体 の 確 認 を 目 的 と し て リ ン ・ カ ル シ ウ ム 分析 を
行 っ た 。

2 . 試料

分析試料 は 、 九電鉄塔新 NO . 6 1 調 査 区 ; 04-SX (聾棺墓) 、 05-SX (木棺墓) 、 4 1 -SX (木棺墓) 、 確認調査
調査 区 3 ; 804-SK (土坑墓) 、 806-SK (木相墓) 、 確認調査 W，t1"t 区 4 ; SIくー0 1 (木棺墓) 、 縦認調 査 調 査 区 5 ;
906・SX (木棺墓) か ら 採取 さ れた 計 38 J;':( で あ る 。 試料の詳紺| を 分析結果 図 に 示す。

3 . 分析方法

蛍光 X 線分析 ( 第 V 章) と 同 様 に し て 、 元素 の 同 定お よ びフ ア ン ダ メ ン タ ルパ ラ メ ー タ 法 (FP 法) に よ る

定量分析 を 行 っ た 。

4 . 分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%) を 表 6 に 示 し 、 リ ン酸 (P205) と カ ル シ ウ ム (CaO) の 含援 を 第 N - 1 0 同

に 示す。

5 . 考察

土嬢 中 に 含 ま れ る リ ン酸や カ ル シ ウ ム の 起源 と し て は 、 土峻のJlJf� 、 動物遺体、 植物遺体 な ど があ り 、 未 耕

地の土壌 中 に お け る リ ン酸含量は通常 0 . 1 � 0 . 5%程度、 耕地 l二壊で、 リ ン酸肥料が投入 さ れた 場 合 は 1 . 0 % 程

度 で あ る 。 農耕地で は施肥 に よ る 影響が大 き く 、 目 的 と す る 試料 の 分析結 果 の み か ら 遺構 ・ 遺物 内 に お け る 生

物遺体の存在 を 確認す る の は 困 難で あ る 。 こ の た め 、 比較試料 (遺物 ・ 遺構外 の 試料 ) と の 対比 を 行 う 必要が

あ る 。

( 1 ) 九電鉄塔新 NO . 6 1 調査 区 ; 04・SX (盟結墓)

聾棺内 (試料 l 、 2 、 4) お よ び艶棺 l直下 (試料 5) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結 果 、 郵相 内 の岐部 (3 層 、

試料 4) で は リ ン酸の含量が 0 . 99% と 高 い値で あ る 。 ま た 、 1:: {IÏ の 1 1M (試料 1 ) 、 2 層 (試料 2 ) よ り も 含

量が商 い こ と か ら 、 後代の耕作 (施11m に よ る 影響 は 考 え に く い 。 し た が っ て 、 こ の 護棺 |刈 に は リ ン酸 を 多 く

含む 生物遺体が存在 し て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

カ lレ シ ウ ム に つ い て は 、 望E棺内 よ り も 護側直下の 方が含Jitがiお く な っ て お り 、 護相 内 の底部で も 1- 屑 と 比較

し て と く に 明 瞭 な 差 異 は 認 め ら れな か っ た 。 リ ン は 土壌 中 の 鉄や ア ル ミ ニ ウ ム と 強 く 結合 し て 水 に 難溶性 の 化

合物 と な る た め 、 水の作用 に よ り 流 出 す る こ と は 考 え に く い (竹 迫 、 1 993 ) 。 こ れに 対 し て 、 カ ル シ ウ ム は 一

般 に 溶解性が大 き い こ と か ら 、 土壌 中 で、 カ ル シ ウ ム が拡散 ・ 移動 し た 可能性が考 え ら れ る 。 カ ル シ ウ ム に つ い

て は 、 以 lご の 各遺構 に つ い て も ltîl 様 の結主将で、 あ る 。

(2 ) 九電鉄塔新 NO . 6 1 調査 区 ; 05-SX (木棺墓)

木 棺 墓 の 木棺部 (試料 7 、 1 0 ) お よ び=Hui り 方 (試料 8、 9 、 1 1 � 1 5 ) に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結果、

掘 り 方 4 層 西側 (試料 1 5) と 掘 り 方 2 層 商側 (試料 1 2 ) で は リ ン酸の合量が 1 . 2 5 % お よ び 0 . 93 % と 高 い 怖

で あ り 、 木棺部下部 (2 府 、 試料 1 0 ) で も 0 . 80% と 比較 的 高 い 値 で あ る 。 ま た 、 そ れぞれの上位層 よ り も 合

量が高 い こ と か ら 、 後代の 耕 作 (施肥) に よ る 影響 は 符 え に く い 。 し た が っ て 、 木相部お よ び木市if部西側 に は

リ ン酸 を 多 く 合 む生物遺体が存在 し て い た 可能性がr'f れ 、 と 考 え ら れ る o

(3 ) 九電鉄塔新 NO . 6 1 i調作. 区 ; 4 1 -SX (木材1慕)

木 棺 墓 の 木船音B (試料 2 3 、 2 5 、 2 9 、 3 1 ) お よ びHu! り 方 (試料 20、 2 2 ， 32 ) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ

の結果、 木棺部 (試料 2 3 、 25 ， 29 ) で は リ ン酸の 合 I，tが 0 . 72 � 0 . 8 1 % と 比較 的 尚 い flnで あ る 。 ま た 、 抗I! り

方 の 試料 よ り も 合震が高 い こ と か ら 、 後代の緋作 (施11巴 ) に よ る 影 響 は 考 え に く い 。 し た が っ て 、 木棺部 に は
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リ ン酸 を 多 く 含 む生物遺体が存在 し て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

(4) 確認調査調査 区 3 ; 804-SK (土坑墓)

土坑墓の埋土 (試料 38、 39 ) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 士坑底部 (2 層 、 試料 39) で は リ ン酸 の

含量が 0 . 52 % と 比較 的 高 い 値で あ る 。 ま た 、 上位 の l 層 (試料 38) よ り も 含量が高 い こ と か ら 、 後 代 の 耕 作

(施肥) に よ る 影響 は考 え に く い。 し た が っ て 、 土坑墓底部 に リ ン酸 を 多 く 含 む 生物遺体が存在 し て い た 可能

性が考 え ら れ る 。

(5 ) 確認調査調査 区 3 ; 806-SK (木棺墓)

木棺墓の木棺部 (試料 4 1 、 42 、 43) お よ び掘 り 方 (試料 40、 44) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 木

棺部 (試料 4 1 、 42， 43) で は リ ン酸の含量が 0 . 6 1 � 0 . 64% と 比較的高 い 値で あ る 。 ま た 、 掘 り 方 の試料 よ

り も 含量 がやや高 い こ と か ら 、 後代の耕作 (施肥) に よ る 影響 は 考 え に く い 。 し た が っ て 、 木棺部 に リ ン酸 を

多 く 含 む 生物遺体が存在 し て い た 可能性が考 え ら れる 。

(6) 確認調査調査 区 4 ; SK-0 1 (木棺墓)

木棺墓の木棺部 (試料 54 � 59) 、 掘 り 方 (試料 60) 、 地 山 (試料 6 1 ) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、

木棺部の 2 層 (試料 55、 56) と 3 層 (試料 57) で は リ ン酸の 含量が 0 . 79 � 0 . 8 1 % と 比較 的 高 い 値で あ る 。

ま た 、 上位層や掘 り 方 の試料 よ り も 含量 が高 い こ と か ら 、 後代の耕作 (施肥) に よ る 影響 は 考 え に く い 。 し た

が っ て 、 木棺部 に は リ ン酸 を 多 く 含む生物遺体が存在 し て い た 可能性が高 い と 考 え ら れ る 。

(7 ) 確認調査調査 区 5 ; 906-SX (木棺墓)

木棺墓の木棺部 (試料 63) 、 掘 り 方 (試料 62) 、 地 山 (試料 64) に つ い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 木棺

部底部 (2 層 、 試料 63) で は リ ン酸の含量が 0 . 49% と 比較 的 高 い 値で あ る 。 た だ し 、 木棺墓横の地 山 (試料

64) よ り も 含量が低 い こ と か ら 、 後代の耕作 (施肥) に よ る 影響 も 否定で き な い 。

6 . ま と め

分 析 の結果、 04-SX (聾棺墓) 、 05・SX (木棺墓) 、 4 1 -SX (木棺墓) 、 SK-O 1 (木棺基) で は 、 遺 構 内 部 の

試料か ら リ ン酸が多量 に 検 出 さ れ、 リ ン酸 を 多 く 含む生物遺体が存在 し て い た 可能性が高 い と 判 断 さ れた 。 ま

た 、 804・SK (士坑墓) と 806-SK (木棺墓) で も 、 リ ン酸 を 多 く 含 む生物遺体が存在 し て い た 可能性が認 め

ら れた 。
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梅ノ木遺跡出土聾棺墓、 木棺墓、 土壌墓における蛍光 X線分析結果
車品 開".・J地点 誌斜 1 z 4 5 7 8 9 10 1 1  1 2  1 3  1 .  1 5  20 22 " 23 25 " 31 ωー盟 (11!陶a) 05 鼠 {木棺菖) 41-SX (木幡墓)書棺内 1II � 方 本館飯 沼 り 方 濁 り 1i 本槍1ilI 煽り方 銅 り倉 鍾 り 1i 図 。 方 掴 �1I 銅 り 方 本格鼠扇子"' 他掌式 1 '" 届 3 R!(鹿島 盟締下 1 1 M l Ril 届 2 周 2 '" 届 3 '" 41i1 l 眉 2 周 下 南抱山 I JB 2 JJ1  3 .1 周(底随
11 N旬。 1 . 32 1 .47 1 .331 1 . 82 1 . 79 1 . 53 1 . 49 1 . 25 1 .68 1 . 37 I . 7S 1 .70 1 . 51 1 . 11 1 . 56 1 . 38 1 . 62 1 .42 1 .46  1 . 71  
12 MgO 1 .28 1 . 10 1 . 09 1  1 . 97 1.65 1 .46 1 . 6 1  1 . 60 1 . 5 1  1 . 42 1 . 55 1 .48 1 .46 し00 1 ..4 1 剖 \.48 1 . 3 1  1 .44 1 . 3< 
13  ."向 お.52 お . 92 26.49 23.79 a� �n � n  � "  K� � 目2 26 . 78 26. 17 27.81  28.87 25.82 28. 1 2  27.&2 27.28 27.23 26. 76 
14 SI02 49.88 50.27 5 1 . 0 1  52.61 50.33 48.52 48.79 48.90 49.70 49.55 50.(;2 60.32 47.86 49.42 52.64 50.76 49.57 49.82 日 17 5 1 . 81 
1 5 円'" 0.81 0.10 0.991  0 .44 0.69 日.71 0.69 (1，80 0.61  0.93 0 .39 0 .44 1 . 25 0.65 0.56 0.21 0 .80 0 . 72 0.81  0 .4 1  
18 SO:\ 0.28 日.25 0.23 1 0.06 0 .02 0.02 0.07 0.03 0.02 0 . 10 0 . 1 2  
1 9 向。 0.75 0 .73 0.82 1 . 08 1 0 . 78 0.73 O.制 0.70 0.86 0.85 0.84 0.87 回 0.81  1 . 08 0.87 0.72 0 . 75 0 . 82 0 .99 
20 CðQ 4.53 4 . 1 3  4 . 酉 6 . 1 0 5.同 5.� � M  5 . �  5 . 8 1  � 関 5.62 5 . 7 1  5 . 1 8  4 . 16 5.08 4 . 5 1  1 . 65 4 . 90 4 . 92 4 . 82 
22 no， 1 .47  l .46 1 . 4 9 1  1 . 四 1 . 39 1 . 35 t . 42 1 .45 1 . 38 1 .43 1 . 37 1 . 37 1 .49 1 .41 1 . 33 1 .44 1 .42 1 . 38 1 .42 1 . 37 
23 V20s 0.07 0.06 o.日6 1 O .日S 0.04 0.06 0.07 O.師 目 町 0.07 0.04 O . 目 0.05 目.08 0.02 0.06 o.冊 目ー町 0.07 札価
25 MnO 0.27 札制 0.25 1 0.20 0.24 0.24 0.22 0.23 0.22 0.24 0.25 0.22 0 .25 0.22 0 .22 0 .23 日 25 0 . 26 0.24 0.21 1 
" 再現2白 12.67 12.55 1 1 . 89 10.53 1 1 .25 1 1 . 34 1 1 .40 1 1 . 82 札 制 1 1 . 12 10.白 10.91 12 . 13  1 1 .45 1 0 . 1 5  \0.97 1 1 .70 I I . 9 1  1 1 .20 10.34 1  
29 α'0 0.01 0.01  0.01 

30 Zno 0.02 0 .01  0 .02 0.1)1  

38 SrO 0.07 0.08 0.01 o.回 0.08 0.01 O.日 1).08 0.07 0.08 0 .08 0.08 0.011 0.07 0 . 07 0.08 1 G.G7 0.06 0 . 08 0.01 

40 ZrQ， 0.03 0.02 0 .03 0.02 0.03 0.02 0.03 0.03 0.03 0.02 0 . 03 日 0:1 0.03 0.03 日 日 0 .02 0 .02 0.03 

表6

�.晶 司 ・降、.，
III点 ・ 鼠斜 38 39 40 4 1  42 43 44 54 55 " 57 58 " " " 62 63 " 

曲4-耳 《土筑Ill) 1ID6-SI (木幡Ill) SI[-Ol 【木幡畠) 叩やsx 【木棺塞}

忽土 liIり方 木裕鑓 宿 り 方 本精B1I 鐙 り 方 鼠 り 方 木信1ilI

原子"' fb学式 1 '" 1 周 1 周 2 掴 3 1 " 1 "  1 ・ 2 '"閲 2 周 3 周 3 ・ 4 1i1悶 1m降級 1 R 抱�I l 周 2 "'(底鰯) 組If1
1 1  N句。 し 1 4 1 .30 1 . !i6 1 1 . 38 1 . 却 し 臼 1 .59 1 .25 1 .01 1 . 4 1  1 .27 1 . 24 l お 1 . 1 1 1 . 36 1 .49 1 . 24 1 . 04 

1 2  MgO ι74 0.98 1.21 1 . 1 8  0 . 89 O . 随 1 . 1 3  l.()6 \ .21 0 .97 1 . 1 5  1 . 02 0 . 96 1 . 01 0.93 0 .91 1 . 0 1  0.86 

13 崎白 28.四 27.93 26 . 6 1  26.86 26 .11 26.53 25.11 お 98 26 .51 26 .55 26.12 26. 85 26.96 27.93 27.78 27.82 27.22 27 . 1 7  

14 SiO:z 47.92 48.65 50.37 50.55 印 ， 伺 5 1 . 10 52 .21 49.6同 49.曲 49.77 49.倒 49.61 49.99 49.30 48.65 50.30 49.72 50.50 

15 向島 0.39 0 .52 0.59 0.64 目 .6 1 0 .62 0.57 0.71 0.81 0 .79 0 .80 0.73 0 .63 0 . 6 1  0 . 6 8  0 . 3 5  0 . 4 9  0 .51  

1 6  So， 0.28 0 .39 0.35 0.31  o . 剖 0.26 0.3< ι 18 日 18 0.24 0 . 25 0 . 1 5  0. 15 0 .20 0.30 0.65  0.56 0 .58 

\ 9 出。 0.10 0.71  0.19 0.80 0 .7 1  0.76 0.80 0.12 。 72 自:17 0.71 0 . 74 0 . 76 0 .79 0.78 0 .79 0 . 75 0.80 

20 Cø.O 3.01 3.44 3.91 4 .05 3 . 91 4 .06 3.84 4 . 38  4 回 '.6口 4 制 4.43 4 . 39 4 .01  3 . 97 3.21  4 . 08 3 .54 

22 110， 1 .72 1 . 6 1  1 .481 1.46 1 . 53 1 .46 1 .43 l 回 \ . 54 1 .50 1 . 58 1 . 5日 1 . 53 1 .58 1 . 58 1 .46 1 . 54 \ . 54 

23 V20s 0.06 0 .07 0.08 0.06 o . 例 0.05 。 ω 0.06 0.06 0.08 0.04 0.05 0 .05 0.06 0 . 07 0.07 0.07 0.07 

25 MnO 11.29 0.26 0.27 11.27 0.27 11.28 0.2'げ 0.2氾 11.27 0.28 0.28 0.25 。 お 0.26 0 .26 0 .25 0 .28 日 .26

26 F句向 14.94 1 4.04 12.68 12.301 1 2 . 67 12.35 1 1 .97 13 ω 13.06 12.93 13 . 12  13.25 12 .87 12.99 13.52 12.臼 12.!lJ 1 3 .02 

29 CUO 0 . (12 

30 "、。 0.01  

38 Sr。 0.07 0 .06 0.07 0.07 0 . 07 0.08 0.06 0 . 07 0.08 0.08 0 .08 O.目白 0.08 0.07 0.08 0.07 0.07 0 .07 

40 ZJ()， 日.04 O.回 0.03 1 O.回 o.由 。 回 0.03 。 田 0.02 O.日 0.02 0.04 0 . 03 0 .03 。 ω 。 . 03 0.04 0.03 
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B 弥生時代人骨 の分析

松下孝幸※

キ ー ワ ー ド : 熊本 県 、 弥生時代人骨、 裂棺、 壷棺、 木棺、 土績墓、 木棺集、 保存不良

は じ め に

熊本県菊池郡菊場町津久札 に 所 在す る 梅 ノ 木遺跡の 発掘調査が、 国 体道路建設 に 伴 っ て 1 996 年 (平成 8 年)

と 1 997 年 (平成 9 年) に お こ な われ、 多 数 の 住居枇 と 埋葬施設が発 見 さ れた 。 墓 は 聾棺、 壷棺、 土墳墓、 木棺

墓が存在 し た 。 人骨 は蜜棺、 壷棺、 土繊墓、 木市官か ら 検 出 さ れた が、 保存状態 は いずれ も よ く な い 。

熊本県で も 弥生H年代 に は 盟紛が作製 さ れて い る が、 佐賀 県や福 岡 県 の よ う に は群集す る こ と がな く 、 散在す

る 傾向 が強 い 。 従 っ て 、 人 骨 の 量 も 少 な く 、 熊本県での弥生人の顔 ・ か た ち の 様子が ま だ よ く わ か ら な い 。 筆

者が報告 し た 例 も 少 な く 、 熊 本市 の 葉 山 遺 跡 (松下、 1 99 1 ) 、 同 じ く 熊本市 の 庵 ノ 前遺跡(松下、 1 99 7) と 熊 本

市 の 万 楽寺 出 口 遺跡が あ る に す ぎ な い 。 1 997 年か ら 98 年 に か け て 、 熊本市 の 南 部 に 位 置 す る 白 藤遺 跡 の 発

掘調査がお こ な われた 。 こ の調 査 に よ っ て 佐賀 県や福岡県で み ら れ る も の と 同 じ 様 な 大形 の 聾棺 が 多 数 出 土 し

た 。 人骨 の保存状 態 は よ く な か っ た が、 現場で観祭 し た と こ ろ 、 高 頗 ・ 高身長で 四 肢骨 が屈 強 な 形 質 的特徴が

認 め ら れ、 彼 ら が佐賀 県や福 岡 県 の 聾棺か ら 出 土す る 弥生人 と 同 じ 特徴 を 持 っ て い た こ と がわ か っ た 。 し か

し 、 白 勝遺跡の弥生人 に み ら れた特徴が熊本県全 域 に 、 少 な く と も 平野部 に お い て 普遍 的 に 認 め ら れ る の か ど

う か は 資料数が少 な い現状で は な ん と い も 言 いがた い の で あ る 。

本 例 は 保存状態が悪 く 、 顔 ・ かた ち の特 徴 を 知 る こ と は で き な か っ た が、 大腿骨 は 計 測 がで き た も の や観察

が可能 な も の も あ り 、 ま た 歯 が比較的 よ く 残 っ て い た ので、 幼 児 に つ い て は年齢 を 推定 で き た 。 人骨の残存状

況や そ の特 徴 お よ び推定 で き た 性別 ・ 年齢 な ど を 記載 し て お き た い 。

資 料

表 7 資料数 ( Table 7 . Number of materials) 
成 人 幼児 合計

男性 女性 不明

2 8 1 2  

本遺跡か ら 出 土 し た 人骨 は 合 計 1 2 体 で あ る 。 表 7 に 示 す と お り 、 1 2 体 の う ち 成人骨 は 4 体で 、 男 性 l 体 、

女性 も l 体で、 残 り の 2 体 は 性 別 がわ か ら な い 。 幼児骨は 8 体で 、 こ の う ち l 歳未満の乳児が 2 体 あ る 。 未

成人の 占 め る 割合 は 向 く 、 6 7 % (8/ 1 2) に も 達す る が、 すべて の遺構 に 人骨が残 っ て い た わ け で は な い の で、 こ

の数字がそ の ま ま 未成人の割 合 を 示 し て い る わ け で は な い 。

な お 、 各人骨の性別 ・ 年齢 は 表 8 の と お り で あ る 。

※ Takayu k i MATSUSHITA 
The Do i g ahama S it e Anthropolog i c al Mus eum (土井 ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジ ア ム〕
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1 2 体 の 人骨 の う ち 、 聾棺か ら 出 土 し た ち の は 7 体、 壷棺か ら は 2 体、 木棺か ら は 1 体、 土墳か ら 出 土 し た も

の は 2 体で あ る 。

こ の 1 2 体 の 人骨 は 、 考 古 学 的 所 見 よ り 、 弥生時代 中 期 後半 頃 に 属 す る 人骨群 と 推定 さ れて い る 。

計測方法 は 、 Mart in-Sal ler ( l 957) に よ っ た 。 な お 、 性判別 に つ い て は 所 見 の 項 で そ れぞれの個体 ご と に そ

の推定根拠 を 挙 げ た 。 年 齢 区 分 に 関 し て は 表 9 の基準の と お り で あ る 。

表 8 出土人骨一覧(Table 8 .  List of skeletons) 

人骨番号 性 別 年 齢

228 幼児

289 幼児 ( 1 歳前後)

1 075 幼児 ( 1 . 5歳)

1 077 幼児 ( 2 - 3歳)

1 082 幼 児 (3 -4歳)

1 1 3 1  乳児 (3 ヶ 月 - 6 ヶ 月 )

1 1 35 男性 不明

1 1 37 不明 不明 (成人)

1 1 50 乳児 (9 ヶ 月 )

1 1 53 女性 不明

1 1 54 幼児 (3 -4歳)

1 238 不明 不問 (成人)

表 9 年齢区分(Table 9. Division of age) 
年齢区分 年 齢

未成人 乳児 1 歳 未満

備考 (頭型、 推定身長値な ど )

聾棺墓、 乳歯歯冠のみ

聾棺墓、 乳歯歯冠のみ

聾棺墓

壷棺墓

璽棺墓

聾棺墓

木棺墓

土塙墓

壷棺墓

土繍菖

聾帽墓

聾棺墓

幼 児 1 歳 5 歳 ( 第 一 大 臼 歯萌出 直前 ま で )

小児 6歳 - 1 5 歳 ( 第 一 大 臼 歯萌出 か ら 第二 大 臼 歯歯根完成 ま で )

成 人 1 6 歳 - 2 0 歳 (蝶後頭軟骨結合癒合 ま で)

成人 壮年 2 1 歳 - 3 9 歳 (40歳未満)
熟年 4 0 歳 - 5 9 歳 (60歳未満)
老年 6 0 歳 以上

注) 成年 と い う 用 語 に つ い て は 土井 ヶ 浜遺跡第 1 4次発掘調査報告書 ( 1 996) を 参照 さ れ た い 。

所 見

228号墓人骨(幼児)

乳歯歯冠 の破片のみで あ る 。 歯 冠 に は岐耗がほ と ん ど 見 ら れな い の で 、 お そ ら く 幼児で あ ろ う 。

289号墓人骨(幼児 ・ 1 歳前後)

乳歯の歯冠が 2 個残存 し て い た 。 下顎の両側第 l 乳 臼 歯で あ る が、 岐耗が認 め ら れな い こ と か ら 未 萌 出 た‘ っ

た よ う で あ る 。 こ の こ と か ら 年齢 は l 歳前後 と 考 え ら れ る 。
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1 0 75号墓人骨(幼児 ・ 1 . 5歳前後)

頭蓋 と 乳歯 の 歯冠 8 個 と 永久歯冠 l 個が残存 し て い た 。 頭蓋 は前頭骨の一部 お よ び右側頭頂骨が残存 し て い
る が、 骨壁 は 著 し く 薄 い 。 乳歯の一部 は 歯根 も 残 っ て お り 、 こ の 形成程度 と 第一 大 臼 歯 の 歯 冠 の 形成 程 度 か
ら 、 本例 を 1 . 5 歳前後の幼児 と 推定 し た 。 残存歯 は 次 の と お り で あ る 。

M 1  / / c / / 1/ / m l  m 2  

/ m 2  m l  C / / 1/ / / m l  / 
(/ :不明 (破損) 0 :歯槽開存 ・ :歯 槽 閉 鎖 、 以下回 じ 〕

1 077号墓人骨(幼児 ・ 2 - 3歳)

乳歯の歯冠 な ど が残存 し て い た に す ぎ な い 。 残存歯冠 は 次 の と お り で あ る 。

/ / / C / / 1/ / C m l m 2  

/ / / / / / 1/ / / / / M l 
年 齢 は 、 2 � 3 歳 と 思 わ れ る 。

1 082号室人骨(幼児 ・ 3 - 4歳)

永久歯の遊離歯冠が 4 個残存 し て い た に す ぎ な い 。 残存歯 冠 は 上下両顎 の 第 一大 臼 歯 4 個 で あ る 。 吹耗がみ

ら れな い こ と と 歯根 が ま だ形成 さ れて い な か っ た と 考 え ら れ る こ と か ら 、 年 齢 は 3 � 4 歳 と み ら れ る 。

1 1 3 1 号墓人骨(乳児 . 3 - 6ヶ 月 )

両側の側頭骨錐体部 と 下顎の 左側乳犬歯の歯冠が残存 し て い た に す ぎ な い 。 錐体 は 著 し く 小 さ く 、 乳犬歯歯

冠の形成状態 か ら 、 本例の年齢 を 生後 3 ヶ 月 か ら 6 ヶ 月 ぐ ら い と 推定 し た 。

1 1 35号墓人骨(男性、 年齢不問)

残存 し て い た の は 右 側 の 大腿骨 と 左側 の腔骨で あ る 。 li可骨 と も か な り 脆弱 化 し て お り 、 保存状態 は よ く な

。、.L
 
①大腿骨

右側の骨体が残存 し て い た 。 組線 は よ く 発達 し て い る が、 骨体両側 面 の 後方 へ の 発達 は み ら れな い 。 ま た 、

骨体上部 は 扇 平で あ る 。

計測値 は 、 骨体 中 央 矢状径が 2 5mm(右) 、 横径 は 32mm(右) で 、 骨体 中 央 断面示数 は 7 8 . 1 3 (右) と な り 、 弥

生時代人 と し て は 珍 し く 骨体両側 面 の 後 方への発達が き わ め て 悪 し 、 。 骨 体 中 央 周 は 8 9mm(右) で 、 骨 体 は 太

い 。 ま た 、 土骨体断面示数 は 72 . 73 (右) と な り 、 骨体上部 は扇平で あ る 。

② 腔骨

左側骨体が残存 し て い た が、 保存状態 は大腿骨 よ り も さ ら に 悪 く 、 計 測 は で き な い 。 観察 し た と こ ろ で は骨

体 の 径 は あ ま り 大 き い も の で は な い 。 そ の 他の様態 は 不 明 で あ る 。

③性別 ・ 年齢

性別 は 、 大腿骨体 の 周 径 が大 き い こ と か ら 、 男 性 と 推定 し た 。 年齢 は 不 明 で あ る 。
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1 1 37号墓人骨(性別 ・ 年齢不明)

遊離歯冠が残存 し て い た 。 残存 し て い た 歯 冠 は 次 の と お り で あ る 。

/ /  / P 2  P 1 / / / \/ / / / / / / / 
/ M 2 / P 2  / / 1 2 / 1 / / C / / / / / 

岐耗度 は Broca の l 度で あ る J 性別 、 年齢 は 不 明 で あ る 。

1 1 50号墓人骨 (乳児 ・ 9 ヶ 月 )

頭蓋 の細片 と 遊縦乳歯掬冠が残存 し て い た 。 乳歯陶冠な ど は 次の と お り で あ る 。

J

 

MM
一

/一/;

 

m

一
m

/一/
/一/

/一/
/一/

/一/
/一/;

 

m
一

m

qL
-

qζ

 

m
一

m

年齢 は歯 冠 の 形成状態か ら 9 ヶ 月 ぐ ら い と 推定 し た 。

1 1 53号墓人骨(女性 ・ 年齢不問)

両 側 の 大腿骨体 と 遊離樹冠が残存 し て い た 。 大腿骨体 は保存状態が悪 く 、 計 測 で き な い が、 観察 し た と こ ろ

で は 、 骨体両側面が後方へ詳 し く 発達 し て お り 、 骨体1\ ' 央 断面示教 は 1 1 5 . 0 0 を 越 え る も の と 思 わ れ、 大腿骨

体 の 形 状 は 1 1 35 号墓人骨 と ま っ た く 対照的で あ る 。 1[l'体問 は そ れほ ど 大 き く は な く 、 付体 そ の も の は あ ま り

大 き い も の で は な い 。 遊離樹冠 は 次 の と お り で あ る

/ M2 / P 2  P 1 C / 1 1 1 / / C P 1 P 2 / M2 / 
/ M 2 M 1  / P 1 / / / 1/  / / P 1 / / M 2 / 

岐耗度 は Broca の l 度で あ る 。

fJ:別 は 、 大腿骨体 の 径 が制 L 、 こ と か ら 、 女性 と 推定 し た 。 年 齢 は 不 明 で あ る 。

1 1 54号墓人骨(幼児 ・ 3 -4歳)

頭蓋 と 遊離歯冠が残存 し て い た 。 頭蓋壁 は か な り 乱1$ く 、 保存状態 は 悪 い 。 計 測 も 観祭 も で き な い状 態 で あ

る 。 遊離歯冠 は l 本 の 乳簡 を 除 い て あ と はすべて 永久 備の樹jばで あ っ た 。 乳 歯 は 、 上顎左側 の乳犬歯で、 歯恨

は 8 割 完成 し て い た よ う で あ る 。 永久歯冠 は 次 の と お り で あ る 。 歯根 はすべて ま だ形成 さ れて い な か っ た よ う

で 、 歯冠形成程度 か ら 、 年齢 を 3 � 4 歳 と 推定 し た 。

/ /  M 1 / / C / / 1/  / C / / M 1  / / 
/ / M 1 / / C 1 2 1 1 1 1 1 1 2  C / / M 1  / / 

1 238号墓人骨(性別 ・ 年齢不明)

四肢骨 と 遊離簡冠が残存 し て い た 。 四 肢 骨 は 下肢骨 と 思 わ れ る が、 保存状態が著 し く 悪 く 、 同 定 がで き な

い 。 遊雌繭冠 は 次 の と お り で あ る 。

M3 / /  P 2  / C / 1 1 1 / / / / / / / / 
/ / / / / / / / 1/ / / P 1 / / / / 

l佼粍 度 は B roca の l 度 で あ る 。 性 別 、 年 齢 は 不 明 で あ る O
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考 察
計測がで き た 男 性 大腿骨 に つ い て 若干の考然 を お こ な っ て お き た い 。 表 1 0 は 熊 本 県 内 で、 の 弥生人の 大腿什

計測値の比数去で あ る 。 熊 本 県 内 で 筆者が報作 し た 男 性大腿 骨 は 4 例 し か な い が 、 こ の 4 例 を 比較 し て み る

と 、 梅 ノ 木 は 、 骨体 ' 1 ' � /i'iJ は 庵 ノ 前 と 大差 な く 、 付体 の 任 は 大 き い 方 で あ る が、 什 体 q ， � 断 面示数 は 著 し く 小

さ く 、 表 1 0 で、 は 最 小f[iで あ る 。 ま た 、 上件体断lfíjjJ�数 も 炎 1 0 で は 最小値 と な り 、 付体上 ìiil は か な り l雨 、I� で

あ る こ と がわ か る 。 骨 体 1/ ' 央 断 面 示 数 の 小 さ さ は 特筆 に fll'i す る が、 所見の項で も 述べて い る よ う に 、 こ の 例 の

他 に 、 かな り 強 い柱状性 を 示す大腿骨 も あ り 、 こ の遺跡 は 大腿骨形 態 の 変異I�M が か な り 大 き い 遺 跡で あ る こ と

も 注 目 し て お き た い 。

表 1 0 大腿骨計澗値 (男性、 右、 mm) (T able 1 O .  Comparison of measurements and indices of male right femora) 

万楽寺出 口 庵 ノ 剛 葉 山 梅 ノ 木
弥生人 弥生人 弥生人 弥生人
熊本県 熊本県 熊本県 熊本県
(松下) (松下 ・ 他) (松下) (松下)

n M n M n M n M 

6 . 骨体中央矢状径 34 30 26 25 
7 . 骨体中央横径 28 26 29 32 
8 . 骨体中央周 97 88 85 89 
9 . 骨体上横径 3 1  30 30 33 

1 0 . 骨体上矢状径 32 27 25 24 
6/7 骨体中央断面示数 1 2 1 .43 1 1 5 .38 89 . 66 78 . 1 3  

1 0/9 上骨体断面示数 1 03 . 23 90 83 .33 7 2 . 73 

要 約

熊本県菊池1"1菊陽町津久 礼 に あ る 梅 ノ 木辿跡の発抗II 制 fi で 、 笠松、 dlf 相、 1 '.峨};，4 、 木村'{ 墓 な ど か ら 人付が検

出 さ れた 。 保布状態 は い ずれ も よ く な い が、 一部貢!日!IJ で き た 廿 も あ り 、 ま た 幼 山什 に つ い て は年齢が推定で き

た 。 出 土人骨の人類学的観察や計測 を お こ な い 、 次のJYr 1t!. を 得 た 。

1 . 本遺跡、か ら 11\ 土 し た 人骨 は 合計 1 2 体 で あ る 。 1 2 体 の う ち 成人付 は 4 体で 、 リj 性 l 体、 女性 l 体、 flJ )IJ イミ

明 が 2 体 で あ る 。 幼 児 骨 は 8 体で 、 こ の う ち 2 体 は l 歳未満の乳児で、 あ っ た 。

2 本遺跡 か ら 11\ 土 し た 人骨 は 、 未成人の 占 め る ;l刊行が 111i く 、 67% (8/ 1 2 ) に も 述 し た 。

3 . 頭蓋の保存状態が悪 い の で 、 頭型や顔面 の特徴 は 不 |リ lで あ る 。

4 . 大腿骨の計測がで き た も の が l 体 と 、 計測 は で き な い が、 観察が可能な も の が l 体 あ っ た 。 前者 は !JJ 'lt 大

!出骨 で 、 後者 は 女性大腿骨で あ る が、 lillj大腿骨の形態 は 刈 J!(( 的で あ っ た 。 男 性 大腿骨 は 、 什 体 は 大 き い が、

住状性 は ま っ た く 認 め ら れず 、 付体の形態は横符.が矢状任 よ り も か な り 大 き く 、 そ の 断而 形 は 横)よ ろ の 精 円

形 を 日 し て い る の に )x. し 、 女性大腿什 は 、 横 径 が小 さ く 欠 状 筏 が � し く 大 き く 、 か な り 強 い れ状n を ぷす 大

腿骨で あ っ た 。 柱状大腿付 は í'l'体 的i が小 さ い の で 、 r�交〈性 の 大!腿B腿ll1什't打」 と し た が、 骨盤 (臼J!引1'1判i

附椛� な 性}兄別)1川lリj は わ カか通 ら な い 。 ひ ょ っ と し た ら 柱状大腿骨 も 男 性 の 大腿 付 か も し れな い 。

性別 は と も か く 、 全 く な い わ け で は な いが、 形態的 に 対照的 な 大腿什が同 じ 迫跡で 出 土す る こ と は か な り

珍 し い こ と で あ る 。 こ の よ う に 11\ 1: し た 人什の特徴が，HJ!(( 的 で 、 人什の特徴 を ひ と こ と で I j" � 、 表せ な い 遺跡

が こ れ ま で に も あ っ た 。 そ れは Irîj じ 熊 本 県 の 例 で 、 熊本 di の庖 ノ lìíjJ!d跡か ら 11\ 土 し た 2 体 の 女'I�l:1サが そ れ
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で あ る 。 北部九州や西北九州 の弥生人の場合 は 、 出 土例数が多 い こ と も あ っ て 、 差 が あ ま り 目 立 た な い の か

も し れな い が、 大腿骨 に み ら れた 大 き な差異 (個体変異) は な い気がす る 。 こ の 大腿骨の形態の 違 い は 、 縄文

人 と 近世人 と の 差 に も 匹敵す る 。

四 肢 骨 は 支持 ・ 運動 器 な の で 、 そ の 形 態 は 栄養状態や運動量な ど に 大 き く 関 係 し て い る 。 今 回 の 場合 は そ の

差異 を 引 き 起 こ し た 要 因 と し て 性 差 は 考 え に く L 、 。 遺伝的要 因 、 す な わ ち 集 団 と し て の違 い も 可能性 と し て は

考 え て お く 必要が あ る か も し れな い 。

形態変異が大 き い と い う 特徴が熊本県の弥生人の特徴 な の か も し れな い が、 こ の よ う な 課題 に 決着 を つ け る

た め に も 例数 の 増 加 が期 待 さ れる 。

表 1 1 大腿骨計測値 (mm) (Femur) 
梅 ノ 木

1 1 35号墓人骨

男性

右
1 . 最 大 長

2 . 自 然位全長

3 . 最大転子長

4. 自 然位転子長

6. 骨体中央矢状径

7 . 骨体申央横径

8. 骨体中央周

9. 骨体上積径

1 0 . 骨体上矢状径

1 5 . 頚垂直径

1 6 . 頚矢状径

1 7 . 頚 周

1 8 . 頭垂直径

1 9 . 頭横径

20. 頭 周

2 1 . 上 頼 幅

8/2 長厚示数

6/7 骨体中央断面示数

1 0/9 上骨体断面示数

。 。
5

2

9

3

4

 

内ζ

qd

au

qd

qζ

78. 1 3  

72 . 73 
梅 ノ 木 1 1 35 号墓人骨 (男性)

第 IV - 1 2 図 人骨の残存部、 ア ミ かけ部分
(Fig . 1 2 . Regions of preservation of the 
skeleton .Shaded areas are preserved . ) 
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C 鉄製品の金属学 的分析

概要

(株 ) 九州 テ ク ノ リ サー チ ・ TAC セ ン タ ー

大津正 己 ・ 鈴木瑞穂

梅 ノ 木遺跡の弥生時代 中期前葉か ら 後期後葉 に 属 す る 1 7 点 の 鉄製 品 を 調査 し て 、 次 の 点 が明 ら か に な っ た 。

鉄 製 品 の 大 半 は 、 中 国戦 国 時代 か ら 漢代 に か け て 技術開発 さ れた可鍛鋳鉄製 品 (ßC5C 頃 の 開 発 技 術 : 白 鋳鉄

の硬 く て 脆 い 欠 点 を 900.C� 950.C x 3 � 5 日 間 の焼な ま し脱炭で軟質化 し た 製 品 ) 、 妙銅製 品 ( ßC 1 C 頃 の

開 発 技 術 : 銑鉄 を 1 2 0 0 .C 以 上 の 瓶 度 か ら 加 熱溶融 し 、 空 気 中 で撹tl!}j見炭 し て 鍛打 し た 製 品 ) 、 塊nu 鉄 製 品

(ßC9C 頃 の 技 術 開 発 : 低温還元直接製鉄法 に も と づ く 、 た だ し 、 今 同 調 査 品 ( 鉄 剣 の 柄 ? ) は 合せ鍛 え の 貼

鋼 品 で あ る の で BC I C 以降 の 製 品 ) な ど に 分 類 さ れた 。

な お 、 注 目 すべ き は 、 可鍛鋳鉄製 品 は 鉄 中 の非金属介在物 (鉄鋼 中 に 介在 す る 固 形 体 の 非 金 属 性 不純物、 つ ま

り 鉄やマ ン ガ ン、 珪素お よ び燐 な ど の酸化物、 硫化物、 珪駿1M な ど の総称) に 砂鉄特有元素 の チ タ ン (Ti ) を

含有 す る と こ ろ か ら 中 国大陸側 (東北部) に 砂鉄製錬の存在が指摘で き る 事 で あ る 。

l い き さ つ

梅 ノ 木遺跡 は 、 熊本県菊池郡菊陽町津久礼 1 505 番地他 に 所在す る 弥 生 時代 中 期 か ら 後 期 前半 に か け て の 集

落遺跡で あ る 。 県道益城菊陽線 の 改良工事 に 伴 う 発掘調査で、 鉄製 品 が約 70 点以上 が 出 土 し た 。 こ の 1/ 1 か ら

金 属 鉄 の 遺存度が良好 な 1 7 点 を 選 び 出 し て 、 当 時 の 囲 内 鉄事情 を 把濯す る 目 的 か ら 金属学的調査 を 行 っ た 。

2 . 調査方法

2 - 1 .  供試材

Table . l に 供試材 の履歴 と 調査項 目 を 示す。 調査 は 、 2 凶 に 分 け て 実施 し て お り 、 UMK - 1 � 1 0 が平

成 1 1 年度、 UMK - 1 1  � 1 7 が平成 1 2 年度分で あ る 。

2 - 2 .  調査項 目

( 1 )  肉 眼観察

発掘担 当 者側 で 作 成 し た遺物実測図 を も と に 、 筆者側の観察結 果 を 加 味 し て 文章化 し で あ る 。

( 2 )  マ ク ロ 組織

顕微競埋 込 み試 料 の 断面全体像 を 、 投影機の 5 倍、 1 0 倍、 も し く は 2 0 倍 で撮影 し た 。 低倍率 の観察

は 、 組織の 分布状態、 形状、 大 き さ な ど顕微鏡検査 に よ る よ り も 広範 囲 に わ た っ て の情 報 が得 ら れ る 利点

が あ る 。

( 3 )  顕微鏡組織

供試材 は 、 実測 図 に 指示 さ れた 位置か ら 切 り 出 し た も の を ベー ク ラ イ ト 樹脂 に 埋込 み 、 エ メ リ ー 研磨紙

の # 1 50、 #240、 #320、 #600、 # 1 000 と 順 を 追 っ て 研磨 し 、 故 後 は 被研 磨 面 を ダ イ ヤ モ ン ド 粒 子 の 3

μ と l μ で 仕 上 げて 光学顕微鏡観察 を 行 っ た 。 な お、 金属鉄パー ラ イ ト は ピ ク ラ ル ( ピ ク リ ン酸飽和 ア ル

コ ー ル液) と フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 は 、 ナ イ タ ル (5%硝酸ア ル コ ー ル液 ) で 、 腐 食 (Etching) し て い る 。

(4) ビ ッ カ ー ス 断面硬度

金属鉄の組織同 定 を 目 的 と し て 、 ビ ッ カ ー ス 断固硬度計 (Vickers Hardness Tester ) を 月 H ‘ て 硬 さ

の 測定 を 行 っ た 。 試験 は鏡面研磨 し た 試料 に 1 36 。 の 頂角 を も っ た ダイ ヤ モ ン ド を 押 し 込 み、 そ の 時 に
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生 じ た 窪 み の 面 積 を も っ て 、 そ の 荷重 を 除 し た 商 を 硬度値 と し て い る 試料 は 顕微鏡用 を 併 用 し た 。

(5 )  CMA (Computer Aided X-Ray Micro Analyzer) 調査

EPMA (E lectron Probe Micro Analyzer) に コ ン ピ ュ ー タ ー を 内 蔵 さ せ た 新鋭分析機器で あ る 。 旧

式装置 は 、 別 名 X 線マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザー と も 呼 ばれる 。

分 析 の 原 理 は 、 真空 中 で試料商 (顕微鏡試料併用) に 電子線 を 照射 し 、 発生す る 特性 X 線 を 分光後 に 画

像化 し 、 定性的 な 結果 を 得 る 。 更 に 標準試料 と X 線強度 と の 対比か ら 元素定量値 を コ ン ピ ュ ー タ ー 処理

し て 、 デー タ 解析 を 行 う 方法 で あ る 。 化学分析 を 行 え な い微量試料や鉱物組織 の 微小域 の 組織 同 定 が可能

で あ る 。

3 . 調査結果

( 1 )  UMK - 1 : 鋳造鉄斧片

① 肉 眼観察 : 平面 は 長方形で基部側で は 袋 を も ち 、 木身 を 飲込 む 部 分 の 縦 断面 は ク サ ピ形 に な り 、 刃部

は 両刃 と な る 。 な お 、 奇異 な 点 は 、 こ の 袋 の横断面片側 は 閉 ざ さ れて 二等辺三角 形状 を な し て い る 。 長 さ

3 . 8 叩、 刃 幅 5 . 8 叩 + α (僅か に 破損か) 、 基部か ら 刃部 ま で は ほ ぼ直 線 を な し 、 基部側 の 厚 み は 1 cm を

測 る 。 中 国 産 のザ の一部で あ ろ う か。 コ ー ナ ー の 稜 線 は 鋳造 品 を 表 わす 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 34 に 示す 。 供試材 は 閉 ざ さ れた 側面の縦方 向 を 切 断 し て い る 。 断面か ら みて 基

部 側 の 厚 み は 、 鏡化部 を 入れて 8 . 0 皿、 残存金属 鉄 は 5 . 1 mm を 測 る 。 こ の 金 属 鉄 は 、 鏡化鉄 ( 1 5 胴前後)

に 囲 ま れて 、 内 部 は 層 状組織のパー ラ イ ト バ ン ド で形成 さ れた 脱炭 層 が あ っ て 、 更 に 内 部 に 鋳込 み 時 の 過

共晶組成 (4 . 2 3%以上) の 白 鋳鉄が存在す る 。 黒斑点 は塊状黒鉛 で 焼 な ま し (退火) 中 途 の 痕跡 を 留 め

る 。 な お、 こ の マ ク ロ 組織で注 目 し て お き た い点 は 、 上側 に お い て パー ラ イ ト バ ン ド が窄 ま り を 有 し 、 旧

形母体 に 沿 っ て 脱炭反応が進行 し た と 読み と れ る 。 基部側 上 面 は 生 き た 面 と 判 断 さ れ る 。 ま た 、 鋳 造 品 で

も 中 央部片側 に お い て 鏡膨れが生 じ て い る の が確認 さ れた 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . ト 3 に 示す。 Photo . 1 ①は 、 鉄 中 の非金属介在物で あ る 。 鋳鉄 な の で非常 に 消浄

で あ っ て 、 極 く 微量で小 さ い 介 在物が僅か に 存 在す る 。 写真 に 示 し た 微小黒点 は 2 μ 前 後 の 硫化マ ン ガ ン

(MnS) と 硫化鉄 ( FeS) の 混合組成で あ る 。 CMA の項で詳述す る 。 Photo . l の②~⑦ は 金 属 鉄 を ナ イ

タ ル (5%硝酸ア ル コ ー ル液) で腐食 (Etching) し て 現われた組織で あ る 。 ②③ は 、 マ ク ロ 組織 で み た

上部基部側 で 肉 薄 の 横 断 面 で あ る 。 中核部 は鋳込み時 の 白 鋳鉄組織 を 残す 。 白 色板状結 局 は 初 晶 の セ メ ン

タ イ ト ( Fe3C) で 、 地 は オ ー ス テ ナ イ ト (常温で は パ ー ラ イ ト に な る ) と セ メ ン タ イ ト と の共 晶 の レ デ

プ ラ イ ト (Ledebulite) で あ る 。 中 核部の左右 は 表 層 で あ っ て 、 こ こ に は パー ラ イ ト バ ン ド と 称 し た 焼 な

ま し (退火処理) で 生 じ た 脱炭層 で あ る 。 パー ラ イ ト (Pearlite) は 、 フ ェ ラ イ ト ( Ferrite : α 鉄 ま た は

純鉄の金相学上の呼称) と セ メ ン タ イ ト (Cementite : Fe3C) が交互 に 重 な り 合 っ て 構成 さ れた 層 状組

織で共析鋼 W . 77%C) で あ る 。 こ の パー ラ イ ト が板陣表層 側 に 存在す る の は 、 白 鋳鉄 の 結 品 組織の一部

が熱 (900"C - 950"C ) で 分 解 さ れて 脱炭反応が進行 し て い る 結果 を 示す。 た だ し 、 中 核 部 に 鋳込 み 時 の

レ デ プ ラ イ ト 組織 を 残留 さ せ る の は 熱処理が、 ま だ、 不十分で あ っ た こ と を 表 わす 。 可鍛鋳鉄製 品 に は な

り き っ て お ら ず、 「脱炭鋳鉄J 止 り で あ る 。 ④⑤は脱炭層 パー ラ イ ト 部 の拡大組織で あ る 。

次 に Photo . 2 の①は マ ク ロ 組織で み ら れ る 縦方向 中央部近傍で鏡膨れ を 起 し た 個所 の 横 断 面 の組織で

あ る 。 中 核部 は 白 鋳鉄組織で、 こ ち ら で は塊状黒鉛 の点在 が 目 に 止 ま る 。 こ の塊状黒鉛部 は②③ に 拡大組

織 を 示 し た が鋳化が激 し く 黒鉛の残存 は な く 錆 と な る 。 ①の脱炭パー ラ イ ト 層 は 、 組織写真 の下側で僅か

に 認め ら れる が、 上 側 の脱炭層 は鏡膨れの空聞 か ら の酸化があ っ て 鏡化鉄 と な り 組織の確認 は で き な か っ

た 。 Photo . 3 は 、 Photo . 2 ①の組織の変化の あ る と こ ろ の拡大 で あ る 。 ①~④は鋳化鉄で読み と れ る 組
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織の痕跡で あ る 。 パ ー ラ イ ト 、 I�I 鋳鉄 レ デ プラ イ ト を 示す。 ⑤は脱炭パー ラ イ ト 、 ⑥~⑨は I�I 鋳鉄金属鉄

部分で、 塊状黒鉛痕 跡 な ど 提 示 し た 。

④ ビ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 1 の@は金属鉄部分で脱炭層 パー ラ イ ト 個所 、 ⑦ は鋳込 み ま ま 非脱炭部

レ デ プ ラ イ ト 個 所 の 硬度 測 定 の 圧 痕 を 示す。 硬度値 は 、 前者で軟化 し て 2 6 1 Hv、 後 者 は 硬 く て 脆 い 材 質

で 633HV で あ っ た 。 組織の違 い を 如 実 に 表 わ し て い る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 50 の SE (2 次電子像) に み ら れ る 鉄 中 非金属 介在物の特性 X 線像 と 定鼠分析値

を 示す。 分析元素 の存在 は 白 色輝点の集 中 度 に よ っ て 読み と れ る 。 SE に 1 3 の 番号 を つ け た 介在物 は 、

白 色輝点が鉄 ( Fe) 、 チ タ ン (Ti ) 、 マ ンガ ン (Mn) 、 硫黄 (S) に 集 中 す る 。 定量分析値 は 、 4 7 . 1 %MnO 

- 2 3 .4%S - 2 4 . 4 % FeO - 24 . 8%Ti02 - 1 . 3%V203 組成か ら 、 硫化マ ン ガ ン (MnS) 、 硫化鉄 (FeS)

混合組成 に 砂鉄 も し く は チ タ ン磁鉄鉱 由 来 の チ タ ン (Ti ) やパナ ジ ウ ム (V) の 固 溶が想定 さ れた 。 該 品

が鋳造 品 な の で大陸側 に 産地 を 求 め る と す る と 、 戦 国 時代か ら 漢代 に か け て 砂鉄 製 錬 の 可能性 を 窺 わ せ る

こ と と な る 。

一方、 Photo . 49 は塊状黒鉛の特性 X 線像 を 示す。 黒鉛析 出 個 所 に は脱炭孔の存在 と 黒鉛 の 確 認 を 迫 及 し

た が、 鏡化が激 し く て 孔 と 黒鉛の存在 は不鮮 明 に な っ て い た 。 地鉄 と 黒鉛の境界 は 錆 の 起 因 と な っ て 侵 さ

れやす い弱点個所で あ る 。

該 品 は破損 し た 鋤先 を 素材 と し て 再利用 し よ う と し た 可能性 を も っ。 し か し 、 「脱炭鋳鉄」 で 表 層 の み の

脱炭で研磨加工 は 硬 く て 手 に 負 え な く て 放 置 さ れた の か も 知れな い 。

( 2 )  UMK - 2 : 鉄剣 の 柄

① 肉 眼観察 : 鉄剣 の 関以下 の 茎 に 柄木 を 当 て た 剣 の 柄 と い う 名 称 で提供 を 受 け た 供試材で あ る 。 全長

8.3  cm以上、 幅 1 . 7 cm、 厚 み 0 . 6 cm を 測 る 。 全体が赤銃 に 覆 われて 詳細 は 不 明 で あ る 。 供 ïi.式材 は 関側折

れ 口 近 く か ら 輪切状 に 採取 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 3 5 に 示す。 外周 は厚 く 酸化 旧少 に 固 ま れて 、 木 質 外 装 の 平行状柄木が存 夜 し 、

そ の 巾 に 金属 鉄が遺存す る 。 こ の 金属 鉄は繰返 し 折 り 曲 げ鍛接線 を 有 し 、 外 層 側 皮 金 に 極低炭素鋼、 内 側

心 金 に 軟鋼 ( O . 2 %C 程度) の合せ鍛 え の痕跡 を 残す。 な お 、 外周酸化土砂の一部 は ス ラ グ化 し て 、 ガ ラ

ス 質 溶融 物 の 個 所 を 有 す る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo .4 、 5 に 示す。 Photo . 4 の①②は 鉄 中 の 非金属 介在物 で あ る 。 前述 UMK 一 l 鋳

鉄 鉄 器 の 介 在物 の 少 な い 材 質 に 比べて 該 品 は 、 大小の介在物が多 民 に 点在 す る 。 大 き な 塊状介在物 は 、 白

色粒状酸化第 I 鉄 ( FeO) や淡灰色不定形の鉄かん ら ん石 の 共 品 爽雑物 ( 2 FeO ・ Si02 ) を 内 蔵 し た 暗黒

色 ガ ラ ス 質溶融物か ら 日目黒色非 品 質 の珪酸塩 ま で が混在す る 。 こ の よ う に 大型 介 在物 を 有 し 、 J宅 配1 爽雑物

を 内 蔵す る 鉄素材 は 、 低溢還元直接製鉄法 に も と ず く 煉錬鉄が原料 と な る 。

次 に Photo . 4 の③~③、 5 の①~③は金属鉄 を 5 % ナ イ タ ルで腐食 し て 脱われた 組織で あ る 。 Photo . 4 ③

④の左側 の 虫 喰 い状 の 組織 は 表層 側 の皮金鰍低炭素鋼 (0 . 0 1 %以下) で フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 も 大 き い の に

対 し て 、 そ の 右 側 の 細 粒 フ ェ ラ イ ト で、黒色斑点 のパー ラ イ ト を 析 出 す る 領域 は 、 心 金 に 相 当 し 炭素 含有 量

が 0 . 1 %前後の軟鋼で、 2 積 の異種鋼材の合わせ鍛 え の造 り が惣定 さ れ る 。 該 1'1'1'1 は 関 よ り 上部が ど の よ う

な 器種 か不 明 で あ り 、 も し 剣 身 を も っ と し た ら 関側 は 断面が紡錘形 も し く は 菱形 を 呈 し て よ さ そ う で あ る

が、 そ れが な か っ た 。 し か し 皮 金 に 極軟鋼、 心金 に 軟鋼 の 貼 り 合せ技術 の も と に 製作 さ れた 痕跡 を 留 め る

の は 、 剣 か 刀 の 茎 ( 柄 ) と し て の可能性 を も つ も の と 考 え た 。 Photo . 5 の①~③ も マ ク ロ 組織 の 中 央部近

傍 の 組織写真で、 こ ち ら は 、 左側が軟鋼で、 布 側 は 反対側表層 に 近 づ い た 極軟鋼皮金側 の 組織 を 示す。 ま

た 、 ④の左側で数点 の 淡 茶褐色粒子 の あ る 個 所 は 、 最 表 層 の酸化土砂、 そ の 右 側 の 干 割 れ状 は鉄酸化膜
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(Photo . 54 の CMA 調査参照) 、 更 に 右側 の淡灰色部分 は 木 質 、 そ の 右 内 側 は空洞化 し て 金 属 鉄 に 辿 り 着

く 。 ⑤⑤ は 木 質 部近 傍 の 拡 大 で あ る 。 な お 、 こ れ ら の組織のパー ラ イ ト 析 出 状況か ら みて 900.C 前後 の 温

度 か ら 放冷 さ れた可能性 を も っ。

一方、 ⑦③ は酸化土砂 の 局 部 に 介在す る ガ ラ ス 質 溶融物で あ る 。 珪酸塩系 の ガ ラ ス の 中 に 幾つ か の 微小鉱

物 を 析 出 す る 。 こ れに つ い て は CMA の項で触れる 。

④ ビ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 4 の⑤~③に 金属鉄の フ ェ ラ イ ト 結 品 粒 と パー ラ イ ト 析 出 量の 巽 な る 組

織 で の 硬 度測 定 の 圧 痕 を 示 す 。 硬度値 は 、 皮金側極低炭素鋼 で フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 がや や 大 き い 個 所 で

89 . 0 Hv、 心金側で微細結 晶 0 . 1 0 % 炭素含有個所で 1 2 6Hv で あ る 。 皮金 と 心 金 の 材 質 の 違 い が硬度値で

よ く 表 わ れた 。 な お、 中 粒 フ ェ ラ イ ト 個所 は 1 2 7Hv を 呈 し た 。

⑤ CMA 調査 : 組織 の異 な る 個 所 の 4 視野 を 分析 し て い る 。 第 l 番 目 は Photo . 5 1 に 示 し た 白 色粒状

結 晶 と 淡灰色不定形結 晶 の介在物で あ る 。 SE (2 次電子像) に 1 1 の番号 を つ け た 淡灰 色 不 定形結 晶 は、

白 色輝点が鉄 ( Fe) 、 珪素 (S i l に 強 く 、 燐 (P) に 弱 く 集 中 し 、 定量分析値 は 64 . 1 % FeO - 2 1 . 4%Si02  

組成で フ ァ イ ヤ ラ イ ト (2 FeO ・ Si02) が 同 定 さ れ る 。 こ れに は 8 . 9 % P205 の 固 i容 が あ る 。 SE の 1 2 の

番号のつ く 白 色粒状結 晶 は 、 白 色輝点が鉄 (Fe) と 酸素 (0) に 強 く 集 中 し 、 定量分析値 は 9 5 . 0 % FeO

と な り ヴス タ イ ト ( Wüstite : FeO) が 同 定 さ れ る 。 1 1 と 1 2 を 合せ た 大 型 共 品 爽雑物 の 存 在 が確認 さ れ

た 。 塊煉鉄 と し て の 履歴提示が可能で あ ろ う 。 Photo . 52 も 非金属介在物で あ る 。 た だ し 、 こ ち ら は 小型

で 暗黒色小型不定形介在物で あ る 。 SE に 1 0 の 番号 を つ け た 介在物 は 、 6 3 . 8 % FeO - 1 5 . 0 % Si02 -

1 5 . 4 % P 2 0 5 組 成 が 得 ら れた 。 フ ァ イ ヤ ラ イ ト ( 2 F e O ・ S i 0 2 ) と ア イ ア ン フ ォ ス フ ェ イ ト ( ] r o n

Ohosphate : Fe203 ・ P205) あ た り と の混合組成が同定 さ れ る 。

3 番 目 は Photo . 53 に 示す ガ ラ ス 質溶融物 と そ の �I� の 微小析 出 物で、 あ る 。 SE に 7 の 番号 を つ け た 白 色不

定形微小析 出 物 は 7 6 . 7 % FeO - 1 1 . 3 %Ti02 一 1 . 1 %A1203 組成が得 ら れた 。 一種の酸化鉄 ( FeO) で

あ る が、 こ れに 砂鉄特有元素 の チ タ ン (Ti l と 、 ア ル ミ ナ を 固 浴 す る 。 普通 あ ま り み か け ぬ低 チ タ ン濃度

の鉱物相で あ る 。 ま た 、 8 の 番号の 暗黒色ガ ラ ス 質 基 地 は 、 57 . 2 %Si02 一 2 6 . 8 %AI203 - 9 . 4%CaO -

2 . 8%Na20 組成で珪酸趨で あ る 。 ま た 、 9 の番号は淡灰色微小短柱状結 晶 で 、 定量分析値 は 1 4 . 9%Mg

1 6 . 2 %FeO - 5 3 . 5 %Si02 組成 と な り 、 かん ら ん石 (Fayal ite . Magnesian : (Fe . Mg)  2Si04) あ た

り が同 定 さ れ る 。 最後 は Photo . 54 の干割れ状組織で あ る 。 SE に 5 の 番 号 を つ け た 淡灰 色 の 基地 は 、 I�I

色輝点 は 鉄 (Fe) 、 珪素 (Si l 、 酸素 (0 に 集 中 し 、 定量分析値 は 4 9 . 6 % FeO - 3 7 . 5%Si02 組成で フ ァ

イ ヤ ラ イ ト (2 FeO ・ Si02) が 同 定 さ れた 。 更 に SE に 6 の 番号 を つ け た 淡褐色微小析 出 物 は 、 1 1 . 7%CaO

- 2 9 . 0 %AI203 - 5 3 . 7%Si02 組成が得 ら れて ア ノ ルサ イ ト (Anorthite : CaO ・ Al203 ・ 2 Si02) が 同 定

さ れた 。 以上の介在物以外の鉱物相 は 、 酸化土砂 中 の も の で あ っ て 、 か な り の 高 温か ら の 析 出 物 で あ る 。

人工鉱物で あ っ て 、 何で こ の 様 な 鉱物が存在す る の か理解 に 苦 し む。

(3 )  UMK - 3 : 盤状鉄器

① 肉 眼観察 : 柱状片刃石斧 の 材 質 転換型の 撃状鉄器 で あ る 。 基部側 は折損 し 、 現存長 さ 7 . 2 cm、 刃 耐

1 . 2 cm、 身 幅 1 . 8 cm、 厚 み 0 . 8 cm を 測 る 。 片刃直刃 を 呈 し 遺 存 度 は 良 好で あ る 。 基部側 か ら 試料 を 採取

し て い る 。 切 断 面 か ら の観察 の よ る と 断面 は長方形で折 り 返 し 曲 げ鍛接線 を 残 し 、 金 属 鉄 の 最 大 厚 み は 7

酬 を 測 っ た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 36 に 示す。 断 面 は 折 り 返 し 鍛按線 を も っ高炭素鋼 の 充 当 で あ る 。 断面の上半分

は 、 金 属 鉄 を 遺存 し て 白 色低炭素域 は 殆ん ど 無 く て 過共析鋼 ( O . 77%C 以上) の 様 相 を 市 ぴ る 。 な お 、

一部 に 濃淡色調ム ラ が認 め ら れ る の は炭素含有量の偏析 を 表 わす。 更 に 厚み方 向 の "':1 央 に は幾筋かの亀裂
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が走 り 、 こ れを 起 点 に 腐 食 が開始 し て い る 。 断面下 半分が金岡鉄が消滅転化 し て い る の は 、 よ り 亀裂発生
が激 し く て 鋳化 が進 ん だ結果 と 考 え ら れ る 。 こ の 亀裂原 因 は 、 長歳月 の 地下翌日峨 に よ る 時効劣化か、 材 質
起 因 か定かで、 な い 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 6 、 7 に 示す。 ま ず、 Photo . 6 の①②は 鉄 中 の 非 金 属 介 在 物 で あ る 。 当 介在 物 は
前述 し た UMK - 1 よ り 大 き く 、 i誌 が多 い。 し か し 、 UMK - 2 に 対 し て 小 さ く 分散す る 。 ま た 、 組 成 は

暗黒色ガ ラ ス 質 の珪酸塩系 で あ る 。 こ の穏 の 介1:E物で 占 め ら れ、 ほ ぼ単 相 で あ る 。 変形が大 き く 、 小 さ く

分散 さ れて い る 。 反復鍛打の痕跡 は 明 瞭で あ る 。 銑鉄 を 加 熱 し て 炭 素 を 酸化 さ せ、 炭素 を 徐 々 に 低 く し て

鋼造 り を 経て き た妙鋼品 の可能性 を も っ(iJ 1 ) 。 非金属介在物の組成 に つ い て は CMA の項で詳述す る 。

次 に 金属 鉄 を ナ イ タ ル ( 5 %硝酸ア ル コ ー ル治液) で腐食 し て 現れた組織 に つ い て 述べ る 。 Photo . 7 の①

は マ ク ロ 組織の上部で金属鉄が厚み方 向 に ほ ぼ残作 し た と こ ろ の連続写真で あ る 。 フ ェ ラ イ ト 培地 に 球状

セ メ ン タ イ ト (Globular Cementite) が分散す る 。 炭素含有 'It は 0 . 9 %前後 が抗 定 で き ょ う 。 こ の 組織

は 撃状鉄器 に 成形後、 7 500C 前後 の 温度で一定時!日l保定 さ れた 後 、 放 冷 さ れた 尚 尚焼 も ど し の 熱処理履歴

が想定 さ れ る 。 鋼 中 の セ メ ン タ イ ト (Fe3C) が球状化すれば肘 状 の 場 合 よ り も 軟 か く 、 ま た 似1 ぴが大 で 、

常温作業 を 施す の に 最 も 適 し て い る と 同 時 に 、 �!ìí'�I: IIHや強 さ は 小 と な る 。 従が っ て 工具鋼 に 対 し て は 、 セ

メ ン タ イ ト を 球状化に す る こ と は必要 で あ る 。 こ の よ う な意味か ら 該 品 の 材 質 は 理 の か な っ た 組織 と い え

る 。 ②~⑤は拡大組織で あ っ て 、 ③は炭素含有量の偏析、 ④は 銃 化 に よ る 懸 (す) の 発生 具 合 を 示す。

同 じ く 腐 食 ( Etching) 組織 を Photo . 6 の③~⑤に 転 じ て み る 。 ③ は 、 マ ク 口 組織 Iド 央 部 で 厚 み 方 向 の 表

層 部 に 存在す る 残 り 少 な い 金 属 鉄で あ る o 亀裂割れ口 の近傍 は 、 焼 も ど し 中 、 も し く は 廃 鉄器 と な っ た 後

の再加熱 に よ る も の か脱炭現象 を 起 し て フ ェ ラ イ ト の みが存紅 し 、 球状セ メ ン タ イ ト は 消 去 さ れて い る 。

④ ピ ッ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 6 の@�⑨に金属鉄の炭素 合 行 監 の 異 な る と こ ろ の 硬度測定の任痕 を 示

す。 ⑥は炭素含有量 の 最 も 多 い と こ ろ の硬質部で 2 1 9Hv、 ⑦は平均 的組織で 1 84Hv、 @ は 脱炭低炭素域

で 1 38Hv、 ⑨ も 平均的組織の再 チ ェ ッ ク で 1 96Hv が得 ら れた 。 そ れぞれは組織 に 対応 し た 値で あ っ た 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 55 、 56 に ノJ�す。 鉄 I I� の非金属 介在物の 2 純類 を 調 資 し た 。 ま ず 1 番 LI は 顕微鏡

観察の 400 倍 (Photo . 6 ②) で提示 し た 同 一介在物の調査結果が Photo . 5 5 で あ る 。 当 介在 物 は l暗黒 色

ガ ラ ス 質 で あ り 、 白 色輝点が集 中 す る 元素 は ガ ラ ス 質 (Si + Al+Ca 十 Mg + K) と 酸素 (0) で あ る 。

定量分析 値 は 、 7 3 . 7%Si02 一 1 4 . 0 %Ab03 - 4 . 9%CaO - 2 . 8 % K20 組成 と な る 。 鉱物相 は談業 (SD

を 多 く 含 む珪酸胤が同 定 さ れ る 。 な お、 当 介 {E物 に は 1 . 2%Ti02 の チ タ ン分 を WI 治 す る 。 製鉄山料 は 磁

鉄 拡 の 可 能性 を も っ 。 更 に も う l 点 同 系 の 介 在 物 で あ る が 2 相 が観 察 さ れ る も の の 調 査 を 行 っ た 。

Photo . 56 に 示す 。 S E (2 次電子像) に 3 の 番 月 を つ け た 暗黒 色 部 ガ ラ ス 質 の 定 'jt 分 析値 は 、 7 3 . 7 %Si02

- 1 4 . 8%AI203 - 4 . 0 %CaO - 2 . 9%K20 の組成が得 ら れた 。 ，'jíj:iili し た Photo . 5 5 の 2 の定以分析値 に

類似 し た 値で あ る 。 ま た 、 SE に 4 の 番号 を つ け た 淡灰色で 色調 の 淡 い 個 所 と 共存す る の で 、 こ れの 定 量

分析 を 行 っ た 。 こ ち ら は 、 64 . 9 % FeO - 2 8 . 2 % Si02 - 6 . 1 %A1202 組成で あ っ た 。 鉄 か ん ら ん行 (2 FeO ・

Si02 ) 系 が 同 定 さ れ る が、 こ こ の部 分 は 少 I，tで、 あ る 。

以上の よ う に 2 樟類の介在物か ら 珪酸揮系 の組成が検 出 さ れた 。 当 鉄 総 は磁鉄鉱系 の 向 温還元間接製鋼法

に も と ず く 妙鋼製 品 の 可能性が考 え ら れた 。

(4) UMK - 4 : 鋳造鉄斧片

① 肉 眼観察 . 平面が不整長方形 を 呈 す る 鋳造鉄斧の破片て' あ る 。 現作最大 長 さ 3 . 9cm、 基部 l隔 2 . 4 cm、

厚 み 0 . 5 cm を 測 る 。 長軸片側 に 片 刃 の再加l 工 痕跡 を 止 め る o 脱炭鋳鉄 で 中 核 部 に 非脱j北部 を 残すがIiJf熔加

工 を 大 き く 阻害す る も の で は な か ろ う 。 な お 、 該 品 は鋳造鉄 斧 の 袋部正面の破片 ら し く も あ る が部位 の特
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定 は 難 し い 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 3 7 に 示す。 断面か ら 厚み を 検討す る と 酸化土砂 を 含 め て 0 . 5 cm、 鏡化鉄か ら の

厚 み は 0 . 3 5 叩で、 金 属 鉄 の 残存 は 0 . 2 cmで あ る 。 ま た 、 こ の マ ク ロ 組織か ら 中 核部 は鋳込時の非脱炭層

(0 . 5  mm程度) と 、 そ の両側 に 脱炭層 を も っ可鍛鋳鉄製 品 で あ る 。 鋳造鉄片で あ り な が ら 表層 は 脱炭 さ れ

て い る の で鏡膨れ現象が認 め ら れる 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 8 、 9 に 示す。 Photo . 8 の①は、 清浄な鉄で苦心 し て 探 し 出 し た 鉄 中 非金 属 介 在

物 の硫化マ ン ガ ン (MnS) で あ る 。 銑鉄特有介在物が提示で き た 。 ②③は 焼 な ま し 脱炭で生 じ た 黒 鉛 を

起点 に 形成 さ れた脱炭孔で あ る 。 酸化 さ れた銭跡で そ の痕跡を 止 め る 。 次 に④~③、 Photo . 9 ①~⑥ は 金

属 鉄 を ナ イ タ ル (5%硝酸ア ル コ ー ル溶液) で腐食 し て 現れた組織 を 示す。 両 方 の 組織 は 、 マ ク ロ 組織で

みた よ う に 板 厚方 向 の 中 核部約 0 . 5 醐 は 過共晶組成の 白 鋳鉄で、 そ の 両 端 は 脱炭組織で層 状組織のパー ラ

イ ト が認 め ら れ る 。

④ ピ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 9 の⑦~⑨に 金属鉄の硬度測定の圧痕 を 示す。 中 核 部 の非脱炭 白 鋳鉄 の

③は 588Hv と 硬質 で 、 両側 の脱炭組織のパー ラ イ ト 部 は⑦で 1 9 1 Hv、 ⑨ は 2 2 3Hv と 軟質 化 し た 値 が捉

え ら れた 。

⑤ CMA 調 査 : 2 視野の調査で あ る 。 ま ず、 Photo . 5 7 に 片状黒鉛 の 存 在 を 示す。 可鍛鋳鉄製 品 は 、 白

鋳 鉄 を 9 50"C 前 後 の 温度 で 焼 な ま し を 加 え て 製造 さ れ る 。 白 鋳鉄 の 中 の セ メ ン タ イ ト は 950"C の 加 熱 に

よ っ て 遊 離セ メ ン タ イ ト と オ ー ス テ ナ イ ト と な り 、 こ の 温度で長 く 加熱すればセ メ ンタ イ ト (Fe3C) 中

の炭素 は 黒鉛化 し 、 微細 な 黒鉛 と し て 分離す る 。 こ の 様 に 脱炭 の 完 了 し た 地 鉄 の 素地 に 混 じ っ た 黒鉛 は 焼

鈍炭素 と も 呼 ばれて 粒状或 い は結節状 を 呈す る が、 今 回 提 示 の も の は 非脱炭層 の 片状黒鉛で、 ま だ粒状化

し て い な い も の で あ る 。 Photo . 57 の SE (2 次電子像) に み ら れる 黒鉛片状物質 は 、 白 色輝点が炭素 (C)

で 集 中 し 、 鉄 (Fe) で黒 く 抜 け る の で 黒鉛 と 同 定 さ れ る 。 こ の結果 は 、 地 鉄 が 白 鋳鉄の証明 と な る 。

次 に 鉄 中 の非金属介在物の 分析結果 を Photo . 58 に 示す。 SE (2 次電子像) に み ら れ る 介在物 は 2 μ 程

度の 淡褐色微小結品 で あ る 。 白 色輝点 は 、 硫黄 (S) 、 マ ンガ ン (Mn) 、 チ タ ン (TD 、 鉄 (Fe) な ど に 集

中 す る 。 定量分析値 は 、 2 8 . 1 %MnO - 1 7 . 6%S ー よ り 硫化マ ン ガ ン (MnS) と 、 8 1 . 7 % - FeO か ら

ヴス タ イ ト の混合組成が同 定 さ れる 。 こ れに は 2 . 9%Ti02 の 固 溶 があ っ て 、 や は り 製鉄原料 に は砂鉄が

候補 に 挙 げ ら れ る 。

( 5 )  UMK - 5 : 板状鉄斧

① 肉 眼観察 : 平 面 が縦長梯形で基部幅 に 比べて 刃帽が広 が る 板状鉄斧で あ る 。 長 さ 6 . 5 叩、 基部幅 2 . 1

cm、 刃 部 幅 3 . 2 叩、 器厚 0 . 4 - 5 cm を 測 る 。 片 刃 の 直刃 で一部 に 刃艶れを起す。 基 部 は や や 丸 味 を 帯び

て 打 撃 に よ る 歪 み を 生 じ て 鋳造 品 で は な く 鍛造品 に想定 さ れた 。 供試材は基部側の片側面 を 僅 か を 残 し て

三 角 形 に 採取 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 38 に 示す。 断面 は繰返 し 折 り 曲 げ鍛接線 と 、 濃淡 2 種 の 炭素含有量の異 な る 鋼

種 の 合せ鍛 え の痕跡 を 顕著 に 残す。 板厚方 向 中 央部 に は X 字状の 亀裂が走 る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 1 0 、 1 1 に 示す。 Photo . 1 0 の(D@、 Photo . 1 1 ① は 鉄 中 の 非 金 属 介 在 物 で あ る 。

介在物の組成 は 、 暗黒色ガ ラ ス 質 ス ラ グの分散 し た珪酸塩系 と 、 折返 し 曲 げ鍛接時の鉄肌 に 生 じ た 酸化鉄

(Wustite : FeO) の 淡灰色紡錘状結 晶 が存在す る 。 当 鉄器 も 高温還元間接製鉄法 に も と ず く 妙鋼製 品 に 分

類で き る 。 次 に Photo . 1 0 ③~⑤は 、 金属鉄 を ナ イ タ ルで腐食 し て 現れた組織 を 示す。 ③ を み る と 、 微細

粒 で やや炭素含有量 の 多 い左側半分 と 、 右半分 の フ ェ ラ イ ト 単独で結 晶 粒 が大 き い 領域 と に 2 分割 さ れ

る 。 前者の拡大が④⑤で あ り 、 不完全球状パー ラ イ ト が析 出 し て 炭素含有量が 0 . 1 2 % 前 後 が想定 さ れ る 。
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片や後者 は 炭素量が 0 . 00 7 %程度の極低炭素鋼で あ る 。 当 鉄器 は 、 軟鋼 (0 . 1 2 % C) と 極軟鋼 ( 0 . 007%

C) の貼鋼技 術 に も と ず く 合せ鍛 え 製 品 で あ る 。 熱処理 は 700.C 前後 の 温 度 で 長 時 間 保 定 し て 放 冷 し た も

の と 推定 さ れ る 。 こ の貼鋼技 術 は 高度の技術 を 要 し 、 熟練 し た 技 術 と 豊 富 な 経験 を 必要 と す る 。 炭素含有

量 の 異 な る 鉄素材の鍛接 は 、 最適漏度の設定 を 知 ら ねばな ら ぬ。 さ も な い と 亀裂 を 生ず る 。 該 品 の X 字

状 亀 裂 の 走 り や、 不完全球状 セ メ ン タ イ ト の 析 出 は 、 中 国 産妙鋼 製 品 と し て は 、 少 々 不 具 合 品 的要素 を 抱

え て い た と 言 わ ざ る を え な い 。 Photo . 1 1 の②~③ も 前述 し て き た 組 織 の 視野 の 異 な る 個 所 で の 再確認で

あ る 。

④ ピ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . I O の@�⑨に 金属鉄の炭素含有量 と フ ェ ラ イ ト 結 局 粒 度 の異 な る 個所
で の 硬度測定の圧痕 を 示す。 ⑥は フ ェ ラ イ ト 結 晶刺!I粒個所で 1 42 Hv、 ③は 粗大 フ エ ラ イ ト で 1 1 3Hv、 次

に 不 完全球状セ メ ン タ イ ト 析 出 個所の⑦で 1 3 1 Hv、 セ メ ン タ イ ト が増 加 し て 基地 の フ ェ ラ イ ト が細 粒側

で 1 68Hv が得 ら れた 。 相 対 的 な 比較 に お い て 組織 に 対応 し た硬度値で あ っ た 。

⑤ CMA 調査 ・ 介在物が 2 種類検 出 さ れた の で 2 視野 の 分 析 で あ る 。 ま ず、 最初 に 淡灰色紡鈍状介在物

の特性 X 線像 と 定量分析値 を Photo . 59 に 示す。 SE (2 次電子像) に 1 9 の 番号 を つ け た 異物 は 、 鉄 ( Fe)

と 酸素 (0) に 白 色輝点が集 中 し 、 定量分析値 は 1 03%FeO が得 ら れた 。 1 00 % FeO の ヴ ス タ イ ト が同

定 さ れる 。 次 に SE に 20 の 番号 を つ け た 前述介在物の周辺部でl暗黒色個所 は 、 7 3 . 2 % FeO で 1 00 % に

な り き れな い 。 風化 の た め に 形成物質 は剥落 し て 異 常値 に な っ て い る 。

一方、 該 品 の製造履歴 を 語 る 暗黒色 ガ ラ ス 質介在物の分析結果 を Photo . 6 0 に 示す 。 SE (2 次電子像)

に 5 μ 平方 の エ リ ア で 定量分析 を し た と こ ろ 、 3 9 . 3 %Si02 - 1 2 . 4%AI203 一 1 2 . 1 % CaO - 6 . 5%MgO 

- 1 . 2 % K20 組成 が得 ら れた 。 珪酸駈系 の 介在物 に 同 定 さ れ よ う 。 た だ 、 こ こ で 問 題 と な る の は 2 8 . 3%

FeO の存在で あ る 。 特性 X 線像で鉄 (Fe) の 白 色郎点 を み る と 、 全体 に 分散 し て 介在物 中 に は 結 晶 で の

析 出 で は な く て 固 溶物の形態で あ る 。 そ う す る と 、 例 え ばへー シ ナ イ ト ( Hercynite : FeO ・ A1203) と ケ

イ 灰石 (CaO ・ Si02 ) の混合組成あ た り の可能性 を 考 え る べ き で あ ろ う か。

(6 )  UMK - 6 : 鋳造鉄斧片

① 肉 眼観 察 : 鋳造鉄器破片 の再生加 工 品 で あ る 。 基部側か ら 刃 部側へか け て 約 1 /3 と 欠損す る 。 全 長 3

cm、 基部現存幅 1 . 3 cm (復元推定l悩 3 . 0 cm前後) 、 刃幅 1 . 5 cm、 厚 み 0 . 5 cm を 測 る 。 片 刃 の 凶 刃 で あ っ

て 、 基部幅が刃音[\1隔 よ り 大 き い 造 り で あ る が扇平片刃石斧 タ イ プで あ る 。 供試材 は 基 部 と 刃 部 中 間 佼 置 か

ら 採取 し た 。 研磨面 は 刃 部 に 平行 し て い る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 3 9 に 示す。 板厚方 向 中 央部 に 過共晶組成 (4 . 2 3% C 以上) の 白 鋳鉄組織が あ っ

て 、 そ の両側表層 部 は鏡化鉄 と な る 。 銃化部 は脱炭組織で あ っ て 、 そ ち ら 側 よ り 先 に 酸化 を 受 け た と 考 え

ら れ る 。 ま た 、 中 核 部 の 白 鋳鉄 に は塊状黒鉛が点在す る の は 、 焼 な ま し 脱炭処却 を 受 け た 痕 跡で あ る 。 た

だ し 、 熱処理 は 十 分で な く 可鍛鋳鉄製 品 に は な り き ら ず に 、 表層 の み脱炭 さ れた 中 途 の [脱炭鋳鉄j で あ

っ た 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 1 2 に 示す。 ①は鉄 ql の非金属介在物で、 微 小 ( 2 μ 程度) 紫褐色異物 は 硫化鉄

(FeS) 系 で 、 そ の 周 囲 に 半透明粒状の Fe - Fe3C - Fe3P の三元系 共 同 で あ る ス テ ダ イ ト ( Steadite) が

存在す る 。 こ れは 鋳鉄特有 の介在物で あ っ て 、 CMA の項で詳述す る 。 ②~③ は 金 属 鉄 を ナ イ タ ルで腐食

し て 現れた組織 で あ る 。 ②を み る と 中 核部の組織 は 、 r�1 色板状結 晶 は 初J 品 の セ メ ン タ イ ト で 、 地 は オ ー

ス テ ナ イ ト (常温で は パー ラ イ ト に な る ) と セ メ ン タ イ ト の共 晶 の レ デ プ ラ イ ト (Ledebu l i te) が あ る 。

こ れに 塊状黒鉛が析 出 す る 。 両側の最表層 は鏡化 さ れて ゲー サ イ ト (Goethite : α - FeO ・ OH ) と な る

が、 そ の 内 側 (③が拡大組織) は 小片黒鉛が多 い個所で接地 は 脱炭組織 の フ ェ ラ イ ト ( Ferrite) が認め
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ら れる 。 マ ク ロ 組織で述べた よ う に 表層 部 の み の 脱炭 を 受 け た 「脱炭鋳鉄j で あ る 。

④ ピ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 1 2 の@�@に脱炭 ・ 非脱炭組織の確認 を 目 的 と し た 硬度 測 定 の 圧痕 を

示す。 ⑥③は脱炭 さ れた フ ェ ラ イ ト 基地で硬度値 は軟質 の 1 1 9 Hv と 1 2 3Hv で あ っ た 。 こ れに 対 し て 鋳

込 み ま ま の非脱炭組織の レ デ プ ラ イ ト 部 は硬質で 7 54Hv を 呈 し た 。 硬度値 は 明 瞭 に 脱炭 ・ 非脱炭の結果

を 証 明 し て い る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 6 1 に 微小黄褐色介在物 と ス テ ダイ ト の 特性 X 線像 と 定量分析値 を 示す。 SE (2  

次電子像) に 1 6 の 喬号 を つ け た 介 在物 は 、 白 色輝点が鉄 (Fe) 、 硫黄 (S) 、 チ タ ン (Ti ) に 集 中 す る 。

定量分析値 は 、 64 . 7 %FeO - 3 5 . 6 %S - 64 . 7 %FeO - 1 4 . 9%MnO - 2 . 4%Ti02 組成が得 ら れた 。

鉱物相 は 、 硫化鉄 (FeS) と 硫化マ ン ガ ン (MnS) の混合組成 に 、 砂鉄特有 元素 の チ タ ン (Ti l の 固 i容が

同 定 さ れた 。 更 に SE の 1 7 の個所の 5 μ 平方エ リ ア で は 、 白 色輝点が燐 (P) に 集 中 し 、 定量分析値 は

1 30%FeO - 1 6 . 8 % P205 が得 ら れた 。 鉄 は酸化物定量の た め 1 00% を 越 え て い る が、 こ こ は Fe - Fe3 

C - Fe3P の三元系 共 晶 ス テ ダイ ト 領域で あ り 、 セ メ ン タ イ ト (Fe3C) は 白 色輝 点 に は 現 わ れな い 。 因

に ス テ ダイ ト の組成 は Fe : 9 1 . 5% 、 C : 1 . 96%、 p : 6 . 89%で あ る 。 1 6 . 8% P205 キ 7 . 3% P か ら みて 、

1 2 の 番 号 の 個 所 は ス テ ダイ ト に 同 定 さ れ る 。

次 に Photo . 6 2 は 、 片状黒鉛 (顕微鏡組織で は塊状黒鉛 と 表 わ し て い る ) の特性 X 線 像 を 示す。 セ メ

ン タ イ ト ( Fe3C) の 炭 素 は 白 色輝点で捉 え ら れな い が、 黒鉛 は し っ か り と 検 出 で き る 。 こ の 黒鉛の近傍

に お い て も 燐 (P) が存在す る の で ス テ ダ イ ト の共伴 と みて よ か ろ う 。 な お 、 こ こ で黒 鉛 の 存 在 を 証 明 し

た の は 、 可鍛鋳鉄製造 の 焼 な ま し 処理の あ っ た セ メ ン タ イ ト の炭素の黒鉛化 を 実証す る た め で あ る 。

(7 ) UMK - 7 : 鋳造鉄斧片

① 肉 眼観察 ・ 平面が不盤台形状 の鋳造鉄刃 (注 2) の破片で あ る 。 鋳造鉄斧の一面が13�1 � 、 た 窓 あ き 部分 を も

っ鋤先の可能性があ る 。 し か し 、 刃 先 と 袋側基部 を 欠損 し 、 側面 も 片側 の み の遺 存で あ る 。 供試材 は 側 面

の 長 軸 方 向 か ら 採取 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .40 に 示す。 断面は鏡化鉄 を 含 め て の厚み 0 . 9 cm、 長 さ 4 . 0 cm を 測 る 。 金属 鉄 は

0 . 6 5  x 3 . 8  cm を 残す。 基地 の 白 色 は脱炭組織の フ ェ ラ イ ト で、 こ れに 塊状黒鉛 と 下部 に 共 晶 黒鉛 を 析 出

し 、 そ れ ら を 起 点 に 点蝕が発生 し て い る 。 該 品 は 「脱炭鋳鉄」 か ら 進展 し た 黒心可鍛鋳鉄製 品 に 分類 さ れ

る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 1 3  � 1 5 に 示す。 Photo . 1 3 の①は 、 片状黒鉛 に 閉 ま れて 淡黄褐色で、微小異物

の硫化物系介在物が検 出 で き た 。 介在物組成 は CMA の項で詳述す る が、 当 製 品 は 鋳 造 品 と 判 別 がつ く 。

な お、 ①で は 片状黒鉛 と 書 い た が、 ②③に あ る 黒鉛 は 、 小片状黒鉛が放射状 に 析 出 す る の で ば ら 状黒鉛 と

分類すべ き で あ ろ う 。 Photo . 1 4 、 1 5 は ナ イ タ ル腐食 (Etching) 後の組織で あ る 。 焼 な ま し 脱炭 を 受 け

て 基地 は フ ェ ラ イ ト 化 し 、 局 部 的 に パ ー ラ イ ト を 残す。 し か し 、 強烈 に 目 に つ く の は 全 面 に 焼鈍炭素

(Temper Carbon ) と も 称 さ れ る 細 か い粒状、 結節状黒鉛、 あ る い は 共 晶 黒鉛 な ど で あ る 。 た だ し 、 こ

の 各種黒鉛個所 は脱炭 に 際 し て CO ガス の抜 け た孔があ り 、 こ れ よ り 鏡化が進んで鏡点 と な っ た も の も 多

い 。 例 え ば拡大組織で点蝕部 を み る と 、 Photo . 1 4 の②④、 Photo . 1 5 の②④な ど で あ る 。 こ こ で 注 目 し

て 頂 き た い の は鋤先刃先側 に 黒 く 分布す る 共 品黒鉛 (Eutect ic Graphite) で あ る 。 こ の組織の鋳鉄 は 耐

摩耗性が優れた 性状 を 有す る も の で あ る 。 更 に 共 晶 黒鉛組織 は 、 Ti02 に 接触 さ れて 生ず る 特質 を も っ。

(近代製法で は CaO、 MgO、 Al203 接触法 な ど あ る が こ こ で は触れな L 、) (ìt 3) 。 こ の Ti02 の存在 は 、 非

金属介在物 に 含有 さ れる Ti 分 の 析 出 か ら 傍証 さ れ る 。 Photo . 1 4 の①の 下端で⑤ に 拡大組織で示 し た 写

真 を も と に 共 晶 黒鉛 を 具体 的 に 述べて お く 。 白 い 部分 は フ ェ ラ イ ト 、 マ リ モ 状 の 黒 色 部 が共 品 黒 鉛 で あ

62 



る 。 こ の 共 品状!，I，\鉛 は 急 冷 さ れた 助 作 に 析 11 \ し や す い と も い わ れ る 。 鋤 先 刃 先 側 に 検 1 1 \ さ れた J t "fI" 黒鉛 が
偶 発 的 な 産物 で な く て 、 人 為 的 な 施策 (経験) で あ る な ら ば、 こ れ も ま た 驚 嘆すべ き 高 度 の 技 術 と い え る 。
④ ビ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo ， 1 3 の③はパー ラ イ ト 部、 ⑨は フ ェ ラ イ ト 部 の 硬度 測 定 の rE 艇 を 示すo
fí!l!度値 は 前 者 が 1 90Hv、 後手?で 1 1 3Hv で あ る 。 鋳鉄で あ り な が ら 完 全 に 軟化 し た 似 と な る 。 焼 な ま し
脱炭が証明 さ れ る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 6 3 に 微小介千1:物の特性 X 線像 と 定 h t ) Hfr fll'[ を 示す。 SE (2 次屯 子像) に 2 3 の
喬 号 を つ け た 介 在物 は 、 I� I 色籾i点が鉄 ( Fe) 、 硫黄 (S ) 、 マ ン ガ ン (Mn ) 、 チ タ ン (Ti ) な ど に 集 中 す る 。
定量分析 値 は 、 64 . 7 % FeO - 2 0 . 2 % S  - 38 . 3%MnO - 3 . 7%Ti02 組成 が得 ら れた 。 鉱物*1 1 は 、 硫化
マ ン ガ ン (MnS) と 硫化鉄 (FeS) の混合組成が同 lと さ れ る o こ れ に は 砂鉄 [/1 米 ( チ タ ン磁鉄鉱 も 無視で
き な い が) の Ti の 岡 j容が あ っ て Jt ，'， ，'，状黒鉛 の析 出 に も 黙 が る と 考・ え て い る o 次 に 焼 な ま し 脱炭 で 生 じ た

域状黒鉛 と 脱炭孔が鋳化 さ れて 銃}，I.( と な っ た と こ ろ の 確認調 伐 で あ る o Photo . 64 に 特性 X 線像 を 示す。

SE (2 次電子像) に み ら れ る 塊状!日鉛跡 は 、 炭素 (C) に 1'1 色制点が強 く 集 中 し 、 酸素 (0) は 側 く 微弱

に 反応す る の で 、 黒鉛の作ú: を 認 め て よ か ろ う 。 黒心可鍛鋳鉄 の !H鉛 と 想定 で き る 。

(8 )  UMK - 8 : 板状鉄斧

① 肉 眼観察 : 刃 部側 を 折射 し た 大型板状鉄斧で あ る 。 刃 1�la側 ( 5 . 5 cm) よ り も 基部|悩 (4 . 1 cm) が狭

く 、 縦長梯形 (現存長 さ 1 2 . 2 cm) と な ろ う 。 器厚 は 0 . 8 � 0 . 9  cm を 測 る 。 全 て の 稜線 は 明 瞭 で・ な く 、 側

面か ら の舷打痕がみ ら れ、 製部顕 は 丸 く 縫 L: る 。 ま た 、 、ICfúi は 行 コ ー ナ ー 側 が厚 く 、 " ， 'Æ に 向 っ て 僅か に

部 く な る 傾 向 を も っ。 迫li-J立 は良好で、 一見鋳造 IVl に は 間違 え る 料 で、 あ る が詳細 に 観察す る と 上記 の 如

く 、 鍛造 品 の痕跡が濃厚 と な る 。 調 í'f.試料 は 刃先寄 り か ら 横 断 面 方 lí'J に 全 幅 か ら 採取 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 4 1 に ポす。 外 周 部 皮 金 が銃化 し て ゲー サ イ ト (Goethite : α - FeO ・ OH )

と な る が内 部 は 、 炭素量 に 制 析 を も ち 、 水平 方 向 に 繊維状組織の メ タ ル フ ロ ー (Metal F low) を 走 ら せ、

鍛造 品 で あ る こ と は 明 瞭 に 去示す る 。 折 り 返 し 鍛接線 は 1 1 立 た ず 丁 市 な 仕 上 げで、 あ る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 1 6  � 1 8 に 示す。 Photo . 1 6 の①は 鉄 '1 ' の非金属 介 在物 で あ る 。 |崎県 色 ガ ラ

ス 質 溶融物が細 か く 分散 し て い る 。 !日j述 し た UMK - 3、 5 と l' iJ 類の味酸梅系で、 あ る 。 組成 に つ い て の 詳

細u は CMA の項で述べる が、 i淡 IifI も 妙銅 製 品 に 分 類で き る 。 Photo ， 1 8 、 1 9 は 金 属 鉄 を 5 % ナ イ タ ルで腐

食 し た 組 織 を 示す。 フ ェ ラ イ ト 1μ也で 白 地 は 炭 素 合 行 I，t が 0 . 00 7 % 程度、 黒 色 を 帯 び た 制 所 の 炭素量 は

0 ， 1 5%前後が想定 さ れ る 。 次 に 叶 似状鉄斧 の特質 は、 !日 色 t'îl\ が II(:J 炭 だ け で、 な く 、 こ の 場所 は 尖肘 部近 傍

で あ り 焼 入 れ組織の針状マ ルテ ンサイ ト (Martensite) を 閉 め 、 内 部 で は球状セ メ ン タ イ ト を 析 山 す る 。

熱処均! は 焼入れ後 に 7000C liíj後の ，'，刊，，\�;'i も ど し が実施 さ れた と 行t定 さ れ る 。

④ ビ ッ カ ー ス 断 面l町立 : Photo . 1 6 の④�@ に 金 1t1l 鉄 の品I l織の w な る 個 所 の 硬 度 測 定 の H:�J\S. を 示す。

限度{直 は 最 も 軟 質 の フ ェ ラ イ ト 部 分で 1 2 9Hv か ら マ ルテ ンサ イ ト を 残関 し た 硬 質 部 の 2 2 0 Hv ま で に バ

ラ ツ キ を も っ。 し か し 、 当 板状鉄斧 は伐採日 と し て の 機能を も ち 、 過 去 の!加え鋳造鉄斧 (可鍛鋳鉄 製 品 )

よ り 数倍優れた 材 質 で あ っ た こ と は 疑 い の な いすVた で あ る 。

⑤ CMA iìJM ti  : Photo . 6 5 に 鉄 '1 ' 非 合 同 介 五物 の特性 X 線 像 と 定 Id:分析fll'[ を ノJ�す。 介在物 は 、 暗!;f;\ 色

ガ ラ ス 質 溶融物で、 SE (2 次電 子像) に 2 1 の 需 37 を つ け た と こ ろ の 定 I，t分析仰 は 、 58 . 6 %Si02 一 1 4 . 8

%A1203 一 1 7 .4%CaO - 3 . 2 %MgO - 2 . 7%K20 組成が得 ら れた 。 鉱物 fII は球酸出が 同 定 さ れ る 。 次

に 同一 介 紅物 内 に 淡灰 色の 微小析 11\ 物が少 I，t共存す る 。 SE に 22 の 番 け を つ け た と こ ろ の定量分 析値 は 、

42 . 4 % FeO - 3 3 . 5%S i02 - 4 . 3%AI20:l - 5 . 4%CaO - 1 . 3%MgO 組成 で あ る 。 主要鉱物 相 は 鉄 か ん

ら ん石 の フ ァ イ ヤ ラ イ ト ( Fayal ite : 2 FeO ・ S i02 ) と ガ ラ ス 分 の 回 治で あ る 。
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( 9 )  UMK - 9 : 鋳造鉄斧

① 肉 眼観察 : 平面 は 不整三角 形 を 呈 し た鋳造鉄斧の破片で あ る 。 底辺側 に 両 刃 を つ け て お り 、 石包丁形

鉄器 も し く は 鎌 な ど へ の 転 用 の 可 能性 も 考 え ら れ る 。 残存高 さ 3 . 2 cm、 現存刃部長 さ 3 . 5 cm + α 、 厚 み

0 . 45 cm を 測 る 。 試料 は頂点 よ り 垂線 を 下 し た三角形状の も の を 採 用 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 4 2 に 示す。 断面 は 中 核部 に 過共 晶 組 成 (4 . 2 3 % C 以上) の 白 鋳鉄組織 を 約

0 . 7 程度残 し て 両端 は 焼 な ま し 脱炭 を 受 け 、 全面パー ラ イ ト の共析組織 を 呈す る 白 心可鍛鋳鉄製 品 で あ

っ た 。 た だ し 、 脱炭鋳鉄気味で あ る 。 な お、 焼 な ま し 脱炭層 の最表層 に は、 完全脱炭 さ れた フ ェ ラ イ ト 層

も あ っ た 可 能性 を も つが、 こ こ は鏡化消滅 し て い る 。 一方、 刃 部 断面 は 肉 眼観察で両刃 と 表現 し た が、 こ

れを マ ク ロ 組織か ら 完全 に 百定す る 形状で も な く 、 緩 い 片 刃 に と れぬ こ と も な い程 度 の 造 り で あ る 。 ま

た 、 白 鋳鉄バ ン ド の l:t� に は 数点塊状黒鉛か ら 銭状斑点 に 変化 し た も の が点在す る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 1 9 、 2 0 に 示す。 Photo . 1 9 の①は 鉄 中 の非金属介在物で あ る 。 2 μ に も 満 た ぬ

微 小 淡 褐 色異 物 の 硫 化 マ ン ガ ン (M n S ) 系 で 銑鉄特有 介 在 物 で あ る 。 ま た 、 P h o t o . 2 0 の② は 腐 食

(Etch ing) な し で 研磨 ま ま の組織 を 示す。 白 色部が金属鉄で、 中 央 よ り やや右側 に ず れて 淡 く 横刻 み の

レ デ プ ラ イ ト の痕跡が認 め ら れ る 。 更 に 、 そ の 右寄 り に 2 点 の 楕 円 状 の鏡跡があ る の は塊状黒鉛の酸化物

で あ る 。 ① に レ デ プ ラ イ ト と 塊 状 黒 鉛 酸 化 物 の 拡 大 組織 を 添 え て い る 。 次 は 金 属 鉄 の ナ イ タ ル腐 食

(Etching) 後 の組織 に 触れ る 。 Photo . 1 9 の②は 、 中核部 に 非脱炭過 共 晶組成 白 鋳鉄 を 挟ん で 、 全面パー

ラ イ ト に 変化 し た 脱炭組織が認 め ら れ る 。 ③④は両サイ ド 脱炭層 の拡大組織で 、 ⑤⑤は非脱炭 ・ 脱炭境界

を 含 め た 拡大組織で あ る 。 脱炭層 は 全面パー ラ イ ト に 微量の初析セ メ ン タ イ ト を 析 出 す る 。

④ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 2 0 の④~⑥に 金属鉄の硬度測 定 の 圧痕 を 示す。 硬度値 は 、 非脱炭 白 鋳

鉄 の⑤は 53 2 Hv と 硬質 で 、 焼 な ま し 脱炭パー ラ イ ト 域の④⑥両サ イ ド は 2 54Hv と 2 90Hv と 変化す る 。

焼 な ま し 脱炭効果 は 確実 に 現 わ れて い た 。 な お、 290Hv を 呈 し た パー ラ イ ト 組織 の 個 所 は 微量 の 初 析セ

メ ン タ イ ト を 含 む領域で あ っ た 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 66 に 微小淡褐色介在物の特性 X 線像 と 定量分析値 を 示す。 SE に 24 の 番 号 を つ

け た 介在物 は 、 白 色輝点が硫黄 (S) 、 マ ン ガ ン (Mn) 、 鉄 (Fe) に 集 中 し 、 定量分析値 は 、 5 7 . 8% FeO

- 40 . 8%MnO - 2 2 . 5%S の組成が得 ら れた 。 鉱物相 は硫化マ ン ガ ン (MnS) と 硫化鉄 ( FeS) の混合

組成が:固定 さ れる 。 こ ち ら は 砂鉄特有元素 の チ タ ン (Ti ) の検 出 は な く て 、 製鉄原 料 は 鉱石 と な ろ う 。 次

に Photo . 6 7 は 、 塊状黒鉛の酸化物 と し て 提示 し た も の の特性 X 線像 で あ る 。 白 色輝 点 は 炭 素 (C) に 強

く 、 酸素 (0) に 弱 く 集 中 す る 。 当 楕 円 状異 物 は 黒鉛 と みて よ か ろ う 。

( 1 0 ) UMK - 1 0 : 鋳造鉄斧片

① 肉 眼観察 : 王子商が不整台形状 の鋳造鉄斧の破片で あ る 。 木 質 が 2 条長軸 方 向 に 平行 し て 付着 す る 。 発

掘調査担 当 者側 で は 鉄製穂摘 具 の 手鎌 あ た り を ，想定 し て い た が定かで、 な い 。 付着 し た 木 質 は 、 やや新鮮 さ

を 感 じ る の で 、 時代の下 っ た 2 次 的 な 付 着 も 懸念 さ れ る 。 全幅 (刃部側) 4 . 7 cm + α 、 基部幅 3 . 0 cm + 

α 、 全長 2 . 0 cm、 厚み 0 . 3 cm を 測 る 。 試料 は全長の断面 を 観察で き る よ う に 切 出 し た 。 刃部側下端 は 鏡

化が激 し く て 片 刃 ・ 両 刃 の 鑑別 は で き な か っ た 。 残欠断面で は 下端 は 閉 じ る 傾 向 が読み と れた 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .43 に 示す。 断 面 は 全体 に 銭化が著 し く 、 中 核部 は 白 鋳鉄 の レ デ プ ラ イ ト 痕跡 を

僅 か に 残 し て 大 き く 空洞化 し 、 そ れを 銭化鉄のゲーサイ ト (Goethite : α - FeO ・ OH) が門状 に 取 り 囲

む。 残 留 金属 鉄 は 全 く な か っ た が、 該 品 も 焼 な ま し脱炭処理 を 経 た 鋳造鉄斧破片 と 判 明 し た 。

③ 顕微鏡組織 : P h oto . 2 1 、 2 2 に 示す。 マ ク ロ 組織で観察 さ れた 中 核部 白 鋳鉄組織 は 人 工 的 な 腐 食
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(Etching) で は な く て 酸化 に よ る 自 然腐食で現われた組織で あ る 。 研磨 面 に 金属 鉄 は一切残存せず、 微

小非金属介在物 は 検 出 で き な か っ た 。 一方、 組織は鋭化鉄 で あ り な が ら 焼 な ま し 脱炭 の 痕跡 を 残留 さ せ

る 。 ⑤は 左側 に 中 核部非脱炭 白 鋳鉄の レ デ プラ イ ト が析 出 し 、 右 側 の 表 層 側へ移動す る と 脱炭 さ れた 層 状

組織のパー ラ イ ト が認め ら れ る 。 該 品 は鋳造鉄器 の焼な ま し 脱炭処理 を 経 た 破片 で あ る 。 銃化鉄 な の で硬

度測定は実施 し て い な い 。

④ CMA 調査 : Photo . 6 8 に 示す。 銭化鉄 (Goethite : α - FeO ・ OH l と な り 鉄 中 の非金属 介在物 を 隈

無 く 捜 し た が未検 出 に お わ っ た 。 そ の た め、 レ デ プ ラ イ ト の 基地 を 分析 し て い る 。 SE に 1 4 の 番号 を つ

け た と こ ろ は 、 7 7 . 3 %FeO - 0 . 6%S - 0 .4%P205 一 0 . 4%Si02 組成が得 ら れた 。 鉄以外 は 2 次汚染

物 質 の 可能性が強 L 、 。 SE の 1 5 は 1 33%FeO で あ り 、 1 00%鉄で、純度 の 高 い銑鉄程度の情報 し か得 ら れ

な か っ た 。

( 1  1 )  UMK - 1 1  : 袋状鉄斧

① 肉 眼観察 : 平面 は 中 央部が僅かに 括れ基部幅 よ り 刃部l隔が少 々 大 き く な る が長 方 形 に 近 い 形状 で あ

る 。 袋部 は 楕 円 形で 、 折 り 返 し の 両 端 は 大 き く 離れて 柄袋 は 刃 部 の 2/3 を 有 す る 深 い 造 り で あ る 。 刃 先 は

弧刃 を な す。 な お、 袋部 内 面 に は 木 質 が残存す る 。 調査試料 は 刃 先 中 央 部 か ら ノ ッ チ状 に 切 り 出 し た 。 金

属 鉄 の遺存度 は 頗 る 良好で あ る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 44 に 示す。 断 面 刃 先 は 両 刃 状 を 呈 し 、 刃 先 の 大 半 は 暗黒色の 高炭素含有で左表

層 側 に 淡灰黒色の繊維状組織の メ タ ルフ ロ ー (Meta1 F10wl がみ ら れ る 。 鍛造 品 と 判定で き る 。 該 品 は

本来は心金 を 中 心 に 両側 に 皮 金 を 鍛接 し た サ ン ド イ ツ チ状 の 合せ鍛 え と 推定 さ れ る が、 右側 皮 金 は鏡化消

滅 し て い る 。 両 刃 外 周 を 形づ く る 灰色状帯 は鏡化鉄 のゲーサイ ト (Goethite : α FeO ・ O H l で あ る が

内 部 の 金属 鉄 は よ く 残 る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 2 3 、 24 に 示す。 Photo . 2 3 の①に 鉄素材の繰返 し 折 り 曲 げ時 に 酸化 防止 に 粘土

汁 を 塗布 し た も の が ス ラ グ化 し た 鍛接線の介在物 で あ る o ま た 、 Photo . 24 の①に 鉄 中 の 非 金 属 介 在 物 を

示す。 暗黒色ガ ラ ス 質溶融物で あ る 。 こ の組成 に つ い て は 、 CMA の 項で詳述す る 。 Photo . 2 3 の①は 基

部寄 り の 横 断 面 で ナ イ タ ル腐 食 (Etching) 後 の 金属組織で あ る 。 該 品 は 炭 素 含 有量 の 高 低 ( 0 . 7 % と 0 . 4

% +  0 . 5%程度) 3 種類 の 合せ鍛 え 製 品 で あ る 。 皮金 は①の上部 に 相 当 し 、 組織 は 白 黒斑模様の フ ェ ラ イ

ト ・ パー ラ イ ト を 析 出 す る 。 フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト の拡大組織 は Photo . 2 4 の④~⑦ に 示 す 。 ま た 、 ①

組織の下方 は 、 板厚方 向 中 央 の心金部分 に 相 当 す る 。 金 属 鉄 の 組織 は 、 一 面 に 細 か い 針状 も し く は 麻 の 葉

状 の マ ルテ ンサイ ト (Martensitel で あ る 。 た だ し 、 こ の組織 は 通常 の マ ルテ ンサイ ト よ り に 酸 ( ナ イ

タ ル) に 腐 食 さ れ易 い の で焼 も ど し (200.C 前後) マ ルテ ンサイ ト と 見倣 さ れ る 。 該 品 は 外 観 で は 袋 部 の

折 り 返 し 両 端 が大 き く 開 い て 国産品 と み る 要素 を 抱 く が(i1 4) (注 5) 、 金 属 鉄 の 材質 を み る と 、 大 陸 側 の妙銅

製 品 で鍛造技術 も 高度で あ る 。 更 に 熱処 理 は 、 焼入れ ・ 低温焼 も ど し を 施 し て 靭 性 を 重 じ た 優 品 と な っ て

い て 、 圏 内 の 原始鍛冶で は 追 いつかな い製作技術が読み と れた 。

④ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 2 3 の③~⑤に 基部寄 り の 金 属 鉄 の 硬度測定 の 圧 痕 を 示す 。 ③⑤は 微 小

針状組織 の マ ルテ ン サ イ ト 部 の圧線で、 硬度値 は 555Hv、 548Hv で あ る 。 ま た 、 ④は フ ェ ラ イ ト ・ パー

ラ イ ト 部で 1 92 Hv を 示 し た 。 更 に 、 Photo . 2 4 の⑨は 刃 先先端 の マ ルテ ン サ イ ト 部 の 硬度圧痕で、 こ ち

ら は 608Hv で あ っ た 。 そ れぞ れ組織 に 対応 し た 値 と な る 。 心 金 は 硬質 で鋭 利 性 、 皮 金 で耐衝撃性 を 具備

さ せた 複合 材 質 で 日 本万 の 遡源 と も い え よ う 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 6 9 は 、 折 り 返 し 鍛接線 に 生 じ た 介 在物の特性 X 線像 と 、 定量分析値 を 示す 。 SE

に 1 2 の 番号 を つ け た 淡灰 色展伸状介在物 は 、 6 1 . 7% FeO - 30 . 2 %Si02 組成が得 ら れて 、 鉄 かん ら ん
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石 (Fayal i te : 2 FeO ・ Si02 ) が 同 定 さ れ る 。 こ れに は 微量 の ガ ラ ス 分 (AI + Ca 十 Mg + K) を 固 浴す

る 。 次 に SE に 1 3 の 荷 号 を つ け た ガ ラ ス 質 と 白 色粒状結 品 の 共存す る 介 {E物 は 、 5 5 . 9 % FeO - 32 . 5% 

Si02 - 7 . 8%AI203 一 2 . 9%CaO 一 l 田 3 %MgO - 2 . 7%K20 組成で あ る 。 こ ち ら は 、 ガ ラ ス 中 に 微細 フ

ア イ ヤ ラ イ ト (2FeO ・ S i02) が析 出 す る ので、 こ れ と 球酸頃系 の 混合組成 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 SE に

1 4 の 番号 を つ け た 1'1 色粉状結 品 は 、 96 . 7%FeO - 5 . 1 %Si02 - 2 . 0%AI203 *1l成で ヴス タ イ ト (Wüstite :

FeO) で あ る 。

一 方 、 鉄 中 の非 金 属 介 千1:物の特性 X 線像 と 定鼠分析他が Photo . 70 で あ る 。 主i 介{E物 は 、 ガ ラ ス 質 系

の 紡錘状 に 伸びた も の で 、 白 色蹄点がガラ ス 質成分 (Si + AI + C a  + M g  + K) と 酸素 (0) に 集 中 す

る 。 定量分析値 は 、 46 . 1 %Si02 - 9 . 2 %AI203 一 1 . 3%CaO - 1 . 7%MgO - 2 . 0 % K20 組成で珪酸塩

系 が 同 定 さ れ る 。 た だ し 、 該 品 に は 4 1 . 3 % FeO が検 出 さ れたが介在物 そ の も の はJ I: 品 質 で‘ あ る 。 鉄 分 は

た ん な る 固 溶で あ ろ う か。 何れに し ろ 、 当 介在物 は妙銅 製 品 に 関辿 し た 派 生物 と 折I�定 さ れる O

( 1 2 ) UMK - 1 2 : 株状鉄片

① 肉 眼観察 . 穿孔具の一種で あ ろ う 。 基部か ら 身部 の断面 は方形で、 刃先側 は 漸 次 潰 さ れて 長 方 形 断 面

に 変化 し て ゆ く 。 た だ し 、 刃 部 は折損 し て 形状 は 不 明で あ る 。 現存長 さ 7 . 4 cm + α 、 基部 0 . 6 cm平 方、

中 央 身 部 は 0 . 45 cm平 方 に 括れて 刃部側へは 0 . 5 x 0 .25  cm と 潰 さ れ る 。 丸鍛 え が屯l定 さ れる 。 試料 は 中

央身部か ら の採取で 断 面 方 向 (C 方 向 ) を 研磨聞 と し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 44 に 示す。 断 面 の 中 核部 は 炭素量の少 な い 極軟鋼で、 こ れに 材 質 硬 化 の 浸炭処

理が施 さ れて い て 左表 層 側 は 黒 く 高炭素含有組織 を 呈 し て い る 。 な お 、 中 核 古1\ は 加l 工 率 の 低 い 心 金 を 準 備

し て 、 こ れに 加工皮 の 高 い 微細 フ ェ ラ イ ト 結 晶粒素材 を 鍛接 し で あ る 。 一方、 今.上 の 浸炭高炭部が一部捲

れて い る の は 何故で、 あ ろ う か。 鉄器製作後の 早 い |時期 に 破損 し て 、 そ の 時 の 線キ11 を 11: め て い る の で あ ろ う

カJ

③ 顕微鏡組織 : Photo . 2 6 の①~③ に 鉄 11' の非金属介在物 を 示す 。 組 成 は H青 烈 色 ガ ラ ス 質 ス ラ グの珪酸

塩 系 で あ る 。 詳制 は CMA の項で述べ る 。 Photo . 2 5 の①は 金 属 鉄 の ナ イ タ ル腐 食 で 現れた組織で あ る O

鏡化鉄 の 内 側 は 黒 い 尚炭素域の浸炭層 を 形成 し 、 内部の地の組織は 白 い フ ェ ラ イ ト に 変 わ る 。 浸炭 と は 、

低炭素鋼 を 木炭粉で塗 し て 変態点 (730'C ) 以上で加熱す る と 、 高 �lf，tで 発生 し た CO ガス が鋼材表 面 に 侵

入 し て 炭素 が拡 散 に よ っ て 内 部 に 浸透 し 、 表層 は炭素tlt の 高 い鋼 に 変化す る 。 こ の傑作がな さ れた 鉄器で

あ る 。 ②③は 、 浸炭の拡大組織で あ る 。 浸炭部の最表層 は銭化 し て 一部消 滅す る が、 微 か に 初析セ メ ン タ

イ ト の析 出 があ っ て 、 そ の 内 側 に な る と 共析JI'!i と な る 。 更 に 内 部へ入 る と フ ェ ラ イ ト が網 状 に 現わ れ る 拡

散屑 へ と 変化す る 。 な お 、 こ の拡散層 か ら ま た 内 部へ進 む と 微細 フ ェ ラ イ ト 紋 の 領域 と な り 、 更 に 中級部

へ到 着す る と 異材 と 考 え ら れ る フ ェ ラ イ ト 粗大械が現われ る 。 異材組大 フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒域 は 、 円 弧 状 の

鍛接線 を も ち 、 こ れを 起 点 に 鏡が発生 し て 低加工率を現わ し て い る o 当 穿孔只 は 、 11 1 被部 に 極低炭素鋼 の

あ ま り 鍛打 を 加 え て い な いぷ材 を 準備 し 、 こ れに 僅 か に 炭素 を 合 む 微細| フ ェ ラ イ ト 結 晶 を も っ素材 を 巻 き

付 け 、 成形後 に 浸炭処理 を 施 し た と 推定 さ れ る 。

Photo . 2 6 の④~⑨の フ ェ ラ イ ト 結 晶殺 は 、 冷 問 加工 を 受 け て 歪 を も っ た 組織で あ る 。 マ ク ロ 組織 で み た

捲 れ部分近傍で あ り 、 局 部 的 に み ら れ る 所で あ る 。 他の組織の結 晶 は 斉絞 と な っ て い る の で 、 破損時 に 受

け た 歪 で 、 一種の繊維組織で あ ろ う 。

④ ビ ッ カ ー ス 断固硬度 : Photo . 2 5 の③~⑤に 金属鉄の硬度測 定の圧般 を 示す。 ま ず③ は 、 全 面パー ラ

イ ト の共析鋼 と な っ た 浸炭域の硬度似で 286Hv で あ っ た 。 組織 に 対 し て 若干 高 め 傾 向 に あ る 。 浸炭作業

後 は 「肌焼 き j と い う 熱処.f!p. を 行 な っ て 、 浸炭部 を硬化 さ せ る 手法 があ る 。 こ れの採 用 で あ ろ う か。 ④は
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浸炭母材の極軟捌微細l フ ェ ラ イ ト 車Ji lldl 粒 の 硬 度 で あ っ て 、 似 は 2 1 5Hv で あ る 。 最後 に ⑤ は 芯 金 の 粗 大 フ
エ ラ イ ト 城で 1 89Hv で あ っ た 。 相 対 的 に は納得で き る 値 で あ る 。 た だ し 、 千刊1'[ は組織 に 対 し て 幾分 高 め
傾 向 に あ る 。 時 効 劣 化が現わ れて い る の だ ろ う か。

⑤ CMA 調査 : Photo . 7 1 に 鉄 " 1 の非金属介千1:物の特性 X 線 像 と 定 IU分析仰 を 示す 。 対 象 介 イ1: 物 は 、 顕
微鏡観察 に お い て は l暗黒色 ガ ラ ス の41: 品 質 に み え た が該 I日I は !日地 に 淡灰色の縞模様の結 晶 で あ る 。 SE に
8 と 1 0 の 番 号 を つ け た 淡灰色鉱物十H の 定 位分析仙 は 、 8 が 20 . 1 %CaO - 1 0 . 8% MgO - 54 . 0 %Si02 
- 1 2 . 5 % FeO、 1 0 は 20 . 0 %CaO - 1 0 . 9 %MgO - 54 . 6 %Si02 一 1 1 . 7 % FeO 組成 と な る 。 両者 は 近

似 し た 組成で、 モ ン テ セ ラ イ ト (Monticel l ite : CaO ・ MgO ・ S i02 ) と フ ァ イ ヤ ラ イ ト ( Fayal i te : 2 FeO ・

S i02 ) あ た り の混合組成の可能性 を 提示 し て お く 。 SE の 9 の 滑 り・ の 例 所 で 崎県色側 は 、 64 . 3 % Si02 一

1 1 . 0%AI203 - 3 . 2 %CaO - 1 . 3%MgO - 3 . 7%K20 組成でJ I�駿品I{系 が同 定 さ れ る 。 し か し 、 こ れ に も

1 1 . 5% FeO の |古l 治 が あ る 。 L 、ずれに し て も 政宗 (Si l を 多 く 合み、 ア ル ミ ニ ウ ム (A] ) 、 カ ル シ ウ ム (Ca) 、

マ グネ シ ウ ム (Mg) な ど の 元素 の 合 ま れた 介紅物 の 検 出 は妙釧 製 品 の 可能性 を 十分 に 持つ も の で あ る 。

な お、 こ の 介在物 に は 3 点共 に 1 . 2 � 1 . 9%Ti02 を 固 j容 し て パナ ジ ウ ム (V) は 殆ん ど 合 ま れな い が、

0 . 1 � 0 . 3 %Zr02 の 含 有 が あ り 、 製鉄原料 は 、 li少鉄 の 可能性 も 1!!� t�l で き な い と 考 え ら れ る 。

Photo . 72 は芯金部の粗大 フ ェ ラ イ ト 結 品 粒 を 呈 し た 鉄素材 に J，'.\1I:す る 白 色粒状介在物の特性 X 線 像 と

定量分析値で あ る 。 SE に 7 の 番 け を つ け た と こ ろ は 、 99 . 2 % FeO 品Il JjX; が得 ら れた 。 ヴス タ イ ト ( Wüstite :

FeO) に 同 定 さ れ る 。

( ] 3 ) UMK - 1 3 : 板状鉄斧

① 肉 l恨観祭 : 平面 は 、 基部幅 ( 3 . 7 cm) と 刃 IvITi ( 3 . 9  cm) があ ま り 変 ら な い魁 1m形で厚み 0 . 7 cm を 測 る 。

基部頭 は 僅か に 波 う ち 、 刃 部 は ftlrj メJ ( マ ク ロ 組織か ら みて ) で弧状 と な る 。 調資試料 は 側 面 寄 り の 刃 先 を

ノ ッ チ状 に 切 出 し た 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .45 に 示す。 断 面 は 銃化がかな り 進 行す る が 学 じ て 心 金 は 0 . 2 mml隔 で、制低炭素鋼

を L'] く 帯状 に 残 し 、 ま た 、 皮金部分 も 両端 に 0 . 6 mml隔で黒か ら 1'1 出斑 模 様 の 尚炭素鋼 の 充 汁 が確認 さ れ

た 。 た だ し 、 刃 先 に は 高炭素鋼 が く る よ う な 造 り で あ る o (マ ク 口 組織 の 1 0 怖 を 参J!日 ) 軟 ・ 艇 兇 材 の 合

せ鍛 え の鍛造 品 で、 あ る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 2 7 、 28 に ぷす。 Photo . 2 7 の①② は 欽 1 1 1 の 非金 属 介 イ1:物で、 あ る 。 附!日 色 ガ ラ ス

質 溶 融物 の 点列 で あ る o 珪酸塩 系 で あ り 、 CMA 調 査 の 項で 訂 述 す る 。 こ れ も 妙銅 製 品 に 分 知 さ れ る 。

Photo . 2 7 の③~⑤、 Photo . 2 8 の①~⑤は残作11:)1:4 鉄 を ナ イ タ ル腐 食 し た 組織で あ る 。 Photo . 2 7 の⑤

は 刃 先寄 り で マ ク ロ 組織 で み た れ 側 償 断 而 の ミ ク 口 組織 を ぶす。 )<)川 側 の 皮 j'jJ: は 、 !.t.\ か ら ， ' ] !日i規 模 械 の フ

ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト を 析 出 す る 0.4炭素捌 で あ る o そ れ に 対 し て 内 側 1 1 1 央 部 に 位置す る 心金 は 、 ，' ， 色 を 日

し て 炭素合有鼠が殆ん ど な い フ ェ ラ イ ト 結 品粒で、構成 さ れ る o こ れ に 対 し て 、 前述 し た 皮 金 の 延 長線 l二 の

刃 先 は③に 示 す よ う に 、 一両l に 細 か い 針 状 も し く は麻 の 葉 状 に み え る 焼入 れ組織 の マ ルテ ンサ イ ト で あ

る 。 急 冷 に よ っ て 得 ら れた 組織で非常 に 1"-:1'1 � 、硬 さ を 特 色 と す る 。

同 じ く Photo . 2 8 の①は 、 マ ク 口 組織の 'r:ß!IJ で基部寄 り で の 皮 会 と 心i}: の組合せ を ぷす 。 皮 金 は 、 イi側

皮 金 と 同 じ よ う に ，�] 黒斑組織の フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト で あ る 。 ま た 、 |人J Iff\ 心 金 は 腐 食 を 受 け な が ら フ ェ

ラ イ ト 車内 州 事立 の 斉絞組織 を 閉 め る 。 汗 板状 鉄 斧 は心金 に 彬低炭素捌 を 小 心 に 、 両 サ イ ド に 1匂炭素鋼 を 111 て

た サ ン ド イ ツ チ状 の 構造で、 鋭利性 と 耐値j幣性 を 兼備 え た 刃 物 に 造 り あ げて い る 。 前述 し た U M K - 1 1  

袋状鉄斧 に 近 似 し た 材質 と も い え る 。

④ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 2 7 の④に 刃 先マ ルテ ンサイ ト 析 11\ 日1\ の 硬 度 測 定 の FE艇 を 示す。 硬!立{II'[
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は 7 56Hv と 頗 る 硬 い 。 Photo . 2 8 の②は 白 いマルテ ンサイ ト 地 に 一部淡灰色パー ラ イ ト の 析 出 し た と こ

ろ の硬度圧痕で あ る 。 値 は 、 686Hv と こ こ も 前者 に 準 じ て 硬 い 。 次 に③は針状組織 の マ ルテ ン サ イ ト で

509Hv、 ④は心金で 白 色地 の フ ェ ラ イ ト は 1 40Hv、 ⑤は フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト 部で 283Hv を 呈す る 。

以上の硬度値か ら も 判 る よ う に 硬 ・ 軟組合せて。靭性の発揮で き る 材質 に 仕上 げて い る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 7 3 に 鉄 中 の非金属介在物の特性 X 線像 と 定量分析値 を 示す。 暗黒色 ガ ラ ス 質 の 展

伸介在物で あ る 。 白 色輝 点 は 、 ガ ラ ス 質成分 (Si + Al + Ca 十 Mg + K) と 酸素 に 集 中 し 、 SE ( 2 次電

子像) に 6 の 番号 を つ け た 個 所 の 定量分析値は、 6 5 . 9%Si02 一 1 3 . 4%AI203 - 6 . 9% CaO - 2 . 4%MgO 

- 4 . 8 % K20 - 1 . 2 %Na20 組成の珪酸塩が同定 さ れ る 。 な お 、 こ れ に は 5 . 4%FeO - 2 .4%MnO の 固

i容が あ っ て 、 製鉄原料 は 鉱 石 系 が想定 さ れる 。

( 1 4) UMK - 1 4 : 鉄鍛

① 肉 眼観察 : 柳葉 形 タ イ プで 大 型 の 鉄鉱で あ る 。 刃部長 さ 4 . 0 cm、 基部長 さ 3 . 9 cmで、 全長 7 . 9 cm に 達 し 、

全幅 2 . 2 cm、 厚 み は 0 . 3 5 cm を 測 る 。 調査試料 は身の茎寄 り か ら ノ ッ チ 状 の 切 り 込 み を 行 っ た 。 研磨面 は

横 断商 に な る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo . 4 5 に 示す。 半硬鋼 (O . 3%C) レベル鉄素材の繰返 し 折 り 曲 げ鍛接がな さ れた 鍛

造 品 で あ る 。 炭素含有 量 は 、 僅 か ばか り の偏 析 を も っ。 し か し 、 鍛接線 は よ く 締 ま り 、 優れた 材質 に 仕上

げて い る

③ 顕微鏡組織 : Photo . 2 9 に 示す。 ①② は 鉄 中 の非金属介在物で あ る 。 こ れ も ガ ラ ス 質 の珪酸塩で あ り 、

組成の詳細 は CMA の項で述べる 。 ③~⑤は金属鉄 を ナ イ タ ル腐食 し た と こ ろ で現 われた組織で あ る 。 白

い フ ェ ラ イ ト は針状気味で、 少量のパー ラ イ ト と 共存す る 。 ③の左側 は や や 臼 味 を 帯びて 炭素量が少な

く 、 右側 は 黒 昧 を 増 し て 高炭素含有 と な る 。 そ れで も 炭素含有量 は マ ク ロ 組織で述べた よ う に 半硬鋼 (0 . 3

%C) レベルで あ る 。 熱履歴 は 1 ， 000.C 前後か ら の放 冷 を 経て い る 。

④ ビ ッ カ ー ス 断面 硬 度 : P h o t o . 2 9 の⑥~③ に 示す。 @ は 最 も 炭 素 含 有 量 の 少 な い 個 所 で 硬 度 値 は

1 60Hv、 炭素量の 多 い と こ ろ で⑦が 220Hv、 ③は 22 1 Hv で あ っ た 。 組織 に 見合 っ た 値 で あ る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 74 に 鉄 中 非金属 介在物 の特性 X 線像 と 定量分析値 を 示す。 介在物 は 紡錘状 の ガ ラ

ス 質溶融物 で あ る 。 SE (2 次電子像) に 5 の番号 を つ け た個所で は 、 白 色輝点がガ ラ ス 質成分 (S i + AI

+ Ca + Mg + K) と 酸素 (0) に 集 中 し 、 定量分析値 は 、 4 7 . 3 %Si02 一 1 1 . 9 %AI203 - 2 6 . 5%CaO 

- 5 . 9%MgO - 5 . 1 % K20 組成が得 ら れて珪酸塩が同定 さ れた 。 始発原料 を 鉱 石 と す る 妙銅 製 品 と 組定

さ れた 。

( 1 5 ) UMK - 1 5 : 鋳造鉄器破片

① 肉 眼観察 : 平 面 は 大型葉形の餓身で茎側 を 折 失 し た 破損品 ら し く も 見 え る 。 現存長 さ 5 . 7 cm、 全 幅

3 . 0  cm、 器厚 0 . 4 cm を 測 る 。 調査試料 は 、 刃部側 か ら ノ ッ チ状 に 切 出 し た 。 研磨面は長軸方 向 で あ る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .46 に 示す。 断 面 は 中核部 に 鋳込み時の レ デ プラ イ ト 白 鋳鉄 を 残 し 、 こ れを 挟 ん

で両側 は焼な ま し 脱炭組織の フ ェ ラ イ ト パー ラ イ ト 組織、 更 に そ の 外側 に フ ェ ラ イ ト 単独組織 を も っ三重

構造で あ っ た 。 鋳造鉄器 の破片 を 素材 と し て 転 用 再生鉄器 と し た も の の 、 更 に 破損 し た 鉄器 で あ ろ う か。

可鍛鋳鉄製 品 に 分類 さ れる 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 30、 3 1 に 示す。 鉄 中 の非金属介在物 は 、 金属鉄全体 を 隈 な く 捜 し た が清 浄 な 組

織で、 あ っ て l 点 も 検 出 す る こ と がで き な か っ た 。 Photo .30 の①②は 研磨 ま ま で腐 食 (Etching) な し の

組織で あ る 。 黒地の左側半分 は銭化鉄で、 白 色網 目 状 は 脱炭組織のパー ラ イ ト の痕跡で あ る 。 右半分 の 白
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地 に 黒色棒状組織 は 非脱炭 白 鋳鉄の レ デ プ ラ イ ト 組織 を 示す。③は①②個所 を 含 め て 板厚 方 向 の金属鉄全

体 を 入れて の ナ イ タ ル腐食組織 を提示 し た 。 中核部は鋳込み時の過共品組成 の 白 鋳鉄組織で、 左側 は 前述

し た 銭化鉄 の脱炭組織でパー ラ イ ト 痕跡、 こ れに 対応す る 金 属 鉄 の 焼 な ま し 脱炭組織が右側 に な る 。 フ ェ

ラ イ ト 基地 に 層 状パー ラ イ ト 部分が島状 に 分布す る 。 ④は 非脱炭 白 鋳鉄組織の拡大、 ⑤ は 脱炭パー ラ イ ト

層 の拡大 を 示 す 。 ま た 、 ⑥⑦は脱炭 ・ 非脱炭部 の境界 に あ る 遊離 セ メ ン タ イ ト が黒鉛化 し 、 そ れが CO ガ

ス と な っ て 抜 け て 出 来 た 脱炭孔 (不定形黒点) を 参考 ま で に 紹介 し て お く 。

次 に Photo . 3 1 の①は 、 当 鋳造鉄器の標準的組織 を 示す。 中核部 に 鋳込 み 時 の 過 共 品 組成 の 白 鋳鉄組織 を

残留 さ せて 、 そ の両側 に 焼 な ま し 脱炭で派生 し た フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト 組織 が あ り 、 も う 一回 外側 に フ

エ ラ イ ト 単相 を 擁 し て 3 重構造 と な る 。 こ こ で注 目 すべ き は 、 こ の 外層 フ ェ ラ イ ト 結 晶 粒 が長柱状 を 呈 し

て い る 点で あ る 。 ①組織の下端 の フ ェ ラ イ ト 結 晶 は放射状の締l 長 い 柱状 晶 は 、 金 型 い わ ゆ る 鉄氾使用 の 急

速 冷 却 で 発生 し た 組織 の 可能性 を も つ も の で あ る 。 す な わ ち 、 結 品 粒 の 形及 び大 き さ は 冷却 の 際 、 熱 が運

び去 ら れ る 方 向 に 支配 さ れ る も の で 、 速 に 冷却 す る と き は 殊 に そ う で あ る 。 例 え ば溶 融 し た 金 属 を 鋳 型 に

注 ぎ込 ん で 冷 却 さ せれば、 速 く 冷 え る 鋳物 の 表 面 に 多 く の 核 が 出 来 、 緩 く 冷 え る 中 心部 に 殆ん ど 出 来 な

い 。 般 に 結 品 は 表 面 に 平 行 な 方 向 に は 、 隣 り の結品 の た め に 阻 げ ら れて 発達で き な い が、 l:j:l 心 の 方 向 に は

阻 げ る も の が な い か ら 長 く 発達す る 。 (法 6 ) 以上 の よ う な 観 点 か ら 該 品 は 鉄 箔使 用 の 白 心可 鍛鋳 鉄 製 品

を 組定 し た 。 列 島 内 で の 鉄氾使用 可鍛鋳鉄の事例 は 福 岡 市所在、 比忠遺跡第 5 1 次調査の二条 J!!J僻鋳造鉄

斧 で述べて い て (注 7) 、 今 回 は報告 2 例 目 と な る 。 因 に 中 国 古代 で の 鉄 器 の 鉄 箔 使 用 技 術 は 戦 国 時代晩期 に

ま ず燕 と 超 で 発 明 応用 さ れた と 考 え ら れて い る の で(i i' 8) 、 今 回 調 査 品 も 産地 は 中 国 東北部が組定 さ れ よ

つ 。

④ ビ ッ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 3 1 の②~⑤に 金属鉄の硬度測定 の 圧 痕 を 示す。 ②は脱炭組織最 外層 の

フ ェ ラ イ ト 柱状 品 の硬度で あ り 、 値 は 1 56Hv で あ る 。 ③は 同 じ く 脱!支部で あ る が フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ

ト 部 で 2 1 4Hv、 ④は鋳込み ま ま の過共 晶組成 白 鋳鉄の レ デ プラ イ ト で 硬 質 の 50 1 Hv、 ⑤ は や は り 反対側

の儀表層 で 1 4 1 Hv で あ っ た 。 硬度値 は 、 脱炭 と 非脱炭で 明 瞭 に 差異 を 表 わ し て い る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 7 5 に 示す。 母金属が過共晶組成の 白 鋳鉄 な の で 、 非 金 属 介 在 物 は 微細 な 硫化マ

ン ガ ン (MnS) か硫化鉄 (FeS) あ た り と 予想 し て 、 金属鉄面 を 隈 な く チ ェ ッ ク し た が発 見す る こ と がで

き な か っ た 。 Photo . 7 5 に 微細異物で そ れ ら し い 形 態 を SE (2 次電子像) に 示 し て 2 視 野 の 分 析 を 行 っ

た 。 し か し 、 2 視野 共 に 1 38%FeO と 1 3 7%FeO の値 し か得 ら れな か っ た 。 酸化鉄定量 の た め に 1 00 %

を 超 え た 数 字 に な っ て い る が 1 00% 金属鉄 で あ っ て 、 3 と 4 の 番 号 の つ い た 個 所 は シ ミ で あ っ た 。 と に

か く 清 浄 な 鉄 で 、 非金属介在物は採取試料 内 で は存在 し な か っ た 。

( 1 6 ) UMK - 1 6 : 撃状鉄器

① 肉 眼観察 ・ 撃状鉄器 と l呼称 し て い る が板状鉄斧で扇平片刃石斧 を 鉄器 に 転換 し た 扇平 片 刃 鉄 斧 と すべ

き で は な か ろ う か。 刃 部 は 実 測 図 で は 両 刃 に な っ て い る がマ ク ロ 組織か ら 観察す る と 片刃 で あ る 。 ま た 、

刃 先 は 直 刃 と も 、 僅 か に 弧 刃 と も と れる 形状 を も っ。 刃 幅 と 基 部 幅 は 2 . 1 cm と 同 じ で 、 問 題 は 残存長 さ は

3 . 7  cm を 測 り 、 基部側 を 欠損す る ので、 こ の長 さ に よ り 撃状 と み る か、 板状鉄斧 と な る かで あ ろ う 。 厚 み

は 0 . 35 cmで あ っ た 。 調査試料 は 、 刃先側面寄 り に ノ ッ チ状 で 切 り 出 し 、 研磨面 は 長制1 に 沿 っ て い る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .47 に 示す。 厚み方向 全体が完全脱炭 を 受 け て フ ェ ラ イ ト 組織 と な っ た 可鍛鋳鉄

で あ る 。 フ ェ ラ イ ト 内 に 点在す る 脱炭孔か ら 点蝕が始 ま り 、 局 部 的 に 鏡化点が認め ら れ る 。 な お 、 肉 眼観

察 に て 発言 し た よ う に 刃 先 は レ字状 断 面 を も ち 片刃 に 分類 さ れ る 。

③ 顕微鏡組織 : Photo . 32 に 示 す。 ①は基部側 で 板 厚 の 最 も 大 き い 個 所 か ら 横 断 面 に 撮影 し た 。 金 属
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組織 は 、 全面 白 く て 焼 な ま し 脱炭が完全 に 完 了 し た と こ ろ の フ ェ ラ イ ト 結 品 粒で あ る 。 結 品 粒 は 、 さ ま

ざ ま な 粒形 を 呈 し て 規則 性 は な く 、 炭化物 の残留 も 全 く 認 め ら れな か っ た 。 な お 、 焼 な ま し で CO がガ

ス の 抜 け た 脱炭孔が点在 し 、 こ れ を 起 点 に 発生 し た 鏡跡が点在す る の が可鍛鋳 鉄 製 品 と し て の 証拠 と な

ろ う 。 ③④は脱炭孔の拡大組織で あ る 。

④ ピ ツ カ ー ス 断面硬度 : Photo . 3 2 に 脱炭 フ ェ ラ イ ト 組織の硬度測定の圧痕 を 示す。 硬度値 は 1 32 Hv

で あ っ た 。 脱炭 フ ェ ラ イ ト と し て の硬度値で 問 題 の な い 値 と い え る 。

⑤ CMA 調査 : Photo . 76 に 示す。 顕微鏡の項で鉄 中非金属介在物 に つ い て 触れな か っ た が、 微小淡褐

色介在物が検 出 で き た の で、 特性 X 線像 と 定量分析値 を調査 し た 。 SE (2 次電子像) に l の 番号 を つ け

た 介在物 は 、 白 色輝点が鉄 (Fe) と 硫黄 (S) に 強 く 集 中 し 、 定量分析値 は 、 9 3 . 8%FeO - 2 4 . 3 % S 組

成が得 ら れて 硫化鉄 (FeS) が同 定 さ れる 。 な お こ の 介在物 に は 、 2 . 7 %Ti02 - 8 . 5%V205 の 岡 溶があ

っ て 鉄素 材 の 製 鉄原 料 は 砂鉄が想定で き る 。 なお、 参考 ま で に Photo . 76 の下段 に 焼 な ま し 脱炭で生 じ た

脱炭孔 を 示 し 、 孔 は 5 μ ゆ 程度 の も の で あ る 。

( 1 7 )  UMK - 1 7  : �失跡
① 肉 眼観察 : 無茎三 角 嫉 の 凹 基 式 で あ る 。 長 さ 2 . 8 cm、 基部|隔 2 . 45 cm、 厚 み 0 . 2 cm を 測 る 。 調査試料

は基部側 か ら ノ ッ チ状 の 切 り 込 み を 入れた 。 該品 は金属鉄 を 残留せず全体が鏡化鉄 と な る 。

② マ ク ロ 組織 : Photo .48 に 示す。 鏡化が激 し く て 金属鉄 は ま っ た く 残 ら ず、 板停 の 中 核部 は 揺 (す)

化 し て 外郭 に の み辛 じ て 黒錆 の マ グネ タ イ ト (Magnetite : Fe304) を 残留 さ せ る 。 鍛打 に よ る 展仰性の

痕跡 ら し き も の がみ ら れ る の で鍛造 品 の可能性 は 高 い 。

③ 顕 微 鏡 組 織 : P h o t o . 3 3 に 示 す 。 ① は 厚 み 方 向 断 面 の 組 織 で あ る 。 全 面 が鋳 化 鉄 の ゲー サ イ ト

(Goethite : α - FeO ・ OH) と な り 、 金属 鉄 は 全 く 残存 し な い 。 ②に 暗黒色 ガ ラ ス 質 介在物 ら し き J託子IJ 状

異物が認 め ら れ る 。 も し 、 こ れが珪酸梅で あれば妙鋼製品 に 分類で き る が鏡化が激 し く て 定 かで な い 。 ま

た 、 ③ は 、 フ ェ ラ イ ト 基地 に 層 状組織のパー ラ イ ト 痕跡 ら し き 析 出 物が少量観察 さ れ る 。 こ れがパー ラ イ

ト で あ れ ば 0 . 1 %炭素量程度 の 極軟鋼 と な る 。 そ う す る と 、 当 鉄倣 は 軟 質 で 撃切 り で 簡単 に 成形加工 で き

て 砥石研磨で仕上 げ、 も 容 易 で あ ろ う 。 2 mm前後 後の薄物で、銃化が著 し く 、 正確 な 情 報 は 得がた い迫物で あ

っ た 。

4 . ま と め

Table . 2 に 梅 ノ 木遺跡か ら 出 土 し た 弥生時代の 中 期前葉か ら 後期後葉 に 属 す る 鉄製 品 の 金 相 学 的 な 見地か ら

調査 し た結果 を 示す。 1 7 点 の う ち 、 半数 に 近 い 8 点 が ( i ) 可鍛鋳鉄 製 品 、 同 数 の (ii ) 妙銅製 品 、 残 る l 点

が (üj) 塊錬鉄製 品 で あ っ た 。 こ こ に 提示 し た ( i ) (ii) (iii ) の 3 種 の鋼種 は 、 中 国 大 陣 の 戦 国 時代 か ら 漢代

へか け て 開 発 さ れた最先端技術の産物で あ っ た 。

( i ) 可鍛鋳鉄製 品

該 品 は 紀元前 5 1世紀 頃 よ り 中 国 の良工具の生産 を 担 っ た鋼種で あ る 。 製 法 は 、 鉄斧や鋤先 な ど の鋳型 に 溶銑

を 流 し 込 み、 マ ス プロ 的 に 製 品 を 造 り 出 す。 固 化 し た 鉄 器 は 、 そ の ま ま 使用 し た 場合、 硬 く て 脆 く 、 破損 し や

す い 鋳 物 の 欠 点 を さ ら け 出 す。 こ の 対 策 と し て 鉄器 に 柔軟性 を 付与す る こ と が考 え ら れて 焼 な ま し 脱炭 (退火

処理) と い う 方 法 が考案 さ れた 。 熱サ イ ク ル は 、 900 � 950.C x 3 � 5 日 の 加熱保定で 臼 鋳鉄 に 析 出 し て い

る セ メ ン タ イ ト 中 の 炭素 は 黒鉛化 し 、 微細 な 黒鉛 と し て 分離 す る 。 更 に 加熱 後 の 冷却過程で オ ー ス テ ナ イ ト 中

の 炭 素 は パ ー ラ イ ト に 変化 し 、 パー ラ イ ト 中 の炭素 も ま た 黒鉛化 し 、 地鉄 フ ェ ラ イ ト と 黒鉛 が残 る 結果 と な

る 。 こ の種 の可鍛鋳鉄 は 破面が黒色で あ る か ら 黒心可鍛鋳鉄 と L 寸 。 一方、 破面 に 黒 鉛 を あ ま り 含 ま な く て 白
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色の r� 心可鍛鋳鉄 も 存在す る 。 前者の代表 は UMK - 7 の鋳造鉄斧片 があ り 、 後者 は UM K - 1 5 鋳造鉄斧破

片か ら 鱗状転用鉄器 が あ る 。

代表例 に 挙 げ た 鋤先 の 刃 先近傍組織で、 は 、 耐磨耗性 に優れた 細 か い 共 晶 黒鉛 を 析 出 し 、 こ れが意識的 に 製作

さ れた も の と すれば古代 中 国 で、 の 驚嘆すべ き 技術 力 と な る 。 同 じ く UMK - 1 5 鋳造鉄斧破片 の 方 は 、 フ ェ ラ

イ ト 結 晶 粒 が柱状 品 で 、 鉄箔使用 の可能性 が 出 て い る 。 鉄の鋳型の創 出 と 応用 は 、 鋳造技 術 の 革命 と も 称 さ れ

て 、 こ れ も 効率の よ い 大量生産 に むすびっ く 人 間 の 英知! の結果 と も い え る 。

列 島 内 で の 初期鉄器 を 挙 げ る と す る と 、 鋳造鉄器の破片や研磨再生鉄器 で あ り 、 今 回 の 供試材の 8 点で み ら

れ る 通 り で あ る 。 ま た 、 鋳造鉄器の再利 用 の 問題 は、 野島(it 9) ・ 村上01' 1 0) ・ 1 1 1 越 0 1' 1 1 ) ・ 下線 (淀 1 2) の 各先生方か

ら の指摘があ っ た 。 そ し て 出 土数 も 現在で は 300 例 を 超 え る に 至 っ た 。 こ こ で看過 で き な い の は 、 こ れ ら 鋳造

鉄斧 を 含 め て 、 そ の破片や再生鉄器が鋳込み ま ま の硬 く て 脆 い 白 鋳鉄 で は な く て 、 焼 な ま し 脱炭 (選火処理)

が施 さ れて い る 点で あ る 。 今 回 の 調査例で も み た 如 く 扇平片刃 石 斧 の 転換型 と も い え る 扇平片刃鉄 斧 ( UMK -

4、 6 、 9 、 1 6 ) の 材 質 が脱炭 に よ る 軟質材で あ る が故 に ヤ ス リ や グ ラ イ ン ダー の 類 の 工 具 が な く て も 、 砥石で

も っ て 恰 も 磨製 石器 を 加工す る よ う に 、 板状鉄斧や撃、 切 り 出 し ナ イ フ 的 刃 物 な ど を 造 り 出 し て い る 。 こ れが

鋳込 み ま ま の 硬 質 の 白 鋳鉄 の ま ま で あ っ た な ら 、 こ の よ う な 転 用 再生 鉄 器 の 誕 生 は な か っ た も の と 考 え ら れ

る 。 鋳造鉄 斧 の 焼 な ま し 脱炭 に つ い て は 、 古 く は 川 越哲志先生の指摘があ り (注 1 3) 、 斉藤 山 遺 跡 出 土 鉄 斧 (注 1 4)で

も 多 く の議論 を 呼んだ。 表 層 は脱炭 さ れて 鍛造品 レベルの炭素含有 量 を 示せ ば一部で混乱が起 き る の は 当 然で、

あ っ た と 考 え ら れ る 0 1' 1 5) 。 鋳造 品 の焼な ま し 脱炭 を 最初 に 発見で き た の は 東 大 阪 市所在、 鬼虎川遺跡 出 土 品 の

撃状鉄器 と 鉄鍛 で あ り 、 1 982 年の調査で あ る ほ 1 6) 。 そ の 当 時 は 可鍛鋳鉄製 品 と は 呼 ばず に 鋳鉄脱炭鋼 と 呼称

し た -11V � 、 経験 が あ る 。 そ の 後 、 北九州 市所在の 中伏遺跡 出 土 の 二条 凸幣鋳造 鉄 斧 の 調査 倒 的 1 7) 、 筑紫野市所在

の 貝 元遺跡 出 土鉄斧破片の調査例(it 1 8) な ど があ る 。 未発表 資料 も あ る が こ こ で は 触れな い 。

最 後 に 製 鉄 原 料 の 問 題 で あ る 。 梅 ノ 木遺 跡 出 土 可 鍛 鋳 鉄 の 5 点 の 鉄 I�] 非 金 属 介 在物 か ら 砂 鉄 特有 成 分 の

(Ti) 、 パナ ジ ウ ム (V) な ど の 検 出 があ っ た 。 こ の 弥生時代 に 属 す る 他遺跡で も 同 様 の 傾 向 を も つ も の がみつ

か っ て い る 。 Table . 3 に そ れ ら の 類例 を 示す。 鋳造鉄斧破片が中 国大陸東北部 あ た り に 産 地 同 定がで、 き る と 、

戦 国 時代末期 以 降 に 砂鉄製錬の あ っ た 可能性が指摘で き る 。 た だ し 、 朝鮮半 島 に は 含 チ タ ン磁鉄鉱が賦存す

る 。 こ れの製錬があ っ た か否か、 ま た 、 中 国 東北部での使用 の 問 題 も 残 っ て い る 。 問 題提起 は 別 途 言及 し て い

る の で こ こ で は 言及 し な い (注 目) 。

(討 ) 妙銅製 品

妙鋼法 は 、 銑鉄 を 原料 と し て 鉄鋼 を 得 る 新技術 で あ る 。 前述 し た 可鍛鋳鉄が、 固 化 し た 鋳 込 み製 品 か ら 焼 な

ま し 脱炭す る の に 対 し 、 こ ち ら は現代の製鉄法 と 同 じ く 製錬 ・ 製鋼の段階 を 踏 む 。 可鍛鋳鉄 の 焼 な ま し 脱炭 は

過剰、 設定温度 の 制 御 が難 し く 、 一寸油 断 を す る と 温度不 足 の 中 途脱炭 で 中 核部 に 大 き く 白 鋳鉄部分 を 残 し た

り 、 温度上昇 を 来す と 融着廃品 も し く は脱炭過度 に よ る 軟質化 と い っ た 失敗 も 多 か っ た 。 こ れ ら の 救済対策が

妙鋼技術へ と 展 開 し た と も 考 え ら れ る o 紀元前 1 t崎紀 頃 の 開 発 と い わ れて 、 梅 ノ 木遺跡、 の 鉄 器 の 上 限 と 大 き く

時 間 の 隔 て の な い 時期 で あ る 。

妙鋼法の 予11闘 は 、 固形銑鉄 を 製鋼原料 と し て 溶融 し 、 撹持 し て 空気 を 送 る 。 銑鉄 中 の 炭素 は酸化 さ れて 炭素

量が低減 さ れ る 。 そ の た め鉄 の 溶 融点 が上昇 し 、 材料 は半治融状態 と な る 。 こ れを 炉か ら 取 り 出 し て 鍛打 を 力11

え 、 爽雑物 を 取 り 除 く 作業 が必嬰 と な る 。 こ の鍛打作業がl!1�鋼技術 (合せ鍛 え ) を 発展 さ せ、 素 材 の 材 質 を 高

め る 結果 と な っ た 。 今 回 調査 の妙鋼製 品 は 合せ鍛 え が採用 さ れて い る 。 更 に 合せ鍛 え の 複 合材 に 対 し て 適 切 な

る 熱処理 (焼入 れ ・ 焼 も ど し 、 浸炭) が施 さ れ、 向性能の工具類 (板状鉄斧、 袋状鉄斧、 撃状鉄器、 穿孔具)

の応用 に 繋 が っ て い る 。 ま た 、 注 目 すべ き は 、 UMK - 3 は 柱状片 刃 石 斧 の転換型 を 想定 さ れ る 撃状鉄器 の 存
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在で あ る 。 可鍛鋳鉄製品 に 広 く 受継がれた形状が妙鋼製品 に ま で世襲 さ れて い る の は 興味深 い 現象で あ る 。

次 に 今 回 調 査 の 工具類で注 目 し た の は 、 鋼 中 の セ メ ン タ イ ト (Fe3C) を 球状 化指 向 の熱処理 を採用 し て い る 点

で あ る 。 セ メ ン タ イ ト の球状化 は 、 層 状 の 場合 よ り も 軟質で、 ま た 伸 び も 大 き く な り 、 常温作業 を 施す の に も

っ と も 適 し て い る と 同 時 に 、 弾性限や強 さ は小 と な る 。 従 っ て 工具鋼 に 対 し て は セ メ ン タ イ ト の球状化 は 必要

な こ と で あ る 。

と こ ろ で 、 こ の 様 に 材 質 的 に 優 れた 材 質 を 具備 し て い そ う な 鉄器類が幾つ も 折損 し て い る の は 何故で あ ろ う

か。 例 え ば UM K - 3 撃状鉄器、 UMK - 8 大型板状鉄斧、 UMK - 1 2 穿孔具 な ど で あ る 。 廃鉄器で あ る が列

島 内 に 搬入 さ れた 理 由 で あ ろ う か(注 20) 。 先端技術の も と に 生産 さ れた 妙鋼 製 品 で あ っ て も 、 製造過程 に お い

て 、 半溶融状態で爽雑物の取 り 除 く 際 に 支 障が生 じ た こ と も あ り え よ う 。 大型介 在 物 の 残留 が折損の原 因 と な

っ た こ と も 充分 に 考 え う る こ と で あ る 。 今 回 l 点の み塊煉鉄 に 分類 し た 鉄 剣 の 柄 UMK - 2 は 、 介在物の組成

が、 大 型 の FeO と 2 FeO ・ Si02 組成で あ っ た 。 妙鋼製鋼時 に も 派生す る 爽雑物 で あ る (it 2 1 ) 。 今 後 の 検討課題

と し て 残 さ れた 問 題 と な る 。

注

( l )  韓 汝扮 「 中 国 に お け る 早期鉄器の 治金学 的特徴J r東ア ジ ア の 古代鉄文化j � そ の起源 と 伝播~

( 1 993 年 た た ら 研究会国 際 シ ン ポ ジ ウ ム予稿集) た た ら 研究会 1 993 

(2 )  川 越哲志 『弥生 時代の 鉄器文化』 雄 山 閣 1 993 

(3 )  山 本 科学 工 具研究社 『標準顕微鏡組織 第 l 類炭素鋼 ・ 鋳鉄編 改訂 6 版 1 987

(4)  川 越哲志 「鉄お よ び鉄器生産 の 起源 を め ぐ っ て J rた た ら 研究.1 14  1 966 

(5 )  橋 口 達也 「初期 鉄 製 品 を め ぐ る ニ、 三 の 問題J r考古学雑誌.1 60- 1 1 974 

(6 )  河合 匡 『金属 材料J 共立全書 4 1 954 

( 7 )  大津正 己 「弥生 時 代 の 初 期鉄器J < 可鍛鋳鉄製 品 > r製鉄 史論文集.1 � た た ら 研究会創 立 40 周年記

念論文集 ~ た た ら 研究会編 2000 

(8 )  李 京 華 「秦漢時代 の 冶金 技 術 と 周辺地域 と の関係J r東ア ジ ア の 古 代鉄文化.I � そ の 起源 と 伝播 ~

( 1 993 年 た た ら 研究 会 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム予稿集) た た ら 研究会 1 993  

(9 )  野 島 永 「破砕 し た 鋳造鉄斧J rた た ら 研究J 第 32 ・ 33 号 た た ら 研究会 1 992  

( 1 0 ) 村上恭通 「弥生時代 中 期 の 鋳造鉄斧J r先史学 ・ 考古学論究 熊本大学文学部考古学研究室論文集』 龍

回 考古学会 1 994 

( 1 1 ) 川 越哲志 前掲書 ( 2 )

( 1 2 ) 下保信行 ・ 村上恭通 ・ 岡 崎博之 『 日 本 に お け る 石器か ら 鉄器への転換形 態 の 研究.1 (0745 1 088)  

平成 7 年 ~ 平 成 9 年度 科学研究費補助金 (基盤研究 B) 研究成果報告書 1 998 

( 1 3) 川 越哲志 「弥生時代の鋳造鉄斧 を め ぐ っ て J r考古学雑誌 65-4 1 980 

( 1 4) 乙松重隆 「熊本県斉藤 山 遺跡J r 日 本農耕文化の生成』 日 本考古学協会 1 96 1  

( 1 5 ) 明 治大学工学部教授、 川 口 寅之助氏の化学分析値、 C : 0 . 3%で鍛造 品 と 発表。 前掲書 ( 1 4) 。 こ れは

検鏡で は フ ェ ラ イ ト ・ パー ラ イ ト 組織であ る 。 弥生鉄器 は 分析値で鍛造 ・ 鋳造 の 分類 は危険。

( 1 6 ) 大津正 己 「鉄鉱 と 撃状鉄器 の 冶 金学的調査J r鬼虎川 遺 跡 出 土 の 金属 関係遺物.1 � 第 7 次調査報告 ~

東大 阪市文化財協会 1 982 

( 1 7 ) 大津正 己 「 中 伏遺跡 出 土二 条 凸 構 斧 の 金属学的調査J r中 伏遺跡.1 1 (北九州市埋蔵文化財調査報告書

第 1 2 0 集 ) (財) 北九州市教育文化事業 団 ・ 埋蔵文化財調査室 1 992 

( 1 8) 大津正 己 ・ 鈴木瑞穂 I貝元遺跡 出 土鉄製 品 の 金属学的調査J r貝元遺跡J Il 下巻 福岡県教育委員会 1 999 
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( 1 9 ) 大津正 己 「環 日 本海地域の鉄の金相学的調査J �弥生の鉄の一様相 � r環環 日 本海地域の鉄文化の展開』

(人間 ・ 社会 ・ 環境 と の 新 し い 調和 を 求 め て - X) 1 999 年度秋季 シ ン ポ ジ ウ ム 論 文 集 日 本鉄鋼協

会 1 999

(20 )  前漢の武帝 (BC 1 1 4 年) の 「 馬 脅 関J の設置 と の 関 係 が あ っ て 完形 品 の 多 く は 舶 載 さ れ難 か っ た の で
あ ろ う か。

(2 1 ) 韓 汝扮 前掲書 ( 1 )

表 1 5 の注

1 � 5  大津正 己 ・ 鈴木瑞穂 「梅 ノ 木遺跡 出 土弥生 鉄製 品 の 金属学的調査J r梅 ノ 木遺跡j I I  (熊 本 県 文 化財調

査報告 第 1 99 集) 熊本県教育委員会 200 1 本稿

6 � 8  大津正 己 ・ 鈴木瑞穂 「貝元遺跡 111 土鉄製品の金属学的調査n貝元遺跡 H 下巻』 福 岡 県教 育 委 員 会 1 999

9 � 1 1  拙稿 「小糸 山 出 土鉄製 品 の 金属学的調査J 熊本市教育委 員 会報告書準備 中

1 2 ， 1 3  大津正 己 ・ 塚本敏夫 「 向 山 遺跡 出 土鉄 製 品 の 金 属 学 的調査J � 三 条 凸帯鋳造鉄斧 ・ 鍛造 袋 状 鉄 斧 ~

『埼玉県朝霞市教育委員 会記者発表 資料J 朝霞市教 育 委 員 会 ( 1 99 7 . 4 . 2 6 新 聞記事)

1 4  大津正 己 「奈具 岡遺跡 出 土鉄 製 品 ・ 鉄片 (切片) の 金属学的調査J r京都府遺跡調査概報第 76 冊J

~奈具岡遺跡� (財) 京都府埋蔵文化財調査研究セ ン タ ー 1 99 7

1 5  郷堀英司 ・ 大津 正 己 「一本桜陶遺跡 出 土の砂鉄 に つ い て J r研究連絡誌第 2 5 号.il 01イ ) 千葉県文化

財セ ン タ - 1 989  

1 6  拙稿 「列 島 に お け る 鉄生 産 の 始源 を め ぐ っ て J � 鉄 浮 の 分析 を q l 心 に ~ 特 定研究 『 日 本 人 の 技術 と 生

活 に 関 す る 歴 史 的研究H在来技術の伝統 と 継 承) 研究会 資料 歴 史民俗博物館 1 990

1 7  拙稿 「古墳時代初頭 ・ 沖塚遺跡鍛冶工房 出 土 の遺 物 の 金属 学 的調査J r八千代市 沖塚 ・ 上 の 台遺跡

他.il (財) 千葉県文化財セ ン タ ー 1 994

1 8  拙稿 「湯谷悪谷遺跡 出 土鉄 浮 の 金属学 的調査」 島根県石見町教育 委員 会への提 出 原稿報告書準備 中

1 994 . 3 . 24 

1 9  増 田 孝彦 「丹後の鉄生産J r京都府埋蔵文 化財論集 第 2 集.il (財) 京都府埋蔵文化財調査研究セ ン タ ー

1 99 1  鉄浮分析結果 は未発表 後 日 報告予定

20 拙稿 「古代鉄生産J � 金属学的見地か ら のア プロ ーチ 『 日 本 古代の鉄生産.il 1 987 年度た た ら 研究会 1 987

2 1  拙稿 「交野市森遺跡 と そ の周 辺遺跡 出 土鍛冶関連遺物 の 金属 学的調査J r森遺跡 目 j (交野市埋蔵文化財

調査報告 1 990- 1 ) 交野市教育委員会 1 99 1 こ の鉄製品 は奈良 ・ 平安時代の も の の可能性 あ り 。

2 2  拙稿 「御蔵山 中遺跡 出土鉄浮 と 鉄器の金属学的調査H御蔵山 中遺跡JJ (大宮市遺跡調査会報告第 26 集) 1 989

2 3  :flll稿 「潤崎遺跡祭砲土旗 出 土鉄浮の金属 学的調査J nl司崎遺跡、H北九州市埋蔵文化財調資報告書第 49

集) 財 団 法 人北九州 市教育文化事 業 団 埋蔵文化財調査室 1 986

24 拙稿 「夏崎古漬 出 土鉄 製 品 の 金属 学的調資J r夏崎遺跡』 伊万里市教育委員 会報告書準備 中

2 5  拙 稿 「河辺上原古墳群 よ り 出 土 し た 鉄浮 と 鉄路の金属学的調査J r河辺上原遺跡.il (津 山 市埋蔵文化財

発掘調査報告第 54 集) 津 山 市 教 育 委 員 会 1 994

26  大津正 己 ・ 鈴木瑞穂 「大坂城跡 出 土鍛冶 ・ 鋳造関連遺物 の 金属 学 的調査J W大坂城跡 発掘調査報告書

1 .il 財 団 法 人大阪府文化財調査研究セ ン タ 一 報告書準備 中
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表 1 2 弥生時代以降チタン系鉱物含有遺物一覧表
N。 遺 跡 迎 桶 府県 温 物 推定年代 TiÜ2介在物組成

梅j木 包含周 熊本 鋳造鉄斧片 弥生中期後半~ 非金属介在物
~後期中葉 24.8%Ti02-24.4%FeO・47%MnO-24.3%5- 1 .3%V203

2 " 2 1 6・51 " 鋳造鉄斧片 弥生中期中葉~後葉 非金属介在物
2.9%Ti02-8 1 .7%FeO・28. 1 %MnO-1 7 .6%5 

3 " 視乱排水路 " 鋳造鉄斧片 不閉 非金属介在物
転用jミ状鉄器 2.4% Ti02-64. 7%FeO・ 1 4.9%MnO-35.6%5

4 " 1 69-51 " 鋳造鉄斧片 弥生中期後葉 非金属介在物
~後期前菜 3. 7%Ti02・64. 7%FeO-38.3%MnO-20.2%5

5 " 1 0 1 -5 1  熊本 盤状鉄器 弥生中期後葉 非盆属介在物
~ 後期後葉 2. 7%Ti02・8. 5%V203-93.8%FeO-24.3%5

6 貝π(KAト2) 土89底面 福岡 鋳造鉄斧片 弥生中期初葉 非金属介在物
1 .7% Ti02-5 1 .1 %FeO・43.4%MnO-26.9%5

7 員π(KAI-6) 住62 " " 弥生後期則葉 非金属介在物
29.5%Ti02-78.4%FeO- 1 1 . 1 %MnO-6.3%5 

8 貝冗似AI-8) 土4No.5 " " 弥生時代 非金属介在物
1 .6%Ti02-93.5%FeO-28.7%MnO- 1 1 .8%5 

9 小糸山 59.60住居跡 熊本 鉄片 弥生後期 非盆属介在物
(鋳鉄脱炭鋼) 1 .5%Ti02-54.6%FeO-44.8%MnO-23.8%5 

1 0 " 。 " 11 " 非金属介在物
2 .9%Ti02-64.0%FeO-39. 1  %MnO-23. 1  %5 

1 1  " 。 " " 。 非金属介在物
4. 2%Ti02-7 1 .5%FeO-35目6%MnO- 1 7.3%5

1 2  向山 住居跡 埼玉 二条凸帯 " 非金属介在物
( 6 号) 鋳造鉄斧 22.4%Ti02- 1 . 3%V203-0. 1  %Zr02 

1 3  。 住居跡 " 鍛造袋状鉄斧 。 非盆属介在物
( 1 3号) 22.7%Ti02- 1 .4%V203-0.08%Zr02 

1 4  奈具岡 住居跡 思都 鉄片(切片) 弥生中期末 疏化マ ンガ ンの周縁部Ti ， V 
(5H 0 1  ) 特性 X 線像検出

1 5  一本桜南 住居跡 千葉 朱塗リ宣入 り 4C後半 4.83%Ti02 

砂鉄(520g)

1 6 伊佐山蹟墓 古蹟 兵庫 被葬者枕元供献 4C末 9.7%Ti02 

砂鉄(500g)

1 7 沖塚 鍛冶工房跡 千葉 棒状鉄片 4C初 非金属介在物
6.5%，62.0%Ti02 

1 8  湯谷悪谷 住居跡 島恨 鉄津(製錬津 4C初 製錬津9.4%TiO 2 

- 精錬鍛冶津 精錬鍛冶津2.4%Ti02

1 9 左坂C- l 揖績 古績 尽都 鉄津 5C後半 3 .9%Ti02 

(精錬鍛冶津)

20 押入西 1 号績 古績 岡 山 鉄湾 5C中頃 1 . 3%Ti02 

(精錬鍛冶津)

2 1  郡津渋 り ヒO 'Jト 大阪 枚鉄 5C後半-6C目1)半 非金属介在物
(板状鉄製品) {奈良 ・ 平安時代の可能性) 8 . 1 %Ti02 

22 御蔵山中 住居跡 埼玉 鉄鎌 5C中頃 非金属介在物
27.2%，6.3%Ti02 

23 潤崎 祭最E土坑 福岡 鉄津(製錬湾 5C後半 製錬湾20.4%Ti02

- 精錬鍛;台湾) 精錬鍛冶津5. 7%Ti02

24 夏崎 古憤 佐賀 ねずみ鋳鉄 5C末-6CWJ半 非金属介在物
3.0%Ti02-0.22V203-0 .06%Zr02 

25 河辺上原 古蹟 岡山 線形鋳造鉄斧 6C後半 非金属介在物
1 .0% Ti-67%Fe-3 1 %5 

26 大坂械跡 ピ ット66 大阪 円盤状鉄製晶 6C後半-7C初頭 非盆属介在物
7 .0%Ti02-1 .9%V203-66.2%FeO-39.8%S- 1 2. 7%MnO 
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表
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供
試
材
の
履
歴
と
調
査
項
目
(鉄
分
析
)
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K
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U
M

K
-2

 
梅

ノ
木

週
跡

U
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表
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出
土
遺
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の
調
査
結
果
ま
と
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析
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第 V 章 考古学的分析
第 1 節 熊本平野周辺の弥生土器の編年案 (第図 V - 1  --- 1 2 図)
( 1 ) 問題提起 ・ 課題 梅 ノ 木迫跡で は、 弥生 時代の竪穴住居が多数重 復 し て (切 り 合 っ て ) 検 出 さ れて い る 。

そ の そ れぞれの 所 属 時 期 を 決定 し 、 各時WJ の 住肘構造や集F結構造 を 分 析す る こ と に よ り 、 遺跡の性m を 明 縦 に

し 、 弥生時代 に お け る 当 該地域の位間づけ を 行 う 事が必要 で あ る 。

た だ 、 竪穴住居 等 の遺構の時期決定 を す る に も 遺織の重複が激 し く 、 l怒穴部型I! r.への 流れ込 み の 遺 物 が ほ と
ん ど で あ る 。 す な わ ち 、 床面 に 伴 う 遺物 は 、 極 め て 少量で あ る 。 こ こ で は 、 住居覆土 の遺物 を 分析す る こ と に

よ り 、 住民の 時期 を 推定す る 方 法 を 掠 り た い。

基本 的 に は 、 竪穴住居 の 重 複 (切 り 合 し 、 ) 関係 と 最下層 のー宿新 し い 級相 を 持つ 1: 器 も し く は 土 器 i砕 を 竪 穴

0・ 居の所属 時期 を 推定 す る 資料 に 用 い た い 。

そ れで は 、 熊本 に お け る 当 該 時期 (弥生時代 �I ' WJ � 後期 ) に お け る 1 :撚編年 は ど う で あ ろ う 。 土 器 約 は 、 完

全 な 形で 出 土 す る が、 セ ッ ト 関 係 や 器 繍 の パ リ エ イ シ ョ ンが不 明 確 で あ る o 棺 専用 に し かJlJ � 、 ら れな い 器 種

( � 、 わ ゆ る カ メ 棺) も あ り 、 住町 出 土遺物の時期j を 決定す る に は 資 料が不 卜 分 で あ る の が実状 で あ る 。

そ こ で 、 先学の研究成果 を 参 考 に し て 、 盟形土器 (本報告 で は 、 単 に 控 と 称す る ) を 中 心 に 型 式 学 的 方 法 に よ

り 器積分類 を 行 っ た 後 、 比較的他の関稲 も 型式学 的 に 良好 な セ ッ ト 関 係 と 考 え ら れ る 資料 を 梅 ノ 木遺跡だ け に

限 ら ず に 提示 し 、 編者が考 え る l二器編年案 を 示 し た い 。 そ れ を 住居 の 変 避 の 一助 と す る も の で あ る 。 本来 は こ

こ で 、 竪穴住居 等 の 所 属 時 JUJ を 提示すべ き で あ っ た が、 第 四 22 の 調 育 成 * の 個 々 の 記述 に 先 走 っ た 形 で 示 し

た 。 御容赦頂 き た い 。 な お 、 側 々 の 資料の検討が不十分で、 あ る た め、 こ こ に ご批判 を 浴ぴた い。

( 2) 編年の実際

ア . 住居出土資料 (第 V - 1 -8 図)

①器種分類

A. 聾形土器 (以下、 聾 と 省 略 し て 記述す る 。 ) (第 V - l � 4 1;g1 l

主 に 煮炊 き に 使 われた と 推定 さ れ る 土 器で、 外 商 に 煤が付着 し て 検 出 さ れ る こ と が多 い 。 器形 的 に は 、

胴部 か ら 屈 曲 し て 外反す る 短 い 口 縁部 を 持つ。 当 該地域の 当 該I時 期l の 琵形 1二 時 は 底部が上 げ底か ら !出l 台 が

つ く 形態 を 持つ こ と を 特徴 と す る 。

(a) 聾 A

�\H 、 口 縁部 (長 さ 3cm 以下) を 持つ も の で、 )J阿部上主1'.・か ら 頭部 に か け て 突'lf? を 持つ こ と を 特徴 と す る 。

底部 は 、 平底か ら 上 げ底 (2 ・ 3 WI l 閥l台付 (4 期 � ) に 変選す る 。 純 文 時 代 l脱却l � 弥生時 代 に か け て の 突

帯文土器 の 系 統 と 推定 で き 、 )J岡 部 か ら 頭部上端 に 貼 り 付 け ら れた 突'l存が発展 し 、 口 縁部 と し て 独立 し た 部

位 を 形成 し て 行 く 変 遷 (2 Jm � ) が推定で き る 。 口 径 が 20 cm程度 の も の 、 口 径 が 2 8 cm程度 の も の 、 口 径

が 38 cm程度 の も の 、 大 ま か に 法量が 3 つ に 分かれる 。

(b) 費 B

短 い 口 縁部 (長 さ 3 cm以下) を持つ も の で、 護 A と 異 な る 点 は 、 !阿部J: 、ド か ら 鎖部 に か け て 突般 を 持 た

な い こ と を 特徴 と す る 。 た だ し 、 設 A の失:惜の部分 に 沈線 を 持つ も の が あ る 。 岐 部 は 上 げ底か ら 1m! 台 付 に

変遷す る 。 肥厚す る 口 緑 (2 ・ 3 )羽 ) を tll型 と す る も の で、 鋤先状 口 縁 部 (4 ・ 5 則 ) に 展 開 す る 。 イ工地系

と 推定で き る 。 口 径 が 20 cm限度の も の 、 口 径 が 2 5 cm程度 の も の 、 口 径 が 34 cm程 度 の も の 、 大 ま か に 法

"tが 3 つ に 分 か れ る 。 胴部外而上位 に 沈線 を 持つ も の と 、 持た な い も の に 分 け ら れ る 。

(c) 護 C

短 い 口 縁部 (長 さ 3 cm以下) を持つ も の で、 口 縁 部 がやや外反す る 。 須玖式土器の影響が見 ら れ る 。

1 1 5 



口 径が 1 3 cm程度の小型の も の 、 2 2 cm程度の も の、 26 cm程度の も の、 大 ま か に 法量 が 3 つ に 分 か れ る 。

4A 期 以降、 梅 ノ 木遺跡等で も 資料数が少 な く 、 器種 ・ 法量 に よ る 分化が追 え て い な い 。

(d ) 翠 D

口 縁部 が く の字状 を 呈 す る 。 6A 期以降の 聾 B と の 相 違 は 、 端部 に やや 面 を 持つ よ う に な る こ と と 、 口

縁部 の 外反度が ゆ る や か に な る こ と で あ る 。 6B 期 以 降 に 位置づけ ら れ る 。 突帯 を 持つ A 6 � 8 に 併存す

る と 推定 さ れ る 。 対照的 な の は 、 胴部外面上位の沈線文 は ほ と ん ど 見 ら れな く な る 。

B . 鉢形土器 (以下、 鉢 と 省 略 し て 記述す る 。 ) (第 V - 1  � 4 図 )

口 縁部径が胴部最大径 よ り 大 き い 器形で あ る 。 外商 に 磨 き を 施す も の 等 、 丁 寧 な 調整 を 行 う も の が多

い 。 基本的 に 古 い 時 期 は 、 上 げ底で平底へ と 推移す る 。

(a) 鉢 A

口 径 よ り 器高が高 い も の。 口 径 は 、 20 � 2 5 cm程度で、 あ る が、 30 cm を 超 え る も の も 少数 な が ら 存在す る 。

(b ) 鉢 B

口 径が器高 よ り 大 き い も の 。 口 径 は 、 20 � 2 5  cm程度で、 鉢 A と 同 様 で あ る 。

(c) 鉢 B

頭部 を 持 た ず、 上 方 に 広 が る 。 口 径が 1 6 cmの も のが存在す る が、 法 量 の パ リ エイ シ ョ ン は 不 明で あ る 。

c . 壷形土器 (以下、 壷 と 省略 し て 記述す る 。 ) ( 第 V -5 � 8 図 )

比較的長 い 口 縁部 を 持 ち 、 頭部が顕著で あ る 。 器面の調整 は 丁 寧 な ナ デ調整、 も し く は へ ラ 磨 き 調整 の

も の が多 い 。

(a) 短頭登

平底 を 基本 と す る 。 3 cm以 内 の 短 い 口 縁部 を 持つ。 外 面 は 、 へ ラ 磨 き を 施 し た り し て 丁 寧 で あ る 。 口 縁

部 は 、 聾形土器の形態 に 類似す る 。 胴部が口 縁部か ら 緩や か に 丸 み を 帯び る も の (短頚査 A) と やや 外 方

に 伸 び る も の (短頚壷 B) が あ る 。 口 径 は 1 4 � 20 cmの小型 品 が ほ と ん ど で あ る 。

(b ) 直 目 安

平底 を 基本 と す る 。 口 縁 部 は 直 口 し て 端部 に 近づ く と 外反す る も の で あ る 。 4cm く ら い 長 い 口 縁 を持つ

も の と やや短 い も の が あ る 。 胴 部 の 形 態 は 、 最大胴部径が、 口 縁部径 よ り 大 き い も の ( 直 口 壷 A) と 小 さ

い も の ( 直 口 壷 B) が あ る 。 口 径 は 、 1 0 � l l cm程度で あ る 。 顕著 に へ ラ 磨 き を し て い る も の も 存在す る 。

(c) 広 口 壷

口 縁部径が器高 の 1 / 4 � 1 / 5 を 占 め、 外方 に 聞 く 口 縁部 を 持つ も の で 、 最 大 口 径 と 最大胴部 径 に

そ れ ほ ど 差がな い も の が多 い 。 口 縁端部が面 を持つ も の で丸 く 収 ま る も の (広 口 壷 B) と 端部 が内 面 に 肥

厚 し 、 鋤先状 口 縁 を 持つ も の (広 口 査 A) があ る 。 ま た 、 口 縁端部 に 刻 み 目 を 持 ち 、 面 を 持つ も の (広 口

査 C) も あ る 。 (広 口 査 D) は聾の形態 に 類似す る が、 口 縁部が外反す る 。 (広 口 査 E ) は 、 頭部 に 厚 み

を 持 ち 、 外 反す る 短 い 口 緑 を 持つ。 作成段階で の ハ ケ 目 調整 を 施す の み で あ る 。 口 径 が 1 6 cm程度 の も の 、

口 径 が 2 0 cm程度 の も の 、 口 径 が 2 5 cm程度の も の 、 大 ま か に 法量が 3 つ に 分 か れ る 。

(d ) 袋状 口 縁壷

口 縁部 が丸 み を 持 っ て 、 内 傾 し て い る こ と を 特徴 と す る 。 袋部が緩やか に 内 傾 し て 丸み を 帯 ぴ る も の か

ら 段 を 持つ も のへ と 変遷 す る 。

(e) 複合 口 縁壷

袋状 口 縁壷以外 は 、 ほ と ん ど 見 ら れな い 。 口 縁部が 2 段 に な っ て い る の が特徴で あ る 。

(f) 無頚壷

鉢 と 形態が類似す る 。 口 縁部 が顕著 に 内 傾 し て い る こ と を 特徴 と す る 。
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D 高杯形土器 (以下、 高杯 と 省附 し て 記述す る 。 ) ( 第 V - 4  � 8 凶 )

口 縁部 に 特徴 が あ る 。 端部 が肥厚す る も の (A) と 口 縁端部が水平近 く に 伸 びて い る も の (8 ) が あ る 。

( C ) は 、 口 縁部 がや や 外 反 し て い る 。 ( 0 ) は 、 口 縁部やや F段 に 突帯 を 持 ち 、 外 方 に も 外反 し て い る 。

6A、 6B 期 以 降、 口 縁部 内 面 に 暗文や赤色顔料 を施す も の も 見受 け ら れ る 。

②編年表の方針

器種 ご と に 、 な る べ く 、 形態変選 を た ど れ る も の は 、 細 か い 開 種 の 消 長 よ り も 継続性 を 重視 し た 。 器種

の横並びの 関 係 は 、 出 土状況の比較的良好 と 考 え ら れ る も の を 参考 に 配列 し た 。 時期 的 な 記号 を 示す の

は 、 器種 ご と の ア ル フ ァ ベ ッ ト 記号の右下隅の数字で明示 し た 。 O が起点、で、数字が大 き く な る ほ ど 後 出 す

る と 推定 さ れ る 。

器種 ご と の 法 量 の 差 は ( ー 1 ) 等 と し て 明示 し た 。 原則 的 に 法量 の 小 さ い も の に 小 さ い 番 号 を 付 記 し た 。

③代表的他遺跡の資料

1 期 は 、 城南町上の原遺跡 57 号住居、 2 期 は 、 66 号住居、 24 号住居、 30 号住居、 3 2 号住民、 1 02

号住居等で あ る 。

3 期 は 、 熊本市教育委員会調査の 神水遺跡 [ [ 3 号住居、 梅 ノ 木追跡 [ [ 次 2 5 3 ・ 286 号 住 居 古 相 土器群、

4A 期 は 、 熊本市教育委員会調査の 神水遺跡 II 2 3 号住居古 相 、 4B WJ は熊本市教育 委 員 会 調 査 の 神 水遺跡

I I  2 3 号住居新相 ・ 2 1 号住居 出 土 資料等で あ る 。 5 期 は 、 谷頭遺跡 2 号住 居 等 を 参考 に し た 。 6A 期 は 、

西谷遺跡 (新南部遺跡群) 1 .  7 号住居、 6B 期 は 、 下南部遺跡 4 号 ・ 1 2 号住居、 7 期 は 、 位 置 的 に 遠 い

が良好 な 資料 と し て 、 蘇陽町高畑 赤立遺跡 の 資料 を 援用 し た 。

編年案 の 図 で は 、 省略 し た が、 8 期 は、 狩尾遺跡群で提示 さ れた編年案 を ほ ぼ適用 で き る と 考 え て い る 。

す な わ ち 、 8 期 は 池 田 ・ 古 園 遺跡 7 号住居、 狩尾湯の 口 遺跡 1 4 号住居 を 基準 と し 、 狩尾湯の 口 遺跡 3 9 号

住 居 資 料 を 補足 資 料 に で き る と 推定で き る 。 次の段階 ( 9 期 ) は 狩尾方無 田 遺 跡 4 号住 居 を 基準 と で き る

と 考 え て い る 。

土器棺 (第 V -9 - 1 2 図 )

①器種分類

A. 霊形土器棺 (専用大型棺)

埋 葬 の た め に 作 ら れた と 推定 さ れる も の で、 い わ ゆ る 北部九州 系 の カ メ 棺 に 相 当 す る 。 城 ノ 越 式土器~

立岩式土器の も ので あ る 。 口 径 は 、 65 � 76 cm 程度で高 さ は 、 初期 (3 期) の も の を 除 い て 、 1 05  � 1 1 5 

cm、 高 い も の で 1 30 cmを 測 る も の も 存在す る よ う で あ る 。

第 V -9 � 1 2 図 に は、 梅 ノ 木遺跡出 土土器棺 を 中 心 に 橋 口 達也氏の編年 の併行関係 も 参考 に 付記 し た 。

B. 聾形土器棺 (専用 中 型棺)

口 縁部 が、 日 常聾形土器 の形態 に 類似す る 。 5 期 ま で は 胴部外面 を 全 面 に 縦方 向 に 磨 い て い る 。 精製土

器 で あ る 。 北部九州 特 に 筑後 で は 、 器形的 に は 、 類似す る も の があ る が、 当 該地域の も の は 、 胴部下半が

著 し く 長 い 。 在地的 な 器種 と 考 え て 良 い と 考 え ら れ る 。 口 径 は 3 5 � 40 cm程 で、高 さ は 、 60 � 70 cm程度

が一般 的 で あ る 。

c. 聾形土器棺 (転用棺)

住 居 内 出 土土 器 と 形態 が類似 し 、 煤 の 付着が見 ら れ る 場合 が多 く 、 転 用 棺で あ る 。 そ の た め 、 口 径 も 3

種 に 分 け ら れる 。 住居 出 土聾形土器の型式分類、の参考 に な る 。

D . 鉢形土器 (転用棺)

住 居 内 出 土土 器 と 形 態 が類似す る 。 そ の た め、 口 径 も 2 種 に 分 け ら れ る 。 住 居 出 土鉢形土 器 の 型 式 分 類
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の 参考 に な る 。

巳 童形土器棺

住居内 出 土土器 に 類似す る 。 (広 口 壷 A、 B ) の 2 種 に 大 き く 分かれる 。 (広 口 壷 B) は 梅 ノ 木遺跡 出 土

土器棺で は 、 小型棺の み で あ る 。 (広 口 壷 A) で は 、 鈎形の浮文 を 施す も の も あ り 、 専用 棺 と し て 特 別 に

作 っ た も の も あ る と 推定 さ れ る 。

ウ . 時期 区 分 に つ いて

黒髪式土器 の 併 行 関係 に つ い て は 、 中 園聡氏の指摘 に よ り 福 岡 県瀬高町大道端遺跡 B 区 3 号住居、 同 大

江南遺跡の 2 例 か ら 、 黒 髪 式 中 段 階 (4B 期) と 須玖 H 式が併行関係 で あ る と 推定で き る 。 ま た 3 - 4 期

の 型 式変化 と 城 ノ 越式土器 と の形 式 を 比較 し て 3 期 を 中 期初頭 に 位置づ け ら れ る 可能性が あ る 。

ま た 、 田 崎博之氏の指摘す る 様 に 福 岡 県筑後市 田 傍遺跡 8 号住居 と 下南部 4 ・ 1 2 号住居併行期 (後期

前半古段階 : 6A - 6B 期) 西 中 沢遺跡 7 号住居 と 高畑 赤立遺跡段 階 の 土 器 (後期前半新段階 : 7 期 ) が併

行す る こ と か ら ほ ぼ高三瀦式土器 と 、 こ こ で言 う 後期前半段階 と が併行関係 に あ る と 考 え て 良 い と 思 わ れ

る 。

ま た 、 八代市下掘切遺跡で は 下南部 4 ・ 1 2 号住居併行期 よ り 型式学的 に 1 段階後 出 す る と 考 え ら れ る

溝 か ら 瀬戸 内 西部 (備後西部) の V 様 式前半 の 資 料 に 形態が類似す る 搬入土器 と 推定 さ れる 土器 が 出 土 し

て い る こ と か ら 、 下南部 . 4 . 1 2 号住居併行期 の土器 は、 後期前半 と 位置づ け ら れる 。

ま た 、 土器棺 を 型式学 的 に 並べ、 住居 出 土遺物 を 並べ る と 、 土器棺 は 、 6A 期 を 立岩式併行期、 赤色顔

料 を 塗彩 し た 土器 が 6A 期 に 多 く 見 ら れ る こ と か ら 、 日 常土器の須玖 H 式併行 と し て 中 期 を 6A 期 ま で と

考 え て 良 い と 思 わ れ る 。
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第 2 節 竪穴住居群 に つ いて

①構造

平面形 平面形態 は ほ と ん ど 方形 で あ る 。 1 66S1 が平面形態が縦突 に 判 明 し て い る も の で 、 唯一栴 円 形 を 呈

す る 。 正方形 に 近 い も の (2 92 ・ I 60S! ) と 、 長方形の も の 0 32 . 1 2 9 ・ 2 59S1 等 ) に 分 け ら れ る 。 後者

は 、 比較的一辺 5 m 以上 の 中 型 か ら 大型の も の に 多 い 。 弥生時代の遺構面が砂 質 で 安 定 し な い 部 分 が多 く 、

必ず し も 竪穴部の形状が原形 を 留 め て い な い が、 方形で も 隅丸方形 に 近 い も の が 多 い 。 主軸方位 は 、 ほ ぽ南

北方 向 の も の が 多 い 。 東 に 振れ る も のや西側 に振れる も の 等 も 存在す る 。 若 干 の 方 位 の ず れか ら 、 同 時 存 在

や小単位 の グ、ルー プ分 け がで き る 可能性 も あ る 。

法量 長軸 2 . 4 � 3 m が小型の住居で、 4 � 6 m が標準的な 大 き さ と 考 え ら れ る 。 6 m 以上 を 超 え る も の も

存在す る 。

竪穴部の 大 き さ は 、 時期別 に 検討の必要性が あ ろ う が、 4 m 以下 (小型) 、 4 � 6 m ( 中 型) 、 6 m 以上 (大

型) の 3 つ の 形 式 に 分類、で き ょ う 。 そ れぞ、 れの時期 に 小型 ・ ' 1 1 型 の 住 肘 は 存 在す る 。 時期 差 を 示す も の で は

な く 、 機能差や家族構成員 の 員 数 の 差 ・ 階層 差等が考 え ら れ よ う 。 7 m 以 上 の 大 型 の 住居 は 、 68 期 以 降 見

ら れ る 。 竪穴部 の 深 さ は 、 削平 さ れた 部 分 も あ る の で 、 統計で は 標 準 化 が 困 難 で あ る が、 2 区 1 7 9 S 1 、

1 035S 1 、 東西水路 36S1 等 90 cm を 越 え る も の が存在す る 。 比較的安定 し た 地盤 の と こ ろ は 、 1 m 地面 を 掘

削 し て 、 竪穴部 の 空 聞 を 確保 し た と 見 ら れ る 。 検 出 状況で は 、 竪穴部の深 さ は 、 30 � 60 cmが標準で あ る 。

柱穴 掘 り 方 の 大 き さ は 20 � 50 cmねで 、 柱痕跡は 1 0 � 30 cm程 て守 あ る 。 深 さ は 、 2 0 � 60 cm艇 で、 あ る 。

大 き く 抜 き 取 っ た 柱 穴 は検 出 で き な か っ た 。 柱穴の再利用 は顕著 に 凡 ら れな い 。

主 柱 穴 の 配置 は 、 大 き く 、 2 本柱、 4 本柱、 4 + 2 本柱構造 のfl:居が考 え ら れ る 。 住 居 の 重 複 が か な り あ

る た め、 柱構造 の 分 析 が 困 難で あ る が、 竪穴部の形状 と 位 置関係 か ら 推定 し た 。 事実報告の項で著述 し た と
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お り で あ る 。 そ の推定が正 し け れば、 4 + 2 本柱構造の住居が多数存在す る 。 上屋構造 の 復元 は 困難で あ る

が、 入母屋構造の竪穴住居の可能性 が考 え ら れ る 。 ま た 、 柱構造 の 差 は 時期 差 で は な く 、 構造差 と 言 え る 。

竪穴部の 大 き さ で も かな ら ず し も 言 え な い が、 2 本柱構造 と 推定で き る 住居 に 、 長辺が 4 . 3 m 以下の も の が

多 い と 言 う こ と も 指摘 で き ょ う 。

時期 切 り 合 い 関係 で っ か め る の は 、 6 時期で あ る 。 1 89S1 を 最 古 と し 、 1 63S1 を 最新 と す る 住居群 (第

III -56 図 ) がそ の 例 で あ る 。 土器型式が、 8 つ に 細 分で き そ う な の で (第 V 章第 l 節) 、 切 り 合 い 関係や土

器 の 様 相 を 手がか り に 分類 し た の が第 V - 1 3 ・ 1 4 図 で あ る 。

貯蔵穴 屋外土坑 も 多数存在す る 。 貯蔵穴 は 55 軒以上の住居跡 に 検 出 さ れた 。 法 量 は 、 小 型 の も の で長 軸

5 5cm 程度で あ る 。 大 型 の も の は 、 1 00 cm を 超 え る 。 中 型 は 、 70 � 90 cm程度で あ ろ う 。 深 さ は 、 30 cm程

度、 深 い も の は 、 60 cm以上で あ る 。 平面形 の 大 き さ と 深 さ の 相 関 関 係 は 見 い だせ な い の で 、 用 途 の 差 で あ

ろ う 。 位置 的 に は 、 中央土坑 は ほ と ん ど な く 、 偏在 し て い る 。 位置的 に 整然 と 検 出 さ れて い る 状況で は な い

よ う で あ る 。

炉 屋外炉 も 20 基以上検 出 さ れた 。 当 時 の生活函 (遺構面) が削平 さ れて い た こ と か ら 、 そ れ以上存在 し

た こ と は 、 確実 で あ る 。 構造的 に は 、 地床炉が多 く 、 灰穴炉 は 少な い よ う で あ る 。

検 出 さ れた 竪穴住居 の う ち 2 区で は 、 炉 は 40 基以上検 出 さ れた 。 20%程度で あ る が、 重複 (切 り 合 L 、 )

が多 く 、 統計的 に 傾 向 を 把握す る の は 難 し い 。 し か し な が ら 、 炉 を 持 た な い も の と 持つ も の で機能差 を 考 え

ね ばな る ま い 。

その他の付帯施設 ベ ッ ト 状遺 構 を 持つ も の は 、 1 2 36S1 と 1 2 9S1 等数基 に 限 ら れる 。 6 8 期 以 降 に 限 ら

れ る 。 ス テ ッ プ状遺構 と い っ た 方 が適 当 で、 あ る よ う な 40 � 50cm 程 の 高 さ を 持つ も の が存在す る 。

②変遷 と 集落構造 竪穴住居 出 土遺物 の 出 土状況 に よ り 所属 時期 を 決 定す る 。 当 該地域の弥生時代 中 期 ~後期

の前半で は 、 良 好 な 出 土状 況 を 示す 資 料 が ほ と ん ど な い た め、 住居の切 り 合 い 関係や編年案 に よ り 流れ込み

の一番新 し い 傾 向 の土器 に よ り 住居の時期 を 決定す る 事が多 く な る 。 住居の時期 は 、 前章で検討 し た 土器編

年 を 用 い て 決定す る 。 住居跡が、 検 出 で き て 輪郭が明確につかめ る の は 、 2 区で あ る の で 、 限定 し て 考察す

る 。 そ の 作 業 を 経 た も の が第 V - 1 3 � 1 5 図 で あ る 。

そ れぞ れ の 時期 別 に 、 主軸 の 方 向 で 見 る と 2 グルー プに 分か れ る 様相 を 持つ 。 場所 的 に 密集 し て い る グ

ルー プが同一方 向 を 向 く 傾 向 に あ り 、 混入遺物 の可能性や、 地形的 な 側 面 は あ る も の の グルー プ分 け がで き

る 可能性があ る 。

た だ し 、 8 期 に 分 け た が、 切 り 合 い 関 係 を 見 る と そ れぞ れ 2 時期 に 細 別 さ れ る 可能性 が あ る 。

ま た 、 そ れぞ れ の 時期 に 大型 の 住居 と 小型の住居が存在す る 。 性 格 を 検討す る 必要があ る 。

第 3 節 墓 に つ いて

①土器棺墓 九州地域で は 、 一般 的 に 「 カ メ 棺」 と 称 さ れる が、 熊本平野地域で は 、 必ず し も 大型 棺 が 出 土

す る 地域 ばか り で は な く 、 当 該 地域 も 、 一部の大型棺 ( l 2 39SX 等 ) の 他 は 、 60cm に 満 た な い棺、 60 � 

80cm の 棺 が ほ と ん ど で あ る 。

日 常 の い わ ゆ る 黒髪式の聾形土器 の ほ か、 壷形土器 を 持つ も の の ほ か、 口 縁部 は 裂 に 類似 す る が、 底部 は

平底で、 胴 部 を 研磨す る 、 い わ ゆ る 「胴丸聾棺j が 出 土 し て い る 。 筑後地域 の も の よ り 、 胴部が長 い の を 特

徴 と す る 。 刻 み 目 の 突帯 を 持つ も の も 存在す る 。 編年の基準 は 日 常土器 の 重量形土器 の 口 縁部形態の変遷 に 連

動す る と 推定 さ れ る 。

ま た 、 特 出 すべ き こ と は 自 然科学的分析の項での分析 に よ り 、 60 � 80cm の土器棺 か ら 出 土 し た 人骨が
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すべて 乳幼児か ら 小 児 の も の と 判 明 し た こ と で あ る 。 解釈 は 線 々 で き ょ う が、 他 の 棺型 式 を 持つ 慕 が同 時 に

存 在 し た こ と は事実で あ り 、 小児 を 特>11J に 扱 っ た 集 団 が{iイ1: し た 可 能性 も あ る 。

②木棺墓 掘 り 方 の 長 さ は 、 1 . 4 � 2 . 8m と 格差 が存在す る 。 本相部 と 推定 で き る 部分 の 長 さ は 、 1 . 0 � 1 . 2 m  

の 小 刑 の も の と 、 1 . 5 � 1 . 6m が見 ら れ る 。 後者 の 方 が多 い 。 主制1 の 方 向 に よ り 分 類す る と 、 長 l陥i比が判 明

す る も の は 、 グルー プに よ り 密集 し た 分 布 を 表す。 集 団 ご と の特性 を 表す可能性 が あ る 。 ( 第 V - 1 6 図 )

③土坑草 聾棺墓群や木棺墓群 に 土坑墓が存在す る 。 他 に 2 12<: で は 、 土坑群がが存在 し 、 一部慕で あ る 可能性

があ る 。

④棺構造 と 墓域 土器棺墓前・ は 6 群 は あ る 。 グルー プに よ り 大型州且[ が多 い地域 と 中 型 ・ 小型棺 を 1\ ' 心 と す る 地

域があ る o ま た 、 木棺墓群や支石墓が検 出 さ れた地域 も あ り 、 基 の 型 式 に よ り エ リ ア を 持つ。 そ れが グルー

プに よ る 差 か、 階層 差 に よ る も の で あ る の か検討 を要す る 。 11:居群の 密集地域で検 出 さ れた 整 制 は 、 小 型 の

も の が多 く 、 子供等で特別 に 埋葬 さ れた人が存在 し た 可能性があ る 。

第 4 節 鉄器 に つ いて

①出土状況 梅 ノ 木遺跡で は 、 遺構埋土、 遺物包含層、 撹乱か ら 、 弥生時代の 鉄 器 が 1 00 点以上 ( ] 0 7 点)

出 土 し て い る 。 遺構理土 44 点 ( そ の う ち 、 住居床面付近 8 点、 柱穴 出 土 l 点) で あ る 。 遺物包合j百 1 9 点 、

2 区 の撹乱 1 1 点、 82 区撹乱 l 点、 1 1玄撹乱 1 7 点、 4 1又撹乱 5 点で あ る 。

住居床面 の 出 土 8 点 に つ い て も 、 原位置 に 近 い 出 土状況 と 考 え ら れ る も の は 皆無で あ る 。

②鉄器の種類 (第 V - 1 7 - 1 9 図)

鋳造鉄斧片 鍛造 品 と 推定 さ れ る も の 83 点、 鋳造品 と 思 わ れ る も の 2 3 点 で あ る 。 鋳造 品 は 、 鋳 造 鉄 斧 の 再

利 用 と 推定で き る 。 (第 V - 1 6 図 等 ) そ の う ち 、 刃 部 を 持つ も の は 、 7 点 で あ る 。 こ れ ら は 、 後述す る 板状

鉄斧 に 含 ま れ る 。 大部分 は 、 利 器 と し て 使用 さ れ る 前 に 、 廃棄 さ れた か、 埋納 さ れた と 推定で き る 。

利 用 さ れた鋳造鉄斧 の 部 位 を 考 え る と 第 V - 1 6 図 の 様 に 刃 部 (A) 、 基部長側辺部 (8 ) 、 泉市H\Î側辺部 (C)

に 分類 さ れ る 。

明 ら か に 2 条突帯斧 と 推定で き る も の も あ る 。 [269SI 11\1-. (第 皿 -2 1 0 図 J ) 、 l 区 111 土 ( 第 四 -728 図

2 )  ] 時 期 的 な こ と を 考 え る に は 、 住居.l!llJニ 出 土土器の時期 制 を 参考 に す る こ と がで き る 。 出 土 -j'. 器 輔 が比較

的少 な い も の は、 2 69 ・ 1 096S1 (4A � 5 期 ) 、 1 1 90 ・ 1 058S1 、 (3 � 4A 期 ) 出 土 資 料で あ る 。 中 期 初 頭

か ら 中 期 後半 と 考 え ら れ る 。 そ の 他 の 資 料 は 、 68 期 ま で の "，器 を 含 む o 後J�J 前 葉 ま で 時 期 が下 る 可能性 も

あ る が、 中 期 の 初 頭 か ら 前葉 を 中 心 と し た 時期 に鋳造鉄 斧 片 を 考 え て は ど う で あ ろ う か。

や り がんな 幅 の 平均 は 約 1 . 5 cm、 0 . 9 - 2 . 1 cm ま で存在す る 。 令部残存 し て い る も の が少な い の で 、 部位 に

よ る 差で あ ろ う 。 形 状 は 刃 部 の 特 に 先端部 の そ り 具合 と 左手I両側辺 の 刃 部 の 断面 の 形状 に よ っ て 分 かれる 。

前 者 は 、 反 り の あ ま り な い も の は 、 1 1玄 R 耕作溝 出 土例 等 ( trl 田 -728 図 6 ) で 、 反 り の あ る も の は 、 1 62S 1

出 土例 等 ( 第 m -63 図 1 ) で あ る 。 後者 は 刃 部の横断面で分類 さ れ る 。 ほ ぽ、 緩 や か な U 字形 に な る が、 東

西水路包含層 出 土停IJ (第 皿 ・7 1 2 図 1 ) の 様 に 片方が急激 に 90. 近 く 曲 が る も の が あ る 。 阿蘇地域の弥生時

代後期の遺跡 に も 見 ら れ る 。

形式的 に は 、 反 り が少 な く 幅広 の も の が、 古 式 と 推定で き る が、 出 土遺 構 か ら は 、 ( ql WJ 初 顕 ~ 末 ) か ら

(後期初頭) の幅広 い 時 期 し か推定で き な い。

ま た 、 断定 は で き な い が、 用 途 に よ り 、 凹 面 を 削 る 面 に 向 け て 使用 す る も の と 、 凸 面 を 削 る 面 に 向 け て 使

用す る も の 、 2 型式 に 分 け ら れ る 。 区 別 の 方 法 は 、 片刃 と 推定で き る の で 、 刃 部 の 付 く 面 が 上 向 き で あ る が、

や り がん な と 呼 ばれ る 鉄器の性質上、 鋪膨れを お こ し て お り 、 区 別 が 困 難 で、 あ る こ と が推定 さ れ る o ま た 、
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木 な ど を 削 る と い う 道具 と し て の機能 は 同 様 で あ る が、 加工す る 工程 の 差 等 が考 え ら れ、 将来 は器種分類 の

必要があ る と 思 わ れ る 。

鉄鯨 無茎三角 形式鉄倣 ( 凹基腸扶式) [ 1  A ・ 1 B ・ 1 C 型式 ( I 79 号住 ・ 1 2 6 号住 出 土例 等 ) ] 、 圭頭斧箭

形式鉄鉱 ( II A) 、 柳葉形式 (III ) 、 方頭斧 筒形式鉄倣 ( N ) 等様 々 な パ リ エ イ シ ョ ン に 富 む 。

鉄器 出 土遺構で の 出 土土 器 の 時期 隔 は 、 3 期 � 7 期 ま で の広 い 時 期 幅 で形式 ご と の 時期 差 は 証 明 で き な

い 。 た だ し 、 阿蘇郡阿蘇町の 狩尾遺跡 な ど で も 同 様 の形式の鉄鉱 を 持つ こ と か ら 、 そ れ以前 に 同 様 の 形 式 が

成立す る こ と を 証 明す る も の で あ る 。

鉄製穂積具 (手錦) 刃 部 が使用 に よ り 、 研 ぎ 直 し を 顕著 に さ れ る で あ ろ う 器種 の た め 、 形 式 分類 は 困 難 で

あ る が、 基部が直線的 な も の ( 1 A .  1 B) と 内 湾す る も の ( 1 1 ) があ る 。 1 1 72 S1 出 土 例 は 刃部 が 内 湾 し

て お り 、 か な り 使 い込 ま れて い る も の と 推定で き る 。

剣 刃 部 が残存 し な い た め、 形 式 を 断定す る の は 困 難 で あ る 。 剣 の 基部 の 可能性があ る 。 茎部分 も 明 l僚で は な

い が、 穿孔が見 ら れ る も の も あ る 。

刀 子 完全 に 残存す る も の がな い た め 、 形式の推定が困難で、 あ る 。 ( 第 皿 -396 図 卜 第 田 ー728 図 等 ) 関部分

が明瞭で な い形 式 の も の と 推定で き る 。

鎌 曲 刃鎌 2 点、 が 出 土 し て い る 。 幅 3 cm弱 と 3 . 8 cmの も の で 、 中 型 か ら 大型の も と 推定で き る 。 ( r弥生時代の

鉄器文化』 川 越 1 993 )

板状鉄斧 鋳造品 と 鍛造 品 に 分 け ら れ る 。 後者 は 、 3 点 出 土 し て い る 。 l 点 は 1 2 . 2 cm以上 の 大 型 品 で、 あ る 。

(第 皿 2 1 7 図 1 ) 、 3 辺 の 周 辺 部 に 敵打痕が残存す る 。 形態か ら 見 て 韓 半 島 製 の も の と 推定で き る 。 (愛媛大

学村上恭通氏教示) 他 の 2 点 は 、 全長 6 . 5 cm と 8 . 3 cmの 中 型 品 で 、 いずれ も 片刃 で あ る 。 前 者 は 、 基部が細

く な っ て お り 、 後者 は 、 基部幅が刃部幅 と さ ほ ど 変 わ ら な い形態で あ る 。

袋状鉄斧 袋部の横断面が楕 円 形 の も の で あ る 。 いずれ も 、 基部幅 よ り 刃 部 l隔 の 大 き い も の で あ る 。 そ の う ち

l つ は 基部 よ り 刃 部 幅 が大 き い も の で 、 肩部 と 推定 さ れ る 部分で ほ ぼ長方形 を 呈す る 。 も う ひ と つ は 、 中 央

部で く びれて い る の も の で あ る 。 後者 は 、 刃部幅 と 長 さ が l ・ 3 と 長 さ が長 い 。

棒状鉄片 棒状の 不明鉄器で あ る 。 断面形態 に よ り 2 つ に 分類 さ れる 。 l つ は、 断面形態が正方形 に 近 い も ので

あ る 。 も う l つ は、 扇平な形態の も ので あ る 。 前者 は、 特 に 先端部が錐状 に な る な ら 穿孔具の可能性 も あ る 。

③鉄器の保有形態 について

鋳造鉄斧 を 再利 用 し た も の の う ち 、 1 6 点 は 刃 部 を 持 た な い も の が多 く 、 素材 と し て 外部 か ら 搬入 し た も

の と 推定 さ れ る 。

出 土状況か ら 考 え ら れ る こ と は 、 住居 内 の上層 か ら 出 土 し た も の 等が多 L 、 。 住居の重複 が多 い の で 、 住居

内 の 土器等の遺物の 出 土状況の詳細が不 明 で、 あ る が、 当 時 の鉄器が 中 国 ・ 朝鮮半 島か ら 輸入 さ れた鉄素材だ

っ た こ と か ら 、 理納の有無や廃棄 に 伴 う 祭杷等 を今後考 え る 必要 を 感 じ た 。

④鉄器の製作に つ い て

明確な 鍛冶遺構が 出 土 し て い な い 。 鉄1宰や三角 鉄片等 の 出 土がな い 。 不 明 鉄片等鉄器製作時 に 残存す る も

の も 存在す る が、 簡単な小鍛治や鉄器 の 刃 部 の 研磨等 に 留 ま っ て い る と 考 え ら れる 。 2 1 0S1 出 土 の 砥石で使

用 痕 に 深 く 鋭 利 な 溝 が残存す る 。 鉄器な ど を研熔 し た可能性が商 い 。 2 1 0S1 か ら 万子片 も 出 土 し て い る 。

第 5 節 石 器 に ついて

①出土状況

梅 ノ 木遺跡で は 、 竪穴住居 等 の遺構埋士、 遺物包含層 、 撹乱か ら 、 弥生時代 の 石 器 が多数 出 土 し て い る 。
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!野石や敵石 と 石皿が合 わせて 11\ 土 し て い る の は 、 1 2 9 ・ 2 69 ・ 1 1 90 ・ 2 3 5 ・ 1 69 . 1 2 3S 1 、 !持 製石鍛が 5 点
出 土 し て い る 1 1 33S 1 、 3 点 出 土 し て い る 1 0 1 . 1 24S1 、 2 点 1 1\ 士 し て い る 1 1 03 ・ 1 1 72S 1 で あ る 。

大陸系磨製石斧 も 出 土 し て い る 。 柱状片刃 石 斧 は 1 1 2 1 ・ 1 32 S 1 か ら 、 !高平 片 刃 石 斧 は 1 2 7 ・ 2 72S 1 か
ら 、 挟 入片 刃 石 斧 は 1 53S1 か ら 、 太形蛤 刃 石 斧 は 1 03S1 か ら 山 土 し て い る 。

石包丁 は 、 1 62 ・ 1 80 ・ 1 0 1 . 1 32 ・ 1 096S1 か ら 出 土 し て い る 。

玉 類 が 出 土 し て い る の は 、 1 1 0 1 SI (勾 玉) 、 1 1 6 7S1  ( 官 玉 ) で あ る 。

打製石斧 は 、 住 居 内 や遺物包含J巨j ・ 撹乱 を 合 め て 数十点 l1 \ f:. し た 。 形 態 的 に は縄文時代後 ・ l晩JVj に 多 く 出
土 し て い る も の で、 弥生時代の い つ 凶 ま で残存す る か不 明 で あ る 。 本遺跡で も 弥生時代の!竪穴住居 か ら 縄文
時代後 ・ 晩期の土器が多数 出 土 し て お り 、 単一時期 の遺稿 に 伴 う 111 :1:例 の 蓄積 を 待 ち た い 。

住居の床 面 の 出 土遺物 に も 、 土器 の 出 土状況か ら 考 え て 、 !JJ(似 îi!l に 近 い 出 土状 況 と 考 え ら れ る も の は 皆無
で あ る 。

②石器の種類 (第 V -20 - 22 図)

磨製石器

磨製石錨 住居埋土 出 土土 器 か ら 、 磨製石飯の 年代幅の推定が可能 で あ る 。 形 式的 に は 、 1!(�茎鍬 に 含 ま れ る も

の に 限 ら れ る 。 刃 部 は 、 三 角 形 を 呈す る も の と 緩や か に カ ー ブ を fUi く も の と に 分 け ら れ る 。 長 さ は 1 . 5 � 2 . 4  

cm長l隔比が 1 : 1 の も の と 、 1 : 2 、 1 : 3 以上の も の があ る 。 説部 は 、 凹 面 を 持つ も の と 直線 的 な も の に 分

け ら れ る 。

形態 的 に は 、 長幅比が 1 : 1 で 刃 部 が緩やかな カ ー ブを 描 き 基部 に I'�I 面 を 持つ も の (A 1 ) 、 第 V -20 図 の

様 に 分類 も 可能で あ る が、 長幅比が 1 : 2 で 同様な も の (A2 ) 、 iミ幅比が 1 : 3 で 同 様 な も の 、 長幅比が 1 : 

l で 刃部が緩やか な カ ー ブ を 描 き 基部が直線的な も の は (8 1 ) 、 長幅比が 1 : 3 以上 で 同 様 な も の (82 ) 、 長

幅比が 1 : 1 で 刃 部 が直線 的 な も の (C I ) 、 長幅比が 1 : 2 で 同 様 な も の (C2 ) 等 に 分類可能でふ あ る が、 (A2 )

が 4A 期 か ら 、 (A3) が 4A 期 か ら (C2) が 4B 期か ら 出 現す る こ と が確認で き る だ け で 、 刃 部 先端部 の 角

度や長幅比 を 必ず し も 表 さ な い よ う で あ る 。 用途 (獲物の差) 等が考 え ら れ よ う 。

柱状片刃石斧 ・ 肩平片刃石斧 柱状片刃石斧 は 長 さ 7 . 5 cm と 小型 の も の が 出 土 し て い る 。 基部 も 丁寧 に 研磨 し

て お り 、 丸 み を 帯 びて い る 。 1 1 2 1  SI の埋土か ら 出 土 し て お り 、 IlJ 土 土 器 は 4A � 4B 期 と 推定 で き る 。

典 型 的 な 肩 平 片 刃 石 斧 は 、 長 さ 3 . 6 cm程度の も の が 2 点 出 土 し て い る 。 基部 よ り 刃 部 がやや広 い 。 2 72S 1

出 土 の も の は 、 刃 部 断 面 の 角 度 も 約 35。 で 9 mm と やや厚みがあ る 。 1 2 7S1 出 土 の も の は 、 刃 百1\ の 角 度 が3 0 '

で 2 � 6 mmで、 あ る 。 形態的 に は 類似 し 、 厚 み 等 は 使用頻度の 問 題 の 可能性があ る 。 時期 的 に は 、 住肘埋土 出

土土器か ら 、 前者 は 3 � 7 期 に 位置づけ ら れ、 後者 は 、 4A � 5 !明 に 位置づ け ら れ よ う 。

磨製石斧 太形蛤 刃 石 斧 が 2 )訳 出 土 し て い る 。 1 03S1 出 土 の も の は 基 nI\ よ り 刃 部 が広 く 、 断面 も 蛤状 を 呈す

る 。 包含層 出 土遺 物 は 刃 部 耐 と 基部幅が ほ ぼ同 じ で 、 断面 も 精 川 形 を 日す る 。 製作技法的 に は 両者 と も 敵打

痕 を 基部 か ら 側縁部 に か け て 残 し て い る 。 後者の方が顕著 に 敵打 痕 を 残す。 研磨痕跡 も 、 側 緑 は 縦 方 向 か ら

斜 め 方 向 に 残 る 。

石包丁 背部直線形 で 刃 部 が外湾す る も の を (A 別式) 、 背部がやや外持 し て い る も の で 刃 部 も 外湾す る も の

を ( 8 型 式 ) 、 背 部 jI'.(線形で 刃 部 も l直 線 部 が多 い と 折1. 2ii で き る も の を (C 別 式 ) 、 側 縁 部 を 明 l僚 に 作 り H\ し て

い る も の で 、 側総部 を 丁寧 に 研磨 し て い る こ と を 特徴 と す る も の を (0 型式) と す る 。 D 型式 は 、 使 用 頻度

の 高 い も の と 考 え ら れ、 孔背 間 距 離 な ど や孔 間距離や刃部形態 に よ り 他 の 型 式 に 分 類 さ れ る 可能性が高 い 。

1 62S 1 は 、 孔径が 6 mm と 大 き く 、 孔背11\1距離 も 1 . 8 cm と 長 い た め 、 古 く 位 置 づ け ら れ る 可能性 が あ る 。

孔 間 距 離 が長 い の は 、 撹乱 出 土例 で あ る が、 若干古 く 佼置づ け ら れ よ う 。

1 2 3 
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第VI章 ま と め と 課題
今 川、 弥生 時 代 中 Jgl か ら 後期 に か け て の集落の 11:/，'1城の密集地域及ぴ墓地群 を 検 III で き た 。 自íj 阿 の 調査 と 合

わせて 、 梅 ノ 木遺跡の概要が明 ら か に な っ た 。

前主主で述べた よ う に 、 竪穴住居の構造や そ の 変遷のー稿が明 ら か に な っ た 。 し か し な が ら 、 同 時 性 を つ か む
こ と と 、 集落構造 の 分 析 が 困 難で あ っ た 。 竪穴住闘 のtl:機造や入 り 口 の 問 題 、 竪穴 住 居 の 主 軸 の 問 題 、 大型住
居 と 小型住居の差異 の 問題 等 細 か い 問 題 さ え も 今後の検討課題 と し て も 残 る 。

住居跡の重複が激 し く 、 残存す る 資 料 に 限界があ っ た 。 し か し な が ら 、 こ の 時期! の熊 本 の 集 落 は 、 隣接す る
六地蔵遺跡 を は じ め 、 111 尻遺跡群 (石原 fil 甲 遺跡) 、 大 津町矢護川 日 1(1j 遺跡、 熊本ni 判|りjく遺跡、 大 fl: 1ヨ 川 遺跡、
白 藤遺跡等、 住居跡が重複 し て 検 出 さ れ る こ と が多 く 、 良好 な 資料 は ほ と ん ど な い 。 こ の梅 ノ 木追跡 の 今 回 の
発掘調査がそ れ ら 弥生集落 の 分析 の 一助 に な れ ば と 願 う ばか り で あ る 。

竪穴住居 間 の 関 係 の 分 析 は も ち ろ ん、 本来の居住笠間 と し て の 住肘、 l廿蔵施設、 工 房 等 の 機能 を ど こ が果 た
し て い る のかが問題 で あ る 。 土坑の機能、 屋外炉等の機能な ど 、 検討材料 は 多 い 。

た だ、 集落域の 問 題 で は 、 今 回 北側が削 平 さ れて お り 、 範囲 が明確で は な い が広 が り を 確認で き た 。 南側 ・

西側 に も 集落域の拡大が見 ら れ、 東西南北 1 50m 以上の 集 落 と 確認で き た 。

ま た 、 墓 に つ い て は 、 大型土器棺幕、 中 烈土器棺墓、 小型土器棺墓 等 多 様 な 土器相が検 出 さ れた 。

他 に 木棺墓 と 推定 さ れる 墓群が重複 し て 検 出 さ れ、 多 様 な 墓形式 の fi.在 が明 ら か に な っ た 。 こ れで 、 土器椋

墓、 支石墓、 木棺墓、 土坑墓、 大 き く 分 け て 4 つ の 形 式 に 分 か れ る 。 ま た 、 そ れぞ れ の 大 き さ や 形 態 に よ り 形

式 の 細 別 が可能で あ り 、 グルー プの差及ぴ階層 差 な の か検討す る 材料の一端 は 提 供 で き た 。

遺物 に 関 し て は 、 朝鮮半 島 か ら 伝来 し た と 思 わ れ る 板状鉄斧 の他、 鈎 造 鉄 斧 の 破片 を 2 0 数 例 検 出 で き た 。

最近福 岡 県小郡市 の 貝 元遺跡で、 多 数 検 出 さ れて い る が、 そ れに 劣 ら な い 出 土例 で あ り 、 鉄 器 の 普 及 の 時 期 と 利

用 の仕 方 等 を 示 唆で き る 資料 に な っ た 。

ま た 、 大 陸 系 の 石 斧類 も そ ろ っ て 出 土 し て い る こ と や府製石倣が大t.t に 検 出 さ れた 事 実 な ど ":1 1m 的 な 石 器 が

後期 に 入 っ て 存在 す る 様 相 が見 ら れ、 鉄加の普及 と ど う かか わ る か も 課題で あ る 。 今 I'll ほ と ん ど |ヌl 化 で き な か

っ た が、 打製石 斧 の 問 題 な ど も 前段階か ら の伐採具や工 具 の 進展 を 考 え る 重 要 な 遺跡で あ ろ う 。

今 回 自 然科学分析で得 ら れた 結 果 も 著 し い 成果があ っ た 。

石器 に つ い て は 、 松本幡郎氏 に 石材 の 既定 等 を お願 い し た こ と に よ り 、 石材が聞かít - 阿蘇周 辺 に か け て 等 、

近 く か ら 供給 さ れた こ と が判 明 し た 。

鉄器 に つ い て は 、 金属学的分析結 果 に よ り 可鍛鋳鉄製 ll百 中 に チ タ ン を 含 む こ と な ど か ら 、 弥 生 時 代 の 鉄 器 の

普 及 ルー ト な ど の推定 に 示唆が得 ら れた 。

ま た 、 花粉分析で は 、 イ ネ 等 が検 出 さ れた 他、 ス ス キ 属 や チ ガヤ同 お よ びク マザサ属 (ササ類) な ど が生息

す る 草原的環境で、 遺跡周辺 に は 、 ク ス ノ キ 科やイ ス ノ キ 属 な ど の 樹木が分布す る と い っ た 、 当 H寺 の 出環境の

折t定の一助 と な っ た 。 放射性炭素年代で も 嗣 は存在す る も の 、 絶対年代 の推定 の 蓄積 に な っ た 。

リ ン ・ カ ル シ ウ ム分析で は 、 構造や 出 土状況で墓 と 推定 さ れ る |二坑が、 |当 然科学的分析 に よ り 慕 の 可能性が

j'I':j � " と い う 結果 を 得 ら れた 。 今後帯積 さ れた 課題 に 加 え て 、 資料の芹i 加 と と も に 梅 ノ 木造跡の弥生集落が解明

さ れ る こ と を 望 む も の で あ る 。

そ の 他、 純文時代の遺構 と し て 、 尾 田 式土器型式期 の 集 石 と l晩期 の 竪穴住肘 ら し き も の を 検 出 し た 。 決状.Lt

飾や揃i式土器 な ど 、 縄文時代早期 の 遺物か ら l晩IUI の突帯文土部 ま で縄 文 時 代 の 各 時期 に わ た る 遺物 が 出 l二 し て

い る 。 弥生時代の住居等 に よ っ て 、 縄文時代の迫構群 は ほ と ん ど 壊 さ れて い る も の の 、 純 文 時代 に も 長期 に わ

た っ て 生活 の場 と し て 利 用 さ れて い た こ と は 、 新 た な 発 見で あ っ た こ と を 付 け 加 え て お き た い 。
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遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 備考

404-0 1 9  梅 ノ 木 津久礼 梅の木 弥生 包蔵地

2 404-0 1 6  津久礼六地蔵 津久礼 侮木 縄文 ・ 弥生 石造物

3 20 1 - 1 1 2  鹿帰瀕 鹿帰涌町西原 縄文 弥生 包蔵地 県調査あ り

4 2 0 1 - 1 1 4  山尻遺跡群 飽田町弓削山尻 弥生 包蔵地 弥生時代 在 中 心 と し た大集落

5 404-030 川久保 久保田 川久保 弥生 包蔵地

6 2 0 1 - 1 2 1  平山石 ノ 本 平山町 旧石器~縄文 集落 国体会場、 県請査報告白あ り

7 20 1 -092 迫 ノ 上遺跡群 飽田町陣内 な ど 縄文~平安 包蔵地 堂の則窯跡は平安期 か ?

B 2 0 1 -09 1 庵 ノ 前 清水町兎谷 ・ 上龍田 旧石器 弥生 包蔵地 早期住居跡 3 塁 ・ 聾棺墓群、 県報告書あ り

9 405-0 1 0  陣の肉 幾久留 陣の内 弥生 ・ 他 包蔵地 須玖式 ， 野辺図式土器 石包丁

1 0  405-0 1 1 宮の剛 上圧 富 剛 弥 生 包蔵地 弥生、 須玖式 黒髭式 土師器

1 1  405-0 1 8  桑鶴 竹迫 福原 縄文 ・ 弥生 包蔵地 昭50年園協整備、 盛土で残す

1 2  405-024 蕗 豊岡 福原 弥生 包蔵地 黒髪式

1 3  403-0 1 6  杉水上 ノ 原矢鉾 杉水 上 ノ 原 ー 矢鉾 縄文 弥生 埋務 翌棺墓、 支石墓、 縄文、 弥生土器 ・ 土師 ・ 須恵

1 4  403-035 西弥語免 大津 西弥謹免 弥生~古1員 包蔵地

1 5  443-022 平田 平国 境 弥生 包蔵地 弥生霊宿

1 6  443-0 2 1  木山械跡 寺迫 械 ノ 本 弥生 械 下部L弥生後期、 住居1止群

1 7  2 0 1 -293 江津湖遺跡群 神水町、 画図町ほか 縄文~中世 包蔵地

1 8  2 0 1 -332 新南部遺跡群 新南部町 旧石器~平安 包蔵地 県北バ イ パス講査、 市マ ン シ ョ ン調査、 田辺昭一調査な ど あ り

1 9  20 1 -28 1 大江白川 大江 1 丁 目 縄文~平安 包蔵地 襲棺

20 2 0 1 -298 陳内上の圃遺跡群 熊本市龍田町上立回 縄文~古1買 包蔵地

2 1  2 0 1 -294 芙拝山 清水町撤木 旧石器~弥生 包蔵地 石倍、 須玖式聾棺群

22 2 0 1 -236 打越遺跡群 清水町打越 弥生 中世 包蔵地

23 2 0 1 -067 清水町遺跡群 清水町山室な ど 縄文~古I自 包蔵地 楢山聾棺群、 山室聾棺 ・ 土師器、 八景水谷縄文則後晩 ・ 聾棺

24 2 0 1 -028 玉丁中原遺跡群 貢町字馬場 ・ ニつ嫁 旧石器~弥生 包蔵地 弥生後期環場集藩調査、 縄文晩期住居跡調査、 巴形銅器

25 407-055 申原支石翠 野 々 島 中原 弥生 埋葬

26 407-043 ハ反畑 野 々 島 八反畑 縄文~弥生 包蔵地 縄文~弥生土器、 中央小綬庭

27 407-0 1 5  永田支石菖 野 々 島 永田 弥生 埋葬 支石翠

28 405-007 干経塚 上庄 干経塚 弥生 ・ 他 包蔵地 弥生、 土師器 須恵器 他

29 405-003 中林西原 栄 西原 弥生 包蔵地 須玖式土器

30 407-029 八反田 西合志町合生 八反田 弥生 埋葬 盛棺 霞 ・ 1目 ・ 石斧

3 1  407-04 1 八反原 合生 弘生 弥生 ・ 古1M 集落

32 402-009 藤尾支石墓群 弁利 接尾 弥生 埋葬 十数基

33 402-0 1 6  伊坂上の原 伊坂 上の原 縄文 ・ 弥生 包蔵地 御領式 ・ 野辺国式土器

34 403-0 1 1 立石 矢謹川 立石 縄文 ・ 弥生 埋葬 支石墓、 霊徳墓 ・ 稲石i寧 環滴あ り 、 積石塚 6 、 石器

35 403-006 無田原 矢頭川 片叉 縄文 弥生 包蔵I也 ・ 埋葬 聾棺墓、 配石遺構、 縄文早期、 押型 条痕文、 黒曜石片

36 403-028 日 向 矢謹川 日 向 弥生 包蔵地 弥生中期後期土器片

37 403-080 錦野 錦野 上掲 鍋文~古I自 集落

38 403-085 外牧 外牧 縄文 ・ 弥生 集落

39 443-043 八反田 益城町砥川 ハ反田 弥生 埋葬 弥生中期璽棺

40 443-04 1 秋永 小池 秋永ほか 弥生 集落 弥生中 後期、 土師器

4 1  442-0 1 9  西光寺聾棺群 嘉島町下六蕗西光寺 弥生 埋葬

42 443-040 東無閏 島 田 東無回居敷 弥生 包蔵地 弥生申期土器 盟結

43 2 0 1 -38 1 自蔵遺跡群 島町、 白旗町ほか 弥生~中世 包蔵地 自蔵遺跡青銅器鋳型、 ミ ーチ ユ ア青銅矛

44 2 0 1 -250 船場町 新町 2 丁 目 、 鍛冶屋町 弥生 包蔵地 聾棺群

45 2 0 1 -403 万楽寺出口遺跡 熊本市太郎迫 縄文~弥生 包蔵地

46 385- 1 65 笹尾 B 木留 笹尾 弥生 ・ 縄文 包蔵地 集洛、 縄文早期土器 ・ 石斧 ー 石棒、 聾棺

47 385- 1 37 ヲ ス ギ 滴水 ヲ'J.of' ほ か 縄文 ・ 弥生 ー 他 包蔵地 縄文晩期 弥生 ・ 須恵器

48 385- 1 36 河原立 円台寺 河原立 縄文 ・ 弥生 包蔵地 縄文 弥生、 挟人石斧

49 385- 1 26 滴水 滴水 (通称大道鏑) 西原 弥生 埋算 聾棺

50 385- 1 25 轟 踊 今吉開 弥生 包蔵地 銅鉾4本 ・ 鉄斧 1

5 1  385- 1 24 今宙開 ・ 久保 踊 今古閑 ・ 久保 弥生後期 包蔵地

52 385- 1 1 1  塔の本 騎 乗尾 ー 塩の本 弥生 埋葬 聾棺

53 385- 1 74 久保 富応 久保 弥生~古代 包蔵地

54 364-03 7  西安寺 西安寺 上の原ほか 弥生末 包蔵地 土師器 ・ 須恵器片、 住居跡

55 206-335 伊含富の後彊僧群 玉名市伊倉北方宮の後 弥生 埋算 合口翠僧多数

56 206-298 械が崎 玉名市伊倉北方五社 弥生~中世 包蔵地 町北端舌状台地上、 広範に弥生中期溜物 を含む

57 206-297 城が崎員嫁 玉名市伊倉北方五社 弥生 員塚 町北端舌状台地上、 南裾一帯弥生員周出土多毘

58 206-482 柳町 玉名市河崎柳町 縄文~平安 集落 県調査、 文字資料

59 206- 1 38 両迫周 回 渡 両迫岡 田 波 弥生 ・ 古i自 包蔵地 弥生土器 土師器 須恵器包禽、 水 田 中

60 206-050 上小田富の別 上小田 富の剛 な ど 弥生 包蔵地 弥生土器 石斧 ・ 土師器 ・ 須恵器

6 1  401 -029 小野崎 小野崎 町畑 弥生 包蔵地 弥生 土師器多国、 野辺回式

熊本県 ( 4 3 ) 菊陽町 (404) 、 熊本市 (20 1 ) 、 合志町 (405) 、 西合志町 (407) 、 益減町 (443) 、 大津町 (403) 、 植木町 (385) 、 玉東

町 (364) 、 玉名市 (206) 、 嘉島町 (442) 、 七城町 (40 1 ) 、 旭志村 (402)

表 1 5 梅ノ木周辺遺跡名
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1 ・ 4区縄文土器型式記号対照表

えた =争 J -① 

えて =争 J -② 

え ひ =争 J -③ 

かせ 。 J -④ 

かっ =争 J -⑤ 

かて =争 J -⑥ 

1 ・ 4区弥生土器型式記号対照表 1 ・ 4区須恵器型式記号対照表

い =争 y -① けあ =争 5 -① 

つ =争 y -② け い =争 5 -② 

え =争 y -③ け う =争 5 -③ 

お =争 y -④ けえ =争 5 -④ 

か =争 y -⑤ けけ =争 5 -⑤ 

き =争 y -⑥ け さ =争 5 -⑥ 

し =争 y -⑦ け し =争 5 -⑦ 

す =今 y -⑧ け ち =争 5 -⑧ 

せ =争 y -⑨ けて =争 5 -⑨ 

そ =争 y -⑩ け と =争 5 -⑩ 

た =争 y -⑪ けや =争 5 -⑪ 

ち =争 y -⑫ け ら =争 5 -⑫ 

つ =争 y -⑬ こ く =争 5 -⑬ 

ぬ 。 y -⑭ こ し =争 5 -⑭ 

ね =今 y -⑮ こ す =争 5 -⑮ 

lま =今 y -⑮ 

ひ =争 y -⑫ 1 ・ 4区土師器型式記号対照表

ま =争 y -⑮ き あ =争 H -① 

み =争 y -⑮ き い =争 H -② 

め =争 y -@ き う =争 H -③ 

も =争 y -@ き こ =争 H -④ 

ゆ =争 y -@ き ぬ =争 H -⑤ 

よ =争 y -@ き ほ =争 H -⑥ 

わ =争 y -@ き る =争 H -⑦ 

ああ =争 y -@ き れ =争 H -⑧ 

あ い =争 y -@ き ろ =争 H -⑨ 

あた =今 y -@ く く =争 H -⑩ 

あち =争 y -@ く す =争 H -⑪ 

あほ =争 y -@ く の =争 H -⑫ 

あよ =争 y -@ く ふ =争 H -⑬ 

いひ =争 y -@ く む =争 H -⑭ 

う ぬ =争 y -@ く ら 。 H -⑮ 

( 土師器 須恵器の一部 に つ い て は未実測 0 \

実物参照要 l 

表 1 6 1 区 ・ 4区土器形式記号対照表
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1 ・ 4 区出土縄文土器観察表 1
得図面号 担 分割畠 出土地区 置帽茜 器瞳 郵位 口瞳 器商 底橿 胎土 色悶 悶彊 [タ宇宙} 闘盟 (円面) 備考 図随 実湖

歯号 ヲ リ ッ ド 包書層高 (cm) (cm) (cm) 番号 醤号
軍 111 -6図 1 チ R V 周 環1* 日銀~廓鼠 25.8 29.3- 轟 角 調褐色~闇褐色 押引宜 ナデ 属図式 PL- 1 8  6074 

11 111 -7図 1 チ R V I!l ' 3周 (86) 環揖 ロ韓~属部 28.2 20.7- 石 ' !!I ・ 串 鳳 固 に，5\い質橿 条痕 [左上} 後員般による却観宜 ;fo痕 (繍} 踊 C . D 式 PL- 1 8  6073 
第 111 - 1 3園 1 イ 6805d 包2周 軍幹 底部 1 .4- 1 1 .8 長 . !!I 石 滑石 に.)\い;ff，掲 ナテ、 掴碩EE8盟、 櫛ナテ、 ク ジラ宵つい痕 ? ナテ 岡高式 6053 
車 1 11 - 1 3図 2 イ 5896d 5 K  潔陣 回線 (27.4) 4.9- 1/ . 角 ・ ;ff， 買瞳 沈線 [輔1也) 、 柵ナデ、 ミ ガキ (欄} 描ナデ、 ミ ガキ {禍} 黒色眉研 PL- 1 9  6002 
第 1 11 - 1 3園 3 イ 5896d 5 K  理揖 日銀 (25.0> 3.9- 晶 ' !II ・ 角 ・ 石 ・ 赤 買褐 ミ ガキ {繍} 、 沈輯 (掴位) ミ ガキ {繍) 限色園田 60 1 5  
車 1 11 - 1 3園 4 イ 5696d IJIf字潤 軍幹 口韓 ( 1 7 .2)  6.0- 長 . I!I ・ 角 石 鳳褐 条痕 [掴} 、 沼崎 {繍担) 条痕 (楠} 鴎式 6022 
車 111 ・ 1 3図 5 イ 6807b 粉体調 理1* 日経 < 1 3.2)  5 . 1 - 畠 冨 角 嵩質 ナデ. 指条貼付吋畏帯 ナデ、 条銅 (蝿) 突帯主 PL- 1 9  6068 
軍 1 11 - 1 4図 1 ロ 68 1 7b 醐作満 環富本 目録 (30.0-40.0) 5.8- 昼 ' !'I ・ 角 ・ 石 . ;ff， 恒 ナデ後 ミ ガキ ナデ桂 三 ガキ 鳳色庖研、 {型式記号 J -②} 6025 
第 111 - 1 4国 2 口 68 1 7b 続作珊 嵩酔 口緑 4.0- 長 ' I!I ・ 角 に1)'い買個 ナデ 条直後ナデ、 ナデ 凪色国研 602日

軍 111 - 1 4図 3 ロ 68 1 6  織作濁 理銘 口組 6.7- 長 ・ 角 石 ・ 赤 にI�;い費値 目 橿 条痕 [掴} 、 胴突宜 条痕 {繍) 突帯主 PL- 1 9  605 1 
車 111 - 1 5図 1 1 :: 目 ホ L-4 ・ D-4 絡f'F潤 深S事 日銀 不問 3.7 - 長 ' !'I 角 ・ 石 . ;ff， 栂灰 ・ 担 縄文 I R . L . L . l 、 涜揖 {繍憧 ・ 縦位) 縄文 ( R . L . L .) 、 ナテ {楠) 船元式 (型式隠号 J -@) PL- 1 9  607 1 
11 111 - 1 5図 2 1 ::  D 包3周 環1* 日銀 2.2- 畠 ' !'I ・ 角 ・ 石 踊掲 ・ に.;‘い赤掲 縄文 ( R . L . L . ) 、 刻み 縄文 I R . L . L . l 船z式 6052 
軍 11 1 - 1 5図 3 C-4 紛作珊 浅鉢 日露 (27.2)  1 .5- 畏 ， 角 ・ 石 鳳禍 田 賀褐 ミ ガキ (柵} ミ ガキ {楠} 同色庖研 6065 
軍 11 1 - 1 6図 1 ホ L-4 織作溝 盟書事 鋼部 8.6- 長 耳 鼻 に1)'い買褐 回線宜、 縄文、 ミ ガキ {掴} ミ ガキ (楠} 国消縄文 (箇崎武} 畠大胴橿47.0田 PL- 1 9  6069 
軍 11 1 - 1 6固 2 ホ G-3 総作調 理酔 回線 不能 3 .2- 長 角 赤 に.)iい買植 に，5iい橿 沈蝿 {椀世} ‘ ナテ ナデ {摘) 、 ナデ 血色磨研 6039 
車 目1 - 1 6掴 3 ホ G-2 理主事 底部 2.5- 9.0 宮 角 石 赤 にぷい買掴 ミ ガキ {噛 ・ 多方向} ミ ガキ痕 (穆1) 、 ナデ 限芭庖研 6045 
軍 111 - 1 7図 1 へ K-3 包3周 理鉢 周囲 4.9- 岳 ・ 角 ・ 石 悶;ff，禍 ・ 悶買縄 条痕後ナデ、 朝突刺点主 ナデ. 条盟 (楠} 目畑式 6057 
第 111 - 1 7国 2 へ J- 1 .4 . H-4 鱗作潤 深草 口韓 1 8. 3  3 . 7- 晶 君 角 石 赤 閉斑褐 節飼文後瞳帯 縄文 I R . L . L . ) 船元式、 血斑 PL- 1 9  6047 

P-2 ・ K-2 {型式記号 j ベ�)
第 目! ー 1 7国 3 へ K-3 365D 理畠 ロ揖 (29.2)  2 .6- 畠 . I!I 角 檀 飼宜、 涜蝿 ナデ、 条痕櫨ナデ 船元式 ( キ ヤ リ パ } 6060 
軍 111 - 1 7図 4 へ ・ 卜 H-4 . J-3 鱗俸調 理鉢 闘部 3.8- 晶 ' 11 ・ 角 ・ 赤 属栂 固 にぷい掴 縄文 ( R . L . L . l 条鹿後ナデ 船元式 60 1 1  
第 111 - 1 7園 5 へ K-4 385D 理酔 目録 ( 1 5.6) 4 .2- 長 角 百 間赤褐 ナテ、 涜輯 {壇状) 、 剖み目 ナデ 船π式 PL-20 6055 
軍 111 - 1 7図 E へ H-2 純作満 盟齢 口組 不明 2 .2- 晶 ' !!I ・ 角 ・ 赤 に，5iい檀 涜岨 [穆i也) 、 ミ ガキ {繍} ミ ガキ {帽) 間色磨間 600 1 
第 11 1 - 1 7図 7 へ J 包 1 括 埠E事 日銀 (27.6)  1 . 75- 晶 E 角 石 にぷい買褐 活躍 (繍也) 、 ミ ガキ {繍} ミ ガキ {櫛} 原色鹿研 (帰持原} 6059 
第 111 - 1 7図 8 へ H-2 包3周 埠S事 口組 不問 2.0- 長 E ・ 都 原褐 ミ ガキ {柵) ミ ガキ {繍) 血色庖研 6008 
第 11 1 - 1 8図 1 ト P-2 芭31!l ' !R水 理鉾 ロ揖 不明 3.0- 品 目 角 ・ 石 鳳褐 ・ に.5\い置揖 輔ナデ‘ 涜蝿 [理状} 機ナデ 曲π 里木式あた り 6054 
第 111 - 1 8図 2 卜 P-2 1JIf'F珊 深1* 胴師 8.0- 昌 雲 角 石 ;ff， 鳳掴 ・ に，)\い買橿 創立 I L . R . R . l 、 貝融般頂E由主 繍ナデ 船田.!I!木武 (岡田} PL-20 60 1 4  
鰐 111 - 1 8図 3 卜 J-. 1 2  紛作調 理1* 口揖 4.3- 畠 E 角 赤 に.);い檀 ナデ. 睡輔副み自主 条痕 {償) 後ナテ 曲元 里木武 PL-20 60 1 7  
鱒 1 11 - 1 8図 4 卜 0・ 1 ト レ ンチ 理鉢 口揖 (38.61 6.85- 長 置 ・ 角 . ;ff， 民置摘 に.);い買梱 凹鼠 (欄位) . ミ ガキ {柵) ミ ガキ {繍] 鳳色層研 6061 
第 111 - 1 8図 5 ト 0-2 包3周 浅書事 口揖 不明 3.4- 晶 ' !!I ' ;ff， にぷい寅掴 沈揖 {繍也} 、 ミ ガキ {繍) ミ ガキ (繍} 血色直研 6062 
第 111 - 1 8図 6 卜 P-2 111作調 嵩鉢 ロ睡 (24.0) 2 .7- 昌 角 石 に，5iい買橿 ミ ガキ [繍} 後ナデ、 ::t蹄 (繍也} ミ ガキ {繍} 後ナデ 間色露間 6066 

鏑 111 - 1 9阻 1 チ 0- 3 .8 織作滴 理鉢 園部 3.6- 岳 E ・ 角 ・ 石 思禍 刻み目 {刺興烈点主】 、 条国 {繍] S長田 {繍} 凪式 PL-20 6037 
第 111 - 1 9図 2 チ R-2.3 純作調 理能 ロ揖 4.3- 長 ・ 角 石 褐 ・ に.)\い園褐 ナテ‘ 烈点主 ナデ 岡高式 PL・20 6005 
軍 111 - 1 9図 3 チ R- 1 .2 .3 .4 純作潤 理鉢 ロ蝿 ・ 周部 22.2 1 3 . 1 - 畠 冨 角 石 ・ 赤 悶買禍 ・ 鼎 蜘ナデ、 組宜 I R . L . L J 掴ナデ、 ナデ. 指頭圧調 船元式 PL-20 6049 

第 111 - 1 9図 4 チ 5-3 繍作調 理酔 底部 3 . 2- 1 0.0 畠 ・ 冨 角 ・ 石 揖 縄文 I R . L . L . l 、 ナデ 条国 船元 里本式、 第 111 -2 1 図 と 同 一 PL-20 6070 
観 111 - 1 9図 5 チ R-4 芭3庖固下 環書事 口録 (39.8) 2.2- 長 ・ 角 ・ 石 間姻 ・ にぷい買檀 ミ ガキ {繍] 、 詑蹄 {繍也) 、 掴輯羽技宜 ミ ガキ (繍} 鳳色庖研 602 1  

揮 111 -20図 1 用水蹟 D 蝿水 潔富本 口鼠 130.8) 7.4- 畠 冨 ・ 角 赤 にぷい黄禍 に，5iい褐 回蹄 (羽獄} ‘ 条痕 {繍} ‘ ナデ 四館、 ナデ 阿商 {商掴寺式} PL-20 60 1 8  
11 111 -20図 2 用水路 0-3.4 掴氷 理能 周部 8.4- 岳 ・ 角 石 赤掴 ナデ、 説館、 活輯 (調行) 条観 {掴} 鉛元 里木式. 穿孔 PL-20 6050 

車 日1 -20図 3 用水田 J-4 包3周 理鉢 周回 3.4- 甚 ・ 君 ・ 角 照掴 ::t蝿 (掴也} 、 縄文 条痕 (掴] 船玉 里木式 60 1 0  

揮 日1 -20図 4 用 水路 E 用水踏 草書事 口輯 120，0)  4 .4- 長 ・ 宮 ・ 角 赤褐 把手、 刻み目 (隆暢 ， 誼状] 、 ::t躍 把手‘ 剤点主. ;長痕 (繍) 後ナテ 庖消縄文 (北え揖山} PL-20 6035 
?!(点宜、 縄文 I R . L . L . l

錨 111 -201lll 5 用水路 0-3.4 揖水 軍幹 口縁 4.7- 長 ' !'I 角 ・ 石 . ;ff， 閉赤禍 ナデ、 涜鰻 (割行} 、 刺突烈点主 ナテ 圃消 (北久串山式) PL-20 6056 
車 111 -20図 6 用水路 P- l 用水路 理鉢 口鶴 不明 2 .7- 長 ・ 角 ・ 石 罷禍 ・ に.)\い褐 刺突烈点主. 押引宜 制突制点宜、 押引宜 尾田式 6063 

車 111 -20図 7 用水路 6806c 用水路 深輯 国郵 3.2- 畠 ・ 角 ・ 石 悶赤樋 ナテ、 涜醐 (楠位) 条圃 {繍} 船耳.里木武 PL- 1 9  6064 

車 11 1 -2 1 図 1 用水路 D 掴水 軍陣 胸部 6.2- 畏 ' !!I . 角 ・ 石 ・ 赤 串褐 慣 沈掴 (調行 ・ 繍世] 、 ナデ、 輝縄文 ナテ 庖消縄文 6009 
ミ ガキ (掴} 後 ミ ガキ {蹴)

11 11 1 -2 1 図 2 用水路 B 描水 深鉢 口健 124.4) 3 .8- 畏 ' !'I 角 に.)\い貿橿 ・ 灰買掴 ミ ガキ (蝿} 、 回線 (掴世) 、 銅踊羽拙文 ミ ガキ {横) 朗色磨研 {鳳井原 7 ) 60 1 6  

車 111 -2 1 図 3 用水路 D 担水 理S事 頭 4.3- 長 ・ 角 ・ 石 にぷい費岨 組踊羽�宜、 ナデ、 凹点 ・ 涜輯 ナデ 鳳色磨研 ( 万国~鳳井原式) 6032 
錫 111 -2 1 図 4 用水路 0-3 用水路 深陣 口鶴 2.4- 畏 ' !!I ' 角 ・ 赤 担 ミ ガキ (欄} 、 細輯羽輯宜、 涜蹄 {椴世) ミ ガキ (繍) 鳳色摩研 6038 
3刷 1 -2 1 阻 5 用水路 D 揖水 議鉢 口録 2 1 .0 5 .0  畏 ' I!I . 角 ;ff， にぷい買掴 ミ ガキ (掴) . 涜踊 {羽状) ミ ガキ {繍) 鳳色磨研 l倒語式} PL-20 6026 
第 111 -2 1 図 6 周水路 681 7b.c 用水路 1* 口総 (23.0> 2 . 1 - 民 ・ 雲 角 恒 国 褐民 ミ ガキ (掴) . 涜録 (壇揖) ミ ガキ {繍} 銅色磨間 60 1 2  
第 111 -2 1 図 7 用水路 5896.<1 用水路 深鉢 ロ輯 22.2 3 .2- 民 ・ 蟹 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 褐灰 ・ に.)\い橿 ミ ガキ (掴} 桂ナデ、 閏線 {揖位} ミ ガキ {織) 後ナデ 田昌庖研 602口
11 11 1 -2 1 図 B 用水路 586911 用水路 潔鉢 口録 1 2 1 .61 6.4- 畏 ' I!I 目 角 閉;ff，栂 活躍 (植値) 、 ミ ガキ {繍) ミ ガキ {績) 、 ナテ 鳳色磨町 PL- 1 9  6024 
車 111 -2 1 図 9 陶"'.. F-3 拙水 理鉢 ロ鰻 3.9- L一一二三一一 畠 ・ 冨 角 赤 にぷい質掴 沈韓 (楠位} 、 条痕 (繍) 後ナテ 条痕 (繍) 笹ナデ 風色磨研‘ 鳳斑 6036 
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1 ・ 4 区出土縄文土器観察表 2
国踊番号 積 分割畠 出土地区 遺網畠

番号 ヲ リ ッ ト 包書周畠
車 )1 ) -2 1 図 1 0 用水路 5897 指水
鏡 )1 ) -2 1 図 1 1 用水路 0-3.4 撹水
軍 側 -2 1 図 1 2 用水路 6806b 用水語
軍 )1 ) -2 1 図 1 3 用水路 58960 用水路
圃 )1) -2 1 掴 1 4 用水路 D 錦水
車 )1 ) -2 1 図 1 5 用水路 681 7b 用水路
軍 )1) -2 1 図 1 6 用水路 0-2 .3 用水趨
車 )1) -2 1 図 1 7 用水路 68 1 7b.c 用水路
掴 )1) -2 1 図 1 8 用水路 0-3.4 撹水
圃 )1) -22図 1 用水路 68 1 7b.c 用水路
軍 )1) -22図 2 用水路 0-3.4 劉"'
軍 )1) -22園 3 周水路 0・3.4 錦水
車 111 -22図 4 用水路 68 1 7b 用水趨
第 )1) -22図 5 用水趨 681 7c 用水路
車 )1 )-22阻 6 用水路 6806c 周水路
111 )1) -22回 7 用水路 D . l  鑓水
第 111 -22図 a 用水路 5896d 用水路
第 )1) -22図 9 用水路 6827b 用水路
第 )1) -22図 1 0 用水路 0-3.4 鑓水
軍 111 -22図 1 1 用水路 5896d 用水路
第 111 -22園 1 2 用水路 5896d 用水蕗

2 区出土縄文土器観察表 1
挿国賓号
第 11 1 -24固

第 1 1 1 -24固

第 1 1 1 -24図

箆 1 1 1 -24固

第 1 1 1 -24図

第 111・24図

第 111 -24図

鰐 11 1 -24園

第 1 11 -25園

揮 11 1 -25固

第 111 -26図
第 111 -26図

第 1 11 -26図

揖 1 11 -26図

観 1 11 -26回
第 111 -26囲
第 111 -26固

第 日1 -26図

節 目1 -26図

鎗 1U -26図

第 111 -26園

第 1 11 -27園

第 111 ・27園
第 111 -27掴
第 11 1 -27図

徳 川 -27図

第 11 1 ・27固

銀 11 1 -27図

第 11 1 -27固

筏 地区

番号 配号
3 リ
Z リ
3 1  1) 
4 リ
51 1) 
6 リ

7 リ

8 リ
1 ヌ

2 ヌ

1 1 )L-
2 1  }レ
31 Jv 
41 J!， 
51 }� 
61 }レ
71 }レ
81 }レ
91 }� 

1 0 1  Jv 
1 1 1  }� 

1 ヲ

2 ヲ

3 ヲ

4 ヲ

5 ヲ

6 ヲ

7 ヲ

8 ヲ

グ リ ッ ド 遺梱名 ・ 包倉田

5923 摺乱
5924 包倉田

5923d 掴乱
5924 掴乱
5924 掴乱
5924c 掴乱

5924d 蝿乱

5924 揖乱

5944a.b.c 揖>1<
5934 掴乱

59330 1 1 4551 

5933c 揖乱

5933a.b 1 1 4751 

5933a 揖乱

5933 掴乱

5943d 包2 b 眉

5943 掴乱

5993a ・ 5934a 1 1 705K 

5933 1 1 4551 

5943c 掴氷

5943c 揖乱

5963b 包2 b 周

59530 包倉田

5962b 1 7351 

5963b 包2 b 回

5963c 1 2951 

5962b 1 1 7851 . 
5962 1 1 7 2 ・ 1 1 7351

5952a 線乱

畢瞳
罪酔
理1*

環1*
嵩鈴
謹鉢
語1*
高齢
軍陣

漂齢
嵩韓
深鉢
理事事

車齢
君臨
理S本

軍陣

軍書事

理主事

書宮本
軍幹

課銃

密祖
深1*
潔鈴

ヨ隈鉢
理鈴

理鈴

深鈴

主義鈴
2鑑鈴

深1*

浅飾
理鈴

2罷鈴
深鈴

来1*

深1*

語録
漆1*
軍総
環S事
来鈴

潔鈴

深鉢

探鉱

潔1*

潔僻

深鈴

深S本

潔鈴
深S本

部世 口橿 器高

(cm) (cm) 

ロ縁 (34.8) 4 .7-

ロ緯 5.0-

口鐸 (29.4) 7 . 5-

口鶴 (30.0) 1 .9-

ロ録 (26.0)  2 .4-

ロ躍 (32.2) 1 .8-

口録 不問 2.2-

口緑 不問 3.6-

口揖 底部 (48.6) 1 0 .5-

口韓 (27.8)  4 .4-

口録 (30.2) 7.5-

口組 4.3-

日韓 (30.2) 3 . 3 -

口瞳 2 . 0-

周部 8. 1 -

底部 4.8-

底部 2 . 1 -

底部 2 .2-

底 部 2 . 0-
底部 3 . 1 5-

底部 3.0-

田健 口径 揖高

【cm) (cm) 

園田 3.9-

園田 3.8-

胴田 3.5-

口組 ( 3 1 .6) 3 . 2 -

園田 3 . 3 -

口組 不問 5.6-

ロ田 (46.0) 2 .2-

園田 2.6-

日銀 (23.6)  6 . 3 -

口融 (27 .4) 6 . 1 -

園田 4. 1 -

胸部 3.4-

口蝿 不問 4.9 ..... 

周囲 3 . 7 -

口 組 122.8) 3.0-

周郎 5.6-

口瞳 (30-40) 3.5-

口蝿 (50.0) 3.4-

口瞳 ( 1 7 .6)  4 . 2 -

ロ揖 不問 4.5-

ロ揖 125.0) 3.4-

ロ蹄 (34.0) 2 .2-

園田 7，4-

鹿田 2.9-

口揖 (29.6) 4.3-

口瞳 (22.0) 3 .9-

ロ輯 ( 1 8.8) 3 . 3 -

ロ揖 3 . 5 -

間 部 4 . 7 -

底橿 胎土
(cm) 

畠 ・ 角 田 石
畠 ・ 霊 ・ 角 ・ 赤

長 . 1'1 角 石
畠 石
畏 ・ 宮 ・ 角

ー 畳 ' 1'1 ・ 角
畠 . !!I 角 il1

- I IlI 角 石
6.8 畠 E 角 縁

ー 畠 ' 1'1 ' 角

畏 冨 角 石
ー 昼 E 角 赤

畠 田 宮 ・ 角 . il1

ー 畠 E 角 E . 赤

一 晶 君 角 赤

5.0 角 . 15 赤

6.3 晶 君 角 亦

6.3 畠 ' 1'1 角 il1

6.0 畠 ' lII ' 角 ・ 赤

7 . 5  長 ' 11I 角 赤
一 畠 ・ 角 赤

底橿 胎土
(cm) 

畠 ' 1'1 ' 角 石

畠 ' 1'1 ' 角 石

民 . lII . 角 il1

畠 ' lII . 角 百

!;I ' lII ・ 角 ・ il1

昼 寝 ー 角 石 赤

長 . g ・ 角 il1 

晶 ・ 角 ・ 石 . ifj.

jjI . lII . 角 赤

畠 111 . 角 ・ 石

昆 . lII . 角 ・ 石

民 ・ 盟 ・ 角 赤

民 . lII . 角

長 g . 角 ・ 赤

島 角 石

畠 ' lII ・ 角 石

晶 . lII . 角 赤

!;I . lII . 角 . E . ifj.

民 E 角 ・ 赤

民 E 角

長 冨 角 石 源

晶 霊 角

昌 ・ 盟 ・ 角 ・ 石

1 0.6 晶 . g . 石

長 . g 角 ・ 石

長 密 角 ・ 石 赤

録 冨 ・ 角 ・ 石 ・ 赤

民 角 呂 ・ 赤

長 ・ 2 ・ 角 ー 石 . ilI\

色闘

間賞栂
にぷい寅櫨

壇賞
鳳褐
民
民掲

に，Siい買栂

櫨

赤褐
鳳褐 に1Stい掴

におい掲 ・ に，5\い貧瞳

担

にぷい質掴

砲 ・ 思掲

陪灰買

担 ・ 蝿掲

問問禍
聞賞栂 埠由
民関掴

1II 
鴎赤禍 ・ 檀

色聞

赤帽

血褐 ・ 田園帽

聞係掴

間赤掴

明蒜褐 ・ 鳳掴

間賞掲

1:，5，い貧纏

鳳縄
に占い値

纏

ifj.椙

民 掴 閉赤掴

聞il1掴

民 間 掴 ー に，;、い賀掴

周 掴 il1禍

にぷい霞栂

凪掴

間 掴

にぷい纏

にぷい権

にぷい蹟 ・ 皿

掴灰

摘 ， に.5.い盟蝿

明ifj.掴

4置
田禍 にぷい買担

間赤描 にぷい慣領

聞帽 周掴

間賞南

外面 同 園

ミ ガキ { 繍 ) ミ ガキ (植)

機ナデ. ミ ガキ {咽) ミ ガキ (揖}

ミ ガキ {繍 ) ミ ガキ {欄}

ミ ガキ {梱} 、 凹蹄 (繍} ミ ガキ {縦)

ミ ガキ {楠} 、 ;x韓 {揖位} 、 凹館 点 ミ ガキ {繍)

ミ ガキ ミ ガキ. ナデ {繊)

ミ ガキ {揖} ‘ 説輯 (繍位) ミ ガキ {繍)

条痕 縄文、 条血後ナテ

条国 [梱 ・ 左上} 、 縄文 ( R . L . L l 、 ナデ 条国 [傾) ( R . L . L . ) 

条調 (掴) ナ テ

ナデ (繍} 、 ナテ ナデ {繍) 、 来闘盤

条煩 (繍} 繍ナデ

ナデ、 条痕 ナテ

ナデ‘ S長国 条担

条銅 {繍] 、 ナデ、 指条陥吋け突脅 ナデ

ミ ガキ (多方向) 、 ヘラナテ、 臨調 ミ ガキ (多方向)

ナテ ナテ

ナデ ナテ

ミ ガキ {繍 ・ 円周方向) ミ ガキ {多方向)

ミ ガキ {縦} 後繍ナデ、 掴ナデ、 ナデ ナデ

ミ ガキ {倒} 後ナデ、 ナ デ ナ デ

田監 (外面) 間霊 (円面}

;x蝿 {繊俄) ナテ

押号Il< 粂鏑 {俄) 後ナデ

蝿文、 回蹄 ナデ

ナデ 臨時文 ナテ

際穆主‘ 事j喪主 条盟 {繍)

積ナデ、 ミ ガキ {左よ) 繍ナ字、 ミ ガキ {彼}

ミ ガキ {楠} 、 誼躍 {繍也} ミ ガキ (慨} 、 宮崎

ミ ガキ { 繍 } ミ ガキ (繍}

ミ ガキ {多方向} ミ ガキ (多方向}

ミ ガキ { 繍 } ミ ガキ (繍}

蝿宜、 沈躍 {繍阻 軒行} ナデ

ナデ、 沈揖 (掴位 制行} 条由 (繍}

担輯 (繍位) . 陸締 (キザ ミ 固 } 、 条由 {楠} 奈良 {繍)

蝿l< 条掴 {繍) 後ナデ

蝿文、 涜瞳 (欄t却 、 ナテ 条血 {繍] 後ナデ、 ミ ガキ ( 繍 )

ミ ガキ (掴) 、 涜闘 (楠世) 、 蝿文 ( L . R ) ミ ガキ {繍)

ミ ガキ {揖) 、 田輯 (徽} ミ ガキ [機}

ミ ガキ (楠} 、 誼蹄 [繊位) ミ ガキ {繍) . 沈躍 (繍位}

誕輯 (徽位] 、 ミ ガキ 付属) ミ ガキ {繍)

ナテ. 条由 (柵) ナデ‘ 条盟 [繍} 後 ミ ガキ ( 繍}

ナ テ S経由 (繍]

ナデ、 刺畏問点叉 ナテ . 刺畏制点主 . 涜輯 {繍 位)

現輯 (個世 制行 ・ 躍位 } ナデ

揖ナデ巨圃 ナデ {繍}

条由 (繊) 後ナデ‘ ナデ. ，活睡 ナデ {繍)

隆輔、 涜韓 {蹴} 、 衆国 (繍} 後ナテ 隆裕. 条蜜 (繍} 後ナテ

8 ) 瞳帯、 蝿文 ( L . R 町 、 刺突文 S農民 {繍}

A ) 剖 み 目 、 蝿文 ( L . R . R ) 、 醐畏文

ナデ、 沈輯 {制行) . 睡裕. 蝿叉 ( L . R . R ) ナデ

;:t蝿 {闘位} 付隆裕、 繍 ナ デ 機 ナ テ

備管

思色庖研

鼎色庖研

鼎色図研

黒色園冊

鳳色直冊 {吏暗式}

血色庖研

血色庖研

粗製
庖泊縄文

組製
組製
組製
原色層研

血色磨間 (血)1 1式)

突稽宜

鳳色飽樹、 串田

黒色庖碕

同色庖研

県色庖研

黒色庖研 、 蝿髄

用色図研、 血斑

備管
国掴武

国図式

同高式

曲元式

曲元式

鳳色園田. 鳳踊

国色由研

鳳色国研、 国大闇握 ( 1 6 .2011)

鳳色圏研

回掴式

I!1J111式

曲目式

曲完式

園調蝿宜 {北久榎山式}

庖調岨宜、 血班、 文 目 白血主に 郁凹点

鳳色麿研 {掴掴式)

鳳色園町、 血盟

血色庖聞

租割
組副
四掴式

白畑式 事 i主屈

開高式

曲完式‘ 捜核口 組

北立銀山武

北久銀山

北立復山

北久留山式

写日 翼醤測
号

6004 

6044 

PL- 1 9 6048 

6003 

6027 

6029 

6042 

6007 

6058 

60 1 3  

6040 

6043 

PL- 1 9  6006 

6030 

PL- 1 9  6067 

6072 

6034 

6033 

604 1 

6046 

60 1 9  

図師 実潤
醤 号 醤 号

2830 

PL-20 28 1 0  

PL-20 2833 

PL-20 28 1 2  

PL-20 2820 

2677 

2687 

2707 

2705 

PL- 2 1  282 1 

2807 

28 1 6  
PL.・2 1 2825 

2834 

2800 

PL- 2 1  2836 

2680 

2676 

2684 

2688 

2686 

2727 

PL・2 1 2759 

2698 

2739 

PL- 2 1  2754 

PL- 2 1  2736 

2736 

PL- 2 1  272 1 

PL- 2 1  2805 
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2 区出土縄文土器観察表 2
挿図書号 植 地区 ヲ リ ッ ド 遺構畠 ー 包吉田 器種 部位

(c
口
m
橿
} 

器商 底彊 描土 色悶 周監 (外面} 闘車 (内面) 備考 図版 実潤
番号 配号 (cml (cm) 書号 番号

田 1 1 1-27図 自 ヲ 59520 1 1 7951 課JI; 口組 ( 2 1 .6) 4.8- ー 畠 冨 ・ 角 田 石 ・ 轟 におい掴 沈線 (11位) 付隆帯、 ミ ガキ {縦} S農民 [蝿} 後ナデ 北え哩山 PL-2 1 2726 
掴 111 -27園 1 0 ヲ 5962b.c 1 20851 議酔 口組 ( 1 7.2) 2.8- ー 皇 宮 ・ 角 買掴 鍋宜 ( R . L . L l 、 ミ ガキ (掴} ミ ガキ (樋} 庖消縄宜、 部縄文 2762 
蝿 111 -27国 1 1 ヲ 5962b 1 1 0551 潔酔 国母 6.2- ー 轟 . 11/ ・ 角 . ;jl 掴 詑蹄 {相位 ・ 銀位) 、 ミ ガキ {繊) ミ ガキ {楠 ・ 多方向} 庖i間縄文、 鳳斑 PL- 2 1  2840 

庖j間縄文 ( L . R . R )
軍 111 -27図 1 2 ヲ 59520 揖乱 深韓 園都 2.7- ー 畠 冨 角 ・ 石 に.5\い質恒 縄文 ( R . L υ 、 烈点宜、 涜韓 [栂位} ナデ、 ミ ガキ {櫛} 庖消縄文 2750 
掴 111 -27園 1 3 ヲ 5962b 1 20551 環JI; 園都 3. 1 - ー 畠 ・ 醤 ・ 角 ・ 8伝 民置褐 悶賀福 沈観 (繊位} 、 凹点、 ( R . L . υ  ナデ 庖消縄文 2730 
揖 111 -27図 1 4 ヲ 5962c.d ・ 59720 1 5351 深錫 口組 (46.0) 7.7- ー 晶 ・ 狸 ー 角 ー 石 . ;jl に.5iい買担 ナデ、 象風 [暢Il 条鏑 (個) 檀ナデ 粗製、 車斑 PL-2 1 27 1 3  
軍 111 -28図 1 ヲ 596 1 d  1 1 7651 軍幹 ロ鋸 (40.0) 3.7- ー 長 . 11/ . ;jl 用 ミ ガキ {掴} ミ ガキ {積} 鳳色沼研 2760 
第 111 -28固 2 ヲ 5952d 1 09651 漆鉢 目録 (25.6) 4.6- ー 畏 . 11/ ・ 角 ・ 赤 植 ミ ガキ (掴) 、 凹躍 {繍位} ミ ガキ {揖) 隅色図研 2602 
掴 111 -281!!1 3 ヲ 5962b 1 20551 理鉢 口鰻 (3 1 .2) 5.2- 畏 . g ・ 角 栂灰 条痕 (梱} 撞ナデ、 沈鶴 t楠世) ミ ガキ [欄) 、 条痕 (輔) 憧ナデ 血色庖研 (克服式) 2740 

ミ ガキ {植} 後ナテ
掴 111 -28図 4 ヲ 5962c 1 2351 課昌 口禄 (23.2) 3.7- ー 昼 冨 ・ 角 . ;jl 民買禍 ミ ガキ {掴) ミ ガキ {慣} 鳳色庖研 2685 
第 川 -28図 5 ヲ 5952b.c 1 1 0551 ・ 包 潔蹄 目録 (20.6) 7.2- ー 轟 ・ 角 ・ 串 原 ミ ガキ {楠} ミ ガキ {椀] 周色庖研 2658 
草 川 -28図 自 ヲ 5962d ・ 5953c . 5963 1 2351 目 1 1 9051 潔揖 日銀 (37.6) 4 .6- - 11> ・ 11/ . 角 思 に，)\い質檀 ミ ガキ {繍} ミ ガキ (繍} 銅色磨研 2722 
軍 111 -28図 7 ヲ 5953b 1 1 1 951 軍鋳 口糧 不問 4.3- ー 轟 . g . 角 ・ 石 曜 楠ナデ、 ミ ガキ (掴 ・ 縦} ミ ガキ (繍} 原色庖研 2792 
思 111 -28園 a ヲ 5952c 1 1 8651 課JI; 口組 (26.8) 4.4- ー 畠 ・ 角 . ;jl 悶質調 S農民 {祖} 後ナデ [瞳} ・ ミ ガキ {樹} 条薗 (掴} 後ナテ {揖) ・ ミ ガキ (楠} 黒色摩研 2608 
車 川 -28図 9 ヲ 5963b 1 09451 諜蹄 目録 (26.0) 3.8- ー 量 . g ・ 角 ・ 赤 凪禍 ・ 民蹟禍 条国 {報Il ナデ後 ミ ガキ {鍋] 鳳色層研 {剥磁調} 27 1 2  
11 111 -28国 1 0 ヲ 5962d 1 2351 潔鈴 口組 (26.0) 5.4- ー 長 田 E ・ 角 ・ 石 ;jl 悶赤掲 条痕櫨ナデ 条底 {掴) 檀ナデ 鳳色庖研 2724 串 111 -28掴 1 1 ヲ 5962b 1 20451 諜揖 瞬部 1 4.7- ー 長 . 1lI . 角 赤 橿 ミ ガキ {多方向} ミ ガキ [多方向} 鼠色臨研、 国大圏彊29.4四 2758 
節 目1 -28図 1 2 ヲ 5952c 1 20651 ・ 芭童図 軍幹 口組 不問 6.4- ー 畠 ・ 宮 ・ 角 ・ 赤 鳳褐 ・ に.5\い赤褐 ミ ガキ {観} 、 沈緯 (輔世) ‘ ナテ ナデ 銅色直研 2660 
揖 111 -28図 1 3 ヲ 5952c.d 1 20651 ・ 償乱 揮酔 口瞳 1 1 8.2) 8.3- ー 晶 . 11 . 角 石 鳳 閉赤褐 椴ナデ‘ 耳韻 {柵世} 、 ナデ 蝿ナデ、 ナデ 鼠色健研 PL- 2 1  2657 
第 111 -29図 1 ヲ 596 1 1 1 7651 漂酔 底部 1 .8- (6.0) 畏 ・ 霊 ・ 角 赤 岨 ・ 鳳褐 ミ ガキ (欄) 、 ナデ ナデ 鳳色庖研 2664 
軍 111 -29図 Z ヲ 5953b 掴乱 理韓 底部 1 .6- 5.6 岳 ・ 盤 ・ 角 掴 ・ に.)iい掲 ナテ. 剥駿圃 ナデ 鳳色図研、 鳳斑 28 1 3  
軍 111 ・29図 3 ヲ 5962c 1 2 1 1 51 漂酔 底部 3 . 1 - 8.8 畏 . 11 . 角 聞置褐 S軽量車 {柵} 、 繍ナデ、 ナデ { 定方向) 条国 (繍] 櫨ナデ 鳳色庖研 2689 
篇 1 1 1-29回 4 ヲ 5962b 1 1 0551 理韓 底部 1 . 1 - 5.8 畠 . 11 . 角 石 掴 揖ナデ、 詑盟、 ナデ ( 定方向} ナデ 2690 
鏑 111 -29阻 5 ヲ 5953b 揖乱 浅草 口鶴 (26.4) 5.0- ー 長 . 11/ ・ 角 ・ 8 暗褐 凹揖 (織世} ‘ 庖涜 磨滋 属色庖研 260 1 
第 111 -29国 6 ヲ 5962b 1 1 7851 嵩酔 口揖 ( 1 9.4) 4.6- ー 畏 ・ 密 角 鳳 掴灰 ミ ガキ (繍) 、 詑踊 [掴曲) ミ ガキ (慣} 銅色庖研 2682 
軍 111 -29図 7 ヲ 5952d 包2 b 周 議鉢 口緯 (40.0) 3.3- ー 角 ・ 石 赤 聞置掲 ミ ガキ (幅} 、 沼健 (掴世} ミ ガキ {横} 黒色庖研 2620 
錦 111 -29困 8 ヲ 5952d 包2 b 周 海草 日銀 (25.2) 3.0- ー 長 . g 角 . ;jl 鍋褐 ミ ガキ (掴} 、 泊蝿 {樹位} ミ ガキ {横] 黒色庖研 2607 
蝿 111 -29図 9 ヲ 5962d 1 2351 浅酔 日銀 (38.0) 3.8- 轟 . g ・ 角 ・ 赤 におい買橿 ミ ガキ (楠} 、 涜臨 {楠位} ミ ガキ {植) 鳳色図研 2695 
軍 111 -29図 1 0 ヲ 5953c 1 09651 溝齢 頭部 2.7- ー 長 . 111 角 石 ;jl 縄民 ミ ガキ風 {繍) . ミ ガキ {柵] ナデ‘ ミ ガキ {柵) 周色庖研 2791 
車 111 -29図 1 1 ヲ 59530 包富田 浅草 居留 5. 1 - ー 盟 ' 角 ;jl 民蹟禍 ・ 闘賞褐 条鏑 (躯1) 後ナデ ミ ガキ (躍 繍} 鳳色層研 2775 
鰐 1 1 1-29園 1 2 ヲ 59620 1 2951 活酔 目録 1 3.6 5.4- 一 員 ・ 盟 角 同禍 ミ ガキ (締1 ・ 巌) ミ ガキ {掴} 、 ナデ 周色厨研 (111) 1 1式) 鼠大闘笹1 3.9an PL- 2 1  2829 

[6ケ商突起で2ケ所草孔} 2829 
軍 111 -29図 1 3 ヲ 5962b 1 1 7251 議書事 口組 【29.6) 3.4- 長 ・ 盟 ・ 角 凪 ミ ガキ {輔} ミ ガキ {掴} 、 涜鰻 {繍世) 鳳色庖研 273 1 
鱒 111 -29図 1 4 ヲ 5962b 1 1 9551 温鉢 口語 1 3.0 0.7- ー 長 冨 角 悶民福 帽ナデ. i:t組 {掴位) 繍ナデ、 沈圃 (栂世} 鳳色庖研 {鳳川式) 2746 
揖 111 -29国 1 5 ヲ 59520 1 1 7951 議揖 白銀 (25.0) 2.75- ー 盛 田 醤 ・ 角 田 石 に，;、い貰担 ナデ、 洗練 ナテ 2603 
軍 111 -29国 1 6 ヲ 5952d 圃乱 議酔 口組 (22.8) 4.8- 畠 ・ 盤 角 石 褐民 ミ ガキ {繊} ミ ガキ {繍) 腐川式 2757 
周 111 -29図 1 7 ヲ 5953b 包吉居 議酔 底部 3 . 1 - 5.0 長 冨 角 血 ミ ガキ {繍} ミ ガキ {欄) 原邑庖研 2 7 1 7 
揖 111 -30図 1 ヲ 59620 1 1 0551 深樟 口組 (30.0-40.0) 5.6- ー 昼 ・ 密 ・ 角 . '5 ・ 赤 にぷい買檀 縄文櫨ナデ、 ナテ ナデ、 条痕 (楠} 櫨ナデ 粗製、 剥躍痕 2732 
車 111 -30図 2 ヲ 596 1 d  1 1 9451 罪齢 口組 (39.8) 5.0- ー 昼 ・ 盤 ・ 角 田 串 におい置檀 オ リ ブ罰 条寝 {蝦} 条国 {繍) 笹ナデ 組殴 2706 
掴 111 -30図 3 ヲ 596 1 1 1 7551 深鉢 口鶴 (29.0) 6.9- 畠 ・ 盟 角 ー 赤 におい買檀 条顕 {左上} 後ヘヲナテ 条直 {繍] 後ナデ 植民 2704 
揖 111 -30図 4 ヲ 59520 錦乱 深酔 口銀 (30.0) 4. 1 - 皇 宮 角 に，)\い貫檀 ・ に，5，い置褐 条直 {描} 、 条痕 (楠) 後ナデ !Il国 (輔} 笹ナテ 祖国 26 1 8  
軍 日1 -30図 5 ヲ 5962b 1 1 9551 漂鉢 ロ録 40.0 5.2- 長 ・ 窓 ・ 角 ・ 石 ・ あ に，)\い買櫨 ナデ {償} 、 ヘラケ1リ {繍} ナデ 田 条痕 {繍) 、 条痕 (楠} 後ナテ 組制、 鋼斑 2729 
車 日1 -30図 6 ヲ 5963d 1 2951 課酔 口組 平岡 4.0- 長 ・ 聾 ・ 角 ・ 石 踏匝買 ・ 県福 !Il痕 {繍} 条国 (掴} 担割 2693 
車 111-30回 7 ヲ 5952d . 5962c 1 1 0551 潔揖 底部 2.7- 5.6 畠 E 角 ・ 石 ・ 赤 橿 ・ にぷい閏櫨 ナデ、 幅ナデ ナデ 担割、 原斑 26 1 5  
軍 11 1-30国 8 ヲ 5963b . 5964b 1 29 ・ 1 1 90 ・ 包吉岡 浅草 日銀 ・ 間部 24.8 9.0- ー 星 雲 角 ー 赤 掴 ナデ、 銅目組箇痕 ミ ガキ {積} 、 ナデ 組組痕、 黒斑 2848 

5953b.c ・ 59620 1 099 ・ 1 095 ・ 1 1 8651 5 = 1 /3で摘鎚
軍 111 -3 1 国 1 ワ 5954 掴乱 漂鉢 口縁 4.9- ー 畏 ・ 角 ・ 石 ・ 滑石 朗赤褐 ・ 血褐 目録文 {右上] 、 縛輯工毘による庄痕 指ナテ {右上) 岡高式、 撞輯口崎 PL-21  2738 
車 111 -3 1 図 2 ワ 5954b 揖乱 君主事 園部 3.6- ー 畳 g 石 ・ 滑石 原 回線 {巌] ナデ 阿南式 PL-21  2756 
車 11 1 -3 1 国 3 ワ 5954c.b ・ 5964b 1 1 0351 議酔 目録 (34.0) 4.3- ー 昼 . 111 ・ 角 ー 赤 帽 i:t縛 {輔1世} 、 ミ ガキ (繍) 涜線 {柵世) 、 ミ ガキ {楠) 銅色庖研 2683 
車 11 1 -3 1 困 4 ワ 5954d 揖乱 海車率 回線 (20.0) 2 . 1 - ー 轟 ・ 翠 ・ 角 ・ ;jl ・ 滑司 赤禍 掴ナテ‘ 睦稽 衆国 {鍋} 阿商式 PL-21  2744 
軍 11 1 -3 1 園 5 ワ 5954c 揖乱 探鉱 口録 (28.0) 3.4- 長 . g ・ 角 . ;jl に，);い檀 ミ ガキ {柵) 、 涜鶴 (繍世} ミ ガキ 【掴憧} 原色国研 2651 
軍 11 1 -3 1 図 6 ワ 5954 揖乱 環轟 口組 ( 1 6.0) 2.6- ー 畠 . 111 角 ー 赤 鳳 ナテ (欄} 、 条観 {楠) ナデ {輔) 組製 2665 
軍 11 1 -3 1 園 7 ワ 5954b 揖乱 捌水 ・ 包富回 深鉢 底部 3.5- 1 5.4 量 . 111 角 ・ 石 ・ 赤 に.5iい買掴 条痕 {左上) 撞 ミ ガキ {楠} ‘ ナデ 踊色恩師 2823 
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2 区出土縄文土器観察表 3
挿図醤号 織 地区 ク リ ッ ド 温綱高 ・ 包書周 輔植 思世 ロ橿 韓両 底橿 胎土 邑悶 悶盟 {外面) 悶聾 (内面] 備考 図版 翼澗

番号 配号 (cm) (cm) (cm) 醤号 置号

第 111 -32園 3 カ 59720 ト レ ンチ 理富本 胴邸 2 .6- 長 ・ 盟 ・ 角 赤 凪掲 ・ 朗掲 ナデ、 詑観 {童居歯宜} 条調 {多方向) 後ナデ 国姻式 PL-22 28 1 9  

軍 111 -32図 2 カ 59720 包2a11'1 課酔 嗣部 3.4- 長 ー 冨 ・ 角 赤 間;)\禍 縄文 ( R . l . l l ナデ 船元式 PL-22 28 1 8  

盟 111 -32図 3 力 5972c 包3 0 11!! 理酔 口鰻 ( 23.6)  2 .4- 長 ー 盟 角 ・ 石 ・ 稼 掲民 ・ に.5iい貿橿 ミ ガキ (掴) 、 沼館、 縄文 I l . R ) ミ ガキ {楠} 北久掴山式 2835 

軍 111 -32図 4 力 5982d 芭3 0 庖 軍陣 口鰻 132.0) 2 .8- ー 畳 ・ 翠 ・ 両 ・ 串 国 ・ オ リ ー ブ組 ミ ガキ {揖} 、 誼線 {盟�) ミ ガキ {掴} 血色庖研 {棚掴式} 、 剥魁置 PL-22 2 7 1 4  

圃 111 -32国 5 カ 59720 1 1 351 理富本 口館 1 2 1 .6)  2 . 9 - 長 ' !!I ・ 角 赤 に.)，い檀 ミ ガキ {繍} ‘ 出緯 {欄} ミ ガキ {蝿} 同色庖研 {圃措式} 2653 

軍 11 1 -32図 6 カ 5982b 1 3251 課鈴 ロ鼠 2.5- !i! ' !!I . 角 石 に，)，い貫檀 組組羽覗宜、 ミ ガキ {機} ミ ガキ {帽} 鳳色庖研 2726 

軍 11 1 -32図 7 力 59830 包2 b 恩 深鉢 口鶴 (37.0) 2 . 5 - 長 . 1/1 ・ E ・ 8伝 血掲 ミ ガキ (抽} 、 誼線 {櫛位) ミ ガキ {植) 鳳色庖研 2679 

軍 111 -3211l1 B 力 59820 1 3251 理S本 口組 (24.0) 3 . 2 - 量 ' !1l ' 角 に，)\い聞置 ミ ガキ (揖) - 誼鰻 {構世} ミ ガキ {櫛) 、 ナデ 鳳色庖研 2702 

軍 11 1 -32図 9 力 5982d 包宮周 深S本 口組 130.0) 3.3- 長 ' !!I ' 角 赤 に，)，い買恒 ナデ後 ミ ガキ {掴) 、 涜緯 {繍位} ナテ後 ミ ガキ {繍) 鳳色庖研 {吏堀式} 、 剥種調 2 7 0 1  

軍 11 1 -32図 1 0 力 5972d 1 3251 探鉱 口線 120.0) 4 .9- 長 ・ 霊 ・ 角 におい買檀 ミ ガキ {繊} 、 涜鰻 {横並) ミ ガキ (蝿} 、 沈輯 (繍也} 鳳色庖研 PL-22 264 1 

車 1 1 1-32図 1 1 カ 5982 撹水 理鉢 口鶴 140.0) 7 .6 - 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 に，)，い買値 に，5iい褐 ナデ {繍) 盤沈韓 [楠位} 、 ナデ 条痕 (柚) 檀ナテ ミ ガキ {繍) 鳳色磨間 {古閥式) PL-22 2700 
第 111 -32図 1 2 力 59720 1 1 351 理鈴 ロ輯 1 1 4 .8) 5.6- 長 ・ 角 ・ 石 都 明禍 ・ 陪灰寅 ナデ. ミ ガキ {多方同} ナデ、 ミ ガキ {繍) 原色磨研 2627 

軍 111 -32困 1 3 力 59自2d 23451 理S事 周回 7 . 6 - 長 . 1:1 角 赤 に，)，い置檀 ミ ガキ (催後機} ミ ガキ [慣) 鼠色庖研、 !l!)酪痕 2 7 1 1  

軍 11 1 -32園 1 4 力 5972 1 3251 理酔 底部 2.8- 5.0 高 ・ 堅 固 角 ・ ;)\ 掴 ナデ植 ミ ガキ (雌) 指ナデ 鳳色磨問、 間環 266 1 

軍 111 ・32図 1 5 力 5983c 27551 理鉢 底部 1 .9 - 6 . 0  昼 - 1/1 角 ・ 赤 に，)，い置檀 ナデ、 ナデ (機) ナテ 鳳色麿研 2 6 1 3  

軍 111 -32図 1 6 カ 5982d 包2 b 回 理鉢 底部 2 . 3 - 1 0.0 長 ' !'I ・ 角 ・ 石 に，)，い貫恒 来園臣、 ナテ ナデ 鼠色庖研 2699 

第 11 1 -32図 1 7 カ 59720.c . 5973b 1 59 ・ 1 0551 埠鉢 口組 135.6)  2 .2- 長 ' !'I 角 石 に，)，い買担 ミ ガキ {繍) ー 回輯 {繍} ミ ガキ (積) 鳳色庖研 (掴掴式} 2645 

第 11 1 -32図 1 8 カ 59720 ・ 6902 1 1 3 .  1 9051 嵩鉢 口瞳~風師 1 20 ，4)  5 .6- 長 ・ 量 ， 角 ・ 廓 鳳栂 説蝿 {楠世} 、 細揖羽状宜、 ミ ガキ (楠) ミ ガキ {織) 間色庖研 PL-22 267 1 

軍 111 -33図 1 力 5982d 22451 撞鉢 ロ揖 ( 1 4 .0)  3 . 5 - 岳 ・ 璽 角 阻褐 ミ ガキ (織} 、 法輯 {横並} ミ ガキ (繍] 鳳色庖研 2769 
第 111 ・33図 2 カ 5982b 包2 b lÐ 謹 S本 口組 128，0)  2 . 5- 岳 ー 角 ， 15 ， ;)\ に，)，い置檀 ミ ガキ {繍} 、 詑蝿 (繍血] ミ ガキ {機] 鳳色磨田 2 7 20 
111 1 1 1-33図 3 カ 5972b 1 2451 嵩鉢 ロ蝿 1 1 9.8) 3.2- 昼 . 1:1 凪 ミ ガキ {繍} 、 語録 ミ ガキ {繍) 照色磨研 2634 

第 111 -33図 4 カ 5972b . 5962c 1 1 75 . 1 1 7651 埠鈴 口蝿 ( 1 7 .4)  2 . 7 - 轟 ' !1l ' 角 周掲 ミ ガキ {繍} 、 担躍 [繍龍] ミ ガキ {櫛] 鳳色庖冊 2648 
第 11 1 -33図 5 力 5972d 包3 . 居 埠鈴 口蹄 123.4)  3 .2- 轟 ' !!I 角 石 聞民 ー にぶい買 ミ ガキ {繍} 、 担輯 (憤位} ミ ガキ {繍) 凪色麿研 2669 
第 111 -33囲 自 力 5982d 22451 埠鈴 口瞳 129，6)  2 . 6 - 長 ー 冨 ;)\ に占、い買瞳 ミ ガキ {徽) ‘ 誕輯 (栂世} ミ ガキ (繍) 、 誼蹄 (椴也} 国色磨間 2696 
第 111 -33図 7 カ 5972d 鑓水 嵩1* 口蝿 1 1 4 .8)  1 . 5- 甚 . 1:1 に，5iい買橿 ミ ガキIi! I繍} ミ ガキ霞 {繍) - 沈揖 {繍憧) 踊邑磨間 2633 
第 11 1-33図 8 カ 5972d 1 3251 埠鉢 口輯 1 1 4.0)  2 .3- ー 晶 ' 1'1 ' 角 ・ 石 鳳 ミ ガキ {繍) ミ ガキ {欄} 、 理輯 (繍世} 鳳色庖研 2 7 1 8  
第 111 -33困 9 カ 5972b 1 1 351 嵩鉢 口緯 145，0) 3 .8- 畠 - 1'1 角 石 ;)\ に，)，い買檀 ミ ガキ {繍) - 塊韓 (掴世) ミ ガキ {繍} ‘ 誕輯 {績世) 鳳色層研 2709 
軍 111 -33図 1 0 カ 59720 1 2451 撞S本 日韓 1 1 9.0)  3 .4- 長 ・ 角 ・ 赤 にぷい橿 ミ ガキ {彼} 、 詑揖 (償位} ミ ガキ {繍} 、 活躍 {繍龍} 鳳色庖研 {宙開式) 2640 

第 111 -33図 1 1 力 5982b 包2 b 庖 嵩鋒 口鰻 140.0) 3 . 2 - 一 長 ' 1'1 角 民民掴 ー 黒 条痕 {機) 後 ミ ガキ (繍} 、 ミ ガキ {繍} 条痕 (繍} 後 三 ガキ {繍) 鳳色庖研 (血1 1 1式} PL-22 2703 

涜韓 {繍憧)
軍 111 -33図 1 2 カ 59720 1 1 351 謹S事 目録 1 2 1 .0) 2.0- 一 長 ー 霊 石 赤 鳳栂 ミ ガキ {繊} ミ ガキ {繍} 、 車綿 {繊世) 、 庖蝿 鳳色庖研 2667 

第 111 -33図 1 3 カ 5972d . a 1 345X . 1 1 351 埠S事 口韓 1 1 6.0)  2 .2- 長 ・ 宮 ・ 角 鳳 ミ ガキ {繊} 後ナテ、 凹点、 楠ナデ_ l!:揖 {鍋位) 繍ナデ. ミ ガキ (繍) 、 誼様 {繍世} 鳳色庖研 PL-22 2694 

軍 11 1 -33図 1 4 カ 597 1 0  1 1 9 1 51 湛鈴 口鶴 不問 5.4- 長 冨 角 ・ ;j\ 福民 ミ ガキ (繍} 、 洗輯 (掴位) ミ ガキ {横} 、 担踊 {般世} 黒色磨研 269 1 

車 1 1 1 -33図 1 5 カ 59720 1 2451 嵩僻 日韓 ( 1 7 .8)  3 ω 1 - 長 ' !!I 角 赤 血 ・ 橿 ミ ガキ {噛} 理組 (楠位) - ミ ガキ (機) 肌色磨研 2 7 1 0  
軍 111 -33図 1 6 カ 5983 26851 謹S事 口鶴 1 1 0.0) 5 . 2 - 畠 ' !!I ・ 角 ・ 石 にぷい買瞳 ・ 悶旗掲 ミ ガキ (彼} 、 担臨 [検世) ミ ガキ (綱) 、 沈蝿 {機憧) 鳳邑庖研 PL-22 2678 

車 111 -33図 1 7 力 5982b 23451 語能 日銀 5 . 1 - 長 ' !'I ・ 角 ・ 赤 捕縄 国埠 {機) 、 ミ ガキ (繍} ミ ガキ (繍} 黒色磨研 {国領式) 2725 

軍 111 -33図 1 8 力 5983 1 2651 謹S事 底部 1 .5 - 4.4 長 田 富 ・ 角 . ;j\ に，);い置檀 田 褐灰 ミ :!jキ {舗、 右上、 縦) ミ ガキ (繍) 原色磨研 2675 

第 111 -33図 1 9 カ 59720 ・ 5982b 1 32 . 1 1 3 ・ 1 23 5 1 理酔 ロ輯~閤郡 26.0 9 .4- 1'1 . 角 ・ 石 ・ 赤 に，);い買檀 蝿部} 鍋宜 I L . R . 町 、 条痕 {掴} 条痕 (輔} 周邑底研白 5 = 1 /3で掲臨 2837 

5962b ・ 6902 2 1 251 ・ 1 385X 回大国橿38.5四

第 11 1 -34図 1 カ 5973d ・ 5963 . 5983 1 27 ・ 1 22 ・ 1 29 . 1 3251 理1* 日銀 140.0) 7 . 8 - 長 E 角 石 ー 赤 橿 条痕 (繍} ナデ {繍} 祖製 2723 

5972 ・ 5962 1 1 3 ・ 1 23 ・ 1 6251 包宮周 2723 

第 111 -34図 2 カ 5972d 1 3251 理鉢 口線 135.0)  5 .5- 畏 E 角 田 条痕 {構) - ナテ ナ テ 粗 製 268 1 

第 111 -34図 3 カ 5972 1 28日 揮官事 口縁 142.0) 5 .8- 長 E 角 ;j\ にぷい揖 ・ 買民 条痕 {描) 条痕 (摘} 帽製、 焼成後穿孔 2663 

第 11 1 -34園 4 カ 5982 1 2 1 1 51 理鉢 口線 134.0) 4 .8- 長 冨 角 赤 に，);い買檀 条債 (個] 条痕 {噛} 後ナデ 粗製 2 7 1 9  

軍 11 1 -34図 5 カ 5972b 1 2451 軍陣 口線 刺定不能 2.8- 長 ' !1l ' 角 ・ 赤 に，5.い買橿 議調 (抽} 、 ナデ {繍} S根底 (繍) 極製 2628 

軍 11 1 -34図 6 カ 59720 1 2451 理鈴 目録 不朗 4.0- 長 角 ・ 赤 繍禍 S快調 {梱) 条阻 (掴} 粗製 2654 

軍 11 1 ・34図 7 カ 5972b 1 3251 理鈴 白銀 122 .0)  2 . 5 - 畏 雲 ・ 角 ・ 石 にぷい橿 S快調 {掴) 、 抽ナテ 条痕 (慣} 組製 26 1 6  

軍 111 -34図 8 力 59820 指氷 理1* 口健 130.0-40.0) 9 . 1 - 長 冨 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 に，)，い閏揖 ・ 黒褐 条鏑 (掴} 条国 (掴) 粗製 2822 

軍 11 1 -34図 9 力 5982d 22451 理1* ロ揖 130.0) 3 .5 - 長 - 1'1 ' 角 ・ 石 県禍 ・ に，Siい買橿 ナテ、 条直 {梱} 櫨ナデ ナデ、 条痕 (繍) 組製 2 7 3 3  

軍 11 1 -34図 1 0 力 5972d ・ 59730 . 5982 1 345X 課銃 周回 6.8- 轟 ・ 畢 ・ 石 瞳 ー 国褐 ナテ、 へラによる圧痕 ミ ガキ {繍] 粗製 2 7 6 1  

第 111 -34図 1 1 力 5983c 27551 理S事 底部 2 . 6 - 9.8 長 ' !!I 目 角 ・ 石 ・ 赤 檀 ナデ (繍) - ナデ ナテ 組製 2655 

軍 船 34国 1 2 力 59720 1 1 351 理鉢 底郡 1 . 1 - 1 0.4 長 ・ 盟 国 角 ・ 石 ・ 赤 に，;‘い貰掴 ミ ガキ (横) 、 ナテ 粗製 2670 

軍 11 1 -34図 1 3 力 5972 1 3251 揮鉢 底部 3.8- 8.4 轟 ・ 角 ・ 縁 掴 ナデ、 条盟 (縦} ナテ、 指蹟匡痕 組制 2662 

第 11 1 -35園 ヨ 690 1 0  . 6902b ・ 5983 2 1 85X ・ 20551 理鉢 間部 1 7 .0- 畏 ・ 盟 角 石 . ;j\ 思 ・ 聞置褐 詑韓 {平行) - 烈点宜、 条痕 (縦} 強ナデ 涜館、 条鹿 (楓) 櫨ナデ 宙畑式 PL-22 2796 

軍 11 1 -35園 2 ヨ 6902d 包2周 理S本 関節 3 . 3 - 長 冨 角 ー 赤 に，)，い旗掲 沈輯 (繍世) 条霞 {楠) 桂ナデ 百掴式 2802 



-
m
hp
 

2 区出土縄文土器観察表 4
挿図書号 植 地区 '.1 リ ッ ド 温禍畠 ・ 包吉田 盟組 都世 口笹 題商 底笹 胎土 色図 間盤 {外面] 調盟 {向函} 備考 図版 実測

書号 記号 【cm) (cm) (cm) 置号 醤号
軍 111 -35園 3 ヨ 5992 包 ト レンチ 潔鉢 園部 2.2- 長 ・ 角 ・ 石 櫨 ナテ‘ 詑観 ナデ 白畑式 281 1 

軍 111 -35図 4 ヨ 5992c 22051 深鉢 周部 2.5- - 1 m 角 鳳 ・ にぷい蹟褐 ナデ、 沈線 象車 【掴} 悶畑式 28 1 7  

車 111 -35図 5 ヨ 5992b 2 1 651 環鉢 周郡 3.5- ー 畠 . m ・ 角 ・ 石 橿 ナテ、 詑鰻 {縦也} 、 認輯 {掴也) ナデ 回姐式 2646 

集 111-35図 6 ヨ 6902d 包2 b lfl 探酔 ロ銀 4.5- ー 畳 . m ・ 角 ・ 石 にぷい買値 ・ 恒 ナテ. 縄文 ( R . L . L l ナデ、 縄文 ( R . L . L l 船元式 PL・23 2784 

軍 111 -35図 7 ヨ 5992. . d 2 2 1 51 環酔 ロ緯 4 . 2 - ー 畠 角 ・ 石 iI\ 担 条痕 {左上) . ミ ガキ {繍] ‘ 涜線 ミ ガキ (掴} 北立祖山式 PL-23 2774 

軍 111 -35図 8 ヨ 6902b 2 1 85X 深緯 飼部 3.4- ー 長 . m ・ 角 ・ 赤 暗iI\褐 貝般血縁迎続捜輯庄寵宜 (鑓} 掴ナデ. ナテ 随元式 2803 

蝿 111-35図 9 ヨ 5992b 包2 b lfl 探酔 胴郁 4.4- ー 長 ・ 密 ・ 角 民栂 ・ 鳳褐 縄文 ( R . L . L l 条痕 {掴} 睡ナテ 船元式 2776 

軍 111 -35図 1 0 ヨ 5992b 22 1 51 環酔 園部 4.3- ー 皇 宮 ・ 角 石 iI\ 隔 ミ ガキ {繍} ‘ 詑認 (繍} 、 "J点宜、 瓜形樹突宜 ミ ガキ {掴) 庖消縄文 {南平式] PL-22 2650 
縄文 ( R . L . L l

舗 11 1-35図 1 1 ヨ 6902d 包 1 周 滞鉢 ロ鼠 (23.6) 3 .0- 畳 ・ 盟 ・ 角 にぷい買櫨 ナテ {植} 、 沈館、 ミ ガキ後説績 {誼:tI: ・ 繍) ミ ガキ (欄} 鳳邑庖研、 属鹿 2605 
， 医買掲

軍 111 -35園 1 2 ヨ 6902c 1 04051 諜轟 口組 (25.2) 2 .35- 畏 g 角 石 に，)iい極 ミ ガキ {慣} 、 混輯 ミ ガキ (摘} 鳳色庖研 2600 

軍 111 -35図 1 3 ヨ 6902. ・ 69 1 2 . 690 1 . 1 0285K 目 20751 深鉢 ロ館 (3 1 .4) 1 1 .7- 民褐 ・ 鳳 ミ ガキ (縦 横} 、 涜鰻 {欄世) . 細錬羽状主 ミ ガキ {観 ・ 繍 } 、 ナデ 鳳色層研 PL-23 2548 

軍 11 1 -35図 1 4 ヨ 6902d 1 90割 軍総 口組 (42.0) 2 .7- ー 長 ' !11 ・ 角 . iI\ 鳳 ミ ガキ {掴} 、 詑揖 (輔i世} 、 銅組羽:tI:宜 ミ ガキ {櫛} 思色庖研 2559 

軍 11 1 -35図 1 5 ヨ 6902 2 1 351 軍陣 ロ縁 ( 2 1 .0) 4 . 1 - 長 . \l ・ 角 . iI\ 鳳 涜緯 (舗也} 、 ミ ガキ {繍} ミ ガキ {繍} 鳳色庖研 2624 

軍 111 -35図 1 6 ヨ 5992c 23551 環樟 ロ露 (28.2) 4.4- 長 ・ 角 . iI\ 原 ー に占い固掴 ナテ‘ 混線 {損也} 、 ミ ガキ {掴} ミ ガキ {柵} ‘ ナテ 鳳色図研‘ 鳳斑 2626 

軍 11 1-35図 1 7 ヨ 5922c 23551 探酔 ロ鰻 (46.0) 5.9- 長 盟 角 石 原 ミ ガキ {繍} 、 沈線 (樹也} ミ ガキ {繍] 鳳色悶研 2644 

圃 111-35図 1 8 ヨ 6903 1 0 1 951 理酔 ロ崎 ( 2 1 .8) 5.6- 長 ・ 醤 ・ 角 . iI\ 鳳掲 ・ 陪灰蹟 衆国 {倒} 後 ミ ガキ [輔} S農民 {慣] 笹ナデ 鳳色庖研 2629 
軍 111 -35図 1 9 ヨ 6902 2 1 251 探陣 口健 (34. 1 1  5 .5- 畠 . \l ・ 角 ・ 赤 掴 ミ 11キ t繊} 、 条鼠 [輔} 桂 ミ ガキ ミ ガキ {繍) . 条国 (繍] 後 ミ ガキ. 認緑 関邑図研 2659 

鏑 111 -36図 1 ヨ 5992c 22 1 51 深酔 口健 (34.4) 5 . 1 - ー 量 密 角 石 部 閉貿掴 ' li!灰 条痕 {繊} 、 条鼠 {掴} 聾ナテ ミ ガキ {掴) 踊色図研 2647 

軍 111 -36図 2 ヨ 6902d 2 1 351 探揖 ロ鼠 (28.6) 3 .7- ー 長 ・ 狸 ・ 角 . iI\ にI�い眉 S駐車 (繍} 、 ミ ガキ (繍) 繍ナデ 原色由研 2593 

111 111 -36図 3 ヨ 6902 飽乱 理跡 口時 ( 1 8.2)  7 .3- 昼 角 石 聞耳障掴 ・ 鳳 ミ ガキ {楠} 、 涜線 {揖曲 ? ) ミ ガキ {掴} 鳳色図研、 5 = 1 13で掲眠 PL-22 26 1 0  
軍 11 1-36図 4 ヨ 6902 1 9051 探揖 ロ飽 (28.0) 7 .4- 長 . !11 ・ 角 串 にぷい置鐙 ミ ガキ t多方向} ナデ、 ミ ガキ {多方向) 、 涜蹄 {帽但} 黒色国研、 5 = 1 13で掲盤 2828 

軍 111 -36図 5 ヨ 6902d 1 9051 軍幹 ロ縄 ( 2 1 .6) 5.9- 長 ・ 冨 ・ 角 . iI\ にぷい賃値 ミ ガキ (蝿] 、 沈鵠 (柵世} ミ ガキ {般} 、 沈線 血色由研、 5 = 1 /3で抱磁 2547 

軍 111 -36図 6 ヨ 6902d.c 1 9051 深酔 ロ鎗 (24.2) 5.0- 長 E 角 ・ 石 ・ 赤 にぷい貿信 備ナデ‘ ミ ガキ {揖} 繍ナデ、 涜組 {恒也) . ミ ガキ {柵} 原色庖研、 5 = 1 /3で掲鴎 2528 
鏑 11 1 -36図 7 ヨ 6902. 2 1 251 ・ 1 0275K 深韓 白銀 (25.2)  9.3- 長 ・ 角 ・ 石 器 にぷい貰櫨 ミ ガキ 【楠} 、 慣ナテ ミ ガキ (個} 、 法組 {掴世} 思色庖研、 5 = 1 /3で掲健 2588 
軍 111 -36図 8 ヨ 5992 23251 理1$ 口組 (30.0)  6 .3- ー 量 密 角 iI\ 鳳褐 ミ ガキ {多方向] ミ ガキ {多方向} 鳳色庖研‘ 5 = 1 /3で掲随 2638 

軍 111 -36図 9 ヨ 6902c ・ 5952c . 690 1 2 1 3 . 1 20651 理鉢 口線 ・ 閏 27.2 1 5 .8 長 盟 ・ 角 ・ 石 田 勝 鳳 ・ にぷい興掴 ミ ガキ {掴] ‘ ミ ガキ {相} 後 ミ ガキ {雌} ミ ガキ {岨} 痕. ナテ 銅色胞研、 5 = 1 /3で姻餓 2844 

第 11 1-37図 1 ヨ 5992b 23251 探揖 園鶴 1 0.5- 長 ・ 盟 ・ 角 石 . iI\ 民褐 ミ ガキ (多方向} ミ ガキ {掴} 鳳色図研 2666 
第 111 -37図 E ヨ 5992b ・ 5982d 2 2 1 51 軍陣 ロ鼠 ( 5 1 .4) 5 .5- 長 . \l ・ 角 ・ 赤 にぷい賃値 条直 {慣] 後 三 ガキ 条調 t栂} 撞ナテ‘ ナテ 鳳色庖研 2632 
軍 111 -38国 1 ヨ 6902. 2 1 351 漂酔 底鼠 3.9- 6.4 長 蟹 角 石 に，5\い質揖 ミ ガキ (雌] 、 ナデ ナデ 間色悶研、 ;>:;>:付回 2590 

軍 111 -38図 2 ヨ 6902d 2 1 251 君事韓 底翻 3.3- 4.8 長 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 聞置掲 ミ ガキ (縦) ) ミ ガキ (縦 ・ 栂} ‘ 指蘭圧鏑 鳳邑庖研 2589 
第 111 -38図 3 ヨ 69020 2 1 251 軍陣 底割 2.8- 8.6 長 ・ 詔 ・ 角 ・ 石 祖 ー 浅田 ミ ガキ 【鍋 ・ 右上 ・ 多方向) . 来翻聾 指ナテ、 掴聞圧痕 鳳色眉間 2542 

揮 111 -38図 4 ヨ 5992c 2 1 051 理酔 底鼠 3 . 1 - 7.6 畠 盟 角 石 iI\ に，5\い賀掴 ・ 福原 ミ ガキ 【栂} 、 ナデ ナテ 相腿 262 1 

軍 111 -38図 5 ヨ 6902d 1 9051 漂酔 底割 2 . 1 - 7.6 畳 ・ 盤 ・ 角 ・ 務 鳳褐 ・ に，5;;い掴 ミ ガキ {館 ・ 鍋] ‘ ナテ ミ ガキ (右上} 鳳色周囲 2552 
軍 111 -38図 6 ヨ 5992b ・ 599 1 0 22 1 51 理齢 底割 1 .5- 8.0 長 冨 角 石 赤 掴 ・ 買民 ミ ガキ (限 定方向} 、 ナデ ナテ 原色庖研 2642 
軍 111 -38図 7 ヨ 6902d.o 2 1 251 理酔 底割 4.3- 1 2. 8  盛 ' 111 ・ 免 ・ 赤 岨 ナテ、 繍ナデ ミ ガキ痕 {多方向} 粗製 2581 
軍 111 -38園 B ヨ 6902c . 69 1 2b 1 9051 語辞 ロ鋸 (24.2) 4.9- 長 ・ 盤 ・ 角 鳳掲 ミ ガキ (繍} 、 沈線 {楠世) 、 細線羽杭宜 ミ ガキ {翻} 、 説韓 {鍋位) 、 碕宜 鳳色周研 PL・22 2574 

軍 111 -39図 1 ヨ 5992b 2 2 1 51 語障 日銀 (29.8) 2.9- 畠 冨 ・ 角 . iI\ 鳳禍 泌錦 (繍位} 、 ミ ガキ (掴) ミ ガキ (繍) 鳳色庖研 {御領式} 2668 
軍 111 -39図 2 ヨ 6902b 2 1 251 海揖 口鰻 (30.2) 3 .9- 轟 ' 11 ・ 角 嵩置 柵ナデ、 混鼠 (繍世} ‘ ミ ガキ {掴} 栂ナテ、 ミ ガキ {繍} 鼠色庖研、 鳳斑 2532 
軍 111 -39図 3 ヨ 6903b 28651 撞鈍 ロa ( 1 7 .8)  1 .6- 長 . 11 ・ 両 ・ 赤 鳳褐 ミ ガキ (鍋} 、 託銀 {繍世} ミ ガキ {繍} 鳳色由研 2606 
第 111 -39園 4 ヨ 5993b 包2 b 回 嵩齢 ロ緯 (27.4) 3 .2- 長 ・ 盟 ・ 角 . iI\ に，51い買栂 ミ ガキ {繍} ‘ 混線 {櫛憧} 、 問点 ミ ガキ {梱} 鳳色間研 261 1 

軍 111 -39図 5 ヨ 5992d ・ 69020 包2 b 圏 混揖 白銀 (42.0) 6.2- 皇 宮 ・ 角 鳳褐 ミ ガキ (繍} 、 被ナテ‘ 誼躍 {楠位} ミ ガキ {楠) 、 植ナテ、 涜線 {楠憧) 原邑図研 26 1 9  

揖 111-39図 6 ヨ 5992c 2 1 051 諸島 口銀 ( 2 1 .6) 3 .3- 長 ' 1'/ ・ 角 石 赤 信 繍ナデ櫨 ミ ガキ (檎) . 誼鼠 {帽位} 繍ナテ、 涜輯 {横位) 鳳色図研 2630 
軍 11 1-39箇 7 ヨ 5992d • 5982d 1 022 ・ 22451 嵩揖 日銀 (36.01 8. 1 - 轟 ・ 角 ・ 石 櫨 ・ に，Siい興掴 ナテ‘ ミ ガキ {椴} ミ ガキ {繍} 、 混線 (掴世} 鳳色庖研 PL-23 2708 
車 111 -39園 8 ヨ 69020 226 5 K ‘ 2 1 251 混齢 口瞳 (26.0) 3 .5- 長 ・ 醤 ・ 角 ・ 赤 問 ミ ガキ (綱] 、 剥隠痕 ミ ガキ {繍} 原色周研、 問点あり 256 1 
軍 111 -39図 9 ヨ 6902c.d 1 6 1 51 ・ 1 9051 嵩解 日銀 ( 1 7.6) 3.5- 長 ・ 角 ・ 石 ・ 縁 組 ミ ガキ (鍋] ミ ガキ {掴} 踊色庖研 259 1 
軍 111 -39図 1 0 ヨ 5993c 包2 b 回 嵩韓 白銀 (25.2) 3 .6- 長 ・ 角 . iI\ 橿 沈線 (椴位} ‘ ミ ガキ (栂) 沈緯 {繍也] 、 ミ ガキ {栂) 踊色由研、 思斑. 浪就口躍 2636 

車 111 -39国 1 1 ヨ 6903c 包2 b 周 語障 口緑 (22.0) 2 . 1 - 轟 冨 角 石 郡 におい買値 ナテ、 ミ ガキ {横} 涜鶴. ミ ガキ {犠} 黒色庖研 2579 

掴 111-39図 1 2 1  3 5993b 包2 b 周 海鉢 ? 口組 ( 1 自.0) 5.4- ー 長 . Il/ ・ 南 鳳梱 に，Siい赤禍 ミ ガキ {繍} 、 涜趨 [掴位} ミ ガキ {掴) 黒色庖研、 溢質盟系傭彩、 関岡崎 PL-22 2768 

鏑 111 -39図 1 3 ヨ 6902c 2 1 351 埠酔 底鶴 1 .0 - 3 . 0  長 . 11 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 鳳栂 ミ ガキ t鍋) 、 ナデ ナデ 銅色庖研、 一部但元 2578 
軍 111 -40掴 1 ヨ 6902 • 5973d . 5483 1 0 2 1 SX ・ 1 5551 ・ 鑓乱 嵩酔 日銀 1 9.0 9.0 長 ・ 密 ・ 角 に，Siい置極 ・ 周 ミ ガキ (繍 縦} 、 法線 (掴世) ミ ガキ {鍋} 、 条鏑 {掴} 後 ミ ガキ {掴} 鳳色庖研 {鳳川式] 、 盟大厨亜23.6田 2674 

5993 ・ 5982b 1 2651 ・ 1 2551 目 3a1fl ト レ 涜輯 {柵位} 2674 
鏑 111 -40図 E ヨ 59920 揖乱 深鉢 口縁 50.0 6.2 轟 ・ 盟 角 ・ 石 . iI\ 栂民 ・ に，)iい民掴 ナデ、 条網 {多方向} 条痕 {摘] 檀ナテ、 ナデ 組副 26 1 4  
軍 111 -40図 3 ヨ 69020 2 1 251 理揖 周鼠 6.6- 長 冨 角 石 赤 に，5iい買橿 象国 {栂} 笹ナデ、 ナデ [横} 、 ナテ 条痕撞ナデ (樹 、 盟書 粗製 2587 
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2 区出土縄文土器観察表 5
挿図畠号 線 地区 ク リ ッ ド 迎綱畠 ・ 包童図 圃祖 留世 ロ亜 田高 底橿 胎土 色翻 間監 {外面) 歯車 {内面} 働脅 図恒 実潤

畠号 飽号 (cm) (cm) (cm) 番号 番 号
掴 111 -40園 4 ヨ 59920 包童図 理þ 口鶴 ( 2 1 .4) 3 .3- 岳 . lõ/ ・ 角 ・ 石 ・ 赤 に.)iい買檀 条鏑 ( 鍋 } 後摘ナデ 条鏑 {掴} 俊樹ナデ 組制 263 1 
掴 111 -40園 5 ヨ 69020 ・ 5992d 包2 b 回 軍陣 園部 3.7- 長 ・ 2 ・ 角 ・ 串 におい閏植 ・ 踊褐 条銅 ( 鍋 } 櫨ナデ. 誕揖 ナデ 粗製 26 1 7  

園 町) -40国 6 ヨ 6903b 舵重L 理鉢 口鶴 (26.6) 3 . 1 - 長 g ・ 角 石 にぷい蹟檀 ー 用 a属国 {繍) 後ナデ 条観 {欄} 掴割 2599 

開 111 -40園 7 ヨ 6902b . 5992c 2 1 951 軍陣 ロ館 3 .7- 畠 角 石 思褐 檀 S軽自 {繍} 条調 {椀} 後ナテ 粗製 2625 
盟 問 -4 1 図 1 タ 599 1 0  22 1 51 理鉢 口線~胴部 1 9.4 1 3 . 1  畠 ' !iI ' 角 ・ 石 ・ 5保 間蹟掲 ナテ、 条銅 {左上} 後ナデ、 刺突 ナデ、 来鏑 {制} 後ナテ 凪式、 図式圏在 1 9.400 PL-23 27 1 5  
掴 111 -4 1 図 2 タ 599 1 2 1 051 環鉢 ロ鰻 (29.4) 7.自~ 畠 ・ 角 ・ 石 鳳栂 ・ 悶褐 制点宜、 沈銅 {栂世} 部点宜、 法線 (掴値) ， 条痕 (輔} 後ナデ 白畑式 {実2543 . 2623同一個体 かも) 2773 
盟 111 -4 1 図 3 タ 599 1 d  ・ 69 1 1 0 包宮回 1 6 1 51 理þ ロ録 (28.8) 7.9- 昼 !iI . 角 鳳 烈点主 {剖突) ， 涜録 {繍世) 、 ナテ 烈点主 (割突} 、 沈蝿 (掴也} 回掴式 PL-23 2785 
国 11 1 -4 1 図 4 タ 599 1 22 1 51 理þ ロ輯 (26.01 1 0 .6- 民 角 石 赤 間お褐 ・ 聞置掲 誼観 {朝突) ‘ 烈点主 {刺突) ， 折串宜 条痕 {柵] 後ナデ 田畑式 PL.・23 2772 
盟 111 -4 1 図 5 タ 690 1 c  1 6 1 51 理宮本 飼母 5.6- 晶 ' lõ/ 角 赤 鳳栂 涜圃 {掴也) 、 沈組後ナテ ナテ (鍋) 田畑式 26 1 2  
間 111 -4 1 図 6 タ 690 1 0  包2 b 周 理能 胴郵 3.3- 畠 ， \1 ・ 角 ・ 石 ifj\ 民祖 ー にぷい聞事置 ナデ、 涜蹄 {鍋位) ナテ 回姻式 255 1 
盟 111 -4 1 図 7 タ 599 1 . 5992 22 1 51 理þ ロ訟 2 .5- 民 ・ 角 ・ 石 鴎赤栂 ナデ、 涜錨 [割符} ナデ 白畑式 ? 2 7 7 1  

鎗 日 1 -4 1 図 自 タ 599 1 0  2 1 751 理酔 厨鼠 3 . 2 - 晶 g 角 ifj\ 鳳 ・ 褐 ナデ、 涜闘 条痕後ナデ 田畑式 2847 

掘 日 1 -4 1 図 9 タ 599 1 0  2 1 751  理酔 園部 2.6- 晶 ' 111 ' 角 ・ 石 鳳禍 ・ 悶蹟禍 詑組 ナデ 自畑式 2780 

語 11 1 ・41 図 1 0 タ 690 1 d  1 6551 理S事 周部 2.8  昆 ' !iI ' 角 ・ 石 鳳掴 ・ 岡禍 涜蹄 ナデ 白畑式 2797 
第 1 1 1 -4 1 国 1 1 タ 690 1 d  1 6551 理酔 園部 4.5- 晶 ' !iI ' 角 石 赤 に1)'い姻 条痕 (鍋} 後ナデ、 活躍 (楠位、 観世) 条観 {梱} 後ナデ 田畑式 2766 
国 111 -42図 1 タ 690 1 d  包 1 回 理þ 日韓 (35.0) 3 . 7 - 長 ' !iI ・ 角 ・ 赤 灰白栂 ・ に，Siいい赤掴 ナテ、 刺突宜 (問点) ， 凹躍 {機世) ， ナデ {鍋] ナ デ {繍) 岡高式 PL-23 2786 
第 111 -42函 2 タ 599 1 b  20951 理þ 目録 3.9- 晶 ' lõ/ ' 角 石 鳳褐 縄宜 ( R . L . L 1 縄文‘ 欄ナデ 船π 里木式 {実2778.284 1 同一個体 PL-23 2787 
車 11 1 -42図 3 タ 599 1 ・ 5983b . 690 1 0  209 ・ 2 1 7 ・ 2 1 0 . 1 8951 理þ 園都 6. 1 - 長 ' !iI ・ 角 石 ・ 赤 蹟掴 縄文 ( R . L . L 1 条観 {繍} 後ナデ 曲元式 (寓2787.284 1 同一個体力、も} 2778 

590 1 c ・ 6922b 2 1 85X 
錦 11 1 -42図 4 タ 599 1 d  20951 理þ 園郵 6.4- 畠 . lõ/ . 角 石 偲描 ー 朗血樋 縄宜 t綿糸， R . L . L 1  条民 {繍} 後ナデ 曲克式 (寓2787 ・ 2778同一個依 7 ) 284 1 
第 111 -42国 5 タ 599 1 包 1 回 調書志 周囲 5. 1 - 長 ・ 角 ・ 石 但 縄文 (郷糸} 条痕 {鋼) 後ナテ 曲元式 2842 
第 111 -42図 6 タ 599 1 0 .b.d 2 1 051 理主事 日銀 30.0 5.5- 晶 ' 1II ' 角 問褐 ・ 悶赤帽 粂銅後ナデ、 ナデ、 縄文 ( R . L . L 1 条底 (楓) 船元式. 穿孔 PL・23 2799 
田 111 -42図 7 タ 690 1 0  20751 理E事 ロ緯 120.0)  2 .3- 畠 . 1II . 角 ー 石 間栂 ー 問問栂 ナデ， iX輯 {掴也} 、 縄文 ナデ 船元式 28 1 5  
箆 111 -42図 8 タ 690 1 d  20751 理þ 口組 2 . 2 - 畠 ' !iI ・ 角 ・ 石 鏑楢 鍋宜、 烈点文 {剖突} 、 法組 条 痕 (繍} 後ナテ 圃元式 2788 
第 111 -42図 9 タ 690 1 d  1 6 1 51 理酔 ロ揖 3.0- 晶 . lõ/ ・ 角 ・ 石 ・ 赤 間務掴 ・ 医禍 ナ デ {繍} 、 混蝿 {鍋世) ‘ 蝿文 烈点主 {剖興} ‘ ナ テ {掴) 鮒π式 28 1 4  
観 111 -42図 1 0 タ 690 1 2 1 85X 揮þ 口組 1 .9- 畏 . 1II . 石 岡田褐 条国 {楠} 、 誼韓 (多方向} 条痕 (綱) 樹元式‘ 用車 ? 2770 
錫 111 -42図 1 1 タ 690 1 ・ 699 1 20751 軍総 日銀 不問 3 .3- 長 . lõ/ . 角 ' 0 鳳椙 ナデ、 条観 {躍) ， iX揖 (繊位} ナデ、 条自 (繍} 後ナデ 曲元式 2824 
間 111 -42図 1 2 タ 690 1 0  20751 理þ 園部 4.6- 長 ' 1II ' 角 ' 0 赤 岡部禍 条自 {蝿} 条舗 (鍋) 樹元式 283 1 
錦 111 -42園 1 3 タ 690 1 c ・ 69 1 2b 1 6 1 . 1 6651 軍総 口瞳 (30.0) 7.7- 長 . \1 . 角 ・ 石 赤 鳳 ー 鳳栂 ミ ガキ {掴] ‘ 羽統宜、 iX揖 (岨由} 活躍 (繊位) ， ミ ガキ (繍) 凪色庖研 PL-23 2672 
車 111 -42図 1 4 タ 690 1 d  1 9751 理þ 口信 ( 1 4 .2)  4.0- 畏 ' !iI ' 角 ' 0 聞赤掴 ・ 明蹟掴 ミ ガキ {欄} ミ ガキ (柵} 隔色周囲 2572 
軍 11 1 -42図 1 5 タ 690 1 d  1 7351 理能 口輯 3.6- 民 . 1II ・ 角 . ifj\ におい置瞳 ミ ガキ {掴 ・ 多方向} ナ デ 血色由研‘ 鳳斑 2555 
蝿 111 -42国 1 6 タ 690 1 d  1 6 1 51 理事事 ロ揖 ( 1 6.8) 2.9- 民 冨 角 箇民買 ミ ガキ {掴} ミ tJキ {繍} 原色図研 PL-23 2529 
軍 111 -42図 1 7 タ 690 1 d  ・ 6902c 1 6 1 51 埠þ 口組 123.6) 5.5- E 角 ifj\ 問問褐 来鼠 {繍} 後ナデ、 軍陣 {繍世) ， 繍ナデ ミ ガキ {鍋) 後繍ナテ 組制 2573 
国 111 -42図 1 8 タ 690 1 d  1 9751 軍総 ロ輯 126.6) 3 .5- j;! . lõ/ ' 角 ・ 8航 にぷい買値 血 ミ ガキ (掴) 、 誼埠 {機也) ミ ガキ {術) 肌色悶研 2530 
国 11 1 ・42図 1 9 タ 599 1 ・ 5992 2 1 0 . 23551 理能 口鶴 16 1 .0) 6 . 1 - 民 ・ 盟 国 角 ・ 石 ー 赤 掴 ミ ガキ (掴) 後涜緯 {繍位) ミ ガキ {繍) 鳳色阻研 2656 
軍 111 -43図 1 タ 599 1 0 ・ 59720.d 2 1 0 . 1 1 351 ， 1 34SX 埠S事 口縁 4.5- 民 . 111 鳳個 ミ ガキ (闇) 、 担組 {楠也) 、 細圃撞状主 ミ ガキ {繍} 用色由研 {鳥芥原式} 2779 
掴 11 1 -43園 2 タ 690 1 包 1 回 埠S本 目録 128.4) 3 .7- 長 1II . ifj\ 灰民禍 ・ 踊 ミ ガキ (醐} 、 涜臨 {栂世} ミ ガキ {繍} 同色図研 2546 
掴 11 1 -43図 3 タ 690 1 d  包 l H'l 埠þ 目録 128.4) 1 .3- 畠 宮 角 に，S;い闇値 ミ ガキ {繍} 、 沈揖 {欄也} ミ ガキ {繍} 間色白研 253 1 
掴 111 -43図 4 タ 690 1 c  1 6 1 51 嵩S事 口健 128.01 2.5- 畠 角 石 鳳 ミ ガキ (欄] 、 詑輯 {植位} ミ ガキ由 {柑1) 銅色悶研 2586 
掴 111 -43図 5 タ 690 1 包 1 回 理S本 ロ韓 1 2 1 .01 4 .4- 晶 置 角 . ifj\ 鳳禍 条痕 {右上 ・ 繊] 条痕 {掴) 椙腿 2845 
掴 111 -43図 6 タ 599 1 2 1 751 理S本 目録 (40.01 5 . 1 - 畠 . lõ/ 角 ・ 串 におい買値 偲褐 ナデ、 条痕 (掴) 後ナデ ナ テ {繍) ， 条由 {繍) 後ナデ 組制 2639 

車 問 -43図 7 タ 690 1 1 9751 理þ 日銀 13 1 .6) 4 .4- 長 . lõ/ 角 ・ 赤 に占い蹟檀 条自 {繊) ナデ {掴} 、 ナテ 椙製 257 1 

掴 111 -43図 自 タ 690 1 .  29 1 5X 理þ 日銀 130.01 3.8- 昌 . lõ/ ・ 角 . ifj\ に4、い閏櫨 粂国 {楠) ナデ 組制 2540 

車 111 -43図 9 タ 690 1 1 6 5 5 1  理þ 口揖 122.01 4 . 1 - 昼 ' 111 ' 角 . ifj\ に，):、い閏掴 条踊 (繍) 、 ナテ ミ ガキ (術) 担割 2569 
踊 11 1 -43国 1 0 タ 599 1 0  20951 理þ 底部 2. 1 - ( 1 0.0) 晶 ' 111 ' 角 問問栂 ミ ガキ {雌) 風 ナ デ 組 制 2622 
踊 日1 -44国 レ 691 1 d . 6902d 1 6451 ・ 2305X 語þ 日韓 122.01 3 . 2 - 畠 ・ 富 田 角 ifj\ 国禍 ・ 凪 ミ ガキ (摘) 、 涜線 (栂曲) ， 細締羽統文 ミ ガキ (梱} 鳳色由研 (鳥井原式] 、 関斑 2556 
園 11 1 -44図 2 レ 691 00.b 指乱 埠S率 口組 不問 2 . 2 - 晶 ' 111 ・ 角 ifj\ 世 ー 凪 ミ ガキ {柵) 、 iX線 {慣値} ミ ガキ [繍} 用自国研 (吉岡-) ， 誼賀里畢 PL-24 2755 
盟 111 -44図 3 レ 691 1 1 6051 埠þ 頭 3.8- 岳 ・ 角 ・ 石 森 褐民 ミ ガキ (繍) ， ミ ガキ国 {健 ・ 省上) ナデ {繍) 血色庖研 2585 
盟 111 -44因 4 レ 691 1 0  1 6 1 51 埠þ 嗣郡 2 . 3 - 長 . lõ/ ・ 角 石 . ifj\ 凪 ミ ガキ (繊) ， 誕揖 (繍也} ‘ 組組羽1主主 ミ ガキ (繍} 周邑周研 2598 
踊 111 -44図 5 レ 691 1 0  1 7351 埠E事 口鶴 1 1 8.01 2 .7- 晶 ' \'1 角 凪 ミ ガキ {繊) ミ ガキ [掴} 鳳色図研 2557 

掴 111 -44園 6 レ 692 1 0  1 8251 埠陣 口鶴 124.6) 1 .9 - 品 . \'1 . 角 ー 石 掲民 ミ ガキ (蝿} ミ ガキ {繍) ， iX岨 肌色庖研 (宙開式) 2524 

盟 11 1 -44図 7 レ 692 1 b  1 6351 理S本 ロ揖 (40.0) 2 . 5 - 畠 . 111 角 石 県 条簡櫨ナテ (償) 条賓後ナデ {繊) 担割 27 1 6  
調 11 1 -44図 B レ 69 1 1 d 1 6051 理þ ロ鰻 137.8) 5.4- 昼 宮 ・ 角 石 . ifj\ 鳳禍 相ナテ、 指ナテ， ，経由 (繍) 蝿ナデ、 条痕後ナデ、 ナデ 粗製 2565 
踊 11 1 -44図 9 レ 69 1 1 C  1 6351 理þ 口鶴 150.01 4 .5- 畠 宮 角 に，Siい聞 ・ 鳳栂 量調 (鍋} 彼ナテ、 つ吉た し圏、 ;\\痕 (掴) 条讃 {掴) 後ナデ、 ナデ 粗製 2563 
鏑 11 1 -44国 1 0 レ 69 1 2b 1 6251 理酔 ロ鋸 133.2) 4 .2- 員 ・ 密 ・ 角 ・ 石 にぷい問領 ・ 栂灰 条鏑 {繍} 後ナデ 条痕 (相) 粗製、 周斑 2537 
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2 区出土縄文土器観察表 6
挿図書号 帽 地区 ヲ リ ッ ド 遺構畠 ・ 包富回 器細 節也 口撞 薗商 底橿 胎土 色悶 悶盟 {外面} 闘車 {内面} 飾帯 聞販 翼瓢

置号 配号 (cm) (cm) (cm) 画号 番号

掴 111 -44図 1 1 レ 691 1 d  1 6251 理þ ロ訟 (50，0) 4 ， 1 - 畏 ' 1iI ・ 角 ・ 石 ・ 赤 に.5\い買檀 条底 {繍} 後ナデ、 ナテ ナテ‘ 条痕 (栂} 精製 2562 

軍 111 -44困 1 2 レ 69 1 1  1 8651 理Z事 口健 (20，0) 3 ，7- 墨 田 E ・ 角 ・ 石 ー 車 周縁褐 鳳褐 楓ナデ、 条国 {掴} ミ 対キ (倒) 不障問 稽製 2793 
錨 11 1 -45図 レ 69 1 1  1 6351 理þ 白銀 3， 1 - 民 角 ・ 石 鳳褐 S臨調‘ ナデ‘ 詑臨 {軒行} 来園 稽製 2809 

軍 111 -45図 2 レ 69 1 1 c 1 6051 理þ 園鶴 9，2- 昼 ' 1iI ' 石 橿 ナデ {掴) 、 沈鰻 {多方向) 粂国 自畑式 ( 2 - 1 ・2-2は同一} PL-24 2798 

第 111 -45困 3 レ 69 1 1 .  P02 理能 口組 (30，0) 3 ，7- 長 ' 1iI ・ 角 ・ 石 ' ;Jl ;Jl褐 ナデ、 凹盟主 {蝿位趨} ナデ 岡高式 PL-24 2745 

鏑 111 -45図 4 レ 69 1 1  1 6451 理þ 底回 3，7- 1 7，39 昼 ' 1iI ' 15 ' ;Jl ' 滑3 悶郡掲 ・ 掲 ナテ {儲 ・ 柵] 、 指商庄国 ナ デ (磁 欄} 岡高式 PL-24 2794 

車 111 -45図 5 レ 69 1 1 " b ・ 599 1 b 1 6551 輝総 調部 5，0- 轟 宮 ・ 角 鳳描 沈線 {楠世) 、 烈点主 (刺突) 条痕 (繍} 船月式 (2- 1 -5-21志向 } PL-24 2826 
1 0，0- 褐民 粂蹟 {雌]

錦 町 1 -45図 6 レ 692 1 .  1 7751 理書事 周回 7，9- 長 ・ 2 ・ 角 石 鳳掲 縄文 ( R ， L . L l 、 陪暗 条痕 [栂) 後ナデ 船z式 PL-24 274 1 

軍 11 1 -45図 7 レ 69 1 1 .  1 6551 理S事 目録 (26，0) 4 ，3- 長 冨 角 赤 原禍 ミ ガキ {掴} 、 捕悟孔 ミ ガキ l繍) . 捕悟孔 凪色図研 2558 

軍 11 1 -45図 自 レ 69 1 1 d  1 6051 軍事事 ロa 0 6，6) 5 ， 1 - 長 ' 1iI ・ 角 ・ 石 ・ 赤 におい買値 ・ 栂民 ミ ガキ自 {掴) . 涜蝿 (繊位} ミ ガキ痕 (繍} 血色庖研 2564 

S刷1 -45図 9 レ 690 1 " d 錦乱 理þ 覇 3，2- 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 赤 褐医 ミ ガキ {掴} ミ ガキ (蝿] 凪色庖研 2592 

軍 11 1 -45図 1 0 レ 69 1 1 c 1 6051 理E本 口組 (29，0) 4，0- 長 冨 角 E ・ 5示 謹買 条国 {掴} 後ナデ 条痕 [概} 後ナデ 鳳色庖研 {吉周式) 、 ;< ;< 2566 

第 11 1 -45図 1 1 レ 691 1 . . 6902 1 7351 ・ 2285X 環S事 ロa (28.0) 4.4- 長 1iI . ;Jl 原禍 ・ 鴎蹟褐 涜輯 {慣位} 、 掴ナデ ミ ガキ {栂} 鳳色庖研 {吉岡式} 252 1 

軍 11 1 -45阻 1 2 レ 69 1 0'.b 1 8651 理齢 底留 4，2- 7，6 長 . 1iI ・ 角 ・ 石 ・ 菰 にIS\い買掴 ・ 偶 ミ ガキ (縦} 、 ナデ. 未聞聾 ミ ガキ (俄極右上} 鳳色園町、 鳳斑 2539 

軍 11 1 -46図 ソ 6922 1 6751 理由意 口栂 不問 1 . 7- 長 ・ 盤 ・ 角 ・ 石 . ;Jl 橿 ナデ. 凹点文 ナテ、 凹点宜 自焔式 2735 

軍 11 1 -46園 2 ‘ノ 69 1 2. 1 6651 潔þ 口組 ( 1 1 .2) 1 .6- 長 g 角 赤 に，)\い貫掴 ナテ、 刺突J1J点主 ヘラナテ 白畑式 2604 
第 11 1 -46図 3 ソ 6922b 1 6751 理þ 口組 不明 2，0- 晶 g 角 赤姻 ナデ、 制突問点宜 ナデ、 刺突凹点主 白畑式 2734 

第 11 1 -46園 4 ソ 69 1 2  1 6751 理þ 日銀 4 ，7- 長 ' 1iI ・ 角 掴民 ー 岡;Jl椙 烈点宜 {刺突} 、 沈揖 {繍憧} 間情宜 {剖突} 、 捷輯 {般世} 回畑式 PL-24 2789 
第 11 1 -46国 5 ソ 69 1 2c 1 6951 理S本 周郡 2.5- 冨 角 石 赤 届赤揖 鳳褐 ナデ、 涜揖 {短観位} 条国 {繍} 後ナテ 自掴式 (厨闘の下} 2781 

第 11 1 -46図 6 ソ 6922 1 6951 撞2・ 日銀 (26，0) 2，5- 長 ・ 角 . 15 鳳栂 押引宜‘ 烈点 {醐突} 押号l宜 尾図式 PL-24 2752 
第 11 1 -46園 7 ソ 69 1 2c 1 6751 理þ 周国 3.6・h 民 ' 11 ・ 角 ・ 石 . ;Jl 樟 ナデ、 押引宜 条霞 {蝿} 庖国式 PL-24 2777 
第 11 1 -46図 自 ソ 6922. 1 6951 理þ 園部 2.4- 畏 宮 角 ;Jl に.)\い民橿 ー 担 ナテ‘ 押引文. 剤点主 {朝突} ナデ 属国式 2767 
畢 11 1 -46園 9 ソ 69 1 2. 包2 b 回 深S本 口揖 (25，2) 3 . 1 - 墨 田 g ・ 石 におい描 ナデ ナデ 同商式 2583 
lII lII -46図 1 0 ソ 69 1 2. 包2 b 周 理鈴 底部 3，0・ー 1 8 .4 昼 ' 1iI ・ 角 ・ 石 田 滑骨 悶赤樋 田 岡褐 凹韻文 {縦) ‘ ナテ ナデ‘ 指踊圧倒 岡高式 PL-24 2763 
lII lIl -46園 1 1  ソ 6922c 1 6751 理能 底部 2.4- 1 2.0  長 . 1iI 角 石 にぷい緩 鳳褐 指間庄調‘ 指ナテ. ナデ ナテ、 指頭庄銅 岡商式かも 2849 
第 11 1 -46園 1 2  ソ 6923b ・ 690 1 d 1 9751 理þ 口録 0 2，8) 2.4- 長 ' 1iI ' 角 赤 聞置褐 烈点宜 条鹿 {楠} 後ナデ 船元式 PL・24 2753 
軍 11 1 -46園 1 3  ソ 69 1 2d 1 69 . 29251 理þ 嗣国 8，9- 長 ' !lI ・ 角 田 石 ， 赤 聞置褐 縄文 ( R ， L . L l 条鹿 (掴] 後ナデ. ナデ 曲元式 2806 
第 11 1 -46園 1 4 ソ 6923b 1 9451 理能 鹿部 3，2- 長 ' 11 ' 角 石 岡買掴 縄文 ( R ， L . L l . 活躍 (繍世) ナデ 曲π式 2743 
車 11 1 -46図 1 5  ソ 6922b 1 6951 理能 口組 (20.01 2，5- 昼 . 1iI 角 ー 石 赤 に .);い赤禍 ナテ. 詑臨 (壇状) ナテ、 現時 {多方向} 曲正式 PL-24 2764 
鰐 11 1 -46図 1 6 ソ 59 1 2  包2 b ll'l 深書事 口瞳 2，7- 長 ・ 角 ・ 石 掴 ナデ、 涜揖 {誼杭} 条痕 (栂] 船元式 2749 
第 11 1 -46図 1 7  ソ 6922. 1 6951 軍総 口問 (22，81 4，8- 轟 ' 11 ' 角 ・ 石 赤 嫡絹 ナデ. 縄文 ( R . L . L l ‘ 誼輯 (観世 ・ 誼狭} 縄 文 ? 拙ナデ、 条圃 {躍} 後ナデ 飽元式 PL-24 2742 
第 111 -46図 1 8 ソ 69 1 2  1 6951 理Þ 口組 (22，2)  2 ，7- 昼 ー 角 百 ー 赤 聞置褐 縄文 ( R ， L . L J 、 沈躍 {繍位) ナデ 船z式 275 1 
lII lII -46図 1 9  ソ 69 1 2d 1 6951 謹S事 日目 30.0 2 ，2- 長 ' 11 ・ 向 ・ 石 担 ナデ、 間み自 (隆裕文) 刻 み 目 . ナテ 船元式 2795 
軍 111 -46園 20 ソ 69 1 2  掴乱 霊能 口組 0 7.81 5， 1 - 昼 . 111 . 角 ・ 石 赤 灰買褐 ナデ、 条痕 {右上) 、 刻み 目 繍ナテ 陥完式 2597 
lII lIl -46図 2 1  ソ 69 1 2b 包2 b ll'1 揮官事 飼鶴 2，5- 長 ' 111 ・ 角 ・ 石 聞置掲 舗宜 ( R ， L . L J 条銅 {綴) 倒元式 2782 
軍 11 1 -47図 ソ 6922. 1 6951 理能 ロ縁 3，0- 昼 . r! ・ 角 ・ 石 罰 ナデ、 涜館 (掴世) . 踊宜 ( R ， L . L J ナデ、 縄文 ( R ， L ， L J  船元式 PL-24 2783 
第 11 1 -47図 2 ソ 6922. 包富周 理鉢 周回 3， 1 5- 昼 ' r! ・ 角 ・ 赤 鼠掴 縄文 ( R ， L ， L J  縄文 ( R . L .  L . ) 船元式 2560 
車 111 -47図 3 ソ 691 2d 1 6951 軍総 周回 4， 1 - 長 ・ 角 ・ 石 ・ 赤 に.)\い褐 縄宜 ( L . R ， R ) 術ナデ 船元式 2838 
車 11 1 -47図 4 ソ 6922b ・ 6923b 1 6751 理Þ 闘部 4，5- 長 ・ 蜜 ・ 角 ・ ;Jl 橿 踊宜 ( R . L . L J 縄宜後ナデ 随元式 2832 
第 111 -47図 5 ソ 691 2d 1 6951 (ti'向} 理S事 園田 2 ，9- 長 ' r! ' 角 ・ 石 ー 赤 原褐 縄文 S最優 {楢} 後ナデ 崎元式 2839 
第 11 1 -47図 6 ソ 69 1 2-b 1 9551 謀総 周鼠 2，9- 長 ' !lI ' 角 ・ 石 鳳掴 縄文、 ナデ 繍ナデ 崎元式 2549 
錆 11 1 -47因 7 ソ 69 1 2  1 6951 理Þ 銅 2，0- 轟 ・ 角 ' 15 悶赤掴 ・ 同質褐 制点主 [剖突} 、 涜臨 (側担) ナテ‘ 烈点主 北立唖山式 2790 
第 11 1 -47園 8 ソ 69 1 2  1 6651 理鉢 周回 3， 1 - 長 ・ 角 ・ 石 オ リ ブ血 ミ ガキ {繍} ‘ 涜輯 {樹世} ミ ガキ {繍} 皿色庖研 {太郎迫式} 2748 
第 11 1 -47図 9 ソ 6922. 1 8551 探鉱 周回 2，5- 長 ・ 2 ・ 角 . ;Jl 隅掴 縄文 ( R ， L . L J 、 i:t蹄、 ナテ 摘ナテ 国消縄文 2808 
軍 11 1 -47園 1 0  ソ 69 1 2b 1 9551 理Þ 闘甑 3 ，5- 長 ' r! ' 角 ・ 赤 陪民置 縄文、 沈館、 ミ ガキ l個) ナデ 間i同純文 2804 
鏑 111 -47図 1 1  ソ 69 1 2b 2735K 深Þ 口館 0 9 ，8) 5，5- 長 ・ 冨 ・ 角 ・ 石 . ;Jl 原掲 ナデ、 四点、 涜揖 {掴位} ミ ガキ {樹) 銅色庖研 PL-24 2596 
軍 11 1-47国 1 2  ソ 69 1 2d 1 6951 環Þ 口鼠 (30.41 5， 1 - 長 . \11 ・ 角 ・ 赤 に.5\い闇橿 ・ 閉閏禍 ミ ガキ {楠) ミ ガキ {掴} 銅色周研 2577 
車 11 1 -47図 1 3  ソ 69 1 2  1 9551 理Þ 口鱈 (40.61 1 2 .4- 長 ' r! ・ 角 ー 石 原掲 ミ ガキ {欄} ミ ガキ嵐 {栂} 凪色陪研 2533 
第 11 1 -47図 1 4 ソ 691 2 ・ 5922 1 6751 探鉱 目録 ( 2 1 .41 5.4- 畳 . \11 . 角 ー 石 . ;Jl に.s;.い貫 ミ ガキ {楠} ナデ‘ ミ ガキ (栂) 冊色周囲 {外] 2637 
軍 11 1 -47園 1 5  ソ 691 2b 1 9051 理鉢 口鼠 (2 1 .81 3，3- 畠 ' r! ・ 角 ・ 石 . ;j\ に，)\い寅橿 細蝿羽波文. 涜躍 {掴也} ‘ ミ ガキ領 繍ナデ 凪色庖研 {扇持原式} 2595 
軍 11 1 -47図 1 6 ソ 6923b 調乱 書Þ ロ鼠 (29.81 2，3- 長 ・ 角 ・ 赤 関 ミ ガキ (掴} 、 涜輯 (繍位} ミ ガキ {繍1 . 国混 鳳色庖研 (天蝿式} 2526 
第 11 1 -47図 1 7  ソ 69 1 3c 包2 b 居 i!liÞ 口鼠 (39，81  3.4- 長 ー 角 ・ 石 ・ 赤 買民 ・ に，)\い蹟 ミ ガキ (欄) 、 涜緯 {繍位} 、 倒ナデ ミ ガキ {掴} 後嗣ナデ 間色庖聞 t吉岡式} 2525 
鯖 11 1 -47図 1 8 ソ 69 1 3b，c 1 6551 軍総 口鶴 (40.01 4 ，5- 長 ， \11 ・ 角 ・ 石 ー あ 思褐 檀 義民 {掴} ミ ガキ {欄} 同色圏研 2550 
軍 111 -47図 1 9  ソ 69 1 3b 包2 b ll'1 理Þ 口腸 (40，0) 2，6- 畏 ・ 角 ・ 石 にぷい置唖 条痕 [繍) 、 ナデ、 刻み目 条痕 (櫛} ‘ ナデ 問色庖研 2582 



2 区出土縄文土器観察表 7
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郷田醤号 筏 地区 グ リ ッ ド 盟側昌 吉盆回 器繕 部位 口哩 盟高 底在 胎土 色調 国璽 (外面} 揖聖 (内面) {穏考 国師 実測
歯号 配号 (cm) (cm) (cm) 苗号 置号

第 111 -47図 20 ソ 6922. 1 6951 理鈴 園田 2.9- 一 晶 君 角 石 ・ 赤 血掲 悶赤褐 ナデ (慣) 、 突絡 ナテ (機) 皿色庖閉 {瓜川式) 2765 

第 川 -47図 2 1  、ノ 6922b 1 8551 謂鉢 口縁 1 23.81  2 .75- 1" . 111 角 赤 にぷい黄橿 鳳 条担 (償) 後ナデ 突裕 条痕 (績) 後ナデ、 立時 黒色国 研 2643 

錦 川 -47図 22 ソ 6922. 1 6951 理鈴 日韓 125.01  1 .8- 畏 . 111 . 角 。 石 オ リ ブ黒 ミ ガキ (繍} 、 剖み目、 突帯、 鍋ナテ 繍ナデ 血色国研 2649 

軍 111 -48図 ソ 69 1 2d 1 6951 理鉢 底部 2 . 3 - 6 . 2  jlt . l1I . 角 ・ 石 償 活置 ミ ガキ (多方向) 国 ミ ガキ (多方向) 皿色周研 2575 

第 111 -48図 2 ソ 69 1 3c 包 括 理鉢 底部 2.0- 7 . 2  jlt . 11I 角 石 赤 揖 褐民 ミ ガキ (繍 定方向) 後ナデ 繊ナデ ナテ、 指頭圧痕 黒色国間 2522 

車 111 -48図 3 ‘ノ 692 1 d  1 6951 理1$ 底部 2 . 5 - 1 1 . 6 長 111 . 角 赤 担 備ナデ 掴聖 な し 黒色国研 2850 

貴闘 11 1 -48図 4 .ノ 69 1 2  1 6751 理S本 底部 3 . 3 - 1 1 .4 民 宮 ・ 角 石 恒 l!!灰 領ナデ‘ 千百押あと 機ナデ‘ 領ナデ (蹴) 黒色庖餓 2535 

第 11 1 -48図 5 ‘ノ 6923b 悦乱 理鈴 底部 4.0- 7 . 6  畏 宮 角 。 石 赤 Lぷい帽 備ナテ後 ミ ガキ (多方向) ナテ 串色阻研 2568 

第 111 -48図 6 ソ 6922c 包 1 回 理富本 底部 2 . 2 - 8.6 岳 宮 角 石 赤 纏 揖ナデ、 彼ナデ ( 部) IIIナデ 黒色直研 2567 

第 111 -48図 7 、ノ 69 1 3b 包3 . 胆 浅ま事 口縁 142.01 3.0- & . \1 角 赤 思褐 ミ ガキ (機) 、 凹鯨 (倒位) ミ ガキ (傾) 緑色閣研 PL-24 2527 

第 111 -48図 8 、ノ 6922. 間乱 浅2本 日韓 128.01 3 . 7 - 民 E にぷい賞恒 ナデ、 ミ ガキ (槻) 、 it線 (繍位) 後ナデ ナデ、 ミ ガ キ (繍) 、 it録後ナデ 血色由研 (天目式) 26口 g l

第 川 -48図 9 、ノ 69 1 2  29751 :美鈴 口録 130.01 3.4 民 宮 角 赤 1:ぷい椙 田褐 担線 (織自) 後 ミ ガキ (繍) ミ ガキ (機) 黒色層研 2544 

第 111 -48図 1 0  ‘ノ 69 1 2  包吉岡 浅2本 口線 136.01  4 . 1 - H . fI 角 赤 黒褐 恒 ミ ガキ (禍) 、 沈縁 11町立) ミ ガキ (繍) 黒色庖研 2538 

第 111 -48図 1 1  、ノ 69 1 2a 包倉田 浅S事 口 揖 1 5 7 . 8 1  5 . 1 - 長 E 角 石 赤 思褐 暗原賀 ミ ガキ {織) 、 it続 (繍位) ミ ガキ (繍) 血色国研 2536 

第 11 1 -48図 1 2  ‘ノ 69 1 2a 包2 b 府 ;美総 ロ縁 139 .21  2 .8- 長 宮 角 赤 にぷい黄櫨 領ナア、 ミ ガキ (倒) 活線 (検位) ミ ガ キ {慣} 、 織ナγ 黒色庖研、 熊磁 2594 

第 111 -48固 1 3  ノ 6923b 指乱 ;妥鈴 ロ揖 128.2)  1 . 1 - 岳 宮 角 赤 にぷい貫帽 ミ ガ キ (績) 慣ナデ 毘色居間 'õ閉式) 、 黒E定 2523 

第 111 -48図 1 4  、ノ 69 1 2c 包2 b 田 浅鈴 日韓 { ) 2 . 6 1  2 .8- 晶 置 角 赤 間赤禍 ミ ガキ (多方向) 沈線 {備位} ミ ガキ (多方向) 、 it緑 {繍位) 用色眉研 2570 

第 111 -48固 1 5  ノ 6922a ) 6951 浅鈴 日韓 1 ) 6.01  2 . 8 - 晶 君 角 赤 'cぷい商掲 ミ ガキ (備) ミ ガキ (繍) 黒色国初 1I!\II 1式1 2545 

第 111 -48図 1 6 ソ 69 ) 2d 1 6951 浅S本 口縁 不問 2 . 5 - 晶 君 角 赤 にぷい寅樫 ;x師、 ミ ガキ (禍) ミ ガキ痕 (綴) 黒色庖研 2692 

第 111 -48回 1 7  ノ 6 9 1 2b 1 955' ;美総 底部 2 . 8 - 3 . 8  1' . \1 角 問赤網目 ミ ガキ (多方向 飼) 償ナデ ミ ガキ (多方向) 黒色庖研、 照斑 2554 

第 11 1 -48図 1 8  iノ 69 1 2  1 675' i孟鉢 底部 1 .6 5 .0  民 角 石 赤 姻灰 悶褐 ミ ガキ (禍} 繍ナデ (槻) 黒色Jll;� 2534 

第 111 -48図 1 9  、ノ 6922b 1 8551 浅鈴 底部 1 . 3- 3.4  呂 宮 角 。 赤 にぷい置 ナデ ミ ガキ (多方向) ナテ 黒色問研、 期1M 2553 

第 111 -49国 ? ‘ノ 69 1 2b . 6902. . 69 1 2  1 95 . 297 . 1 6951 深u 日韓 3 1 . 5 1 0 .8- 宮 角 赤 にぷい黄恒 思褐 ナテ後 ミ ガキ (多方向) 不明、 ナテ後 ミ ガ キ (繍} 黒色簡冊、 巨大嗣怪32.8an PL-24 2673 

第 111 -49回 2 ノ 69 ) 2  2735K . 29751 君鈴 岡田 1 7 .9- 長 官 角 赤 浅黄 鼎 蹟灰 ミ ガキ (蹴) 後 ミ ガキ {機) 圏淀、 条痕 (繍) ミ ガキ Ilæl 黒色庖研 2843 

第 111 -49図 3 ‘ノ 6 9 1  2b . 6902d 1 9051 深鉢 周目 9.2 長 宮 角 石 黒 ー 慣 にぷい黄 ミ ガキ (出) 条痕 (繍) 後ナデ (鍋) ナデ (柵) 黒色胞冊、 回大闘筏 ( 3 7 . 4an) 2576 

第 111 -49図 4 ‘ノ 69 1 2  包2 b 回 理1$ 口揖 26.0 1 0 .6- 長 宮 角 石 間賞縮 問赤沼 ミ ガキ {蹴} ミ ガキ (機} 黒色鹿田 原田 2584 

第 11 1 -49回 5 ノ 69 1 3. . 5992c . 5982 1 030 . 24551 浅 鈴 口揖 36.8 9 .0- 宮 角 ifi; 思l!! ミ ガキ (術) 沈線 {鍋由) 、 ミ ヵキ (欄後蝿) ミ ガキ (機) 、 ミ ガキ (術後世) 黒色庖冊、 田大嗣控39.2an PL-24 254 1 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1
挿図 続 遺制 週桶 出土 レ イ ア ウ ト 器祖 邸位 日程 器商 底橿 胎土 色掴 間盟 {舛面} 調盟 (内面) 備考 実澗 図版
番号 番号 番号 組閣 周也 間位 {四} (00) {四} 置号 番号

車 111 -53図 1 1  1 8 1  5 1  床面下 床面 壷 口縁 20.0 1 .4- 石 田 甚 . 11 に')\い檀 繍ナデ 機ナデ 522 
第 111 -53園 21 1 8 1  5 1  1 2  2 彊 底割 3.0- 8.8 石 畳 ・ 雷 ・ 角 にIS\い貰橿 ナデ、 梱ナデ 庖滅 778 
鯨 111 -53図 31 1 8 1  5 1  1 ・ (2 ・ ー } 車 日露~胴部 4 1 .2  7 .7- 長 石 量 赤 櫨 鋼ナデ 償ナデ 5 = 1 /4掲魁 657 
第 叩 -53図 41 1 8 1  5 1 1 1 要 日銀~頭部 40.6 5.4- 石 ， 畢 ' 11 目 角 ・ 赤 に，)iい賀檀 柵ナデ、 突帯 横ナデ 5 1 5  
第 111 -53図 51 1 8 1  5 1 1 1 聾 目録 23.0 2 . 1 - 石 畏 . 11 に，)iい買値 摘ナテ 横ナデ 496 
車 111 -53図 61 1 8 1  5 1 1 1  聾 口線 22.0 2 .8- 石 畏 . 11 角 に，S\い禍 楠ナデ 摘ナデ 499 
揖 11 1 -53図 71 1 8 1  5 1 1 1 聾 口組 (25.2) 3.2- 長 ・ 軍 ー 角 ・ 赤 間車栂 揖ナテ 損ナデ 542 
軍 11 1 -53図 81 1 8 1  5 1 1 1 璽 底部 8.9- 1 3.2 石 畏 ・ 角 ・ 串 橿 繍ナテ、 ハケ目 {縦) 、 指ナテ櫨ハケ目 (左よ) 繍ナデ、 ハケ目 {帽) 762 
掴 11 1-53図 91 1 8 1  5 1 1 1 亜 底部 2.8- 8.4 長 蟹 ・ 角 纏 摘ナデ. ハケ固 (縦} 、 ナデ 磨滅 723 
指 11 1 -53図 1 0 1  1 8 1  5 1 1 1 壷 白銀 25.8 3 .0- 長 ' 11 . 角 ・ 赤 に15\い貰禍 ナデ. ミ ガキ (繍) ナデ 530 
第 111 -53図 1 1 1 1 8 1  5 1 1 1 短頭霊 口線~園都 1 3.8 9.2- 長 ・ 蜜 ・ 角 ・ 赤 買禍 繍ナデ、 ハケ目 (繍 ー 繍) 植績ナデ、 ナデ 舗ナデ‘ ナデ、 指ナデ 729 Pし25
第 叩 -53図 1 2 1  1 8 1  s 1 . (担乱) 視古口緑盛 口組~頭部 1 7 .4 8.0- 石 畏 . 11 ・ 角 ー 串 間車褐 ハケ自 (左上 回 多方向) ‘ ナテ、 指頭庄痕 横ナデ、 ハケ目 (左上) 、 ハケ 目 {縦) 後ナデ 1 022 PL-25 
第 111 -53図 1 3 1  1 8 1  5 1  1 1  1 霊 底部 6.0- 1 3.4 石 畳 ・ 雲 赤褐 ・ 櫨 ハケ目 (右上) 櫨ナデ、 ナデ ナデ、 指頭圧痕 7 2 1  
園 11 1-53図 1 4 1  1 8 1  5 1 1 1 高坪 胸部 6.0- 石 ・ 畏 ー 軍 ・ 角 ・ 赤 に，5.い栂 ハケ目 {縦} 憧ナデ、 ハケ自 [催} 指ナテ. 指頭匡痕 737 
軍 111 -53図 1 5 1  1 8 1  5 1 1 1 高時 脚郡 1 .6- 1 4.0- 1 8.0 石 ・ 長 ー 軍 ・ 角 櫨 掴ナデ‘ ハケ目 {縦) 檀ナデ 禍ナデ 582 
軍 11 1 -53国 1 6 1  1 8 1  5 1  1 1  時蔀 口語 1 4.0 1 .2- 1 3 .9 震 赤 問事褐 柵ナデ 積ナデ {土師器} 赤色顔料 5自 1
掴 111 -53国 1 7 1  1 8 1  5 1 1 1 坪 底割 1 .0- 長 石 . 11 赤 櫨 ナデ ナデ、 ナデ桂ハケ目 {多方向] 、 ヘラによ るE観 583 
第 11 1-53函 1 8 1  1 8 1  s 撹乱 轟 口縁 33.4 4 .5- 長 ・ 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5\い橿 ミ ガキ 、 指頭圧鹿 ミ ガキ {多方向} 5 1 7  
第 111 -53困 1 9 1  1 8 1  s 掘乱 鉢 口組 25.6 2.6- 石 ・ 長 田 宮 ・ 角 灰買 柵ナデ 欄ナデ 5 1 6  
篇 111 -55図 1 1  1 86 s 庫面 N 。 車 底部 5.4- 8.0 石 墨 ・ 量 角 赤 革買檀 ハケ目 {縦) 櫨ナデ、 指ナデ、 掴ナデ. ナデ ハケ目 {多方向) - 指ナデ、 指頭匡震 1 45 
軍 111 -55図 21 1 86 s 床面 ・ ( 1 ) N 。 複合口縁盟 口組~頭郡 1 3 .0 6.3- 石 ・ 畏 ・ 蜜 ・ 角 田 事 間車褐 柵ナデ、 突帯 機ナデ 206 
車 111 -55園 31 1 86 s 庫面 N o  短盟理 完形 6.8 1 7 .6 5 .7 石 ・ 畏 冨 角 ・ 赤 に，5iい置橿 ナデ、 繍ナデ. ハケ目 (鐙) 後ナテ ナテ、 掴ナテ‘ 揺園圧国 鳳盟. 部欠鍋 (11;1大周 橿 1 7 .400) 22 1 PL-25 
軍 11 1-55図 4 1  1 86 5 1  1 P P 量 口組~頭郡 (22.5 4.9- 長 虫 ・ 角 議買値 摘ナデ、 突帯 栂ナデ、 ナデ 1 48 
第 11 1 -55図 51 1 86 s 床面 床面 酔 口鶴 (27.8 1 .95 石 田 甚 ー 霊 ・ 角 にぷい質桓 繍ナデ 繍ナデ 1 47 
第 111 -55図 61 1 86 5 1 1 1 1 聾 口組~頭部 27.0 4.0- 石 ・ 畏 . 11 ・ 角 遁質檀 柵ナデ、 突帯 欄ナデ、 ハケ自 {右上} 2 1 6  
車 11 1-55図 71 1 86 5 1 1 1 1 聾 口組 (37.0) 3.5- 石 ・ 畳 ・ 璽 ・ 角 に，5\い買橿 横ナテ 植ナデ 571 
鄭 11 1 -55困 8 1  1 86 5 1  1 1  1 轟 日韓~園部 22.4 5 . 1 - 長 ' !II ' 角 ・ 赤 担 楠ナデ後ハケ目 {横 縦) ‘ 欄ナデ、 掴ナデ後ハケ目 {縦} 、 蝿ナデ 1 73 
第 111 -55図 91 1 86 5 1 1 1 1 壷 園鶴 4.2- 石 ' 11 角 にぷい賀桓 ・ 県福 ナデ、 条刻み目突帯. 横ナデ、 ハケ目 {右上} ハケ目 (左上) ‘ ハケ 目 {右上後左上) 747 
車 111 -55図 1 0 1  1 86 5 1 1 1 壷 底部 2.6- 7.6 石 ・ 畏 ， 雷 ， 角 ・ .. 浅賀橿 楠ナデ撞ハケ目 (寵) - ナテ ハケ目檀ナデ 1 6 1  
軍 111 -55函 1 1 1  1 86 5 1 1 1 事不 底都 {高台) 1 .6- 9.7 石 畏 . 111 - 角 橿 ナデ‘ 繍ナデ ナデ [土師艶} 572 
掴 111 -59図 1 1  1 89 s 5K 5K 量 口縁 ( 1 6.4 2 . 1 - 石 ・ 畏 - !II ・ 角 ・ 赤 に，5iい橿 横ナデ 繍ナデ、 指ナテ 594 
車 11 1 -59図 21 1 89 s 5K 5K 聾 ロ縁 @.8) 1 .8- 石 . ft ・ E ・ 角 ・ 串 民 自 機ナデ 揖ナデ 608 
掴 111 -59図 31 1 89 s 5K 5K 霊 ロ鰻 27.自} 3 .3- 石 ・ 畠 . 111 ・ 角 ・ 事 浅賀橿 構ナデ 禍ナテ 1 74 
掴 11 1 -59図 41 1 89 s 5K 5K 聾 口鰻 (41 .6  2 .7- 石 ・ 畏 ' !II ' 角 ・ 赤 にぷい寅橿 概ナデ 観ナテ 1 53 
第 111 -59図 51 1 89 s 5K 5K E 底邸 4.9- 7.6 石 ー 長 ・ 醤 ・ 角 ・ 串 浅貰橿 ハケ目 {錨} 、 慣ナテ 磨灘 595 
鏑 111 -59図 61 1 89 s 5K . P P 壷 {穿孔} 口鋸 20.0 2 .0- 長 ・ 量 角 ・ 串 にぷい買橿 欄ナデ 横ナデ、 指ナデ 584 
軍 111 -59図 71 1 89 s 5K 5K 壷 ロ蝿 20.0 3 .0- 石 ・ 長 . 111 ・ 角 ・ 赤 栂 帽ナデ‘ ナデ後暗文 {縦} 慣ナデ、 ナデ櫨ハケ目 {機) 、 ナデ 1 50 
軍 111 -59園 81 1 89 5 1 1 1 1 亜 底部 3.4- (6.E1 石 ー 畏 ・ 寝 ・ 角 ・ 串 に，5\い買値 欄ナデ櫨ハケ目 {縦} ‘ 繍ナテ 麿濁 1 62 
第 !自 -59図 91 1 89 5 1 1 1  酔 口錫 1 8.6 3.0- 石 ・ 長 冨 ・ 角 ・ 赤 極 ミ ガキ寵 {椴) - 繍ナデ、 樹ナデ後暗文 {縦} ナデ‘ ミ ガキ痕 {繍} 1 55 
軍 111 -59国 1 0 1  1 89 5 1 1 1 1 台付鉢 駒郡 1 .5- 7.8 長 ・ 狸 角 に，5iい質纏 1 46 
軍 111 -60図 1 1  1 74 5 1 1 - 2 聾 目録 25.3 2.4- 石 ー 長 ' !II ・ 角 ・ 串 櫨 ナデ、 舗ナデ ナデ 頚似土器2 ' 1 11!l出土 99 
第 111 -60図 21 1 74 5 1  1 2  2 鉢 口絹 23.0 1 .8- 石 ・ 畳 ・ 量 ・ 角 ・ 帯 灰 白 禍ナデ 繍ナデ、 工具による繍ナテ 1 05 
第 111 -60闘 31 1 74 5 1 1 2 2 聾 口揖 22.4 2.0 石 ・ 星 雲 ・ 角 ・ 赤 慢 禍ナデ 繍ナデ 1 02 
軍 111 -60図 41 1 74 5 1  1 2  2 壷 底師 2.4- 8.8 石 ・ 畏 ・ 霊 橿 ハケ自 {縦 ・ 多方向) - 掴ナデ ナデ、 指頭圧痕 1 04 
指 111 -60図 51 1 74 5 1 1 1 1 E 口鶴 1 5.8 2 . 1 - 石 ・ 畠 ・ 雲 ・ 角 . .. 浅賀植 ナデ ナデ 1 00 
間 111 -60図 61 1 74 s 1 ・ (2 ) 1 車 底卸 3.5- 9.6 石 ・ 畏 ・ 霊 ・ 角 に，5iい貫橿 ハケ目 {縦) 、 横ナデ. ナテ 麿誠 1 0 1  
第 11 1 -601圏 71 1 74 5 1 1 1  1 蜜 口緑 1 8.0 2 .7- 長 ・ 霊 角 樋 摘ナデ 慣ナデ、 ミ ガキ {繍} 596 
揖 111 -60図 自 1 74 5 1  1 1  霊 口縁 1 1 .4 2.0- 石 ・ 畏 ・ 蜜 角 .. 褐 柵ナデ 横ナデ 揮邑飼料 1 03 
第 111 -6 1 困 1 1  1 62 s 5K 5K 量 口鶴 29.6 4. 1 - 長 ' 1/ ・ 角 問揖禍 繍ナテ、 ナデ櫨ハヶ目 [左上) 梱ナデ. ナデ檀領ナデ 563 
第 111 -6 1 図 2 1  1 62 s 5K 5K E 底部 4.2- 9.8 石 ・ 星 雲 角 ・ 赤 にぷい橿 ハケ目 {左上} 、 ナデ. 繍ナデ 磨灘 72 
第 叩 -6 1 図 3 1  1 62 s 1 上 2 聾 目録~調部 2 1 .0 9 .5- 石 ・ 轟 ・ 角 海貰橿 横ナデ、 ハケ目 {巌} 植椴ナデ 繍ナデ、 ハケ巨 {左上} (盟大周謹20・} 頬似土器2 . 1 下回出ゴ 1 40 
第 11 1 -6 1 図 4 1  1 62 5 1  1 下 1 下 聾 口健 33.自 3. 1 - 石 ・ 畏 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5\い貿橿 椴ナデ. ナテ 横ナデ、 ナデ 74 
軍 11 1-6 1 図 5 1 1 62 5 1  1 下 1 下 壷 口緑 1 9. 0  3.0- 石 ・ 畏 量 角 ー 器 に，5iい買檀 損ナデ 犠ナデ 92 
揖 111 -6 1 図 6 1  1 62 5 1  1 下 1 下 短顕墨 ロ縄~属部 (23.0 3 .6- 長 田 宮 ・ 石 にぷい担 繍ナデ、 ナデ、 工員によるナデ ナデ 7日
軍 111 -6 1 図 7 1  1 62 5 1  1 下 ー 1 上 1 下 壷 底部 4.4- 8.4 石 ー 畏 ー 君 角 檀 ハケ目 (縦} 檀ナデ、 ナデ ナデ 7.有
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 2
挿図 信 温摘 迎禍 出土 レ イ ア ウ ト 器種 部担 口笹 極高 底橿 飴土 色閤 調亜 {外面) 間盟 (円画} 備考 実潤 図版

番号 番号 番号 掴 回位 居位 (00) (田) (凹) 置号 番号

第 !日 6 1 図 8 1  1 62 S 1 1 - 1 上 亜 口鶴~周8B (28.6) 5.2- 石 畏 ・ 霊 角 1;:，5\い恒 績ナデ、 法組 岨ナデ、 ナデ 76 

第 11 1 -6 1 図 9 1  1 62 s 1 上 1 上 翌 口組 30.3 2.2- 石 畏 . Ii/ 角 t;:，�い酉樫 摘ナテ 掴ナデ 565 

田 川 -6 1 図 1 0 1  1 62 s 1 上 1 上 亜 口蹄 27.6 4.2- 石 畳 . Ii/ . 角 ・ 赤 にぷい橿 掴ナデ、 ナデ 掴ナテ、 ナデ 94 

軍 側 ー6 1 図 1 1 1  1 62 s 1 上 1 上 霊 口揚 26.6 3 .3- 石 畏 E 角 赤 植 Lぷい蹟檀 ナテ‘ 繊ナデ ナデ. 掴ナデ 77 

盟 111 -64図 1 1  1 92 5 SK SK 亜 口緑 1 5.0 2 .2- 石 畏 ・ 角 に，5iい檀 楠ナデ 柵ナデ 59 1 

第 111 -64図 21 1 92 s SK SK 轟 口組~周都 20.2 6.3- 石 畏 ' I!l 角 赤 信 摘ナデ. ナデ 梱ナテ 1 57 PL-26 

露 目1 -64図 3 1  1 92 s SK SK 壷 日銀 (28 .8) 2 .2- 石 畏 冨 角 赤 桓 損ナデ 掴ナデ 赤色顔料 1 60 

車 111 -64図 41 1 92 s SK SK 踊頭畳 口組 ( 1 6.4) 2.4- 石 畏 ・ 宮 ・ 角 ・ 赤 閉赤褐 輔ナデ 揖ナデ 1 52 

覇 !日 64図 51 1 92 s SK SK 童 底郡 1 .6- 7.0 長 置 ー 角 串 黒 檀 ナデ、 指ナデ後ハケ目 (;多方向) ナデ 589 

第 111 -64図 61 1 92 S 1 1 P p 盟 口組 (27.0) 2.9- 石 畏 角 ;;j\揖 楠ナデ 楠ナデ 590 

草 川 -64図 7 1  1 92 S 1 1 P p 亜 底部 5.2- 9.4 石 畏 盟 角 にぷい置檀 ナデ、 指頭圧痕 ナデ 1 49 

草 川 64図 81 1 92 S 1 1 P p 盟 底郡 3.2- (9.4) 石 畏 ・ 宮 白 角 ・ 赤 に，5iい貫檀 機ナデ後ハケ目 (縦} 、 繍ナデ 眉減 1 59 

第 111 -64図 9 1  1 92 S 1 1 2  2 亜 口縁~闘部 29.0 7.5- 石 ω 畏 霊 角 ・ 赤 にぷい策橿 繍ナデ、 織ナデ後ハケ目 (多方向) 横ナデ、 ナテ後ハケ目 (織 。 左上) 246 

第 111 -64図 1 0 1  1 92 S 1 1 1  盟 口鶴~闘部 25.0 1 8.4- 石 艮 ' 1'/ 角 ・ 赤 明赤冊 被ナデ 板ナデ [縦) ‘ ハケ 目 (蹴) 後ナデ 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 後ナデ (盟大隅1�28.0田) 8 1  

第 111 -65図 1 1  1 75 S 1 1 2  2 盟 口揖 (23.6) 2.9- 石 畏 雷 角 紘 樫 繍ナテ 機ナデ 1 06 

車 問 一65図 21 1 75 S 1 1 2  2 E 日韓 (3 1 .8) 3 .3- 石 長 冨 角 に，5\い買樫 繍ナテ 楠ナデ、 工具による揖ナデ 1 07 

第 111 -65図 31 1 75 S 1 1 2  2 E 口鶴 (25.6) 2 .3- 石 畏 E 角 1;:，5，い瞳 楠ナデ 繍ナデ 1 1 3  

第 111 -65図 41 1 75 S 1 1 2  2 亜 口揖 (20.8) 2.4- 石 長 。 宮 角 . ;;j\ 浅黄揖 繍ナテ ハケ自 (繍} 後ナデ、 蝿ナデ 1 42 

第 川 一65図 51 1 75 s 2 . ( 1 )  E 盟 (誹) 口縁 33.2 3 .2- 石 島 盟 角 1;:，5\い橿 領ナデ、 ミ ガキ (繍) 後繍ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ (積) 後繍ナデ (彊担式ヰ器) 赤色顔料 7 1 5  

盟 11 1 -65図 61 1 75 S 1 1 1  盟 口組 (測定不能) 3.0- 石 長 盟 。 角 嵩貫檀 織ナデ ナデ 繍ナデ後指頭圧痕 繍ナデ 1 1 0  

第 11 1 -65図 71 1 75 S 1 1 1  盟 口線 22.6 1 .8- 石 Ö\ ' I'/ 角 Lぷい貫樫 被ナテ 織ナヂ 1 1 7 

第 111 -65図 81 1 75 S 1 1 1  E 口輯 (23.0) 2.6- 石 Ö\ ' I'/ 角 反自 綴ナデ 術ナデ 1 09 

草 川 -65図 91 1 75 S 1 1 1  1 盟 口蝿 (28.0) 4. 1 - 石 Ö\ ' I!l . 角 揖 繍ナテ、 ハケ呂 {躍) 描ナデ、 ハケ自 {縦) スス付随 1 0日

第 111 -65図 1 0 1  1 75 S 1 1 1  盟 底部 2.4- {澗E不能} 石 長 。 置 。 角 赤 1;:，5"、い檀 ハケ目 (縦} 、 掴ナデ、 沈臨 繍ナデ 砂付泊 1 1 5 

第 川 -65図 1 1 1  1 75 S 1 1 1  量 (穿孔} ロ緯 (23.6) 3 .5- 長 蟹 角 赤 に，5\い檀 績ナデ、 立盟、 ナテ後ハケ目 (姐) 機ナデ 1 56 

第 川 -65図 1 2 1  1 75 S 1 1 1 聾 口組 22.2 4 .3- 石 高 宮 角 悶赤褐 ナデ、 ハケ自 (鑑} 後ナデ ナデ、 ハケ目 (左上 横} 後ナテ 1 1 1  

軍 111 -66図 1 1  1 64 S 1 1 2  2 盟 日韓 33.0 1 .9- 長 霊 角 1:ぷい黄僅 楠ナデ 揖ナデ、 ナァ 62 

第 川 -66図 21 1 64 s 2 . ( 1 )  2 E 厨~底部 1 1 .9- 石 島 宜 角 に" ‘い貰橿 串褐 ハケ自 (蝿) 後ナデ ハケ目 {右上) 後ナデ、 ナデ、 指頭圧痕 スス付回 68 

第 11 1 -66図 31 1 64 S 1 1 2  2 盟 底部 5.0- 6.2 石 畏 ' 1'/ にぷい貫暗 黒褐 ハケ自 (縦) 、 ナデ、 機ナテ ナテ スス付回 1 7  

富 山 -66図 41 1 64 S 1 1 1 亜 日韓 (測定不能) 3.6- 石 長 E 問責褐 繍ナデ 償ナデ、 ナデ 570 

第 川 -66図 51 1 64 S 1 1 1  盟 口鶴 ( 1 9.2) 1 .6- 石 長 。 盟 。 角 瞳 機ナテ、 ナデ ナデ 65 

第 111 -66図 61 1 64 S 1 1 1  亜 口組~頭部 23.6 4.8- 畏 冨 角 赤 嵩黄慢 摘ナデ、 突稽 術ナデ‘ 般ナデ後ハケ目 (綴) 60 

盟 111 -66図 71 1 64 S 1 1 1  E 頭部 2.3- 石 !'< ' I!l 角 檀 描ナデ 摘ナテ、 ナデ 63 

車 問 ー66図 81 1 64 S 1 1 1  E 底部 5.3- 石 Ö\ ， I'/ ' 角 櫨 ハヶ目 (縦) 後ナデ、 ナテ ナデ、 指頭圧痕 568 

車 111 ・66図 91 1 64 S 1 1 1  E 底部 3. 1 - 石 長 。 震 角 に，S\い黄橿 黒褐 ハケ目 (縦) 、 ナデ 指ナデ スス付白 67 

軍 11 1 -66図 1 0 1  1 64 S 1 1 1  盟 口線 (27.0) 2 .25- 石 畏 宮 角 問責褐2.5 繍ナテ 摘ナデ 605 

揖 111 -66図 1 1 1  1 64 S 1 1 1  蛮 口鶴 ( 1 5.8) 2 .3- 石 畏 E 角 I 赤 1:，5;い闇 楠ナテ、 ナデ ナデ 70 

軍 111 -66図 1 2 1  1 64 S 1 1 1  畳 口緑 ( 1 2.6 2.3- 長 E 角 置 ミ ガキ (綴) 車、 ナデ、 償ナデ 機ナデ、 ナデ 71  

軍 !日 -66図 1 3 1  1 64 S 1 1 1  畳 底部 2. 1 - 4.0 石 長 E 灰黄褐 ミ ガキ (縦) ‘ ナデ ハケ目 (縦) 、 工具Lよるナテ 66 

第 111 -68図 1 1  1 63 S 1 1 2  2 担 口線 1 9 .4 1 .9- 石 畏 角 桓 繍ナデ 構ナデ 564 

第 111 -68図 21 1 63 S 1 1 2  2 亜 口揖 (30.0) 1 .8- 石 畏 角 灰貰褐 摘ナテ 帽ナテ 566 

第 111 -68図 31 1 63 S 1 1 1  2 亜 日曜 27.0 2 .2- j;i . 石 角 冨 赤 に" 、い怪 恒 楠ナテ 慣ナデ 類叫土器2 . 1 周出土 95 

軍 111 -68図 41 1 63 S 1 1 2  2 亜 口揖 34.6 5.3- 石 長 ・ 宮 角 に" ‘い貰檀 楠ナテ 慣ナデ、 ナデ 頚似土器2 . 1 庖出土 82 

軍 11 1 -68図 51 1 63 S 1 1 2  2 盛 口縁 24.8 2.4- 石 ö\ . 盤 角 赤 にぷい檀 積ナテ 慌ナデ 9 1 

草 川 68図 61 1 63 S 1 1 2  2 量 口揖 ( 1 1 .8) 2 .0- 石 長 ・ 宮 角 にぷい黄櫨 楠ナデ 繍ナデ 1 1 6 

草 川 68図 71 1 63 S 1 1 2  2 堕 底部 3.6- 1 0 .4 石 長 ・ 宮 角 ・ 赤 Lこ，5iい糧 ハケ目 (縦) ナデ 庖滅 自3

車 問 68図 8 1  1 63 S 1 1 2  2 ;;; 底部 2.8- 6.2 石 !'< ' I!i' 角 串 檀 ナデ、 工異Lよるナデ ナデ‘ 指頭庄銅 80 

第 111 -68図 91 1 63 S 1 1 1  盟 口線 23.4 2.5- 石 1'l ' 1!I 角 赤 樟 横ナデ 構ブ テ 709 

草 川 68図 1 0 1  1 63 S 1 1 1  E 日韓 26.2 3. 1 - 石 ・ 畏 ・ 冨 ー 角 し，S;い黄揖 備ナデ 構ナデ 89 

草 川 ω68函 1 1 1  1 63 S 1 1 1  盟 口輯 (24.0) 2 .6- 石 ー 長 虫 角 に" 、い貫橿 儲ナデ 輔ナデ 96 

第 111 -68図 1 2 1  1 63 S 1 1 1  1 盟 目録~伺部 22.0 5 . 1 - 石 畏 1lI ' 角 に，:>\い桓 憐ナデ、 ナデ 繍ナデ、 ナデ、 ヘフによる圧痕 579 

軍 11 1 -68図 1 3 1  1 63 S 1 1 1  盟 底部 2.9- 5.3 石 長 宮 角 にぷい貫揖 ハケ自 (艦) 後ナテ、 構ナテ 磨誠 567 

軍 目1 -68図 1 4 1  1 6 3 1  S ト レ 盟 底部 5.3- 9.0 石 !'< . 1!1 角 ん" 、い貰惜 ・ 鼎褐 ハケ目 {縦) 後ナデ‘ 備ナテ ナデ 自7

車 111 -68図 1 5 1  1 63 S 1 1 1  盟 底部 3.4- 7.4 石 !'i . I!1 ' 角 に，引い黄蝿 ハケ目 (縦) 後ナデ、 ナデ 磨滅 86 

第 11 1-68図 1 6 1  1 63 S 1 1 1  鉢 日韓 (22.0 1 .4- 石 畏 冨 謹黄檀 機ナデ 繍ナデ 90 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 3
挿図 筏 選桐 遺構 出土 レイアウ ト 器腫 部世 口彊 器高 底橿 胎土 色調 調盟 (外面) 調車 (内面) 備考 実測 図版
番号 番号 番号 種類 回世 屈位 (001 (田) (四} 番号 番号

第 川 -68図 1 7 1  1 63 5 1  1 1  鉢 口線 ( 1 0.0- 1 5.0) 2 . 1 - 畏 ー 雲 。 角 栂 相ナデ、 ナデ 横ナテ 562 
軍 11 1 -68図 1 8 1  1 63 5 1  ト レ 壷 口健 ( 1 9 .6 1 .7- 宜 角 赤 に，5\い買 繍ナテ 機ナデ 85 
第 111 -68図 1 9 1  1 63 5 I 1 1  亜 口組 (8.4) 1 .4- 石 長 雲 角 赤 に，Siい恒 横ナデ 繍ナァ 97 
第 川 -68図 20 1 1 63 5 I 1 1  亜 ロ縁 ( 1 1 .6 2 .2- 石 長 雲 角 綜 檀 繍ナデ 揖ナデ 93 
軍 111 -68図 2 1 1 1 63 5 I 1 1  壷 口躍 ( 1 5 .Q 3 .2- 長 霊 角 赤 民貫褐 織ナテ 積ナデ 84 
間 111 -68図 22 1 1 63 5 I 1 1  蛋 岡部 8.4- 石 長 雲 角 赤 にぷい貰恒 償ナテ、 刻み目突務 ハケ目 (縦) 後ナデ ナデ (田大胴桂28.0001 447 
第 111 -68図 23 1 1 63 5 I 1 1  壷 底部 2.8- 7.8 石 ・ 長 霊 角 に，5iい買橿 ハケ目 (縦) 、 ナデ ナテ 79 
軍 111 -70図 1 1  1 60 s 庫面 N o  亜 口組~間部 30.0 23.6- 石 長 角 灰 白 構ナテ、 毘帯、 ハケ巨 (多方向) 楠ナデ、 ハケ目 (左上) 類似土器2K!1出土、 (鼠大瞬橿32.0001 250 PL-25 
車 111 -70図 21 1 60 s 床面 . 1 N 。 亜 口縁~周節 2 1 .2 1 8.7- 石 長 宜 ・ 角 赤 iff.恒 楠ナデ、 ハケ目 (蹴) 後ナデ 横ナデ、 ハケ目 {桶) 桂ナデ (ßI大閤荏22.6団} 6 1  
第 111 -70図 31 1 60 s 床面 1 N 。 壷 日銀~頭部 1 8.2  5 .7- 石 長 角 ・ 赤 にぷい檀 揖ナテ、 ハケ目 (右上) 後横ナデ 描ナテ、 ナデ 30 
軍 111 -70図 41 1 60 s 床面下 床面 聾 口揖 25.0) 2 .2- 石 軍 角 ー 赤 講買檀 繍ナデ 楠ナデ 36 
軍 11 1 -70図 51 1 60 S 床面 床面 輯頚堕 口健 (澗定不能} 3.4- 長 ' 1'1 角 ー 赤 にぷい買帽 磨滅 ナテ 黒関 50 
草 川 70図 61 1 60 s 床面下 床面 量 口緑 ( 1 4.81 2 .2- 石 長 雲 角 赤 に15，い買檀 繍ナデ、 ナデ 工具Lよる繍ナデ、 摘ナテ 鼎斑 53 1 PL-26 
軍 111 -70図 71 1 60 5 床面 1 床面 亜 口緯~鋼部 28.9 9. 1 - 石 長 ・ 璽 角 に15iい蹟檀 横ナデ、 ハケ目 (縦) 桂ナデ 機ナテ、 ハケ目 (多方向) 黒斑 5 1  
第 111 -70図 81 1 60 s 床面 庫菌 里 底部 7 日~ 6.6 石 長 堂 。 角 iff. 担 。 黒褐 ハケ目 (左上 ι 右上) 、 ナァ ナテ、 揖ナデ スス付酒 64 
第 111 -70図 91 1 60 s 床面 2 庫面 壷 回線 24. 1 2 .3- 石 長 雷 角 買揖 繍ナデ、 ナデ 植ナデ、 ハケ目 (俄) 後ナテ 57 
第 11 1-70図 1 0 1  1 60 5 1 1 2  3 亜 口輯~胴部 27.6 日 5- 石 長 雲 角 に15;い橿 繍ナテ、 ヘラナデ、 ナテ 償ナデ、 ナデ、 ハケ自 (左上) 後ナデ (回大飼荏26.0叩} 顛倒土器3庖出土 29 
第 111 ・70図 1 1 1  1 60 5 1 1 2  3 畢 日韓 (22.8) 1 .8- 石 長 雲 角 赤 民置 摘ナデ 慣ナデ 類制土器3庖出土 69 
第 111 -7 1 図 1 I 1 60 5 1 1 1  2 亜 ロ録 (4 1 .6 2 .3- 畏 霊 角 赤 嵩商担 繍ナデ 揖ナデ 類似土器2庖出土 32 
軍 111 -7 1 図 2 1  1 60 5 1  1 2  2 盟 口録 1 9 .4) 1 .5- 民 角 赤 嵩閏橿 償ナデ、 工員によるナテ 構ナデ 45 
第 111 -7 1 図 3 1  1 60 5 1  1 1  2 亜 ロ揖 (20.0 3.5- 石 長 霊 角 赤 lこ，5iい喧 掴ナデ 描ナァ、 ナデ 類似土器2匝出土 40 
車 11 1 -7 1 図 4 1  1 60 5 1  1 1  2 亜 日韓 (29.4 2 .2- 石 長 角 赤 帽 機ナデ 繍ナデ、 ナデ 類似土器2周出土 42 
第 111 ・7 1 図 5 1  1 60 5 1  1 2  2 盛 (穿孔) ロ輯 (22.2) 3.9- 1 3.6 長 聖 角 赤 にぷい置橿 鍋ナデ 慣ナデ 3 1  
第 日 1-7 1 図 6 1  1 60 5 1 1 1 2 量 口語 1 7.2 1 . 7- 晶 君 角 。 赤 埠園短 楠ナデ 横ナデ 類制土器2庖出土 44 
第 II I ・7 1 図 7 1  1 60 5 2 . 1 2 聾 底部 1 .8- 1 3.6 石 長 宮 角 赤 に，5，い閏橿 楠ナデ 磨蝿 26 
第 11 1 -7 1 図 8 1  1 60 5 I 1 1  亜 ロ縁 (36.8) 3 . 1 - 石 畳 ー 宜 角 に，5，い但 繍ナデ、 ナデ 償ナデ、 ナデ 37 
第 11 1 -7 1 函 9 1  1 60 5 1  1 1  亜 ロ緯 (25.2) 2 .5- 石 長 ・ 哩 ・ 角 iff. 恒 慣ナデ 植ナデ 43 
車 川 7 1 図 1 0 1  1 60 5 1  1 1  盟 口語 (47.0) 2 .2- 石 長 ・ 霊 角 ・ 赤 橿 灰貫褐 慣ナデ 積ナデ、 ナデ 49 
第 川 ー 7 1 図 1 1 1  1 60 5 1  1 1  盟 口緯 2 7 . 1  3 . 7 - 石 長 ー 震 角 ・ 赤 にぷい置樫 椴ナデ 損ナデ、 ナテ 41 
第 111 ・7 1 図 1 2 1  1 60 5 1  1 1  亜 底部 5.9- 9.2 石 長 霊 角 にぷい掴 誼 ハケ目 (縦} 後ナデ、 繍ナデ、 ナデ ハケ目 (省上) 、 ナデ スス付回 54 
第 111 -7 1 図 1 3 1  1 60 5 1  1 1  1 嵩S本 口緑~周部 1 4.9 3.5- 石 長 。 角 に，5;い恒 償ナデ、 ナデ、 ハケ目 [蹴) 慣ナテ、 ヘフナデ (日大関怪 1 1 .7叩) 34 
第 111 -7 1 図 1 4 1  1 60 5 1  1 1  揖 口組 ( 1 6.2 2 .3- 石 長 雲 角 赤 檀 ナデ、 償ナデ ナテ 52 
第 川 -7 1 図 1 5 1  1 60 5 1  1 1  韓 底部 1 .5- 2.2  長 霊 角 に，5iい赤褐 1:，弘 、褐 ナデ. ミ ガキ煩 ハケ目 (多方向) 56 
第 川 ー7 1 図 1 6 1  1 60 5 1  1 1  1 壷 口緯 (23.2 2.7- 盟 ・ 角 赤 桓 繍ナデ 構ナデ 3目
第 川 7 1 図 1 7 1  1 60 5 1  1 1  E霊 口線 2 1 .6 3 .2- 石 長 角 赤 惜 揖ナデ 構ナデ 652 
第 111 -7 1 図 1 8 1  1 60 5 1  1 1  畳 口録 2 1 .4 3 .7- 冨 角 赤 t;:，5，い恒 繍ナテ 績ナテ、 ナデ 48 
第 111 -7 1 図 1 9 1  1 60 5 1  1 1  聖 口語 (25.4) 3 .5- 石 長 角 褐民 描ナデ ハケ自 (繍} 46 
第 川 阻7 1 図 20 1 1 60 5 I 1 1  壷 ロ縁~間部 ( 1 2.8) 5.8- 石 長 ' 1'1 角 串 問亦褐 続ナデ、 ナデ 構ナデ、 ナデ、 ナデ後ハケ 目 (右上] 27 
第 11 1 -7 1 図 2 1 1 1 60 S 1 1 1  1 壷 口組 1 8.0 2 .4- 石 長 震 角 赤 掲灰 ミ ガキ (多方向) 後械ナテ、 繍ナデ ミ ガキ後繍ナデ 35 
第 川 ー7 1 図 2 2 1  1 60 5 1  1 1  組古口緑畳 ロ輯 ( 1 4.8 2 .5- 石 長 。 量 。 角 赤 にぷい買揖 灰黄禍 償ナデ、 ナデ 機ナテ 28 
草 川 7 1 図 23 1 1 60 5 1  1 1  霊 口縁~頭部 5.6- 石 長 壁 角 赤 禍民 ナテ、 ハケ目 (縦) 後ナデ、 条突得、 横ナデ ハケ目 [繍) 植ナデ 端部欠損 38 
第 111 -7 1 図 24 1 1 60 5 1  1 1  壷 劇部 3.6- 石 長 E 角 思褐 沈韓、 ナデ、 ハケ自 (縦) ハケ巨 (右上) 、 ナデ (回大関笹 1 8 . 1 00) 3 1 0  
第 川 ー7 1 図 2 5 1  1 60 5 1  1 1  壷 底部 3.4- 1 3. 2  畏 雲 i 角 赤 灰褐 ナデ ナデ 59 
車 問 ー7 1 図 26 1 1 60 5 1  1 1  童 底部 2.0- 1 0.0 石 長 雲 角 に，5;い貫橿 灰 ミ ガキ {禍) 鋼、 横ナテ ミ ガキ (多方向} 58 
第 111 -73図 1 1  1 72 5 1  1 p p 1$ 日銀 20.4 1 .5- 石 長 霊 角 樟 繍ナデ 横ナデ 353 
第 川 ー73図 21 1 72 5 1  1 P P 壷 ロ縁 1 9 .0 2.9- 石 長 ・ 雲 角 悶赤褐 横ナデ ナデ後陪文 (縦) 赤色顔料 361  
車 11 1 -73図 31 1 72 5 1  I P p 壷 ロ緯 ( 113，41 1 .5- 畏 雲 南 iff. 橿 機ナデ、 ミ ガキ痕 構ナデ 355 
車 111 -73図 41 1 72 S 1 1 1 亜 口輯 20.0 1 .8- 石 長 ・ 角 民間 帽ナデ 繍ナデ 端部究損 35日
軍 111 -73図 51 1 72 5 1  1 1  量 口揖 ( 1 5.4) 2 .3- E . 長 雲 角 帯 植 ミ ガキ 痕 (構) 、 償ナデ 摘ナテ 356 
軍 111 -78図 1 1  1 87 5 1  1 2  2 霊 底部 1 .7- (8.8) 冨 角 ・ 赤 にぷい蹟褐 褐灰 慣ナテ、 楠ナテ後ハケ自 (縦) 機ナデ 1 64 
草 川 79図 1 1  1 82 5 1  1 2  2 亜 口緯 28.9 2 日~ 畏 雲 角 赤 溝買檀 構ナデ 楠ナデ 1 36 
第 川 -79図 21 1 82 S 1 1 2  2 壷 白線~頭部 1 9.2 4.6- 石 。 長 霊 ー 角 第 にぷい置橿 被ナテ、 突帯 領ナデ、 ナデ 実449 ・ 226と同 ヲ 1 29 
草 川 79図 31 1 82 5 1  2 ・ ( 1 1 2 壷 周部 1 7 .8- 畏 ・ 霊 角 ー 赤 に" 、い閏橿 横ナテ、 刻み目突帯、 ミ ガキ (縦) 後ナデ ハケ目 (繍) 後指ナデ‘ 指ナテ 実 1 29 . 226と 向 ? (直大胆彊27.4叩) 449 
草 川 ー79図 41 1 82 S 1 1 2  2 壷 底部 6.9- 7.3 民 雲 角 iff. にぷい置喧 灰貫褐 ナデ 指ナァ、 街頭E由 翼 1 29 ・ 449と 伺 ? 226 
車 川 ー79図 51 1 82 5 I 1 2  2 蜜 口組 ( 1 4.2) 1 .9- 石 長 璽 角 赤 褐灰 帽ナデ ナァ . . ， 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 4
�図 桔 週楠 週梱 出土 レ イ ア ウ ト 器噛 部位 口在 器商 底在 飴土 色悶 間堕 (外面) 間監 (円面) 儀考 軍軍j 図随

畠号 番号 番号 種類 厨也 回世 (00) (00) (00) 畠号 番号

第 111-79図 61 1 82 5 1  1 2  2 接 口録 28.6) 2.9- 石 長 ・ 宮 t;:，};い策揖 繍ナデ 相ナデ 1 3 1  

第 111 -79図 71 1 82 5 1 1 2  2 盛 口縁 1 7.0 1 .8- 石 長 霊 角 。 õi\ ，::/�;い貫栂 繍ナデ 機ナデ 6 1 1 

車 111 -79図 日 1 82 5 1  1 1  盟 日韓 (31 .2) 2.9- 長 盟 角 帯 Lぷい恒 償ナテ 相ナデ 1 38 

第 111 -79図 91 1 82 5 1  1 1  宮本 日韓~頭部 2 1 .0 3 .7- 長 盟 。 角 。 赤 積 償ナデ 楠ナデ、 ナデ 1 30 
車 111 -79図 1 0 1  1 82 5 1  1 . (-) 高時 坪部 2 1 日 6.9- 石 長 盟 角 赤 陪文 (縦) 繍ナデ、 ナデ ミ ガキ (繍) 2363 PL-25 I 

第 11 1 -8 1 図 1 1  1 76 5 1  1 1  盟 口縁 ( 1 5.6) 1 .7- 石 長 置 ・ 角 鐙 摘ナデ 樹ナデ 1 25 

車 111 -8 1 図 2 1  1 76 5 1  1 1  盟 日韓 23.8 3 .3- 石 長 霊 角 。 赤 t;:/�い赤褐 繍ナデ 慣ナデ 1 1 8 

盟 111 -8 1 図 3 1  1 76 5 1  1 1  亜 日韓 ( 1 5.0) 2.0- 石 長 雷 にIS\い黄檀 機ナデ ナデ‘ 摘ナテ 1 1 9 

串 11 1 -8 1 図 4 1  1 76 5 1  1 1  亜 底部 3.4- (8.4) 石 長 。 蟹 ・ 角 ー 赤 にI�;L 、買檀 犠ナデ 庖混 1 63 

軍 111 -8 1 図 5 1  1 76 5 1 1 1  聖 口鶴 (28.2) 4.0- 石 長 盟 ・ 角 檀 機ナテ 楠ナテ 1 1 4 

第 111 -8 1 図 6 1  1 76 5 1 1 1 僚顕壷 ロ縁 (澗定不能) 1 .6- 霊 角 赤 楠ナデ 欄ナデ 赤色顔料 1 32 
第 111 -8 1 図 7 1  1 76 5 1 1 1 無頭宣 口縁 ( 1 7.0) 3.0- 長 壁 角 赤禍 。 檀 ナテ ナデ、 繍ナテ 1 39 

第 11 1-82図 1 1  1 85 5 1  床面 (揖乱) N o  E 口縁~胴部 27.2 22.7- 石 長 !!I ' 角 明演褐 黒褐 欄ナデ、 突格、 ナテ 楠ナテ、 指ナデ後ナデ (ll!大周彊26.900) 550 

第 111 -82図 21 1 85 5 1  床面 N o  畳 胴~底部 1 9 .0- 6.0 石 長 宜 角 Lぷい黄橿 に，S，い買櫨 ミ ガキ (検) 、 ナデ 指ãI圧圏、 指ナテ後ハケ目 (蹴) 、 ナテ (盟大胴橿27 .4叩) 662 

草 川 82図 31 1 85 5 1  1 2  2 盟 日韓 (24.0) 2.0- 石 ' 10 宮 ・ 角 赤 に，}、い黄櫨 繍ナテ 揖ナテ 1 5 1  

軍 111 -82図 41 1 85 5 1  1 1  聾 日韓 (2 1 .6) 2 .3- 石 長 冨 角 蒜 銅赤褐 積ナテ 禍ナデ、 ナデ 1 7 1  

第 111 -82国 51 1 85 5 1 1 1  亜 口韓 3 1 .0 1 .8- 石 長 置 。 角 。 赤 にぷい糞檀 繍ナデ 鍋ナデ、 ナデ 1 4 1  

車 111 -82図 61 1 85 5 1 1 1 盟 底部 2.9- (5.0) 石 長 冨 角 I;:，}‘い黄櫨 繍ナデ、 ナデ 庖 混 1 54 

第 111 -82図 71 1 85 5 1  1 1  盟 ロ縁 23.4) 2.0- 石 島 角 謹策橿 繍ナテ 機ナテ 1 66 

車 111 -82図 81 1 85 5 1  1 1  1 量 ロ韓 ( 1 8.4) 2 .5- 石 長 ' !!1 角 õi\ にぷい賞揖 繍ナデ、 押圧文 (償ハケ 。 斜めハケ) 機ナデ 1 58 

軍 111 -82図 91 1 85 5 1  1 1  量 口縁 22.6 3 .0- 石 長 冨 角 赤 帽 繍ナデ、 ナデ、 ハケ目 (蹴) 後ナデ 禍ナテ 1 44 

刻み目文 (端部)
関 川 83図 1 1  1 77 5 1  1 1  3 盟 日韓 23.6) 2 .2- 長 ー 角 赤 にぷい橿 機ナデ 掴ナデ 額制土器3 . 2 ・ 1 周出土 1 33 

第 川 83図 2 1  1 77 5 1 1 3  3 壷 日韓 ( 1 2.4) 2.8- 石 ' ，， ' !!I ' 角 赤 灰白 繍ナデ 掴ナデ 盟副土器3 . 2 . 1 周出土 1 22 

第 111 -83図 31 1 77 5 1  1 3  3 壷 日韓 ( 1 0.8) 1 .4- 石 ー 長 角 ー 赤 に" 、い黄櫨 惜ナデ 繍ナデ 1 34 

車 問 自3図 41 1 77 5 1  1 1  3 畳 日韓 1 6.0) 2 .3- 長 角 赤 謹貫極 ミ ガキ {構} 、 構ナテ ミ ガキ {揖) 頚倒土器3 ・ 1 庖出土 1 93 

車 川 -83図 51 1 77 5 1  1 3  3 畳 頚部 2.5- 長 冨 角 LぷL 、賞褐 黒田 ミ ガキ {慎) ミ ガキ {掴) 、 へフケズリ (構) 黒色土器、 掘 しあ リ 6 1 2  

車 川 -83図 61 1 77 s ト レ 蓋 王井郡 2.2- 石 長 冨 角 担 ナデ し ぼ り 園、 しぼり 後ナデ、 指頭圧泊、 ナテ 赤色顔料 1 28 

軍 11 1 -83図 71 1 77 5 1  1 2  2 盟 日韓 ( 1 6.4) 2 . 1 - 石 長 ・ 宮 白 角 。 赤 嵩貫橿 繍ナデ 梱ナテ 1 24 

露 目1 -83図 81 1 77 5 1  1 2  2 亜 口輯~関部 30.9 3.0- 石 ー 長 冨 角 赤 槌 機ナデ、 ハケ目 (縦) 繍ナデ 1 26 

需 11 1 -83図 91 1 77 5 1  1 2  2 E 底部 2.6- 7.6 石 長 ' !!1 角 。 赤 桓 ナデ、 ナデ後栢ナデ (雌) 、 柵ナテ 庖滅 1 35 

車 11 1 -83図 1 0 1  1 77 S 1 1 1  亜 日韓 (25.2) 2 .2- 長 窪 角 lこ" 、い撞 繍ナデ 楠ナデ 1 27 

盟 問 83図 1 1 1  1 77 5 1  1 1  亜 日韓 30.4) 2 .2- 石 ー 長 霊 角 に，:;;い黄櫨 繍ナテ 摘ナデ 1 20 

盟 111 -83図 1 2 1  1 77 5 1  1 1  亜 日韓 (25.0) 3.6- 石 . ft ' !!I ' 角 。 赤 瞳 機ナテ、 積ナプ後碕宜 {縦) 摘ナデ 1 37 

簡 川 -83図 1 3 1  1 77 5 1  1 1  簡頭霊 口縁 1 4.4 1 .75- 石 ・ 長 。 宮 ・ 角 赤 1::，5、い貫栂 摘ナデ、 ハケ目 (右上) 掴ナデ 1 2 1  

露 日1 -83函 1 4 1  1 77 5 1  1 1  3 盟台 脚部 2.3- ( 1 8.0) 石 長 角 にぷい置 摘ナデ 摘ナデ、 ハケ目 (繍) 後繊ナデ 1 23 

車 川 -87図 1 1  1 67 5 X  床面 4 ・ 3 床面 盟棺 完形 72 78.3 1 0.8 長 石 盟 õi\ に15;い黄橿 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 、 突帯、 ナデ 楠ナデ、 ナア (園大関哩60.500) 2367 PL-26 

2 . 1 担 ハケ目 (縦) 、 指踊圧倒
軍 側 -88図 1 1  1 67 5 X  原画 N o  亜 口縁 (3 1 .4) 2 .2- 石 長 冨 角 赤 1::15;い貫瞳 帽ナデ 楠ナデ 1 98 

第 川 -88図 2 1  1 67 5 X  局部 N o  畳 口縁 2 1 .6 3 .5- 石 長 冨 角 。 赤 檀 機ナデ 償ナデ 1 89 

関 川 -8自国 31 1 67 5 X  開面 肩部 N o  盟 口韓~胴部 20.4 28.2- 石 長 ・ 宮 角 赤 間赤掲 相ナテ、 個ナテ後ハケ目 (蹴) 刻み目突稽 楠ナデ 黒斑、 Il甚大胴埋28.2田) 1 65 PL-26 

車 111 -88図 4 1 1 67 5 X  周部 N o  盟 日韓 (20.0) 3.8- 石 長 E 角 赤 嵩置瞳 繍ナデ 楠ナデ 1 76 

揖 11 1 -88図 5 1 1 67 5 X  床面 N o  盟 口縁 (24.2) 3 .3- 長 ' 1'/ 角 t::，5;い黄櫨 楠ナデ 摘ナデ 1 72 

鰐 111 -88図 61 1 67 S X  床箇 床面 盟 口縁~頭部 29.8 3.9- 石 ー 長 宮 ー 角 1;:，5、い黄櫨 摘ナデ 繍ナデ 1 70 

軍 111 -88図 7 1 1 67 5 X  床面 床面 亜 口縁 26.4 3.5- 石 長 盟 角 I 赤 閉赤褐 ナデ 繍ナテ、 ナデ 類似土器原因 . 2 . 1 回出士 1 8 1  

第 111 -88図 日 1 67 5 X  床面 床面 亜 日縁 23.0 2 .3- 長 震 角 赤 檀 機ナデ 楠ナテ、 ハケ目 (績) 後楠ナデ 類制土器床面 3 . 2 ・ 1 回出土 1 78 

車 111 -88図 9 1  1 67 5 X  床面 隊面 亜 底部 1 .8- 7.8 長 哩 角 赤 にぷい買橿 ハケ自 (縦) 後ナデ、 柵ナデ、 ナデ 摺滅 1 79 

第 川 -88図 1 0 1  1 67 5 X 1 2  床面 盟 底部 3.2- 7.9 石 長 冨 角 ・ 赤 橿 ハケ 目 (綴) 、 ナデ 庖滅 頭似土器障面 21f!l出土 1 99 

第 111 -88図 1 1 1 1 67 5 X  床面 床面 !'l (穿子L) 口緯 ( 1 4.0) 4.0- 石 長 角 赤 檀 償ナデ、 突帯 繍ナテ後暗宜 {縦) 摘ナデ、 ナテ 1 68 

串 111 -88図 1 2 1  1 67 5 X  床面 1 床面 亜 口縁 30.0 2.2- 石 長 冨 角 ・ 赤 檀 繍ナデ 楠ナデ 類制土器床面 2 ・ 1 厨出土 1 86 

揖 111 -8自国 1 3 1  1 67 5 X  床面 床面 盛 底部 3.5- 6.0 石 長 宮 角 赤 にぷい控 ナデ後ハケ目 (縦) 、 ナデ ナデ、 指頭圧痕 1 69 

車 111 -88図 1 4 1  1 67 5 X  潤8' 間部 畳 口録 25.5 3.35- 長 霊 角 ・ 赤 に" 、い揖 宿 繍ナデ 楠ナデ、 ナテ 266 

軍 111 -88図 1 5 1  1 67 5 X 1 3  3 E 底部 4.8- 9.2 石 長 ・ 宜 ・ 角 。 赤 瞳 機ナア、 ナデ ナテ、 指頭圧匝 スス付田 1 85 PL-26 

第 11 1 -8日図 1 6 1  1 67 5 X 1 2  3 量 口輯 (3 1 .8) 3 .2- 石 長 冨 角 にISiい黄掴 繍ナデ 繍ナテ 額制土器3厨出土 1 77 

第 111 -88図 1 7 1 1 67 5 X 1 3  3 無覇翌 日韓 1 9.0 5 .2- 長 壁 角 õi\、 権 繍ナデ 情ナデ 7 1 9  
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 5
挿図 筏 追柵 週掴 出土 レイアウ ト 器祖
番号 畠号 番号 種類 庖位 回位

第 111 -89図 1 1  1 67 S X  1 1  2 狸
車 111 -89図 21 1 67 S X  1 2  2 亜
第 111 -89図 31 1 67 S X  1 1  2 盟
車 111 -89図 41 1 67 S X 1 1  2 聾
軍 111 -89図 51 1 67 S X 1 2  2 亜
車 111 -89図 61 1 67 S X 1 2  2 亜
車 111 -89図 71 1 67 S X 1 2  2 盟
車 111 -89図 81 1 67 S X 1 2  z 蛮
調 111 -89図 91 1 67 S X 1 2  2 世
第 111 -89図 1 0 1  1 67 5 X 1 2  2 望盆
第 111 -89図 1 1 1  1 67 S X  1 2  2 高t不
揖 111 -89図 1 2 1  1 67 5 X 1 1  亜
第 111 -89図 1 3 1  1 67 S X  亜
軍 111 -89図 1 4 1  1 67 5 X 1 1  E 
第 目1 -89図 1 5 1  1 67 5 X 1 1  亜
第 川 -89図 1 6 1  1 67 5 X  亜
軍 111 -89図 1 7 1  1 67 5 X 1 1  事事
車 111 -89図 1 8 1  1 67 5 X 1 1  壷
軍 111 -89図 1 9 1  1 67 5 X 1 1  量
車 111 -89図 20 1 1 67 5 X 1 1  壷
第 111 -89図 2 1 1 1 67 5 X 1 1  壷
車 111 -89図 2 2 1  1 67 S X 1 1  置周恩
第 111 -89図 23 1 1 67 5 X 1 1  壷
第 111 -89図 24 1 1 67 5 X 1 1  鉢
第 111 -89図 251 1 67 5 X 1 - 量
車 111 -89図 26 1 1 67 5 X  高t不
軍 111 -89図 27 1 1 67 5 X  ト レ 高i不
第 111 -89図 28 1 1 67 5 X 1 1  高t不

車 111 -92図 1 1  297 S 1 1 2  2 亜
軍 111 -92阻 21 297 5 1  1 2  2 亜
軍 111 -92図 31 297 5 1  1 2  2 量詑
車 111 -92図 41 297 5 1  1 2  2 主愛
軍 111 -93図 1 1  1 69 5 1  床面 床面 亜
第 111 -93図 21 1 69 5 1  1 下 床面 亜
軍 111 -93図 31 1 69 5 1  1 2  床面 E 
軍 111 -93図 4 1 1 69 5 1  床面 庫面 亜
第 111 -93図 51 1 69 5 1  1 下 底面 聾
第 11 1 -93図 61 1 69 5 1  床面 1 床面 亜
車 川 -93図 7 1 1 69 5 1  床面 床面 亜
車 川 -93図 8 1  1 69 s 1 上 床面 亜
軍 111 -93図 91 1 69 5 床面 床面 聾
車 111 -93図 1 0 1  1 69 5 床面 庫画 阻
第 111 -93図 1 1 1  1 69 s 庫面 床面 壷
第 111 -93図 1 2 1  1 69 s 床面 床面 壷
軍 111 -93図 1 3 1  1 69 s 床面 床面 士富町Z 
揖 111 -93図 1 4 1  1 69 s 庫面 庫面 高t不
車 111 -93図 1 5 1  1 69 5 周部 周部 畳 (穿，LI
車 111 -93図 1 6 1  1 69 s 厨部 肩部 軍
車 111 -93図 1 7 1  1 69 s 層部 岡部 量
車 川 93図 1 8 1  1 69 s 屑部 周部 罪表顕盟
車 111-93図 1 9 1  1 69 s 1 下 3下 亜
軍 11 1 -93図 20 1 1 69 s 3上 3 下 里
第 111 -93図 2 1 1 1 69 s 3上 3下 歪 (穿孔)
第 11 1 -94図 1 1  1 69 5 1  1 2  2 亜

部位 口 担 器 商 底担
(凹} (田) (田)

目録 (23.6) 2.3-
口鶴 37.2 3 .0-
ロ蝿 3 1 .4 2.4-
口緑 ( 1 6.6) 1 .9-
口組 28.0 3. 1 -
底部 4.2- 9.6 
底部 4. 1 - 8.3 
口線 (20.0) 2.4-
日韓 ( 1 8 .7) 1 .4-
口線 (34.0) 2 . 1 -
口縁 (24.4) 1 .6-
口縁 29.2 2.8-
口輯 (23.8) 2.4-
口緯 29.6 3.6-
口線 24.0 4.0-
底部 2.3- 6. 1 
口鶴 2 1 .0 7.0-
目録 ( 1 3.8) 2 .9-
口組 (28.0) 3 .2-
口縁 ( 1 0 .8) 1 .2-
口錫 28.6 3.8-
口組 22.0) 3.5-
踊8� 6.4-
底部 2. 1 - 日日
底部 2.3- 7.9 
目録 (22 .4) 1 .0-
脚上部 4.2-
脚部 1 0.2- 1 5.0 

底部 2.8- 7.4 
底邸 2.5- (4.0) 
口鰻 (30.0) 1 .5-
口組 ( 1 0.0) 1 .6-
口線 22.0 2 . 1 -
口組 25.6 2.8-
口鶴~頭部 26.0 5.4-
白銀 22.0 1 .6-
口揖 2 1 .4 2.4-
口縁~頭部 26.0 6.0-
底部 2.7- 1 2.0 
底部 5.3- 1 0.0 
底部 3.3- 1 0.0 
把手 5.6-
目録 ( 1 1 .0) 1 .8-
口語 (湖定不能} 1 .4-
口揖 26.2 6.0-
胸部 2.65- 1 7 .6 
口縁 1 9 .8 1 .9-
口緑 27.5 3 .2-
ロ緑 1 5.4 2.0-
ロ輯 ( 1 0.7) 4.5-
日銀~園部 29.0 1 0.3-
口録 24.0 1 .7-
口録 1 9.6  1 .9-

口線~頭部 26.4 5.5-

胎土 色悶 宿直 (外面) 間亜 (内面) 備考 実刑 図版
苗号 置号

畏 ・ 角 温買檀 ナデ、 機ナテ ナデ、 掴ナデ 頭似土器2 . 1 凪出土 2 1 3  
石 長 ・ 霊 角 赤掲 摘ナテ 楠ナテ 者、色顔料 1 80 
石 ・ 星 雲 ・ 角 埠買揖 ナデ ナテ 類似土器2 . 1 回出土 1 84 
畏 霊 角 赤 にI�iい褐 楠ナデ 繍ナデ 矧似土器2 . 1 1!!l出土 1 9 1  
石 長 . iI 角 Lこぶし、揖 慣ナデ 償ナテ、 ハケ目 (左上) 後備ナデ 722 
石 ・ 長 E 角 ・ 赤 帽 楠ナテ、 ナデ後ハケ目 (縦) 庖滅 砂付組 1 97 
石 長 . iI 角 ー 赤 恒 ナデ 磨滅 201  
石 ・ 長 E 角 檀 傾ナデ、 ハケ目 (縦) 楠ナデ 7 1 7  
石 ー 皇 宮 角 溝買喧 繍ナテ‘ ナデ ヘフLよる圧国 者、色顔料 202 
石 長 霊 角 にぷい買檀 備ナテ 摘ナデ、 ミ ガキ痕 (帽) 200 
石 長 雲 角 温貫 用 描ナデ 繍ナァ 228 
石 ・ 長 雲 角 謹賀檀 輔ナデ 楢ナテ 1 94 
畏 霊 角 赤 椙 楠ナデ 機ナデ 1 82 
畏 窓 角 に，5;い買橿 楠ナデ、 楠ナデ 205 
石 長 ・ 盟 角 iffi 亦喧 繍ナデ、 ナテ 楠ナテ、 ナテ 赤色顔料 7 1 4  
石 長 。 霊 檀 ナテ、 掴ナデ 層減 1 95 
晶 霊 角 担 輔ナデ、 工員による圧痕 領ナテ、 ナデ 234 PL・26
長 ・ 石 111 . 赤 埠買揖 横ナデ. ナデ後刻み目立 {端部) 描ナデ 1 87 
石 長 角 赤褐 鍋ナテ、 工具によるナデ 横ナデ 393 
石 長 角 ;;r.褐 描ナデ 楠ナデ 赤色顔料 7 1 0  
石 長 霊 角 赤 活買串 掴ナテ 繍ナテ、 工 員 に よ る鍋ナデ 1 92 
石 長 雲 角 赤 にぷい買植 ハケ目 {左上) 後ナデ、 繍ナテ ハケ目 (左上) 後ナデ 1 88 
石 長 。 蜜 角 にぷい栂 繍ナテ、 突帯、 車uみ田空帯、 ハヶ目 {蹴) ナテ 736 
石 ・ 長 震 角 �;: ，5iい買掴 ノ 、ケ 目 (縦) 後繍ナテ、 償ナデ、 ナデ ナテ、 指頭庄痕 203 
石 長 雲 角 赤 用褐 灰質褐 ナデ、 ハケ自 (多方向) 後ナテ ハケ目 (多方向) 後ナデ、 ナテ 1 96 
石 長 . 111 角 赤掲 暗主 [縦) 、 蝿ナデ 思混 赤色顔料 7 1 1 
石 長 ・ 霊 角 ー 赤 橿 楠ナテ ナテ 1 90 
畏 霊 ・ 角 赤 に，5i L \恒 ナデ後ハケ目 (縦) 、 繍ナプ ナデ 24 

術ナデ後ハケ昌 {慣} 、 指頭庄痕
長 ・ 雲 ・ 角 赤 に，Siい間瞳 ハケ目 (多方向) 後ナデ、 楠ナデ、 ナテ 庖調 409 
晶 君 角 担 ナテ、 ハケ目 (縦) ナァ 600 
石 長 宜 角 赤 檀 綴ナデ 繍ナデ 397 
石 畳 E 問責褐 繍ナデ. ナデ 繍ナテ 396 
石 長 . 111 角 担 植ナデ 繍ナテ 255 
石 長 。 霊 角 問赤褐 ナテ、 概ナデ、 ナデ、 彼ナテ 期制土器底面 ・ 3下 2 . 1 回出土 227 
石 長 蟹 角 に，5;い担 橿 ナデ、 償ナデ ナデ、 横ナデ 期似土器床面 ・ 2 . 1 回出土 221 
石 長 。 霊 角 檀 機ナデ 楠ナテ 452 
畏 雲 角 赤 にぷい褐 織ナデ、 楠ナデ 楠ナデ、 ナテ 煩似土器床面 ・ 3上 ・ 2 . 1 園出土 238 
石 長 盟 角 赤 埠賀檀 楠ナデ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ 230 
長 I 雲 角 赤 に，5iい聞檀 ナテ後ハケ目 (縦) 、 機ナデ 庖調 4 1 9  
石 長 ， 哩 角 にISiい閏揖 ハケ目 (縦) 、 植ナテ、 ナテ ナデ、 織ナテ 頬似土器床面 1 園出土 239 
石 長 雲 角 橿 楠ナデ 庖混 446 
畏 石 赤 ハケ目 (右上} 、 ナデ後指頭圧痕 ナデ (把手付鉢) 赤色顔料 433 
盟 ・ 角 赤 に.Siい檀 領ナデ 繍ナァ 598 
宮 角 ・ 赤 に" 、い買檀 償ナテ 楠ナデ 599 
畏 ー 霊 角 ー 赤 に" 、い赤褐 揮 植ナデ 繍ナデ 252 
石 ・ 長 霊 ー 角 赤 恒 ミ ガキ {備) 摘ナデ 4 1 6  
長 。 雲 角 赤 にぷい買橿 機ナデ 繍ナテ 24 1 
畏 ・ 雲 角 に，Siい閏檀 構ナデ 檎ナテ 244 
右 長 111 . 角 赤 檀 償ナデ、 2条刻み目文 摘ナデ 280 
石 島 角 赤 に，Siい橿 ハケ目 (左上) 櫨ナデ、 摘ナデ 楠ナデ 558 
石 長 。 111 . 角 赤 思掲 謹買 揖ナデ、 ナデ笹ハケ目 (左上) 梱ナデ、 ナテ後ハケ目 (右上 ー 多方向) 類似土器 3 下 2 . 1 周出土 242 
石 ・ 長 霊 角 iffi 灰置褐 描ナテ 横ナデ 249 
石 長 雲 ー 角 赤 に" 、い買櫨 摘ナデ 繍ナデ 235 
石 長 曹 ・ 角 檀 ナデ、 突帯 ナデ 2 1 9  
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 6
挿図 桔 週禍 迎禍 出土 レイアウ ト 器植 部位 口笹 器商 底謹 飴土 色問 関車 (舛面) 飼盤 (同函} 備考 実測 図版

畠号 苗場 番号 細類 周世 回世 {凹) (011) {田} 番号 番号

摺 1 11 -94図 21 1 69 5 I 1 2  2 盟 口縁 30 .4 1 .7- 石 ， 畏 ・ 雲 ・ 角 . iif， 灰白 繍ナテ ナデ 類似土器2 . 1 回出土 243 

指 11 1-94園 3 1 1 69 5 1  1 2  2 E 口線 33.6 2 .4- 石 ー 畏 ・ 霊 ' 角 田 揮 にぷい檀 ナテ、 指ナデ撞楠ナデ ナデ 225 

第 111 -94図 4 1  1 69 5 1  1 下 2 E 口組~周回 1 6.0 4. 1 - 石 長 1 盟 角 帯 にI�iい掲 檎ナデ、 ナデ‘ ナデ植ハケ目 (縦) 禍ナデ、 ナテ 頬似土器2 . 1 周出土 208 

第 111 -94図 51 1 69 5 1  1 下 2 聾 口緯 20.8 3.3- 石 ・ 畏 . I!I 白 角 串 橿 楠ナテ 摘ナデ 類似土器2 . 1 回出土 232 

踊 1 11 -94図 61  1 69 5 I 1 2  2 毘 口線 26.6 3 . 1 - 石 ' ll! ・ I!I . 角 間帯褐 楠ナデ、 ナデ 楠ナデ. ナデ 204 

開 111 -94図 7 1 1 69 5 1 1 2  2 聾 目録~風間Z 1 9.4 6. 1 - 石 ・ 長 ・ 盟 国 角 問罪褐 黒褐 繍ナデ 横ナデ、 ナデ後ハケ 目 (右上} 209 

第 111 ・94図 81 1 69 5 1  1 上 2 E 底部 4.2- 6.2 石 ' ll! ' !!I 角 ・ 串 鐙 ナテ撞ハヶ目 (縦} 、 摘ナデ、 ナデ 庖誠 題似土器2 ・ 1 周出土 253 

簡 111 -94図 91 1 69 5 1  1 2  2 題 口鍵 29.8 2.3- 石 ー 畏 盟 ・ 角 ・ 串 車褐 備ナデ、 ナテ. 暗主 (縦} ナデ 450 

田 111 -94図 1 0 1  1 69 5 1  1 2  2 盛 口語 20.2 3.0- 石 ・ 且 . 111 ・ 角 ・ 揮 権 横ナデ、 ナテ揖宿主 (縦} 横ナデ‘ ナデ 事色顔料 260 

第 111 -94図 1 1 1  1 69 5 1  1 2  2 霊 園部~嗣8ß 1 5.7- 石 ・ 長 田 宮 ・ 角 ・ 赤 赤 ー 植 突帯、 ハケ目 (縦 ・ 多方向) 、 車yみ自突帯 ハケ目 (右上) 鳳斑 (母大胴提32.0田)頚似土器 1 届出土 7 1 6  

第 111 -94図 1 2 1  1 69 s 2 ・ 1 下 ・ ( 1 ) 1 2 建 底部 6.2- 7 石 ー 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 帯 活費 Lぷい買橿 ナデ ナデ スス付届 256 

篇 1 11 -94図 1 3 1  1 69 5 1  1 2  2 霊 底部 4.5- 6.2 石 ー 量 密 赤補 。 赤 ナデ 指ナデ 2 1 0  

第 111 -94図 1 4 1  1 69 5 1  1 2  2 霊 底部 1 .5- 4.6 畠 ・ 虫 ・ 串 にぷい買檀 匝買揖 ナテ後 ミ ガキ [楠} 、 ナデ 指ナデ 2 1 8  

露 11 1 -94国 1 5 1  1 69 5 1  1 2  2 亜 天井部 1 .0- 昼 ー 盟 角 串 悶買褐 ナデ、 楠ナデ、 刻み目文 ナデ 284 

第 111 -94困 1 6 1  1 69 5 1  1 2  2 1不 底部 2.6- 9.0 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 串 檀 ー に，5.い恒 回転ナテ. 暗主 {繍) ‘ 回阪へフケズリ ナデ櫨宿文 {円周方向) {土師器) 固臨台置用 592 

箆 111 -94図 1 7 1  1 69 5 1  1 2  2 組子 完氾 7.7- 7. 1 石 ・ 昼 ・ 111 ・ 角 ・ 赤 民 回転ナデ. ナデ、 栂ナデ ナデ {軍思器} 固底古使用 {量大圏在日 7011) 1 9 1  PL-26 

語 111 -95図 1 1  1 69 s 1 τ 1 下 聾 ロ縁 30.0 2.7- 石 ・ 畏 回 虫 ・ 角 民 自 摘ナデ 禍ナデ 233 

覇 111-95図 21 1 69 s 匂 1 下 E 日銀 28.0 3.4- 石 ー 畏 宮 角 問責褐 噛ナデ 揖ナテ 222 

第 111-95国 31 1 69 s 1 下 1 下 盟 日銀~頭部 20.0 5- 長 。 蜜 ・ 角 ， 赤 民置褐 策担 繍ナデ 禍ナテ 頚似土器 1 上問出土 231 

第 111 -95因 41 1 69 s 1 下 1 下 盟 目録~園部 30.8 4.6- 石 畏 ・ 冨 ・ 角 嵩買檀 楠ナデ、 突帯 構ナデ 2 1 1 

第 111 -95図 51 1 69 s 1 下 . 1 上 1 下 E 口線 1 8.6 3.4- 石 長 ・ 密 ・ 角 ・ 赤 掴 ナデ ハケ目 (摘} 後ナデ、 ナデ 2 1 4  

第 川 崎95図 61 1 69 s 1 下 1 下 毘 口縁 (33.4) 2.7- 石 畳 ・ 盟 ・ 角 ・ 郡 浅賀揖 備ナデ 機ナデ、 ハケ目 {描) 後ナデ 類似土器 1 上庖出土 207 

車 111 -95図 7 1  1 69 5 1  1 上 1 下 盟 底部 3.5- 5.6 石 ・ 畏 ・ 角 ・ 串 瞳 ハケ目 (鑑) 後ナデ、 繍ナデ ナデ 類似土器 1 下回出土 587 

盟 111 -95図 8 1  1 69 s 1 下 1 下 盟 底部 2.7- (5.8) 石 長 ' I!I に.5iい橿 ハケ目 {縦} 、 楠ナデ、 ナデ 庖混 1 1 2  

調 111 ・95図 9 1  1 69 5 1  1 - 1 下 盟 底部 3.2- 9.4 石 畏 ・ 雲 ・ 角 串 に1)\い買値 ナデ後ハケ目 (蹴} 、 繍ナデ 直誠 頚似土器 1 下届出土 261 

第 111 -95図 1 0 1  1 69 s 1 下 1 下 盟 底部 3 .5- 9.0) 石 畏 ' 1'/ ・ 角 田 串 控 摘ナデ 庖混 281 

間 1 11 -95図 1 1 1  1 69 s 1 下 1 下 鉢 口鶴 33.4 3 . 1 - 石 畏 ・ 盟 国 角 ・ 赤 に，S\い貰桓 ミ ガキ田 (禍) . 栂ナデ ミ ガキ痕 {栂} 245 

車 11 1-95図 1 2 1  1 69 s 1 下 1 下 鉢 口総 (54.0) 2.2- 晶 石 冨 ・ 時 檀 楠ナテ 禍ナデ 248 

第 111 -95図 1 3 1  1 69 s 1 下 1 下 S平 口線 1 3.6 2. 1 - 長 ・ 罫 ， 角 揖 楠ナデ、 暗主 (禍) 慣ナテ、 暗文 (楠] (土師器) 赤色問料 586 

第 111 -95図 1 4 1 1 69 s 1 上 1 上 畢 日韓 ( 1 2.4) 1 .8- 長 E 角 樫 にぷい買橿 繍ナテ、 刻み目立 {醐郡} 繍ナデ 25 1 

第 111-95図 1 5 1  1 69 s 1 上 1 上 聾 口銭 (46.0) 3.0- 晶 ij . 角 悶赤褐 檎ナテ 繍ナテ 585 

車 11 1 -95図 1 6 1  1 69 5 1  1 - 1 上 盟 口緯 2 1 .4 6.2- 長 霊 角 1:，5，い檀 横ナデ、 工且Lよるナデ. ナデ後ハケ目 {左上) 揃ナデ、 ナテ桂ハケ目 [左上) . ナデ 224 

軍 111-95図 1 7 1  1 69 5 1 上 1 上 盟 底部 3.7- 7.6 石 長 . \11 . 角 ・ 串 にIS\い貫極 ナデ 庖涜 278 

第 11 1 -95図 1 8 1  1 69 s 1 よ 1 上 且 底部 3. 1 - 1 0.7) 長 ・ 霊 園 角 にぷい買橿 ナテ後ハケ自 (鍍) . 備ナデ 庖認 273 

揖 111 -95図 1 9 1  1 69 s 1 上 1 上 盟 口認~頭部 25.6 4.8 石 長 ・ 盟 ・ 角 悶赤沼 ー 医 摘ナデ 横ナテ、 ナデ 2 1 2  

第 111 -95図 20 1 1 69 s 1 上 1 上 盛 日銀~嗣郎 27.8 6.0- 石 畏 ・ 盟 ・ 角 ・ iif， に15;い橿 慣ナデ‘ ナデ後ハケ目 {左上} 繍ナデ、 ナデ後ハケ 目 (楠 ・ �方向) 220 

第 111 -95図 2 1 1 1 69 s 1 上 1 上 盟 日韓 20.8 2 .9- 石 長 ・ 密 ・ 角 にぷい買極 ナテ ハケ目 (縦) 桂ナデ ナデ 鳳斑 2 1 5 

車 111 -95図 22 1 1 69 s 1 上 3 上 安 口組 27.6 2.8- 石 長 ・ 盟 ・ 角 褐灰 i、ぷい買橿 繍ナデ 楠ナデ 578 

軍 11 1 -96因 1 1  1 69 s 1 上 1 上 霊 口線 23 .6 4.0- 石 . jj! . 角 t:，5;い置橿 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 楠ナテ 240 

軍 111 -96図 2 1  1 69 s 1 上 1 上 壁 口緯 2 1 .2 3 .8- 石 ・ 晶 ' I!I ・ 角 郡 t:，5;'い櫨 摘ナデ 楠ナデ、 ナテ桂 ミ ガキ (償) 262 

車 111 -96図 31 1 69 5 1  1 - 1 上 盟 日銀 23.6 5.7- 長 ・ 狸 ・ 角 桓 損ナデ 繍ナテ、 ナテ 2 1 7  

車 111 -96図 41 1 69 5 1  1 上 盟 日銀 26.6 4.5- 霊 ・ 角 灰置 買灰 構ナデ、 ハケ自 (縦} 櫨陪文 (縦} 繍ナテ 254 

軍 11 1 -96図 51 1 69 s 1 上 1 上 盟 目録 ( 1 6.0) 1 .9- 石 ・ 長 ' I!I ' 角 串 I:，S\い瞳 揃ナデ 繊ナデ 290 

田 111 -96図 61 1 69 s 1 上 1 上 盟 口縁 24.0 4.8 石 富 田 角 ー 赤 赤褐 Lぷい貰掴 栂ナデ、 ナデ桂陪文 {縦} 繍ナデ、 ナテ後 三 万キ {椴) 267 

第 111 -96図 71 1 69 s 1 上 1 上 霊 ロ緯 4 1  2.7- 石 島 ・ 盟 ・ 角 串 にぷい貰檀 楠ナデ 横ナデ 237 

軍 111 -96図 81 1 69 5 1 上 1 上 霊 底部 2 .4- 9.2 石 ・ 晶 ・ 聾 ・ 角 帯 騎灰 にぷい檀 ハケ巨 (縦 多方向) 桂ナデ、 掴ナデ ハケ自 (右上) 後ナテ 229 

揖 111 -96図 91 1 69 s 1 上 1 上 型 底部 1 .7- 8.0 長 角 ・ 赤 に" 、い掴 ナデ、 楠ナデ、 刻み目立 指頭圧痕 257 

揖 111 -96図 1 0 1  1 69 5 1 1 - 1 上 盛 底部 2.0- 7.0 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 串 灰貰褐 ナテ ナデ 258 

盟 1 11 -96図 1 1 1  1 69 s 1 上 1 上 盟 底部 1 .4- 7.0 畏 霊 ・ 角 に，5，い貫橿 ナデ ナデ 223 

朗 111 -96図 1 2 1  1 69 s 1 上 1 上 霊 底部 6.0- 5.6 石 ー 長 ・ 角 赤 に.5\い貫 ナテ後ハケ目 (巌} 、 ナデ 樹ナデ、 指頭圧痕 259 

盟 111 -96図 1 3 1  1 69 s 1 よ ト レ 1 上 高珂 口縁 25.9 1 .0- 石 ・ 民 霊 角 赤褐 暗主 (磁) 、 樋ナデ. ナデ 国混 思斑 279 

揮 11 1- 1 0 1 1 1  292 5 1  I P p E 口健 (24.8) 2.2- 石 ー 畏 ・ 角 田 事 lこ.5\い櫨 舗ナデ 栂ナデ 478 

車 111 - 1 0 1  li'!I 2 1  292 5 1  I P p 密 口組 (30.0) 3 .5- 石 ー 角 ・ 赤 にIS\い置担 楠ナデ 摘ナデ 434 

車 111 - 1 0 1  li'!I 3 1  292 s 陪函 庫函 盟 日韓 ( 1 5.0) 2.0- 石 長 ・ 霊 Lぷい置檀 摘ナデ 楠ナデ、 ミ ガキ痕 425 

軍 111 - 1 031i'!1 1 1  1 79 s 床面 床面 盟 口組 28.8 3. 2- 石 ー 長 冨 角 ・ 赤 活蹟揖 摘ナデ 禍ナデ、 楠ナデ後ハケ目 {峨) 401 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 7
帰国 筏 直梱 遣禍 出土 レイアウ ト 器唖 部世 口怪 器高 底担 胎土 色悶 調盟 (外国) 調聖 (内面) 備考 実測 図版
番号 番号 番号 種頚 回位 居住 {四} (田) (四) 畠 号 置号

第 111 - 1 03固 2 1  1 79 5 1  4下 A下 品t干 日韓 29.9 2. 1 - 畏 雲 角 に，};い菌檀 構ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 描ナテ 回転台亜用 、 類似土器 1 庖出土 359 
富 山 一 1 03固 31 1 7日 5 1  1 1  4 亜 口揖 1 9 .6 3.6- 石 長 雲 間 埠貫 描ナデ 横ナデ、 ナテ 頬似土器4 ・ 1 回出土 444 
草 川 1 03固 41 1 79 5 1  1 3  3 亜 ロ縁 25 .0 3 .6- 石 。 畏 雲 に，;、い黄櫨 横ナデ 禍ナデ、 ナデ 405 
第1 1ト 1 03囲 5 1  1 79 5 1  3 .  (31 3 亜 口組 29.6 5.4- 石 長 雲 ー 角 赤 恒 楠ナデ 繍ナデ、 ナデ 320 
軍 111 - 1 03国 61 1 79 5 1  3 ・ ト レ I 揖乱 3 聾 ロ緯~頭部 27.0 6.7- 石 畏 角 赤 間赤掲 楠ナテ、 突得、 ハケ目 (左上) 後ブ テ 楠ナテ、 ハ ケ 自 (右上) 後ナデ 761 
車 111 - 1 03図 71 1 79 5 1  1 3  3 亜 底部 2.0- 8.8 長 密 角 赤 恒 ナデ、 繊ナデ 底調 362 
第 川 - 1 03回 日 1 79 5 1  3 栂乱 3 量 口縁 29.8 5. 1 - 石 長 璽 角 赤 信 繍ナデ、 ハケ目 (蹴) 後暗文 (蹴) 、 指ナデ痕 楠ナテ 400 
第 川 1 03国 91 1 79 5 1  1 3  3 量 口緯 伺り定不能) 2.4- 石 長 哩 角 栂 楠ナデ 楠ナデ 392 
車 111 - 1 03図 1 0 1  1 79 5 1  1 3  3 壷 口線 ( 1 2.41 1 .7- 畏 ー 雲 角 赤 喧 描ナデ 徽ナプ 390 
第 111 - 1 03固 1 1 1  1 79 5 1  1 3  3 壷 口縁 ( 1 5.01 1 .8- 長 ー 璽 角 ー 赤 に，)\い買橿 揖ナテ 繍ナテ. ナデ 378 
第 111 - 1 03固 1 2 1  1 79 5 1  1 3  3 壷 周部 1 3 .0- 石 ー 長 哩 ー 角 灰揖 刻み目突帯、 ミ ガキ (横) ハケ目 [左よ} 後ナデ (園大胴荏33.0田} 495 
第 則 一 1 03固 1 3 1  1 79 5 1  1 3  3 壷 底部 1 .8- (8.4) 石 ー 長 壁 一 角 串 補民 磨混 ナデ 363 
揮 111 - 1 03回 1 4 1  1 79 5 1  1 3  3 壷 底部 6.0- 6.2 石 . E< 霊 角 赤 悶赤褐 ハケ目 (縦) 、 ハケ 目 (縦} 後ナデ、 ナデ ナテ、 指頭庄痕 357 
第 111 - 1 03国 1 5 1  1 79 5 1 1 3  3 壷 底部 2.7- 9.0 石 E< . 111 角 に，5iい賞橿 指ナテ後 ミ ガキ (多方向) 、 指頭庄田 磨滅 i/j;彩痕 385 
第 111 - 1 03田 1 6 1  1 79 1 5 ト レ 2 亜 口緑~園部 2 1 .6 自 3- 石 長 霊 角 に，5iい貰橿 描ナデ、 突帯、 ナデ 楠ナテ、 ナテ ス ス{寸E、 類似土器2 . 1 周出土 360 
車 111 - 1 03国 1 7 1  1 79 1 5 卜 レ 2 聾 目録 28.0 2 . 1 - 石 長 E 角 赤 慣 楠ナテ 慣ナデ 類制土器2回出土 406 
第 川 ー 1 03園 1 8 1  1 79 5 1  1 2  2 亜 底部 3.8- 7.6 石 ・ 長 霊 角 I;:A;い質担 指頭圧底、 ナテ ナデ 368 
第 川 一 1 03田 1 9 1  1 79 5 1  1 2  2 亜 底部 2.5- 7.0 石 長 雲 に，5iい置揖 描ナデ、 ナテ 庖混 407 
第 111 - 1 03国 20 1 1 79 5 1  1 2  2 聾 底部 4.3- 1 1 .6 石 長 雲 角 赤 樫 ハケ目 (紐) 、 楠ナデ ハケ目 {鑑) 386 
第 111 - 1 03回 2 1 1 1 79 5 1  1 2  E 聾 底部 3 .2- 8.9 石 長 角 赤 問責掲 ハケ目 (縦) 、 ナデ、 横ナデ 陪 混 379 
第 111 - 1 04固 1 1  1 79 5 1 1 2 2 壷 日韓 24.0 2. 1 - 石 長 雲 角 赤 に，;、い貿信 噛ナデ 噛ナデ 366 
第 川 一 1 04固 21 1 79 s 2 . 揖乱) 2 量 口栂 ( 1 6 日) 4.3- 石 長 壁 角 赤 に，Siい蹟橿 償ナデ ハケ目 (揖) 後ナデ 1 67 
第 川 ー 1 04園 3 1  1 79 5 1 1 2  2 量差 口線 24.0) 2.0- 石 長 E 黒褐 償ナデ 機ナテ 381 
第 川 一 1 04回 41 1 79 5 1 1 2  2 壷 ロ縁 20.6 2 .3- 石 震 角 間赤褐 繍ナデ、 ナデ後ハヶ目 (縦) 楠ナテ 391 
第 川 一 1 04園 51 1 79 5 1  1 2  2 壷 口揖 (測定不能) 1 日~ 石 霊 角 赤褐 繍ナテ 由主 (縦) 繍ナデ 赤色聞料 387 
第 111 - 1 04固 61 1 79 5 1  1 2  2 壷 口組 ( 1 2 .0) 1 .9- 宮 ・ 角 ー 赤 悶赤褐 摘ナデ、 ナデ 被ナデ 377 
第 111 - 1 04固 71 1 79 5 1  1 2  2 壷 鹿部 2.2- (6.4) 石 長 . 111 角 嵩黄櫨 ナデ、 掴ナデ ナデ 粘土紐由雄吉目あり 3 7 1  
第 111 - 1 04固 81 1 79 s ト レ 聾 目録 26.0 2 . 1 - 石 長 冨 に，;、い閏瞳 構ナデ 繍ナテ 404 
第 111 - 1 04固 91 1 79 5 1 1 1  亜 日韓~頭部 25.2 4.8- 石 長 哩 角 赤 恒 繍ナデ‘ ハケ目 (縦) 描ナテ 384 
第 111 - 1 04固 1 0 1  1 79 5 1 1 1  聾 日韓~頭部 27.6 6 .2- 石 角 商慣 機ナテ唱 突絡 機ナデ、 ハケ目 (在よ 機) 485 
第 肌 1 04回 1 1  1 1 79 s ト レ 亜 回線~園部 27.6 9.7- 石 長 . !!I 角 民褐 繍ナデ、 ハケ目 (多方向) 後ナデ 検ナデ、 ハケ目 (多方向) 後ナデ 4 1 1 PL-26 
第 山 一 1 04国 1 2 1  1 79 s 1 . ( 1 1  亜 口線~闘部 20.6 6.5- 石 長 E 角 Lぷい由橿 機ナデ、 ナデ後ハケ目 (多方向) 績ナテ、 ナデ 236 
第 111 - 1 04固 1 3 1  1 79 5 ト レ 鉢 口縁 1 4.41 1 .3- 宜 I 角 ・ 赤 に，5;い賀檀 繍ナデ 楠ナデ 372 
車 111 ・ 1 04固 1 4 1  1 79 5 1  ト レ 1 壷 口揖 ( 1 3.0) 2 .6- 長 壁 角 に15\い赤掴 楠ナデ 織ナデ、 ナデ 382 
軍 111 - 1 04固 1 5 1  1 79 5 1  1 1  蛍 ロ縁 1 9 .0 3 . 1  E . 雲 ・ 角 赤 に.5、い置橿 慣ナデ 績ナデ 365 
第 町 一 1 04固 1 6 1  1 79 5 1  ト レ 壷 口縁 (22.6) 2.6- 民 軍 ・ 赤 聞赤褐 描ナテ、 ナテ後暗主 {縦} ナデ 308 
第 111 - 1 04図 1 7 1  1 79 5 1 1 1  1 壷 口録 1 6 .0) 2. 1 - 畏 翠 ー 角 赤 揖 横ナテ、 繍ナテ後ハケ目 (多方向) 椴ナデ 408 
第 111 - 1 04固 1 8 1  1 79 5 1  ト レ 望-室 口緯 1 3 .2  3 .3- 石 長 雲 角 赤 檀 績ナテ 植ナデ 399 
第 間 一 1 04国 1 9 1  1 79 5 1  ト レ 量 回線 1 7 .9 3.7 長 雲 角 閉禍 椴ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 蝿ナデ 6 1 3  
車 川 1 04国 20 1 1 79 5 1  1 1  壷 口揖 1 4.4 2 . 1 - 11/ . 角 赤 謹置檀 慣ナデ、 暗文 {縦) 後楢ナテ 被ナテ 4 1 2  
第 川 一 1 04固 2 1 1 1 79 5 1 1 1  壷 闘部 4.3- 石 長 角 埠貰 ハケ目 (縦) 刻み自喪帯 ナデ 673 
第 目1 - 1 04固 22 1 1 79 5 1 1 1  壷 底部 2.5- 1 0.2 石 長 E 角 赤 信 ナデ ナデ、 指頭圧煩 380 
第 川 一 1 04囲 23 1 1 79 5 1 1 1 面 底部 1 .8- 7.8 石 長 窪 ー 角 赤 揖 ナデ ナデ 373 
第 山 ・ 1 06固 1 1  1 80 5 1  床面 N o  聾 日銀 (27.4) 2 .2- 石 長 霊 温買檀 損ナデ 横ナデ 272 
露 間 一 1 06固 21 1 80 5 1  床面 1 N o  聾 底部 1 0.0- 6.3 石 長 雲 ・ 角 に，;、い置瞳 ー 嵩黄 ハケ目 (縦} 後ナデ、 指頭圧痕後ハケ 目 (縦) ナデ、 指頭圧痕 299 

横ナテ
第 111 - 1 06固 31 1 80 5 1 原菌 N o  藍 (穿子LI 完ff; 1 5. 0  1 6. 7  7 . 5  石 ・ 長 ・ 霊 角 赤 樋 構ナデ、 ハケ目 (多方向} 後ナデ 績ナテ、 横ナデ桂ハヶ目 (左上) 鼎斑‘ 4ヶの穿孔 (田大胴橿 1 7.4叩) 1 6  

指..圧菌、 ナデ、 ハケ目 (右上) 後ナデ
車 問 1 06囲 41 1 80 5 1  床面 N o  藍 (穿孔) 日韓~層部 20.4 4.0- 石 長 ・ 宮 角 赤 に15iい買樫 績ナデ、 ハケ目 {左上) 後ナγ 横ナデ、 ナデ 293 
第 川 1 061!1 51 1 80 5 1  床面 ・ 2 ・ 1 2 壷 完昨 1 3 .3  28.5 7.9 石 ・ 畏 短 角 悶赤褐 帽ナデ、 ハケ目 {縦) 後ナデ、 主�み自突帯 繍ナデ、 ハケ目 (繍 縦) 後ナデ (!il大圏在2 1 .7001 559 PL-27 

ナデ、 指頭庄園

第 川 一 1 06由 6 1  1 80 5 1  床面 N o  壷 日韓~頭部 1 8.2  6 .4 石 ー 長 '1'1 . 角 赤 に，;、い貧橿 領ナデ、 ハケ目 (縦} 績ナデ‘ ハケ目 {繍) 335 
富 山 1 06囲 71 1 80 5 1  庫面 ・ 2 ・ (21 N o  霊 周~底部 1 9 . 1  1 1 .3 石 ・ 長 哩 ・ 角 赤 帽 ハケ目 (左上) 、 ナデ ハケ目 (多方向) 、 指ナデ 黒田 (盟大胴荏28.8田) 575 PL-27 
盟 問 1 06回 81 1 80 5 1  床面 N 。 高2不 口縁 1 9 .0  1 .3- 畏 ・ 石 赤禍 ミ ガキ {構) 、 輔ナデ、 ミ ガキ痕 横ナテ 黒田 307 
第 川 1 06固 91 1 80 5 1  床面 床面 聾 口縁 3 1 .2 3 .8- 石 長 宜 角 に，;、い置檀 検ナテ ナデ 276 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 8
挿図 指 理術 週梱 出土 レ イ ア ウ ト 器種
番号 番号 薗号 担額 回世 国位

軍 111 - 1 06図 1 0 1  1 80 5 1  原画 床面 E 
第 111 - 1 07図 1 1 1 日日 5 1  2下 2下 亜
車 111 - 1 07国 21 1 80 5 1  2下 2下 盟
第 !日 1 07図 31 1 80 5 1  2下 2下 量
第 111 - 1 07函 4 1 1 80 5 1  1 下 2上 聾
車 111 - 1 07図 51 1 80 5 1  1 下 2上 盟
第 111 - 1 07図 61 1 80 5 1  2上 2上 彊
車111 - 1 07図 7 1  1 80 5 1  2上 2上 壷
第111 - 1 07図 81 1 80 5 1  2よ 2上 品i不
車 問 宇 1 07図 9 1  1 80 5 1  1 下 1 下 亜
第 訓 1 07囲 1 0 1  1 80 5 1  1 下 1 下 亜
建 問 1 07恩 1 1 1  1 80 s 1 下 1 下 亜
軍 川 争 1 07園 1 2 1  1 80 s 1 下 1 下 聾
第 111 - 1 07図 1 3 1  1 自O s 1 下 1 下 亜
第 111 - 1 07図 1 4 1  1 80 s 1 下 1 下 量量
第 111 - 1 07図 1 5 1  1 80 s 1 下 1 下 鍾
第 [[ト 1 07囲 1 6 1  1 80 s 1 下 1 下 量
軍 111 - 1 07図 1 7 1  1 80 s 1 下 1 下 壷
第 川 一 1 07国 1 8 1  1 80 s 1 下 1 下 量重
第 川 ー 1 07国 1 9 1  1 80 s 1 下 1 下 壷
草 川 1 07固 20 1 1 80 s 1 下 1 下 壷
第 川 一 1 07固 2 1 1 1 80 s 1 下 1 下 量
第 川 ー 1 07国 2 2 1  1 80 s 1 下 1 下 量
軍 川 1 07国 23 1 1 80 s 1 下 1 下 短頭盟
第 川 一 1 07固 24 1 1 80 s 1 下 1 下 踊頚E

第 11 1 - 1 07因 2 5 1  1 80 s 1 下 1 下 壷
第 川 宇 1 07回 26 1 1 80 s 1 下 1 下 品t不
第 川 ー 1 08図 1 1  1 80 1 5  ト レ 1 上 亜
駕 川 一 1 08図 2 1  1 80 s 1 上 1 上 聾

草 川 1 08図 3 1  1 80 s 1 上 1 上 亜
第 川 ー 1 08図 4 1  1 80 1 5 ト レ 1 上 亜
第 山 一 1 08図 5 1  1 80 s 1 上 1 上 壷

草 川 1 08図 6 1  1 80 s 1 上 1 上 壷
草 川 1 08園 7 1  1 80 s 1 上 1 上 壷
第 川 1 08図 8 1  1 80 s 1 上 1 上 壷

第 川 ・ 1 08図 91 1 80 5 1  1 上 1 上 壷
第 川 争 1 08図 1 0 1  1 80 5 1  1 上 1 上 需頭亜
第 川 一 1 08図 1 1 1  1 80 5 1  卜 レ 1 上 壷
車 川 1 08図 1 2 1  1 80 5 1  1 上 1 上 壷
車 川 1 1 2図 1 1  1 83 5 1 炉 炉 亜
第 川 一 1 1 3囲 1 1  1 83 5 I 1 2  2 聾

車 川 ー 1 1 3国 2 1  1 83 5 1  1 下 2 亜
第 川 一 1 1 3国 3 1  1 83 5 1 1 2  2 亜
里 山 1 1 3図 4 1  1 83 5 1  1 下 2 亜
里 山 1 1 3図 5 1  1 83 5 I 1 2  2 壷
富 山 1 1 3図 61 1 83 5 I 1 2  2 高坪

里 山 1 1 3国 71 1 自3 5 1  1 下 1 下 亜
里 山 1 1 3図 8 1  1 83 5 1  1 下 1 下 亜
第 州 1 1 3国 91 1 83 5 1  1 下 1 下 聾
第 111 - 1 1 3図 1 0 1  1 83 5 1  1 上 1 下 聾

第 111 - 1 1 3国 1 1 1 1 83 5 1  1 下 1 下 亜
第 側 一 1 1 3図 1 2 1  1 83 5 1  1 下 1 下 亜
草 川 1 1 3図 1 3 1  1 83 5 1  1 下 1 下 亜
車川 1 1 3阻 1 4 1  1 83 5 1  1 下 1 下 亜

部也

口線
口縁
口縁
日韓

口組
口縁
口縁
底部
胸部
口線
口緯
口縁~関部
底部
底部
ロ揖~胴部
口線
口縁~頭部
口線~頭部
口組
日韓

口銭
日韓

日銀

口縁
日韓

頭部
脚部
日韓

日韓

ロ揖
口線~顕部
口揖
口韓

口縁
闘部

頭部
ロ縁
底部
底部
完形
日銀

口揚
口語
口鶴
底部
日韓

日韓

口緯
日韓

日韓

口揖
日韓

口総
底部

ロf呈 器高 底橿 胎土 色調
(田) 10'1 (田)
24.9 3.0- 石 長 冨 灰白 措置掴

( 1 6 .01 3 .0- 石 畏 霊 角 橿
29.2 2.0- 石 長 雷 角 に，);い買担

12 1 .01 2.0- 長 冨 角 赤 埠買檀
25.4 2 .5- 長 盟 角 赤 lこ，;、い買値

(20.01 2. 1 - 石 畏 盟 角 檀
22.4 3 .3- 石 長 冨 角 赤 檀

4.4- 8.0 石 長 。 置 。 角 赤 橿
2.5- ( 1 5.01 雲 角 i!i< t;:/�、い買喧

22 .4 2 .5- 石 畏 冨 ! 角 謹買
23.4 4.0- 石 冨 角 筋 嵩買檀
53.0 1 9 .8- 石 畏 . I!I . 角 I 赤 明彦事掲

2.5 9.8 石 畏 宮 角 橿
2.8- 9.4 長 冨 角 にぷい買揖

1 7 .6 6.6- 石 畏 . I!I 灰買褐 に，;、い黄櫨
1 9.61 1 .7- 長 E 角 に，引い買掴
1 9 .4 4.7- 石 長 . I!I . 角 灰買褐
1 7 .8 4.4- 石 畏 E 角 赤 民買 ー に，;、い黄櫨
1 7 .0 2 .7- 長 冨 角 赤 椙

(25.01 2 .3- 長 . I!I 角 赤 にぷい黄恒
( 1 8.41 1 .8- 霊 角 に，;、い黄揖
1 1 8.01 1 .5 石 宮 赤 にぷい瞳

1 8.0 2.8- 石 . I!I 角 。 赤 にぷい貧喧
( 1 0.21 3 .7- 長 ー 宮 角 赤 檀
22.6 4.8 石 畏 宮 角 赤 閉買褐 鼎掲

3. 1 - 石 ー 畏 霊 角 串禍
2.5- 1 7 .8 霊 ー 角 赤 埠買恒

( 1 6.41 1 .7- 石 畏 E 角 置揖
(29.21 2.2- 石 長 E にI�iい檀
29.61 2.4- 石 畏 . !!I . 角 ・ 赤 に，;、い買恒
30.9 4.2- 石 長 E 角 檀
1 7 .9 2.7- 石 畏 ・ 盟 。 角 にぷい貫恒
1 9 .2 1 .7- 長 。 盟 角 に，;、い買値
20.8 3.0- 長 角 信

1 0.2- 長 角 。 赤 に，:;;い買褐

3.2- 石 畏 . I!I 角 にぷい黄櫨
1 3 .8 4.7- 石 長 冨 角 褐灰 オ リ ブ黒

2 .7  6.2 石 長 霊 ・ 角 ・ 赤 にぷい買眉
3 .5  5 .6  石 長 冨 角 ・ 赤 にぷい買喧 褐灰

26.3 28.5 1 0.0 石 長 冨 角 帯 揖 ・ 雰褐

28.0 2. 1 - 石 長 置 。 角 赤 に.:;;い橿

22.0 2.0- 石 畏 盟 ・ 角 檀

30.6 4. 1 - 石 ー 長 盟 角 赤 にぷい買眉

22.81 2 . 5  石 畏 冨 角 に，:;;い貰摺
3 .7  8 .2  石 長 冨 角 灰画 串

26.0 1 . 1 - 石 。 長 角 車褐

26.8 1 .9- 石 長 冨 角 に，:;;い買掴
27.0 2.7- 石 長 冨 角 に15iい閏檀
24.0 2.3 石 長 . i!! 角 ! 赤、 恒

30.0 3.2 石 皇 宮 帽

38 .0 2.4- 石 長 宮 角 にぷい貰揖
4 1 . 1  2 .5- 長 角 黒褐 に，:;，い黄樫
2 1 .8 2.4- 石 長 。 宮 角 にぷい貫帽

2.9- 9.5  石 畏 角 槽

調聖 {外面) 調盟 (同函) 惜考 実澗 図版
嵩号 薗号

繍ナデ 被ナデ 283 

噛ナデ、 ナデ ナテ 287 

繍ナデ 横ナデ、 ナデ 類制土器2上回出土 295 

償ナデ 横ナデ 274 

横ナデ、 工具によるナテ 横ナデ 頬削土器2上 1 下層出土 291 

横ナデ 横ナテ、 ナテ 類似土器2上 1 下庖出土 297 

積ナデ ナデ 269 

ハケ目 (躍) 桂ナデ ハケ目 {繍) 後ナテ 660 

ミ ガキ (繍) ナテ 298 

償ナテ 麿滅 303 

繍ナデ 楢ナデ 286 

描ナデ、 ハケ目 (左上 多方向) 、 ナデ 楠ナデ、 指頭圧痕、 ナテ (日大嗣笹33.4田) 374 

ハケ目 (縦) 、 ナテ、 機ナデ 磨揖 306 

ナデ後ハケ目 (多方向) 、 機ナデ、 ナテ 磨誠 292 

償ナデ ハケ自 (多方向) 後繍ナデ 機ナデ、 ナ デ 332 

横ナテ 機ナデ 3 1 3  

償ナデ、 突帯 ハケ目 (繍) 後ナデ、 ナデ 3 1 6  

償ナデ、 突宇野 掴ナデ、 ミ ガキ (楠) 圏、 ハケ目 (在上) 後ナう 309 

ナデ、 績ナデ ナデ 301 

積ナデ 穣ナデ 3 1 2  

繍ナデ 植ナテ 3 1 1 

横ナデ 機ナテ 300 

積ナデ 綴ナデ 296 

機ナテ、 工員によるナデ 領ナデ 275 

横ナデ、 ハケ目 (左上) 繍ナテ、 ハケ目 (右上) llIl大嗣握26.0叩) 304 

績ナテ ナデ、 繍ナァ 暗部究損 294 

ミ ガキ (横) 横ナデ ナデ 288 

償ナデ 積ナデ、 ナデ 302 

繍ナデ 繍ナテ 289 

領ナデ 楠ナデ 277 

横ナデ 繍ナテ、 ナデ、 ハケ自 (繍) 285 

償ナデ 楠ナデ 2 7 1  

ナ テ ナ ア 375 

繍ナデ 積ナテ、 ナテ 323 

ナデ後ハケ自 (縦) 、 摘ナデ、 ヘフによ る臣痕 ハケ自 (右上) 鼎班 635 

一条副み目実需、 ナデ
績ナデ、 突帯 横ナデ、 ハケ白 (左上} 383 

積ナデ 繍ナデ、 ハケ自 (鑑) 305 

ハケ自 {鑑) 後ナテ‘ ハケ目 (多方向) ハケ巨 [多方向) 後ナデ 3 1 4  

横ナデ笹ハケ目 {縦) 、 繍ナデ 横ナデ、 指頭圧痕 322 

横ナデ、 ハケ日 {縦) 、 活韓、 指ナデ {楠) 横ナデ、 ハケ目 {幸方向) 、 ナテ (回大廟 圭 25.5田) 88 1 PL-27 

績ナデ 横ナテ 344 

績ナデ 横ナデ 頬似土器2庖出土 324 

描ナデ、 ナテ 揖ナデ 頬似土器2 . 1 庖出土 268 

慣ナデ後ハケ巨 (縦) 楠ナテ 類似土器2 . 1 上回出土 3 2 1  

ナデ後ハケ目 (縦) 、 ナデ ナデ櫨ハケ目 (縦) 、 指酒圧痕 3 1 7  

横ナデ 庖滅 i!i<芭顔料 34 1 

積ナデ 機ナデ、 ナデ 345 

横ナデ 機ナデ、 ナテ 類似土器 1 上庖出土 370 

機ナデ 繍ナデ 矧似土器 1 上回出土 339 

横ナデ 摘ナデ、 ナデ 類似土器 1 下回出士 376 

植ナデ 繍ナデ 343 

機ナテ 機ナデ 340 

描ナデ、 ハケ目 {縦} 後摘ナデ、 工員 に よ るナフ 横ナテ、 ナデ後ハケ自 (椴) 3 1 8  

ハケ目 (縦) 後ナデ、 楠ナデ 磨滅 369 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 9
挿図 桔 盟禍 温禍 出土 レ イ ア ウ ト 思祖 部位 口桂 器高 底橿 胎土 色調 閤盟 (外面} 調盟 {内面) 個考 実測 図随
番号 番号 醤号 種類 間位 回世 [四} (田) {凹) 醤号 醤号

第 11 1 - 1 1 3回 1 5 1  1 83 S I  1 下 1 下 聾 底田 3. 1 - 畏 ・ 璽 角 赤 にI�;い買値 指ナデ {蹴) 、 ナデ ナデ 325 
車 111 - 1 1 3国 1 6 1  1 83 S I  1 下 1 下 聾 底部 3.6- 8 自 石 長 霊 角 におい置檀 ナデ‘ ハケ目 (縦) 層減 426 
車 川 - 1 1 3固 1 7 1  1 83 S I  1 下 1 下 竪 ロ緯~頭部 1 6.3 5 .3- 石 晶 君 角 にIS\い眉 栂ナテ、 ハケ目 {縦) 後ナテ、 ナデ後ハケ 目 (嵩 柵ナデ. ハケ固 (左上} 後ナデ、 ナデ 420 
第 111 - 1 1 3囲 1 8 1  1 83 S I  1 下 1 下 露 ロ緯 23.4 3.0- 石 ・ 長 角 に，Siい掴 機ナデ、 ナデ 楠ナテ、 ナデ 334 
車 川 ー 1 1 3園 1 9 1  1 83 S I  1 下 1 下 亜 口組 2 1 .4 4.0- 長 ・ 角 赤 (;:/�'、い橿 繍ナデ、 ハケ目 (躍) 後楠ナテ後間文 (縦) 繍ナデ、 ミ ガキ {繍) 33日
田 川 1 1 3園 20 1 1 83 S I  1 下 1 下 堕 口組 1 9 .4 4.8- 石 ー 長 璽 角 。 赤 掴 機ナテ、 ハケ固後暗文 (縦) 、 ナテ 掴ナデ、 ハケ目 (繍) 、 ナデ 342 
第 川 ー 1 1 3国 2 1 1 1 83 S I  1 下 1 下 畳 底部 3.6- 6.7 石 長 . 111 角 赤 檀 ナデ後ハケ目 (鋭) 、 ナデ ナテ、 指間圧銅 402 
鏡1 11 ・ 1 13固 22 1 1 83 S I  1 下 1 下 E 口揖~岡部 1 3 .6 4. 1 - 石 I 畏 霊 角 串 (;:，S、い貰燈 摘ナデ、 ナヂ後ハケ自 (縦) 繍ナテ、 ヘフケズリ (土師器) 364 
摺1 11 - 1 1 3国 23 1 1 83 S I  1 上 1 上 壁 口揖 1 6.0 4.0- 石 長 角 赤 問責渇 繍ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 欄ナデ‘ ハケ自 11置) 櫨ナデ 424 
第 111 - 1 1 3国 24 1 1 83 S I  1 上 1 よ 盛 口緑 (30.8) 2.0- 石 ・ 皇 軍 角 間赤褐 禍ナデ後暗主 (縦) 圃減 3 1 9  
第1 11 - 1 1 5国 1 1 1 035 S I  3 .  12下} N 。 盟 口線~闘部 27.3 7 .2- 石 長 冨 問黄褐 機ナテ、 ナテ、 詑輯 欄ナデ、 慣ナテ後ハケ目 (摘) 、 ナデ 395 
軍 111 - 1 1 5囲 2 1 1 035 S I  3 . 12下} N o  E 口線~閣部 30.6 1 5.4- 15 . 長 霊 角 揖 機ナデ、 ハケ目 (組) 後ナデ、 ヘフによる圧国 機ナテ、 ハケ目 (償) ナア櫨ハケ目 (多方向) (盟大閥撞33.20111 642 

ナデ後ハケ 目 (多方向)

車 川 ・ 1 1 5国 3 1 1 035 S I  3 .  131 N o  盟 目録~属部 24 日 1 1 .2- 石 長 角 檀 領ナデ、 ハケ目 (儲) 後摘ナテ ハケ目 (繍 右上) 、 繍ナデ 467 
ハケ目 (楠) 揖ナデ、 ハケ目 (右上)

盟 川 1 1 6国 1 1 1 035 S 1 1 3  N 。 亜 周回 1 0.6- 畏 ・ 霊 角 Lぷい貫置 ・ 串褐 ハケ目 (縦) 後ナデ、 横ナテ、 条刻み目突帯 ハケ目 (古上} 後ナデ 653 
車 問 ・ 1 1 6ßl1 2 1 1 035 S 1 1 3  N 。 E 口縁 34.2 4. 1 - 石 長 雲 ・ 角 事 ん，�;い買慣 償ナデ 機ナテ 367 
第 川 ・ 1 1 6国 3 1 1 035 S I  3 ・ ( 1 ) N 。 盟 目録~頭部 20. 1 6 .7- 石 長 。 霊 ー 角 に，S;い檀 ハケ目 (左上) 後ナテ、 指ナデ痕、 ハケ自 (縦) ハケ目 (摘) 389 
揚 川 ・ 1 1 6国 4 1 1 035 S I  3 ・ 13 . 2 . 1 ) N o  量 瞬~底部 26.4- ( 1 1 .6) 石 長 雲 角 t::，S\い貫橿 ハケ目 (左上) 後ナデ 楠ナデ、 ナテ ハケ目 (蹴} 後ナデ、 ナテ ヱ ス付由 (国大胴哩34.80111 899 
第 川 ・ 1 20国 1 1 1 058 S 1 1 3  3 亜 目録 (訓定不能) 2.4 E 畏 蟹 ・ 角 赤 揖 積ナデ 検ナデ 837 
期 川 ・ 1 20田 2 1 1 058 S 1 1 3  3 E ロ躍 1 9.8  2 .0- E 長 雲 問責褐 ミ ガキ後繍ナテ、 繍ナデ 繍ナデ 838 
第 111 ・ 1 22固 1 1 1 039 S I  床面 p 齢 口揖~頭部 (28.0 3.6- 15 . .. . 思 角 赤 恒 繍ナテ、 ハケ自 (縦) 後繍ナデ 慣ナテ 類似土器 P . 1 庖出土 1 049 
串 111 - 1 22固 2 1 1 039 S I  SK SK 陣 口鶴 (2 1 .6) 2 .0- 石 長 角 赤 ミ ガキ (繍1 . 横ナテ 備ナデ 赤色関料 1 084 
第 111 - 1 22回 3 1 1 039 S I  SK SK 盛 頭部~闘部 白6- 15 . .. . 111 角 。 赤 1:ぷい担 繍ナテ. 刻み目突稽 ハケ目 (縦) 後ナテ ハケ且 (繍) 後ナデ 1 048 
努 111 - 1 22固 4 1 1 039 S 1 1 1 E ロ輯 2 1 .0 2.4- 石 角 ・ 赤 檀 繍ナデ 情ナデ 1 056 
現 111 - 1 25固 1 1 1 0 1 9  S 1 1 P p 亜 口縁 20.0-25.01 1 .5- 石 長 E 角 ー 赤 にぷい買橿 繍ナデ 繍ナデ 1 040 
1Il 111 - 1 25固 2 1 1 0 1 9  S 1 1 P p ll! 1辞) 口鶴 135.0) 1 . 1 - 石 長 。 霊 角 赤 赤褐 繍ナデ 術ナデ後暗主 (蹴) 赤色1ft料 1 06 1  
1Il 111 - 1 25固 3 1 1 0 1 9  S I 1 P p E 底部 3.8- 6.7  右 長 111 . 角 栂 ハケ目 (縦) 後ナデ、 繍ナデ、 ナテ ナデ 1 054 
串 111 - 1 25固 4 1 1 0 1 9  S 1 1 P p 亜 口組 1 9.6 2 .3- 石 畏 . 11 閉ま示褐 繍ナデ 繍ナデ 赤色顔料 892 
盟 111 - 1 25園 5 1 1 0 1 9  S I  床面下 床面 亜 底部 2.8- 7.0  石 長 。 角 檀 ナデ ハケ目 (左上) 、 描ナァ 国滅 588 
第 111 - 1 25囲 6 1 1 0 1 9  S I  障面下 床面 盟 ロ蝿 (24.0) 2.4- E 長 角 赤 悶赤褐 機ナテ‘ 陪文 (経) 機ナテ. ナテ 509 
軍 111 - 1 25国 7 1 1 0 1 9  S I  床面下 床面 畳 ロ緯 23.8 1 .7- 石 長 雲 赤褐 繍ナデ. 瞳文 (縦) 織ナデ 赤色1ft料 507 
鋳 川 ー 1 25囲 8 1 1 0 1 9  S I  床面 床面 亜 ロ揖 (28.0) 1 .9- 民 角 ・ 赤 活貫纏 機ナデ、 刻み目立 (端部} 繍ナデ 508 
第 111 - 1 25国 9 1 1 0 1 9  S 1 1 4  4 畳 日銀 1 8.2 1 .3- 石 ・ 畏 雲 角 赤 t;:，:;\い擢 ミ ガキ痕 (欄) 、 横ナデ ヘラによるナデ 535 
餌 川 ー 1 25国 1 0 1 1 0 1 9  S 1 1 3  3 亜 底部 2.4- (謂j定不能) 石 長 蟹 角 赤 lこぶい瞳 機ナデ 園調 603 
第 111 - 1 25国 1 1 1 1 0 1 9  S 1 1 3  3 盟 日韓 ( 1 9.6) 1 .0- 畏 雪 角 赤 t::.，s;.い恒 繍ナデ 桐ナデ 5 1 1 
開 111 - 1 25国 1 2 1 1 0 1 9  S 1 1 2  E 亜 口韓 26.8 1 .7- 石 長 雲 (::，5\い置撞 繍ナデ 術ナデ 525 
鏡 111 - 1 25囲 1 3 1 1 0 1 9  S 1 1 2  2 E ロ録 (20.0) 1 . 5 - E 畏 雲 角 ・ 赤 に，);い揖 領ナデ 摘ナデ 5 1 0  
盟 111 - 1 25固 1 4 1 1 0 1 9  S 1 1 2  2 亜 底部 3.2- 7.0 石 。 昼 寝 角 赤 照褐 に占、い買掴 ハケ目 (縦) 、 ナデ ミ ガキ (多方向) 602 
車1 11 ・ 1 25固 1 5 1 1 0 1 9  S I  卜 レ E 口揖 22.0 1 .7- 石 長 量 。 角 。 赤 揖 慣ナデ 拙ナデ 534 
田 111 - 1 25固 1 6 1 1 0 1 9  S 1 1 1  亜 日韓~嗣部 26.0 7 .2- 石 ・ 長 E 角 んぷい買檀 陪民貰 掴ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 掴ナデ‘ ナデ 521  

ナデ後ハケ目 (縦) 、 沈揖
田 川 ・ 1 25回 1 7 1 1 0 1 9  S 1 1 1  盟 口揖 2 1 .8 2.9- 石 ・ 長 雲 角 赤 に，5iい掴 繍ナデ 繍ナデ 5 1 4  
車 111 - 1 26固 1 1 1 040 S 1 1 3  3 E 口組~頭部 27.0 4.6- 石 ・ 長 霊 角 赤 問責褐 摘ナデ‘ 突字書 楠ナデ、 ナデ 531  
車 川 ー 1 26固 2 1 1 040 S 1 1 3  3 盟 口緑 (25.0) 1 .8- 石 星 雲 角 橿 備ナデ 繍ナテ 526 
車 111 - 1 26固 3 1 1 040 S 1 1 3  3 喜本 口線 ( 1 2.7) 1 .4- 石 長 E 角 にぷい買揖 慣ナデ 柵ナテ 552 
車 川 ー 1 26国 4 1 1 040 S 1 1 3  3 置 口組~胴部 20.8 9 .3- 石 長 。 雲 角 。 赤 閉まR褐 檀 構ナデ、 ハケ目 {縦) 後陪文 (縦) 、 板ナテ国 摘ナデ、 慣ナデ植 ミ ガキ (機) 、 ナデ 527 

機ナデ後ハケ自 (縦) 、 ミ ガキ (縦)

草 川 - 1 26国 5 1 1 040 S I  3 . 1 3 盛 厨~底部 25.7- 8.3 石 ・ 長 冨 ・ 角 串 t::，).い買檀 ハケ自 {葺方向} 桂慣ナテ 刻み目突帯 ハケ目 (左上) 後ナデ、 ナテ llil大圏謹3 1 .4田) 1 636 
(炉 芭) ハケ目 {縦) 後ナデ、 ナテ

間 川 ー 1 26囲 6 1 1 040 S 1 1 2  2 盟 口緯 25_0 1 .7- 長 石 111 - 赤 Lぷい貰揖 摘ナデ 楠ナデ 53日
第 川 一 1 26固 7 1 1 040 S 1 1 2  2 鉢 日銀 23_8 3 .0- 石 ・ 畏 霊 一 角 赤 t::，);い貫橿 領ナデ 慣ナデ 5 1 8  
車 川 ー 1 26国 8 1 1 040 S I  2 . 1 2 酔 口揚~調節 20.0 7.9- 石 長 :11 - 角 赤 lこぶい貫揖 繍ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ、 ナデ後ハケ目 (起 機ナデ‘ ハケ目 (縦} 後ナデ 549 
第 川 ー 1 26囲 9 1 1 040 S 1 1 1  亜 ロ揖 (28_0) 2 .6- 石 ・ 長 雲 ・ 角 に，5\い樫 領ナテ 機ナデ、 ナデ 546 

第 川 1 26囲 1 0 1 1 040 S 1 1 1  盟 口錦~頭部 (29.6) 1 .8- 石 墨 哩 に，5>い置檀 機ナテ 指ナデ、 ナデ後ハケ自 (縦) 機ナデ、 ナテ 545 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 0
挿図 続 週梱 盟鋼 出土 レ イ ア ウ ト 揖帽
番号 番号 書号 種頬 回世 周位

揖 111 ・ 1 26図 1 1 1 1 040 5 1  1 1  璽

車 111 - 1 26図 1 2 1 1 040 5 1  1 1  聾
軍 111 - 1 26園 1 3 1 1 040 5 1  1 1  聾
揖1 11 ・ 1 26図 1 4 1 1 040 5 1  1 1  E 
踊 111 - 1 26図 1 5 1 1 040 5 1  1 1  聾
揖 111 - 1 26困 1 6 1 1 040 5 1 1 1 量
軍 11 1 - 1 26図 1 7 1 1 040 5 1  1 - 量
軍 111 - 1 26図 1 8 1 1 040 5 1  1 1  量
軍 111 - 1 29図 1 1 1 020 5 1  1 1  翠

軍 111 - 1 30図 1 1 1 0 1 7  5 1 I IP 炉 聾
車 111 - 1 30固 2 1 1 0 1 7  5 1 炉 炉 韓
軍 111 - 1 30困 3 1 1 0 1 7  5 1 炉 炉 盛
車111 - 1 30図 4 1 1 0 1 7  5 1 炉 炉 量
軍 11 1 - 1 30図 5 1 1 0 1 7  5 1 I IP  炉 塑
草 川 ー 1 30図 6 1 1 0 1 7  5 1 炉 炉 短周盛
軍 111 - 1 30図 7 1 1 0 1 7  5 1  1 2  2 盟
第 111 - 1 30固 8 1 1 0 1 7  5 1  1 2  2 聖
軍 111 - 1 30図 9 1 1 0 1 7  5 1  2 ・ 1 2 量

第 111 - 1 30国 1 0 1 1 0 1 7  5 1  1 2  2 量
揖 111 - 1 30図 1 1 1 1 0 1 7  5 1 1 1 量
111 111 - 1 30図 1 2 1 1 0 1 7  5 1  1 1  聾
111 111 - 1 30図 1 3 1 1 0 1 7  5 1 1 - E 
軍 111 - 1 30図 1 4 1 1 0 1 7  5 1  1 1  量
揖 111 - 1 30図 1 5 1 1 0 1 7  5 1  1 1  壷
111 111 - 1 30図 1 6 1 1 0 1 7  5 1 1 1 壷
軍 111 - 1 34図 1 1 1 008 5 1  1 2  2 盟
車111 - 1 35図 1 1  1 95 5 1 1  P p E 
111 111 - 1 35図 2 1  1 95 5 1  1 3  3 E 
掘 削 ー 1 35図 31 1 95 5 1  1 2  2 量
掴 111 - 1 35図 41 1 95 5 1  1 1  亜
軍 11 1 - 1 351ll1 5 1  1 95 5 1 1 1 量
軍 111 - 1 38居 1 1  1 66 s 床面 床面 踊頭畳
掴 111 - 1 38国 21 1 66 5 1 1  P p 高得
掴 111 - 1 38図 31 1 66 5 1  1 3  3 
掴 111 - 1 38図 41 1 66 5 1  1 3  3 
掴 111 - 1 381ll1 5 1  1 66 5 1  1 2  E 
調 1 11 - 1 38図 6 1  1 66 5 1  1 2  2 
掴 111 - 1 38図 71 1 66 5 1  1 1  E 
掴 111 - 1 38図 81 1 66 5 1  1 1  2 
掴 111 - 1 38図 9 1  1 66 5 1  1 2  2 
掴 111 - 1 38図 1 0 1  1 66 5 1  1 2  2 
掴 111 - 1 38困 1 1 1  1 66 5 1  1 2  2 
軍 111 苧 1 38図 1 2 1  1 66 5 1  1 2  2 
串 111 - 1 38図 1 3 )  1 66 5 1  1 1  
軍 111 - 1 38図 1 4 1  1 66 5 1  1 1  
軍 111 - 1 38図 1 5 1  1 66 5 1  1 1  
軍1 11 - 1 38図 1 6 1  1 66 5 1  1 1  
揖 111 - 1 38図 1 7 1  1 66 5 1  1 1  
揖 111 - 1 38固 1 8 1  1 66 5 1  1 1  
揖 111 - 1 38国 1 9 1  1 66 5 1  1 1  
節 目1 - 1 38国 20 1 1 66 5 1  
軍 111 - 1 38因 2 1 1 1 66 5 1  1 1  
揖 111 - 1 38園 22 1 1 66 5 1  1 1  

部位 口橿 穂高 底橿
(凹) (田] (an) 

日銀 36.8 2 .3-
口鶴 2 1 .2 2 .9-
底鶴 4.7- 1 3 .0  
底 郡 2 . 1 - 6.2 
底部 3.5- 8.0 
ロ鋸 1 8. 2  1 .6-
目録 1 7.6 3 .6-

口組 1 9 .0 1 .6 
属郡 3 .8- 6.3 
口録 (剥定不能) 2.8-
口組 (26.0 1 .9-
ロ録 (謝li:不能] 2. 1 -
口鶴 (26.6) 2.4-
口鶴 (38.0) 3.7-
ロ鰻 1 1 .9 3.8-
口鶴 (24.0) 1 .8 
口録 ( 1 5.8) 2.4-
頭部~間部 23 . 1 -

闘部 4.8-
口緑 2 1 .0 3.7-
口組 1 9 .6  3.5-
底部 5.0- 6.5 
口組 25.6 3 .3-
口 鼠 (H.2 2.5-
底部 4.4- 5.6 
口緑 (22. .0) 2 .3-
口 組 (32.0 1 .8-
口恕~頭部 22.0) 3.4-
口組 23.6 1 .8-
口鼠~頭部 (28.0) 2 .0-
口鰭 (29.0) 2.5-
口線 1 3 .6 1 .9-
脚部 2.6- 1 5 .4 
目録 1 7 . 2  2 .8-
口録 2自 0) 2.7-
日銀 25.0 3 .0-
日銀 26.0) 3 .6-
口鶴 26.6 4.9-
口組 23.5 1 .9-
口鶴~間部 1 6 .9 9.4-
口鶴 (22.8 2 .3-
回線 ( 1 4 .0 3 .2-
底部 2.3- 8.0 
口鶴 27.6 3 .0-
口緯 (20.0-30.Q 2 . 1 -
ロ鱈 (30.0) 2.7-
口鰻 22.0 3 .6-
口飽 28.0 2.8-
回線 37.0 3 .0-
ロ 飽 40.0 2 .8-
日銀 (26.4) 2.4-
口線 (27.6) 4 .8-
康郎 u.昼~ 5.8 

胎土 色闘

� . 昼 ・ 2 角 にISiい質担
畠 ・ 盟 国 角 . ;1< に，Siい質栂
石 ・ 墨 田 宮 に，)jい積
石 ・ 晶 ， 角 ・ 串 質祖
石 ・ 畠 ・ 盟 問 ・ 赤 にぷい質檀
石 ・ 晶 ・ 霊 角 悶串禍
長 ・ 冨 ・ 角 に，日い質檀

石 ・ 畏 ' 1'1 角 に，5iい質檀
石 ・ 畏 ・ 2 に.5(い質檀
石 ・ 畏 . g 灰白
晶 ' 1'1 ・ 角 ・ 赤 に，5\い黄櫨
民 ' 1'1 ' 角 赤 櫨
� . 畠 ' 1'1 に.;、い櫨
石 ・ 昼 ー 角 帯 間赤栂
石 ・ 長 ' 1'1 ・ 角 ・ 赤 橿
百 長 ー 霊 に，Siい櫨
石 ・ 昌 ・ 2 ・ 角 ・ 車 鴎赤禍
� . 員 ' 1'1 角 ・ 赤 t;:，);い貰掴

石 ・ 昆 ・ 醤 ・ 角 ・ 赤 にぷい買値
畏 ' 1'1 ・ 角 ・ 赤 に，5;い檀
� . 昌 ー 霊 角 浅箆
石 ・ 晶 ' 1'1 ・ 角 ・ 串 にぷい買掴 田 鳳栂
� . 民 - 111 ・ 角 . iffi 樋
石 畳 - g 角 謹毘恒
石 晶 ・ 角 に，);い買掴
石 ・ 畠 ー 角 貿掴
� . 長 ' 1'1 角 に，5，い貫担
石 ・ 岳 ・ 2 民質

石 . g ・ 角 串 に，5;い買檀
長 冨 ・ 赤 にぷい貫揖
石 ・ 晶 ' 1'1 角 民蹟

石 ・ 昆 ー 角 担
石 民 ・ 角 郡 栂
石 島 ' I'l ・ 角 橿
石 E ・ 角 ・ 串 権
石 ・ 昆 ・ 2 檀
石 畏 ' I'l 角 檀
石 ・ 昆 - 111 ・ 角 栂
長 ' 1'1 ・ 角 帯 にぷい栂
石 島 ・ 角 ・ 赤 間部福 ー 慣
石 艮 ・ 角 檀
石 島 ・ 角 - ;1< 悶賀栂
石 ・ 畠 ・ 角 に，5iい買慣 ・ 樫
石 畠 . 111 ・ 角 ・ 串 担
長 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5iい檀
石 島 窓 ・ 角 ・ 赤 檀
石 島 . 111 ・ 角 恒
石 畠 醤 ・ 角 ・ 串 悶買個
石 畏 ・ 2 ・ 角 ・ 赤 温閏橿
石 霊 園 角 恒
石 民 ' I'l 角 ・ 赤 恒
石 長 冨 ・ 角 樋
石 ・ 岳 ・ J旦 帽

飼盟 (外国}

横ナデ
繍ナデ
ハケ目 {悩) 、 ナデ、 欄ナテ
ハケ目 {雌] 、 繍ナデ
網ナデ櫨ハケ目 {縦) 、 繊ナデ
損ナデ
繍ナデ、 ハケ目 {縦) 櫨梱ナデ
工且による掴ナデ
翻ナデ
ハケ目 (健} 、 掴ナデ
慣ナデ
綱ナデ
慣ナテ
繍ナデ
慣ナデ、 ナテ
慣ナデ、 ナテ
掴ナデ
欄ナデ
栂ナテ‘ 突帯、 ハケ目 {多方向 縦) 後慣ナデ
=�是刻み目突輔
ハケ目 (左よ} 後ナデ、 幌ナデ_ Ii1Jみ 目 突輔
ナテ
椴ナデ
領ナデ. 摘ナデ. 指ナテ
椴ナデ、 ナデ
蝿ナテ
ナテ 指ナテ植 ミ ガキ (磁) 、 欄ナデ
繍ナデ
繍ナテ
栂ナデ
摘ナデ、 ハケ自 {組]
領ナデ
繍ナテ
傾ナデ、 四条混鰻
ナデ、 ミ ガキ (欄) 、 柵ナデ
繍ナデ‘ ハケ目 [左上} 撞ナデ
網ナテ
鍋ナテ
ナテ
摘ナデ
備ナテ
ハケ目 (雌) 櫨ナデ
綱ナデ
揃ナデ、 ナデ
ハケ固 {縦) 櫨ナデ、 ナデ
摘ナデ
桶ナデ
欄ナデ、 描ナデ植梱ナテ
欄ナデ
掴ナデ
掴ナテ
禍ナテ、 工具によるナデ
楠ナデ、 刻み目文 (錦国)
繍ナデ、 ハケ目 {豊島方向) 後禍ナデ

�ケ 目 (縦) - ナテ‘ 描ナデ

飼堕 {円函]

揖ナデ
機ナデ
ナデ
磨混

圏誠

構ナテ
楠ナデ

繍ナデ、 ハケ目 {慣}
磨灘
損ナデ
闇ナデ
掴ナテ
掴ナデ
慣ナテ. ナデ
領ナテ
績ナデ、 ナデ
積ナデ、 ナテ
掴ナデ‘ ナテ. 指頭圧銅

ナテ
ナデ‘ 繊ナデ
栂ナデ、 ナデ
指ナテ
繍ナデ
横ナテ
ナデ、 横ナデ
鍋ナテ
繍ナテ
欄ナデ. ナテ
繍ナテ
掴ナデ
慣ナテ
ナテ‘ 横ナテ
ナテ、 指頭庄国
構ナデ
慣ナデ
概ナデ‘ ナデ
繍ナデ
繍ナデ、 ナデ
横ナデ
繍ナデ. ハケ目 {櫛 ・ 多方向} 憧ナテ
繍ナデ
ナデ
指ナテ、 ナデ、 指顕庄痕
摘ナデ
栂ナデ
禍ナデ、 ナデ
横ナデ、 ナデ
機ナデ
備ナデ
繍ナデ、 ナデ
繍ナデ
蝿ナデ
庖混

偏号 実潤 図版
醤号 番号

536 
48 1 4 

695 
5 5 1  
528 
537 
529 

532 
1 1 04 
836 
842 
自41
86 1 
856 
857 
808 

iffi色調料‘ 実885と 同 個体力、 ヮ 884 

{国大厨軍29.自由) 1 4 3 1  

赤色調料. 翼884 と 同 個体か っ 885 
自50

ス ス 付回 802 
8 1 0  
自09
8 1 1 
日 1 3
853 
326 
348 
328 
327 
347 

拓本髄付 907 
88 1 

類似土留3 ・ 1 回出土 874 
868 

題似土器2 ・ 1 園出土 852 
878 

類似土恩2 ・ 1 庖出土 85自
頬似土器2 ・ 1 庖出土 840 

(図式問撞2 1 .0四) 934 
876 
880 
908 
909 
846 
85 1 
844 
855 
854 
847 

ス ス付函 48 1 6  
862 
889 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 1 
!�図 犠 遺桐 過桐 出土 レ イ ア ウ ト 器梱
置号 醤号 置号 掴顕 回位 四位

第 111 - 1 38回 23 1 1 66 S 1 1 1  聾

盟 111 - 1 38囲 24 1 1 66 S 1 1 1  鉢
軍 111 - 1 38固 25 1 1 66 S 1 1 1  亜
車 川 ー 1 38図 26 1 1 66 S 1 1 1  壷
車 問 - 1 38図 2 7 1  1 66 S 1 1 1  量
第 111 - 1 38図 28 1 1 66 S 1 1 1  踊頭盟 (穿子l
第 111 - 1 38図 29 1 1 66 S 1 1 1  高t不
第 111 - 1 38図 30 1 1 66 S 1 1 1  亜

軍 111 - 1 39図 1 1  1 90 s 底面 床面 亜
車 日1 - 1 39図 2 1 1 90 S 1 1 4 4 聾

第 111 - 1 39図 3 1  1 90 S 1 1 2  3 亜
草 川1 - 1 39図 41 1 90 S 1 1 3  3 E 
車 川 - 1 39図 51 1 90 S 1 1 3  3 聾

車 111 - 1 39図 6 1  1 90 S 1 1 3  3 亜
第 川 - 1 39図 7 1 1 90 S 1 1 3  3 盟
車 111 - 1 39図 81 1 90 S 1 1 3  3 盟
車 川 - 1 39図 9 1  1 90 S 1 1 3  3 壷
第 111 - 1 39図 1 0 1  1 90 S 1 1 1  2 亜
車 111 - 1 39図 1 1 1  1 90 S 1 1 - 2 亜
第 111 - 1 39図 1 2 1  1 90 S 1 1 2  2 聾

軍 111 - 1 39図 1 3 1  1 90 S 1 1 - 2 壁
第111 - 1 39固 1 4 1  1 90 S 1 1 1 盟
車 川 ー 1 39図 1 5 1  1 90 S 1 1 1 盟
第 111 - 1 39図 1 6 1  1 90 S 1 1 - 亜
第 111 - 1 39囲 1 7 1  1 90 S 1 1 1 盟
車 川 ・ 1 39図 1 8 1  1 90 S 1 1 1  盟
第 111 . 1 39図 1 9 1  1 90 S 1 1 - 亜
第 111 - 1 39図 20 1 1 90 S 1 1 1  盟
第 111 - 1 39図 2 1 1 1 90 S 1 1 1  量
車 問 ・ 1 39図 22 1 1 90 S 1 1 1  畳
車 川 ー 1 39図 23 1 1 90 S 1 1 1  壷
第 川 1 39固 24 1 1 90 S 1 1 - 盟
第 川 ー 1 39囲 25 1 1 90 S 1 1 - 揖顕毘
第 川 ー 1 39図 26 1 1 90 S 1 1 - 壷
第 川 1 43囲 1 1  2 1 2  S 1 1 4  4 壷
車 川 ー 1 43図 21 2 1 2  s 1 . ト レ) 3 亜
第 川 1 43固 31 2 1 2  S 1 1 2  3 亜
田 111 - 1 43固 41 2 1 2  S 1 1 3  3 E 
軍 側 - 1 43図 5 1  2 1 2  S 1 1 1  3 壷
車 111 - 1 43図 61 2 1 2  s 3 ・ 卜 レ 3 壷
軍 111 - 1 43因 71 2 1 2  S 1 1 3  3 壷
第 制 ー 1 43図 81 2 1 2  S 1 1 2  2 盟
富 山 1 43図 91 2 1 2  S 1 1 2  2 盟
車 川 ー 1 43図 1 0 1  2 1 2  S 1 1 1 2 亜
第 111 - 1 43図 1 1 1  2 1 2  S 1 1 1 2 亜
草 川 - 1 43図 1 2 1  2 1 2  S 1 1 2  2 盟
里 山 143図 1 3 1  2 1 2  S 1 1 2  2 盟
串 111 - 1 43図 1 4 1  2 1 2  S 1 1 2  2 盟
第 川 ー 1 43図 1 5 1  2 1 2  S 1 1 1  2 亜
草 川 ー 143図 1 6 1  2 1 2  S I  2 . 1 2 亜
田 川 1 43図 1 7 1  2 1 2  S 1 1 2  2 盟
車 問 ー 1 43回 1 8 1  2 1 2  S I  ト レ 2 亜
軍 川 ー 1 43図 1 9 1  2 1 2  S 1 1 2  2 畳 {穿孔)
草 川 ー 1 43図 20 1 2 1 2  S 1 1 1 2 畳
里 山 ー 1 43図 2 1 1 2 1 2  S 1 1 2  2 霊

部位

底部
口銭
口鶴
日銀
ロ緑
口縁
脚部
口総~頭部
口総
底部
口揖
口信
口総
口鶴
口縁
底部
目録
口総~頭部
口認
底部
口揖~頭部
口鶴
口健
口銭
ロ闘
底部
底部
底部
ロ鼠 頭部
ロ緯
日韓
銅部
日経
底部
口緯
日銀
口鶴~頭部
ロ録
口線
底部
底部
口緑~周部
口銭
口揖
口総
ロ鰻~頭部
底部
底部
底部
底部
底部
底部
口鶴
日銀
口瞳

口笹 器高 底擢 胎土 色悶
(凹} (00) (00) 

2 .2- 7.0 石 長 角 鐙

(30.0) 2.4- 石 長 霊 角 ー 赤 民自

( 1 8.0) 2.4- 宮 角 赤 に，5iい赤吊 ー に，5;い閏橿

( 1 9 .6) 2.8- 石 i 長 ー 君 。 角 恒
1 7 .6 2.9- 石 民 ー 盟 角 ' 赤 に，5;い恒

1 1 .0) 4.6- 畏 w . 角 赤 にぷい檀

2.9- 1 白。日) 石 ・ 畠 ・ 角 。 赤 に，引い檀
24.4 5.3- 石 長 盟 角 赤 櫨

1 8.8) 2 .2- 長 w . 角 赤 に，5;い恒
3.3- 6.0 石 ・ 長 君 。 角 掴

30.0 2.4- 石 長 窪 角 赤 喧
(24.0) 3 . 1 - 石 長 蜜 角 椙
( 1 1 .4) 1 .6- 石 ' !i! ' 冨 角 赤 に.;、い買由

(34.0) 2.9- 石 ・ 民 ' !lI 角 ・ 赤 にぷい橿

27.2) 3 .2- 石 長 ' !lI 角 にぷい貫橿

2.7- 6.6 石 長 . w 角 にぷい檀

1 6. 2  1 .7- 石 民 ー 角 赤 灰買褐
26.2 5.3- 石 長 ー 霊 角 ー 赤 灰買
25.0 3.4- 甚 石 ー 霊 赤 嵩置檀

5.2- 6.2 石 長 角 赤 櫨
1 8.0 3 .8- 石 ・ 晶 君 角 赤 恒
27.2 2.5- 畏 E 角 赤 間買褐
27.2 2.5- 石 長 冨 角 赤 恒

(28.0) 2 .5- E 長 量 角 にぷい商慣

(27.0) 2.6- 畏 w . 角 ・ 赤 橿
3.8- 6.6 石 昼 寝 角 赤 1:ぷい担

2.9- 5.0 石 長 . w 角 檀
3.4- 1 0. 3  石 毘 ' !lI 角 ・ 赤 にぷい買曜

1 4.6 7 .2- 石 民 . \1 角 ー 赤 聞置掴

{測定不能) 3.3- 石 長 角 赤 掴Ek . にぷい揖
1 2 .6 1 .45- E 盟 角 赤 喧

8.3- 石 島 宮 角 赤 思 固反貫
1 8 .0 4.6- 畏 密 角 揖

4.6- 6.8 皇 宮 ・ 角 帯 に.;、い置担

25.8 3.5- 石 且 ー 蜜 角 ・ 赤 担
25. 1 5. 1 - 石 畏 ・ 璽 角 にぷい置檀
29.0 5.2- 石 島 ・ 宮 角 瞳

(37.0 2 . 1 - 毘 密 ー 角 に，Si L 、桓

30.0) 2 .5- 石 ・ 員 。 角 明赤、褐 ・ 境貿檀
3.3- 日 日 長 角 赤 にぷい掲
4.2- 日 1 畏 密 角 赤 檀

27.2 9 日~ 石 長 ' !lI ' 角 ・ 赤 にぷい賞檀

(測定不能} 1 .5- 石 長 。 鐙 角 ・ 赤 担
30.0 2.5- E 長 ・ 角 ijf， に，5.い眉

29.0 3 .5- 石 晶 盟 角 ー 赤 にぷい置掴
25.0 4.3- 民 石 ' !lI 赤 恒

4.2- 7.2 石 長 。 角 聞置椙
4.4- 7 .7  石 長 ・ 璽 角 ・ 赤 撞
3.7- 5 . 5  石 ・ 昼 ・ 霊 角 ・ 事 に，5;い掲

1 .9- 8.2 石 昆 ー 雲 南 ・ 赤 にぷい置橿

2.6- 8.7  畏 冨 ・ 角 車 にぷい置瞳

3.6- 7.6 石 艮 ・ 霊 角 信
( 1 6 .5) 3 .3- 石 !ll ' 霊 角 にぷい買檀

1 8 .6 3 .3- 長 角 ー 赤 に，5;い檀

1 9.8 1 .8- 畏 E tこぶい買担

間盟 {外面) 回盟 {円面) 由考 実測 国販
畠号 畠号

ハケ目 (縦) 、 ナデ、 掴ナデ 庖滅 898 
繍ナデ 掴ナデ 849 
相ナデ、 ナデ 掴ナデ 886 
繍ナデ 楠ナデ 877 
織ナデ、 ハケ目 (縦) 繍ナデ、 ミ ガキ (多方向) 845 
徽ナデ、 ナデ 欄ナデ、 ナテ 黒民 883 
ハケ目 (左よ) 後ナデ、 桐ナデ 織ナデ 882 
楠ナデ、 指頭庄痕 掴ナデ、 へフケズリ (土師器) 839 
織ナデ 相ナテ、 ナデ 523 
繍ナデ後ハケ目 (縦) 、 欄ナデ、 ナテ 庖滅 498 
繍ナデ 繍ナデ‘ ナデ 類似土器3 . 2胞出土 502 
楠ナデ 掴ナデ、 ナデ 5 1 9  
楠ナテ 楠ナデ‘ ナテ 赤色調料 492 
掴ナテ 繍ナデ 50 1 
掴ナテ 掴ナデ 黒班、 スス付泊、 頬似土器2 . 1 周出土 48 1 3  
ハケ 目 (縦) 、 栂ナデ 庖混 5 1 3  
昭文 (躍) 、 欄ナデ、 刻み目文 (薗部) 領ナデ‘ ミ ガキ (鍋) 、 暗主 (躍} 606 
掴ナデ、 ナデ. 突帯 蝿ナテ、 ナデ 類似土器2 . 1 周出土 597 
掴ナデ ナデ 摘ナデ 頚出土留2 . 1 回出土 504 
ハケ目 {雌) . ナデ‘ 慣ナテ ナテ、 指蕗圧銅 533 
繍ナデ、 陪文 (縦) 、 へフナテ 楠ナデ、 ナテ 類似土器2 . 1 回出土 486 
繍ナテ 繍ナデ 494 
掴ナデ 欄ナデ 493 
繍ナテ 繍ナテ 5 1 2  
繍ナデ ハケ目 (左上) スス付回 48 1 5  
ハケ目 (縦) 、 ナテ 庖嵩 497 
ハケ目 (縦) 撞ナデ、 ナデ 庖滅 500 
ハケ目 (儲) 、 掴ナデ、 随文 (繍) 庖滅 503 
繍ナデ. ハケ目 (繍) 後備ナデ、 ハケ目 (蹴) 鍋ナデ‘ ハケ目 [左上) 520 
徽ナデ. ハケ目 (縦) 後ナデ 繍ナデ 6 1 8  
鍋ナテ 繍ナテ、 ナデ 593 
ミ ガキ {傾) ‘ 刻み目突帯 ハケ目 (縦) 、 倒ナデ後指圧鹿 (lll大胴哩26 日間) 954 
柵ナデ、 ナデ後ハケ 目 (左上) 摘ナデ、 ナデ後ハケ目 (左上} 632 
ミ ガキ {多方向) ナデ‘ 指頭圧痕 1 585 
掴ナテ‘ 帽ナデ後暗主 (縦) 、 ナデ 掴ナデ、 ナデ 類剖土器4 . 2庖出土 465 
掴ナデ、 ナデ 掴ナデ. ナデ 類似土器3 . 2 ・ 1 届出土 440 
機ナデ 掴ナデ、 ナデ、 ナデ後ハケ邑 {錨} 頚似土器3 . 2 ・ 1 園出土 609 
摘ナテ 摘ナデ ス ス付�. 類似土器3 . 1 周出土 48 1 2  
柵ナデ 楠ナデ 類似土器3 . 1 回出土 6 1 7  
ハケ目 (縦) 後ナテ、 ナテ ハケ目 {繍) 後ナデ、 繍ナデ、 ナデ 類似土器3 . 1 周出土 455 
ハケ目 (左上) 後ナデ、 ナデ ナデ、 掲頭圧倒 黒斑 1 545 
摘ナデ、 突穆 ナデ 類似土器3 ・ 2 . 1 回出土 429 
術ナデ 掴ナテ 類似土器2 . 1 回出土 629 
蝿ナテ 楠ナデ 類似土器2 . 1 聞出土 443 
楠ナデ、 突帯 楠ナデ、 ナデ 類似土器2 . 1 回出土 435 
機ナデ. ハケ目 (蹴) 後繍ナテ 機ナデ‘ 指ナテ、 掴顕圧 圏、 ナテ 類似土器2 . 1 回出土 430 
ハケ目 (縦) ‘ ナテ 磨滅 477 
ハケ目 {縦) 、 繍ナデ、 ナデ ナデ、 指頭庄国 482 
楠ナデ後ハケ目 {鐙) 、 ナテ、 領ナデ 庖混 頚個土盟2 . 1 回出土 473 
ナデ. 禍ナデ 庖混 462 
摘ナデ、 ナデ 磨混 468 
ハヶ目 (縦} 笹ナデ、 ナデ、 機ナデ ナデ 類似土器2 . 1 庖出土 427 
楠ナデ 繍ナデ‘ ナデ 438 
楠ナテ ハケ目 (縦) 後掴ナデ 術ナデ 指頭圧 困、 ナデ 類似土器2 ・ 1 悶出土 463 
欄ナテ 術ナデ 44R 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 2
挿図 帽 週網 湿綱 出土 レ イ ア ウ ト 器糧 部位 口橿 器商 底橿 胎土 色嗣 闘監 {外面} 掴聾 [肉面) 備考 実潮 図版

番号 番号 番号 種類 周位 居世 {四} (田} {田} 薗 号 番号

軍 111 - 1 43固 22 1 2 1 2  S 1 1 2  2 車 回線 1 9.4 2 . 1 - 石 ー 長 ・ 角 田 赤 にI�\い黄櫨 姻ナテ 椀ナデ、 ナデ 460 
揖 111 - 1 43固 23 1 2 1 2  S 1 1 1 2 留由 胸部 3.5- 1 9.8 石 ・ 長 ・ 角 極 償ナテ ハケ目 (繍} 植ナテ 類似土器2 . 1 庖出土 464 
車目 1 - 144圃 1 1  2 1 2  S 1 1 1  聾 口栂 30.6 2.2- 石 ・ 畠 田 宮 ・ 角 買極 繍ナデ、 ナデ ナデ、 概ナデ 436 
車 問 ー 1 44固 2 1  2 1 2  S 1 1 1  霊 ロ録 29.6 2.7- 石 ・ 長 ' !!I にぷい買桓 傾ナテ 憤ナデ 432 
軍 111 - 1 44固 3 1  2 1 2  S 1 1 1  E 口健 20.0 4.3- 石 ー 畠 霊 橿 慣ナデ、 ハケ目 (健] 植機ナテ ナデ、 栂ナデ 43 1 
軍 111 - 1 44固 4 1 2 1 2  S 1 1 1  1 聾 口録~周回 1 5.8 4.2- 長 ' !!I ・ 角 田 部 間赤禍 櫛ナデ、 ハケ目 {縦) ナデ 557 
車111 - 1 44固 51 2 1 2  S 1 1 1  1 聾 ロ緑 28.8 3.0- 長 ・ 石 ' !!l ' 串 に，5\い質櫨 栂ナテ 績ナテ 627 
揖 剛 ー 1 44固 61 2 1 2  s ト レ 1 聾 底部 2.3- 1 3 .0 畠 ・ 蜜 ・ 角 ・ 郵 権 ハケ目 {縦} 、 ナデ 459 
草 川 1 44固 71 2 1 2  S 1 1 1 鉢 口健 20.4 2.9- 雲 ー 角 赤 檀 ナデ、 積ナデ 犠ナデ 471 
軍 111 - 1 44囲 81 2 1 2  S 1 1 1 1 畳 {曹孔} 口緯 1 9 .0 1 .6- 畏 ・ 角 ・ 事 にぷい買櫨 繍ナデ 横ナテ 44 1 
軍1 11 - 1 44図 91 2 1 2  S 1 1 1 量 口録 ( 1 9 .2) 1 .8- 角 ー 串 にぷい寅櫨 樹ナデ 横ナデ 437 
軍1 11 ・ 1 44固 1 0 1 2 1 2  s ト レ 1 量 口鶴 1 6.0 1 .3 長 ー 角 灰買褐 欄ナデ 慣ナデ、 ミ ガキ痕 [欄} 457 
軍 側 ー 1 44図 1 1 1  2 1 2  S 1 1 1 蜜 目録~頭部 2 1 .4 6 . 1 - 石 ・ 長 ・ 冨 ・ 角 に.5\い寅櫨 機ナデ、 ハケ目 [多方向) 横ナデ、 ナテ憧指頭圧痕 45 1 
軍 側 ー 1 44函 1 2 1  2 1 2  S 1 1 1 量 口縁 25.0 4 .3- 石 ・ 昼 霊 角 に1)\い黄櫨 栂ナデ、 ナデ 揖ナデ、 ナデ 604 
軍 叩 ・ 1 44国 1 3 1  2 1 2  S 1 1 1 壷 回線 ( 1 1 .2) 1 .7- 民 ' l!i ・ 角 田 事 櫨 繍ナデ、 条刻み自主 (蝿部) 構ナデ 454 
草 川 - 1 44図 1 4 1 2 1 2  S 1 1 1 量 日銀 30.8 2.9- 畏 ' !!I ・ 角 ー 赤 明褐 樋ナデ 積ナデ 442 
1Ii1ll - 1 44国 1 5 1  2 1 2  S 1 1 - 壷 口揚 25.8 3 .3 石 ・ 角 ・ 赤 に.)\い寅橿 繍ナデ 憤ナデ 461 
車 問 ー 1 44固 1 6 1  2 1 2  5 1 1 - 量 口鶴 1 7.4 4. 1 - 畏 ー 角 串 担 摘ナデ 績ナデ 439 
車 川 ・ 1 44固 1 7 1  2 1 2  s ト 視乱 壷 目録 23.4 4.7- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 赤 橿 慣ナデ、 ミ ガキ (縦} 績ナデ、 ミ 刀キ {慣} 484 
富 山 - 1 44固 1 8 1  2 1 2  S I 1 1  壷 口揖 (35.0 1 .6 昼 ー 角 赤 に.5;:い黄櫨 ミ ガキ (繊) 、 繍ナデ 横ナデ 456 
車川- 144固 1 9 1  2 1 2  S I 1 1  複合口揖罷 日銀 6.2 2 .5- 石 ー 畠 角 明都褐 繍ナテ 構ナデ、 指頭圧痕 474 
軍1 11 - 1 44固 20 1 2 1 2  S I 1 1  複古口徳盛 口鶴 1 1 .2 3.9- 長 ・ 石 ' 1'1 ・ 赤 橿 償ナデ 横ナデ 458 
富 山 ー 1 44固 2 1 1 2 1 2  S I 1 1  輝頭盈 口揖 3.3- 密 角 赤 に.Siい買栂 慣ナデ、 ナデ櫨 ミ ガキ {多方向) 楠ナデ、 ナデ 648 
草 川 1 44固 2 2 1  2 1 2  S 1 1 1 壷 間部 4.3- 長 冨 角 にぷい橿 ナデ、 鈎就浮宜、 突帯 ナテ 48 1 0  
聾 111 - 1 44固 23 1 2 1 2  s ト レ 量 底部 5.9- 6.4 石 墨 盟 ー 角 ・ 赤 悶買褐 ナデ ナデ、 ナデ後ハケ 目 {緩} 470 
軍1 11 - 1 44国 24 1 2 1 2  S 1 1 1 高坪 口緯 22.0 2.0- 長 田 石 ・ 赤 椙 繍ナデ 構ナデ 469 
軍1 11 - 1 44固 25 1 2 1 2  S 1 1 1 高坪 胸部 1 .3- 1 3 .4 石 皇 霊 ー 角 にぷい買慣 ハケ目 {多方向) 櫨ナデ、 掴ナデ 機ナデ 621 
軍 111 - 1 44固 26 1 2 1 2  S 1 1 1 蓋 支持部 3.9- 石 畳 冨 ー 角 揮 悶褐 ナデ後 ミ ガキ {多方向} 指頭匡領、 ナデ桂 三 ガキ (多方向} 479 
車111 - 1 47園 1 1  1 73 s 庫面 ・ 1 床面 聾 口緯 25.9 2 .3- 長 冨 角 ・ 赤 檀 償ナデ 横ナデ、 ハケ目 [左上} 桂ナデ 類似土器床面 4 ・ 3 . 2 ・ 1 回出土 480 
軍 111 - 1 47図 21 1 73 s 床面 床面 霊 口緯~頭部 2 1 .4 3 .2- 長 ・ 蜜 ・ 角 ・ 串 暗灰置 横ナテ. 突務、 ミ ガキ痕 慣ナデ、 ミ ガキ痕 (横) 466 
軍1 11 - 1 47固 31 1 73 S 1 1 4 席面 鉢 口緑 29.2 1 .5- 石 長 ， 思 ・ 角 ・ 事 橿 ミ ガキ {積) 、 慣ナデ、 へフによる繍ナデ ミ ガキ、 繍ナデ 類似土器庫薗 4回出土 488 
軍 111 ・ 1 47図 41 1 73 S 1 1 3  3 鉢 口健 23.0 1 .7- 長 ・ 冨 角 におい買 慣ナテ 損ナデ 頬似土器3 . 2 ・ 1 回出土 573 
車111 - 1 47図 51 1 73 S I 1 2  2 盛 口総 25.0 3 .7- 長 盟 国 角 ・ 轟 掴 ナデ櫨 ミ ガキ (慣} ナデ後 三 ガキ {輔) 491 
車111 - 1 47園 6 1 1 73 s 2 ・ [周郡) 2 壷 園都 1 4 .3  石 長 盟 ー 角 串 檀 機ナデ‘ ミ ガキ {繍} 、 突輔 ナデ、 指頭庄痕 (!ii大間橿28.000) 9 1 3  
軍 111 - 1 47圏 71 1 73 S 1 1 2 2 霊 底部 2. 1 - 9.6 石 ・ 轟 ・ 璽 ・ 角 栂灰 に15iい鐙 ナテ ナデ、 指頭匡痕 577 
車111 - 1 47固 8 1  1 73 S I 1 2  2 器台 脚節 5.0- 1 0.0 石 ・ 畏 ・ 冨 ・ 角 聞置栂 ハケ固 (縦) 、 指頭庄園櫨横ナテ 繍ナデ 475 
軍 111 - 1 47園 91 1 73 1  S ト レ E ロ録 23.6 2.8- 石 ・ 畏 ・ 醤 ・ 角 議貰極 機ナデ 掴ナデ 489 
軍 111 - 1 47固 1 0 1  1 73 S I 1 1  聾 ロ縁 27.6 2.4- 石 長 盟 ・ 角 車 揖 機ナデ 横ナテ、 ナデ 472 
車111 - 1 47園 1 1 1  1 73 S I 1 1  聾 ロ緯 32.6 3.3- 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 揖 機ナデ 横ナデ 490 
車111 - 1 47固 1 2 1  1 73 S I 1 1  聾 口線 ( (測定平能) ) 2 .3- 石 ・ 長 田 !'I ' 角 担 機ナデ 横ナデ、 ナデ 476 
軍 111 - 1 47固 1 3 1  1 73 S 1 1 1  聾 口緯 ( (測定不能) ) 2 . 1 - 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 に，Siい栂 ナテ、 ハケ目 {繍) ナデ 580 
車111 - 1 47固 1 4 1  1 73 5 1  ト レ 毘 底部 5.3- 7.2  石 畏 霊 ・ 角 . ;y， 檀 ハケ目 {縦} 、 繍ナデ、 ナデ ナデ ス ス付図 55 

車111 - 1 50固 1 1 1 65 s 周部 肩部 鈍 口縁~岡部 25.6 5.8- 長 ・ 密 ' 角 ・ 串 嵩賃値 横ナデ 横ナデ 623 
車111 - 1 50固 2 1 1 65 s 岡部 周部 壷 口縁 1 4.0l 4.7- 石 ・ 畏 田 宮 ー 角 ・ 串 悶褐 ハケ自 {縦} 櫨禍ナデ櫨暗主 {縦) . 楠ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ {多方向) 676 
罵 111 - 1 50固 3 1 1 65 s 床面 床面 壷 口緯 1 5.2  2 .6- 石 ・ 畏 ， 盟 ・ 角 ・ 串 にぷい櫨 損ナデ、 ハケ目 [縦} 桂ナデ 横ナデ 620 
軍1 11 - 1 50固 41 1 65 5 1  1 3  3 聾 口緯 24.0l 2 . 1 - 石 ・ 霊 園 角 ー 揮 掴 備ナテ 横ナデ 637 
車11 1 - 1 50固 5 1 1 65 5 1  1 2  3 聾 ロ縁 26.2 2 .8- 石 ・ 畏 ， 震 ・ 角 ・ 串 にぷい買慣 横ナデ 横ナデ、 ナデ 頭似土器3 ・ 1 回出土 638 
車111 - 1 50固 6 1 1 65 5 1 1 1 3 E 口総 29.0 5.2- 石 ・ 畏 ， 密 ー 角 ・ 串 埠置橿 慣ナテ 償ナデ、 ナデ 頭似土器3 . 2周出土 270 
車111 - 1 50固 7 1 1 65 5 1 1 3 3 聾 ロ緑 28.0 4.3- 石 ・ 畏 ・ 思 但 績ナテ、 指頭臣民桂樹ナデ、 ナデ 績ナデ、 ナデ 641  
軍 111 - 1 50固 81 1 65 5 1  1 2  3 聾 口躍 23.8 4 . 1 - 石 ・ 長 ' I!I ・ 角 にぷい寅織 ・ 浅買値 繍ナデ 繊ナテ 類似土器3 . 2回出土 651 
車111 - 1 50固 91 1 65 5 1 1 3 3 E ロ縁 22.2 3.0- 石 ・ 長 ， 角 ー 串 信 横ナデ 繍ナテ 類似土器3 . 1 回出土 640 
車111 - 1 50固 1 0 1  1 65 5 1 1 3 3 E 口跨 30.0) 2 . 1 - 石 ・ 長 ， 盟 ー 角 赤 に1)\い櫨 績ナデ 慣ナテ、 横ナデ 633 
車1 11 - 1 50国 1 1 1  1 65 5 1 1 3 3 E 底部 2.7- 1 1 .2 石 昼 !!I ' 角 赤 にぷい買植 ナデ、 掴ナデ、 指ナデ 題誠 707 
軍 111 - 1 50固 1 2 1  1 65 5 1 1 1 3 盛 口縁 1 9 .2 2 .0- 石 畏 ・ 角 ・ 赤 橿 績ナデ、 工員による楠ナデ 欄ナデ 頬似土器2 . 1 回出土 625 
揖 剛 ー 1 501盟 1 3 1  1 65 5 1 1 3 3 蜜 ロ緯 里旦，4 3 . 1 - 石 ・ 畏 ， 量 ・ 角 赤 溝質纏 繍ナデ. ナデ 横ナテ 628 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 3
揮図 筏 遺網 週網 出土 レイアウ ト 醤緬 国位 口笹 器商 底橿 胎土 色調 飼堕 (�函) 踊監 {内面} 備考 実澗 図版

番号 番号 番号 掴鱒 周位 回世 (cn) {田} {四} 番号 番号

車 問 - 1 5沼田 1 4 1  1 65 5 1 1 3 3 盛 口鶴 ( 1 5.6) 1 .5- 石 ・ 昼 . 111 ・ 角 ・ 事 議質櫨 樹ナテ、 横ナテ笹陪宜 {縦} 術ナデ 626 
軍 川 ー 1 5 1 固 1 1  1 97 5 1  1 P p 聾 口組 27.0 2 .5- 轟 ・ 石 . 111 赤 極 横ナデ 栂ナデ、 ナテ 題似土器2 . 1 回出土 773 
車 問 - 1 5 1 固 2 1  1 97 5 1 1 2 2 車 口信~覇留 (30._Q 4.2- 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 信 横ナデ、 i:t栂. ハケ目 {錨) 楠ナデ、 ナテ 煩似土器2 ・ 1 回出土 772 
軍 制 ー 1 5 1 固 3 1  1 97 5 1 1 1 2 聾 目録~頚留 (36.Jl 4.6- 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 ・ 部 に，5\い櫨 繍ナデ 椴ナテ、 ナデ 類似土器2庖出土 765 
掴 111 - 1 5 1 固 4 1  1 97 5 1  1 2  2 E 口鶴 26.4 5.4- 石 墨 . I!I ・ 角 ・ 赤 にぷい質極 慣ナテ、 ナデ、 ハケ目 {磁} 艦ナテ 椴ナテ、 ハケ目 {繍} 笹ナデ {土師器) 796 

へラケズ リ {在上} 後ナデ
車 111 - 1 5 1 圃 5 1  1 97 5 1  1 1  聾 口総 頭郡 22.9 4.3- 石 ， 畠 ・ 思 ・ 角 ・ 串 に.Siい民宿 繍ナデ 榔ナデ、 ハケ目 {右上) 撞ナデ 8 1 8  
蝿 111 - 1 5 1 圃 6 1  1 97 5 1  1 1  壷 口縄 (37.0 2 .0- 石 . 1/ . 角 亦 に1Stい質調 横ナデ、 ハケ自 {縦} 櫛ナテ 942 
軍 111 - 1 5 1 図 7 1  1 97 5 1  1 1  量 口緑 (20.0 3.0- 長 田 宮 ・ 角 赤 にぷい質権 横ナデ 樹ナデ、 ハケ目 {繍} 966 
車 111 - 1 5 1 国 自 1 97 5 1  1 1  聾 園部 5.5- 長 . 111 ・ 角 ・ 車 檀 ・ 賀阪 繍ナデ、 鈎状淳宜、 暗主 {綬} ナデ、 慣ナデ 848 
車 111 - 1 5 1 図 9 1  1 97 5 1  1 1  題台 底郵 3.0- 7.6 長 ・ 石 極 ハケ目 [縦} 楓ナデ 78 1 
軍 111 - 1 52回 1 1  1 65 5 1  1 1  E 聾 ロ録 24.8 2 .3- 長 . 111 角 赤 悶揖禍 繍ナデ 繍ナデ、 ハケ固 [左上) 撞繍ナテ 類似土鑓2 ・ 1 回出土 63 1 
軍 111 - 1 52図 21 1 65 5 1  1 2  2 聾 底部 3.0- 5.8 石 ・ 畏 ・ 霊 角 串 にぷい貿極 ハケ目 [雌} ‘ ナデ 庖誠 6 1 9  
車 111 - 1 52固 31 1 65 5 1 1 1 2 聾 底部 5. 1 - 8.0 石 ・ 長 ・ 冨 ・ 角 赤 にぷい賀橿 ハケ目 {縦) 後ナデ、 揖ナデ、 ナテ ナデ、 指頭庄恩 頭似土器2 ・ 1 回出土 6 1 6  
車 111 - 1 52図 41 1 65 5 1  1 2  E 量 ロ 録 0 9.4 2.0- 石 ・ 畏 ・ 角 . .. 橿 横ナデ 繍ナデ 630 
軍1 11 - 1 52固 51 1 65 5 1  1 2  E 霊 口鐙 22.2 2 .3- 石 ー 長 . 111 ・ 角 ・ 帯 植 機ナデ 構ナデ 1 83 
軍 11 1 - 1 52固 61 1 65 5 1  1 2  2 霊 口鶴 1 5 .6 3.4- 石 ・ 畏 E ・ 角 ・ 車 種 積ナデ、 ナ デ 繍ナデ、 ナデ 643 
車 111 - 1 52固 7 1  1 65 5 1 1 2 2 壷 胸部 2 1 .8- 長 . I!I ・ 角 ・ 串 檀 償ナデ笹箇文 (綴} 、 ー畢突帯 指ナテ笹ハケ自 {楠] 櫨ナデ、 指頭圧痕 原班 {回大綱橿22.0cn) 1 047 

ナ デ睡 ミ ガキ (損}
軍 111 - 1 52固 81 1 65 5 1 1 1 聾 口錫 (25.6 1 .8- 石 ・ 長 ・ 霊 ・ 角 橿 繍ナデ 摘ナテ 639 
軍 111 - 1 52園 91 1 65 5 1 1 1 霊 口鶴 32.0 2. 1 - 石 . I!I ・ 角 に，5\い貿趨 繍ナデ 損ナテ 636 
軍 111 - 1 52園 1 也 1 65 5 1  ト レ E 底郡 2.8- 8.0 石 ー 長 ・ 璽 ・ 角 ・ 車 海寅担 ナデ {健) ‘ 楠ナテ 庖涜 706 
車 111 - 1 52園 1 1 1 1 65 5 1  1 1  聾 口組 (3 1 .6 2 .3 長 . I!I ・ 角 にぷい慣 繍ナテ 償ナデ 645 
車 111 - 1 52函 1 2 1  1 65 5 1 1 1 量 口錨 3 1 .0 1 .3- 石 ー 晶 翠 ・ 角 に.5\い質抱 績ナデ 網ナデ 644 
車 111 - 1 52図 1 3 1  1 65 5 1  ト レ 壷 口組 (27.4 1 .9- 石 ・ 長 田 角 ・ 蔀 明黄栂 椴ナデ、 工員によるナデ 椴ナデ笹ヘフナデ 634 
軍 111 - 1 52図 1 4 1  1 65 5 1 1 1 量 口組 22.0 2 .7- 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 に，5\い蹟栂 繍ナデ 概ナデ 624 
園1 11 - 1 52図 1 5 1  1 65 5 1 1 1 無頭霊 口麗~周部 1 4.8 自 0- 石 直 角 に，5\い質纏 ・ 鳳 ・ 灰寅栂 ハケ目 [右上} 盤樹ナデ 横ナデ、 ハケ目 (栂) 檀ナデ {国大閤哩 1 8.3田} 622 
園 111 - 1 52固 1 6 1  1 65 5 1 1 1 壷 頭部 2.6- 長 I!I . 角 ・ 揖 にぷい賃値 ・ 賀民 ハケ目 (鑓} 笹蝿ナデ、 突帯 ミ ガキ {樹} 、 ハケ目 {多方向} 聾ナテ 656 

ハケ目 (縦} 桂 ミ ガキ {繍} 檀陪文 {縦)
薗 川 - 1 52固 1 7 1  1 65 5 1 1 1 壷 底部 1 .7- 8.6 石 ・ 長 ・ 宮 田 角 鳳 ・ 湧質 ナデ ナデ、 指図圧盟 県斑 6 1 5  
第 111 - 1 54固 1 1  1 6 1  5 1  床面 ・ ( 1 ) N o  短調量 ロ縁~周回 1 2 .8 8.3- 百 長 . I!I . 角 赤 にぷい貫健 構ナテ、 ハケ目 {多方向] 繍ナデ、 指ナデ {欄} ‘ ハケ自 {椴] 後ナテ 鳳調 {鼠大間笹 1 8 . 1 凹) 日70

板ナデ、 ナテ
車 問 - 1 54固 2 1  1 6 1  5 1  庫函 N o  短頭盈 完形 1 2 .0 1 4.4- 5.0 石 長 ー 雲 ・ 角 ・ 串 檀 樹ナデ、 ハケ自 [多方向) 、 ナテ 欄ナデ、 ナデ、 揺蘭医痕櫨ハケ目 (鼠} 鳳寵 (ßl大原笹 1 9 .4cn) 1 200 
車 問 ー 1 54園 3 1  1 6 1  5 1  床面 床面 聾 口鐘 1 9 .4 2.4- 石 ・ 長 ・ 盟 櫨 横ナデ 舗ナデ 753 
軍 111 ・ 1 54国 41 1 6 1  5 1  床面 床面 霊 目録~関節 23.0 6.0- 石 長 . I!I 蹟極 繍ナデ 栂ナデ、 ナデ 間斑 779 
軍 111 - 1 54園 51 1 6 1  5 1  床面 床面 堕 園~底郡 1 9 .6- 8.0 石 ・ 角 ・ 赤 赤褐 ハケ目 {縦 ・ �方向} 櫨ナデ ハケ目 {右上 ・ 多方向) 植ナテ 860 
車 111 - 1 5�国 61 1 6 1  5 1  2下 3下 霊 口館 2 1 .0 3 .5- 石 ・ 畠 ・ 蜜 ・ 角 檀 績ナデ 繍ナデ 題似土器3下庖出土 7 5 1  
軍 111 - 1 54図 71 1 6 1  5 1  1 1  3下 聾 口信 20.4 2.7- 畳 ・ 霊 ・ 角 櫨 績ナデ 楠ナデ 類似土留3下周出土 742 
車 剛 ・ 1 54図 8 1  1 6 1  5 1  3下 3下 壷 口鶴 23.2 2.8- 石 ・ 霊 ・ 角 にぷい砲 慣ナデ 檎ナデ 760 
車 111 - 1 54図 91 1 6 1  5 1  3下 3下 霊 ロ 縁 (22.2) 2 .0- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 赤 橿 横ナテ. ハケ自 {左上} 桂栂ナデ 繍ナデ 755 

刻品目文 {鏑観]
車1 11 - 1 54囲 1 0 1  1 6 1  5 1  1 . 3下 ・ 上 (2 ) 3下 長頭聾 頭部 1 2 .5- 石 長 . 111 角 ー 車 櫨 ミ ガキ {縦) ヘフナデ、 ナテ 鳳斑 1 794 
軍 111 - 1 54田 1 1 1  1 6 1  5 1  3上 3上 聾 口総~毘郡 33.4 5.9- 石 ・ 長 ・ 霊 角 にぷい寅桓 慣ナテ‘ 突暗 償ナデ、 ナテ 790 
軍 111 - 1 54固 1 2 1  1 6 1  5 1  2上 3上 聾 ロ録 (27.6) 2 .2- 長 ・ 角 ・ 車 議貫橿 椴ナデ 繍ナデ. ナテ、 ヘラナデ (楠) 鳳礎 748 
軍 111 - 1 54固 1 3 1  1 6 1  5 1  3上 3上 霊 底鼠 2.6- 9.8 石 ・ 畏 ・ 蟹 ・ 角 ・ 串 10ぷい民宿 ハヶ目 [左上} 、 繍ナデ、 ナデ 底混 785 
圃1 11 ・ 1 54固 1 4 1  1 6 1  5 1  3上 3上 霊 ロ 縁 1 7 .4 2 .7- 石 ・ 長 ・ 角 ・ 5事 橿 横ナデ 繍ナデ 763 
軍 111 - 1 54圃 1 5 1  1 6 1  5 1  3上 3上 蜜 目録 (29.4)) 1 .8- 石 . 111 . 角 串 但 績ナデ 績ナテ 783 
軍 111 - 1 54固 1 6 1  1 6 1  5 1  3よ 3上 霊 口縁~周郵 1 7 .6 1 1 .8- 石 ・ 轟 ・ 雲 角 栂 ・ に，5iい質櫨 表面剥離 ハケ目 (多方向) 櫨ナデ 鳳斑 (図式周径2 1 .6四} 750 
軍 11 1 - 1 54固 1 7 1  1 6 1  5 1  3上 3よ 聾 底郵 3.4- 7.8 石 . /lI . 1lI 角 におい質抱 ハケ目 (多方向} ‘ ナデ 楠ナデ 829 
軍 111 - 1 55固 1 1  1 6 1  5 1  2下 2下 車 口健 24.8 1 .4- 石 長 虫 角 闘部褐 機ナデ 椴ナデ 749 
軍 111 - 1 55固 21 1 6 1  5 1  2下 2下 聾 底留 3 .2- 6.0 石 ・ 長 ・ 角 担 ハケ目 {縦} 、 犠ナデ、 ナデ 庖誠 799 
軍 111 - 1 55圃 31 1 6 1  5 1 E下 2下 聾 底部 3 .2- 7.4 石 ・ 甚 ・ 蜜 角 橿 極ナデ {縦} 、 繍ナデ 腐滅 788 
軍 111 - 1 55園 41 1 6 1  5 1  E下 ・ 上 2下 台付鉢 ロ縁~周回 1 6 .3 1 0.4- 石 ・ 畢 冨 角 ・ 赤 祖 繍ナテ、 ハケ目 {横} 繍ナデ、 ナデ 鳳斑 (量式調笹 1 6.4団) 2 1  
軍 111 - 1 55固 51 1 6 1  5 1  2下 2下 蜜 口録 26.6 3.0 石 ・ 畏 畢 角 ・ 蔀 問事掲 ・ 浅黄檀 繍ナテ 機ナテ 743 
軍 111 - 1 55固 61 1 6 1  5 1  2上 2上 聾 ロ 縁 約36.0 2 .5- 石 ・ 畏 ・ 盟 国 角 にぷい賞檀 摘ナテ 櫛ナテ LIQ旦



2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 4
!li図 ，査 週禍 E掴 出 土 レ イ ア ウ ト 器掴 田世 口在 器高
薗号 歯号 畠号 植頭 庖位 回位 {田) {田)

車 川 ー 1 55国 71 1 6 1  5 1 2上 2上 盟 ロa (42.0) 2 .6-
田 川 1 55固 81 1 6 1  5 1 2 上 2上 亜 口鶴 1 8 .4 2.5-
田 川 1 55回 91 1 6 1  5 1  2上 2上 毘 口総 (25.3) 2 .0-
篠 山 1 55回 1 0 1  1 6 1 5 1  1 1  聾 口組~頚部 28.4 4.3-
!l!1II . 1 55国 1 1 1  1 6 1  5 1  1 1  1 亜 口組 28.2 3 .3-
鼠 川 ー 1 55国 1 2 1  1 6 1  5 1 1 1 1 盟 口観 36.0) 3 . 1 -
車 川 1 55国 1 3 1  1 6 1  5 1 1 1 E 底部 4.4-
銀 川 1 55国 1 4 1  1 6 1  5 1 1 1 1 E 底部 1 . 7-
!l! 1II - 1 55国 1 5 1  1 6 1  5 1 1 1 盟 底部 3.2-
田 111 - 1 55田 1 6 1  1 6 1  5 1 主事 口組~腕部 23.2 9.8-
第 川 ー 1 55国 1 7 1  1 6 1  5 1 ト レ S本 口認 1 5. 0  1 .3 -
館 山 一 1 55国 1 8 1  1 6 1  5 1 1 1  盟 目録~頭部 (24.8) 4 .0-
鏑 川 一 1 55国 1 9 1  1 6 1  5 1  1 1  畳 口組 (29.4) 3 .5-
館 川 1 55国 20 1 1 6 1  5 1  1 1  盛 口語 (33.4) 2 . 2 -
第 川 一 1 55国 2 1 1 1 6 1  5 1 1 1  畳 口組 ( 1 6 . 2) 2 . 5 -
!I! 川 一 1 55国 22 1 1 6 1  5 1  1 1  短頭畳 ロ揖 1 0 .4 2.0-
第 川 ー 1 55国 23 1 1 6 1  5 1 1 1 1  盟 岡部 7.8-

館 山 ・ 1 55図 24 1 1 6 1  5 1  1 1  畳 底部 2 . 1 -
E白 川 1 55固 251 1 6 1  5 1  1 1  1 畳 底部 2. 1 -
田 川 一 1 55国 26 1 1 6 1  5 1  1 1  1 S不 白銀 1 4 . 2  2 . 8 -
鎖 川 ー 1 55国 27 1 1 6 1  5 1  1 1  高2不 口問 28.0 0.75-
!I! 川 ・ 1 55国 28 1 1 6 1  5 1 1 1 1 器台 脚部 3.4-

、、l 第 川 一 1 60囲 1 1  207 s 1 E ロ帥 20.0 4.0-
鉱 山 ー 1 60国 2 1  207 5 亜 口惜 24.0 2.3-
!l! 1II - 1 60因 31 207 5 亜 口惜 1 8 .5  2 . 2 -
第 111 ・ 1 60国 41 207 5 1 盟 口組 25.4 3 .0-
鰐 川 1 60国 51 207 5 E 口睡 23.8 1 .8-
館 山 ー 1 60 目 6 1  207 s 1 盟 口組~頭部 24.6 4.2-
鰐 川 1 60固 71 207 5 E 日目~頭郡 33.2 4.3-
第 川 ー 1 60国 81 207 5 1 1 盟 底部 3.0-
第 川 ・ 1 60 囲 9 1  207 5 1 盟 底田 3.9-
館 山 1 60国 1 0 1  207 5 1  1 1  堕 (耳孔) 口鶴 20.0 1 .9-
閉 山 1 60固 1 1 1  207 5 1  畳 口組 20.4  3 . 2 -
餌 111 - 1 60国 1 2 1  207 5 1 1 1  線盟盟 ロ揖 1 5 日 2 . 7 -
間 111 . 1 60国 1 3 1  207 5 1 壷 底郡 4.3-
努 川 1 60回 1 4 1  207 5 1 高2不 胸部 2 . 7 -
田 川 1 6 1 国 1 1  253 5 1 床面下 床面 盟 底部 5.7-
田 川 ー 1 6 1 国 2 1  253 5 1  1 1  2 E 口錨 25.0 4 .3-
田 川 ー 1 6 1 図 3 1  253 5 1 1 2  2 亜 口開~鋼部 25.2 4 . 2 -
閉 山 ー 1 6 1 図 4 1  253 5 1  1 2  2 畳 ロ鰭 (50.0) 2 .6-
由 川 ー 1 6 1 国 5 1  253 5 1  1 2  2 盟 口組 (23.0) 2 . 2 -
担 川 ー 1 6 1 園 6 1  253 5 1  1 2  2 聾 底部 3. 1 -
第 川 ・ 1 6 1 国 7 1 253 5 1  1 2  2 畳 口線 (調j 定不能) 1 .5 -
県 川 ・ 1 6 1 回 8 1  253 5 1  1 1  亜 口鶴~頭部 {澗定不能) 5.3-
観 川 - 1 6 1 図 9 1  253 5 1 盟 日間 (28.0) 2 .4-
車 川 ー 1 6 1 図 1 0 1  253 5 1  1 1  亜 日時 ( 1 8.6) 1 . 5-
現 川 ・ 1 6 1 図 1 1 1  253 5 1  1 1  酔 日目 (27 .0) 1 . 5-
開 川 1 6 1 回 1 2 1  253 5 1  1 1  畳 口録~頭部 (測疋不能) 1 . 1 -

銀 山 ー 1 63 国 1 1  205 5 1 1 p p 亜 底部 4.4-
競 川 1 63国 21 205 5 1 1 2  2 畳 底部 2 . 2 -
銅 山 1 63国 31 205 5 1  1 1  盟 口揖~胴部 27.2 6.2-
競 川 1 63国 4 1  205 5 1 1 1  豊 ロ揖 26.8 1 .7-
!l! 1I 1 - 1 63回 51  205 5 1  1 1  亜 口闘 2 2 . 2  3 . 3 -
11l 1ll . 1 63固 6 1 205 1 5 1 1 1  L1 E 底部 2.3-

底哩 飴土 色闘
{四)

石 ・ 長 霊 角 檀
畏 ! 冨 角 赤 檀
石 長 ' !!I ' 角 白 赤 活買掴
民 石 盟 赤 檀
石 長 角 赤 間赤褐
石 ・ 甚 宜 角 赤 にぷい曜 にぷい貰檀

8.3 石 畏 冨 角 赤 栂
5.6 石 長 E 角 悶買姻
1 1 . 2 石 長 。 角 橿

石 長 置 角 ・ 赤 にぷい買椙 にぷい橿
石 畏 盟 角 赤 信
石 長 璽 角 赤 にぷい置揮
JjI . g 角 瞳 . t:，�、い黄喧
長 角 聞置掲
石 長 角 Lぷい置橿 貫灰
晶 君 角 ifi< にぷL、買檀
l'I . g 角 悶掲

6 . 0  石 長 。 宮 。 角 赤 に，5，い賞掴
7 . 0  石 . ß\ 盟 角 赤 檀

石 長 盟 喧
岳 霊 赤椙
石 民 角 街
石 長 冨 角 檀
石 !< ' !!I 角 檀
石 !< ' !!I 角 灰閏
石 長 宮 にぷい椙
石 長 宮 角 にぷい置檀
E 長 霊 角 lこぶい揖
石 長 窪 角 赤 悶赤禍

6.4 石 民 宜 角 にぷい置橿
9.0 石 長 ー 冨 角 にぷい置恒

O ' !< 角 赤 にぷい貰橿
石 民 ・ 宜 角 ー 赤 lこぷいifi<椙
石 角 . ifi< 書置檀 橿

5.6 石 畳 ' 1'1 角 に占、い貫橿
1 5 .0 Ð\ . g 角 買灰
8.8 石 . JjI 震 角 赤 に" 、い赤檀

Ð\ ' 石 窟 赤 に" 、い買纏
石 . JjI . g にぷい貰檀
石 . JjI . g . 角 檀
石 I 長 。 角 赤 にぷい蝿帽

6.2 畏 ' 111 ' 角 赤 担
百 ! 長 ! 冨 角 赤 3葺貰恒
民 石 霊 あ にぷい貫檀
l'I ' O ' 蟹 赤 に" 、い貫檀
l'I ' lII 角 赤 ;葺貫恒
O ' Ð\ 宜 角 恒
民 宜 ・ 角 串 喧

6.2  石 島 ・ 霊 角 ー 赤 謹賀恒
8.0 0 ' 1" 宮 角 赤 に，5;い買恒

石 長 . !;I 角 赤 灰買
E 長 . 111 角 赤 遁買喧
石 長 E 角 赤 阻

(澗定不能) 石 E 宮 角 赤 檀

悶堕 {外面)

掴ナデ
慣ナデ
ミ ガキ痕 (繍) 、 桐ナデ
柵ナデ、 沈綿
楠ナデ
櫛ナデ
ハケ目 {縦} 植ナテ、 ナデ‘ 指ナテ
ハケ目 (縦) 、 ナデ、 柵ナデ、 揖ナデ
ハケ目 (縦) 後ナデ ナテ
繍ナテ、 ハケ目 (多方向)
蝿ナデ、 ナデ
描ナテ. 突宇野
禰ナデ
掴ナデ. ナデ
繍ナデ
ハケ目 [躍) 後領ナデ、 横ナデ
欄ナデ、 街描理状主 ハケ目 (多方向)
工島による閣僚‘ ナデ
ナデ、 倒ナデ
ナテ、 繍ナテ
自眠ナデ (繍)
ナデ後 ミ ガキ (繍) 揃ナデ
ナデ
槻ナテ、 刻み目文 (蝿田)
俄ナテ、 工貝による繍ナテ
繍ナデ
繍ナデ
欄ナデ
欄ナデ、 指ナデ、 ナテ
掴ナデ‘ 吏等移
ハケ目 (躍) 、 積ナデ
ハケ目 [臨) 後ナデ、 ナデ、 繍ナデ
繍ナテ
掴ナデ、 ナデ、 宿主 {縦1 . 工具による横ナデ
摘ナデ
ナデ
ミ ガキ (縦 繍) 、 慣ナデ
ハケ目 (蹴) 後ナデ ナデ
欄ナデ
慣ナア、 沈韓
柵ナア
償ナデ
掲ナデ、 指鼠圧由、 ナテ
ナテ
摘ナデ 費帯
帽ナデ
梱ナテ
慣ナテ
鍋ナデ、 工異によるナデ
掴ナデ、 ナデ
裏面;1<1臨
鍋ナア、 突宇野、 ハヶ目 (縦)
繍ナデ、 へフケズリ
倒ナデ
ハケ目 (躍) 、 繍ナテ

間盟 {向面} 由考 実潤 図踊

置号 番号

掴ナデ 766 
ナデ、 ミ ガキ (繍) 726 
概ナデ 756 
織ナデ‘ ナデ 74 1 
楠ナデ 7 1 2  
楠ナテ 797 
庖滅 784 
国滅 787 
閤耳 843 
ハケ目 (楠) 後ナデ 鳳斑 l!ìl大関桂24. 1 田) 792 
繍ナテ 754 
椙ナデ 943 
領ナデ 739 
繍ナデ‘ ナデ 789 
繍ナテ 867 
慣ナデ 752 
しぼり国‘ 揖ナデ、 揖，ft圧痕 黒田 (国大厨笹 1 3 . 2001 800 

ハケ目 (縦) 8 1 4  
欄ナデ、 指ナデ、 ナデ 8 1 2  
回Eナデ (争責) (土師器) 閏駈台使用 720 
庖鴻 7 1 3  
ナデ 782 
綱ナデ‘ 概ナデ後指ナデ、 指ナデ、 指頭圧線 8 
繍ナデ、 ナテ スス付泊 9 
繍ナデ 1 1 
機ナデ
禍ナデ 1 2  
掴ナデ ナデ 4 
繍ナデ、 ナデ後ハケ 目 {領) 1 4  
層調 3 
庖減 1 3  
領ナデ 5 
掴ナデ、 ナデ 7 
楠ナデ 607 
ナテ、 指頭圧痘 スス付回 2 
償ナデ 6 

庖滅 354 
繍ナデ 類制土器2 . 1 厨出土 346 
楠ナデ 352 
楢ナテ 351 
織ナテ、 ナデ 350 
周滅 3 3 1  
ナデ スス付回 333 
機ナデ、 ハケ目 (左上) 349 
織ナデ 329 
蝿ナデ 336 
蝿ナテ 337 
繍ナデ 330 
庖混 793 
ナデ 757 
機ナデ、 ハケ自 (左上) 痕 775 
領ナデ 872 
領ナデ 758 
圏蝿 820 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 5
挿図 揖 温綱 週柵 出土 レ イ ア ウ ト 題担 部位 口橿 露両 底橿 胎土 色阻 悶盛 {外薗] 悶盤 {同函} 備考 実郡 図版

置号 番号 書号 祖類 回位 周位 {凹} (011) (011) 置号 醤号

軍 111 - 1 63園 71 205 5 1 1 1 密 口組 15.4} 2.6- 畠 . 11/ ・ 白2 ・ 角 ・ 旗掲 繍ナデ 鍋ナデ 胎土由申に外来墨田白冨母を豊島血に宮む 780 

軍 111 - 1 63図 8 1 205 5 1 1 1 量 底留 6.2- 石 ・ 畠 ・ 密 ・ 角 ・ 串 諸民砲 ・ 纏 極ナデ (縦} 挫佃ナテ、 桓ナデ聾指ナデ 領ナデ {組} 憧ナデ、 指図圧国 凪斑 774 

軍 剛 ー 1 63園 9 1 205 5 1 1 1 高時 口組 ( 1 4.8) 1 .9- 石 ・ 長 ・ 璽 に1)\い蹟極 綱ナデ 償ナデ 部色額料 948 

軍 111 - 1 64図 1 1  2 1 3  5 1  床面 床面 E 口鶴 22.8 5 . 5 - 石 墨 ー 璽 ・ 角 ・ 赤 におい串禍 欄ナデ、 倒ナテ後ヘフケ1リ [右上) 倒ナデ {亜日式土留) 869 

ヘラケズリ {楠)
草 川 - 1 64図 21 2 1 3  5 1 1 3 3 E 目録 32.0 3.0- 石 ・ 長 . 11/ ・ 角 民民栂 繍ナデ 慣ナデ 思斑. Ã ス 付回 940 

軍1 11 - 1 64図 3 1  2 1 3  5 1 1 2 2 聾 口鶴 {潤定不能} 3 . 1 - 石 墨 ' I!I 角 . ;j\ 混民担 繍ナデ 繍ナデ 8 2 1  

車 川 ー 1 64図 41 2 1 3  5 1 1 2 2 聾 口健 {澗定不能) 1 . 7 - 石 ・ 畏 ・ 冨 角 . ;j\ に，5・い民恒 横ナデ 栂ナデ、 ハケ目 {欄} 植ナテ 8 1 7  

軍 11 1 - 1 64図 5 1 2 1 3  5 1  1 2  2 聾 目録 1 9.0 2 .5- 長 ・ 蜜 ・ 赤 但 繍ナデ 楠ナデ‘ ナデ 947 

盟 問 - 1 64園 61 2 1 3  5 1  1 2  2 車 口鶴~周回 28.0 5.7 長 ' I!I ' 角 ・ 菰 にぷい賃値 栂ナデ、 ;:t組. ナテ 栂ナテ、 指頭庄頭、 ハケ目 {左上} 806 

軍1 11 - 1 64園 7 1  2 1 3  5 1  1 2  2 量 口鶴 (澗定不能} 3 .8- 畠 ・ 角 ・ 車 橿 繍ナデ 概ナデ 1 244 

車 問 ー 1 64趨 8 1  2 1 3  s ト レ 聾 日銀 3 7.4 2.0- 長 ・ 2 ・ 角 車 滋賀祖 栂ナデ、 刻み目宜 {瞳部] 栂ナデ 795 

軍 111 - 1 64園 91 2 1 3  5 1  1 1  聾 口健 26.8 1 .8- 石 ・ 長 . 1ìI ・ 角 に ，51い賀櫨 機ナデ 繍ナデ 803 

掴 111 - 1 64園 1 0 1  2 1 3  5 1  1 1  盤 目録 26.0 2.0- 長 . 11/ ・ 角 に，Siい蹟担 栂ナデ 禍ナデ 89 1 

車 間 - 1 64図 1 1 1  2 1 3  5 1  1 1  車 口穆 (盟1:>:不能) 1 .9- 石 ・ 長 ー 霊 ・ 角 ・ 串 に，5iい蹟橿 樹ナデ 栂ナデ 8 1 6  

盟 問 ー 1 64困 1 2 1  2 1 3  5 1  1 1  車 底部 2.8- 1 0.8 石 ・ 昼 ・ 霊 角 灰質調 ハケ目 (I!! ) . 樹ナデ 庖混 鳳班 938 
軍 111 - 1 64困 1 3 1  2 1 3  5 1  1 1  E 底部 3.5- 6.6 石 ・ 長 ・ 角 にJ)\い栂 ハケ目 (健} 、 欄ナデ、 ナデ 庖 滅 902 

車 問 ー 1 64図 1 4 1 2 1 3  5 1 1 1 盛 ロ鼠 {測定平能} 2.6- 霊 ' 角 ー 癒 栂 綱ナデ 舗ナデ、 ナデ 805 
鏑 111 - 1 64図 1 5 1  2 1 3  5 1 1 1 量 日銀 27.0 2.0- 畏 ・ 石 冨 串 極 海質担 ミ ガキ鼠 {舗} 、 蝿ナテ後暗主 (鍵} ミ ガキ国 (繍} 94 1 
割 問 ー 1 64園 1 6 1 2 1 3  5 1 1 1 量 日銀 1 8 . 3  2 . 6 - 石 ・ 昼 E 角 ー 串 極 栂ナテ、 ハケ目 {鑑} 後積ナデ、 陪文 (雌} 舗ナテ. ミ ガキ領 794 

錦 111 - 1 66園 1 1  2 1 0  s 障面下 床面 聾 ロ録 22.0 1 .3 - 石 ・ 轟 雲 角 ・ 赤 に1)\い椙 栂ナテ 栂ナテ 1 068 
揖 111 - 1 66困 2 1  2 1 0  s 障面 時面 壷 底部 4.9- 1 1 . 2 石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 間赤稲 田 姻民 ナデ、 極ナテ‘ 綱ナデ ハケ目 {右上) ‘ 繍ナデ 1 1 22 
圏 111 - 1 66園 3 1  2 1 0  5 1 1 - 3 盛 日銀~顕部 26.6 4 目2- 石 ・ 星 雲 角 ・ 赤 に1)\い買値 慣ナデ、 突帯 ナデ、 ハケ目 {左上} 睡ナテ 類似土留31ël出土 1 076 
蝿 111 - 1 66図 4 1 2 1 0  5 1 1 1 3 量 ロ鋸~胴部 28.0 4.5- 石 ー 長 . 11/ 角 ・ ;j\ に，S\い蹟鐙 繍ナデ、 涜健 繍ナデ. ナデ 類似土鑓3 ・ 2 目 1 周出土 1 1 1 0 
草 川 島 1 66図 5 1  2 1 0  5 1  1 2  2 E 口鰭 26. 2 3.3- 石 ・ 長 ・ 角 に，)\い間信 償ナデ 繍ナデ Ã Ã付回 1 083 
軍 111 - 1 66図 6 1 2 1 0  s 2 ・ 1 2 E 底部 1 0.9- 1 1 .0 石 ・ 星 雲 ー 角 ・ 赤 恒 ミ ガキ {縦} 、 条痕 {左上} 後ヘラケZ リ {雌} 指ナデ (左よ} {在臼式土恩} 4027 

へラナデ {栂}
調 111 - 1 66固 7 1 2 1 0  5 1 1 - 2 隅顕盟 目録 1 6. 4  2 . 7 - 石 ・ 角 ・ 赤 に，5iい賀恒 ・ 栂 繍ナデ 椴ナデ 類似土留2 ・ 1 庖出土 1 078 
車 目1 - 1 66函 自 2 1 0 5 1 1 1 E 口信 23.7} 2 . 1  長 ・ 石 ・ 翠 ・ 赤 担 横ナデ 栂ナデ 1 069 
軍 111 - 1 66図 9 1 2 1 0  5 1 1 - E 底部 5 . 2 - 5 . 7  石 ー 畏 盟 ー 角 に，5iい極 ハケ目 {経) 後ナテ、 根ナデ、 ナテ 指ナデ 1 1 1 8 
軍 111 - 1 66園 1 0 1 2 1 0  5 1 1 - E 底鶴 4.4- 6.4 石 ・ 畏 . 1ìI ・ 角 赤信 ハケ目 {鍍) 、 機ナデ、 ナデ ナデ 1 058 
軍 111 - 1 66図 1 1 1 2 1 0  5 1 ー 盟 口組 25.8 2 . 4- 石 ・ 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 赤 樋 繍ナデ 栂ナデ 1 070 
軍 側 ー 1 66図 1 2 1  2 1 0  5 1 1 - 盟 ロ録 28.0-33.0 3 . 1 - 石 ー 長 ・ 盟 ー 角 ・ 部 損 栂ナデ 栂ナデ 1 1 08 
掴 111 - 1 66図 1 3 1 2 1 0  5 1 1 - 踊覇堕 日銀 (23.8) 4.6- 石 ー 長 ・ 角 ・ 串 担 ミ ガキ {欄) ミ ガキ {栂} 1 1 0 1  

軍 111 - 1 73国 1 1  209 5 1  1 2  2 聾 目録 25.6 3.0- 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 民蹟 楠ナデ 禍ナデ 963 
掴 111 - 1 73園 2 1  209 5 1  1 2  E fil (穿孔) 口緯 23.0 2.4- 石 ・ 轟 ' I!I ・ 角 ・ 串 闘賞栂 槻ナテ 楠ナデ 979 
掴 11 1 - 1 73固 31 209 5 1  1 2  2 壷 口組 29.0} 2 .6- 石 ・ 霊 ・ 角 明貿縮 欄ナデ、 ハケ目 [雌) 櫨績ナデ 繍ナデ 990 
圃 111 - 1 73国 4 1 209 5 1 1 2 2 藍 (穿孔) 日露 1 3 .0 1 .6- 石 ・ 長 角 凪褐 ミ ガキ {禍} 、 楠ナデ ミ ガキ {繍} . 繍ナテ 1 0 1 4  
軍 111 - 1 73固 51 209 5 1 1 1 聾 口鐙~園部 22.8 5.8- 石 ー 角 ・ 事 箇医匝 ・ 橿 舗ナデ. ナテ 楠ナデ 958 
軍 111 - 1 73固 61 209 5 1 1 1 霊 口糧~園鶴 1 9 .6 4 .0- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 車 砲 禍ナデ、 ハケ自 {綴} 櫨ナデ、 ナデ 舗ナデ、 ミ ガキ {慣] 原斑 9 7 1  
軍 111 - 1 73固 71 209 5 1 1 1 盛 目録~関陣 1 2 .4 3.5 - 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 ・ 赤 極 ミ ガキ {綱} ミ ガキ {繍) 赤色調料 999 
軍1 11 - 1 73固 81 209 5 1  1 1  盟 目録 ( 1 5 .4) 1 .7 - 石 ・ 長 ・ 璽 ・ 角 . ;j\ 植 櫛ナテ 繍ナテ 976 
掴 11 1 - 1 75固 1 1  2 1 7  s 床面 床面 聾 日銀 23.0 2 . 3 - 石 ・ 畏 ' I!I ' 角 車 に.5iい質種 禍ナテ. ナデ 摘ナデ、 ナテ 9 9 5  
掴 11 1 - 1 75固 2 1  2 1 7  s 床面 床面 聾 口緯 2 1 . 1  2 .2 - 石 ・ 長 ' I!I ・ 角 . ;j\ 恒 繍ナデ 備ナデ、 ナデ 1 007 
軍 111 - 1 75固 31 2 1 7  s 床面 床面 聾 口組 1 9 .0} 1 .8- 石 ・ 長 ・ 角 赤掴 禍ナデ 繍ナデ 1 00 1  
軍 11 1 - 1 75固 41 2 1 7  s 床面 床面 E 口鶴 2 7.8} 1 .8- 石 ー 長 ' !'l ・ 角 悶串燭 摘ナデ 繍ナデ 978 
軍 11 1 - 1 75固 51 2 1 7  s 床面 床面 車 底部 2.4- 5 . 2  石 皇 宮 ・ 角 ・ 串 にぷい褐 ナデ ナテ 1 003 
園 111 - 1 75固 61 2 1 7  5 1  1 - 里 日銀~周回 39.0 7 . 1 - 石 ・ 畠 . 11/ に，)\い商担 鍋ナデ. 突帯 般ナテ. ハケ目 (左上} 1 02 1  
軍 111 - 1 75固 71 2 1 7  5 1  1 - 聾 口笛 29.0 4.3- 石 ・ 長 ' !'l ・ 角 に')\い質種 鍋ナデ 慣ナデ 993 
軍 11 1 - 1 75固 81 2 1 7  5 1  1 - E 口録 33.0】 2.9- 石 長 ・ 角 に.)\い鎚抱 繍ナデ 崎ナデ 957 
掴 111 - 1 75固 91 2 1 7  5 1  1 - 聾 ロ録 27.4 2 .5- 石 ・ 葺 ' I!I に/)\い賢抱 繍ナテ 舗ナデ‘ ナ デ 959 
車 111 - 1 75固 1 0 1  2 1 7  5 1  1 - 陣 目録~頭鶴 1 7 .6 3 目 7- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 赤 にぷい蹟橿 繍ナテ ミ ガキ {栂) 974 
揖1 11 - 1 75固 1 1 1  2 1 7  5 1  1 - 蜜 口語 22.4 2 . 2 - 石 長 ・ 冨 ・ 角 ・ 亦 指 繍ナデ 備ナデ、 ナデ 1 0 1 9  
軍 111 - 1 75固 1 2 1  2 1 7  5 1  1 - 量 ロ緑 25.6 2.0- 石 ・ 畏 . 11/ . 角 串 に.Siい橿 帽ナデ 繍ナテ 1 002 
軍 11 1 - 1 75固 1 3 1  2 1 7  5 1  1 - 量 底部 1 .4- 9.0 石 ・ 畏 :1望 都 組 ナデ ナデ、 指璽E璽 ] 旦90



-
吋
ω

2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 6
挿図 筏 迫柵 温帽 出土 レ イ ア ウ ト 留掴 節目 口橿 器高 底盛 胎土 色聞 回目 (外薗} 周囲 {円面 1 備管 実翻 図版
置号 番号 置号 緬頭 周位 回世 (an) {田) (an) 置号 番号

揖1 11 - 1 75固 1 4 1  2 1 7  5 1  1 - 商坪 口鰻 29.0 1 . 2 - 石 ・ 晶 . 111 . 角 悶串禍 憤ナデ艦陪宜 {縦} 、 桶ナデ 繍ナデ 事色顔料 1 025 
軍1 11 - 1 75固 1 5 1  2 1 7  5 1  1 - 高t平 脚節 3 . 2 - 1 3 .0  a . 1'I ・ 角 ・ 事 に.5;;い禍 ハケ自 (観} ‘ ハケ 目 {縦) 後備ナデ. 繍ナデ ハケ自 {右上] 1 009 
車 川 - 1 76固 1 1  2 1 6  5 1  床面 床面 盟 ロ鼠 ( 1 9 .8 2 .3- 石 ・ 長 . 111 角 ・ 赤 橿 繍ナデ 慣ナデ 凪斑 1 097 
車 川 ー 1 76圃 21 2 1 6  5 1  1 1  床面 車 日 銀 22 .8  3 . 7 - 石 ・ 長 . 111 ・ 角 田 iJ; 檀 楓ナテ 繍ナデ、 指頭圧倒 類似土握床面 1 回出土 1 095 
車 川 ー 1 76固 31 2 1 6  s 庫面 床面 盛 {穿孔} 口組 20.6 1 .8 - 石 ・ 角 ・ 赤 にぷい買樋 捌ナテ 繍ナテ 1 093 
車 問 - 1 76圃 4 1 2 1 6  5 1  1 3  3 E 口鰻~嗣郡 28.0 6.6- 石 . a ・ g ・ 角 櫨 摘ナデ、 涜緯 繍ナデ、 ハケ目 {左上} 憧ナテ、 ナテ 1 2 1 0  
軍 制 - 1 76固 51 2 1 6  5 1 1 3 3 量 ロ縁 22.0)  2 . 1 - 石 ・ 長 . 111 . 角 ・ 帯 櫨 植ナテ 繍ナデ、 ナデ 1 1 0 7  

踊 剛 - 1 76園 61 2 1 6  5 1  1 2  2 量 口鶴~覇郎 2 0 . 7  4 .2- 石 ・ 畠 . 111 ・ 角 ・ 車 に，5iい賀櫨 楓ナテ、 ハケ自 {艦] 櫨ナデ 鍋ナデ、 ハケ目 {多方向} 櫨ナデ、 指碩臣民 1 1 7 6 

軍 111 - 1 76固 71 2 1 6  5 1  1 2  2 E 日 銀 ( 2 7 .4 4.0- 石 ・ 昼 ・ 角 . iJ; 掴 禍ナデ 繍ナデ 1 1 1 4 
揖 111 - 1 76固 81 2 1 6  5 1  1 2  2 盛 底部 2 .5- 8 . 8  石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 I;:，5iい橿 楠ナテ 横ナデ 1 1 1 6 
揖 111 - 1 76固 9 1 2 1 6  5 1  1 2  2 高t干 口組 22.2 1 .6- 石 ・ 長 ・ 角 櫨 慣ナテ 償ナデ 原斑 1 1 2 7 

軍 111 - 1 76固 1 0 1 2 1 6  5 1 1 1 聾 口鶴 20.6 2 .6- 石 ・ 長 角 貿信 視ナテ 横ナデ 1 1 26 
軍1 11 - 1 76国 1 1 1 2 1 6  5 1 1 1 聾 日銀 1 7 .8) 1 .6 - 石 長 ・ 2 ・ 角 ・ 赤 橿 櫛ナデ 横ナデ 1 092 
揖 111 . 1 76固 1 2 1 2 1 6  5 1  1 1 聾 口輯 23.6) 2 .4- 石 ・ 長 田 智 ・ 角 ・ 串 に，;也 、檀 栂ナデ 横ナデ 1 094 
軍1 11 - 1 76国 1 3 1 2 1 6  5 1 1 1 壷 目録 ( 1 7 .11 1 .9 - 石 角 iJ; 瞳 栂ナデ 慣ナデ 1 1 38 

第 川 . 1 76園 1 4 1 2 1 6  5 1  1 1  量 口健 (23 自} 1 .5 - 石 田 昌 . 1'1 ・ 角 掴 繍ナデ 償ナデ 1 1 35 

第 11 1 - 1 76国 1 5 1 2 1 6  5 1  1 1 量 口録 (26.8) 1 .8- 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 橿 ミ ガキ (繍) 後ナデ、 繍ナデ 績ナデ 1 096 

揖 111 ・ 1 80国 1 1  2 2 1  s 床面 床面 E 口鶴 40.0-46.0) 1 . 7 - 石 ・ 晶 宮 ・ 角 赤 悶旗掲 ミ ガキ (繍) 、 禍ナデ 繍ナデ 1 1 50 

蝿 1 11 - 1 80圃 21 2 2 1  5 1  1 2  2 E 目録 (24.2 2 .8- 石 ・ 畏 密 ー 角 恒 帽ナデ 帽ナデ、 観ナデ後ナデ 1 1 3 6  

車 111 - 1 80固 31 2 2 1  5 1  1 2  2 量 ロ飽 29.6 3 . 1 - 石 ・ 晶 . 1'1 ・ 角 ・ 赤 極 繊ナデ 積ナデ、 ナテ 1 1 69 
串 111 - 1 80圃 41 2 2 1  5 1  1 2  2 E 口鶴~調節 2 1 .9 4.5- 石 ・ 畏 角 埠買 ・ 貰医 繍ナデ、 ハケ目 (左上} 後ナデ、 ナデ‘ 沈輯 舗ナデ 1 208 
軍 111 ・ 1 80固 51 2 2 1  5 1  1 2  2 盟 日銀 2 1 .2 2 .5- 石 ・ 畏 霊 角 悶栂 摘ナテ 帽ナテ 1 1 34 
第 111 - 1 80固 61 2 2 1  5 1  1 2  2 且 口組~頭部 (4 1 .8) 3.8- 石 ・ 民 . 1'1 . 角 田 赤 にぷい質栂 摘ナテ. 突帯 繍ナテ 1 1 33 

車 111 - 1 80固 7 1 2 2 1  5 1  1 2  2 亜 底邸 3 . 1 - 6 日 石 ・ 量 密 角 栂 ハケ目 (鍛) 、 ハケ目 (儲} 後繍ナデ、 繍ナデ 庖混 1 1 8 1  

第 111 ・ 1 80固 8 1 2 2 1  5 1  1 2  2 E 底部 5.4- 1 3 . 3  石 ・ 畏 盟 角 帯 に，5iい櫨 ハケ目 {多方向} 後指ナデ、 柵ナデ 居誠 1 2 1 3  

掴 111 - 1 80固 91 2 2 1  5 1  1 2  2 量 口語 ( 1 9 .8) 3 . 1 - 石 ・ 民 ・ 角 . iJ; 担 ハケ目 (躍) 後禍ナテ、 柵ナテ ハケ目 {輔} 後禍ナデ、 幅ナデ 1 1 54 

第 111 - 1 80固 1 0 1 2 2 1  5 1  1 2  2 壷 回線 ( 1 9 .0) 1 .8 - 石 ・ 民 . 111 目 角 ・ 赤 にぷい賀櫨 ハケ自 (蝿) 後ナデ 蝿ナデ 1 1 7 1  

筒宜 IlIlI) . lVJみ自主 (儲部)
第 刷 1 80固 1 1 1 2 2 1  5 1  1 2  2 量 ロ輯 (39.0) 4.3- 石 ・ 晶 . !11 掴 ミ ガキ (掴) 後栂ナデ‘ 舗ナデ、 隆文 (趨} ミ ガキ (蝿} 後ナテ 赤色開科 1 1 70 

ハケ目 t縦) 後ナデ
銅 山 1 80固 1 2 1 2 2 1  5 1  1 2  2 量 口鰻 (22.4) 1 . 5 - 石 ・ 角 民禍 に.5，い買橿 禍ナテ 構ナテ 1 1 73 
車 問 - 1 80固 1 3 1 2 2 1  5 1  1 2  2 量 口緯 24.4 4.2- 石 ー 皇 宮 角 赤 に.5iい黄櫨 慣ナテ ミ ガキ (慣} ‘ 輔ナデ 1 1 79 

車 川 ー 1 80固 1 4 1 2 2 1  5 1  1 2  E 壷 底部 1 .8 - 石 ・ 長 角 檀 ・ 民賀福 ハケ自 【縦) 後ナテ ハケ目 (績) 後ナデ 1 1 83 
現 川 1 80固 1 5 1 2 2 1  5 1  2 卜 レ 2 量 属部~底邸 6.6- 5.0 石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 掴 ー 原褐 ミ ガキ {右上) 後ナテ、 楠ナデ‘ ナテ ナテ 1 1 93 

車 川 1 80固 1 6 1 2 2 1  5 1  1 2  2 壷 底部 3 .7 - 6 . 7  石 ー 長 冨 角 ー 赤 用 ・ 褐灰 極ナデ {縦) . ナデ ナデ 1 1 80 
草 川 ー 1 80固 1 7 1 2 2 1  5 1  1 2  E 量 底部 2 . 1 - 1 1 .0 石 ・ 長 角 赤 貰檀 ・ 糧 ミ ガキ鏑 犠ナデ‘ 指ナテ 1 1 96 

車 問 ー 1 80国 1 8 1 2 2 1  5 1  1 2  2 高坪 脚部 4.2- 1 4 .0 石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 自 ハケ目 {縦} 惜ナテ‘ 鍋ナテ ハケ目 (縦) 後ナデ、 揖ナデ 1 1 56 
軍 111 - 1 80国 1 9 1  2 2 1  5 1  E 口鋸 (26.8) 1 .8 - 石 ・ 角 ， 赤 に，5iい黄信 備ナデ、 刻み自主 (蛸鼠} 揖ナデ、 ナデ 1 1 48 

田 川 ー 1 80国 20 1 2 2 1  5 1  ト レ 量 口健 ( 1 7 .8) 1 . 2 - 石 田 長 ・ 2 ・ 角 筒灰貰 ミ ガキ {栂} 、 摘ナテ‘ 刻み目文 {闘部} 犠ナテ 1 1 55 

軍 111 - 1 80固 2 1 1 2 2 1  5 1  1 1 亜 口健~頭部 (24.0 5.5- 石 ， 長 . !11 ・ 角 ・ 赤 揖 摘ナテ、 突串 横ナテ. ナデ 1 1 39 

車 111 - 1 80固 2 2 1  2 2 1  5 1  1 1 車 口組~頭部 (3 1 .6 4.0- 石 ・ 畏 . 1'1 ・ 角 ・ 串 iJ;縮 備ナデ. 突帯 横ナテ、 ナデ 1 1 49 

揖 111 - 1 80固 2 3 1  2 2 1  5 1  E 口健 (25.6) 2.0- 石 ・ 畳 ・ 角 掴 摘ナデ 横ナデ 1 1 92 

車 111 - 1 80固 24 1 2 2 1  5 1 1 - 車 底部 3.8- 6.2 石 角 闘買褐 ナテ、 欄ナデ 磨誠 1 1 97 

揖 111 - 1 80固 25 1 2 2 1  5 1  1 1  量 口組 1 5 . 2  2 . 2 - 石 長 ・ 冨 角 ・ 串 掴 繍ナデ 横ナデ、 ミ ガキ [繍) 1 1 90 
軍 111 - 1 80固 26 1 2 2 1 1 5  ト レ 踊顕盟 目録 ( 1 4 .2)  4 . 1 - 石 ・ 角 ・ 赤 議置橿 備ナデ、 ナデ 横ナデ、 ナデ 1 1 82 

車 111 - 1 84固 1 1  259 5 1 1 3 3 量 底邸 2 . 1 - 7 .2  晶 雷 ・ 角 闘褐 ・ 鳳禍 臨宜 (縦) 、 情ナデ. ミ ガキ ナデ 1 077 
揖 111 - 1 84固 21 259 5 1 1 1 E 日銀 (40.0) 2. 1 - 石 ・ 民 . 1'1 ・ 角 埠聞 舗ナテ 績ナデ 1 073 

揖111 - 1 85固 1 1  247 5 1  1 2  2 壷 底部 4.5- 1 0 . 0  石 ・ 長 . 1'1 属 ， に，5，い貰極 ナテ、 楠ナデ ナデ. 指頭匡痕 鳳班 1 046 

車 111 - 1 85固 21 247 s 盟 口総 27 .4) 2 . 1 - 石 島 . 111 ・ 角 檀 横ナデ 構ナテ 1 059 
軍 川 . 1 85固 3 1  247 5 1 1 1 亜 底部 5.0- 6.4 石 ・ 昼 . !11 ・ 角 ・ 赤 橿 ・ 鳳娼 ハケ目 (雌) ‘ 楠ナテ ナテ 1 1 06 

第 111 - 1 87固 1 1  245 s 5K 5K 盟 口線 2 2 . 6  2 .0- 石 . 10 ・ 角 ， 赤 檀 備ナテ、 刻み目宜 {闘部) 樋ナテ 1 1 24 

軍 111 - 1 87固 2 1  245 s 床面 底面 E 口線~属部 1 9 . 0  3.8- O . 畠 ・ 2 ・ 角 a 赤 lこぶい黄抱 繍ナデ、 指摘圧嵐、 ハケ巨 {縦} 後ナデ 積ナデ. 指ナデ ス ス付侶 1 1 7 7  

由 日1 . 1 87固 3 1  245 s 障面 庫面 盟 目録 (26.6) 3 . 7- 石 畳 . j;/ 角 赤 檀 積ナデ 横ナテ、 ナテ 1 1 1 1  

軍 11 ト 1 87回 41 245 5 1  1 2  2 壷 目録 1 8 . 2  2 .9- 石 ・ 長 ー 角 iJ; 檀 横ナデ、 楠ナデ揖ハヶ目 (縦} 後箇宜 {縦) 積ナテ、 ナテ、 ナテ後 ミ ガキ痕 {掴} 1 1 53 

盟 111 - 1 87固 51 245 S 1 1 2  2 盛 口録 1 6 .4 3.4- 石 長 . !11 角 赤 薗檀 繍ナデ 横ナデ後 ミ ガキ領 {楠) 血色額料 1 1 25 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 7
挿図 報 遺構 温桐 出土 レイアウ ト 盟栂 副位 日昼 器商 底寵 胎土 色調 鋼盟 (外面} 閥盟 (内面} 備考 実湖 図版
番号 番号 番号 種類 回位 回位 (001 (001 (001 量号 番 号

車 111 - 1 87国 61 245 5 1 1 2  2 聾 日韓 ( 1 9 .61 1 .6- 石 1.'\ ' 角 帯 檀 ー 灰 機ナテ 禍ナテ 1 1 74 
軍 川 ・ 1 87国 71 245 5 1 1 2  2 E 底部 6. 1 - 8.8 石 長 ー 角 赤 間赤掲 ナテ ナデ 1 1 3 7  
車 111 - 1 87図 自 245 5 1  1 1  盟 ロ縁 (25.41 2 .3- 石 長 ー 雲 角 信 繍ナテ 繍ナデ 1 1 66 
車 川 ー 1 87囲 91 245 5 1  1 - E 日韓 (20.21 1 . 7- 石 長 ' l!l 角 赤 t::，S"iい賞纏 ナデ ナデ 1 1 60 
第 111 - 1 87困 1 0 1  245 5 1  1 - 亜 底部 1 0. 2 - 6 . 8  石 長 霊 角 。 赤 慢 ハケ目 (縦) 後ナテ、 楠ナデ、 ナプ ナデ. 指頭圧 痕 ス ス付回 1 1 78 
第 川 一 1 87国 1 1 1  245 5 1  1 - 畳 底部 5.0- 1 1 .0 畏 角 赤 悶貫褐 ミ ガキ (多方向) ミ ガキ (付目) (在日式土器) 403 1 
第 州 ・ 1 87園 1 2 1  245 5 1  1 - 畳 底部 4.0- 5.2 石 長 E 角 問責褐 ナテ ナテ 1 1 9 1  
第 川 ー 1 90固 1 1  235 5 1  床面下 床面 E 日韓 (25.4) 1 .6- E 石 瞳 赤 担 櫛ナデ 楠ナデ 1 1 4 1  
第 111 - 1 90国 2 1 235 5 1  原画下 床面 霊 口縁 (33.0) 3.4- 石 ・ 長 壁 角 赤 檀 繍ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナテ 棚ナテ、 ハケ目 (j員) 、 ハケ目 (左上) ス ス付面 1 075 
第 川 - 1 90園 3 1 235 5 1  2 包 2 亜 口縁~園部 26.2 8.8- 石 長 冨 角 串 謹買曜 にぷい檀 繍ナデ. i:t揖 梱ナデ ス ス 付回 1 1 40 
富 山 190囲 41 235 5 1  1 2  2 亜 ロ緯~頭部 24.4 4.3- 石 長 ' 111 角 t::，�、い褐 i 間赤褐 償ナデ、 沈鵠 棉ナデ ヱ ヱ付泊 1 0日2
第 川 ・ 1 90囲 51 235 5 1  1 2  2 盟 日韓 2 1 .4 2.5- 石 畏 ・ 宜 信 掴ナデ、 ハケ目 (縦) 工具によ る楠ナデ、 ナテ 1 1 03 
車 111 - 1 90固 61 235 5 1 1 下 1 下 盟 ロ縁 1 4.9 2.5- 長 ・ 霊 角 権 繍ナテ 繍ナデ 1 1 30 
車 111 - 1 90図 71 235 5 1  1 下 1 下 盟 底部 4. 1 - 7.0 長 ー 翠 角 檀 ハケ目 (縦} 、 償ナデ、 ナテ 庖諾 1 1 3 1  
第 111 - 1 90囲 81 235 5 1  1 下 (包) 1 下 盛 口縁~岡部 22.8 25.8- 石 ー 長 密 角 ・ 赤 悶赤褐 繍ナデ、 ハケ目 (縦} ‘ 突帯、 ミ ガキ {機 左土 繍ナデ、 ナデ、 ハケ自 {綴) 黒班 {田大周桂 3 1 .3田) 1 633 
第111 - 19日国 91  235 5 1  1 よ 盟 口語 20.0 3.2- 石 長 ・ 霊 桓 繍ナデ 禍ナデ 1 1 46 
軍 111 - 1 90回 1 0 1  235 5 1  ト レ 1 上 盟 口銭 2 1 .8 3.3- 長 霊 檀 楠ナデ 備ナデ 1 1 29 
第1 11 ぺ 日日図 1 1 1  235 5 1  1 よ 盟 底部 3. 1 - 6.6 石 ー 長 雲 に，S;い黄檀 ハケ目 (縦) 、 ナデ 庖減 1 1 44 
車 111 - 1 90固 1 2 1 235 5 1  1 上 1 上 担 口輯 ( 1 4 .2)  1 .5- 石 長 。 彊 角 に15\い黄櫨 機ナデ 柵ナデ 1 1 99 
第 111 - 1 9口 図 1 3 1  235 5 1  1 上 1 よ 盛 目録 29.0 2.4- 石 ー 長 雲 角 ー 赤 にぷい揖 楠ナデ 繍ナデ 1 1 32 
第111 ・ 1 90固 1 4 1  235 5 1  1 上 畳 底部 3 .0- 1 2 .4 長 石 霊 赤 栂灰 にぷい纏 表面剥舷 ナデ 1 1 45 
第 111 - 1 90国 1 5 1  235 s 1 上 1 上 日係 脚部 2.5- 1 4.8 長 璽 角 赤 浅黄櫨 ミ ガキ {摘) 、 帽ナテ 繍ナデ、 ハケ目 (楠) 後ナデ 1 1 1 7 
第 111 - 1 93国 1 1  220 5 1  1 3  3 E 底部 4.8- 6.4 石 長 盟 角 ー 赤 t::，s:い檀 ハケ目 {磁) 後ナテ、 機ナテ、 ナテ 庖蝿 1 1 72 
第 111 - 1 93国 21 220 5 1  1 3  3 鉢 口韓 ( 1 8 .0) 1 .8- 畏 雲 ・ 角 。 赤 '::，5";い買植 徽ナデ 織ナデ 1 064 
第 川 ・ 1 931ii1 3 1  220 5 1  1 2  2 亜 口融 (20.4) 1 .9- 石 ・ 長 雲 角 褐灰 橿 摘ナデ 構ナテ 1 089 
目隠 川 ー 1 93固 41 220 5 1  1 2  2 E 口揖 (26.0) 2 .6- 石 ・ 畏 E 角 ー 赤 赤 繍ナテ 織ナデ 1 1 23 
第 111 - 1 93園 51 220 5 1  1 2  2 E ロ縁 (4 1 .6) 2.3- 石 ー 長 盟 角 ・ iff， 櫨 冊ナテ 楠ナデ 1 1 2 1  
第 111 - 1 93固 61 220 5 1  1 1  盟 日韓 23.2) 3 .8- 石 . !lt 握 。 角 ・ 赤 鐙 繍ナデ 椴ナテ 1 1 63 
第 111 - 1 93固 71 220 1 5 ト レ 盛 口語 (24.2) 5.8- 石 ー 長 ・ 盟 角 ・ 赤 植 摘ナデ、 ハケ自後ナテ 繍ナデ、 ハケ日後ナデ 1 1 6 1  
車 111 ・ 1 95固 1 1  232 5 床面 原面 E 底部 1 .7- 8.4 長 石 冨 ー 赤 檀 繍ナデ 庖混 1 060 
第 111 - 1 95因 2 1 232 s 床面 開面 直 ロ揖 22.2 5 .5- 石 長 蜜 ー 角 赤 極 ハケ目 (掴 ・ 躍) 、 慣ナデ 柵ナテ 1 1 05 
第1 11 - 1 95国 3 1 232 s 床面 席面 日時 脚部 7.9- 長 雲 角 に，5\い檀 禍灰 ナデ ナデ. しぼり慎 1 1 43 
車 111 - 1 95固 4 1  232 5 1  1 2  2 盟 口鶴 24.6 4.5- E . 長 璽 悶椙 ー 悶赤禍 暗主 (蝿} 、 輸ナデ 掴ナデ‘ ミ ガキ債 1 08 1  
第1 11 - 1 95固 51 232 5 1  1 1  E 口縁 29 .6 2.7- 長 壁 信 楠ナテ 栂ナデ 1 1 02 
車 111 - 1 95囲 6 1  232 5 1  1 1  問時 日銀 (24.0) 1 .5- 石 ー 長 窪 角 t::，S、い買喧 蝿ナデ、 刻み目宜 {端部) 繍ナテ 1 1 28 
第 111 - 1 97囲 1 1 1 064 5 1  岡部 E 底部 5.3- 9.8  石 ー 長 ・ 狸 角 t::，5\い褐 県掲 ハケ目 (縦) 、 ナテ ナデ‘ 楠ナデ 類制土器周部出土 807 
第 111 ・ 1 97固 2 1 1 064 s E 底部 2 .7- 8.0 E ' I.'\ ' l!l 角 鐙 ハケ目 (雌) 、 ナァ 庖減 952 
第 111 -200国 1 1 1 029 s 床面 床面 且 ロ縁 2 1 .2 2.4- 石 . f< ' l!l 角 ・ 赤 鴎栂色 帽ナデ、 構ナテ後ハヶ目 (縦) 、 刻み目文 [蝿囲 掴ナデ. ハケ目 (左上) 553 
第 川-200囲 4 1 1 029 s 底面下 床面 亜 頭部 5.3- 石 長 。 密 Lぷい買楢 陪文 (縦) 後検ナデ、 横ナテ ミ ガキ (楠) 闇 554 
車 川 200固 2 1 1 029 5 床面 床面 E 日韓 (32 .6) 2 . 1 - 石 長 ・ 蜜 角 赤 活貫檀 禍ナデ 桐ナテ 548 
草 川 ・200固 3 1 1 029 5 床面 床面 亜 口縁 (23.0) 1 .7 - E 角 車 悶赤褐 機ナデ 繍ナデ 543 
車 川 -200固 5 1 1 029 s 床面 原面 器白 胸部 4.4- (9.0) 石 ・ 長 宮 ・ 角 にぷい橿 ハケ目 (縦) 植梱ナテ、 繍ナデ 楠ナデ、 ナテ 544 
車 111 -200固 6 1 1 029 5 1  1 2  2 亜 口縁 2 1 .6 3.7- 石 畏 雲 ， 角 赤 問褐 機ナテ 楠ナデ、 ナデ 541  
車 川 ・200図 7 1 1 029 s 2 ・ 1 . (2 1  2 盛 周部 8.3- 長 ・ 石 霊 ー 赤 t::，5\い檀 ミ ガキ (繍) 、 椀ナテ、 突手替 ナデ (量大関笹28.600) 930 
車 11 1・204固 1 1  286 s 床面 障面 E 日韓 24.6 3 .8- 石 畏 ・ 蜜 ・ 角 埠黄檀 欄ナテ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ 888 
第 111 -204固 2 1 286 s 床面 庫面 亜 口輯~胴部 27.0 1 3 .8- 石 ・ 長 盤 角 植 禍ナデ、 沈輔、 ナデ 柵ナデ、 ナテ 926 PL-27 
車 111 -204因 3 1  286 S 1 1 3  3 亜 口縁 3 1 .0) 2.3- 石 ・ 長 雲 角 。 赤 t::，5"、い買檀 楠ナデ 楠ナデ 黒斑 920 
草 川 -204国 4 1  286 S 1 1 2  2 盟 口語 (2 1 .2) 1 .7 - 石 長 ・ 震 角 赤 浅黄 櫛ナデ、 刻み目文 (蝿罰) 摘ナデ 925 
第 川 -204国 5 1  286 5 1 1 2  2 亜 ロ緑 (20.5) 2. 1 - 石 ・ 長 ・ 窓 ・ 角 赤 にぷい黄櫨 繍ナデ 慣ナデ 9 2 1  
第 川 -204囲 6 1 286 S 1 1 2  2 亜 目録 24.0 2 .7- 石 ・ 長 ー 霊 に，};い買纏 繍ナデ 繍ナデ、 ナデ 906 
田 川 2041ii1 7 1  286 5 1 1 2  2 盟 口縁 2 1 .8) 3 .7- 石 長 ' l!l ' 角 赤 に，5\い擢 繍ナデ 掴ナデ、 ナデ 879 
第 川 -204国 日 286 5 1 1 2  2 盟 底部 7 . 7 - 6 . 4  石 白 星 雲 ・ 角 赤 恒 ハケ目 {桜) 、 横ナデ、 ナデ ナデ ス ス付回 932 PL-27 
第 111 -204図 9 1  286 5 1  1 2  2 酔 ロ鍾 ( 1 4 .8) 3 . 1 - 石 長 ー 蜜 ・ 角 に，:;;い置瞳 掴ナデ、 ナテ 術ナテ‘ ナテ 9 1 8  
第 川 204囲 1 0 1  2自6 5 1 1 2  2 堕 口銭 25.3 2 .0- 長 冨 ー 角 ・ 赤 に，};い置椙 繍ナテ 繍ナテ 9 1 7  
摺 川 -204国 1 1 1  286 5 1 1 2  2 堕 LQI樫 (25.0) 2.9- 石 ・ 長 角 ・ 赤 橿 繍ナデ 欄ナデ、 ミ ガキ {楠) 927 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 8
挿図 桔 追掴 温梱 出土 レ イ ア ウ ト 器岨 部世 口橿 器高 底哩 飴土 色回 羽田 {外面) 闘車 {円薗) 備考 実刻 図版
置号 置号 醤号 橿類 間位 間位 (anl (四} {田) 置号 薗号

開 111 -204国 1 2 1  286 S 1 1 1  亜 白銀 (38.6 2 .4- 石 長 ・ 盟 角 にぷい閏担 揖 倒ナデ 繊ナデ 9 1 9  
盟 111 ・204固 1 3 1  286 S 1 1 1  亜 口鶴 3 1 .0 5.0- 民 石 活閏担 摘ナデ 楠ナデ 924 
串 111 -204固 1 4 1  286 S 1 1 1  亜 回線~顕部 24.2 4.5- 石 ・ 畏 E 角 に JSiい椙 楠ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 楠ナデ、 ナデ ス ス 付図 9 1 0  
盟 111 -204固 1 5 1  286 S 1 1 1  聾 口鶴 (23 .0  3 . 1 - 石 ・ 星 雲 角 Lぷい置檀 柵ナデ 綴ナデ、 ナデ スス付酒 9 1 6  
盟 川 204回 1 6 1  286 S 1 1 1  盟 底部 6.0- 白日 石 町 民 白 盟 角 聞置掲 ハケ目 (縦) 、 ナデ ナデ スス付回 9 3 1  
由 州 -204園 1 7 1  286 S 1 1 1  亜 目録 ( 1 9 .8 3 .9- 石 長 。 盤 。 角 ・ 赤 檀 桐ナデ 摘ナデ 9 1 2  
車 川 204囲 1 8 1  286 S 1 1 1  畳 ロ鋸 ( 1 4 .61 1 .3- 石 角 赤 灰買褐 ・ にぷい貫桓 ミ ガキ [桐) 、 楠ナテ ミ ガキ {多方向} 928 
田 川 -207固 1 1  269 S I P 包 p 盟 口鵠 46.0 6.2- 石 ・ 長 霊 角 ー 赤 悶買禍 摘ナデ、 工具 に よ る圧痕 横ナデ、 ハケ目 (禍) S = 1 /4掲磁 574 
車 川 -207図 21 269 S I SK SK 鉢 ロ緑~胴部 28. 1 1 5 . 1 - 畏 ・ 冨 角 赤 間置掲 鍋ナデ、 ミ ガキ (多方向) 摘ナデ、 ナデ. 指頭圧痕 風前 764 PL-27 
車 川 207固 31 269 S I SK SK 事事 ロ緑 30.0 3.8- 石 長 窪 角 革 檀 楠ナデ、 ナデ 繍ナデ、 ナ デ 767 
車 川 207回 41 269 S I  底面 圧面 量 ロ緑 20.0 3.2- 石 長 ・ 角 担 柵ナデ 繊ナデ 738 
車 111 -207国 51 269 S I  床面 庄面 量 口鶴 1 8 .0  2 .5- 石 長 冨 悶買掲 術ナデ後 ミ ガキ、 繍ナデ、 ミ ガキ (縦) ナデ後 ミ ガキ国 赤色顔料 744 
車 111 -207固 61 269 S 1 1 3  3 壷 口躍 1 8.0 1 .5- 岳 ・ 盟 赤 に，5;い掴 傾ナデ. ナデ挫 ミ ガキ痕 へフLよる欄ナデ 鳳前 777 
車 111 -207田 71 269 S 1 1 3  3 量 底部 2 . 1 - 9.0 畠 密 。 赤 限褐 ミ ガキ {左上) 風 ナデ 725 
軍 111 -207囲 81 269 S 1 1 2  2 亜 目録 (27.0) 2 . 1 - 民 ・ 盟 閉車褐 掴ナデ 横ナデ 73 1 
盟 111 -207田 91 269 S 1 1 2  2 E 口録~潤部 26.2 8.3- 石 ー 長 g 角 ー 赤 にぷい曜 掴ナデ‘ 克躍 領ナデ、 ハケ自 (右上) 後ナテ 56 1 
第 111 -207国 1 0 1  269 S 1 1 2  2 盟 目録~頭部 2 1 .6 4. 1 - 石 長 冨 間赤姻 掴ナデ、 ナテ 描ナデ、 ナテ 650 
貌 111 -207図 1 1 1  269 S 1 1 2  2 亜 口組 25.4 3 .0- 石 窓 ・ 角 帽 禍ナデ. ハケ目 (鐙) 刻み目立 (蝿郡) 摘ナテ 746 
認 111 -207国 1 2 1  269 S 1 1 2  2 亜 口総 27.0 5.6- 石 長 宮 角 に，5;い買檀 欄ナテ 繍ナデ、 ナテ 560 
揺 111 -207図 1 3 1  269 S 1 1 2  2 盟 胴~底部 1 0.5- 7.3 石 角 。 赤 植 にぷい貫纏 ハケ目 (蹴) 後ナデ、 摘ナデ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ、 指顕圧罰 ス ス付庖 555 
車 111 -207回 1 4 1  269 S 1 1 2  2 亜 ロ紹 1 9 .2  1 .8- 民 露 赤 担 ミ ガキ図、 繍ナデ、 ナデ 磨滅 759 
1Il 111 -207因 1 5 1  269 S 1 1 2  2 亜 底部 3 . 2 - 6 . 0  石 長 E 角 恒 ミ ガキ (左上) 、 指頭庄鋼、 ナテ ハケ目 (縦) 728 
第 111 -207回 1 6 1  269 S 1 1 2  2 高t不 胸部 6.9- 石 畏 盟 恒 ー 買灰 ミ ガキ {雌) 後ナデ し ぼ り 痕 79 1 
銀 111 -20自国 1 1  269 S 1 1 1  1 亜 ロ揖 32 .0) 2 .4- 石 長 冨 角 に，5; L 叶E 欄ナテ 摘ナデ、 ナデ 727 
車 川 -208国 21 269 1 S 卜 レ E 口鼠 ( 1 6.4 2 . 2 - 石 長 ー 角 赤 謹賀恒 掴ナデ 描ナデ 745 
第 川 -208国 31 269 S 1 1 1  盟 口揖 (22 .01 2 .6- 石 長 ' 1'1 角 赤 に，;、い買揖 掴ナデ 舗ナデ、 ナテ 556 
銅 山 -20日図 41 269 S 1 1 1  盟 日間 27.0)  1 . 7- 畏 石 ' 1'1 ' 赤 にぷい置喧 柵ナデ 繍ナデ 734 
車 川 一208国 51 269 1 S 卜 レ 亜 口語 (26.6 2 .0- 1< ' 1'1 角 赤 に，5，い置恒 倒ナテ 繍ナテ 939 
車 川 ー208回 61 269 S 1 1 1  1 亜 口惜 32.6 3 .5- 石 長 盟 角 に，;、い檀 灰 オ リ ー ブ 領ナデ 楠ナデ 569 
富 山 一20日図 71 269 S 1 1 1  1* 口間 (20.01 1 .5 - E 角 椙 欄ナデ 繍ナテ 776 
第 111 -208国 日 269 5 ト レ 亜 白銀 (25 .2)  3 .0  石 長 1'1 ' 角 z赤 帽 鍋ナデ、 ナデ 領ナず 740 
第 川 一2 1 3図 1 1 1 065 S 1 1 2  2 盟 底部 2 . 7 - 1 1 . 2 石 長 ' 1'1 角 赤 帽 J 、ケ呂 (縦) 、 慣ナプ、 ナァ 988 
1Il 川 -2 1 3図 2 1 1 065 S 1 1 2  2 量 口間 (20.0) 2 .7- 石 民 ー 角 赤 惜 掴ナテ 備ナデ 1 026 
第 川 2 1 3田 3 1 1 065 S 1 1 2  2 壷 口健 (23.0) 3.6- 石 長 宜 ・ 角 にぷい帽 綱ナデ 陪文 [縦) 繍ナテ 98 1 
毘 H卜2 1 3国 4 1 1 065 s 1 下 1 下 舘古口揖畳 口銭~頭部 1 1 .6 6.0- 石 畏 宮 ー 角 lこぶし、買檀 繍ナデ、 ミ ガキ (傾J 後備ナデ 術ナデ、 ナテ 赤色顔料 699 

ミ ガキ (縦) 後ナデ
軍 日1 -2 13国 5 1 1 065 S 1 1 - 1 上 亜 ロ時 (3 1 .0) 2 .3- 石 長 E 角 赤 間赤褐 欄ナデ 争責ナデ 977 
第 山 一2 1 3国 6 1 1 065 5 1 上 亜 日銀 (22 .0) 2 . 1 - 石 長 角 橿 倒ナテ 機ナデ 980 
車 川 2 1 3回 7 1 1 065 s 1 上 里 口総 30.8 3 .0- 石 長 角 温貫恒 綱ナテ 機ナテ 970 
現 川 2 1 3固 8 1 1 065 s 1 上 亜 口組 (26.41 3.4- 石 長 宮 角 にぷい喧 繍ナテ 構ナプ、 ナデ 986 
第 111 -2 1 3国 9 1 1 065 s 1 上 亜 口信 (25.0 1 .8- 石 長 冨 ・ 角 赤 帽 摘ナデ 領ナテ 987 
車 111 -2 1 3国 1 0 1 1 065 s 1 上 鉢 口鶴 (25.0) 2 . 3- 民 霊 角 ー 赤 に占、い恒 禍ナテ 摘ナテ 1 008 
車 川 21 3図 1 1 1 1 065 5 1 上 事事 ロ録 1 9 .0 3 . 4- 1< ' 1'1 角 ー 赤 に占也 、掲 綱ナデ、 ハケ目 (左上) 後 ミ ガキ {繍) 由 間ナテ、 ハケ目 (左上) 後ナテ 99 1 
軍 111 -2 13囲 1 2 1 1 065 5 1 上 1 上 亜 口信~頭部 20.4 4.0- 石 長 角 赤 恒 概ナデ、 突穆 植ナテ、 ハケ目 (噛} 後ナデ 1 0 1 3  
1Il 11 1 -21 3図 1 3 1 1 065 s 1 上 量 口組 1 9 日 1 .6- 石 畏 角 赤 恒 揃ナデ‘ ハケ目 (左上) 後ナデ 楠ナデ 989 
1Il 111 - 2 1 3図 1 4 1 1 065 5 1 上 1 上 金量 嗣部 4.4- 石 昌 角 赤 にぷい橿 ナテ、 刻み目文付鈎状，芋宜、 ミ ガキ (縦) 、 ナ7 指ナテ 1 04 1  
盟 川 2 1 5因 1 1  270 5 1  1 3  3 量 口鰻~頭部 1 8 . 2  3.8- 石 長 角 赤 に，;、い褐 領ナテ‘ ハケ目 {縦) 後横ナテ 繊ナデ、 指ナデ 1 1 59 
車 問 2 1 5因 2 1  270 5 1 1 2  2 E 口鼠 (28.8) 5.8- 石 長 E 角 恒 繍ナデ 繊ナデ、 ナデ スス付釘 1 09 1  
第 日1 -2 1 5園 3 1  270 5 1 1 2  2 盟 底部 2.6- 5.5 石 長 蜜 ー 角 恒 備ナデ、 ナテ 庖混 1 063 
盟 川 2 1 5回 41 270 5 1 1 2  2 盟 底部 3 .5- 6.6  石 長 1'1 ' 角 赤 に，;、い檀 唖ナデ後ナテ、 機ナデ、 ナテ 倍混 1 067 
盟 山 2 1 5因 5 1  270 5 1  1 2  2 畳 口組 20.0 5.6- 石 長 角 赤 恒 柵ナデ、 ハケ目 {縦) 後償ナデ後暗主 (臨) 繍ナデ、 ナデ後 ミ ガキ [摘) 1 087 
車 川 2 1 5田 6 1  270 5 1  1 2  2 畳 口瞳 1 8 .4 3 .5- 石 ' '' ' 1'1 角 明赤褐 ミ ガキ (繍) 後繍ナデ、 術ナア ミ ガキ (積) 1 1 1 9 

ハケ目 (縦) 後ナデ、 田文 {蹴)
第 川 ・ 2 1 5固 7 1  270 5 1  1 2  2 望星 底部 2.8- 8.0 民 石 宮 赤 に占、い商檀 ナデ 指ナテ 1 066 
1Il 川 ・2 1 5固 81 270 5 1  ト レ 亜 口組~頭部 30.0) 4.2- 石 角 赤 帽 繍ナデ、 喪稽 ナデ 1 1 1 2 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 1 9
挿図 絡 迎桐 週咽 出土 レイアウ ト 器樋 部世 ロ程 器高 底在 胎土 色調 調整 (外面) 間堕 {内面) 備考 実耳l 図版

番号 番号 醤号 岨頬 回位 回世 (an) {四) (an) 置号 苗号

車 1 11 -2 1 5 9 1 270 5 1  1 - 亜 口鶴 3 1 .0 1 .8- 石 Ill . 盟 角 恒 横ナテ 鏑ナデ. 指頭圧!R 1 1 00 

軍 1 11 -2 1 5 1 0 1  270 5 1  1 1 亜 口組~頭部 27.0 4 .7- 石 島 冨 角 ー 赤 信 楠ナデ、 沈組 繍ナテ、 ナテ 1 1 09 

揖 111 -2 1 5 1 1 1  270 5 1 1 1  亜 口組~頭部 30.0 5 . 2 - 石 昆 ' 1'1 ・ 角 ー 赤 置慣 繍ナデ 繍ナデ、 ハケ目 [繍) 後ナデ ス ス付回 1 086 

軍 11 1 ・2 1 5 1 2 1  270 5 1  亜 底部 1 .4- 5.2  石 昌 ・ 盟 ・ 角 に，5\い買値 ナデ、 償ナテ 庖描 1 065 

軍 11 1 -2 1 5 1 3 1 270 5 1 1 1 亜 底部 2 . 0 - 8.3  長 。 盟 角 亦 t::>5、い買橿 ハケ目 (縦) 後ナデ‘ 繍ナデ 庖瀦 1 07 1  

揖 1 11 -2 1 5 1 4 1  270 5 1 1 1 量 口総 ( 2 1 .0) 2 日~ 石 民 角 梱 繍ナデ 機ナデ スス付回 1 099 

間 111 -2 1 5 1 5 1  270 5 1  1 1  畳 口組 ( 1 8.0) 3 .7- 石 畏 ι 角 . iffi にぷい恒 横ナデ、 ミ ガキ (梱) 楠ナデ 1 098 

車 111 -2 1 5臣 1 6 1  270 5 1  1 1  量 日銀 (30.6) 4.0- 石 民 Ifl . 角 。 赤 檀 繊ナテ 繍ナデ 赤色関料 1 085 

田 11 1 -2 1 9 1 1 1 07 1  5 1  1 - E 日銀 (24.2) 3 .9 - 石 島 ・ 盟 ・ 角 植 繍ナテ 横ナデ 1 405 

車 11 1 -22 1 1 1 1 005 5 1  1 1  盟 口組 (20.8) 1 . 7- j5 . a . 1'I 角 極 績ナテ 揖ナデ 1 1 64 

車 11 1 -22 1 2 1 1 005 5 1  1 1  E 口健 ( 2 1 .4) 3 .6- 石 Ill . 角 t::: ，5\い買値 楠ナデ、 ナテ 刻み目宜 (醐部) 償ナデ、 ナデ 1 1 20 

餌 11 1 -22 1 3 1 1 005 5 1  1 1  盟 目録 (24.4) 2 . 3 - 石 畏 角 置 機ナテ 掴ナデ 1 1 1 5 

車 11 1 -22 1 4 1 1 005 5 1  1 1  亜 口鱒 (25.0) 2 . 5 - 石 a . g 角 慢 植ナテ 被ナテ 1 090 

語 11 1 -22 1 5 1 1 005 5 1  1 1  盟 口組 (34.2) 2 .0- 石 民 ' 1'1 ' 角 Lぷい貰 ・ 買褐 繍ナテ ハケ目 (繍) 後綴ナデ、 蝿ナテ 1 1 1 3 

第 11 1 -22 1 臣 6 1 1 005 5 1 1 1 畳 口組 (25.6) 1 .7 - 石 民 ' I!I ' 角 ・ 車 植 横ナテ ミ ガキ {多方向) 1 072 

E 制 1 - 2 2 1 7 1 1 005 5 1  1 1  畳 口組 ( 1 9.8) 1 .9- 島 石 E 里民 褐灰 . t;:，S\い賞橿 繍ナテ ミ ガキ (多方向) 1 074 

第 11 1 -22 1 8 1 1 005 5 1 1 1 畳 日銀 ( 1 6.5) 3.4- 長 I!I ' 角 赤 1.:，5;い檀 慣ナテ、 摘ナァ後暗主 (銀) ミ ガキ (繍) . 領ナデ 1 062 

第 11 1 -222 1 1 1 048 s 周蔀 阿部 盟 口組~間部 25.8 6.6- j5 . 1ll 霊 角 極 績ナデ、 ハケ目 (躍) 後ナデ‘ ::t臨 恨ナデ、 ナデ 1 042 

県 日1 -222 2 1 1 048 5 1 1 3  3 S本 口組 (23.4) 3.4- 石 長 冨 角 極 績ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 機ナデ、 ナデ 1 0 1 8  

鰐 11 1 -222 3 1 1 048 5 1 1 3  3 畳 口組 22.8) 2 . 7 - 石 畏 ・ 密 ・ 角 赤 揖 ハケ目 (綴} 後 ミ ガキ、 禍ナデ 償ナテ 1 0 1 2  

盟 11 1 -222 4 1 1 048 5 1  1 3  3 盛 口組 29 .0) 6.0- 石 ー 品 。 角 。 赤 嵩賞橿 ・ 橿 横ナデ、 箇文 {縦) 楠ナデ、 ミ ガキ (慣) 1 03 1  

揖 川 一222 5 1 1 048 5 1  1 2  2 E 口組 (22.8) 2 .8- 石 E 盟 角 掲灰 樟 栂ナテ 繍ナテ 1 032 

自回 目1 -222 6 1 1 048 5 1  1 2  2 壷 口組 (1 3.6) 1 .8- 石 畠 ・ 角 ・ 赤 に，5;い買担 積ナテ ミ ガキ (償) 1 027 

第 11 1 -222 7 1 1 048 5 1  1 1  盟 日銀~周部 30.2) 5.2- 石 民 ・ 角 栂 楠ナテ、 沈輯 繍ナテ‘ ナテ 1 035 

車 11 1 -222 8 1 1 048 5 1  1 1  E 日銀~周囲 (23 .4) 4. 1 - 石 畠 E 角 赤 植 積ナデ、 立姐 捕ナテ 1 034 

障 制 -222 9 1 1 04日 5 1  1 1  盟 口組 (30.0 1 .9- 石 畏 角 蒜 浅黄櫨 繍ナテ 帽ナデ 1 030 

鰐 11 1・222 1 0 1 1 048 5 1  1 1  盟 口組 (29.0) 2 . 6 - 石 呂 ・ 霊 ・ 角 1:，5\い買置 楠ナテ 織ナデ 997 

軍 111 -222 1 1 1 1 048 5 1  1 1  盟 日銀 26.0 2.8- 石 ー 民 盟 にぷい薗檀 繍ナテ 機ナテ 1 033 

鱗 11 1 -222 1 2 1 1 048 5 1 1 1  E 底部 5. 1 - 5.6 石 ー 畏 冨 角 赤 植 ハケ目 (縦) 、 楠ナデ、 ナテ ナテ スス付回 1 029 

軍 川 ー222 1 3 1 1 048 s ト レ 1* 口間 ( 1 9.0) 1 . 1 - 長 留 ・ 角 ・ 赤 橿 被ナテ 償ナテ 998 

車 問 ー222 1 4 1 1 048 5 1  1 1  盟 日銀 (20.0) 1 . 5- 長 冨 角 赤 悶赤禍 ミ ガキ (繍) 、 梱ナデ 磨滅 頬似土器 1 庖出土 1 0 1 7  

車 111 -222 1 5 1 1 048 5 1 1 1 畳 日間 (20.6) 2 .52- 石 畏 I!I . 角 ・ 赤 に，S;い買檀 繍ナデ、 ハケ目 (躍) 後倒ナデ 繍ナテ 1 020 

田 111 ・222 1 6 1 1 048 5 1 1 1 盛 日銀 20.2 2 . 4- 石 . a . l'I ' 角 に，;、い買曜 機ナデ、 倒ナデ後陪文 [蹴) 繍ナデ 1 0 1 6  

努 11 1 -222 1 7 1 1 048 5 1  1 1  畳 底部 3.8- 7.6 石 . a ・ I!I . 角 赤 1;:，5、い買纏 ナデ ナテ、 揖頭圧圃 1 036 

車 11 1・222 1 8 1 1 0481 5 ト レ 盛 底郡 4.5- 7.0 石 ー 昌 角 赤 担 ナア ナデ 1 044 

謂 11 1 -222 1 9 1 1 048 5 1  1 1  量 底部 2 . 1 - 8.5 石 ー 畏 ' 1'1 ' 角 赤 瞳 ミ ガキ (横) 、 ナデ ミ ガキ (多方向) 1 028 

開 11 1 -222 20 1 1 048 5 1  1 1  鶴自 脚邸 4. 1 - 9.8 石 ・ 民 ・ 角 ・ 赤 恒 ハケ目 {躍) 、 ナテ ナデ 1 1 68 

車 111 -226 1 1  272 s 床面 ti' . ト レ N 。 盟 口鶴~周蔀 2 1 .0 2 1 .6  長 ー 冨 角 ー 赤 檀 償ナデ、 ::t躍、 ハケ巨 (蹴} 繍ナデ、 ナデ (園大閤怪23. 2an) 547 PL-28 

軍 11 1 -226 21 272 s 5K 5K 亜 口総 1 8.6 2 . 7 - 石 . a . 角 閉貰褐 績ナデ 償ナデ 692 

盟 111 -226 31 272 s 炉 炉 盟 底部 7.7- 9.6 石 毛 畏 ' 1'1 赤褐 ハケ目 (縦) 後ナデ ナデ ナテ、 指頭圧由 698 PL-27 

間 川 一226 41 272 5 1  1 2  2 蛮 ロ鱒 (測定不能} 1 . 7- !l: ' 角 にぷい檀 領ナデ 償ナデ 689 

軍 11 1-226 51 272 s 1 下 1 下 盟 口線 ( 1 8.4) 4.4- 長 ' 1'1 角 檀 刻み目突帯、 ナテ ナデ (在日式土器) 4025 

盟 11 1 -226 61 272 5 1  ? 下 1 下 盟 口鶴 (44.4) 4 .7- 石 ー 畏 . Ifl 角 赤 貫檀 . 1:ぷい買値 横ナデ、 刻み目宜 (蝿部} ナデ 赤色飼料 702 

第 111 -226 71 272 5 1  1 下 1 下 盟 口組 24.0 5.4 - 長 ・ 冨 ・ 角 橿 機ナデ‘ ナデ 横ナデ、 ナデ 6 8 1  

車 111 -226 81 272 5 1  1 下 1 下 盟 底部 4.6- 6.2  石 ー 長 密 ・ 角 赤 担 ナテ後ハケ巨 (縦) 、 掴ナア ナテ ス ス付回 694 

揖 川 226 91 272 5 1  1 下 1 下 聾 底邸 3.7- 8.0 石 ー 畠 宮 ・ 角 赤 担 ハケ目 (縦} 、 禍ナデ、 ナデ 磨灘 696 

軍 11 1-226 1 0 1  272 5 1  1 下 1 下 霊 口鶴 (20.4) 2 . 1 - 石 . Ill . 角 に ，5\い禍 横ナデ、 刻み目立 (間部} 掴ナデ 思斑 768 

車 11 1 -226 1 1 1  272 5 1  1 上 1 上 盟 口線~頭部 1 9 .4 5.0- 百 ・ 畏 . 11/ 慣 楠ナデ、 突符 摘ナデ、 ナデ、 指頭圧痕 697 

軍 11 1-226 1 2 1  272 5 1  1 上 1 上 E 日銀 20.0 1 .8- 長 . 11/ 角 恒 繍ナデ 楠ナテ 687 

串 11 1 -226 1 3 1  272 5 1  1 上 1 上 盟 口鶴 24.0 2 . 1 - 長 冨 思 蝿ナデ 摘ナデ 685 

車 問 -226 1 4 1  272 5 1  1 上 1 上 盟 白銀 20.0 2 .9- 畏 盟 Lぷい買櫨 蝿ナデ 繍ナデ‘ ナデ 680 

顕 11 1・2261\l 1 5 1  272 5 1  1 上 1 上 E 口鰻 27.4 2 . 7 - 長 ー 盟 悶赤樋 横ナデ 慣ナデ、 ナデ 688 

車 川 -226 1 6 1  272 5 1  1 - 1 上 亜 口鶴 22.0 1 .9- 石 ・ 民 宮 ・ 角 黒褐 術ナデ 揖ナデ、 ナテ櫨ハケ目 (掴} 686 

車 川 -226 1 7 1  272 5 1  ト レ 1 上 E 底部 5. 1 - 6.0 石 . a ' l!I ・ 角 纏 ハケ目 [縦} 後ナテ、 繍ナデ、 ナテ ナデ、 指頭圧痕 皿斑 693 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 20
実澗郷図 平宣 迎咽 週網 出土 レ イ ア ウ ト 盟樋 部世 口在 器高 底控 胎土 色調 調霊 [外面) 調盟 (向薗) 備考

歯号 番号 面号 極類 悶位 居館 (田) (凹) {田) 番号 番号

車 11 1-230国 1 1  275 5 1  1 P p 畳 口組 27.6 5.4- 石 11/ . 角 ・ 赤 にぷい貰揖 領ナデ 領ナデ、 ミ ガキ {楠) 1 370 

田 川 230国 2 1  275 5 1  床面 床面 E 日間 (32.4) 2 .3- 長 。 盟 ・ 角 ・ iffi 灰薗禍 楠ナテ 構ナデ 1 240 

車 問 230国 3 1  275 5 1  床面 床面 堕 底面目 2.6- 6.2 石 畏 盟 にぷい黄桓 畠褐 ミ ガキ (縦) 後繍ナテ ミ ガキ ハケ目後ナデ、 指頭圧銅 赤色関料 1 285 

車 川 ー230国 41 275 5 1  岡部 岡部 亜 日銀 23.0 2.3- 石 晶 角 亦 置 楠ナデ、 ハケ目 (縦) 1割問ナテ後陪文 (蹴) 繍ナデ 1 33 1  

車 日1 -230国 51 275 5 1  1 3  3 盟 口組 (測定不能) 1 .8- 石 畳 白 宮 I 角 Lぷい貫檀 楠ナデ 楠ナデ 1 27 1  

車 問 230図 6 1  275 5 1 1 3  3 盟 口揖 (29.6) 2 . 2 - 石 a . 1I/ 角 赤 橿 繍ナア 繍ナデ 1 23日

車 111 -230固 7 1  275 5 1  1 3  3 盟 ロ輯 (24.2) 2 .4- 石 畏 冨 橿 摘ナデ 繍ナデ 1 242 

第 川 230図 81 275 5 1  1 3  3 盟 口組 30.0 2 .2- 宮 角 赤 にぷい喧 横ナテ 禰ナデ 1 27 2  

軍 11 1・230図 91 275 5 1  1 3  3 亜 口揖 (20.0) 2.4- 石 島 . 11/ 角 檀 楠ナデ 繍ナテ 1 3 1 8  

軍 111 -230図 1 0 1  275 5 1  1 3  3 亜 ロ輯 (25.0) 2.4- 石 民 ・ 宮 ・ 角 ・ 赤 t;:，�、い黄檀 ハケ目 (左上} ‘ 繍ナデ 摘ナデ 1 270 

第川 230園 1 1 1  275 5 1 1 3  3 鈴 口鶴 (潤E不能) 1 .6- 石 畏 宮 角 赤 灰掲 繍ナデ 術ナデ 1 282 

車 川 230固 1 2 1  275 5 1  1 3  3 盛 ロ緯 (30.0) 2.4- 畏 石 盟 あ にぷい買褐 繍ナテ 慣ナデ 1 289 

盟 川 ー230国 1 3 1  275 5 1 1 3  3 壷 口組 (35.6) 2.9- 石 長 。 盟 橿 償ナデ 繍ナテ、 工員Lよるナテ 1 332 

田 川 -230図 1 4 1  275 5 1 1 2  2 盟 ロ躍~国部 25.0 4.4- 石 長 官 角 喧 繍ナデ、 吏格 領ナデ、 ナテ 1 286 

第 川 230181 1 5 1  275 5 1  1 2  2 亜 口組 (3白 日) 2.8- 石 ー 長 。 冨 にぷい黄掲 機ナテ 欄ナテ 1 24 1  

第 川 一230国 1 6 1  275 5 1  2 . ( 卜 レ) 2 量 口揖~頭部 22.4 4 . 5- 長 . !lf 角 赤 檀 領ナテ、 ハケ目 (躍) 後繍ナデ 摘ナデ、 ミ ガキ (領) 、 ナ プ 1 3 1 9  

串 山 230国 1 7 1  275 5 1  1 1  里 口揖~顕田 3 1 .0 5.0- 石 ー 長 。 宮 明寅掲 明赤掲 繍ナデ、 突得 ナデ 1 284 

第 川 -230固 1 8 1  275 5 1  1 1  1 壷 口揖 20.4 3 . 2 - 晶 君 角 赤 恒 領ナデ、 繍ナデ後暗主 (躍) 機ナデ 1 243 

第 川 ・230図 1 9 1  275 5 1  1 ・ ( 卜 レ) 畳 頭郡~周郡 1 3 .8- E 角 ， 赤 にぷい黄恒 ハケ目 (蹴) 後械ナデ ハケ目 (横 蹴) ( 畠 太閤在27. 1 (0) 1 330 

ナテ、 ミ ガキ (徽) 、 沈岬
第川 230図 201 275 5 1 1 1  E 底部 3.4- 1 0 .0 石 . a . 1I/ 灰掴 闘賞褐 隠滅 眉滋 1 283 

第 川 一233図 1 1  288 5 1 1 2  2 盟 日韓 (24.0) 2 . 2 - 石 畏 E 掴 繍ナデ ナデ 1 1 57 

第 川 235図 1 1 1 0 1  5 1  3下 3下 聾 口惜 27.0 2.2- 石 a ' l!l 角 間赤掲 機ナァ 繍ナデ、 ハケ自 (蹴) 後備ナデ 1 659 

第 111 -235図 21 1 0 1  5 1  3下 3下 E 日韓 27.8 2 .3- 石 ー 畏 宮 角 赤 温買瞳 積ナテ 摘ナテ 1 642 

車 問 一235図 3 1  1 0 1  5 1  3下 3下 盟 口揖 (28.8) 4.0- 石 ー 畏 11/ . 角 置揖 償ナデ 摘ナデ 1 66 1  

第 111 -235図 41 1 0 1  5 1  3下 3下 S本 口揖~間部 22.8 8.7- 長 . !lf 角 芳、 信 機ナァ、 ハケ自 (多方向} 後備ナデ 摘ナデ、 ハケ目 (左上 ・ 姐) ス ス 付回 ( 回 大闇在2 1 .0011) 1 640 

ハケ目 (多方向)
車 川 一235国 51 1 0 1  5 1  3 下 上 2 3下 量 口組 (20.4) 5.8- 石 畏 盟 。 角 赤 にぷい掲 繍ナテ、 ハケ目 (蹴) 繍ナデ、 ハケ自 (左上) 1 689 

第 111 -235国 61 1 0 1  5 1  3下 3下 盟 日韓 ( 1 4 .4) 2 . 7 - 石 長 E 角 赤 t:，�山 、橿 慣ナデ、 ハケ目 (組) 後繍ナデ 領ナデ 1 654 

盟111 -235国 71 1 0 1  5 1  3下 3下 畳 口組 (28.6) 2 .4- 石 畏 角 . iffi、 Lぷい策樋 繍ナテ 条剖み目立 (闘部) 繍ナテ 1 697 

露 目1 -235図 81 1 0 1  s 3下 3下 組古口揖筆 口組 1 2 .4 5. 1 - 石 I< . !lf 角 赤 書置植 積ナデ 繍ナデ 1 690 

第 111 ・235匝 91 1 0 1 5 1  1 1  3上 盟 ロ揖 (26.6) 2.4- 石 長 。 宮 角 領 繍ナデ 栂ナデ 類削土器3上 1 回出 土 1 646 

第111 -235園 1 0 1  1 0 1 s 3上 3上 畳 日韓 (35.0) 3 . 1 - E 畏 包 角 赤 悶置椙 検ナデ 繍ナデ 1 639 

軍111 -235国 1 1 1 1 0 1  s 3上 3よ 盟 底部 2 . 1 - 6 .3 石 畏 宮 角 赤 恒 ハケ自 {鍛) 後ナデ 繍ナテ 鹿嵩 1 64 1  

軍 111 -235囲 1 2 1  1 0 1  s 3上 3上 E 底部 4.4- 日 6 石 ' I< . !lf 角 赤 悶貰褐 ハケ日 (縦) 槻ナデ、 ナデ 指ナデ 1 657 

第 111 -235園 1 3 1  1 0 1  s 3上 据水 3上 E 底郡 9.8- 1 5 .0 o . t< ' I!I ' 角 赤 岡芳、褐 ハケ自 (続 多方向) 、 倒ナデ ナプ 磨滅 1 700 

第 111 -235図 1 4 1  1 0 1  s 3上 3上 鈴 ロ腸 (22.6) 1 . 1 - 石 民 宮 角 鼎禍 繍ナデ、 ハケ目 (副) 後備ナデ 繍ナテ ス ス 付回 1 647 

第 111 -235因 1 5 1  1 0 1  5 3上 3上 鉢 日銀 (26.8) 2 . 1 - 1< . 11/ . 赤 にぷい樟 繍ナデ 繍ナデ 1 669 

軍 111 -235181 1 6 1  1 0 1  s 3上 3上 置 日間 ( 1 6.0) 1 .3 - 長 I!l . 角 ・ 赤 Lぷい橿 領ナプ、 陪文 (蹴) 繍ナデ 1 645 

車 111 -235国 1 7 1  1 0 1  s 3上 1 3上 畳 口闘 1 7 .4 3 .0- 石 長 I!I ' 角 赤 曜 備ナデ、 陪文 (縦) 繍ナデ、 指頭圧痕 1 68 1  

盟 111-235図 1 8 1  1 0 1  s 3上 3上 畳 底部 2.4- 9 . 2  E 畏 w . 角 黒 医黄掲 ミ ガキ (繍) 、 繍ナデ ナテ 黒斑 1 638 

揖 111 -235図 1 9 1  1 0 1  s 3上 3上 高t不 口組 (24.2) 1 . 2 - 石 畏 宮 革褐 繍ナデ 機ナデ 赤色飼料 1 637 

揖 川 -235図 20 1 1 0 1  s 3上 3上 器古 底部 2.9- ( 1 2.0) 石 員 。 宮 角 赤 に，5;い揖 機ナデ、 ハヶ目 {圃) 後ナデ ハケ目 {績) 後ナデ、 繊ナプ 1 67 7  

間 111 -236図 1 1  1 0 1  5 1 1 2  2 亜 口組 ( 1 3 .0) 2 .5- 石 I< ' !ll 角 赤 に，5;い瞳 償ナデ 機ナデ‘ ナデ 1 668 

車 111 -236国 21 1 0 1  5 1 1 2  2 亜 ロ揖 1 7 .4 2 . 5 - 石 畏 宮 角 。 赤 にぷい黄櫨 描ナテ 繍ナデ 1 684 

車111 -236因 31 1 0 1  5 1 1 2  2 盟 ロ蝿 ( 1 9.0) 2 .9- 民 。 角 赤 iこ ，5;い瞳 楠ナデ 機ナデ 1 660 

開 111 -236固 41 1 0 1  5 1 1 2  2 亜 ロ縁 (34.0) 2 . 7 - 石 畏 盟 ・ 角 I!l 機ナア 繍ナデ 1 650 

車 111 -236図 51 1 0 1  5 1 1 2  2 亜 底部 3 .3- 8 . 6  石 長 冨 角 ・ 赤 描 ハケ目 (縦) 、 傾ナデ 磨滅 1 643 

軍 111 -236因 61 1 0 1  5 1  2 . ( 1 . 2 ・ 3) 1 2 S本 日韓~底部 2 1 .0 1 7 .0 8.4 石 畏 雷 角 赤 眉 ナデ、 指ナテ後 ミ ガキ (鍋 縦) 、 指ナテ 機ナデ、 指ナデ、 指ナテ後 ミ ガキ痕 口録と底由を図面上で祖π (ß):大圏 在 1 9.8"，，) 1 683 

車 11 1 -236因 71 1 0 1  5 1  1 2  2 1* 元昨 2.5 3 . 3  1 .9 石 畏 角 問責褐 慣ナデ、 指ナデ、 描胡圧痕 ナデ 描ナテ 手ずく 匂 ( ミ チ ユ ア土器) (最大聞置2.8001 1 454 PL-2E 

車 111 -236国 81 1 0 1  5 1  1 1  亜 ロ8 (29.0) 2 . 3- 石 長 宮 角 に，5;い由 繍ナデ 領ナデ、 ナテ 1 656 

閤 11 1 -236国 9 1  1 0 1  5 1  1 1  畳 (穿孔} 口鵠 (25.2 ) 1 .8- 長 ー 宮 角 問赤褐 償ナデ 機ナデ 穿孔剖上下園田 1 673 

第11 1 -236国 1 0 1  1 0 1  5 1  1 1  壷 日銀 ( 1 9 日) 3 . 2 - O ' 長 官 ー 角 赤 に" 、い買眉 機ナデ 領ナデ、 ミ ガキ (繍) 1 658 

車 川 236国 1 1 1  1 0 1  5 1  1 1  亜 口闘 (24.4) 1 .6 - 石 島 宮 向 揖 ナデ、 刻み目立 (闘部) 慣ナデ 1 693 

露 川 -236固 1 2 1  1 0 1  5 1  畳 口開 ( 1 8.8) 2 . 7- 石 長 。 w . 角 に，S;い黄禍 ミ ガキ園、 慣ナデ、 ハケ目 (幽) 後暗主 (副) ミ ガキ誼 黒田 1 682 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 2 1
挿図 続 選禍 選桶 出土 レイアウ ト 器梱 部位 口彊 器高 底哩 胎土 色鯛 調盟 (外面) 飼亜 (向箇) 備考 実�U 図版
畠号 歯号 置号 種類 E位 周i立 (田} (田) (叩) 甚号 苗号

軍 111 -236固 1 3 1  1 0 1  5 1  1 1  壷 底部 2 .7- 7.4 長 宜 角 赤 橿 横ナデ、 ナデ 椴ナデ、 指韻臣由 1 655 
盟 11 1-236園 1 4 1  1 0 1  5 1  1 1  壷 底部 2.9- 7.6 石 長 ・ 蜜 角 赤 椙 ミ ガキ調、 楠ナデ、 ナデ ナデ 1 679 
第 111 -236固 1 5 1  1 0 1 1 5  ト レ 高時 ロ緯 (25.6) 1 . 2 石 長 ー 雲 角 器 檀 蝿ナデ、 暗主 (縦) 、 工具による圧国‘ ナデ 摘ナデ、 ナデ 1 678 
車 111 -243固 1 1  268 5 1  1 2  2 亜 口縁 (27 .2) 3 .7- 石 畏 . 111: 角 用褐 禰ナテ 繍ナデ 996 
軍 11 1-243図 2 1  268 5 1  1 1  翠 ロ縁 27.6) 1 .4- 石 長 霊 角 4置 償ナデ 繊ナテ 1 0 1 0  
軍 111 -243国 3 1  268 5 1  1 1  誼 ロ輯 (24.6) 3.8- 石 ・ 長 盟 角 にぷい貫担 繍ナデ ミ ガキ (繍) 1 0 1 1 
軍 111 -243固 41 268 5 1  1 1  壷 底部 1 .4- 7.4 畏 富 。 角 赤 10，引い貧檀 表面剥融 ナデ ス ス 付宿 1 0 1 5  
第 111 -243固 51 268 5 1  1 1  品卸 脚部 3.3- 1 7 .0 石 .. . !!! 角 赤 にぷい檀 ナデ、 陪文 (縦) ハケ目 (楠) 、 ナデ 66 1 
車 川 244囲 1 1  224 s 床面 床面 壷 ロ韓 (24.4) 3 .2- 石 長 角 檀 構ナデ 績ナデ 1 400 
第 川 244回 2 1  224 5 1  1 2  床面 聾 ロ緑 (23.4) 2 .5- 石 ・ 長 霊 ー 角 埠買 横ナデ 描ナデ 頚似土器床面 2 . 1 周出土 1 385 
車 問 -244囲 3 1  224 s 庫薗 床面 壷 口緯 (2 1 .4) 2 .6- 石 長 。 角 褐灰 横ナテ 慣ナデ 1 40 1  
車 111 -244111 4 1  224 5 床面 床面 量愛 口縁 1 2.0 1 .8- 石 長 雲 角 赤 にぷい買檀 ミ 刀キ国. 繍ナデ 摘ナデ、 ミ ガキ痕 1 40 2  
草 川 244固 5 1  224 5 1  1 3  3 器台 胴部 1 1 . 2 - 石 ・ 甚 角 ， 赤 橿 ハケ目 (縦) 機ナア、 ナデ 1 408 
第 川 244囲 6 1  224 5 1  1 1  2 亜 口縁~属部 (28.4) 4.8- 石 ・ 長 窪 ・ 角 慣 横ナデ、 突格 織ナテ、 ナデ 頬似土器2 . 1 回出土 1 389 
里 山 244園 7 1  224 5 1  1 2  2 聾 日韓 26.0 2 .0- 石 長 ・ 角 橿 掴ナテ 繍ナデ 1 386 
車 問 -244国 日 224 5 1  1 2  2 翠 口組 (24.8) 2 .3- 石 長 角 にぷい買揖 繍ナデ 榔ナデ 1 399 
第 川 244図 9 1  224 5 1  1 2  2 亜 底部 2 .2- 6.2  石 . 1\\ 霊 角 赤 栂 ハケ目 (観) 、 償ナデ 車減 1 407  
調 川 -244回 1 0 1  224 5 1  1 2  2 壷 周~底郡 6.6- 8.0 石 . .. . 霊 ・ 角 赤 櫨 ミ ガキ (繍) ‘ 績ナデ ハケ巨 {多方向) 、 禍ナデ 串斑 1 438 
車 川 -244図 1 1 1  224 5 1  1 1  盟 日銀 (28.0) 1 .8- 石 ー 長 雲 嵩貫担 横ナデ 機ナテ 1 394 
第 山 -244国 1 2 1  224 5 1  1 1  亜帽 周部 3.3- 石 . 1\\ 霊 角 器 にぷい掲 買値 ナデ、 条沈揖 ナデ 拓本貼付 2368 
車 問 ー244国 1 3 1  224 5 1  1 1  霊霊 口緯 (2 1 .4) 3 .0- 石 ー 長 宜 ー 角 に " 、い貧檀 楠ナデ 摘ナテ 1 396 
第 問 244国 1 4 1  224 5 1 1 1 壷 ロ緯 2 1 .0 5 .2- 石 長 。 角 赤 橿 楠ナデ、 ハケ目 {儲) 後隠文 (蹴) 相ナテ、 ミ ガキ痕 1 398 

刻み目立 (端部) 痕
第 111 -244図 1 5 1  224 5 1  1 1  壷 底部 2.9- 6.4 石 . .. . !!l 角 ・ 赤 埠置檀 ナデ ナデ 1 403 
第 川 .248図 1 1  234 5 1  1 2  2 亜 口縁 (30.4) 2 .3- 石 . .. . !!l 角 赤 恒 織ナデ ナデ 1 404 
第 111 .248囲 2 1  234 5 1  1 2  2 亜 日韓 22 .6) 1 .8- 石 長 雲 檀 楠ナテ ナア 1 4 1 9  
第 111 .248回 3 1  234 5 1  1 2  2 亜 ロ緑 27 .2  6 .7- 石 長 角 赤 檀 繍ナデ 楠ナデ 1 4 1 0  
第 11 1 -248囲 4 1  234 5 1 1 1  亜 ロ輯 (20.0) 1 . 5- 石 星 雲 ・ 角 控 繍ナデ 掴ナデ 1 4 1 3  
鰐 川 -25 1 固 1 1  1 43 5 1  1 - 2 亜 日韓 22.2)  2 .7- 石 ・ 長 蟹 ， 角 赤但 ・ 灰禍 揖ナテ 楠ナテ 類似土器2 . 1 回出土 1 504 
第 11 1 ・25 1 因 2 1  1 43 5 1  1 1  2 亜 ロ輯 25.8 2 .4- 石 長 壁 角 恒 繍ナテ 楠ナデ 類制土器2 . 1 回出土 1 49 1  
第 11 1.25 1 囲 3 1  1 43 5 1  1 1  1 聾 ロ緯 (3自.8 3.0- 石 長 。 量 角 問赤禍 措置檀 機ナデ 楠ナデ 1 503 
車 11 1-25 1 囲 4 1  1 43 5 1  ト レ 聾 口組 (23.0) 2 .4- 石 ・ 長 E 角 に，Siい檀 楠ナテ 櫛ナプ 1 5 1 7  
第 11 1-25 1 国 5 1  1 43 5 1  ト レ 亜 ロ輯 (24.0) 2 .9- 石 長 霊 角 帽 繍ナデ 繍ナテ 1 523  
軍 11 1-25 1 固 6 1  1 43 5 1 1 1 鉢 ロ緯~胸部 1 8 .0 4.0- 石 長 。 E 角 赤 慢 ミ ガキ (楠) ‘ 指頭圧倒 ミ ガキ (繍) 1 53 2  
盟 11 1.25 1 固 7 1  1 43 5 1  ト レ 宣 (穿孔) ロ録 ( 1 6 .2) 3 .5- 石 畏 ー 角 赤 に，);い策担 繍ナデ、 暗主 (縦) 楠ナテ ハケ目 (繊) 後ナテ 穿孔部上下磁損 1 5 1 4  
第 111 -25 1 固 8 1  1 43 1 5 ト レ 壷 日銀 1 6.0  3 . 2 - 霊 角 ー 赤 檀 繍ナデ‘ 暗主 (儲) 描ナデ、 ミ ガキ (椴) 1 606 
第 111 .25 1 国 9 1  1 43 1 5  ト レ 壷 ロ縁 33 .2  2 .3- 石 畏 角 赤 赤帽 繍ナデ 横ナデ 1 5 1 3  
車 11 1 -25 1 園 1 0 1  1 43 5 1  1 1  蓋 口総~頭部 1 8. 7  7 . 7 - 石 長 ー 雲 角 赤 檀 摘ナデ、 繍ナデ後箇文 (縦) 、 ミ ガキ [繍) 横ナデ、 ナデ 1 544 
軍 111 -252固 1 1  1 49 s 庫面 床面 亜 口縁~胴部 26.4 27.6- 右 民 ' !!l 角 赤 にぷい買檀 積ナデ、 沈線、 ハケ目 (躍) 植ナテ、 ハケ目 (縦) 後ナデ ス ス付忠、 黒斑 Ißl大岡怪24. 200) 1 452 
車 111 .252回 21 1 49 5 1 1 1 亜 口縁 22.0 2 .2- 石 長 ー 霊 悶買褐 構ナデ 楠ナデ 1 428 
軍 11 1 -252固 3 1  1 49 5 1  1 1  壷 口鶴 1 4.0) 2 . 1 - 石 長 雲 角 ・ 串 に" 、い橿 繍ナデ 楠ナデ、 ミ ガキ痕 1 406 
車 111 -252国 41 1 49 5 1  1 1  霊 口線 1 7.0) 2 .2- 石 ・ 彊 ・ 角 。 赤 明買姻 摘ナデ、 繍ナデ後暗主 (縦) 横ナテ 1 464 
軍 111-252固 51 1 49 5 1  1 1  量 底部 2.4- 9.0 石 角 帯 間帯褐 ナデ ナデ 1 4 1 4  
軍 111 -254国 1 1  1 32 5 床面 N o  亜 底部 7.0- 6.3 石 長 ー 量 角 間質褐 ハケ目 (縦} 、 ハケ自後ナテ、 機ナデ、 ナデ 指ナデ、 揺商匡痕 Á Á付酒、 類似土器床面 ・ 2園出土 1 4 1 5  
第 111 -254国 2 1  1 32 5 1  1 1  床蘭 亜 回線 (20.0) 2.0- 長 宜 ー 角 串 に" 、い檀 揖ナデ 摘ナデ 類似土器底面 ・ 3 - 2出土 1 3 1 5  
盟 111 -254図 3 1  1 32 s 2 . 3 4 亜 口録 28.4 3.3- 石 ・ 畏 ー 雲 角 櫨 柵ナテ 掴ナデ‘ ナデ 類似土器4 - 3 . 2 . 1 出土 1 3 1 4  
軍 111 -254因 41 1 32 5 1  1 2  4 主愛 日銀 (28.0 1 .8- 石 長 。 雲 角 明亦褐 ミ 刀キ (植) 、 機ナデ、 暗主 (縦) ミ ガキ (機} 頚似土器4 ・ 3 . 2出土 1 32 3  
車 111 -254固 51 1 32 5 1 1 1 3 聾 口揖~頭部 36.2)  4.8- 石 長 量 角 亦 檀 楠ナデ 指頭圧痕、 ハケ目 (縦) 植ナテ、 指頭庄園、 ハケ目 (左上) 類制土器3 . 1 周出土 1 379 
第 11 1 -254固 61 1 32 5 1  1 3  3 亜 ロ揖 26.4 2 . 1 - 石 ・ 長 ・ 盟 角 ー 赤 問問褐 機ナデ 繍ナデ 1 32 7  
車 111 -254固 71 1 32 5 1  1 2  3 亜 口線 (26 .4 3 .3- 石 . " ， 1'1 恒 帽ナテ 摘ナデ、 ナデ 類似土器3 . 2h!l出土 1 35 1  
第 111 -254因 81 1 32 5 1 1 1 3 亜 口訟 29.0 4.7- 石 " . 1'1 角 帯 恒 横ナデ、 涜輯 楠ナデ、 ナデ 類似土器3 . 2 . 1 回出土 1 3 1 3  
第 111 ・254囲 91 1 32 5 1  1 1  3 亜 目録 (39.6) 2 .7- 石 ・ 畏 ・ 霊 にぷい曜 掴ナデ 楠ナデ 類似土器3 - 2 ・ 1 回出土 1 374 
車 111 -254国 1 0 1  1 32 s 3 ・ 1 3 盟 口縁~頭部 9.6 2 .7- 石 長 ・ 角 嵩閏椙 掴ナデ、 突与野 植ナデ、 ナテ 規制土 器3庖出土 1 369 
車 111 -254固 1 1 1 1 32 5 1  1 3  3 亜 口語 (27.2)  3 .5- 石 長 ・ 雲 角 担 揖ナデ 栂ナデ 頭副土器3 - 2回出土 1 349 
第 111-254田 1 2 1  1 32 5 1 1 2  3 亜 ロ掠 1 9. 2  2 .9- 石 ・ 畏 ・ 角 事 檀 繍ナテ 楠ナデ 類似土器3 - 2 ・ 1 周出土 1 353 
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挿図 筏 選禍 遺構 出土 レ イ ア ウ ト 器謹 部位 ロ控 器商 底桂 胎土 色調 間監 (外面} 調畳 (円面) 備考 実現1) 図版

番号 置号 番 号 担額 回世 庖位 (町) (叩) (四) 畠号 薗号

第 111 -254図 1 3 1 1 32 5 1  1 3  3 亜 口緯 20.6 3.5- 石 畏 E 角 ・ f/j; 悶買褐 繍ナテ 繍ナデ 1 339 

露 目1 -254国 1 4 1  1 32 5 1 1 2  3 亜 底部 7 . 1 - 6.0 石 長 冨 ・ 角 赤 曜 ハ ケ 目 (縦) 償ナテ ナテ ヱ ス付酒 類倒土器3 . 2 ・ 1 庖出土 1 387 

第 111 -254固 1 5 1  1 32 5 1  1 1  3 亜 底部 3 . 7 - 6.4 石 畏 ・ 角 橿 ハ ケ 目 (縦) 、 機ナデ 庖減 ス ス付0. 覇。�土器3 . 2 . 1 回出土 1 388 

第 111 -254因 1 6 1  1 32 5 1 1 2  3 鉢 日韓 (?3.0) 2 .8- 石 民 宮 ・ 角 ・ 赤 揖 繍ナテ 機ナテ ス ス 付回、 顛倒土器3 ・ 2 . 1 居出土 1 359 

第 111 -254国 1 7 1  1 32 5 1 1 2  3 壷 口語 ( 1 9.8) 3.6- 石 . /JI 冨 ・ 角 恒 積ナテ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ スス付泊、 類似土器3 . 2回出土 1 44 1  

第 111 -254国 1 8 1 1 32 5 1 1 3  3 壷 日韓 (2 1 .8) 2 . 3 - 石 長 冨 ー 角 赤 檀 槻ナテ 領ナテ 1 378 

軍 111 -254園 1 9 1 1 32 5 1 1 3  3 壷 ロ縁 (23.8) 1 .4 - 石 ー 畏 宜 角 赤 悶赤禍 ミ ガキ {蝿) 、 描ナデ 楠ナデ 1 336 

軍 111 -254国 20 1 1 32 5 1 1 2  3 壷 口縁 ( 1 9. 6) 4 .5- 石 ー 長 ・ 角 檀 横ナテ 繍ナデ ス ス付泊、 盟副土器3 . 2回出土 1 362 

第 111 -254国 2 1 1 1 32 5 1 . 3 . (2)  3 壷 底部 6.8- 1 2 . 0  石 島 111 . 角 ・ 赤 串褐 lこぶい黄樟 ミ ガキ (多方向) 由 ナデ 用組 1 397 

第 111 -255園 1 1  1 32 5 1  1 2  2 亜 日韓 (32.0) 2 .9- 石 長 霊 角 檀 織 ナ デ 繍 ナ デ 1 34 1  

第 川 争255固 21 1 32 5 1  1 2  2 亜 口縁 24.2 2 . 1 - 石 /JI . w . 角 隅禍 ・ にI�\い貰椙 繍ナテ 槻ナデ ス ス 付 酉 1 304 

車 111 -255圏 3 1  1 32 5 1 1 2  2 亜 日韓~頭部 26.8 4.2- 石 E ・ !!l ' 角 赤 橿 償ナテ、 沈輯 慣ナデ 1 305 

第 111 -255囲 41 1 32 5 1 1 1 2 亜 日韓 25.8 3.8- 石 g ' !!I . 角 I 赤 橿 償ナデ 慣ナデ ス ス 付 酒 、 類制土器2 . 1 園出土 1 358 

第 111 -255固 51 1 32 5 1 1 2  2 亜 日韓 (42.0) 2 .6- 石 長 盟 。 角 赤 檀 償ナデ ナテ 1 325 

第 111 -255国 61 1 32 5 1  1 2  2 壷 関部 5.3- 石 ' 1'1 ' 霊 ・ 角 檀 暗主 (拙) 、 突帯、 ミ ガキ {繍) ナァ 赤色顔料 1 340 

第 111 -255因 71 1 32 5 1 1 2  2 亜 底部 1 .4- 7.0 石 長 冨 角 赤 掴 織 ナ デ 庖減 縄文後期~弥生初期 l 、 類似土器2送出ー 1 889 

第 111 -255固 81 1 32 5 1  1 1  2 壷 口揖 27.4) 2 . 3  石 畏 ・ 型 。 角 串褐 ナァ ナデ ス ス 付面 、 頭山土器2 . 1 園出土 1 309 

第 111 -255園 91 1 32 5 1  1 2  2 望 ロ揖 (20.0-24.0) 2.6- 長 E 角 赤 橿 織ナテ、 ナテ、 聞文 (制) 楠ナデ、 ナデ、 ミ ガ キ壇 1 3 1 6  

第 附 255田 1 0 1  1 32 s 2 1 1  . 2 包) 1 2  壷 日韓 1 9 .6 6.6- 石 畏 霊 角 赤 瞳 積 ナ テ 織ナテ、 ミ ガキ (犠) 後ナデ ナ デ 1 375 

ハ ケ 目 {担割状 左上) 後ナデ後暗主 (縦)
第 川 ω255田 1 1 1  1 32 5 1 1 2  2 壷 日韓 1 7 .0 3 . 9 - 石 墨 角 赤 曜 欄ナデ、 沈揖 領ナテ 1 376 

第 川 255回 1 2 1  1 32 5 1  1 1  2 単 日韓 ( 1 8.8) 2.8- 石 畏 冨 角 赤 にぷい黄信 償ナテ、 ハケ邑 (銀} 後ナデ 術ナァ ス ス 付 面 、 類{Jj土器2 . 1 周出土 1 338 

第 111 -255国 1 3 1  1 32 5 1  1 2  2 壷 日韓 2 2 . 0) 1 .4 石 長 霊 角 健 概ナプ 磨混 1 324 

第 川 一255国 1 4 1  1 32 5 1  1 2  2 壷 口揖 (28.0) 1 .6- 石 晶 君 角 橿 ミ ガキ li多方向) 後暗宜、 繍ナデ 備ナデ、 ハケ目 (繍) 痕 1 348 

繍ナデ後暗文 (曜)
第 山 一255田 1 5 1  1 32 5 1  1 2  2 壷 底部 1 .3 6.6 霊 角 に ，;、い貿栂 ナデ ナデ 1 4 1 8  

第 111 -255国 1 6 1  1 32 s 1 . 2  2 壷 間部~底部 1 0 .9 - 9.3 石 /JI . l'I 角 亦 I;:，);L、黄信 ミ ガキ { 機 多方向) ナデ、 指頭匡由 属鹿 11亜大胴撞2 1 .8anl 1 8 1 2  

累 川 -255園 1 7 1  1 32 5 1  1 2  2 品開 口縁 (3 1 .4) 1 . 2 - 石 。 畏 角 赤 檀 機ナデ 陪文 (縦) 備ナテ 1 32日

第 川 一255国 1 8 1  1 32 5 1 1 2  2 品ま不 脚部 (20.0) 2 . 0 - 石 角 赤 檀 ミ ガキ (績) 概ナデ 1 342 

第 川 一256図 1 1  1 32 s 聾 口調 (9 . 7) 2 . 2 - 長 。 冨 角 ! 赤 揖 楠ナテ 横ナテ 1 33 7  

車 川 256図 2 1  1 32 s 亜 口組 3 1 .0 4.5- 石 長 角 橿 禍ナプ 板ナデ後償ナテ 1 363 

車 川 256図 3 1  1 32 5 1  1 1  亜 口輯 42.6) 2 . 3 - 石 民 I 宮 問責禍 織ナテ 横ナデ ナデ 1 3 1 7  

第 川 256図 41 1 32 5 1  1 1  聾 日韓 140.0) 4.3- 石 長 宮 ・ 角 赤 悶赤掴 繊ナテ 繍ナテ 1 357 

第 剛 一256図 51 1 32 5 1 . 芭) 聾 日韓 (22.8) 1 . 6- 石 。 長 冨 角 橿 機ナデ 償ナテ 1 3 26 

第 山 256図 61 1 32 1 5 ト レ 聾 日韓 24.0) 2.6- 石 角 にぷい貫檀 織ナテ 機ナデ 1 343 

第 川 256国 71 1 32 1 5 ト レ 聾 口 瞳 (29.0) 2 . 2 - 石 ー 畏 宜 角 鴎買掲 償ナテ 機ナテ、 ハケ目 (機) 後 ナ テ 1 380 

第 川 256囲 81 1 32 5 1  1 1  亜棺 闘部 (50.0) 8. 1 - 石 . /JI 宮 角 ・ 赤 檀 ナテ、 積ナデ、 突得 ナテ 1 346 

第 川 256国 91 1 32 5 1  1 1  聾 底部 2 . 7 - 7 . 2  石 ー 畏 宮 角 揖 ナデ、 ハケ 目 (縦) 後ナテ、 繍ナデ 磨灘 1 395 

第山 256囲 1 0 1  1 32 5 1  1 1  亜 底部 4.4- 5.6 石 . 1> . l'I 角 檀 ナデ ナテ 1 390 

第 川 256園 1 1 1  1 32 s 聾 底部 3.0- 6.8 石 畏 角 にぷい買措 ハ ケ 目 (縦) 後ナデ、 織ナデ 磨滅 1 383 

第 川 256国 1 2 1  1 32 1 5 卜 レ 鉢 日韓 (30.0) 1 .4- 長 ー 霊 角 赤 揖 慣ナア 繍ナテ 1 352 

第 川 256国 1 3 1  1 3 2 s 1 ト レ 鉢 日韓~瞬部 1 日 日 7 . 7 - E 長 。 宮 ・ 角 赤 問責禍 黒 描ナデ、 ハケ目 (多方向 嗣) 後ナデ 検ナデ、 ハケ目 {縦) 後ナデ ，主口 荏20 呂田 2 1 40 

第 川 256国 1 4 1  1 32 5 1  霊 (穿孔) 口縁 (25.4) 1 . 2 - E 長 角 f/j; 橿 備ナデ 横ナデ 1 345 

第 川 256図 1 5 1  1 32 5 1  1 1  主愛 口縁 ( 1 1 .6) 2 . 3 - 石 長 角 恒 ナ テ ナ デ 1 3 1 0  

第 川 256国 1 6 1  1 32 5 1  1 1  壷 ロ緯 (的30 . 0) 2 . 2 - 長 宮 角 赤 問赤禍 繍ナデ 繍ナテ 1 30 1  

草 川 256国 1 7 1  1 32 5 1  望+ 口縁 (約20.0 3 . 2 - 長 冨 角 f/j; にぷい橿 キ置ナデ 償ナア 1 347 

第 川 256固 1 8 1  1 32 5 1 ト レ 望霊 口鶴 (的27 . 0) 1 .4- 石 長 冨 角 赤 にぷい買橿 微ナデ、 刻 み 目 立 (端部) 楠ナデ 1 355 

車 川 256国 1 9 1  1 32 5 1  1 1  量 口縁 1 1 8.8) 3 . 2 - '5 ' 1.'< 盟 角 赤 に占い貫檀 慣ナテ、 暗主 (離) 後ナデ 楠ナテ、 ミ 刀キ (概) 1 360 

第 川 256国 20 1 1 32 5 1  1 1  壷 日韓 (25.6) 2.5- 石 角 赤 檀 償ナデ 俄ナデ 1 294 

第 川 -256因 2 1 1 1 32 5 1  1 1  壷 口線 1 1 .4 4.9- 石 長 角 亦 に，5;い眉 償ナデ 概ナデ 1 364 

第 川 -256固 22 1 1 32 5 1  1 1  壷 口縁 1 4.4 1 . 5- 石 長 冨 角 串 檀 償 ナ デ 槻ナデ 1 334 

第 川 256図 23 1 1 32 5 1  1 1  垣 ロ縁 (23.2) 1 日~ 石 ー 長 宮 角 . f/j;、 幅 彼ナデ 麿誠 1 368 

第 111 -256因 2 4 1  1 32 5 1 1 1  壷 口縁 (20.8) 0.8- 石 長 角 赤 に ，5;い檀 備ナデ 楠ナテ 1 344 

第111 -256固 2 5 1  1 32 5 1  1 1  壷 口揖 (2 1 .0) 1 . 5- 石 霊 角 赤 に ぷ い蹟帽 術ナデ、 ミ ガ キ薗 繍ナテ 1 335 

第 川 256国 26 1 1 32 5 1 ト レ 宝ー芝 日韓 2 1 . 4 7 .3 - 長 石 宜 赤 にぷい寅蝿 ミ ガキ (繊) 、 綴7 デ、 備ナデ後暗文 {縦) 繍 ナ ァ 、 ミ ガキ (備} 1 354 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 23
1母国 桔 週構 盟摘 出土 レイアウ ト 器祖 部位 口謹 器高 底寵 胎土 色 調 関盟 {外面} 回監 (円薗) 備考 重刻 図師

番号 番号 置号 稲顛 国位 回世 {四} (田} (α。 置号 番 号

軍 日1 -256回 27 1 1 32 S 1 1 1  安 口組 (28.2) 1 .9- 石 長 霊 角 赤 橿 摘ナテ 摘ナデ 1 350 
車 111-256固 2自 1 32 S 1 1 1  踊頭箆 (穿割 口線 ( 1 1 .4) 2 .3- 石 長 角 ー 赤 t;:，�;い掲 ナデ ナデ 1 373 
第 111 -256回 29 1 1 32 S 1 1 1  踊覇堕 ロ錫 ( 1 2 .6) 4.5- 長 ・ 雲 角 赤 櫨 描ナデ 栂ナデ、 工具によ る圧痕、 ナデ 1 300 
第 川 256国 30 1 1 32 S I  ト (3 . 包) 用頭宣 ロ縁~胴部 1 2.0 6.3- 畏 ー 霊 角 ー 赤 に，Sïい帽 栂描;æ杭文 (規則性なし) 、 繍ナデ、 ナデ 指ナテ (慣) ヱ ス付加 1 382 PL-27 
草 川 -256固 3 1 1 1 32 S I  盟 間部 6.2- 石 長 角 ー 赤 にぷい貧 繍ナデ、 突縛 ナデ 1 36 1  
第 川 -256国 32 1 1 32 S 1 1 1  壷 嗣郎 1 0.7- 石 ・ 長 \1l . 角 。 赤 に" 、い桓 償 ナデ、 沈輯後刻み 目 立 ナデ、 指頭圧国 (里大岡控8.0anl 1 329 
車 川 256囲 33 1 1 32 S 1 1 1  亜 底部 2.3- 9.6 石 長 E 角 黒 。 貰樟 ミ ガキ (繍 I 定方向) 桂ナデ ブ テ‘ 植ナデ 2 1 39 
車 川 ・256国 34 1 1 32 S I  1 . ( 3 1  畳 底部 7.8- 8.4 石 霊 角 ー 赤 桓 ハケ目 (縦) 、 ハケ自後争責ナデ、 ナァ ハケ目 (;多方向) 1 478 
第 111 -256回 35 1 1 32 S 1 1 1  盛 底部 1 .9- (9.4) 石 ・ 角 赤 橿 摘ナデ ナデ 1 377 
車 川 256囲 36 1 1 32 S 1 1 1  t不 目録 ( 1 4 . 1 )  1 .8- 畏 角 灰 機ナテ 機ナデ (須恵器) 1 303 
第 111 -256函 37 1 1 32 S 1 1 1  t不 回線 ( 1 6.0) 2. 1 - 畏 ・ 璽 角 灰 楠ナデ 楠ナデ Il買車器) 1 302 
第 川 ・261 図 1 1  1 26 S 1 1 4  4 E 口輯 24.0 3 . 1 - 石 ・ 長 冨 橿 摘ナデ 楠ナテ 1 333 
揖 川 -261 囲 2 1  1 26 S 1 1 4  4 亜 底部 2.7- 9.2 畏 翠 檀 ハケ自 (縦) 後ナデ、 ナデ 庖減 1 299 
富 山 -261 固 3 1  1 26 S I  1 . 2 . 4 4 壷 盟国~胴部 1 4.7- 石 長 霊 角 iこ，s;い黄橿 に，5;い貰 描ナデ、 ハケ目 {鐙) ナデ、 刻み目実帯痕 桶ナデ、 指顕圧領、 ナデ (!iil大周橿3 1 . 1 田) 1 38 1  
車 問 ・26 1 固 4 1  1 26 S 1 1 3  3 聾 自信 (28.6) 3.6- 石 長 冨 桂 横ナテ 摘ナデ 1 260 
第 川 -261 図 5 1  1 26 S 1 1 3  3 盟 口瞳 24.8 4 . 1 - 石 長 蟹 ・ 角 Lぷい黄櫨 摘ナデ 描ナテ ス ス付泊、 錆制土器2 . 1 庖出土 1 257 
車 問 261 固 6 1  1 26 S 1 1 1  3 盟 日銀~頭部 22.4 4.6- 石 ー 長 宜 角 橿 欄ナデ、 沈韓 禍ナデ、 ナデ 類似土器3 . 1 回出土 1 288 
自信 川 ー261 固 7 1  1 26 S 1 1 3  3 盟 目録 (23.4) 2.9- 石 長 冨 ・ 角 ;Jft 揖 横ナテ 横ナテ 1 275 
車 問 261 囲 8 1  1 26 s 占 3 盟 口揖 (2 1 .8) 4.7- 石 ・ 長 冨 ・ 角 赤 橿 帽ナデ 掴ナデ 類制土器3 . 2 . 1 周出土 1 287 
車 問 -261 国 9 1  1 26 S 1 1 2  3 E 口緯 (25.0-30.0) 2.8- 石 長 虫 ・ 角 赤 檀 柵ナデ 帽ナデ 類似土器3 . 2m出土 1 290 
第 川 -261 園 1 0 1  1 26 S 1 1 3  3 亜 口揚 (27.2) 2. 1 - 石 ・ 長 角 に，5\い黄櫨 摘ナデ 構ナデ ス ス付回 1 27日
宮 川 ・261 固 1 1 1  1 26 S 1 1 3  3 E 底部 2.7- 5.2 石 長 。 角 凋買褐 ハケ目 (縦) 後ナテ 楠ナテ 周減 1 32 1  
第 間 261 固 1 2 1  1 26 S 1 1 3  3 亜 底部 1 .2- 9.6 石 長 盟 角 赤 Lぷい橿 ハケ目 (縦) 後ナデ、 構ナデ 庖滋 1 322 
第川 261 固 1 3 1  1 26 S 1 1 3  3 書事 白線 (28.0) 2 . 1 - 石 長 盟 角 赤 明黄禍 禍ナテ 繍ナテ 1 2日 1
富 山 ー26 1 図 1 4 1  1 26 S 1 1 3  3 量 口組 (20.4) 2 .3- 石 ・ 長 窪 角 赤 撞 櫛ナテ、 ナデ 楠ナヂ 1 298 
第 川 26 1 固 1 5 1  1 26 S 1 1 3  3 畳 回線 1 3.8 3.9- 石 長 E 角 悶貰掴 楠ナデ、 ハケ目 (縦) 後横ナデ 繍ナテ 1 263 
第 川 261 固 1 6 1  1 26 5 1 . 3 3 畳 口鶴 22.6 4.4- 長 壁 角 赤 眉 楠ナデ、 ハケ目 (縦) 後横ナテ 柵ナデ、 ミ ガキ (繍) 1 356 
第 川 -261 図 1 7 1  1 26 S 1 1 3  3 !i1 (穿孔) 口腸 ( 1 8 .2) 1 .7- 右 長 。 盟 角 亦 誼 償ナテ 間ナデ 穿孔 粘土曜吉 田園 1 296 
第 川 ・26 1 固 1 8 1  1 26 S 1 1 3  3 亜 口組 (20.0-40.0) 1 .5- 石 。 長 冨 角 赤 檀 摘ナデ、 条刻み目立 (端部) 償ナデ 1 292 
軍 11 1-26 1固 19 1  1 26 S 1 1 3  3 盛 底部 2. 1 - 6.6 石 長 角 赤 t;:，5;い檀 ナデ ナデ 1 307 
第 川 -261 囲 20 1 1 26 5 3 ト レ 3 高坪 日韓 32.0 0.8- 石 長 ー 哩 角 ー 赤 悶赤絹 柵ナテ 庖混 1 232 
第 11 1-26 1固 2 1 1 1 26 S 1 1 2  2 亜 日曜 (26.0) 8. 1 - 石 長 ー 哩 角 に，5;い黄檀 繍ナデ、 突緒、 ハケ目 (左上] 後ナデ 術ナデ、 指頭圧痕、 ナテ 1 29 1  
田 川 -261囲 22 1 1 26 S 1 1 2  2 盟 ロ輯 24.0 3.9- 石 長 君 角 ー 赤 に，5;い恒 楠ナデ 摘ナデ、 ナテ 頭副土器 1 周出土 1 256 
第 川 261 国 23 1 1 26 S 1 1 2  2 亜 日韓 (30.8) 2 .2- 石 長 盟 角 ー 赤 貫揖 梱ナデ 織ナテ 1 277 
第 川 ー261 国 24 1 1 26 S 1 1 1  2 亜 ロ輯 (25.m 3 .3- 石 長 冨 角 謹賀檀 繍ナデ 個ナデ 類制土器2 . 1 庖出土 1 306 
草 川 261 因 25 1 1 26 S 1 1 1  2 聾 口縁 27.4 3.8- 石 長 霊 角 置 繍ナテ 禍ナデ 頚制土器2 . 1 回出土 1 267 
第 山 -261 図 26 1 1 26 S 1 1 2  2 無頭宣 ロ輯 ( 1 6.4) 4.3- 石 長 角 赤 担 ナデ‘ ハケ目 (縦) ナデ、 ハケ自 (左上) 1 3 1 1 
第 川 ・26 1 図 27 1 1 26 S I  2 . 1 2 壷 胴郡 1 0. 1 - 石 長 角 赤 事掲 . 1こぶい揖 繍ナデ、 条刻み目突等移 ハケ自 (多方向) 赤色顔料 (li!大瞬橿2 1 .6anl 735 

ハケ目 (左上) 後 ミ ガキ (繍)
第 111 ・262園 1 1  1 26 S I  E ロ輯~頭部 24.2 5.8- 石 長 冨 角 赤 樫 繍ナテ、 突帯、 仮ナテ (躍) 後ナテ 楠ナテ、 ナデ 1 308 

理文、 ハケ冒 (縦) 後ナテ
第 111-262国 2 1  1 26 S 1 1 1  亜 日韓 (23.6) 1 .7- 石 長 盟 。 角 檀 揖ナデ 楠ナデ 1 279 
第刷 -262固 3 1  1 26 S 1 1 1 E 口組 (37.0) 3.6- 石 長 霊 角 ー 器 撞 梱ナデ 楠ナデ 1 297 
第 111 -262固 41 1 26 S I  1 . ( 1 ・ 21 盟 ロ輯 瞬部 28.3 27. 1 - 石 長 盟 角 Lぷい黄櫨 ー に，5iい黄櫨 繍ナテ、 ハケ目 (多方向) 後ナァ 繍ナデ、 椙ナテ、 ハケ国後ナァ ス ス付蔚‘ 隅斑 (盟大綱撞27.0anl 1 664 
富 山 -262固 5 1  1 26 S 1 1 1 亜 底部 2.9- 6.2 石 ・ 長 盟 角 ・ 赤 揖 ハケ目 (縦) 、 被ナデ、 ナデ 園調 1 280 
第 川 ・262固 6 1  1 26 S 1 1 1 亜 底部 底部 底部 底部 底部 底部 底部 ナデ 1 3 1 2  
第 川 -262因 7 1  1 26 S 1 1 1  盟 底部 2.3- 1 1 .0 石 長 虫 角 革 にぷい黄橿 繍ナテ 庖滅 1 269 
車 111 -262囲 8 1  1 26 S 1 1 - S本 回線 ( 1 8.0) 2.2- 石 ・ 長 . :11 角 ー 赤 間赤褐 摘ナデ 楠ナテ 1 237 
軍 111 -262固 9 1  1 26 S 1 1 1  竪 口緯~頭部 1 2 .6 4.5- 石 長 ・ 冨 角 ー 赤 t;:，5、い黄櫨 横ナデ、 突字書 繍ナデ、 ナデ 1 255 
草 川-262国 1 0 1  1 26 S 1 1 1  畳 口鋸~頭部 1 7 .8 4 . 1 - 石 理 角 悶赤褐 掴ナデ、 突稽 欄ナデ 1 236 
第 州-262囲 1 1 1  1 26 S I  . (2 1  亜 口組 29.4 3 .4- 石 ・ 長 ー 璽 角 閉赤褐 楠ナテ 繍ナデ 赤色顔料 2000 
草 川 262� 1 2 1  1 26 S 1 1 1  !i! 回線 1 3.6  3 .8- 石 角 赤 問責褐 繍ナデ、 輔ナデ後ハケ目 (縦} 楠ナデ、 ナデ後 ミ ガキ {繍) 1 248 
軍 川 ー262国 1 3 1  1 26 S I  ト レ 亜 口健 1 7 .4 2. 1 - 石 長 ー 角 蒜 種 慣ナデ後暗文 (鑑) ‘ 刻み目立 (暗部) 楠ナデ 1 253 
車 川 ー262図 1 4 1  1 26 S I ー 盟 口縁 (23.0) 1 .5- 石 ・ 長 雲 角 に，5iい買檀 織ナデ、 刻み目立 (端部) 掴ナデ 1 266 
曹 川 -262回 1 5 1  1 26 S 1 1 1  霊 ロ輯 ( 1 8.4) 0 .7- 長 冨 角 赤 桓 惜ナデ 欄ナデ l ?�R 



2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 24
挿図 筏 温掴 週栖 出土 レ イ ア ウ ト 器種 部位 日程 器高 底埋 柏土 色調 悶聖 (外面) 調整 (内面] 備考 実用l 図版

番号 番号 番号 唖類 庖位 四位 (田) (田) (an) 歯号 畠号

第 仙 ー262園 1 6 1  1 26 S I  壷 口韓 27.4 4.6- 石 畏 盟 角 赤 信 織ナデ 横ナデ 1 26 1  
第 111 -262回 1 7 1  1 26 S I  壷 口語 (26.0) 4.3- 石 角 赤 樋 慣ナァ、 隠文 (縦) 織ナデ‘ ミ ガキ (横) 1 293 
第 11 1-262国 1 8 1  1 26 S I  壷 口鶴 (26.2) 3 .0- 石 畏 ・ 雲 角 ・ 赤 檀 償ナデ‘ 条刻み目立 {端部) 摘ナデ 1 264 
第 川 262国 1 9 1  1 26 S 1 1 1  亙 底部 3.9- 4.6 石 畏 ・ 雲 。 角 赤 ナテ ナテ 1 295 
草川 262国 20 1 1 26 S I  (2 . 3) 量骨 底部 3.0- 8.0 石 畏 ・ 角 赤 帽 ナテ ナデ 1 254 
草川 -262国 2 1 1 1 26 S 1 1 1  問主不 脚部 3 . 1  1 5.8 石 畏 角 赤 橿 楠ナテ、 ナデ、 ミ ガキ (多方向) 指ナデ 1 249 
草 川 262国 22 1 1 26 S 1 1 1  蓋 (穿孔) 完形 9. 1 3 .4- 石 畏 ・ 霊 角 赤 にぷい買揖 ナテ、 指ナデ、 構ナテ 傾ナデ、 指ナテ 576 PL-28 
車 川 265国 1 1  1 03 S 1 1 3  3 亜 日韓 (28.0) 1 .5 石 畏 雲 角 橿 繍ナデ 植ナテ 1 1 52 
第 川 269囲 1 1  1 02 S X  床面 N 。 亜 口緯 24.6 2 .2  石 畏 角 赤 橿 横ナテ 機ナテ 1 2 1 2  
草 川 269図 2 1  1 02 S X  床面 N 。 車 日韓 23.6 2 .6- 石 畏 1'/ ' 角 赤 赤禍 繍ナデ 繊ナデ、 ナデ 1 203 
第 刷 ー269図 3 1  1 02 S X  床面 ・ 2 ・ 3 N o  台村主事 口縁~胴部 20.0 1 0.3- 石 長 ・ 盟 I 角 ・ 亦 橿 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 機ナテ、 ハケ自 (横 縦) 隅斑 1 39 1  
軍 111 -269図 41 1 02 S X  庫面 3 . 2 N o  高坪 日韓~胴部 26.0 5.0- 石 畏 角 赤禍 暗主 (縦) 、 繍ナテ、 ナデ 償ナデ、 ミ ガキ {横) 1 23 1  
車 111 -269図 51 1 02 S X 1 1."  炉 壷 底部 3.2- 5.0 石 畏 角 赤 眉 ナテ後 ミ ガキ (右上) 田‘ ナテ ナテ 1 225 
第 山 一269囲 61 1 02 S X 1 3  3 亜 日韓 26.6) 1 .7- 長 石 ・ 雷 I 赤 檀 楠ナプ 楠ナデ 1 233 
車 川 269回 7 1  1 02 S X 1 3  3 聾 口輯 24.0 2. 1 - 石 長 E 角 檀 楠ナテ 繍ナデ 1 226 
軍 川 -2691il1 8 1  1 02 S X 1 3  3 亜 ロ揖 (27.6) 2 .5- 石 r. . 角 間賞褐 領ナテ 俄ナテ 1 206 
第 山 ー269図 91 1 02 S X 1 3  3 聾 口融 22.0) 2 .2- 石 長 E 檀 俄ナデ 機ナァ 1 222 
第 川 269囲 1 0 1  1 02 S X 1 3  3 亜 口揖 (27.2) 2.9 石 長 1'/ . 角 灰貧褐 蝿ナテ 繍ナデ 1 207 
第川 -269図 1 1 1  1 02 S X 1 3  3 亜 口揖 23.4 2.9- 石 星 雲 にぷい黄櫨 摘ナテ 徽ナ7 1 227 
第川 一269国 1 2 1  1 02 S X 1 2  3 亜 口語 26.8 3.4- 石 長 冨 角 fIi. 檀 描ナデ 楠ナデ 頬倒土器3 ・ 21!l出土 1 2 1 8  
第川 ー269臨 1 3 1  1 02 S X 1 3  3 亜 日韓~間部 28.2 9 . 7  石 長 冨 角 赤 に，ì、い貫檀 描ナァ、 ハケ目 {在よ) 後ナデ 積ナテ、 ナデ、 ハケ自 {傾) 後ナテ 1 230 
第川 -269囲 1 4 1  1 02 S X 1 3  3 聾 底部 2.5- 6.5 長 雲 角 赤 に，5;い責措 ハケ目 (縦) 、 績ナデ 直話 1 2 1 6  
第山 一269国 1 5 1  1 02 S X 1 3  3 壷 日韓 (34.2) 4. 1 - 石 長 宜 角 赤 間母、褐 横ナデ後暗主 (蹴) 椴ナデ 横ナテ 1 2 1 7  

αコ 第 川 -269固 1 6 1  1 02 S X 1 3  3 壷 日韓~鋼部 29.5 4.4- 長 冨 角 あ にぷい貫極 ー にぷい黄掲 惜ナデ、 ハケ目 {躍) 後暗文 {縦) 栂ナデ、 ミ ガキ痕 (楠) 1 2 1 4  
第 川 269園 1 7 1  1 02 S X 1 2  2 壷 目録 ( 1 8.4) 1 .8 石 長 宮 ・ 角 。 赤 Lぷい貫檀 ナ7 揖ナデ、 ナテ 1 220 
第 山 一269国 1 8 1  1 02 S X 1 2  2 望室 日韓 (25.0) 1 .5- 石 長 冨 角 間赤褐 描ナデ 描ナデ 赤色闇 料 1 223 
第 川 269固 1 9 1  1 02 S X 1 2  2 量 底部 2.7  7 .4  石 長 角 ー 赤 に，5;い椙 ナデ ナデ 1 2 1 9  
第 111 -269図 20 1 1 02 S X 1 2  2 品ま不 脚部 4.5- 石 畠 角 問褐 ミ ガキ (雌) し ぼ り 痕 赤色顔料 1 246 
第 川 270図 1 1  1 02 S X 1 1  亜 日韓~胴部 22.2 9 .8 長 冨 角 赤 檀 楠ナデ、 ハケ自 (縦 在上) 後ナデ 椴ナデ、 ナデ 1 224 
第 山 一270図 21 1 02 S X 1 1  鉢 口組~閣部 25.0 9 .9- 石 長 ・ 角 。 赤 lこIS;L 叶宣 楠ナテ、 ハケ目 (左上) 後ナデ 楠ナテ 1 262 
軍 川 -2701ill 3 1  1 02 S X 1 1  壷 ロ揖 ( 1 6.8) 2 .7  石 。 長 盟 。 角 。 赤 恒 積ナテ 償ナテ 1 2 1 1 
車 川 270図 41 1 02 S X 1 1  量量 口揖 2 1 .2 4.2- 石 長 冨 角 ;ff< 埠買揖 慣ナデ、 指頭圧 圏 概ナプ、 指頭圧覇 1 2 1 5  
第 川 270国 51 1 02 S X  量 日韓 25.0 5 .0- 石 角 桓 繍ナデ後陪文 {躍) 、 織ナデ ミ ガキ (横) 1 247  
第 川 -270国 61 1 02 S X 1 1 1 壷 口縁 2 1 .6) 6 .3- 石 長 I 角 。 赤 I!I 横ナデ、 ミ ガキ (繍) 、 ミ ガキ (縦) 後ナデ ハケ目 (積) 後ナァ、 ナデ 1 229 
草 川 270掴 7 1  1 02 S X  ト レ 壷 園部 4.2- 石 長 角 赤橿 ハケ自 (績 縦) 繍ナデ、 指ナデ (田大関哩 1 7 口町) 1 245 
第川 一273図 1 1  1 05 S I  2 . 1 下 2 亜 日韓~周部 27.2 9.7 石 ー 畳 霊 角 赤 檀 描ナデ、 突帯 ハケ自 (縦} 後ナデ 植ナデ、 ナテ 鳳斑 {函大周荏26.5an) 1 5 1 2  
第 川 一273国 21 1 05 S 1 1 2  2 聾 日韓 (g竺 0) 1 .9- 石 . li\ . 1'/ 角 ー 赤 曜 慣ナデ 積ナデ 1 475 
第川 一273国 3 1  1 05 S 1 1 2  2 幹 口輯 27.2) 3 .2  石 ー 長 冨 角 に，5;い揖 植ナデ 機ナデ 1 462 
第 111 -273国 41 1 05 S I  1 下 2 鉢 口銭 ( 1 9 .0) 3 .7  長 冨 角 赤 にぷい褐 構ナデ‘ ミ ガキ (楠) 揖ナテ、 ナテ 頬似土器2回出土 1 468 
第川 273国 51 1 05 S 1 1 2  2 壷 口縁 ( 1 8.6) 3.9- 石 長 宜 角 赤 にぷい橿 楠ナテ 慣ナデ 1 480 
第 川 一273国 61 1 05 S 1 1 2  2 皇霊 口錫 ( 1 4.2) 4.4 石 長 冨 角 赤 に，ì、い責措 構ナデ、 ハケ目痕 ミ ガキ (植) 、 ナデ 1 469 
第 川 273囲 71 1 05 S 1 1 2  2 壷 口線 1 6.4 3 .8- 石 長 冨 角 檀 ミ ガキ痕 {縦) 、 ナデ、 暗主 (縦) ナデ、 ミ ガキ (構) 1 488 
車 川 273国 81 1 05 S I  1 下 2 檀吉日韓霊 口鰻 ( 1 2.2) 2.5- 石 長 ・ 冨 角 。 赤 間置揖 構ナデ 構ナデ 類制土器2m出土 1 477 
草 川 273国 9 1  1 05 S 1 1 2  2 壷 底部 1 .4- 1 0 . 2 石 長 ' 11 角 明赤褐 ナテ 指頭庄痕 1 529 
里 山 273図 1 0 1  1 05 S 1 1 2  2 壷 底部 2.0- 9.0 石 長 ・ 角 橿 横ナテ ナデ 煩似土器2周出土 1 484 
車 川 273由 1 1 1  1 05 S I  1 下 1 下 聾 口線 (35.4 1 .8- 石 E ・ 1'/ ' 角 Lぷし叫量 掴ナテ、 刻み目立 (端部) 積ナテ スス付結 1 5 1 9  
車 川 273園 1 2 1  1 05 S I  1 上 1 下 畢 日韓 (23.4) 1 .7 - 石 長 ・ 盤 に，5;い檀 摘ナテ 償ナテ 類似土器 1 下回出土 1 48 1  
第 川 273田 1 3 1  1 05 S I  1 上 1 下 聾 口組 (3 1 .6) 2 .0- 石 . r. ' !!I  . 角 惜 積ナテ 機ナデ 類似土器 1 下回出土 1 46 1  
第 川 ー273園 1 4 1  1 05 S I  1 上 1 下 霊 底部 4.9 6 .2  石 長 宮 。 角 ・ 赤 橿 ハケ目 (躍) 、 繍ナデ ナデ 煩似土器 1 下回出土 1 486 
第仙 一273図 1 5 1  1 05 S I  1 上 聾 日曜 24.8) 2 .5  石 長 1'1 ' 角 に，引い貰檀 繍ナテ 機ナデ 1 508 
軍 側 273囲 1 6 1  1 05 S I  1 上 ー (2) 1 上 聾 口揖 28.8 3 .0- 石 長 1'1 ' 角 赤 に15iい貰橿 構ナデ 横ナデ 1 268 
第 111 -273固 1 7 1  1 05 S I  1 上 1 上 聾 日韓 1 2.4 3 .9 石 長 角 ・ 赤 檀 噛ナテ 償ナデ 1 474 
第川 273田 1 日 1 05 S I  1 よ 1 上 亜 底部 3.0 8.4 石 長 宮 角 檀 ハケ目 (左上) 、 繍ナデ 磨滅 1 501  
第川 273国 1 9 1  1 05 S I  1 上 1 上 亜 底部 4.9- 9.4 石 長 雷 角 にぷい置橿 ナ7、 積ナデ 磨誠 1 489 
第 川 27311i1 20 1 1 05 S I  1 上 1 上 壷 口組 (30.4) 1 .8- 石 長 霊 。 角 閉赤掲 横ナデ 楠ナデ 1 482 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 25
挿図 担 迎楠 遺構 出土 レイアウ ト 器梱
番号 番号 番号 掴類 庖位 回世

車 111 -273固 2 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 霊

軍 111 -273囲 22 1 1 05 5 1  1 上 1 上 畳
軍 111-273園 23 1 1 05 5 1  1 上 1 上 堕
車 問 273固 24 1 1 05 5 1  1 上 1 上 壷
車 川 ・274固 1 1  1 28 5 1  屑部 1 ( 1 . 2) 阿部 量
車 川 -274固 2 1  1 28 5 1  1 2  3 亜
車 川 274固 3 1  1 28 5 1  1 3  3 E 
車 111 -274固 41 1 28 5 1  ト レ 2 亜
毎 日1 -274固 5 1  1 28 5 1  1 1  2 聾

軍 111 -274固 61 1 28 5 1  1 2  E 壷

軍 111 -274固 7 1  1 28 5 1  1 1  畳
車 問 -275固 1 1  1 25 5 1 1 1  3 毘
車 川 -275国 21 1 25 5 1  1 3  3 盟
車 問 275囲 3 1  1 25 5 1  1 3  3 盟
車 問 -275固 41 1 25 5 1  1 3  3 亜
第 川 -275国 51 1 25 5 1  1 1  3 盟
車 川 275田 61 1 25 5 1  ト レ 3 草

車 川 -275国 71 1 25 5 1 1 2  2 亜
田 111 -275固 日 1 25 5 1  1 2  2 E 

第 川 275因 9 1  1 25 5 1  1 2  2 亜
第 川 ・275園 1 0 1  1 25 5 1  1 2  2 亜
車 川 275園 1 1 1  1 25 5 1 1 1 2 壷
第 川 -275園 1 2 1  1 25 5 1  1 2  2 量
草 川 -275囲 1 3 1  1 25 5 1  ト レ 亜
車 川 275国 1 4 1  1 25 5 1 1 1 亜
里 山 275固 1 5 1  1 25 5 1 1 1 亜
第 川 -275園 1 6 1  1 25 5 1 1 1 1 聖
摺 川 -275囲 1 7 1  1 25 5 1  1 1  壷
田 川 275固 1 8 1  1 25 5 1  1 1  畳
第 川 -275囲 1 9 1  1 25 5 1  1 1  盟
第 川 -275囲 20 1 1 25 5 1  ト レ 亜
第 川 -275囲 2 1 1 1 25 5 1  1 1  器台
富 川 匂276園 1 1  1 4 1  5 1 1 2  床面 亜
第 川 -276園 2 1  1 4 1  5 1  1 . 2 ・ 床面 床面 E 
車 川 -276園 3 1  1 4 1  5 1  床面 床面 畳
車 問 276固 41 1 4 1  5 1  2 . 3  床面 床函 盟

盟 問 276固 51 1 4 1  5 1  3 庫面 床面 壷
軍111 -276国 6 1  1 4 1  5 1  1 3  3 盟
第 111 -276固 71 1 4 1  5 1 1 3 3 亜
草 川 276圃 81 1 4 1  5 1 1 3 3 蜜

車 川 ー276囲 91 1 4 1  5 1  1 2  2 広口盛

車 川-276図 1 0 1  1 4 1  5 1  1 2  2 亜
富 山 276園 1 1 1  1 4 1  5 1  1 下 1 下 E 
鰐 川 -276囲 1 2 1  1 4 1  5 1  1 下 1 下 亜
第 川 -276国 1 3 1  1 4 1  5 1  1 下 1 下 壁
闇 川 276園 1 4 1  1 4 1  5 1  1 下 1 下 蛮
草 川 -276園 1 5 1  1 4 1  5 1  1 上 1 上 亜
第 川 -276固 1 6 1  1 4 1  5 1  1 上 1 よ E 
草 川 -276国 1 7 1  1 4 1  5 1  1 上 1 上 盟
車 問 276固 1 8 1  1 4 1  5 1  1 - 1 上 鉢
車 問 戸276国 1 9 1  1 4 1  5 1 1 - 1 上 堕

部位

日銀
口緯
口組
層部
口組~周部
口縁~闘部
底部
口線
ロ緑
白緯~鋼部

白線
口鰻
口線
目録
底部
底部
口揖

口縁
口縁
口縁
底部
口組
口縁
口組
ロ揖
ロ緑
日韓
口組
日銀
ロ縁
底部
脚部
口組
目録~頭部
口縁
頭部~園部

間部
底部
口組
白線
完昨

底部
口総
口縁
口緯
口韓
目録
口縁
日銀
ロ録~胴部
口緯

口在 器商 底控 胎土 色調
[田) (四) {田)

( 1 9.8) 3 .0- 畏 ・ 雲 角 檀

(27.2) 2.0- 石 長 ー 霊 角 に，S;い貧檀 医買掲

1 7 .4 1 .9- 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 赤 にぷい曜

5.8- 石 長 ・ 2 角 ・ 赤 ';:，5\い黄櫨

1 4.6 1 4.2- 長 ・ 霊 角 赤 曜

25.0 6.5- 石 ・ 長 。 哩 ・ 角 期盟褐
3.4- 7.2 石 長 冨 角 赤 績

(22.0) 1 .7- 石 長 冨 角 赤 Lぷい檀

(29.0) 2.5- 石 長 盟 角 極

22.8 1 6.9- 石 ・ 長 盟 。 角 ・ 赤 橿

( 1 8.8) 2 .5- 畏 ・ 密 。 角 赤 明赤褐
(22.6) 2.2- 石 ・ 長 狸 ・ 角 檀

(28.2) 2.7- 石 ・ 長 哩 ー 角 橿

(30.6) 2.4- E . 長 . \11 . 角 ・ 赤 にI�\い檀

4.3- 5.6 石 ー 長 111 . 角 に，Siい瞳

3.3- 6.8 石 ・ 長 111 . 角 赤 にぷい橿

35.4 9.2- 石 ー 長 壁 角 赤 間帯掲

27.0 3.4- 石 ・ 長 角 草置橿

27.4 3.8- 石 ー 長 ・ 盟 嵩買檀

26.2) 2 .3- 石 ・ 長 E 角 明赤椙 に，ì、い買恒

4.8- 5.9 畏 石 宜 赤 にぷい瞳

1 8.2) 3.5- 石 ・ 角 赤 間赤褐

(22.6) 1 .5- 石 長 宮 角 買喧

28.0 4.9- 百 長 宮 極

(26.4) 1 .9- 石 ・ 長 蜜 ・ 角 ・ 串 桓

27 .0 3 .4- 石 長 角 間赤禍
( 1 8.4) 1 .5- 畏 ー 霊 角 赤 にぷい檀

( 1 9.6) 1 .6- 石 ・ 長 ・ 哩 ・ 角 ・ 赤 鐙

(22.6) 1 .7- 石 ・ 長 哩 角 問責禍
( 1 8.4) 2.8- 石 長 ー 霊 角 ー 赤 浅間程 褐灰

3.2- 1 1 .2 石 長 ー 密 角 赤 t;:，Siい貧置 に，ì、い貿信

4. 1 - 長 雲 ー 角 赤 1;:，5、い策撞

(32.4) 2 .2- 石 長 壁 角 。 赤 に，5\い瞳

36.0 5.0- 石 ・ 長 虫 角 赤 問事掲

(24.6) 2.4- 石 長 角 赤 積
1 4. 1 - 石 長 蜜 角 赤 岡褐

7.2- 石 長 虫 角 ・ 赤 橿 掲灰
2.6- 6.4 石 長 ー 哩 ・ 角 。 赤 栂

( 1 9.0) 2 . 1 - 石 ・ 長 ー 哩 角 赤 Lぷい貫褐

( 1 4.2) 1 .8- 石 ・ 長 霊 角 赤 1:，5、い橿

1 7 .3 2 1 .7 7. 1 石 ・ 長 冨 角 赤 問責褐

6.9- 4.6 石 皇 軍 ・ 角 ・ 赤 慣

(30.2) 1 .9- 石 ・ 長 霊 角 問責褐

(29.2) 2.6- 石 長 ー 盟 角 貫慣

(30.0) 3.5- 石 長 ー 狸 角 ・ 赤 に，5;い曜

26.4 3.9- E . 長 ー 哩 角 橿

(23.0) 2.3- 石 長 ー 盟 角 活黄

(29.8) 2.4- 石 ・ 長 . 111 角 橿

( 1 5 .2) 2.9- 石 長 . \11 角 ・ 赤 檀

(25.0) 9.2- 石 雲 ー 角 赤 若手短 信

(24.0) 2 .3- 石 長 宜 角 悶 赤 掲

銅盟 (外箇} 悶盟 (内面) 備考 実潤 図随

醤号 歯号
楠ナデ 鍋ナデ、 ミ ガキ (繍} 1 528 
ミ ガキ {繍} 、 構ナデ 慣ナデ 1 490 
損ナテ 繍ナデ、 ハケ目 {損} 1 5 1 5  
ミ ガキ憧刻み目 ミ ガキ (禍) 、 ナデ 拓本貼付 1 5 1 8  
楠ナデ、 ハケ目 (多方向) 後手置ナデ ナデ 繍ナデ、 ハケ自 (多方向) 後ナデ 黒斑 (盟大閤桂 1 8 日間) 1 687 PL-28 
楠ナテ、 沈輯 織ナデ、 ハケ目 (左上) 黒斑、 煩似土器3 . 2回出土 1 63 1  
ハケ目 (縦) 、 楠ナテ 圏域 1 623 
楠ナデ 植ナデ 頬似土器2 . 1 庖出土 1 609 
楠ナデ 織ナテ 類似土器2 . 1 回出土 1 649 
柵ナデ、 楠ナデ桂暗文 (縦) 摘ナデ、 ミ ガキ (術) 、 ナテ 鼎班 Ifll大劇橿23.4凹) 1 724 
ミ ガキ (楠) ‘ 突帯
欄ナデ、 ハケ目 (縦) 掴ナテ 1 6 1 6  
慣ナデ 繍ナテ ス ス付酒、 頚似土器3周出土 1 52 1  
繍ナデ 繍ナデ ス ス付庖. 類似土器2 . 1 周出土 1 487 
備ナデ 楠ナデ 類似土留2回出土 1 522 
ハケ目 {蝦) 、 横ナデ、 ナテ ナデ ス ス付回、 類似土器 1 回出土 1 624 
ハケ目 {鑑) 後植ナデ、 績ナデ 庖鴻 題似土留3 . 2周出土 1 53 1  
摘ナデ後 ミ ガキ [蝿) ‘ 植ナデ 栂ナデ、 ハケ目 (左上} 頬似土器3 . 2園出土 1 665 
ミ ガキ (摘) 、 突帯
栂ナデ 徽ナデ 額制土留 1 庖出土 1 502 
楠ナデ 禍ナデ、 ナデ 類似土留 1 聞出土 1 509 
繍ナデ 摘ナデ ス ス付回 48 1 7  
ハケ自 (縦) 、 徽ナデ、 ナテ 指頭圧国 ス ス付組 1 530 
倒ナデ‘ ミ ガキ痕 機ナテ 類似土器2届出土 1 498 
機ナデ、 陪宜 (縦) 相ナデ 1 526 
楠ナデ 楠ナデ‘ ナデ 1 5 1 0  
機ナテ 繍ナデ 1 496 
機ナテ 償ナテ 1 524 
楠ナデ、 ミ ガキ底、 刻み目立 {端部) 繍ナテ 1 533 
掴ナデ、 徽ナデ後暗文 (縦) 柵ナテ 1 520 
栂ナデ 繍ナデ 1 54 1  
栂ナデ 掴ナデ 1 5 1 6  
ナデ、 指頭圧鼠 ナデ 類似土器 1 届出土 1 497 
ハケ目 (多方向) 後ナデ 横ナデ ナデ 1 543 
償ナデ 栂ナデ ス ス付泊、 類似土器庫薗 ・ 1 周出土 1 785 
鍋ナデ. 突務 鍋ナデ、 ナデ 1 75 1  
ナ デ ナ デ 1 792 
ハケ目 [縦) 後ナテ、 暗主 (鑑) ミ ガキ (楠) 後掴ナデ 1 762 
桐ナデ、 突帯、 ミ ガキ (構) ハケ目 (多方向) 後ナデ
周減 ナデ l!il大周橿 1 9 日間) 1 78 1  
倒ナデ 磨滅 1 784 
楠ナデ、 ミ ガキ (繍) 織ナデ、 ミ ガキ {峨) 1 803 
柵ナデ 構ナデ、 ミ ガキ痕 1 789 
楠ナテ、 ミ ガキ (構) 後ナテ 慣ナデ、 ナテ‘ ハケ自 (蹴) 後ナデ 県斑 1m大胴控2 1 .3田) 1 805 PL-28 
ハケ目 (縦) 後ナデ 指頭圧痕
ミ ガキ (縦) 植ナデ 楠ナデ ハケ目櫨ナデ、 指頭圧痕 鼎匝 1 76 1  
繍ナテ 摘ナデ ス ス付罰 1 773 
摘ナデ 掴ナデ 1 783 
繍ナデ、 帽ナデ後暗文 (巌] 繍ナデ 1 782 
岨ナデ、 突楊 帽ナデ、 ミ ガキ {梱) 備部究領 1 788 
禍ナデ 繍ナテ ス ス付函 1 774 
桐ナテ 摘ナテ 1 765 
摘ナテ 繍ナデ 1 772 
ナデ、 沈揖 ナテ、 繍ナテ、 ハケ目 {左上) 後ナデ 1 79 1  
摘ナデ. ハケ目 {縦) 繍ナデ 1 793 



-
∞
ω
 

2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 26
挿 図 続 遺構 温構 出土 レ イ ア ウ ト 語種 部也 ロ橿 題商 底橿 胎土 色閤 調盟 [外面} 踊堕 {内面} 備管 実潮 図版

膏号 置号 番号 咽 眉位 回位 (00) {田} (田} 番号 番号

車 問・278函 1 1  1 55 s 1 下 1 下 E 口栂 27.口 3 . 1  石 ・ 畠 霊 に，)\い賃値 慣ナデ 繍ナテ 類似土器 1 上回出土 1 6 1 9  
軍 側-278図 2 1  1 55 s 1 下 1 下 聾 口鶴 26.0 4.2- 石 ・ 畠 ・ 冨 ・ 角 ・ 串 におい筒担 繍ナデ 椴ナテ、 ハケ目 (左上} 檀ナテ 期似土櫨 1 上周出土 1 6 1 1 
車 附-278固 31 1 55 s 1 下 ・ 上 1 下 聾 口縁~属部 20.6 7.6- 石 ・ 畏 ・ 2 ・ 角 ・ 車 にぷい栂 繍ナデ、 ハケ目 {縦) 後栂ナデ、 ハケ目 {縦} 樋ナデ ス ス付回 (/l!式胴径 1 9.2田) 1 607 
掘 削-278園 41 1 55 s 1 下 1 下 鉢 日銀 23.2) 3 .5- 石 ・ 畠 ・ 密 ・ 角 ・ 串 橿 横ナデ 横ナデ 1 628 
車 問 -278図 51 1 55 s 1 上 1 下 語 口緯 25.2 3.5- 石 長 . !1i ・ 角 ・ 赤 信 繍ナデ 舗ナデ 類似土器 1 下回出土 1 635 
車 問 -278図 61 1 55 s 1 上 1 上 聾 口総 23.4 1 .7- 石 ・ 畢 霊 ・ 角 ・ 郡 議賃値 積ナデ 慣ナデ 1 632 
車 問 -278図 7 1  1 55 s 1 上 1 上 要 口鶴 28.8) 3 . 1 石 ・ 晶 ・ 霊 ・ 角 ・ 事 担 慣ナデ 楠ナデ 1 65 1  
車 問 -278園 81 1 55 s 1 よ 1 上 聾 ロ縁~周部 1 6.9 5 . 1 - 石 ・ 畏 . 111 ・ 角 に，)\い橿 償ナデ、 説組、 ナデ 慣ナテ、 ナデ 1 6 1 3  
軍 11 1-278図 9 1  1 55 s ト レ 1 上 聾 日銀 30.6 3.2- 石 長 田 宮 ・ 角 に，�い質担 樹ナデ 慣ナデ 1 653 
軍 111 -278隠 1 0 1  1 55 s 1 よ 1 上 聾 底部 4.2- 6.0 石 畠 ・ 角 ・ 赤 闘賞縄 ハケ目 {錨} 聾ナデ. 横ナテ ナデ ス ス付図 1 644 
車 問-278困 1 1 1  1 55 s 1 上 1 上 量 口鼠 29.2) 4.6 石 ・ 留 ・ 角 ・ 串 海質種 機ナデ、 暗主 (縦) 機ナデ、 ナデ 1 680 
車 問 -278図 1 2 1  1 55 s 1 上 1 上 蜜 日銀 24.4 2. 1 - 長 . I!I ・ 角 に，S\い橿 慣ナデ ミ ガキ国 1 652 
盟 問 -278園 1 3 1  1 55 s 1 上 1 上 壷 底部 3.9- 6.6 長 ・ 石 . I!I ・ .. に，5\い質櫨 ナデ 指ナデ、 指頭庄痕 1 626 
軍 111 -278固 1 4 1  1 55 s 1 上 1 上 高坪 ロ録 (29.2) 1 .0- 石 ・ 墨 田 宮 ・ 角 ・ 赤 闘車栂 楓ナデ撞暗主 (111 ) 、 ナテ 庖謁 1 627 
館 側 -281 図 1 1  1 27 s 床面 N o  型 口縁~園部 43.4 23.9- 石 ・ 畏 ・ 狸 ・ 角 ・ 串 闘賞縄 横ナデ‘ 突帯、 ナデ 栂ナデ、 ナデ {図式闘世45.2田) 5 = 1 /4'掲艶 1 837 
軍 側 -281 図 2 1  1 27 s 庫面 N o  踊踊Il (穿剖 ロ鼠 0 6.4) 2 .0  石 畏 ・ 翠 角 ー 車 砲 栂ナテ 繍ナテ 鳳斑 1 797 
第 111-28 1 図 3 1  1 27 s 床面 N O  調覇盛 完形 1 3 .5 1 0.4- 8.0 長 ・ 角 極 ナデ ナデ 口縁 部欠損 (/l!丈鼠径 1 5.5001 25 1 PL-28 
車 問 -281 図 4 1  1 27 s 肩部 周部 聾 口緑 27.2 4.8 石 墨 霊 角 ー 車 岡賢褐 横ナテ 繍ナテ 頬似土盟問部 4 . 2 ・ 1 園出土 1 80 1  
車 問 -281 函 5 1  1 27 s 3 ・ 間部 岡田 盟 {穿孔} 口健~周鼠 1 8.4 5.6- 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 悶串褐 舗ナデ、 ミ ガキ {櫛) 慣ナデ、 ナデ 1 799 
第 糊 -281 図 6 1  1 27 5 1 1 4 4 聾 口緯 24.口 4.3- 石 ・ 畳 ・ 角 植 横ナデ、 ハケ目 【鋸} 憧ナデ 機ナデ 題似土密4 ・ 3回出土 1 806 
車 問 -281 図 71 1 27 5 1 1 3 3 翠 底部 2.6- 6.0 石 墨 . I!I 角 . .. 担 ハケ目 {蹴} 後ナデ、 植ナテ‘ ナデ 磨漉 1 798 
軍 制 -281 図 81 1 27 s 1 ・ ト レ 2 墾 口組 26.0 3.0- 石 ・ 畠 ・ 盟 ・ 角 恒 繍ナデ 償ナデ 題似土器E周出土 1 828 
車11 1-28 1 図 9 1  1 27 5 1  1 2  2 聾 底郵 4.8- 6.0 石 ・ 畳 ・ 111 ・ 角 極 ・ 灰民福 ハケ目 (面白 ‘ 樹ナデ ナテ 1 843 
閣制占自1 図 1 0 1  1 27 5 1 1 2 2 鉢 口組 32.0 2 .6 石 ・ 畠 ・ 霊 ・ 向 ・ 赤 に，5\い置褐 檀 績ナテ 綱ナデ 1 88 1  
草 川 -281 図 1 1 1  1 27 5 1 1 2 2 轟 口鶴 1 5.0 3.9- 石 畳 ー 冨 角 担 ミ ガキ {極} 、 横ナデ、 ミ ガキ [雌} 痕 繍ナデ、 ミ ガキ (輔] 霞 1 835 
算 削 -281 園 1 2 1  1 27 5 1  1 2  z 壷 目録 27.0 3.0- 畏 . I!I ・ 角 ・ 赤 栂 繍ナデ桂踊宜 (綴) 櫛ナデ、 ミ ガキ {横} 1 8 1 0  
軍 11 1-28 1 図 1 3 1  1 27 5 1 1 2 2 蜜 日銀 29.4 3.4- 石 轟 ・ 霊 ・ 角 聞置縄 横ナデ 桶ナテ 1 808 
車 問 -281 図 1 4 1  1 27 5 1 1 1 2 量 日銀 1 6 .6 2 .5- 石 ・ 畠 ・ 蜜 ・ 角 ・ 赤 に，5\い民慣 積ナデ 制ナデ 額似土器2 ・ 1 回出土 1 809 
軍 側 -281 図 1 5 1  1 27 5 1 1 2 2 聾 日銀 ( 1 7.6) 4.6- 石 ・ 轟 ・ 雲 ・ 角 赤 檀 倒ナデ、 瞳宜 {鑑} 、 ハケ目 (雌} 櫨ナデ 機ナテ、 ミ ガキ {欄} 1 820 

ミ ガキ {縦)
軍 11 1-28 1園 16 1  1 27 5 1 1 1 口鶴 2 1 .6 1 .7- 石 畏 . I!I 角 聞事褐 慣ナデ 横ナテ 1 804 
軍 目1 -281 固 1 7 1  1 27 s ト レ 口鶴 2 1 .6 2 .2- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 海貿橿 繍ナデ 償ナデ 1 8 1 9  
軍 11 1-281 園 1 8 1  1 27 5 1 1 1 園部 8. 1 - 長 . I!I ・ 角 ・ 揮 岡揮褐 瞳 条詑館、 ハケ目 (多方向} 憧ナデ、 ミ ガキ (輔 指国庄領、 ナテ 1 850 
軍 111 -285医 1 1  1 22 s 庫面 N o  目録 27.2) 1 .5- 石 翠 ー 角 串 赤信 磨滅 ナデ 1 409 
軍 111 -285医 2 1  1 22 s 床面 N o  口録 29.6 3.2- 石 ・ 畏 . I!I . 角 蔀 蹟極 横ナデ 繍ナデ 頬似土留床面 ・ 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 回出土 1 4 2 1  
軍 剛 -285園 3 1  1 22 s p . 底面 N o  底部 8.9- 7.4 石 ・ 畠 ・ 醤 ・ 角 檀 ハケ目 {縦} 笹ナデ ハケ目 (綴} 睡ナデ 鳳斑、 類似土器床面 ・ 4 ・ 3 . 2周出土 1 505 
車 問 -285固 41 1 22 s 5K 5K 口組 22.4) 1 .6- 石 ・ 畠 ・ 雷 ・ 角 問責禍 繍ナデ後晴文 {縦} 繍ナデ 1 433 
露 目1 -285固 51 1 22 5 1 1 - 口緑 35.4 1 .6- 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 ・ 赤 問調 樹ナデ 繍ナデ 1 450 
軍 111 -285固 61 1 22 s 5K 5K 口鶴 1 4.6 2.0- 石 ・ 畠 ・ 蜜 ・ 角 極 横ナデ、 ミ ガキ瞳崎文 {縦} 横ナデ桂 ミ ガキ (幸方向) 1 457 
草 川 -285固 7 1  1 22 5 1 1 3 4 日銀 24.4 2 .2- 石 ・ 畏 ・ 霊 ・ 角 議貴 横ナデ 犠ナデ 類似土極4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 回出土 1 420 
富 山 -285固 8 1 1 22 5 1 1 4 4 口線 33.0 4.8- 石 畠 . !!l 角 車 祖 ナデ、 ハケ目 {総} 植ナデ ナデ 類似土器4 ・ 3 ・ 1 園出土 1 4 1 1 
軍 側 -285固 9 1 1 22 s 3 ・ 4 4 ロ縁~厨郡 34.2 1 1 .3- 石 畠 . g 角 赤 悶赤褐 繍ナデ、 ハケ目 (股} 檀繍ナデ ー ナデ 機ナテ. ハケ目 {雌) 笹ナデ 1 769 
宮 山 -285固 1 0 1 1 22 5 1 1 4 4 口線 23.2 5.7- 石 ・ 畠 ・ 蜜 ・ 角 ・ 赤 貿信 横ナデ 横ナデ 類似土器4 ・ 1 回出土 1 429 
軍 111 -285固 1 1 1  1 22 5 1 1 1 4 底節 2.8- 1 0.4 石 畠 . g 角 赤 檀 ハケ目 {縦} 後繍ナデ、 繍ナテ 庖滅 類似土器4 . 1 回出土 1 4 1 6  
揮 111 -285固 1 2 1  1 22 5 1 1 4 4 口線 1 6.8 1 .7- 石 ・ 長 . g 閉赤褐 横ナデ、 ナデ 繍ナデ 1 427 
車 問 -285圃 1 3 1  1 22 5 1 1 4 4 口緯 26.0) 4.2- 石 畏 ・ 窟 角 隅褐 ・ 栂 樹ナデ、 ハケ目 {左上} 繍ナテ 1 437 
揮 111 -285固 1 4 1  1 22 5 1 1 4 4 ロ鱒 (27.2 4.9- 長 ・ 石 . 111 ・ 赤 問事褐 ・ 問買栂 楠ナデ、 ハケ目 {左上} 横ナデ 1 463 
揖剛 -285固 1 5 1 1 22 5 1 1 4 4 口鱒 1 9.2 1 .8- 石 畏 . !!l 角 問事渇 椴ナテ、 ハケ目 (臨} 繍ナテ 1 444 
盟 111-285固 1 6 1  1 22 5 1 1 4 4 ロ縁 1 9.8 3.5- 石 皇 ー 蜜 ・ 角 赤 車褐 横ナテ、 刻み目宜 {蝿部} 繍ナテ 1 434 
揖 111 -285固 1 7 1  1 22 5 1 1 4 4 周鼠 6.7- 石 ・ 畠 ー 角 植 ハケ目 {鑑} 後ナテ、 栂ナデ、 刻み目突得 ハケ目 (左上} 櫨ナデ {盛大胴橿29.8叩11 1 4 1 7  
盟 111 -285圃 1 8 1  1 22 5 1 1 4 4 提 底邸 3.8 9.4 石 ・ 畏 ・ 雲 角 ・ 赤 問事褐 ・ 黒褐 ハケ目 {多方向} 笹繍ナテ‘ ナデ ハケ目 {鑑] 桂横ナデ 鳳斑、 頬似土器4 ・ 3回出土 1 8 1 3  
車 111 -285固 1 9 1  1 22 s 3 ・ 4 4 護 底邸 8.8- 8.0 石 ・ 畏 ・ 蟹 角 ・ 赤 櫨 ハケ目 {健} ナデ、 指頭庄園 ス ス付箇 1 826 
車 問 -285固 20 1 1 22 s 31i!1下回 ・ 4 4 蜜 周~底部 1 0.0- 6.4 石 ・ 畠 ・ 霊 角 赤 に，)\い縮 ・ に，5，い寅樋 ハケ目 (縦} 笹繊ナデ、 ナデ 指ナデ桂ハケ目 {縦} 、 指ナテ、 指頭庄痕 1 766 
軍 111-285圃 2 1 1 1 22 s 1 ・ 4 4 高時 日銀 24.3 1 .6- 長 ・ 恕 ・ 角 串 檀 繍ナテ憧暗主 {縦} 、 椴ナデ、 ミ ガキ {横) 横ナデ 1 422 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 27
挿図 棺 遺掴 適楠 出土 レイアウ ト 能掴 部位 ロ荏 器高 底寵 胎土 色調 間盟 (外面) 調盟 {内面) 備考 実測 図版

番号 番号 番号 種類 居住 周位 {田) (田} {叩} 番号 番号

車 111 -2自6囲 1 1  1 22 S 1 1 2  3 E 口縁 (30.4) 1 .5- 石 ・ 長 霊 ・ 角 櫨 栂ナデ 繍ナデ 類似土器3 . 2居出土 1 466 
車 111 -286国 21 1 22 S 1 1 3  3 聾 ロ縁 (27.2) 2.3- 石 長 蜜 ー 角 問責褐 栂ナテ 繍ナデ 1 442 
盟 111 -286国 3 1  1 22 S 1 1 3  3 盟 口輯 (27.0) 2 .2- 石 長 虫 ・ 角 檀 繍ナデ 樹ナデ 頚似土器3 . 2 . 1 園出土 1 455 
揖 111 -286図 41 1 22 S 1 1 3  3 E ロ緯 (39.3) 2.5- 石 ・ 長 ー 盟 角 議貫極 楠ナデ 楠ナデ 類似土留3周出土 1 459 
車 川 286図 51 1 22 S 1 1 3  3 聾 口縁 (42.0) 3 .2- 石 ' !l> ・ i1I ' 角 t�::，5iい貰褐 楠ナデ 楠ナデ 1 476 
車 問 -286図 61 1 22 S 1 1 3  3 E 口緯 3 1 .8 4. 1 - O ' !l> ' 提 ・ 角 赤 t;:，5iい黄櫨 楠ナデ 機ナテ スス付組 1 465 
!l! 1II -286図 71 1 22 S 1 1 3  3 E 口縁 (26.4) 6. 1 - 石 長 ー 盛 ・ 角 赤 Lぷい貧桓 楠ナデ、 ナデ 慣ナデ、 ナデ 類剖土器3 . 1 園出土 1 779 
車 111-286回 81 1 22 S 1 1 3  3 聾 口縁 (25.4) 5.9- O ' 長 . 111 閉買褐 繍ナテ 繍ナテ 1 458 
田 111 -286国 91 1 22 S 1 1 3  3 E 頭部 (内壁22.6) 3 .3- 石 長 . 111 角 赤 赤褐 楠ナデ、 突帯 ミ ガキ (繍) 後陪文 (縦) 、 繍ナデ 赤色調料 1 443 
車 111・286固 1 0 1  1 22 S 1 1 1  3 酔 ロ緯 (27.0) 2.4- 石 長 角 iIft Lぷい黄鐙 領ナデ 桶ナデ 類似土器3 . 1 周出土 1 448 
第 111 -286因 1 1 1  1 22 S 1 1 3  3 蜜 口総 24.0 3 .7- 畏 ・ 雲 ー 角 赤 にぷい躍 償ナデ、 織ナデ後陪文 (縦) 繍ナデ、 ミ ガキ {楠) 1 764 
車 111 -286固 1 2 1  1 22 S 1 1 3  3 盛 口輯 ( 1 1 .6) 2 .2- 石 . .. . 1'1 角 。 赤 橿 植ナデ 繍ナデ 1 479 
間 111 -286国 1 3 1  1 22 S 1 1 3  3 霊 口韓 ( 1 9.0) 1 .85- 石 長 雲 角 車 明赤禍 掴ナデ、 宿主痕 ミ ガキ調 1 456 
第 111 -286国 1 4 1  1 22 S 1 1 3  3 盟 口縁 ( 1 9.6) 1 .2- 石 長 角 赤 に.5iい置 柵ナデ、 条刻み目文 (描部) 慣ナデ 1 446 
盟 111 -286囲 1 5 1  1 22 S 1 1 3  3 盟 口縁 1 1 .2 1 .5- 石 ・ 長 霊 角 に，;、い黄信 領ナデ 繍ナデ 復古口揖霊 1 499 
間 111 -286国 1 6 1  1 22 S 1 1 3  3 堕 飼部 5.5- 石 ・ 長 霊 角 赤 事掲 相ナデ‘ 刻み目突帯、 ミ ガキ {縦} 桂ナデ ナデ 1 500 
第 111 -286国 1 7 1  1 22 S 1 1 3  3 高t不 脚部 4.7- 1 7.2  石 長 蟹 角 に.5\い瞳 ナテ ナデ 赤色顔料 1 45 1  
盟 111 -286囲 1 8 1  1 22 S 1 1 2  2 提 闘部 3.7- 石 長 角 赤 極 ナデ、 張 り 付け浮文 ナデ、 指頭庄痕 1 467 
間 111 -286固 1 9 1  1 22 1  S ト レ 壷 口鼠 ( 1 7.0) 1 .5- 石 長 角 赤 赤椙 ー 桓 相ナデ 繍ナデ 赤彩宜 1 449 
第 111 -286国 20 1 1 22 S 1 1 1  踊頭堕 口緯 ( 1 5.4) 3 .7- 長 。 霊 角 赤 鴎黄禍 ナテ 機ナデ、 ナデ 1 445 
車 川 -290固 1 1  1 1 3 s 庫薗 ー 3 . 1 ( 1 )  N o  E 口揖~胴部 27.2 1 7 .7- 石 ・ 長 1'1 ' 角 桓 抽ナデ、 ハケ目 (緩) 後ナデ、 沈輯 楠ナテ、 ナ デ (軍大厨撞26.3田)
第 111 -290固 21 1 1 3 s 庫菌 No 竪 日韓 1 5.4 3 .5- 石 畳 霊 ・ 角 ・ 赤 檀 楠ナデ、 ハケ目 (巌) 倒ナデ 1 580 
車 111-290固 31 1 1 3 s 阿部 周部 盛 口輯 ( 1 9.4) 1 .6- 石 . .. . 雲 角 間赤禍 ミ ガキ (繍) 後ナデ、 楠ナデ 楠ナデ 赤色関料 1 550 
揖 川 -290固 41 1 1 3 s SK SK E 底部 3.3- 6.6 石 長 蜜 ・ 角 赤 置鐙 ナデ、 繍ナデ 周瀦 類似土器3周出土 1 553 
第 111 -290固 51 1 1 3 S 1 1 2  4 聾 口組 26.2 4.7- 石 ー 長 冨 ・ 角 赤 貧糧8 楠ナデ 楠ナデ、 ナテ 類似土器4園出土 1 598 
!I! 川-290固 61 1 1 3 s ト レ 4 E ロ輯 28.0 2.9- 石 . j;l 雲 ・ 角 黒褐 置 帽ナテ 機ナデ、 指頭臣痕 顛倒土器4 . 3 . 2 . 1 周出土 1 546 
車 川 -290固 7 1  1 1 3 S 1 1 3  3 E 口縁 (40.6) 2 .3- 長 ・ 石 盟 赤 活黄櫨 楠ナデ 機ナデ 1 555 
揖 川 290固 81 1 1 3 S 1 1 1  3 盟 日韓 (28.8) 2 .2- 石 長 冨 角 赤 浅黄橿 欄ナデ 機ナデ 類似土器3 . 2周出土 1 557 
第 111 -290固 91 1 1 3 S 1 1 1  3 E ロ輯 (24.0】 3 .2- E 長 ・ 蜜 ・ 角 赤 樟 桐ナデ 繍ナデ 類似土器3園出土 1 540 
第 川-290固 1 0 1  1 1 3 S 1 1 3  3 盟 底部 3 . 1 - 5.8 石 長 ・ 蟹 角 担 ハケ目 {鑑) . 楠ナテ 庖混 1 596 
車 川 -290園 1 1 1  1 1 3 S 1 1 3  3 盟 底部 5.6- 7.2 石 長 ー 角 赤 檀 ハケ目 {縦) 、 横ナデ、 指頭圧痕、 繍ナデ ナデ ス ス付酒 1 6 1 7  
第 川 -290囲 1 2 1  1 1 3 S 1 1 3  3 盟 口銭 (2 1 .8 2.0- 長 冨 角 ・ 赤 に，5iい樫 ミ ガキ (多方向} 機ナテ 1 556 
第 111 -290囲 1 3 1  1 1 3 S 1 1 3 3 盟 口録 (25.6) 2 .0- 石 長 ー 虫 角 樟 栂ナデ 機ナテ 1 59 1  
田 川-290国 1 4 1  1 1 3 S 1 1 3  3 鯛頭宣 口銭 ( 1 4.8) 1 .7- 石 長 ー 霊 角 ー 赤 掲灰 に，;、い貿信 楠ナデ 機ナヂ. ミ ガキ痕 1 594 
車 11 1-290回 1 5 1  1 1 3 S 1 1 2  2 E 白銀 頭部 25.2 5 .3- 石 ・ 長 ・ 角 重責値 Lぷい買帽 栂ナデ、 突稽 繍ナデ 1 827 
田 川 -290国 1 6 1  1 1 3 S 1 1 2  2 亜 口縁 (20.0) 1 .8- 石 長 角 極 楠ナデ 揖ナデ 1 567 
草 川 290囲 1 7 1  1 1 3 S 1 1 1  2 E 口録 ( 1 9.0) 1 .5- 石 墨 ' 1'1 角 に，;、い黄櫨 相ナデ 揖ナテ 思斑‘ 額制土器2 ・ 1 回出土 1 562 
田 川 -290固 1 8 1  1 1 3 S 1 1 2  2 盟 回線 (22.6) 2. 1 - 石 ・ 長 1'1 ' 角 恒 掴ナテ 掴ナデ 1 55 1  
鰐 111 -290国 1 9 1  1 1 3 S I  ト レ 2 E 口縁 25.0 2.5- 石 長 ・ 宣 角 灰貰 楠ナデ 繍ナデ ス ス付悶. 類似土器2 . 1 園出土 1 547 
軍 111 -290固 20 1 1 1 3 S 1 1 2  2 E ロ韓 (24.6) 2.4- 石 畏 ー 霊 角 赤 鐙 補ナデ 機ナデ 類似土鑓2 . 1 周出土 1 539 
車 111-290固 2 1 1 1 1 3 S 1 1 2  2 E 底部 3.6- 7.6 石 ' !'l ' 雲 角 赤 信 指ナデ、 指頭E痕、 指ナデ 指ナデ、 指顕圧痕 盟班 1 57 1  
車 111-290固 22 1 1 1 3  S 1 1 1 2 里 底部 3. 1 - 7.0 石 長 ー 雲 角 掻 梱ナデ 圏混 類似土器2 ・ 1 庖出土 1 570 
盟 111-29 1 固 1 1  1 1 3  S 1 1 1  2 盛 (穿孔) 口縁 1 9.0 1 .8- 石 畏 霊 角 赤 Lぷい貰糧 楠ナデ 機ナデ 穿孔、 類t土器2 . 1 周出土 1 564 
揖 11 1-29 1 固 2 1  1 1 3  s 2 . ( 1 . 2) 2 霊 口輯 1 9.2 2.9- 長 ' 1'1 ' 角 赤 にぷい貰橿 楠ナデ、 ハケ目 (蹴) 後楠ナテ 機ナデ、 ミ ガキ (楠) 1 538 
第 111-29 1 固 3 1  1 1 3  S 1 1 2  2 密 ロ緯 ( 1 7.8) 3 .2- 石 . Ðl . 角 車 鐙 椀ナデ、 暗文 (縦) 構ナデ、 ミ ガキ (楠) 鼎斑 1 566 
盟 111-29 1 固 4 1  1 1 3 S 1 1 2  E 蜜 口緑 (24.2) 4 .5- 石 長 ー 璽 角 赤 檀 ハケ目 (右上) 櫨 ミ ガキ (観} 、 機ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ (摘) 、 ナデ 1 588 
国 111-29 1 固 5 1  1 1 3  S 1 1 2  2 盛 口縁 (25.0) 3 .2- 石 畏 角 ・ 赤 檀 ー 反買褐 楠ナデ ミ ガキ {楠) 後ナデ、 構ナデ 1 565 
車 11 1-29 1 国 6 1  1 1 3 s ト レ 2 E 口語 (27.6) 1 .9- 石 ・ 長 霊 角 匝椙 . ，こ，�い恒 柵ナデ 機ナデ 類似土器2 . 1 回出土 1 563 
車 111苧29 1 園 7 1  1 1 3  S 1 1 2  2 彊 ロ縁 ( 1 5.0) 1 .7- 長 蜜 角 に，5\い貫褐 栂ナデ ナデ 1 599 
臨 川 -29 1 囲 8 1  1 1 3  S 1 1 2  2 盟 日銀 (2 1 .6) 2.4- 石 畳 ， 雲 南 赤 桓 楠ナデ 揖ナデ、 ミ ガキ (柵} 後ナデ 1 577 
軍 11 1-29 1 園 9 1  1 1 3 S 1 1 2  2 間顕盛 口緯 1 0.8 3.4- 長 ・ 霊 ‘ 角 橿 楠ナデ、 櫛描直輯宜 [縦) 繍ナデ 1 608 
第 11 1-29 1 国 1 0 1  1 1 3 S 1 1 2  2 露 胴部 3.0- 石 蟹 ・ 角 赤 にぷい黄櫨 ナデ、 鈎:t<理主 磨誠 1 795 
車 111-29 1 固 1 1 1  1 1 3 S 1 1 2  2 堕 闘部 2.3- 石 畏 ' 雲 角 赤 黒褐 ー に15\い恒 ミ ガキ痕、 沈輯文 (縦) ナデ 1 6 1 4  
車 111 -29 1 園 1 2 1  1 1 3 S 1 1 2  2 盟 底部 3.0- 8.0 E ・ 星 雲 ・ 角 赤 黄櫨 ハケ目 (雌] 笹ナデ、 描ナデ 慣ナデ 類似土器2 ・ 1 回出土 1 558 
車 11 1-29 1 国 1 3 1  1 1 3 S 1 1 2  2 密 底部 3.0- 7.0 石 長 ・ 蟹 角 赤 にぷい黄櫨 ハケ目 (縦} 、 ナデ 指頭圧痕 ス ス付酒、 類似土器2庖出土 1 666 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 28
挿図 報 適掴 過禍 出土 レ イ アウ ト 器極
番号 番号 番号 掴頬 回世 四位

富 山 291 因 1 4 1  1 1 3 1 5 ト レ 2 量
第 111-29 1 固 1 5 1  1 1 3  5 1  1 2  2 t不
第 川 291 図 1 6 1  1 1 3 1 5 ト レ 聾

車川 291 図 1 7 1  1 1 3 1 5 ト レ 主乏
車 問 29 1 因 1 日 1 1 3 5 1  1 1  量
車川 29 1 図 1 9 1  1 1 3 5 1  1 1  壷

第川ー29 1 図 20 1 1 1 3 1 5 ト レ 壷

車川一29 1 国 2 1 1 1 1 3 1 5 ト レ 世
車 川 29 1 図 22 1 1 1 3 1 5 卜 レ 量愛
車 川 29 1 函 23 1 1 1 3 s 童
第 川 29 1 図 24 1 1 1 3 5 1  1 1  壷

富 山 29 1 図 25 1 1 1 3 1 5 ト レ 量
車川 29 1 図 26 1 1 1 3 5 1  1 1  壷
第川 29 1 図 27 1 1 1 3 s 1 ・ (2) 1 壷

車川 291 図 28 1 1 1 3 5 1  1 1  品t事
第川 291 図 29 1 1 1 3 5 1  1 1  t不蓋
第旧 293図 1 1  1 24 5 1 1 1P  炉 亜
第111 -293図 21 1 24 5 炉 炉 亜
第川 293図 3 1  1 24 5 1 1 1P  炉 亜

第川 293図 41 1 24 5 1 1 1P  炉 聾

第川 293図 51 1 24 s 炉 炉 壷
第山 一293図 61 1 24 s 炉 2 炉 壷
第川 2931!1 7 1  1 24 5 1  床面 聾

車 川 293国 81 1 24 5 1 1 3  床面 聾
第 川-293国 9 1  1 24 5 1  床面下 床面 壷

第111 -293固 1 0 1  1 24 5 1  1 床面下 床 面 壷

第111 -293国 1 1 1  1 24 5 1  床面下 床面 器台
第川 293図 1 2 1  1 24 5 1  1 1  府部 璽
第 川 -293国 1 3 1  1 24 5 1  1 3  周部 聾

第削 293囲 1 4 1  1 24 5 1  岡部 阿部 彊
第111 -293国 1 5 1  1 24 5 1  周部 岡田 壷
軍111 -293国 1 6 1  1 24 5 1 1 3  3 聾

第111 -293囲 1 7 1  1 24 5 1 1 3  3 聾

第111 -293囲 1 8 1  1 24 5 1  1 3  3 聾
第川 一293図 1 9 1  1 24 5 1  1 3  3 亜
軍 111 -293固 20 1 1 24 5 1  1 2  3 盟
草川 293国 2 1 1 1 24 5 1 1 3  3 聾

車111 -293囲 22 1 1 24 5 1 1 2  3 聾

軍111 -293由 23 1 1 24 5 1  1 3  3 亜
車111 -293国 24 1 1 24 5 1  1 3  3 聾

軍111 -293因 25 1 1 24 5 1 1 3  3 亜
車 11 1-293図 26 1 1 24 5 1 1 3  3 亜
軍 111 -293図 27 1 1 24 5 1 1 3  3 亜
軍 111 -293図 28 1 1 24 5 1 1 2  3 鉢
第 111 -293固 29 1 1 24 5 1  1 3  3 量量
第111 -293図 30 1 1 24 s 3 . ( 1 ・ 包} 3 軍
車 111 -293図 3 1 1 1 24 s 2 . 3 3 壷
軍111 -293図 32 1 1 24 s 1 . 3 3 壷

第111 -293固 33 1 1 24 5 1 1 3  3 壷
車111 -294図 1 1  1 24 5 1 1 2  2 亜
第 問 294田 21 1 24 5 ( 1 2  2 亜
軍 111 -294図 3 1  1 24 5 1 1 2  2 聾
車 111 -294園 4 1  1 24 5 1  1 2  2 亜
車 111 -294図 51 1 24 5 1 1 2  2 聾帽

第111 -294図 6 1  1 24 5 1 1 2  2 聾

部世 ロ橿 器品 底捜
(剖) (00) (00) 

底部 3.4- 1 0 .0 
日銀 1A，0) 1 .8 
口縁 (24.0-30.0) 2.7 
口組 24.3 6 .7-
口緯 25.2 5. 1 
口錫 24.2 2.0-
ロ縁 (20.6 3 .7  
口緑 (25.0 3 .7-
日韓 ( 1 9.0) 2.4-
口線 1 6.0- 1 8.0) 4 .6-
日韓 20.2) 1 .4-
胸部 4.2-
嗣部 3.8-
底部 2.8- 7.0 
口緑 (32.0) 1 . 1 -
芙井昔日 1 .4-
口緯 26.0 2.3-
口線 28.4 2 .2-
日韓 (27.8) 1 .8 
ロ緯 (23.2) 2.5-
ロ輯 (25.0) 2. 1 -
口語 22.4 2.4-
口組 (28.0) 4 .3-
日韓 24.4 3.8-
口銭 (澗定不能) 4.4-
口揖 ( 1 9.0) 1 .6-
脚部 4.4- ( 1 7.6) 
口線 (29.4) 2 .2-
口錫 (33.4) 1 .9-
口組 20.0 2.9-
底部 3.5- 5.4 
口縁 (34.4) 2 .8-
口 縁 26.0 1 .7-
口縁 (27.6 3.4-
口縁 (25.4 2.8-
口銭 28.0 4.8-
口縁 23.2 3 . 1 -
口縁 23.4 4 .2-
口語 26.8 6.2-
日韓 (4 1 .4) 6. 1 -
底部 3.6- 6.0 
底部 3.5- 6.8 
底部 3.4- 9.2 
口縁 (30.4) 1 .6-
口線 1 6.2 2 .7-
口組~閤部 2 1 .2 1 0.6-
口縁 1 8 .4 2.8-
口縁 1 6.0  2 .9-
底部 1 .3- 9.0 
ロ縁 (20.0) 2 .2-
口語 (33.0) 2 .0-
口組 (49.0) 2.9-
口緯 (25.0) 1 .7-
口輯 (70.0-80.0) 5 .6-
底部 3.6- 9 .2  

胎土 色悶 踊盤 (外面) 調聖 (円面) 冊脅 実測 図版

番号 番号

長 石 ・ 冨 ・ 串 閉買禍 ミ ガキ (縦 多方向) 庖瀦 開斑. 類似土器2 . 1 庖出土 1 667 
石 畏 ・ 角 民 H u e 植ナデ‘ 粘土積み上げ圃 横ナテ (;B!!j器) 回E台使用 類倒土器2庖出土 1 787 
石 畏 ・ 盟 。 角 間赤褐 蝿ナデ 桶ナデ 1 593 
石 畏 蟹 角 ・ 赤 担 に" 、い恒 桶ナデ後陪文 (縦) . 横ナデ 楠ナデ、 ミ ガキ (櫛) 間斑 1 74 1  
石 畏 角 赤 檀 慣ナデ ミ ガキ (績) 1 549 
石 長 ・ 角 lこぶし、揖 摘ナデ 横ナデ 1 525 
石 角 。 赤 檀 犠ナデ ナデ 1 60 1  
石 畏 ・ 角 担 描ナデ、 陪文 (縦} 傾ナデ、 ミ ガキ (楠) 頬似土器1 屑出土 1 560 
石 長 角 ー 赤 t;:，:;;い橿 機ナデ、 ハケ巨 (縦} ミ ガキ (償) 亦色顔料 1 548 
石 畏 ' 1lI 角 串 檀 繍ナテ、 ミ ガキ国 横ナテ、 ミ ガキ覇 1 542 
石 畏 . 1lI . 角 I 帯 に，5，い摺 ミ ガキ (多方向) 、 繍ナア 刻み目立 (闘部) ミ ガキ (繍) 1 552 
石 艮 E 角 赤 にぷい橿 積ナデ、 刻み目突得、 ミ ガキ (多方向) ナデ (!甚大閤在2 1 .600)
石 畏 ・ 蜜 角 揖 ハケ目 (多方向) 指ナデ 1 592 
石 角 ・ 赤 帽 。 褐灰 ミ ガキ (楠) 、 繍ナデ ナデ、 指頭庄 痕 隅斑 1 559 
石 畳 ・ 角 赤 揖 ナデ ナデ 1 56 1  
石 直 宮 角 赤 に占、い買揖 指ナテ 指ナデ (土師器) 1 572 
石 畏 盟 角 赤 償ナテ 楠ナデ 1 473 
石 畏 ・ 宜 ・ 角 褐田 繍ナデ 楠ナテ 1 460 
長 冨 角 赤 にI�; L 、質恒 禰ナァ 術ナデ 1 47 1  
石 民 角 宿 繍ナテ 横ナデ 1 447 
石 民 角 赤 にぷい檀 繍ナデ、 暗主 (縦) 輔ナデ 1 5 1 1 
石 畏 。 冨 ・ 角 問責褐 柵ナテ、 繍ナテ後暗宜 (副) 積ナデ 1 470 
長 石 蜜 赤 活買揖 機ナデ 楠ナデ 類似土器床面 3庖出土 1 392 
石 角 赤 にぷい貫岨 横ナデ 楠ナデ ス ス付題、 類似土器庫ilii . 3庖出土 1 425 
石 畏 宮 角 ・ 赤 檀 領ナデ、 ハケ巨 {繍) 領ナデ、 ハケ目 {縦) 1 584 
E 角 。 赤 浩賢宿 繍ナテ 機ナデ 1 857 
長 石 赤 宿 。 寅灰 ナデ、 繍ナデ 償ナデ 1 890 
石 畏 . 11/ t;:，5iい貿檀 楠ナデ 被ナデ 1 672 
石 l'l ' l!I 角 õl\ 埠貰檀 機ナテ 機ナデ 類似土器屑部3 . 1 屈出土 1 506 
長 l!I ' 角 灰閏掴 槻ナデ、 暗文 (蹴) 繍ナデ、 ミ ガキ (構) スス付栢 1 663 
石 l'l ' l!I 角 にぷい買褐 灰買褐 ナデ ナデ 1 534 
石 畏 ' l!I 角 世 繍ナテ 楠ナデ 1 535 
石 畏 . 11/ . 角 i 赤 溝貫樫 機ナデ 機ナデ 類似土器2周出土 1 492 
石 長 冨 檀 績ナデ 楠ナデ、 ナデ 1 366 
石 畏 。 冨 角 帯 に，引い買檀 繍ナテ 機ナテ 頬似土器2庖出土 1 495 
長 冨 ・ 角 赤 橿 揖ナテ 繍ナテ 類似土器3 . 2 . 1 庖出土 1 372 
石 E ・ 11/ . 角 恒 慣ナデ 構ナデ 1 423 
長 冨 角 嵩貫檀 横ナテ 横ナデ、 ハケ目痕 (横) ス ス付酒、 類制土器3 . 21!Jl出土 1 426 
石 長 冨 角 買檀 慣ナデ 横ナデ、 ナデ 1 439 
石 畏 宮 角 。 赤 明赤掲 楠ナデ、 史籍、 ナデ 横ナデ、 ハケ目 (横) 、 ナデ 1 424 
石 l'l ' l!I 曜 機ナデ撞ハケ目 (縦} 、 楠ナテ 磨混 1 37 1  
石 長 霊 檀 ハケ目 (縦) 後ナデ、 ハケ目後ナデ、 ナデ 磨滅 1 440 
石 長 雲 角 ・ 赤 檀 ハケ目 (縦) 、 梱ナデ、 ナデ 磨滅 1 536 
石 長 雷 同 間赤褐 繍ナテ 構ナデ 頬削土器3 . 2 . 1 回出土 1 888 
石 l'l ' l!I 角 帯 にぷい橿 構ナデ、 償ナデ植暗主 (縦) 構ナテ、 ハケ目 (犠) 、 ミ ガキ (右よ) 1 494 
石 長 冨 角 。 赤 に，:;iい恒 構ナデ 突帯、 ナデ、 陪文 (蹴) ミ ガキ (積) 、 楠ナデ、 指頭庄痕 1 384 
宮 角 赤 間指 楠ナデ、 繍ナデ撞暗文 (縦) 繍ナデ、 ミ ガキ (楠) 1 453 
長 冨 ・ 角 赤 橿 繍ナデ 備ナデ 1 365 
長 霊 角 赤 にぷい貫褐 ナデ ナデ、 指頭圧痕 スス付泊 1 367 
石 畏 . 11/ . 角 赤 に占、い橿 慣ナデ 績ナデ 1 67 1  
長 雲 。 角 ・ 赤 に" 、い買檀 機ナデ 楠ナテ 1 8 1 7  
石 畏 ' l!I ' 角 赤 に" 、い買掴 繍ナテ 楠ナデ 1 582 
石 畏 霊 角 岡芳、褐 償ナテ 繍ナデ 1 620 
石 畏 冨 角 ・ 赤 檀 機ナデ 横ナデ 1 887 
石 畳 宜 角 赤 に" 、い貧揖 ハケ目 (蹴) 、 繍ナデ‘ ナデ 磨混 1 537 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 29
挿図 桔 追禍 遺禍 出土 レイアウ ト 器極 節位 口控 語高 底橿 胎土 色悶 間監 (外面) 銅盟 (円函) 備考 実湖 図版
番 号 番号 置 号 唖類 回位 居住 (田) {田) {田} 番号 番号

車 川苧294囲 7 1  1 24 S 1 1 2  2 辞 口録 27.0 3.7- 石 . !l! 霊 ・ 角 赤 担 繍ナデ、 ナテ 横ナデ. ナデ 類似土器 1 居出土 1 583 
草 川 -294園 8 1  1 24 S 1 1 2  2 台付鈍 脚部 1 . 1 - 6.0 石 ー 長 ・ 角 に，:;\い買宿 楠ナデ 廃滅 1 89 1  
草 川 -294固 9 1  1 24 S 1 1 2  2 霊 口議 1 6.0 1 .8- 冨 ー 角 赤 に，5;い担 暗主 {雌) . ハケ 目 {楠 ー 縦} 撞館主 (縦) ミ ガキ (梱) 1 8 1 5 

構ナデ
草 川 294固 1 0 1  1 24 S 1 1 2  2 量 口総 (33.0 3.3- 石 ・ 畏 ・ 璽 ・ 角 ー 揮 権 帽ナデ、 蝿ナデ櫨陪文 {縦) 楠ナデ 1 573 
第 山-294固 1 1 1  1 24 S 1 1 1  2 壷 口躍 1 5.6 2. 1 - 長 角 ・ 赤 にぷい買植 繍ナデ、 暗主 (縦) 楠ナデ 類似土器2 . 1 居出土 1 670 
軍 111 -294固 1 2 1  1 24 S 1 1 2  2 壷 頭部 4.3- 石 ・ 畏 角 ・ 赤 檀 横ナデ、 横ナデ後陪文 (縦) 、 突棒 楠ナデ 1 507 
車 川 294固 1 3 1  1 24 S 1 1 2  2 高t不 口輯 (26.0) 1 .4- o . !l! 雲 。 角 赤 帽 構ナデ揖陪文 (縦) 、 噛ナデ 掴ナデ 1 999 
第 川 ・294固 1 4 1  1 24 S 1 1 1  亜 口縁 23.2 2 . 1 - 石 長 。 角 に，5，い買栂 横ナデ 横ナデ スス付砲 1 8 1 6  
第 川 -294図 1 5 1  1 24 S 1 1 1  亜 口緯~園部 24.8 6.3- 長 壁 角 赤 kぷい買櫨 構ナデ、 ハケ目 {縦] 桂横ナデ、 涜蹄‘ ナデ 償ナデ 1 320 
車 問 -294園 1 6 1  1 24 S 1 1 1  聾 口縁 (29.2) 2 .2- 長 ・ 霊 角 赤 1:，5\い買桓 繍ナデ 横ナデ 1 998 
草 川 294園 1 7 1  1 24 S 1 1 1  聾 目録 (24.0 2 .2- 長 . 1'1 角 。 赤 に，5\い閏担 領ナテ 横ナデ 1 997 
軍 111 -294図 1 8 1  1 24 S 1 1 1 壷 胴部 5.5- 畏 ・ 盟 ・ 角 間帯褐 一条刻み目突帯、 横ナデ、 ハケ目 (左上) ナデ 1 858 

沈臨

第 11 1 -294固 1 9 1  1 24 5 1 1 1 霊 闘部 5.3- 石 長 壁 担 条突帯、 掴ナデ 掴ナテ 1 859 
草 川-294固 20 1 1 24 5 1 1 - 亘 (穿子L) 口縁 1 5 .6 3 .5- 長 . 111 角 にぷい掴 楠ナデ 横ナデ 1 493 
第 11 1 -294固 2 1 1 1 24 5 1  1 1  璽 (穿孔} 口緯 (25.0-30.0 2. 1 - 長 ・ 角 ー 赤 に，5\い買値 輔ナデ、 ハケ自由 磨誠 1 904 
第 川-294固 2 2 1  1 24 5 1  1 1  量 口縁 20.0 3.3- 畏 盟 ー 角 栂 ・ に，5;い貫褐3 掴ナデ 横ナデ後 ミ ガキ {繍] 1 662 
草 川 294固 23 1 1 24 5 1  1 1  霊 口緯 ( 1 6.0- 1 8.0) 5.5- 石 長 ・ 雲 角 恒 摘ナデ 植ナデ 1 886 
第 川-294図 24 1 1 24 5 1  ト レ 壷 目録 1 4.8 2.9- 石 長 ー 角 赤 にぷい閏担 慣ナテ、 暗主 (縦) 楠ナデ、 ミ ガキ {梱) 1 903 
軍 111 -294園 25 1 1 24 5 1  1 1  壷 口総 1 5.6 3.0- 民 望 角 赤 に，5\い聞担 楠ナデ. 暗主 {艦) 繍ナデ、 ミ ガキ (繍) 1 393 
第 111 -294固 26 1 1 24 5 1 1 1 壷 口輯 1 5.4 2.5- 長 蜜 角 赤 檀 植ナデ、 ハケ目 (縦} 後植ナデ 横ナデ 1 574 
第 111 -294固 27 1 1 24 5 1  1 1  蜜 底部 1 .5- 8.4 石 畏 雲 間買禍 ナデ 事箇剥離 1 62 1  
第 111 -294固 28 1 1 24 5 1 1 1 高時 脚部 1 .7- 1 3.2  石 畏 ・ 角 赤 に，5\い聞担 機ナデ 構ナデ 1 905 
車 111 -297固 1 1 1 1 74 5 1 1  P p 聾 口縁 (28.4 1 .8- 石 ・ 畠 ・ 盟 角 橿 機ナデ 繍ナデ 類似土器SK . l 庖出土 1 727  
第 11 1 -297固 2 1 1 1 74 5 1  1 P P 聾 底部 4.8- 6.4 石 畏 雲 ー 角 赤 祖 ハケ目 (縦} ‘ 横ナデ、 ナテ ナデ 1 746 
軍 111 -297囲 3 1 1 1 74 5 1  1 2  2 聾 白緯 頭部 20.8 2.3- E 畏 ・ 霊 ー 角 車 に，5\い質権 楠ナデ、 混盟、 ミ ガキ (揖) 掴ナデ、 ミ ガキJlI 1 736 
第 111 -297国 4 1 1 1 74 S 1 1 2  2 辞 ロ緯 3 1 .0 3.5- 石 長 蜜 ー 角 赤 に15\い恒 楠ナデ 摘ナデ 1 725 
第 11 1 -297固 5 1 1 1 74 5 1  1 2  2 踊覇盛 口議 (1 5.0 1 .7- 石 畏 雲 角 赤 にぷい買栂 楠ナデ 横ナデ 1 735 
第 111 -297固 6 1 1 1 74 5 1  1 1  亜 ロ緑 24.0 2 . 1 - 石 長 1'1 . 角 栂 領ナデ 植ナデ、 ナデ ス ス付泊 1 7 1 4  
第 111 -297園 7 1 1 1 74 5 1  1 1  亜 口鶴 ( 1 9.6) 1 .8- 石 長 1'1 . 角 にぷい栂 繍ナデ 楠ナテ 1 739 
第 111 ・299囲 1 1 1 1 75 5 1  庫面 障面 蜜 ロ縁 20.0 2.0- 長 ・ 石 震 ー 亦 にぷい但 ナデ、 繍ナデ櫨 ミ ガキ (縦) 横ナデ後 ミ ガキ (繍) 1 430 

刻み目立 [闘部) 顕
軍 111-299囲 2 1 1 1 75 5 1 1 2 2 聾 日銀 (20.0-30.0) 2. 1 - 石 。 長 雲 ー 角 にぷい買桓 繍ナデ 横ナデ 1 436 
軍 111 -299園 3 1 1 1 75 5 1  1 1  蜜 日銀 (約30.0) 1 .9- 石 . ll! 角 ・ 赤 桓 繍ナデ. 機ナデ後暗文 (縦) 噛ナデ 1 432 
語 111 -30 1 囲 1 1 1 1 94 5 1  庫面 ・ 炉 SK N o  品 ロ録~底部 27.0 1 4.0 9.0 石 ・ 昼 角 ー 赤 植 にぷい貫糧 績ナデ. ハケ目 (左上) 、 ミ ガキ {慣) 、 ナデ 蝿ナデ、 ハケ目 {楠 縦} 桂ナデ、 ナデ 鳳砲、 底郡欠損 {田大胴笹22.3on) 1 844 
第 111-30 1 固 2 1 1 1 94 S 1 1 P P 聾 口輯 (23.12 1 .9- 石 . !l! ・ 霊 ー 角 赤 帽 掴ナデ 横ナデ 1 829 
第 11 1 -30 1 固 3 1 1 1 94 5 1  1 3  3 聾 日韓 37.6 2.6- 石 ・ 畏 翠 ー 角 に，5;い褐3 横ナデ 領ナデ 期斑 1 824 
第 11 1-30 1 固 4 1 1 1 94 5 1 1 3 3 霊 口縁 29.2 1 .7- 石 ・ 長 霊 角 鳳5 Y 211 楠ナデ 横ナデ 阻随 1 823 
軍 11 1 ・30 1 固 5 1 1 1 94 S 1 1 3  3 聾 底部 5.6- 石 ・ 長 雲 角 担 ハケ目 (縦) 、 ナデ 績ナデ ス ス付回 1 854 
軍 11 1 苧30 1 固 6 1 1 1 94 5 1  1 2  2 E ロ緯 (38.� 4.2- 石 ー 長 ・ 盟 。 角 赤 に15iい但 楠ナデ 犠ナデ、 ナテ 1 822 
軍 111-30 1 固 7 1 1 1 94 S 1 1 2  2 E ロ緯 (21 .8) 2 .5- 石 ・ 畏 雲 角 にぷい聞橿 横ナデ 構ナデ ス ス付函 1 825 
軍 111-30 1 固 8 1 1 1 94 S 1 1 2  2 畢 ロ録 1 4.6 3.5- 石 ・ 長 ー 雲 角 ー 赤 樋 領ナデ、 ナデ 慣ナデ、 ナデ 1 833 
軍 111 -30 1 固 9 1 1 1 94 5 1  1 2  2 亜 ロ縁 22.0 2 .9 石 ・ 長 雲 角 ー 赤 掴 横ナデ、 ナデ 償ナデ 鳳斑 1 82 1  
第 111 -30 1 国 1 0 1 1 1 94 5 1  1 2  E 盟 ロ緯 3 1 .8 4.4- 石 ー 星 雲 ・ 角 ー 串 恒 横ナデ、 ナテ 横ナデ、 ナデ 1 839 
軍 111 -30 1 囲 1 1 1 1 1 94 5 1  1 2  2 霊 口緯 ( 1 7.0 2 .2- 石 ー 長 ・ 雲 ・ 角 ー 赤 に，5;い褐 繍ナデ、 積ナデ後暗文 {縦} 横ナデ、 ミ ガキ底 (摘} 1 832 
車 111-30 1 固 1 2 1 1 1 94 5 1  1 2  2 短頚盛 口緯 20.0 1 .2- 石 ' 畏 . 1'1 角 ・ 赤 にぷい掴 繍ナデ 償ナデ 1 830 
軍 111 -30 1 固 1 3 1 1 1 94 5 1  1 2  2 堕 底部 3.9 7 .6 右 長 璽 角 ・ 帯 掴 揖ナデ、 ナデ 横ナデ、 ナデ 1 834 
第 111 ・30 1 固 1 4 1 1 1 94 5 1 1 - 軍 ロ縁 (28.0) 2 .2- 石 ・ 畏 哩 角 ー 車 にぷい掴 ・ 檀 機ナデ 横ナデ 1 83 1  
第 11 1 -306国 1 1 1 1 92 5 1  床面 床面 盟 口鶴 22.0 1 .9- 石 ・ 長 短 檀 楠ナデ 楠ナデ 1 932  
軍 111 -306囲 2 1 1 1 92 5 1  底面 床面 聾 口縁 (30.8 2.8- 畏 . 111 角 罪 担 繍ナデ 横ナデ 1 926 
車 目1-306固 3 1 1 1 92 5 1  床面 床面 聾 底部 2.5- 6.8 石 長 ー 雲 橿 ハケ目 (雌} 、 績ナデ 磨滅 1 938 
第 111 -306国 4 1 1 1 92 S 1 1 - 思 ロ訟 頭部 27.6 4.3- 石 ・ 長 ・ 翠 角 琢 橿 禍ナデ、 ナデ‘ 突帯 横ナデ、 ナデ 1 934 
車 111-306国 5 1 1 1 92 S 1 1 - 盟 日韓 26.0) 2.6- o . 長 ー 窓 角 担 蝿ナデ 積ナデ 1 936 
第 111・306圃 6 1 1 1 92 5 1  1 - 聾 口縁 (27.6 2.0- 石 ー 長 壁 1;:，5‘い買恒 揖ナデ 植ナデ. ナデ 1 942 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 30
挿図 筏 週倒 週倒 出土 レ イ ア ウ ト 器梱
番号 畠号 畠号 描頬 庖位 庖位

国 111 -306国 7 1 1 1 92 5 1  亜
田 111 -306国 8 1 1 1 92 5 1  1 - E 
車 111 -3日6国 9 1 1 1 92 s 盟
開 111 -306国 1 0 1 1 1 92 5 1  1 - 聾
車111 -306国 1 1 1 1 1 92 5 1  1 - 量
車111 -308図 1 1 1 1 76 5 1  1 1  p 聾
思111 -308国 2 1 1 1 76 5 1  1 P P 盛
車111 ・308国 3 1 1 1 76 s 床面 床面 E 
車111 -308国 4 1 1 1 76 1 5 ト レ 亜
車 問 30日 図 5 1 1 1 76 5 1  1 1  亜
軍 111 -30自 国 6 1 1 1 76 5 1  1 1  E 
車 111 -30自国 7 1 1 1 76 5 1  1 1  亜
軍 111 -308固 8 1 1 1 76 1 5 卜 レ 亜
軍 111 -308固 9 1 1 1 76 5 1  1 1  1 亜
軍 111 ・308固 1 0 1 1 1 76 5 1  1 1  壷
軍 111 -308固 1 1 1 1 1 76 5 1  1 1  霊
第 111 -308図 1 2 1 1 1 76 5 1  1 1  畳
車 111 -308図 1 3 1 1 1 76 5 1  1 1  畳
銀 川 -308囲 1 4 1 1 1 76 5 1  1 1  直
!Il 1ll -308国 1 5 1 1 1 76 5 1  1 1  量

第 川 310国 1 1 1 1 9 1  s 床面 床面 盛
第 川 ー3 12固 1 1  1 53 5 1  1 5  5 盛
鰐 川 3 1 2国 2 1  1 53 5 1  1 4  4 亜
!Il 川 312図 3 1  1 53 5 1  1 4  4 盟
第 川 315図 1 1 1 209 5 1  1 P p 盟
第 川 315図 2 1 1 209 5 1  5K 5K 畳
原 11 1 -3 15国 3 1 1 209 5 1  障面 床面 盟
車 川 31 7囲 1 1 1 2 1 1 5 1  1 1  亜
第 川 318固 1 1  1 38 5 1  岡部 同部 亜
第 川 -3 18国 2 1  1 38 5 1  岡部 ・ [包) 屑部 盟
車 川 31日田 3 1  1 38 5 1  2 . 3 3 E 
第 11 1 -318園 4 1  1 38 5 1  1 3  3 亜
第 11 1 -318固 5 1 1 38 5 1  1 3  3 量
第 11 1 -3 1 自国 6 1  1 38 5 1  1 2  2 亜
第 11 1 -318図 71 1 38 5 1  1 上 2 2 亜
第川 318国 8 1  1 3日 S 1 1 2  2 亜
車 川 318圏 9 1  1 38 S 1 1 2  2 盛
富 山 318囲 1 0 1  1 38 5 1 τ  1 下 盟

車 川 3 1自国 1 1 1  1 38 5 1 上 1 下 盟

富 山 3 1自国 1 2 1  1 38 5 1 下 1 下 盟
富 山 318固 1 3 1  1 38 5 1 下 1 下 量
車 川 3 1自国 1 4 1  1 38 5 1 上 1 上 E 
軍1 1 1 -3 1 呂田 1 5 1  1 38 s 1 上 1 上 亜
車 11 1-3 1日国 1 6 1 1 38 s 1 上 1 上 亜
富 山 318国 1 7 1  1 38 s 1 上 1 上 E 
怒 川 318園 1 8 1  1 38 s 1 上 1 上 亜
車 川 319回 1 1  1 38 s ト レ 1 2 ・ 3 ) 1 上 E 
車 川 319国 2 1  1 38 5 1 上 1 上 亜
車 問 319図 3 1  1 38 s 1 上 1 上 盟
車 問 ー319国 4 1  1 38 s 1 上 1 上 E 
第 111 ・3 19図 5 1  1 38 s 1 上 1 上 軍事
第 11 1-319図 61 1 38 1  S ト レ 1 上 E 
鰐 川 -3 19園 7 1  1 3日 s 1 上 1 上 亜
第 川 319!!1 8 1  1 3日 s ? 上 1 上 量
!Il 川 319国 9 1  1 3日 s t 上 1 上 1* 

部曲 ロ哩 器商 底桂 胎土 色悶
(田) (田) (叩)

口鶴 (32 .3  1 .7- 石 畏 . 1!1 帽

口組 23.8 5.8- 石 ー 畏 冨 角 掴

日銀 1 5.4 2.7- 石 ・ 畏 冨 角 赤 掴

口鶴 24.0 2.4- 長 ー 石 宮 赤 灰閏褐

目白 ( 1 7.2) 1 .2- 石 ー 艮 冨 に，;、い薗樋

口鰻 ( 1 9 .6) 2 . 1 - 石 . !ö ・ I!l . 角 ・ 赤 掴

口揖 (28.0) 1 .6- 石 ー 畏 冨 角 赤 に4、い眉

日銀 (30.6) 2.8- 石 ー 畏 宮 角 檀

口鶴 (30.0) 1 .8- 石 ー 昆 冨 角 恒

口線 32.6 3 .0- 石 畠 . \ll . 角 ・ 赤 恒

口組~頭部 26.0 4.6- 石 。 畏 宜 角 ・ 赤 に，5iい買檀

日韓 (27.8 2.3- 石 晶 君 ー 向 にぷい買恒

口鼠 27.0 3.4- 石 晶 君 にぷい閏掴

口組 (3 1 .0 3 . 1 - 石 ' !ö ' 1!l 角 ・ 赤 にぷい間信

口組 25.6) 3.2- 石 民 E 角 赤 にぷい買褐

ロ蝿 20.4 2.3- 石 。 畠 角 ・ 赤 瞳

口鶴~顕部 1 3 .0 6.3- 石 民 E 角 赤 悶赤褐

ロ闘 (22.8 1 .5- 石 ・ 畠 盟 角 ・ 赤 帽

園部 3.8- 石 角 。 赤 lこぶL、帽

底部 1 .8- 9.2 長 宮 角 ー 赤 帽

日韓 (26.6) 1 .2 石 角 にぷい薗橿

口組 ( 1 9.2) 2 .5- 石 晶 宮 ・ 角 赤 に，);い橿

口蹄 (23.0) 2.0- 石 !ö ' I!l ' 角 ;j\ 赤血 帽
口蹄 (26.0) 2 . 1 - 石 民 冨 恒

口組 (24.4) 1 .6- 石 置 。 盟 ・ 角 灰買褐

口揖 1 2 .6 2 .7- 石 !ö ' I!l ' 角 赤 惜

口組~頭部 (25.6) 4.3- 石 昌 I!/ ' 角 赤 帽

口総 (30.2) 2.4- 石 ・ 長 I!I ' 角 檀

口組 22 自 4.8- 石 艮 E 角 . ;j\ 朗買褐

口蹄 1 9 .6 4.9- 長 E 角 亦 に15iい閏喧

口組~闘部 25.4 25.5- 石 !ö ' I!/ ' 角 。 赤 帽

日銀 25.6 3.8- 石 E 角 赤 にぷい買檀

口総 ( 1 7.2) 4. 1 - 石 J;l ' 1!/ 角 亦 植

口蝿 (40.8 4.6- 石 !ö ' 1!/ 角 抱

口蝿~闘部 25.0 5.6- 石 J;l ' 1!1 恒

口組 1 8 .4) 2.8- 石 民 . \ll . 角 に，5\い帽

口組 ( 1 8.0 2.2- 長 石 ・ 盟 赤 に，)iい椙

口組 ( 1 9.6) 1 .5- 石 !11 ' 角 赤 掴

口鱈 23.4 2 . 1 5- 石 毘 ' 1'1 角 赤 に占い買宿

口鱈 1 9 .6 5.0- 石 民 冨 角 車 掴

口絹 (29.0) 4.0- 百 a . 宮 角 掴

口組 ..l28.6) 2 .3- 石 民 ' I!l ' 角 檀

口組 (3 1 .0) 2 .2- 石 畳 ' 1!1 ' 角 に，5;い閏纏

口組 (25.6) 2.0- 石 民 冨 ー 角 にぷい縄

口組~顕部 <)3.0) 3 .5- 石 畠 盟 角 檀

口蹄 (30.0) 2.8- 石 畏 角 。 亦 悶閏褐

口組~関部 30.0 1 5 日~ 石 畏 ・ 盟 角 亦 間車掲

底部 2.7- 1 1 .3 石 a ' !!I 角 赤 に，;、い褐

底部 2.8- 9.0 石 J:t ' 1!/ 角 檀

底部 2.0- 7.6 石 E 冨 角 檀

日間 30.2) 2 .2- 石 J;l . \ll 角 問問調

口栂 1 3 .2  4.0- E 角 赤 岨

口鶴 (29.0) 4.6- 長 冨 ー 角 赤 に占礼 、買恒

口組 1 5 .9 5.2- 石 R ・ \1 . 角 赤 に，5;い閏喧

口錨 t25.4) 2.2- 石 島 ・ 冨 角 赤 恒

間監 (外面) 鶴監 (円函) 備考 実測 図版

番号 商号

楠ナテ 楠ナデ 1 939 
楠ナデ 楠ナデ 間斑 1 946 
慣ナデ 帽ナデ. ナデ 1 952 
繍ナテ. 暗文 (敏) 植ナデ、 ミ ガキ (慣) スス付回 1 966 
繍ナデ ミ ガキ {多方向) 1 928 

輔ナデ 描ナデ ス ス付泊、 頚由土器 P . l 回出土 1 988 
掴ナデ 償ナデ 1 925 
損ナデ 横ナデ 1 924 
掴ナデ 績ナデ スス付泊 1 965 
繍ナデ 領ナデ 1 907 
倒ナデ、 沈輯 積ナデ 1 9 1 1 
楠ナプ 慣ナデ 1 9 1 4  
掴ナデ 慣ナデ、 ナデ スス付回 1 937 
横ナテ 繍ナデ 1 9 1 5  
楠ナデ 眉文 (圃) 般ナデ、 ミ ガキ (横) 1 927 
楠ナデ、 ハケ目 (織) 後筒文 (蹴) 続ナデ、 ミ ガキ由 (繍) 2005 
繍ナデ ハケ目 (誼) 後繍ナデ ハケ目 {股) 楠ナデ、 ハケ目 (績) 1 9 1 0  
繍ナデ、 ミ ガキ国 横ナデ 1 943 
ミ ガキ (繍} 後格子宝;;c臨 ナデ 箔本階付 1 629 
ミ ガキ (領} 後楠ナテ、 ミ ガキ飼 慣ナデ 用調 1 948 
摘ナデ 描ナテ 国間 1 472 
領ナテ 蝿ナデ 2 1 58 
柵ナデ 描ナテ 2 1 49 
ミ ガキ痕、 横ナデ 績ナテ 2 1 59 
慣ナデ 横ナデ 1 929 
ナデ ナデ 1 95 1  
輔ナデ、 活躍 領ナテ ナデ 1 947 
償ナデ 機ナデ 1 94 1  
繍ナデ 楠ナデ、 指頭圧直 煩叫土器2 . 1 11'!出土 1 985 
楠ナデ、 ハケ目 (回} 績ナテ 1 786 
楠ナデ、 沈輯、 ハケ目 [蹴) 後ナデ 楠ナテ、 ナデ 皿斑 (盟大問荏25.500) 1 527 PL-28 
償ナデ 帽ナデ、 ハケ目 [繍) 、 ナデ 頬出土器 1 周出土 1 986 
ミ 万キ由、 ナデ ミ ガキ霞 2003 
繍ナデ 構ナデ、 ナテ 頬似土器 1 回出土 1 959 
機ナテ、 担臨 植ナテ 1 99 1  
蝿ナデ 慣ナデ、 ナデ 2053 
描ナデ、 ミ ガキ {蝦 ・ !Ø) ミ ガキ [積) 1 995 
蝿ナデ 横ナデ 20 1 2  
揖ナデ 横ナデ 煩似土 器 1 下周出土 1 97 1  
輔ナデ、 ハケ自 {縦) 、 ハケ回復掴ナデ ミ ガキ (積) 1 968 
ナデ 繍ナデ後暗主 {値) 積ナデ、 ナデ 用斑、 スス付酒、 暗部欠損 1 978 
構ナデ 領ナデ 2043 
繍ナデ 楠ナテ 1 964 
慎ナデ 慣ナテ 1 984 
楠ナデ、 翼手移 機ナテ 1 969 
楠ナデ ハケ目 (繍) 機織ナデ 横ナテ 2006 

楠ナテ、 ハケ目 (多方向) 構ナデ、 ナデ l!il大周在32.9叩) 1 767 
楠ナデ 磨諾 砂付回 1 990 
桓ナテ後植ナデ、 繍ナデ 庭涜 1 983 
ハケ目 {縦) 、 ナデ‘ ハケ目 (多方向) 撞ナデ 磨滅 1 9日2
横ナデ 横ナテ 頭似土器 1 周出土 2067 
横ナデ 横ナテ、 ハケ目 (蹴) 20 1 3  
ハケ呂 (盛) 後備ナデ、 ハケ目 (緩) 、 積ナデ 楠ナデ、 ハケ目 (植} 、 ナデ 2020 
ハケ目俊樹ナデ ハケ目 後積ナデ、 ハケ 目 (織) 、 ナデ 鳳斑 1 9日7
領ナデ 揖ナデ 1 980 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 3 1
郷図 桔 迎冊 週蝿 出土 レイアウ ト 田植 都位 口桂 器高 底謹 胎土 色調 関車 (外面) 掴聾 (内面) 備考 実測 図版

畠号 苗号 苗 号 樋 頬 国位 回世 (田) [田) (田) 畠号 置号

田 川 319田 1 0 1  1 38 5 1  1 上 1 よ E ロ録 (22.0) 2 .3- 石 長 \;1 . 角 赤 橿 桶ナデ 概ナデ 2077 
田 川 -319固 1 1 1  1 38 5 1  ト レ 1 上 E 目録 ( 1 4.4) 2 .2- 石 。 長 盟 ー 角 都 t;:/�い寅纏 繍ナデ、 掴ナデ後陪文 (誼) 楠ナデ 2007 
田 川 -319因 1 2 1  1 38 5 1  1 上 1 上 盟 ロ揖 (28.4) 4 .2- 石 昼 寝 ー 角 赤 僅 機ナデ、 暗主 {綴) 掴ナデ、 ミ ガキ (楠} 2093 
盟 川 319固 1 3 1  1 38 5 1  ト レ 1 上 E 日時 1 1 .6 1 .9- 石 蜜 角 ・ 赤 檀 楠ナデ、 ミ ガキ (多方向) 櫛ナデ 2045 
盟 111 -319固 1 4 1  1 38 5 1  1 上 1 上 盟 口総 ( 1 7.0) 0.9- 民 ， !!! 角 赤 んぷい買檀 備ナデ 柵ナデ 黒斑 1 972 
間 111 -3 1 9固 1 5 1  1 38 5 1  1 上 1 上 量 口組 1 4.9 4 ，2- 石 毘 霊 角 亦 にぷい檀 楠ナデ、 ナデ後陪文 (儲) 楠ナデ、 ナデ 1 973 
罰 則 319固 1 6 1  1 38 5 1 1 - 1 上 亜 口組 1 2，6 2 ，2- 石 長 。 盟 ・ 角 ・ 赤 にぷい檀 楠ナデ 柵ナテ 2085 
国 111 -319固 1 7 1  1 38 5 1  1 上 1 上 盟 底部 3，5- (7 ，0 石 I 長 窪 角 赤 ドぶい掴 ミ ガキ痕 ナデ 鼎随 1 974 
第 111 -3 19図 1 自 1 38 5 1 ト レ 1 上 畳 底部 3.0- 6，8 o ' l* ' !!! 角 赤 恒 ミ ガキ銅、 楠ナデ ナデ、 繍ナデ 2069 
盟 11 1-3 19囲 1 9 1  1 38 5 1 1 上 1 上 高 得 口線 (27.0) 1 .4- 石 長 盟 檀 楠ナテ 楠ナデ 2052 
軍 111 ・319図 20 1 1 38 5 1 1 上 1 上 器台 底部 1 0 ，3- 1 0，6 石 '" ' ß 角 赤 置栂 ハケ目 {脳) 後ナデ、 揖胡圧痕 楠ナデ、 指閥圧痕 22 1 6  
田 111 -322固 1 1 1 20 1  5 1  1 3  3 亜 口線 (24，0) 1 .7- 石 長 瞳 角 赤 t::，�;い褐 掴ナデ 摘ナデ 類似土器4 ， 1 庖出土 1 840 
摺 111 -322固 2 1 1 20 1  5 1  1 3  3 畳 底部 2 .7- 9.0 石 畏 ・ 宮 角 ー 赤 灰黄禍 橿 掴ナデ. ナデ ナデ、 指頭圧痕 1 838 
盟 111 -322園 3 1 1 20 1  5 1 1 2  2 E 底部 4.3- 6.8 石 ã . 角 t::，5\い買憧 ハケ目 (縦) ‘ ナデ 指頭庄債 2057 
開 111 -322圏 4 1 1 20 1  5 1  1 1  亜 口縁 (26，6) 2 ，5- 石 畏 宮 角 檀 慣ナデ 梱ナデ 1 846 
揖 111 -327園 1 1  1 23 5 1  庫面 4 ， 3 N o  盟 完形 39，3- 石 長 窪 角 檀 慣ナデ. ハケ目 {鍛) 掴ナデ、 ハケ目 {桐) ナデ 串斑、 部欠掃 {田大圏在26.400) 2 1 9 1  

2 ， 1 
自陣 111 -328国 1 1  1 23 5 1  床面 4 . 3  N 。 盛 完形 1 4.8 42.9 5，3 民 霊 角 赤 悶褐 措 J 、ケ 目 (縦} ‘ ナデ、 ハケ自 (多方向) 後ナデ ナデ、 ハケ目 [左上) 後ナデ、 指頭庄痕 黒田 1m大周哩29，700) 2300 PL-28 

2 . 1  (2) 
田 111 -329囲 1 1  1 23 5 1  床面 N o  里 ロ鋸 28，8 3，5- 石 長 宮 角 ・ 赤 担 柵ナデ 慣ナデ 1 860 
111 111・329国 21 1 23 5 1  庫面 4 N o  盟 口揖 22.6 4 ，5- 石 長 冨 角 悶掲 掴ナデ、 ハケ目 (右上) 後ナテ 楠ナデ 1 863 
盟 111 -329固 3 1  1 23 5 1  底面 . 4 . 2 N o  盟 ロ縁 閤田 1 7，0 1 8.4- 石 ・ 長 密 角 赤 恒 買掴 楠ナテ、 ハケ自 (躍) 、 ナア 楠ナデ、 指頭圧痕. ナデ ス ス付回 (回大胴橿2 1 .2四) 2220 
由 111 -329固 41 1 23 5 1 匝面 N o  盟 口融 (28，2) 2 .3- 石 長 宮 角 ドぷい買檀 繍ナデ 柵ナデ 1 880 
闇 111 -329固 51 1 23 5 1  原画 . 3 N o  盟 底部 7.6- 8，6 石 長 角 赤 恒 ハケ目 (縦) 、 掴ナデ、 ナデ ナデ 2 1 4 1  
盟 111 -329固 61 1 23 5 1  庫面 ー 2 N o  盟 口縁 1 3， 1  4.5- 石 長 盟 角 恒 ハケ目 (右上) 後ナデ 楠ナデ 2 1 5 1  
111 111-329固 71 1 23 5 1  庫面 N o  E 日韓~胴部 8，8 6.3- 石 長 盟 角 赤 恒 徽ナデ‘ ミ ガキ [蹴) 後備ナテ、 ミ ガキ (蹴 締 繍ナデ、 ナデ 皿斑 11亜大胴橿9，4田) 1 852 PL-29 
1!1 111 -329固 81 1 23 5 1  庫面 ー ト レ N 。 竪 口組~嗣田 1 5，3- o ' ã ' !!! 角 ・ 赤 活貫檀 ハケ目 (縦) 後ナデ、 縮鏑国組立 ナデ. 指頭圧痕 端部虫伺 2 1 20 PL・29

13 ・ 2 包} 櫛摘隅状宜、 御樋渡状主
盟 111 -329固 9 1  1 23 5 1  P 床面 3 N o  日時 保田 1 1 .7 6，4- ã ' !!! 角 赤 檀 織ナデ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ (鼠大瞬控 1 2. 1 00) 2073 PL-29 

14 . 2 .  1 ) 
1!1 111 ・329国 1 0 1  1 23 5 1  床面 一 N o  高E不 脚部 6. 1 - l* ' !!! 角 ー 赤 檀 術ナデ ハケ目 {躍} ハケ巨 {繍) 、 機ナデ、 ナデ 1 9 1 2  
串 111-329囲 1 1 1  1 23 5 1  床面 4 N o  高i不 岡部 4，3- 1 6 .2 石 畏 宮 角 赤 にI�い薗恒 ミ ガキ鋼、 植ナデ 帽ナテ 串斑 1 84 1  
車 111 -329匝 1 2 1  1 23 5 1  床面 p 畳 口揖 (25.8) 2 ，8- 百 長 宜 ー 角 褐灰 ミ ガキ {傾) ‘ 繍ナデ ミ ガキ (慣} 類似土器床面 P ' 2厨出土 1 908 
間 111 ・329固 1 3 1  1 23 5 1 床面下 床面 盟 口信 ( 1 8.6 1 .7- 石 民 宮 角 哩 ナデ ナテ 1 900 
軍 111 -329田 1 4 1  1 23 5 1  1 1  床面 亜 ロ揖 25，0 2，3- 石 ー 長 角 揖 傾ナデ 楠ナデ 類制土留床00 . 4 ・ 3 . 2 . 1 屈出土 1 896 
鋳 111 ・329回 1 5 1  1 23 5 1  床面 床面 E 口緯 (28.6) 2.4- 石 ・ 昆 E 角 ・ 赤 蓮貧檀 繍ナテ 禰ナテ 1 892 
軍 111 -3291!1 1 6 1  1 23 5 1  床面 床面 盟 口揖 ( 1 9.8) 1 .4- 石 ー 長 ß . 角 赤 lこ，:;;い檀 鍋ナデ 楠ナデ 1 893 
軍 111 -329回 1 7 1  1 23 5 1  床面 床面 盛 口語 (2 1 .0) 2 .2- 石 長 虫 角 赤 書置穏 繍ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ (柵} 1 90 1  
認 111 -329国 1 8 1  1 23 5 1  床面 4 . 3 . 2 庫面 長田堕 口揖 1 1 .0 1 1 .3 - !'I . !!! 角 赤 橿 繍ナデ、 ナデ 慣ナテ、 ナデ、 し ぼ り 国 2205 

1 ・ 卜 レ (3)
規 111 -330田 1 1  1 23 5 1  周部 屑部 亜 日韓 (28，2) 3 ，0- 毘 宮 角 赤 埠貫桓 繍ナデ、 刻み目立 (端部) 繍ナデ 1 856 
田 111 -330固 21 1 23 5 1  庫函 3 圧面 盟 間 閤 底部 1 3 ，6- 3.8 石 。 長 E 角 赤 に，5;い貰偲 繍ナデ. 活躍. ハケ自 (左上) 後繍ナデ ナデ、 指ナデ後繍ナデ、 ハケ目 (吉上) 後繍ナう 顕罰 胴部 ・ 底部を111π実Jl!J 2 1 00 

I P  . 2 . 1 ) ハケ目 (在よ) ‘ ナデ (田大関哩20，0田 )
揖 111 ・330田 31 1 23 5 1  庫面 床面 高t不 係部 27.6 7 .7- 石 長 宮 I 角 赤 Lぷい貰掴 ハケ目 (左上) 後繍ナデ、 繍ナデ 指ナテ、 ミ ガキ (縦) ス ス付回 1 935 
揖 111 -330回 41 1 23 5 1  1 - 4 E 口線 (23.4) 2 . 1 - 石 長 。 璽 角 赤 Lぷい貰檀 織ナデ 繍ナデ 掴似土器4 ・ 3 . 2 . 1 園出土 1 878 
田 111 -330回 51 1 23 5 1  1 4  4 E 口縁 (3 1 .8) 5 .3- 石 ・ 長 !!! . 角 にぷい掴 柵ナデ‘ 突帯 構ナデ 類似土留2周出土 1 954 
国 111 -330匝 61 1 23 5 1  1 4  4 盟 口組 (27，0) 2 .6- 百 長 冨 ・ 角 赤 檀 繍ナテ 摘ナデ 1 870 
田 川 -330国 71 1 23 5 1  1 4  4 亜 底部 3，4- 7.8 石 !ll ' !!! ' 角 赤 樫 ハケ目 {縦) 後ナデ ナデ 1 87 1  
車 川 ・330国 8 1  1 23 5 1  1 4  4 盟 底部 4，0- 1 0，8 石 畏 ー 盟 角 ・ 赤 置纏 摘ナデ 矧似土器3 ・ 1 回出土 1 862 
車 川 -330国 9 1  1 23 5 1  1 4  4 聖 口組 (1 9.8) 1 .3- 石 1* . 霊 角 瞳 梱ナデ 桶ナデ 1 869 
車 問 -330園 1 0 1  1 23 5 1  1 4  4 畳 ロ縁 26.8 5.6- 民 !!! . 角 赤 閉褐 ー に，S;:い買橿 術ナデ、 ハケ目 {鍛) 後暗文 (鼠) 領ナデ、 ナデ 1 906 
車 川 -330固 1 1 1  1 23 5 1 1 4  4 盛 底部 2.7- 8.0 石 ・ 長 ー 盟 角 恒 ナデ ナデ 1 897 
第 111 -330固 1 2 1  1 23 5 1  1 4  4 盟 底部 1 .4- 5.0 ，， ' 1* . 宜 角 赤 瞳 ナデ ナデ 田斑 1 898 
軍 111 -330因 1 3 1  1 23 5 1  1 4  4 日i不 t事部 (23.4) 5.8- 石 長 ー 霊 角 赤 赤褐 柵ナデ. 碕主国. ハケ目 (左上) 後ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ (慣) 赤色顔料. 闘部究領 1 960 
第 111 -330因 1 4 1  1 23 5 1 1 4  4 高t不 胸部 7.9- O ' 霊 角 串 にぷい赤掲 ー 檀 ミ ガキ {縦) ミ ガキ圏、 慣ナデ 1 9 1 3  
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 32
簿図 報 週楠 温楠 出土 レ イ ア ウ ト 器睡 部世 口怪 器高 底在 胎士 色調 調整 {外面) 掴盟 (内面) 備考 実澗 図版

番号 番号 置号 槽類 四位 回位 (田} {田) (田) 置号 番号

第 111 -330囲 1 5 1  1 23 S 1 1 4  4 月萄t平 脚部 3. 1 - 1 6.8 石 畏 ・ 密 。 角 明黄掲 ハケ目 {多方向) 後ナデ、 慣ナプ ハケ目 (楠) 後ナデ 頬制土器3 . 1 回出土 1 864 
第 111-33 1 図 1 1  1 23 S 1 1 3  3 聾 口線 (28.6) 2.0- 石 "， ' 1'1 角 檀 蝿ナデ 楠ナデ 1 874 
第 111-33 1 図 2 1  1 23 S 1 1 3  3 亜 口揖~胸部 22.4 6.9- 石 ー 畏 ' 1'1 角 革 担 機ナテ、 ナデ 機ナデ、 ハケ目 (右上) ス ス付回 1 882 
軍 111-33 1 図 3 1  1 23 S 1 1 3  3 聾 口線 (25.4) 5 .2- 石 畏 ' 1'1 ' 角 問責褐 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 撞ナデ 楠ナテ、 ハケ目 (右上) 後ナデ 黒斑、 類似土器2庖出土 1 872 
盟 111-33 1 国 4 1  1 23 S 1 1 3  3 E 口縁 1 8 .0 2.3- 石 畏 角 ・ 赤 橿 術ナデ 繍ナテ 1 868 
串 111 -33 1 図 5 1  1 23 S 1 1 3  3 亜 底部 2.4- 6.9 長 ー 霊 角 ・ 赤 に，5，い黄櫨 ハケ目痕、 横ナデ ナデ 庖誠 1 922 
車 111-33 1 図 6 1  1 23 S 1 1 3  3 亜 底割 3.8- 6.6 石 ー 畏 冨 ・ 角 撞 ハケ目 (縦) 、 繍ナデ 鹿混 1 853 
第 111 -33 1!i1 7 1  1 23 S 1 1 3  3 E 口語 (28.6) 3.7- 石 ー 長 冨 ー 角 赤 瞳 繍ナデ、 ハケ自 {躍) 楠ナデ 1 86 1  
第 111-33 1 匝 8 1  1 23 S 1 1 3  3 畢 口揖 1 8 .0 2 .7- 石 長 冨 角 赤 誼 備ナデ. ハケ目 (左上) 後暗主 (縦) 掴ナテ 1 865 
第 11 1 -33 1 図 9 1  1 23 S 1 1 3  3 量 日韓 (22.8) 3.2- 石 畏 角 活貧瞳 繍ナテ、 ハヶ目 (縦) 被ナテ スス付泊 1 899 
車 111-331 図 1 0 1  1 23 S 1 1 3  3 壷 口線 ( 1 6.6) 2.8- 長 冨 角 赤 明掲 繍ナデ、 ハヶ目 (醐) 機ナテ 1 876 
車 11 1-33 1 図 1 1 1  1 23 s 3 ・ 3 E 口縁 (22.6) 2.4- 長 . 1'1 . 角 閉赤褐 繍ナデ、 暗文 {世) 繍ナデ、 ミ ガキ (償) 1 875 
第 111-33 1 図 1 2 1  1 23 S 1 1 3  3 壷 口縁 1 2 .4 2.8- 石 . "， . 1'1 ' 角 赤 揖 揖ナデ、 ハヶ目 (縦) 償ナデ 1 866 
第 111 -33 1 図 1 3 1  1 23 S I 1 3  3 壷 口揖 ( 1 8.0) 2 .3- 石 ， ，，， ' 1'1 角 ・ 赤 揖 ナデ‘ 織ナデ ナデ 1 9 1 9  
軍 111 -33 1 図 1 4 1  1 23 S 1 1 3  3 長頭宣 日韓 1 2 . 1  3 .9- 石 長 宜 ・ 角 赤 I;:，S;:� 、黄宿 機ナデ、 突帯、 ミ ガキ (蹴} 蝿ナデ、 ミ ガキ (犠} 1 923 
第 111 -33 1 国 1 5 1  1 23 S I 1 3  3 壷 周部 3 .3- 長 ー 宮 角 ー 赤 明赤掲 鶴描漉荻宜、 ミ ガキ (摘) 指ナデ {醐) 黒班、 拓本貼付 1 9 1 7  
揖 111-33 1 図 1 6 1  1 23 S 1 1 3  3 壷 底部 1 .8- 6.4 石 皇 宮 ー 角 灰黄褐 ミ ガキ頭、 僕ナテ 禍ナデ、 指ナテ 1 877 
車 111-33 1 固 1 7 1  1 23 S I  3 . 2 ト レ 3 壷 絹~底部 1 3 .5- 石 長 1'1 ' 角 赤 赤禍 ナデ、 ハケ白 (蹴) 後ナデ ナテ、 指頭圧痕 2 1 35 
第 111 -332図 1 1  1 23 S I  1 . 2 2 盟 口線 22.8 5.5- 石 畏 哩 角 。 赤 橿 lcぷい宿 慣ナデ 慣ナヂ 蟻似土器32 . 1 回出土 1 92 1  
第 111 .332図 21 1 23 S I 1 2  2 亜 底部 4.5- 7.4 石 畏 ' 1'1 ' 角 赤 償 ハケ目 (躍) 、 ナデ ナテ 1 85 1  
第 111 -332図 31 1 23 S 1 1 2  2 亜 底部 3 .4- (7.0-8.0) 長 宮 角 。予 に，ï、い買措 備ナア 磨滅 1 920 
第 111 -332図 41 1 23 S 1 1 2  2 畳 口縁 (20.0) 1 .2- 長 ー 宮 角 赤 宿 機ナデ 慣ナデ 1 845 
第 111 -332固 5 1  1 23 S I 1 2  2 量 口揖 (20.5) 2.4- 石 毘 宮 角 にぷい櫨 にぷい買檀 ミ ガキ {構} 繍ナテ. ナテ、 ナア後暗主 (蹴) ミ ガキ (被) 鼎朋 1 884 
第 111 -332国 61 1 23 S 1 1 2  2 壷 園田 3.9- 長 冨 角 ICぷい椙 梅描腫1天文、 ハケ目 (蹴} 後ナデ ハケ目 [鍛} 後ナデ 伍本財付 1 9 1 8  
鰐 111 -332図 7 1  1 23 S 1 1 2  2 壷 間部 2.6- 石 長 宮 角 にぷい檀 樋鑓浪杭文、 ナデ ナデ 拓本貼付 1 9 1 6  
第 111 -332図 8 1  1 23 S 1 1 2  2 壷 底部 2.3- 7.6 石 長 冨 ー 角 に，5;い黄櫨 ハケ目 (躍) ハケ目 {蹴) 後続ナデ、 ナテ ナデ スス付泊 1 883 
第 111-332田 91 1 23 S 1 1 2  2 高t不 日韓 (23.2) 1 .2- 石 ー 畏 宮 ー 角 赤 信 償ナテ 備ナデ 1 855 
第 111 ・332図 1 0 1  1 23 S I  2 ト レ 2 高持 口縁 26.6 3 .4- 石 良 型 角 。 赤 撞 機ナデ、 ハヶ目 (左上) 後ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ痕 1 879 
第 111 -332図 1 1 1  1 23 S I  盟 日韓 (23 .6) 3. 1 - 石 島 。 宜 。 角 埠商慣 織ナテ 繍ナデ 1 842 
軍 111 -332図 1 2 1  1 23 S I  ト レ 亜 口韓 20.0 7.2- 石 畏 角 務 明策掲 領ナデ、 ハケ自 (多方向) 後ナデ ハケ目 (左上) 後繍ナテ 1 848 
第 111 -332図 1 3 1  1 23 S I  ト レ 盟 底部 3.4- 8.2 石 畏 宜 角 赤 揖 ハケ目 (出) 後ナテ、 倫ナデ 層揖 1 894 
第 111 -332国 1 4 1  1 23 S 1 1 1  盟 底部 6.4- 1 0.4 石 長 宮 角 。 赤 糧 陪掲 ハケ目 (左上} 、 償ナデ ヘラナデ (機} ナデ、 踊頭圧痕 1 867 
盟 111 -332図 1 5 1  1 23 1  S 卜 レ 亜 底部 9.0- 長 霊 角 赤 檀 描ナプ、 ハケ目 (蹴) 後ナテ、 ナデ ナデ 1 895 
軍 111 -332図 1 6 1  1 23 s 1 . ( 1 1  壷 日韓 1 1 .0 6.2 - 石 長 1'1 ' 角 赤 悶赤褐 ミ ガキ [繍) 後 ミ ガキ (多方向) 繍ナデ 2035 
軍 111 ・332国 1 7 1  1 23 S 1 1 1  踊頚歪 ロ韓 ( 1 3.8) 3 .5- 石 ー 長 ・ 冨 角 控 摘ナデ、 ハケ目 {左上} 後ナデ 繍ナデ ハケ目 (左上) 後ナデ 1 847 
第 111 ・332国 1 8 1 1 23 s 壷 底部 4.6- 3.4 石 畏 ・ 宮 角 。 赤 撞 ミ ガキ {雌) ナデ‘ 指頭圧痕 1 849 
第 111 -332図 1 9 1  1 23 S 1 1 1  室開Z 底部 5.2- 1 4.0 石 畏 冨 角 慢 ハケ目 {艦) 、 ナテ 償ナデ 1 909 
第 111 -332図 20 1 1 23 s ト レ 高時 t干部~脚部 4.4- 石 畏 宜 角 ・ 赤 慣 ナテ ナデ、 し ほ リ 1!1. 1 日85
第 111 -332図 2 1 1 1 23 s 1 . 包 2 . 31 1 1 器古 脚部 1 2 . 2 - 1 2 .0 石 畏 11/ . 角 赤 壇賞極 ハケ目 {蹴) 、 桶ナデ、 j旨，R圧国 慣ナデ 2 1 57 PL-29 
揖 111 -332図 22 1 1 23 s 器自 脚部 4.5- 1 7 .4 石 長 . 1'1 角 世 摘ナテ 術ナデ 1 873 
第 111 -338図 1 1 1 1 95 S 1 1 2  3 盟 口銭 2 1 .8 4.2- 石 長 盟 に，5;い貫躍 繍ナテ 備ナテ、 ナγ 類似土器3 ・ 2回出土 1 955 
謂 111 -33日図 2 1 1 1 95 S 1 1 3  3 壷 日銀 (24.4) 1 .9- 石 長 宮 ・ 角 檀 摘ナテ 機ナテ 1 956 
第 111 -338図 3 1 1 1 95 S 1 1 2  2 蛋 日韓 (20.0-25.0) 2.4- 石 長 。 宮 ・ 角 ヨ子、 にぷい黄瞳 ミ ガキ (綴} ミ ガキ (桶) 2009 
第 111 -338囲 4 1 1 1 95 S 1 1 2  2 壷 日韓 (30.8) 3.3- 聖 一 角 赤 橿 繍ナデ、 暗主 {蝿) 摘ナテ‘ ミ ガキ (積) 1 992 
軍111 -338図 5 1 1 1 95 S 1 1 2  2 壷 口線 ( 1 6.4) 3 .7- 長 E 角 ・ 赤 にぷい担 償ナテ 慣ナデ 2055 
第 111 -338図 6 1 1 1 95 S 1 1 2  2 量 底部 2.5- 1 1 .4 石 長 。 冨 角 。 赤 に，5;い黄櫨 ナデ ナデ ヱス付回 1 98 1  
第 111 -338図 7 1 1 1 95 S 1 1 1  E 口輯 2 1 .0 1 .6- 石 長 。 宮 角 。 赤 位 楠ナテ 償ナデ、 ナア 2048 
第 111 -338図 8 1 1 1 95 S I  ト レ 壷 口線 (20.2) 1 .7- 長 冨 赤 にぷい檀 柵ナデ 繍ナデ 1 979 
車 111 -339図 1 1 1 094 S 1 1 2  2 盟 ロ緯 (22.8) 3.9- 石 長 。 宜 角 喧 描ナァ 備ナデ、 ナテ 1 953 
車 111 -339図 2 1 1 094 S 1 1 2  2 盟 ロ縁~闘部 25.0 6.0- 石 民 。 霊 鐙 楠ナデ、 突帯、 ナテ 掴ナデ、 ナテ 1 940 
掴 111 -339固 3 1 1 094 S 1 1 2  2 盟 日韓 (23.0) 1 .9 - 石 長 。 宮 檀 摘ナプ 備ナテ 1 962 
車 111 -339国 4 1 1 口94 S 1 1 2  2 亜 底部 3.0- 6.8 右 民 ・ 宮 にぷい眉 ハケ自 (縦) 後ナデ 描ナデ. ナテ 庖涜 1 933 
車 111 -339囲 5 1 1 094 S 1 1 2  2 壷 底部 2.6- 1 0.0 石 畏 宮 ー 角 黒偲 ミ ガキ (縦) 痕、 ナテ 磨混 1 930 
第 111 -339図 6 1 1 094 S I  2 . 1 2 畳 底部 6.4- 5.5 石 畏 宮 。 角 。 i!f. 檀 褐灰 周揖 磨海 スス付回 1 93 1  
第 111 ・339図 7 1 1 094 S 1 1 1  亜 口線 (35.0) 2 . 2 - E . "， ' I'/  角 ・ 赤 に ，5;い檀 償ナデ 償ナテ 1 950 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 33
挿 図 筏 遺構 遺構 出土 レイアウ ト 器祖
番号 番号 番号 種類 回位 回位

草 川 339国 8 1 1 094 5 1  1 1  器古
草 山 339国 9 1 1 094 5 1  1 1  器古
第 川 341 図 1 1 1 208 5 1  1 3  3 聾

車 問 341 図 2 1 1 208 5 1 1 2  2 聾
車 111-34 1 図 3 1 1 208 5 1  1 1  壷
第 川 343図 1 1 1 1 96 5 1  1 1i'  F 盟

第 山 343図 2 1 1 1 96 5 1  1 1i'  炉 亜
第 川 343図 3 1 1 1 96 5 1  1 P p 亜

第 111 -346図 1 1 1 1 72 s 床面 盟

第 川 346留 2 1 1 1 72 5 1  1 1  p 亜

車 川 346園 3 1 1 1 72 s 床面 床面 亜

草 川ー346固 4 1 1 1 72 5 1  1 2  3 亜

第 111 -346図 5 1 1 1 72 5 1  1 1  3 E 
第 111 -346図 6 1 1 1 72 5 1  1 3  3 壷
草 川 346図 7 1 1 1 72 5 1  1 3  3 晶係
軍 111 -346因 8 1 1 1 72 1 5 2 墾
第 111 -346囲 9 1 1 1 72 5 1  1 2  2 聾

車 111 -346国 1 0 1 1 1 72 5 1  1 2  2 聾

第 111 -346国 1 1 1 1 1 72 s ト レ 2 亜
第 川 346囲 1 2 1 1 1 72 s 1 . 2  2 盟
第 川 一346図 1 3 1 1  1 72 5 1  1 2  2 亜
車 111 -346固 1 4 1 1 1 72 5 1  1 2  2 聾

第 111 -346固 1 5 1 1 1 72 5 1  1 2  2 亜
車 111 -346図 1 6 1 1 1 72 5 1  1 2  2 E 
第 聞 346固 1 7 1 1 1 72 5 1  1 2  2 壷
第 111 -346図 1 8 1 1 1 72 5 1  1 2  2 量盆
第 11 1-346園 1 9 1 1 1 72 5 1  1 2  2 聾
第 111 -346国 20 1 1 1 72 5 1  1 2  2 踊顕盟

第 111 -346固 2 1 1 1 1 72 5 1  1 2  2 量
第 111 -346固 22 1 1 1 72 5 1  1 2  2 皇霊
第 111 -346固 23 1 1 1 72 5 1  1 2  2 器台
軍 111 -346固 24 1 1 1 72 5 1 1 1 2 器台
第 111 -346固 25 1 1 1 72 5 1  1 2  2 器由
第 111 -346固 26 1 1 1 72 5 1 1 1 2 器台
第 111 -347固 1 1 1 1 72 5 1  1 1  亜
第 111 ・347図 2 1 1 1 72 1 5 ト レ 聾
軍 111 -347固 3 1 1 1 72 s 亜
第 111 -347図 4 1 1 1 72 5 1 1 1  亜
第 111 -347図 5 1 1 1 72 5 1 1 - 聾
軍 111 -347固 6 1 1 1 72 5 1  ト レ 壷
車 111-347固 7 1 1 1 72 5 1  ト レ 長額堕
第 111 -347固 8 1 1 1 72 5 1  1 .  ( P ・ 1 ) 壷

車 111 -347国 9 1 1 1 72 5 1  重
車 111 回347国 1 0 1 1 1 72 5 1  1 1  壷
車 111 -352固 1 1 1 1 73 5 1  P 亜
車 111 -352国 2 1 1 1 73 5 1  1 - p 亜
車 111 -352国 3 1 1 1 73 5 1 1 - p 聾
軍 111 -352国 4 1 1 1 73 5 1 1  P p 聾
第 111 -352固 5 1 1 1 73 5 1 1  P P 亜
軍 111 -352固 6 1 1 1 73 5 1 1  P p 壷

第 111 -352国 7 1 1 1 73 5 I 1 2  2 亜
第 111 -352固 8 1 1 1 73 5 I 1 1  2 亜
車 111 -352国 9 1 1 1 73 5 I 1 2  2 翌
第 111 -352固 1 0 1 1 1 73 5 1  1 1  2 聾

部位

脚認
脚部

口調
口融
ロ輯

口紹~頭部
底部
ロ 緑

口 観
口 語
目録~ 頭部
口縁
口総~頭部
口闘
口錫
ロ 縁
口総
口揖
ロ縄
日韓~頭部
口器
口締

口鶴
口錫
ロ輯
白銀
口笛
口揖
周部
胴部
脚部
脚部
脚部
脚郡

口組
目録
口組
ロ 縁
底 部
日銀
口組
口組~属部

口錫
ロ鋸

口組
ロ緯
回線
底部
底部
白線
口語
口揖
ロ錨
日銀~頭部

口揺 器商 底橿 胎土 色悶
(00) [四} (00) 

4. 1 - 8.6 石 長 ー 雲 ・ 角 赤 帽
3.0- 9.6 石 長 ー 密 角 埠薗橿

(27 .4) 3 .0 石 長 ー 雲 ・ 角 にぷい慢
( 1 8. 2  1 .8- 石 星 雲 ・ 角 赤 恒
( 1 5.8) 2.0- 石 長 ー 雲 角 閉聞褐
1 7.6  6 .7- 畏 l1/ . 角 lこぶし、檀

自 7- 1 2 .0 石 長 雲 角 赤 にぷい赤褐
(30.6) 2 .6- 石 長 雲 角 赤 置檀
24.0 3.8- 石 ・ 長 ー 霊 角 閉買褐

(26.0) 3.9- 石 長 ー 雲 恒
25.6 4.3- 石 長 ー 雲 角 に，;、い買掴
27.6 3 . 1 - 石 . lJl . 型 ・ 角 聞置褐

( 1 7.0) 2.6- 長 ・ 石 霊 赤 にぷい檀 ・ 悶赤褐
22.6) 2 .2- 石 長 霊 角 信

27.2 1 . 1 - 石 畏 雷 角 赤 檀
(測定不能) 3.2- 石 長 ー 雲 角 赤 橿

(24.4 1 .6- 石 ・ 長 ， 雲 角 値
(29.4) 3 .2- 石 長 ・ 雲 角 ー 赤 にぷい植
(29.2) 3 .5- 石 長 ー 震 角 担
2 1 .2 6 .3- 長 ・ 雲 ー 角 赤 に，;、い買檀
36.2) 2.3- 長 霊 ー 角 買橿
2 1 .4 3.0- 石 ・ 長 璽 角 赤 掴

(20.2 2.2- 石 角 赤 阻
22 日) 2 .2- 石 ・ 長 ・ 雲 角 ・ 赤 明買褐
1 8.0 3.2- 石 白 星 角 赤 埠置橿

(1 4.8) 2.9- 石 . lli 霊 角 赤褐
1 7.8) 2 .0- 石 長 。 璽 ・ 角 ・ 赤 慣
1 2.6 3 .2- 石 長 震 角 ー 赤 担 ー 悶赤褐

4.6- 星 雲 角 ifft 恒
1 .9- 長 冨 ， 角 帽 ・ 鳳褐
3.7- 1 1 .8 長 窓 角 赤 担
3. 1 - 1 0.4 長 ー 蜜 角 悶買掲
3.2- ( 1 2.2) 石 長 ・ 霊 。 角 赤 檀
3.2- 1 2.2  石 長 ・ 雲 角 ー 赤 担

( 1 9.0) 2.9- 畏 . l1/ . 角 慣
25.2 2.2- 石 ー 畏 雲 角 ifft 摺
30.0 2 .5- 畏 ー 石 ・ 霊 。 赤 担
20.0) 2.4- 石 ー 長 壁 角 にI�iい帽

5.2- 7.0 石 長 雲 橿
1 1 .0 1 .4- 石 ・ 長 。 翠 角 悶ifft褐
1 6.6 4 . 1 - 1'1 ' 角 。 赤 蹟帽
22.0 7.4- 石 彊 角 赤 恒

22.4 5.3- 石 ー 畏 雲 ー 角 移 植
(20.62) 1 .0- 石 ー 長 雲 角 悶褐民
(28.0) 5.5- 石 ・ 長 窪 角 恒
24.0) 3 .7- 石 長 雲 ・ 角 檀
27.0) 2 .2- 石 ー 畏 l1/ . 角 帯 に15iい橿

3.6- 7.2 石 ・ 長 璽 角 赤 閉赤褐
2.9- 9.0 石 ー 長 。 翠 角 栂

(2 1 .0 1 .7 - l'l ' 盟 角 。 赤 に15iい橿
( 1 5 .0-20 .0) 1 .4- 石 ' 1< 霊 ー 角 赤 檀

(25.6 1 .5- 石 ' lJl 雲 ー 角 語買眉
29.2) 2.8- 石 ー 民 雲 ー 角 に，5iい檀
25.0) 3 .9 石 ・ 畏 霊 ー 角 赤 に，;、い橿

間盟 (外面) 調盟 (内面)

ナテ. 傾ナデ 横ナテ
ハケ目 (多方向) 、 植ナデ 績ナテ、 ナデ
楠ナデ 横ナデ
楠ナデ 楠ナデ
楠ナテ、 陪文 {縦) 構ナデ
楠ナデ、 ハケ目 {縦) ノ 、ケ 目 (楠)
ナデ、 欄ナデ ナテ
掴ナテ 横ナテ
楠ナテ 繍ナテ、 ナデ
楠ナテ 描ナテ
楠ナデ 沈輯 蝿ナァ
帽ナデ 植ナテ
蝿ナデ‘ 帽ナデ 横ナデ、 ハケ目櫨繍ナデ
ナデ ナデ、 指頭圧銅
碕文 (縦) 、 横ナテ 楠ナデ
楠ナデ、 刻み目突帯 摘ナデ
栂ナデ 構ナテ
鍋ナデ 構ナテ
描ナデ 摘ナデ
機ナデ、 ハケ目 (右上 ・ 躍) 後摘ナデ 描ナデ. ハケ目 {多方向} 後楠ナテ
楠ナデ 横ナデ
柵ナテ 繍ナテ
相ナデ 領ナテ
楠ナテ 横ナテ
術ナデ 摘ナデ
柵ナデ、 ハケ目 (縦} 後暗主 (躍} ミ ガキ (躍)
掴ナデ 横ナデ
ミ ガキ (多方向) 描ナデ
ハケ目 {縦) . 摘ナデ、 櫛描直韓文. 樋猫限状主 ハケ目 (右上)
掴揺理状主 ナデ
ハケ目 {右上) 、 楠ナデ 揖ナデ
ハケ目 (右上) 、 楠ナデ 穣ナデ、 ナデ
ナデ‘ 楠ナデ 横ナデ
ハケ目 (多方向) 、 へフナデ (右上) ハケ目 (右上) 後ナテ、 指頭圧倒
繍ナデ 繍ナデ
掴ナデ 横ナデ
栂ナテ 積ナテ
償ナデ 蝿ナデ
ハケ目 (縦) 、 横ナデ 横ナデ、 ナテ
ナデ ナデ
桐ナデ 繍ナデ
欄ナデ、 楠ナデ後暗主 (縦) 、 刻み目突帯 積ナデ、 ミ ガキ (慣) 、 ナデ
ハケ目 (左上) 後 ミ ガキ
陪宜 {鑑} 償ナデ
抽ナデ 横ナデ
繍ナデ 績ナテ、 ナデ
摘ナデ 横ナデ
帽ナデ 掴ナデ
ハケ固 (縦) 、 植ナテ、 ナデ 磨誠
ハケ目 (縦) 後ナデ、 楠ナデ 磨誠
楠ナデ 植ナデ
栂ナデ、 l'Jみ自突帯 横ナデ
繍ナデ 横ナデ
横ナデ 領ナデ
繍ナデ、 指頭圧痕 領ナデ、 ナデ

備考

砂付沼 、 黒田

頬似土器床面 3 . 2 ・ 1 回出土
煩似土器 p . 1 回出土

頚血土器3 . 2 . 1 回出土
類似土器3 . 1 回出土

踊斑
(在臼式土器) 類似土器2庖出土

類似土器2 . 1 庖出土

頬似土器2 . 1 居出土
ス ス村泊

赤色顔料、 頚似土器2 . 1 周出土

顛倒土器2 . 1 回出土
拓本貼付
妬本貼付

類似土器2 ・ 1 回出土

類倒土器2 . 1 回出土

ス ス付回

用斑

類似土器 P . 2 . 1 周出土
類似土器 P . 1 回出土
ス ス付菌、 類似土器 P . 1 悶出土

煩似土器 P . 1 庖出土
{在臼式土器}

頬似土器2 . 1 周出土

頬制土器2 . 1 庖出土

実測 図版
置 号 畠 号

1 958 
1 993 
1 944 
1 963 
1 949 
2051 
1 96 1  
1 945 
2074 
2083 
201 1 
2044 
2 1 55 
2 1 02 
2 1 09 
2090 
2084 
2071 
2070 
2087 
22 1 1 
2 1 04 
2 1 03 
20日9
2078 
2080 
2 1 07 
2081 
2 1 88 
2 1 89 
2094 
2095 
2 1 06 
2079 
2097 
2 1 1 7  
2096 
209 1 
2 1 1 0  
2092 
2 1 36 
2076 

2 1 1 1  
2 1 1 8  
2082 
2059 
2065 
2086 
2072 
2060 
2066 
2061 
2054 
2047 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 34
揮 図 暗 遺構 遺構 出土 レ イ ア ウ ト 器祖
歯 号 置 号 置 号 種 居位 厨位

掴ßI -352阻 1 1 1 1 1 73 5 1 1 2 2 聾
軍 ßI-352困 1 2 1 1 1 73 5 1 1 2 2 霊

軍 ßI -352園 1 3 1 1 1 73 5 1 1 2 2 量
軍 ßI -352困 1 4 1 1 1 73 5 1 1 2 2 量
軍 ßI -352園 1 5 1 1 1 73 5 1 1 1 E 量
軍 111 ・352園 1 6 1 1 1 73 5 1 1 2 2 富由
軍 ßI-352園 1 7 1 1 1 73 5 1 1 1 1 E 
軍 ßI -352図 1 8 1 1 1 73 5 1 1 1 聾
掴111 -352困 1 9 1 1 1 73 5 1  1 1  1 E 
車 ßI-352困 20 1 1 1 73 5 1 1 1 1 墨
車 111 -352園 21 1 1 1 73 5 1  1 1  1 E 
軍 ßI -352園 22 1 1 1 73 5 1  1 - 1 鉢
軍 ßI -352困 23 1 1 1 73 5 1 1 1  1 盟 {穿孔}

回目皐旦 24 1 1 1 73 5 1 1 1  1 聾 {曹孔)

軍 ßI -352図 25 1 1 1 73 5 1  1 - 堕
車 ßI -352図 26 1 1 1 73 5 1  1 - 1 霊

軍 ßI -352固 27 1 1 1 73 5 1 1 1  1 量
軍 ßI -352図 28 1 1 1 73 s ト レ 1 盈
軍 ßI -352園 29 1 1 1 73 s ト レ 1 豊
車 ßI -352図 30 1 1 1 73 5 1 1 1  1 高坪
第 ßI -352園 3 1 1 1 1 73 5 1  1 - 1 器由
車 111 -354図 1 1 1 202 5 1 1 1  2 E 
軍 ßI -354図 2 1 1 202 5 1 1 1  2 陣

車 111 -355図 1 1 1 205 s 床面 床面 聾
車 111 -356図 1 1 1 1 78 5 1  1 P p E 
車 ßI -356園 2 1 1 1 78 S 1 1 2  2 聾
鏑 ßI -356図 3 1 1 1 78 S 1 1 2  2 壷
車 ßI -356固 4 1 1 1 78 5 1 1 - 亜
草 川 -35611 5 1 1 1 78 5 1 1 - 1 E 
車 111 -356圃 6 1 1 1 78 5 1  1 - 聾
軍 ßI -356固 7 1 1 1 78 S 1 1 1  亜
車 ßI -356固 8 1 1 1 78 5 1 1 - 1 亜
車 ßI 司356固 9 1 1 1 78 5 1 1 1 量
草 川 -36 1 固 1 1 1 1 05 5 1 1  P P 霊 {穿孔)
車 ßI -36 1 固 2 1 1 1 05 5 1 1  P P 霊
揖 ßI -361 固 3 1 1 1 05 s 床面 床面
車 ßI -36 1 固 4 1 1 1 05 s 床面 床面
車 ßI -36 1 固 5 1 1 1 05 s 3 . 2上 3 
車 剛 -36 1 固 6 1 1 1 05 5 1 1 - 2下
車 ßI -361 固 7 1 1 1 05 s 2下 2下
草 川 -361 固 8 1 1 1 05 s 2上 2上
車 ßI -36 1 固 9 1 1 1 05 s 1 下 2上
車 ßI -36 1 固 1 0 1 1 1 05 s 1 下 2上
軍 ßI -361 固 1 1 1 1 1 05 s 1 τ  2よ
車 111-36 1 固 1 2 1 1 1 05 1 5  ト レ 1 上
軍 ßI -36 1 固 1 3 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 11 1 -36 1 固 1 4 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 11 1 -36 1 固 1 5 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 111 -36 1 固 1 6 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 111 -36 1 囲 1 7 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 11 1-36 1 固 1 8 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 ßI -36 1 園 1 9 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上
軍 111 -36 1 園 20 1 1 1 05 5 1  ト レ 1 上 樟
車 111-36 1 園 2 1 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 霊

部世 口径 極高 底笹
{四} (CnJ {田}

底観 2.8- 6.4 
白銀 26.2 3.6-
回線 20.0-30.0 4.6-
口線 1 6.2 3 .6-
底留 2.9- 7.2 
脚鶴 6.2- 1 5.2 
ロ録~頭部 (32.2 3.5-
ロ録 的67.2 4.6-
日銀 ( 1 2 .5  2 .3-
日銀 1 5.0) 1 .7-
目録 (1 6.2 2 .3-
口組~周部 1 4 . 2  自.5-
ロ録 23.6 1 .9-
口錫 ( 1 9.8) 3.6-

口 錫 20 .0  2 .0-
口 組 1 8.6 2.8-
ロ錫 1 7 .0 3 .5-
目録 (20.0 2.3-
底部 3 . 1 - 9.6 
脚部 7.9- 20 .6 
口鶴 ( 1 5.6) 3.5-
ロ縁 ( 1 9 .0 2 .5-
口緯 (29.8) 2 .7-
口 縁 (24.4) 2.5-
ロ縁~頭部 24.0 5 . 1 -
目録 (30.0) 1 .8-
口緑~頭郡 1 9 .8 5.0-
回線 (40.0) 2.5-
口縁 22.8 3 .5-
日銀 2 1 .0 1 .9-
目録 (20.0) 2.6-
底部 3 .6- 7.2 
ロ緑 2 1 .8  4.6 
口組 (25.0) 2 . 1 -
日銀 20.0-30.0 2.9-
ロ録 30.2) 2 . 1 -
日銀 23.6 3.8-
底部 4.7- 6.0 
日銀 (23.8) 1 .8-
底部 3.0- 1 0 .4 
口鶴 .11lJi 3.0-
口鶴 25.0 4.3-
底部 6.7- 7. 1  
口鶴 (24.6 2 .4-
口鶴 1 5 .0-20.0 2 .7-
口鶴 20.0 2.0-
口躍 20.0 2.0-
口緑 30.0 2.5-
口鶴 26.4 3.4-
口組 28.0 2.9-
底鼠 3.0- 6 .2 
底郡 6.2-
口組 20.0-25.0) 1 .4-
日銀 (2 1 .6) 1 .7-

胎土 色悶 間堕 (91面} 調盟 (内面} 備考 実溜 図版

置号 番号

石 ・ 長 !!i ' 角 ・ 車 極 繍ナデ 2062 
石 ー 長 虫 湧質櫨 繍ナデ 繍ナデ 2004 
石 ・ 盤 ・ 角 ・ 串 櫨 繍ナテ、 慣ナデ揖暗主 {雌} 栂ナテ、 ミ ガキ {横} 2064 
石 ・ 畏 ' !!i ・ 角 ・ 赤 にぷい掴 繍ナデ 機ナデ 2056 
石 ・ 畏 ・ 盤 ・ 角 ・ 赤 岡部褐 ナデ ナデ 思班、 類似土盤2 . 1 回出土 2033 
長 ・ 翠 ・ 角 ・ 器 に1)\い貫担 ハケ目 {右上} 笹ナデ ・ 繍ナデ ナテ. ハケ目 {鑑 ・ 栂] 撞ナデ. 栂ナデ 2008 
石 ・ 長 蜜 ・ 角 海員 繍ナテ、 突稽 綱ナデ 鳳斑 2039 
石 ー 長 冨 ー 角 ・ 車 に1)\い黄櫨 樹ナテ 慣ナデ 2027 
石 ・ 畠 ・ 盤 ・ 角 . ;;f， に，5\い極 相ナテ 横ナデ 2088 
石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 極 概ナデ 繍ナデ 1 994 
石 ・ 畠 ・ 震 ・ 角 に，5\い檀 栂ナデ 繍ナデ 20 1 4  
石 ・ 長 ・ 冨 ・ 角 ・ 揮 櫨 栂ナデ、 ハケ目 {縦] 睡ナデ、 ナデ 慣ナデ、 頓ナデ鹿 鳳斑 1 996 
石 ・ 長 . 111 ・ 角 ・ 赤 栂 栂ナデ ミ ガキ鏑 2029 
長 ・ 角 赤 指 樹ナデ、 ミ ガキ {多方向 ・ 繍} 繍ナテ 2025 

工具による繍ナテ
石 ー 長 . !!i ' 角 ・ 串 鳳褐 ・ 黄掴 栂ナデ、 栂ナデ後国主 {雌} 横ナデ、 ミ ガキ {繍} 累積 2034 
石 ・ 畠 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 櫨 繍ナデ‘ 暗主 {縦) 繍ナデ 20 1 5  
石 ー 長 i'l ' 角 ・ 串 極 庖誠 庖滋 2075 
石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 にぷい担 繍ナテ、 条刻み自主 (鏑邸} 繍ナデ 2058 
石 ・ 畠 . m ・ 角 ・ 赤 Lぷい貫掴 庖漉 ナデ 2038 
石 ー 長 E 角 ー 器 瞳 指頭圧痕、 工具による圧痕、 償ナデ 掴ナデ 2028 
石 ・ 角 ・ 串 極 繍ナデ 栂ナデ 2037 
石 ・ 畳 ・ 密 ・ 角 ・ 車 にぷい質極 ・ 橿 償ナデ 繍ナデ 類似土器2回出土 2 1 42 
長 ・ 角 に，5，い寅檀 繍ナデ 繍ナデ 頬似土器2m出土 2 1 3自
石 ・ 轟 ・ 冨 ・ 角 ・ 赤 海貫橿 掴ナデ 鍋ナデ 1 836 
石 ・ 長 ・ 窓 ・ 角 ・ 赤 渇貫極 繍ナデ、 涜線 鍋ナデ、 ナデ ス ス 付踊‘ 麹剖土器 P . 2回出土 2 1 6 1  
石 . Il/ ・ 角 民自 樹ナデ 横ナデ 2 1 63 
石 ・ 角 ・ 車 議買 ミ ガキ (樹) 、 繊ナテ 欄ナデ、 ナデ 2 1 92 
石 ・ 畏 E ・ 角 栂 欄ナテ 植ナテ 2 1 64 
石 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 議貰橿 栂ナデ 繍ナデ、 ナ デ ^ ^付踊 2 1 65 
石 ・ 長 . m ・ 角 鴻蹟椙 ミ ガキ {損) 、 慣ナデ、 工島による繍ナデ ナテ 黒斑 2 1 62 
石 ・ 畢 ' !!i 角 ・ 串 にぷい貰掴 横ナテ 鍋ナデ‘ ナデ 2 1 69 
石 ・ 畏 ・ 雲 ・ 角 ー 車 にぷい橿 ナデ、 指頭庄痕 ナデ 2 1 66 
石 ・ 皇 ' 111 角 ・ 赤 抱 ナデ、 ハケ目 {綴} 憧ナテ‘ 舗ナデ ナデ 2 1 72 
長 ・ 角 樟 事掲 ミ ガキ圏、 機ナデ 繍ナデ 2036 
石 ・ 雷 角 串 に，5iい買纏 栂ナテ、 ミ ガキ {餓} ミ ガキ {雌} 鳳斑 2063 
石 ・ 轟 ' 111 角 栂 ナデ ナデ 2041 
石 ・ 畏 ' !!i 角 議賀檀 桶ナデ 領ナテ 2042 
石 ・ 長 . m 角 担 鳳禍 ハケ固 {縦} 、 ナテ ナデ 2032 
石 ・ 畏 ' !!i 角 議賀橿 ・ 悶崎褐 横ナデ 機ナデ 類似土騒2下 ・ 上 1 回出土 2050 
石 ・ 畏 ' !!i 角 ・ 罪 担 隈梱 ナデ ナデ 2040 
長 ・ 密 ・ 角 串 に，;‘い買掴 横ナデ、 ハケ自 {綴} 笹暗主 [繊) 椴ナデ、 ナ デ 2049 
長 ・ 石 雲 串 担 繍ナデ、 ハケ自 {蝦} 讃 栂ナデ、 ナデ ス ス付値 20 1 8  
石 ・ 皇 宮 角 恒 明器禍 ハケ自 (縦} 撞ナテ‘ 領ナテ ナデ 2030 
石 ・ 畢 密 角 檀 楠ナデ、 暗主 (縦} 繍ナデ、 ミ ガキ {椀} 2002 
石 ・ 畏 . m 角 ・ 赤 に，)iい掴 樹ナデ、 刻品目突帝 稲ナデ、 ナ デ [在日式土器} 2046 
石 ・ 轟 . m 角 に')\い櫨 ミ ガキ領、 刻み目突得、 沈繍 償ナデ {在日式土器) 2 1 26 
石 ・ 晶 E 角 ・ 赤 福原 ;;f，梱 栂ナデ. ハケ目 {鑑) 摘ナデ 2024 
石 ・ 畏 蜜 ・ 角 ・ 赤 に')'い買椙 椴ナデ 櫛ナデ 20 1 0  
石 ・ 轟 ・ 塁 角 担 縮ナデ 櫛ナテ、 極ナテ 200 1 
石 ・ 畏 蜜 角 ・ 赤 信 観ナデ 禍ナデ、 ナ デ 2023 
石 ・ 畏 . m 趨 ハケ目 (緩} 、 揃ナデ、 ナテ 庖滅 20 1 7  
石 ・ 長 ' 1'1 角 に，5;い担 ハケ目 {健} 、 繍ナデ ナデ ス ス付図 4820 
石 ・ 長 ' !!i 角 赤 灰買掲 摘ナデ 椴ナデ 2022 
石 ・ 長 冨 極 横ナテ 備ナテ ス ス付魁 20 1 9  
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 35
挿図 筏 週摘 選掴 出土 レ イ ア ウ ト 器掴 部位 口桂 器高 底撞 胎土 色調 調監 (舛面) 問畳 (向面) 備考 実湖 図版
番号 番号 番号 種類 四位 圏位 (四) (四) (田) 番号 置号

草 川 -361 国 22 1 1 1 05 5 1  1 上 盛 目録 ( 1 5.0) 1 .6- 石 長 霊 角 ・ 赤 信 慣ナテ 桶ナデ 20 1 6  
第 川 -361 国 23 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 毘 口線 (40.0) 1 .2- 石 ・ 長 雲 ・ 角 赤 間赤掲 椀ナデ 庖滋 203 1 
軍 111-36 1固 24 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 盛 口緯 ( 1 5 .8) 1 .0- 石 長 宜 角 に.;‘い鐙 繍ナテ ミ ガキ (繍) 2026 
第 111-36 1固 25 1 1 1 05 5 1  1 上 堕 口揚 1 6.2) 3 .4- 石 ・ 長 冨 角 赤 Lぷい橿 ミ ガキ {多方向) 、 描ナデ 楠ナテ‘ ミ ガキ (繍) 2068 
軍 111 -361 固 26 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 彊 底部 2.8- 5.2 長 ・ 石 . j!/ 赤 閉貰褐 ナデ 指ナデ 2 1 3 1  
盟 111-36 1 固 27 1 1 1 05 5 1  1 上 1 上 器由 脚部 3.6- 1 6.0 石 長 ' 1'1 角 橿 繍ナデ ミ ガキ痕 (機) 黒斑 2 1 30 
車 11 1-36 1 固 28 1 1 1 05 5 1  混乱 担乱 盟 口線~周gß 24.0 8.4- 石 長 ・ 盟 角 串 纏 楠ナデ、 ハケ目 (縦) ナデ、 ハケ自 (右上) 482 1 
第 111 -365固 1 1 1 1 90 5 1  硬化面向 犀面 盟 ロ緯 (38.4) 2 .4- 石 。 長 ・ 角 間帯褐 術ナテ 繍ナデ 2 1 80 
車 111-365国 2 1 1 1 90 5 1  硬北面同 床面 盟 口鶴 26.2 5 .0- 石 ・ 長 冨 嵩黄櫨 禍ナデ 繍ナデ 2 1 79 
第 11 1 ・365固 3 1 1 1 90 5 1  1 3  3 盟 口縁 (25.2 1 .8- 石 長 E 角 櫨 楠ナテ 俄ナデ 2 1 7 1  
軍 111 -365国 4 1 1 1 90 5 1  1 2  2 盟 口縁 (2 1 .4) 2 .4- 石 ・ 長 壁 角 。 赤 撞 機ナテ 帽ナテ 2 1 75 
車 111 -365固 5 1 1 1 90 5 1  1 2  2 聾 口融 (23.2) 2.5- 石 ・ 長 E 角 赤 揖 楠ナデ 償ナデ 2 1 74 
草 川 -365囲 6 1 1 1 90 5 1 1 2  2 亜 底部 4.7- 7 石 長 雲 角 檀 ハケ目 (縦) 、 繊ナデ 磨滅 頭出土器2 ・ 1 周出土 2 1 76 
第 111 -365図 7 1 1 1 90 s 2 .  (床面下 3:1 2 堕 口縁 1 6.6 4.5- 石 長 蜜 角 ・ 赤 反褐 ・ 医黄褐 禍ナテ. ハケ目 (雌) 摘ナデ、 ミ ガキ (揖) 2 1 87 
草 川 -365国 8 1 1 1 90 5 1 1 2  2 盟 ロ韓 ( 1 8.0) 2.2- 石 ・ 長 。 霊 角 ー 赤 樫 掴ナデ. ナデ 繍ナテ‘ ナテ 2236 
草 川 365囲 9 1 1 1 90 5 1 1 2  2 霊 底部 2.7- 4.2 石 長 雲 角 赤 黒 原褐 ミ ヌゴキ (縦) 鏡、 ナァ 指ナテ 2 1 67 
車 川 -3651lil 1 0 1 1 1 90 5 1  1 2  2 盟 底部 3.2- 6 .7  石 ・ 長 密 角 ー 赤 樫 ハケ目 (縦) 後ナデ、 横ナデ、 指ナデ 指ナデ、 指頭圧痕 黒斑 2 1 68 
第 111-37 1 囲 1 1 1 1 85 s 床面下 床面 思 口縁 26.0 1 .7- 石 長 ・ 霊 角 檀 ナテ ナテ 2 1 2 1  
草 川 ー37 1 囲 2 1 1 1 85 s 原直下 床面 護 底部 1 .9- 5.2 石 ・ 長 宜 角 ・ 赤 信 欄ナテ ナデ 2 1 29 
第 11 1-37 1 国 3 1 1 1 85 s 2下 2下 聾 口鶴 (20.4) 2 .7- 石 長 ー 霊 角 ・ 赤 瞳 椴ナデ 掴ナデ、 ナデ 2 1 37 
車 川 37 1 囲 4 1 1 1 85 5 1 下 2下 E 口韓 (2 1 .4) 2 . 1 - 石 長 ・ 虫 角 活買宿 繍ナデ 掴ナデ 類似土器3 . 2周出土 2 1 0 1  
第川 ・371 図 5 1 1 1 85 s 2下 2下 聾 底部 4.9- 5.4 石 長 E 角 黒褐 ハケ自 (蹴) 桂ナデ、 績ナア ナデ 2 1 1 3  
車 川 371 固 6 1 1 1 85 s 2下 2下 酔 口韓 ( 1 7.2) 1 .6- 百 長 ・ 彊 角 赤 慣 概ナテ 繍ナデ 2 1 78 
第 川 -371 固 7 1 1 1 85 5 1 下 1 下 盟 口輯 22.0 2.0- 石 長 霊 角 黄櫨 償ナデ 繊ナデ ス ス付組 2 1 1 4  
第 川 -371 固 8 1 1 1 85 s 1 下 1 下 E 口組 ( 1 8.0) 1 .4- 石 長 盟 。 角 担 領ナデ 徽ナデ 2098 
車 川 37 1 固 9 1 1 1 85 5 1 下 1 下 安 口輯 24.6) 2 .7- 石 長 角 赤 問赤褐 術ナテ、 ミ ガキ (楠) 痕 繍ナデ 2 1 1 5  
第 川 -371 固 1 0 1 1 1 85 5 1 下 1 下 盛 口組 ( 1 9 日) 1 .7- 石 皇 軍 角 赤 櫨 繊ナデ ハケ目 {蹴) 2 1 1 6  
第 川 -37 1 図 1 1 1 1 1 85 5 1 下 [庫面 1 下 高ま不 坪部 2 1 .2 8 .8- 石 長 盟 角 浅買宿 繍ナデ、 ナデ、 ハケ目 (縦) 、 ミ ガキ (躍) 繍ナデ、 ナデ 円盤克明、 2個体の吉成図 2 1 70 PL-29 

P 屋外炉)
車 川 -371 固 1 2 1 1 1 85 5 1  1 上 E 口縁 ( 1 8.6) 2 .0- 石 ・ 角 赤 信 繍ナデ 綱ナテ 2 1 05 
車 111 -37 1 田 1 3 1 1 1 日5 5 1  1 上 1 上 盟 口組 (25.0) 2.8- 石 長 j!/ . 角 赤 に占也、控 楠ナデ 繍ナデ ス ス付泊 2099 
車 111 -37 1 囲 1 4 1 1 1 自5 5 1  1 上 1 土 盟 底部 3.3- 8.2 石 ・ 長 j!/ . 角 鐙 ナデ、 ハケ目 {右上) 後ナデ 鹿混 2 1 08 
第 111 ・376国 1 1 1 095 5 1  第 次硬化面下 床面 盟 口揖~園部 2 1 .3 5.9- 石 ・ 長 j!/ . 角 赤 貫桓 繍ナデ、 沈館、 ハケ目 {縦) 梱ナデ、 ナデ‘ ハケ目 {臨} (第 面) 2 1 53 
車 111 -376回 2 1 1 095 s 車 ì�唖化面 床面 聖 目録 (22 .81 1 . 5- 長 石 哩 車 笹 柵ナデ 綴ナテ (第 面) 、 ^ ^ 付麗 類似土器庫面 2232 
第 111 -376国 3 1 1 095 s 第 次硬化面 床面 毘 口縁 (22.4) 1 .6- 石 長 冨 ー 角 赤 に1)\い橿 梱ナデ 綴ナデ {露 函) ス ス付回 2 1 46 
車 111 -376国 4 1 1 095 5 直化面下 床面 白付鉢 脚部 1 .6- 8.5  石 長 1'1 ' 角 赤 檀 繍ナデ 概ナデ (第 面) 2 1 73 
車 111 -376囲 5 1 1 095 5 第 次硬化面 床面 盟 口縁 24.6 4.0- 畏 雲 角 . iffi 信 繍ナテ‘ 条刻み目文 {蝿部) 繍ナデ (第 函) 類似土器床面 ・ 1 回出土 2230 
車 111 -376国 6 1 1 095 5 軍 次硬化函 床面 盛 底部 2.9- 6.0 石 長 j!/ . 角 赤 主主黄櫨 繍ナデ ナデ (軍 面) 2 1 48 
第 111 -376固 7 1 1 095 s 第 次硬化面 障面 盛 底部 5.3- 8 .7  民 ・ 石 E 赤 箇赤褐 喧 ミ ガキ {縦) 、 ナテ ナデ (第 面) 、 へラ ミ ガキ3本 単位 2269 
軍 111 -376園 自 1 095 5 第 次硬化面 床面 E 口縁~胸部 20.9 1 2 .8- 石 長 E 角 iffi 鐙 ミ ガキ {摘) 、 繍ナデ、 車uみ自突務 織ナデ、 ナデ (第 面) 223 1 
第 111 ・376固 9 1 1 095 s 第 次便化面 障面 鹿 口緯 (24.8) 3 .3- 石 長 E 角 悶赤褐 楠ナデ 欄ナデ、 ナデ (第 面) 2 1 54 
軍 111 -376圏 1 0 1 1 095 s 床面 床面 盛 闘部 1 4.6- 長 霊 角 。 赤 灰貫褐 貫掲 刻み目突格. ミ ガキ (横) ナテ、 指悶臣痕、 ハヶ目 (縦) 後ナデ (第 面1 (盟大関橿28.6田) 23 1 9  
車 111 -376固 1 1 1 1 095 5 1  1 2  2 毘 口縁 (25.4) 1 .9- 石 ・ 長 冨 角 Lぷい橿 構ナデ 慣ナデ (第 面) 2233 
軍 111 -376固 1 2 1 1 095 5 1  1 2  2 里 口縁 26.0 2. 1 - 石 ・ 長 !il ' 角 赤 鐙 ハケ目 (観) 後機ナデ 楠ナデ (軍 面) 2 1 56 
軍 111 ・376国 1 3 1 1 095 5 1  1 2  2 蜜 口揖 20.4) 3 .8- 石 長 j!/ . 角 あ 浅貫績 館主 (縦) 、 楠ナデ 摘ナデ (車 面) 22 1 9  
軍 111 ・376囲 1 4 1 1 095 s 里 口縁 (約70.01 3.4- 石 ・ 長 E t::，S;L噛 棚ナデ、 条刻み目文 (端部) 禍ナデ (第一箇) 2 1 45 
軍 111 -382国 1 1 1 1 67 5 1 1 1 盟 日韓 (24.0) 3.0- 石 ・ 長 j!/ . 角 赤 橿 掴ナデ、 ナデ 柵ナデ、 ナデ 類似土器 1 園出土 2 1 44 
軍 111-3自2固 2 1 1 1 67 5 1  1 1  盟 底部 1 .3- 1 1 .0 石 ・ 長 ・ 彊 角 に，S;い檀 ナデ 庖混 2 1 47 
軍 111 -383固 1 1 1 1 63 s 床面 床面 E 口縁 (32.0) 2 . 1 - 石 ー 長 ・ 冨 角 にぷい桓 ー 悶赤褐 欄ナデ 術ナデ 1 989 
軍 111 -383囲 2 1 1 1 63 s 床面 揮面 聾 底部 4.9- 5.4 石 ー 長 霊 角 橿 ・ 串褐 ハケ目 (縦} 櫨横ナデ、 横ナデ、 ナデ ナデ 1 970 
車 111 -387固 1 1 1 1 69 5 1  1 2  2 由付鉢 底部 3. 1 - 7.0 石 ー 長 霊 橿 ナデ、 楠ナデ 庖混 2 1 86 
軍 111 -387図 2 1 1 1 69 5 1  1 1  E 底部 2 .9- 6.0 石 ー 長 宜 ・ 角 櫨 ハケ目 (蹴} 、 楠ナデ 閣誕 2 1 8 1  
車 111-389国 1 1 1 1 口 D s 床面 康面 聾 日韓 23.0 1 .8- 石 ・ 長 冨 撞 掴ナデ 掴ナデ スス付回 2 1 27 
草 川 389図 2 1 1 1 00 s 床面 床面 毘 底部 2.7- 6.6 石 長 宜 角 t::，)\い宿 ハケ目 (繊) 、 概ナデ 庖耳 2290 
第 111 -389囲 3 1 1 1 00 s 府部 周部 高坪 脚部 9.0- 畏 ・ 石 霊 赤 間赤褐 ナテ しぼり盟、 指頭臣痕 2 1 32 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 36
挿図 綬 週禍 週梱 出土 レ イ ア ウ ト 器植 部 世 口 控 器商 底檀 胎土 色悶 銅盤 (外面) 調監 (向面) 冊考 実測 図版
歯号 商号 歯号 掴矧 周也 庖位 (00) (田) (00) 畠号 畠号

車 川 -389図 4 1 1 1 00 s 1 下 3 盟 口総 (24 日) 2 .2- 石 jj! . m 檀 機ナテ 繍ナテ 頬叫土器3回出土 2 1 23 
車 111-389図 5 1 1 1 00 5 1  1 3  3 量 口鶴 2.5- 1 0.4 石 . jj! 宮 角 赤 檀 ナデ、 ミ ガキ鋼 ナデ 開田 2 1 2自
車 川 389図 6 1 1 1 00 5 1  1 2  2 盛 口組 1 8.2  2 .0- 石 . jj! . m 角 iff， 暗 。 灰禍 繍ナデ‘ 随文 (雌) 横ナテ ス ス付随 2 1 25 
第 川 389固 7 1 1 1 00 s 1 下 ・ 1 上 1 下 亜 底田 9 .9- 6 .3  石 ・ 畏 宮 角 権 ・ 褐灰 J 、ケ目 (鑑) 、 掴ナデ ナデ 2 1 22 
車 川 -389国 8 1 1 1 00 s 1 下 1 下 聾 底部 3 .3- 6.8 石 畏 ・ 宮 ・ 角 ・ 赤 Lぷい積 ハケ目 {鑑) 、 楠ナテ 底混 22 1 7  
草 川 一389図 9 1 1 1 00 s 1 下 1 下 霊 口鱒 (24.6) 2.8- 石 畠 ・ 宜 角 ・ 赤 恒 繊ナデ、 ミ ガキ (鍋 多方向} 揖ナデ、 ハケ自 (縦) 2 1 24 
草 川 389図 1 0 1 1 1 00 s 1 上 1 上 亜 口組 (28.4) 2.8- 石 呂 冨 角 担 積ナデ 掴ナプ、 ナテ ス ス付碕 2 1 43 
草 川 389図 1 1 1 1 1 00 s 1 上 1 上 亜 口組 26.0 5. 1 - 石 岳 宮 角 ー 母、 橿 機ナデ、 ナデ 描ナデ、 ナァ ス ス仲居 2 1 34 
草 川 389固 1 2 1 1 1 00 s 1 上 1 上 亜 口組 ( 1 8 .2) 1 .5- 石 民 ・ 冨 角 に" 、い買檀 ナデ ナデ 2 1 52 
第 川 ・389国 1 3 1 1 1 00 5 ・ 1 上 亜 底邸 4.8- 6.6 石 担 。 盟 角 裡 ハケ目 (縦) 後ナデ. 倒ナデ、 ナデ ナデ 2 1 1 9  
車 川 一389図 1 4 1 1 1 00 s 1 よ 1 上 亜 底部 3.0- 7 日 石 . jj! . m 角 檀 ハケ目 (縦) 、 禍ナデ 庖滅 2 1 77 
里山 389図 1 5 1 1 1 00 s 1 上 1 上 畳 ロ飽 23.0) 2 .0- 石 jj! . m 角 曜 繍ナテ 積ナテ 2 1 50 
第 川 389固 1 6 1 1 1 00 s 1 上 1 上 盛 口盟 2 1 .0) 2 . 1 - 石 fI . 角 赤 橿 領ナテ 横ナデ 2 1 1 2  
第 山 一389図 1 7 1 1 1 00 s 1 よ 1 上 霊量 白線 ( 1 6.2) 3.0- 石 Ð; . m 角 あ に，Siい檀 繍ナア、 暗文 (縦} 償ナテ、 ナテ 2 1 60 
第 川 一389図 1 8 1 1 1 00 s 1 上 1 上 量量 頭部 3 .3- 長 石 冨 赤 帽 。 間灰 繍ナア、 剖み目突傷 ナデ、 ミ ガキ痕 2 1 33 
第 川 -390図 1 1 1 097 s 床面 N 。 盟 口 組 (27.4) 2.4- 石 jj! ' 11I 角 亦 悶赤掲 繍ナア 繍ナ7 1 740 
第 川 390因 2 1 1 097 s 床面 2 N o  盟 口問~屑部 23.4 6.0- 長 E 角 赤 に，Siい貰檀 摘ナテ、 詑輯 徴ナデ、 ナテ 1 755 
第 川 -390固 3 1 1 097 s 床面 p 盟 口 組 24.2 4.9- 石 Ð; ' I!I にぷい蹟檀 宿 備ナデ、 ナデ、 ;記聞 繍ナテ 頬叫土 器 P . 1 周出土 1 730 
第 111 ・390園 4 1 1 097 5 1  1 P p 亜 底部 3.4- 6.0 石 且 冨 角 権 ハケ目 {躍) 、 ナデ 庖揖 1 757 
努 111 -390囲 5 1 1 097 5 1  床面 床面 亜 日間 (28.0) 1 .9 石 高 宮 角 橿 繍ナテ 楠ナデ 1 742 
第 則 一39011!l 6 1 1 097 5 1  床面 床面 盟 口揖 (28.4) 2 .3- 石 民 宮 角 に，)iい橿 横ナテ 摘ナテ 1 737 
第 川 一390図 7 1 1 097 5 1  床面 床面 亜 口組 (26.0 1 .7- 石 E 角 逼買椙 綴ナデ 横ナデ 48 1 9  
第 山 390国 8 1 1 097 5 1  床面 床面 翌 (穿IL) 日目 1 6.0 2 .7- E 長 . I!I . 角 。 赤 恒 噛ナテ 被ナデ 1 73日
努山 一390図 9 1 1 097 5 1  床面 床面 霊 底田 3.4 5.0 石 E 角 赤 恒 ナデ ナデ 黒田 1 775 
第 川 一390図 1 0 1 1 097 5 1  床面 床面 器台 脚師 2.8- (2 1 .0) 長 官 角 信 工具による調盟、 繍ナテ 箇滋 1 752 
ll! 川 390国 1 1 1 1 097 5 1  1 3  3 亜 底部 4.4- 8.4 石 長 ー 冨 ・ 角 赤 赤 ハケ目 (術} 後ナデ ナデ ナデ 1 758 
第 川 一390図 1 2 1 1 097 5 1  1 3  3 量 口組 25 .6) 6.4- 石 宮 ー 角 赤 にぷい買短 描ナテ、 機ナデ後暗宜 (蹴) ナテ 1 754 
草 川 390国 1 3 1 1 097 5 1  1 2  2 亜 口 鶴 22.0) 1 . 7- 石 E 盟 角 赤 にぷい貿槽 術ナテ 機ナ7 題叫土器2 . 1 庖出土 1 745 
車 川 390固 1 4 1 1 097 5 1  1 2  2 畳 日韓 (2 1 .6) 2 . 1 - 石 Ð; . m . 角 灰 ミ ガキ {繍) 、 繍ナテ ミ ガキ (楠) 1 747 
第 川 397国 1 1  1 29 5 1  第一ìí:!床面 2 N o  量 胴田 1 0 .2- 石 !\I . m . 角 部 悶褐 倒描直時文 . lJij錨揖1!:文 (綱) ナァ、 指頭圧痕 串間 (醒大隅窪 1 6.4四) 1 780 

繍ナデ、 ミ ガキ痕
第 川 一397国 2 1  1 29 5 1 第 面 P . 2 第 面 P 亜 口 組 28.6 3.6- 石 民 ' I!I 角 ・ iff， 橿 繊ナデ、 突帯、 ミ ガキ (織) 禍ナテ、 ナデ 1 796 
第 川 一397図 3 1  1 29 5 1  1 111 第 萄 P 亜 口絹 25.6 4.8- 石 /;\ . 1'1 . 角 亦 恒 織ナテ、 沈輯 繍ナデ、 指ナデ 類似土器 P 床面 3庖出土 1 73 1  
罵 川 397国 41 1 29 5 1  1 11 第 函 P I lI! 口雄~胴部 26.0 6 .7- 石 Ð; ' I!I 角 に" 、い買暗 領ナデ、 :x輯 繍ナテ、 ナテ ス ス付酒 類叫土器 P . 3 . 2 . 1 園出土 1 7 1 0  
車 川 397図 51 1 29 5 1 第 ì;;床面 第 次床面 盟 口銭 36.8 2.3- 石 畏 宮 角 間赤褐 領ナァ 繍ナテ 類似土器床面 4 . 3 . 1 回出土 1 699 
車 111 -39711!l 61 1 29 5 1  第 ìj;床面 第 次床面 盟 口組 (23.0) 2.4- 石 Ð; . 宮 角 喧 領ナテ ナテ 1 7 1 1 
ll! 1II -39711!l 71 1 29 5 1  第 ì;;床面 第 ì�庫面 亜 底部 5.4- 5.6 石 長 ・ 冨 角 明野、褐 黒掲 ハケ自 [綴) - ナデ ナァ 1 732 
第 111 -39711!l 8 1  1 29 5 1  1 11 軍 次床面 亜 底部 4. 1 - 8.0 石 畏 ー 宮 角 赤 t;:，)、い貰褐 J 、ヶ目 (巌) 、 柵ナデ、 ナデ ナデ 傾倒土器床面 3 ・ 2 . 1 回出土 1 778 
第 川 -397園 9 1  1 29 5 1  床面 軍 次庫面 盛 口器 (22.0) 1 .8- 石 畏 ' 1'1 角 ・ 8手 悶赤褐 検ナデ、 ハケ巨 {縦) 後ナテ 横ナテ 1 726 
議 山 ー397国 1 0 1  1 29 5 1  1 1 11 第 次席面 量 底部 2. 1 - 8.8 石 畏 ・ 宮 角 ・ 8航 にぷい揖宿 ・ 橿 ハケ目 {縦) 後ナデ、 ナデ ナデ、 指頭圧痕 類似土器床面 3回出土 1 72 1  
第 川 ・397国 1 1 1  1 29 5 1  1 � w 亜 口組~顕部 24.0 3 .6- 石 畏 宮 角 億 輔ナテ、 空帯 ナデ、 横ナデ 1 760 
第 川 ・397図 1 2 1  1 29 5 1 1 111 w 亜 口組 (37.6) 2 . 1  石 畏 宮 角 ・ 串 栂 噛ナデ 憤ナデ 頭間土器4 . 3居出土 1 744 
車 111 -397図 1 3 1  1 29 5 1  1 111 w 亜 日銀 (41 .0) 3 .7- 石 民 世 角 ・ 赤 ドぷい貰恒 掴ナテ 摘ナデ、 ハケ目 (償) 後楠ナデ 1 250 
第 川 ・397図 1 4 1  1 29 5 1  1 � N 幹 口組 32.0) 4.6- 石 . ß\ 宮 ・ 角 褐阪 描ナテ、 ミ ガキ (繍) 後ナデ 楠ナテ、 ナデ 1 759 
第 川 ・397固 1 5 1  1 29 5 1 I IV N 亜 口蹴 2 1 .0 3 .6- 石 jj! ' 1!I 角 ・ iff， 櫨 償ナデ、 繍ナテ後暗主 (縦) 繍ナテ、 ミ ガキ (績) 類似土器4 . 3 . 1 回出土 1 756 
第 川 ー397園 1 6 1  1 29 5 1 I IV N 量 口組 ( 1 7.4 1 .4- 石 畏 宮 角 . iff， 間移褐 繍ナデ 摘ナデ 間i笹 1 749 
第附 ・397園 1 7 1  1 29 s 111 . IV N 長顕E 日銀 1 0.4 6.0- 石 ß\ ' !II 角 I 赤 櫨 積ナデ 繍ナデ、 ナテ 1 748 
第山 ・397国 1 8 1  1 29 5 1  1 � N 壷 底部 2 .5- 6.0 長 盟 。 角 赤 喧 ナデ ナァ 1 743 
草 川 397国 1 9 1  1 29 5 1 I IV N 高i不 日銀 (29.8) 0.6- 石 民 宮 角 檀 繍ナテ 繍ナデ 矧制土器4 . 3 . 2回出土 1 753 
車 川 一398図 1 1  1 29 1  S 11 . 1 1 1 1 11 亜 日韓~闘部 20.2 1 9.4- 石 ß\ ' I!I 角 。 芳、 橿 機ナデ、 ハケ目 (多方向) 後ナデ 繊ナテ、 ハケ目 (多方向) 後ナデ (!il大圏在23.800) 1 800 
第 川 398図 2 1  1 29 5 1  1 1 11 1 11 亜 底部 2.9- 7.2 石 E 盟 角 檀 ハケ目 (蹴) 、 繍ナテ 串 減 1 728 
第 川 -398図 3 1  1 29 S 1 1 111 111 亜 底部 4.6- 6.2 長 。 宮 角 赤 に，�iい買掴 ハケ目 {縦) 後ナデ、 繍ナア、 指ナデ 指ナデ 類似土器3 ・ 2回出土 1 722 
露 111 -398由 41 1 29 S 1 1 111 111 亜 底節 3.7- 1 0.2 長 冨 角 赤 喧 ハケ目 (鼠 左上 ・ 禍) 後ナプ 揃ナデ 庖混 顛倒土器3回出土 1 734 
第 川 39自国 5 1  1 29 1  S 111 盟 (穿孔) 口信 2 1 .4 3 .6- 石 長 官 角 赤 悶赤褐 機ナデ 横ナァ 頭叫土器3 . 1 庖出土 1 265 
第 川::j98!呈 6 1  1 29 s 111 - ト レ) � 量 日時 L 1 7 .2 1 .65- 長 官 角 赤 岡iff，褐 椙 櫛ナデ 田文後倒ナテ後暗主 (且) 繍ナデ 1 259 



]
匂
品

2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 37
掃固 後 遺構 理楠 出土 レイアウ ト 器種 部位 口芭 器日 底橿 飴土 色調 間盟 (外面} 悶盟 {内面) 備考 実澗 図版
番号 番号 番号 輔類 庖位 周位 (四) (011) (011) 番号 番号

草 川 39811ll 7 1  1 29 S I  1 11 . 11 . 1  111 盟 口組 層部 1 8.8 1 3 .9- 石 ・ 長 蟹 ・ 角 橿 摘ナデ . ハケ目 (綴 ー 多方向} 後ナテ 慣ナデ 、 ハケ 目 (右よ} 撞ナデ、 ナテ 毘斑 (国大周橿 1 9.9011) 1 274 
軍 111 -398田 81 1 29 S I  11 1 . 1 111 亜 口緯 園部 1 8.6  1 4.8- 石 長 ・ 虫 ー 角 赤 に，5;い置 繍ナテ、 ハケ目 (右上} 後暗主 (縦)

ナ
|
デ
椴ナデ、 ハケ目 (繍) 後描ナデ、 ナデ (量大周笹1 9.6田) 1 790 

桓ナデ {縦) 後ハケ目 {縦) 、 ミ ガキ (績) 後
軍 111-398囲 9 1  1 29 S 1 ' 11 1 1 1 1 霊 白銀 (28.2) 2. 1 - 石 ・ 長 ・ 君 。 角 にぷい貫檀 欄ナデ 慣ナデ 1 252 
車 川 -398固 1 0 1  1 29 S 1 1 11 1 111 盛 口揖 1 8 .2  2 .0- 石 長 白 角 ー 器 極 揖ナデ 欄ナデ 1 25 1  
車川 -398固 1 1 1  1 29 1  S 111 亜 口線 UM2 1 .7- 石 ・ 長 l'l . 角 赤 積 繍ナデ、 ナデ 、 条刻み目立 (端部) 国滅 類似土器3 ・ I Il'l出土 1 7 1 7  
車 川 398固 1 2 1  1 29 S 1 1 111 111 畳 口線 ( 1 7 .4) 1 . 7- 百 長 角 ・ 赤 (;:，5、い檀 ミ ガキ (楠) 後ナデ、 織ナデ 櫛ナテ 1 234 
第 川 -398固 1 3 1  1 29 S 1 1 111 111 畳 口組 (28.2) 2.9- 長 短 ・ 角 赤 期赤掲 繍ナデ、 ミ ガキ (楠) 繊ナデ、 ミ ガキ {繍) 1 228 
車 問-398国 1 4 1  1 29 S 1 1 111 111 無顕霊 口総 (6.4) 1 .85- 畏 ・ 雲 角 赤 に，S:iい葺橿 概ナデ 椴ナデ 赤色顔料 1 22 1  
車 問 398固 1 5 1  1 29 S 1 1 111 111 亜 闘部 5.3- 石 長 霊 角 赤 種 罷 樋摘園韻文 ・ 圏描迫状主 (償) 、 ナデ ナデ 1 750 
富 山 -398園 1 6 1  1 29 S 1 1 111 111 畳 底部 4.0- 8.0 石 長 窪 角 黄灰 ミ ガキ (縦) 、 ハケ目 (縦) 、 ナテ 柵ナデ 車色関料 1 776 
車 問-398図 1 7 1  1 29 s 111 . ( 1 )  111 畳 底部 4.7- 8.6 民 ・ 霊 角 蒜 樫 ナデ、 慣ナデ ナテ、 指蹟圧痕 黒面 1 768 
草 川-39自国 1 8 1  1 29 s 川 111 E 底部 4.2- 6.6 石 ー 長 霊 ー 角 赤 灰貰 ナデ ハケ目 {鰻) 後ナテ、 ナデ 属斑 1 702 
需 川 -398図 1 9 1  1 29 S 1 1 1 11 111 鶴自 口鶴 ( 1 5.4) 2.8- 石 ・ 長 角 . i/f; Lぷい檀 繍ナデ、 ハケ自 {縦) 笹ナデ 繍ナデ 1 235 
需 川 -399国 1 1  1 29 S 1 1 11 11 E 目録~関部 (34.0) 7 . 1 - 石 ー 長 !li . 角 赤 に，S;い曜 掴ナデ、 刻み目突事移 (蝿部 園田} 条痕 (楠) 後楠ナデ (夜臼式土器) 4020 

楠ナデ後工員による輯、 暗主 (縦)
車 川 399囲 2 1  1 29 S 1 1 11 11 亜 口緯 (24.0) 1 . 5- 石 ・ 長 虫 ー 角 赤 ナデ ナテ 1 707 
車 川 -399固 3 1  1 29 S 1 1 1 11 盟 ロ録 33.0 6.7- 石 ー 長 !li . 角 赤 程 備ナデ、 ハケ自 {践) 後綴ナデ 楠ナデ、 ナデ 類似土器2 . 1 庖出土 1 698 
車問 -399囲 41 1 29 S 1 1 11 H 盟 口組~頭部 (34.0) 3 .2- 石 ー 長 窪 ・ 角 にぷい黄極 掴ナテ、 突務 禍ナデ、 ナテ 1 674 
車 問 399固 5 1  1 29 S 1 1 11 " 亜 口揖 (25.6) 1 .5- 石 ・ 長 盟 ー 角 赤 極 領ナデ 繍ナデ 1 7 1 5  
第川 -399国 6 1  1 29 S 1 1 11 U 盟 目録 園部 24.2 28.3- 畏 雲 角 ・ 赤 極 掴ナデ. ハケ目 (多方向) ハケ目 [楠 多方向) 、 ハケ自後ナデ スス付泊 {鼠大胴彊28.9011) 1 8 1 8  
盟叩 -399固 7 1  1 29 S 1 1 11 11 E 口線~間部 20.2 9.7- 石 . 5; . \11 角 赤 桓 ハケ目 {古上 ・ 左上) 、 楠ナデ 欄ナデ、 ハケ目 {右上) ス ス付回 1 685 
第 111 -399固 81 1 29 5 11 . 1  11 亜 底部 9 日~ 1 3 . 1  畏 璽 角 ー 赤 (;:，5iい質鐙 ナデ、 ハケ目 (左上 ・ 輔) 後ナデ ナデ、 指頭圧領 砂付回 1 720 
第川 -399固 9 1  1 29 s 日 卜 包 捜乱 日 S本 口線~底部 1 7.8 7.0 7.4 畏 雲 角 ー 赤 極 楠ナデ、 ハケ目 (縦 ω 右上) 後ナデ、 ナデ 備ナデ. ナデ 開斑 (国大嗣 哩 1 4.8田) 1 704 
富 山 399固 1 0 1  1 29 S 1 1 11 11 亜 口組 1 1 .4 5.0- 石 長 盟 ・ 角 赤 樋 欄ナデ、 ハケ目 [多方向) 機ナデ. ナデ 1 708 
第 川 -399固 1 1 1  1 29 5 日 11 盛 目録 1 6 .0) 1 .7- 石 長 盟 ー 角 線 にぷい置極 機ナデ 帽ナデ 1 675 
自陣 川 -399固 1 2 1  1 29 S 1 1 11 11 密 口鶴 1 5.0) 4. 1 - 長 ・ 震 角 ー 赤 櫨 欄ナデ 楠ナデ、 ナデ 1 676 
車 川 -399図 1 3 1  1 29 1  S 11 畳 口組 (28.6) 3.4- 石 長 \11 . 角 桓 機ナデ、 ハケ目 (縦) ‘ ナデ後ハケ目 (儲) 楠ナデ 類似土器2 . 1 周出土 1 706 
車 川 399固 1 4 1  1 29 S 1 1 11 11 盛 回線 ( 1 9.4) 2.5- 畏 ー 璽 角 ・ 8示 鑓 備ナデ 楠ナデ 1 69 1  
第 川-399固 1 5 1  1 29 S 1 1 11 11 短 白銀 ( 1 3.8) 1 .9- 長 ー 璽 角 。 赤 鐙 機ナデ、 陪文 (緩) 掴ナデ {土師器) 1 705 
第 川-399固 1 6 1  1 29 1  S 11 盟 底郡 3.2- 1 0. 2  石 長 虫 ー 角 桓 ミ ガキ (掴) ‘ 横ナデ 栂ナデ 頚岨土器2 ・ 1 回出土 1 696 
車 川-399国 1 7 1  1 29 1  S 11 高t不 坪底部 脚留 4.3- 石 長 !;I . 角 赤 に，5;い貰桓 ハケ目 (多方向} 後ナデ ミ ガキ (縦) 、 ナデ 1 694 
草 川 399国 1 8 1  1 29 1  S 11 器由 脚部 5.3- 1 3.0 石 長 !!I . 角 赤 僅 ハケ目 (縦) 後ナデ、 摘ナデ 掴ナテ、 ナデ 1 733 
草 川 399固 1 9 1  1 29 S I 1 1 . 器由 底部 4.3- 1 4.0  石 ・ 長 E ・ 角 赤 信 ハケ目 [縦) 後ナデ、 楠ナデ 掴ナデ、 ナデ 1 7 1 6  
盟 川-400国 1 1  1 29 1 S 盟 目録 2 1 .4 4. 1 - 石 ・ 長 璽 ・ 角 置 梱ナデ、 ハケ目 (綴) 掴ナデ、 ナテ ス ス付回 1 709 
揖 川 -400固 21 1 29 s ト レ 盟 日銀 (25.0) 2.0- 石 ー 長 盟 ー 角 赤 信 楠ナデ 倒ナデ 1 7 1 2  
田 川 -400固 3 1  1 29 1  S E 目録 1 6.0  7 .0- 畏 ・ 霊 角 ー 赤 鐙 掴ナデ、 ハケ目 [多方向) 後ナデ 慣ナテ.ハケ目 {左上}桂ナデ ハケ目 {多方向) 1 7 1 8  
車問 -400回 41 1 29 1  S 聾 底部 2.5- 7.6 石 ・ 長 雲 角 赤 閉褐 ハケ目 (縦) 、 横ナデ 層深 1 7 1 9  
車 問 400固 51 1 29 1  S 堕 日銀~属部 1 1 .8 9.6- 石 長 壁 ー 角 赤 桓 横ナデ、 ハケ目 {縦) 後ナテ 掴ナデ. ナデ 1 703 
車 問 -400固 61 1 29 1  S 霊 口線 1 4.2 2.5- 石 長 \11 . 角 赤 t:，Siい褐 楠ナデ 楠ナデ 1 688 
軍側 -400固 71 1 29 1 S 寝 口組 1 8. 2) 2 .5- 長 ・ 霊 角 ー 赤 t:，Siい樫 楠ナデ、 ハケ目 (左上) 後蝿ナデ ・ ナテ 椙ナテ ハケ目 (櫛) 1 70 1  
車 問 400固 8 1  1 29 1 S  盟 口組 20.8 2.8- 石 ・ 長 窓 ・ 角 間帯褐 領ナデ、 楠ナデ桂陪主 (綴) 楠ナデ 1 695 
草 川 -400固 91 1 29 5 ト レ 無頭竪 口線 (20.0) 5.5- 畏 . !li . 角 昔、 Lぷい貰揖 楠ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 楠ナデ. ナデ 1 723 
車 川 -400固 1 0 1  1 29 1 S 霊 底郡 2.4- 1 1 .0 畏 ー 雲 角 ー 赤 鐙 ミ ガキ痕 楠ナデ 1 7 1 3  
車 問 -400固 1 1 1 1 29 1 S 高坪 口縁 2 1 .0 2 .5- 石 ・ 長 霊 角 。 赤 置 楠ナデ、 ハケ目 (左上) 後ナデ 繍ナデ 1 686 
車 川 -400固 1 2 1  1 29 1 S 昌吉 胸部 2.7- 1 1 .8 畏 . !li 角 にぷい債 ハケ目 (縦) 挫繍ナデ 楠ナテ 1 692 
車 問・404固 1 1 1 1 1 3 s 床面 ・ ー 床面 盟 ロ縁 23.8 3.0- 畏 ー 石 君 。 赤 間赤褐 楠ナデ 楠ナデ 4822 
軍 川-404国 2 1 1 1 1 3  S 1 1 - 盟 口緯 (22.4) 2 .5- 畏 ・ 霊 角 . i/f; 櫨 繍ナデ 欄ナデ 2207 
車 川-404固 3 1 1 1 1 3 S 1 1 - 盟 底部 2. 1 - 8.4 畏 ・ 翠 角 ー 赤 橿 ハケ目 (雌} 撞ナデ、 横ナテ 庖混 22 1 2  
車 川-404固 4 1 1 1 1 3  s ， .  (2)  亜 底部 5.8- 6.8 石 ・ 長 ・ 窓 ー 角 赤 に15\い黄櫨 周 ハケ目 (観) . 楠ナデ、 ナデ ナデ ス ス付誼 22 1 5  
草 川 -404固 5 1 1 1 1 3 S 1 1 1  翠 口緯 (26.8) 3.8- 長 蜜 角 ー 赤 閉貫褐 摘ナデ、 栂ナデ後暗主 (縦) 掴ナテ、 ミ ガキ (摘) 22 1 4  
車 問 -406固 1 1 1 088 S 1 1 2  2 盟 口鶴~園部 22.8 6.5- 石 ・ 長 盤 角 芳、 績 慣ナデ、 混館、 ナデ 栂ナテ、 ナデ 1 957 
車 問 40自国 1 1 1 1 24 s 床面 床面 E 口鶴 (20.0) 2 . 1 - 石 ー 長 冨 に.5\い黄櫨 摘ナデ 鍋ナデ 2 1 96 
軍側 -40自国 2 1 1 1 24 S 1 1 2  2 E 口緯 (2 1 .8) 1 .8- 石 ー 長 !!I . 角 ・ 赤 樫 摘ナデ 禍ナデ ス ス付組 2 1 97 

直.!!l:1盟旦 1 099 S 1 1 2  2 堕 口縁 (27.6) 3.8- 石 ー 長 霊 角 問責褐 楠ナデ、 刻み目立 (鴎部} 欄ナデ 2209 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 38
挿図 続 週網 温柵 出土 レ イ ア ウ ト 器幅 部位 口橿 器高 底桂 胎土 色間 調盟 (外面) 間霊 {円面) 冊考 実測 図版
醤号 番号 番号 幅類 胞{立 周位 (叩) (001 (叩) 番号 置号

車 川 4 1 0国 2 1 1 099 5 1  1 1  聾 口線 34.8 3.4 石 . jl; . 雲 ・ 角 掴 繍ナデ 領ナデ 2203 
軍 11 1-4 1 0図 3 1 1 099 5 1  1 1  亜 日銀 1 9 .8 1 .8- 石 長 ・ 震 角 埠買担 横ナデ 描ナデ 2 1 98 
軍 11 1 -410図 4 1 1 099 s 。 (混乱) 亜 口銭 2 1 . 2  3 . 1 - 長 蜜 角 原褐 悶褐 横ナテ‘ ハケ目 (桜} 償ナデ‘ ナデ 2225 
軍 11 1-4 1 0固 5 1 1 099 5 1  1 1  畳 口縁 24.4 3 .2- 石 畏 ・ 蟹 ・ 角 問責褐 横ナデ、 宿主 (緩) 描ナデ 2208 
軍 11 1 -4 1 1 因 1 1 1 1 0 1  5 1  1 - 亜 ロ 縁 28.8 2 . 1  長 ー 石 雲 赤 にぷい間信 横ナデ 構ナデ ス ス付酒 2 1 83 
軍 11 1 -4 1 1 固 2 1 1 1 0 1  5 1  1 1  聾 日銀 (20.0) 2 .4- 石 畏 ・ 蟹 。 角 ・ ;r. 檀 ・ 灰 揖ナデ 慣ナデ 2 1 82 
車 11 1 ・4 1 1 固 3 1 1 1 0 1  5 1  1 1  壷 日韓 ( 1 5.2) 1 .6- 石 ー 畏 宮 角 赤 に，�\い褐 ナデ ナデ 2 1 84 

第 11 1-416固 1 1 1 1 33 5 1  1 2  2 亜 口輯 (25.6) 2 .0- 石 ー 長 冨 角 糧 槙ナテ 繊ナデ 2243 
第 11 1-416図 2 1 1 1 33 5 1  1 2  2 壷 口韓 1 9.6 2 . 1 - 長 ー 霊 角 赤 指 横ナデ 繍ナデ 2254 
第 11 1-416国 3 1 1 1 33 5 1  1 1  盟 底部 3.2- 8.0 石 ・ 長 E 角 赤 に15;い買慣 ハケ目 (左上) 後ナデ、 禍ナテ 庖潟 2240 

第 11 1-41 5園 1 1 1 1 03 5 1  1 P p 盟 口縁 (28.8) 3 .7- 石 長 冨 角 赤 樋 表面剥離 表面剥殿 22 1 0  
第 11 1-41 5園 2 1 1 1 03 s 床面 床面 亜 ロ輯 26.8 2 .9- 石 畏 . I!I 角 赤 信 楢ナデ 続ナデ 2201 
第 11 1・41 5囲 3 1 1 1 03 5 1  1 1  2 盟 口揖 25.6) 2 .0- 石 甚 . 11/ . 角 担 横ナデ 機ナテ 期似土器2 . 1 庖出土 2 1 85 
第 11 1-41 5国 4 1 1 1 03 5 1  1 1  2本 完形 1 7.2  9 .2  6 .3  長 . \11 角 悶赤禍 ・ 揖 機ナデ、 ハケ目 (雌 ・ 多方向) 領ナデ、 ハケ目 (縦) 後横ナデ、 ナデ 部究担 (lll大関置 1 6 . 1 田) 1 8 1 4  PL-29 
第 11 1-4 15囲 5 1 1 1 03 5 1  1 1  台付鉢 脚部 4.2 1 0 .6 石 長 ・ 宮 I 角 閉赤褐 植ナデ ハケ目 (縦) 赤色顔料 2202 
第 111-41 5国 6 1 1 1 03 5 1  1 1  量 口揖 1 8.0 2 . 1 - 長 雲 角 ;r. 栂灰 にぷい檀 被ナデ 備ナデ 2 1 94 
第 川 戸4 15囲 7 1 1 1 03 5 1  1 1  壷 口組 ( 1 8.6 2.3- 長 冨 ・ 角 ι 亦 灰賀補 橋ナデ 繍ナデ 2200 
第 11 1-41 5園 8 1 1 1 03 5 1  1 1  無顕霊 ロ揖 ( 1 8.8) 4 .9- 長 宜 角 赤 用褐 陪置医 被ナデ、 ハケ目 (躍) 後ナデ 機ナテ ハケ目 {左上) 後ナデ 2 1 95 
第 111 ・415図 9 1 1 1 03 5 1  1 1  量 底部 2.7- 7.4 石 星 雲 角 ー 事 担 ミ ガキ (多方向) ナデ、 指頭庄痕 2 1 99 
第 111-42 1 図 1 1 1 1 2 1  s 床面 庫面 盟 口組 (20.4) 2 .0- 石 長 冨 橿 隠文 (縦} 、 積ナデ 綴ナデ 2272 
第 111 -42 1 図 2 1 1 1 2 1 5 1  1 2  2 亜 口揖 1 9 .8) 3 .5- 石 長 . I!I 揖 ミ ガキ {横) 、 繊ナデ 機ナデ 227 1 
第 111 -42 1 図 3 1 1 1 2 1  5 1  1 2  2 亜 日韓 (20.8) 1 .5- 石 長 宮 間赤褐 揖ナデ 検ナデ 2273 
第 111-42 1 図 4 1 1 1 2 1  5 1  1 1  盟 日韓 {訓定不能) 2 . 1  石 畏 ー 璽 角 Lぷい買檀 慣ナテ 機ナデ 2256 
第 111 ・42 1 図 5 1 1 1 2 1  5 1  1 1  亜 口揖 (23.4) 1 . 7 石 長 ・ 置 角 恒 描ナデ 備ナデ 223日
第 111 -42 1 図 6 1 1 1 2 1 5 1  1 1  亜 日韓 (25.0) 2 .7- 石 畳 ー 霊 角 商檀 繍ナテ 被ナデ 2258 
第 111 -42 1 図 7 1 1 1 2 1  S 1 1 1  亜 底部 4.8- 7.8 石 長 ー 哩 角 間赤摘 描ナテ、 ハケ目 (縦) 、 ナデ ナテ ス ス付誼 2257 
第 111-42 1 図 8 1 1 1 2 1  S 1 1 1  亜 口蝿 1 8.0 4.0 石 長 ー 宮 ・ 角 喧 描ナテ 機ナデ 2328 
第川 422国 1 1 1 1 60 s 炉 炉 亜 口輯~岡部 (3 1 .6) 9 . 1 - 石 長 宮 角 にぷい間褐 刻み目翼手書 (端部 ・ 胴部) 、 ナテ、 条痕 (縦) 条痕 (楠) 後ナデ (夜臼式土器) スス付回 4024 

条直 (横) 後ナテ
第 川 422国 2 1 1 1 60 S 1 1 tp 炉 盟 日韓 2 1 . 1 ) 2 . 1 - 石 長 . I!I . 角 にぷい褐 楠ナデ、 指 (爪) による圧痕 繍ナデ、 ハケ自 (躍) 2268 
車川 422国 3 1 1 1 60 5 1 1 2  2 亜 口縁 1 5 .2 2.3- 石 畳 盟 角 に15;い恒 機ナデ、 植ナテ 機ナテ、 ヘフ押さえ由 穿孔の可能性あ り 2284 
第 川 -422国 4 1 1 1 60 S 1 1 - 一望 日韓 ( 1 4.8) 2 .8- 長 宜 角 赤 にぷい橿 横ナデ、 猶文 (縦) 積ナデ、 ナテ 2270 
第川 -426因 1 1 1 1 1 9 S 1 1 P p 壷 口組 ( 1 5.01 3.8- 霊 角 溝員橿 繍ナデ、 陪文 [縦) 機ナデ 2278 
第 川 -426園 2 1 1 1 1 9 S 1 1 2  2 亜 口韓 26.4) 1 .4- 石 長 宜 にぷい褐 横ナデ 繍ナテ ス ス付回 2263 
草 川 426国 3 1 1 1 1 9 5 1 1 2  2 聾 日韓 (25.4) 5. 1 - 石 長 冨 に15;い閏檀 補ナデ、 ナテ 横ナデ、 ナデ ス ス付薗 2299 
第 111 -426図 4 1 1 1 1 9 5 1  1 2  2 量 口縁 (26.8) 5. 1 - 石 ー 長 冨 揖 掴ナテ、 暗主 (縦) 横ナデ、 ミ ガキ (繍) 用班 2264 
盟問 426図 5 1 1 1 1 9 5 1  1 2  2 霊 口総 20.8) 1 .4- 石 . li\ . 冨 用褐 ミ ガキ {横} 、 積ナデ 揖ナデ 2259 
軍 111 -426図 6 1 1 1 1 9 5 1  1 1  亜 口錫 (33. 3  3 . 3 - 石 . G . 宜 賀橿 機ナデ‘ ナデ 横ナデ‘ ナテ 2286 
第 111 -426図 7 1 1 1 1 9 5 1  1 1  盟 口縁 (27.5) 2.5- 石 畏 冨 灰褐 横ナデ 慣ナデ ス ス付四 2285 
軍 111 -427図 1 1 1 1 52 5 1  5K 5K 壷 日韓 23.2 6 .2- 石 長 ・ 雷 ・ 角 問賀福 繊ナデ、 ハケ白 [健) 後陪文 {縦) 機ナデ、 ミ ガキ (楠) 2358 
軍 111 -427図 2 1 1 1 52 5 1  5K 5K 霊司霊 園部 1 7.4- 長 虫 ・ 角 赤 恒 実帯、 ミ ガキ (摘) ハケ目 (多方向) 後ナデ、 ナテ 48 1 8  
軍 111 -427図 3 1 1 1 52 5 1  床面 陪菌 亜 口緯 (23.3) 2 .7- 石 長 ・ 角 桓 積ナテ 機ナデ 2326 
第 111 -427図 4 1 1 1 52 5 1 床面 床面 里 底部 3.2- 8.0 石 畏 角 嵩貫 ・ 血褐 ハケ目 {縦) 、 輔ナテ 磨誠 2342 
軍 111 -430図 1 1 1 200 5 1  5K 5K 亜 口緯 1 8 .6 2.8 石 長 ・ 霊 ・ 角 に，;、い買短 揖ナデ 横ナデ ス ス付泊 23 1 4  
軍 111 -430国 2 1 1 200 5 1  5K 5K 亜 ロ揖 (23.4 3.3- 石 長 E 角 串 にぷい買橿 機ナア 横ナデ 2279 
第 111 -430囲 3 1 1 200 5 1  5K SK 畳 ロ揖 ( 1 8 .0) 1 .8- 石 ー 畏 . I!I . 角 赤 橿 楠ナデ 植ナデ 23 1 5  
軍 111-43 1 国 1 1 1 096 5 1  5K 5K 盟 日韓 (20.6) 3 .2- 石 m . 1!I 角 檀 楠ナデ 構ナテ ス ス付回 22 1 3  
盟 111-43 1 国 2 1 1 096 5 1  1 P p 亜 底部 3.3- 6.0 石 長 ! 宮 措 ハケ目 (縦) 償ナテ、 ナテ 2234 
軍 111-43 1 国 3 1 1 096 5 1  1 P p 壷 胴 底部 1 5.8- 7.2 長 . I!I 角 ;r. にぶい貫檀 ハケ自 (縦 多方向) 桂ナデ ハケ目 (多方向) 、 指頭圧痕 用組 2224 
盟 111-43 1 園 4 1 1 096 5 1  床面 床面 台付詰 脚部 3. 1 - 7 長 冨 I 角 帯 に15iい閏檀 ハケ目 (縦) 後ナデ、 摘ナデ ナデ 2253 
第 111-43 1 国 5 1 1 096 5 1  1 5  5 亜 日韓 (26.21 2 . 2- 石 長 . I!I 揖 繍ナテ 楢ナデ 期似土器5 . 3回出土 2265 
第 111-43 1 園 6 1 1 096 5 1  1 4  4 2不 口緯 ( 1 7 .81 2 .2- 石 畏 I!I . 角 赤 恒 楠ナデ、 積み上げ痕 慣ナデ (土師器) 回転台世用 2222 
第 111 -432図 1 1 1 096 5 1  1 3  3 亜 日韓 27.0 1 .9- 缶 ー 長 宮 角 ;r. 橿 横ナテ、 刻み目立 (端部) 績ナデ、 揖頭圧痕 ス スf寸泊 2237 
第 111 -432図 2 1 1 096 5 1  1 1  3 亜 口縁 25.6) 3 . 1 - 石 ー 長 冨 にぷい買値 揖ナデ 積ナテ 類似土器3 . 2 . 1 庖出土 2297 
第 111-432図 3 1 1 096 5 1  1 3  3 辞 口縁 ( 1 4.6) 1 .8- 石 . g: . !!I にぷい恒 綴ナテ 磨誠 2235 
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簿図 緩 週構 遺楠 出土 レイアウ ト 器栖 部位 日程 器商 底撞 飴土 色調 国盟 {外面} 翻盟 (向面) 備考 実測 図販
苗号 番号 番号 碩類 回位 居世 (00) (田) (00) 番号 番 号

簡 111 -432国 4 1 1 096 5 1  3 ・ 2 . 1 . (2)  1 3  盟 口縁 底部 1 7.4 的22.0 5.0 石 ・ 長 理 ・ 角 赤 鐙 禍ナデ、ハケ 目 (右上) 、 ハ ケ 目 {左上) 桂ナデ、ナテ ハケ 目 (多方向) (1軍大瞬怪 1 9 .000) 図面上で祖π 23 1 6  
第 111 -432囲 5 1 1 096 5 1  1 3  3 盟 底部 4.4- 4.6 !li ' 霊 角 信 ハケ目 [縦} 、 椴ナデ ナデ 2226 
軍 111 -432国 6 1 1 096 S I  3 . 2 . 1 . (-) 1 3  盛 ロ縁~底部 1 3.2  35.5- 7.7 石 ー 長 霊 ー 角 赤 黄橿 繍ナテ、 ハケ目 {多方向} 後ナデ、 ナ ア 桶ナデ、 ハケ目 (多方向) 桂ナテ、 ナデ 黒斑 ( 盟大銅控24.300) 図面上で撞π 2360 
車 川 ・432固 7 1 1 096 5 1 2 . (2 ト レ) 1 2  壷 間部 1 0. 5- 石 長 翠 角 赤 聞赤掲 に" 、い檀 櫛措置輯宜、 ハケ目 (左上) 楠ナデ、 ハケ目 {繍 錨) 後ナデ 黒斑 (li!大関 橿 2 1 .000) 2361  
第 111 -432固 8 1 1 096 5 1  1 3  3 器台 脚部 4.6- 1 0.8 石 長 盟 角 Lぷい檀 ハケ目 (艦) ナデ 2227 
第 川 -432国 9 1 1 096 5 1  1 3  3 器台 脚郡 3.0- ( 1 !;L4) 長 冨 角 赤 樫 ハ ケ 目 (右上) 慣ナテ 4825 
第 川 ・432固 1 0 1 1 096 5 1  1 2  2 壷 口組 1 4.6 2.4- 石 ・ 長 密 。 角 赤 檀 梱ナデ、 ナデ 機ナテ、 ミ ガ キ (楠) 2249 
現 111 -432固 1 1 1 1 096 5 1  1 2  2 器台 駒郡 2.95- 1 9.4 長 盟 角 赤 Lぷい燈 ハケ目 (1M) 、 繍ナァ 掴ナデ 2248 
車 111 -432固 1 2 1 1 096 5 1  1 2  2 器台 脚部 3.9- 1 5. 2  !il ' 1!1 角 赤 にぷい橿 楠ナデ、 ハケ自 (縦) 後ナデ、 指頭庄痕 構ナテ、 ハケ目 (繊) 後ナデ 2252 
車 川 -438固 1 1  284 5 1  1 2  2 亜 日韓 (28.0) 4.0- 石 長 霊 角 極 楠ナデ 楠ナデ、 ナデ 2276 
第 111 -438園 2 1  284 5 1  1 2  2 亜 口揖 ( 1 2.8) 3.6- 石 町 長 霊 。 角 赤 瞳 繍ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ 楠ナデ、 ナデ 2250 
現 111 -438国 3 1  284 5 1  1 2  E E 底ß� 3.0- 8.0 畏 E 角 赤 檀 ハケ目 (縦) 、 ナデ 層減 2364 
車 川 ・438国 41 284 5 1 1 2  2 高士不 ロ録 28.0 1 .7- 石 長 ー 雲 角 ー 赤 控 楠ナテ、 条刻み目文 (端部} 陪主 (縦) 2244 
第 川 43自国 51 284 5 1  1 2  2 高時 脚部 ( 1 6.8) 5 . 1 - 石 長 ・ 雲 角 ・ 赤 問黄褐 ミ ガキ {縦) 、 積ナデ ハ ケ 目 {繍) 黒班 1 634 
草 川 438国 61 284 5 1  1 1  盟 ロ縁 (23.0) 2 .2- 石 長 一 望 角 檀 掴ナデ 掴ナテ 2327 
田 川 -438固 7 1  284 5 1  卜 レ 亜 日韓 (23.6) 1 .8- 石 長 ー 霊 角 に，S;:い貫曜 楠ナデ 植ナデ 2241  
車 川 43自国 81 284 5 1  卜 レ 盟 口鶴 (23.6) 2 .2- 石 長 ー 霊 角 問責掲 禍ナデ 検ナデ 2277 
第 川 438固 91 284 5 1  ト レ 台付酔 脚部 2.8- 8.0 石 J;; . 角 橿 ハケ目 (縦) 、 慣ナテ 摘ナデ 2332 
園 川 -438国 1 0 1  284 5 1  1 1  盛 口輯 1 9 . 2  2 . 9 - 石 ー 長 霊 瞳褐 ・ 黒 ミ ガキ (繍) 、 ハケ目 {躍) 後暗主 (躍) ミ ガキ (繍) 2292 
第 川 -43自国 1 1 1  284 5 1  1 1  踊頭宣 口緯 (2 1 . 0) 3 .5- Õ ' 長 璽 角 赤 橿 掴ナデ、 ミ ガキ (組} 後綴ナテ 植ナテ、 ハケ目 (多方向) 後ナテ 2242 
第 川 443回 1 1 1 1 86 5 1 2 鉢 ロ韓 (22.4) 2.5- 石 長 ー 霊 樟 楠ナデ、 ハケ目 (縦} 構ナデ 盟叫土器2周出土 2301  
第 111 -442固 1 1 1 1 82 5 1  1 2  2 盟 口輯 (22.6) 1 . 7- 盟 角 ー 赤 揖 楠ナデ 繍ナテ 2320 
車 111 ・442固 2 1 1 1 82 5 1  1 2  2 E 周部 7.9- 畏 ・ 石 霊 赤 朗買褐 沈輔、 繍ナテ ナテ、 ハケ目 (縦) 後ナテ 鼎斑、 ス ス付泊 (ßl大胴担32. 2田) 4826 
第 111 -442固 3 1 1 1 82 5 1  1 - 亜 回線 (25.2) 1 .7- 石 長 ー 冨 角 1:，引い貧鐙 梱ナデ 摘ナデ 2324 
開 111 -442固 4 1 1 1 82 5 1  盟 ロ揖 ( 1 9 .6) 1 .0- 長 ・ 璽 ・ 角 t 赤 灰貧褐 柵ナデ、 ミ ガキ {楠) 被ナデ 2322 
車 111 -447国 1 1 1 1 79 5 1  5K 5K 亜 日銀 ( 2 7 . 2) 3.7- 右 長 量 角 Lぷい黄櫨 楠ナデ 織ナデ 2303 
車 111 -447固 2 1 1 1 79 5 1 1  P p 量 口組 ( 2 1 .0 2 . 7 - 長 ' I!I ' 角 赤 I;:，S;い瞳 柚ナテ 繍ナデ、 ミ ガキ (綱) 2302 
第 111-447囲 3 1 1 1 79 5 1  5K 5K 盟 底部 4.4- 7.2 石 ・ 長 . 11 角 赤 怪 ハケ目 (蹴) 、 繍ナデ、 ナデ 庖揖に よ り 間盟不問 232 1 
!l! 1II -447固 4 1 1 1 79 5 1 1 3 3 盟 底部 6. 1 - 1 0. 0  皇 宮 角 赤 橿 黒 ハケナデ {機) 、 彼ナテ、 ナア ナデ、 ハケ自 {縦) 後ナテ 2325 
第 111 -447固 5 1 1 1 79 5 1  1 2  2 盟 口組 (22.4) 2. 1 - 石 長 雲 角 t:，s;い揖 摘ナデ 楠ナテ 2305 
闇 111 -447国 6 1 1 1 79 5 1  1 1  2 盟 目録~潤部 23.8 5.6- 石 長 ・ 雲 角 黄瞳 楠ナデ、 詑輯 領ナデ、 ハケ目 (左上) 後ナァ 類似土器2回出土 2 2 9 1  
摺 111 -447国 7 1 1 1 79 5 1  2 聾 底部 4. 1 - 6.0 石 長 ー 霊 角 ・ 赤 に，S;い樫 ハケ目 (縦) 、 蝿ナテ ナデ ス ス 付 回 頬削土器2 ・ 1 回出土 2309 

ハケ目 {躍) 後積ナテ、 ナテ
串 111 -447国 日 1 1 79 5 1  1 2  2 接 口揖 (29.8) 4.3- 長 1'1 ' 角 赤 黒掲 ・ にぷい閏褐 ミ ガキ (柵 左上) 、 償ナデ ミ ガキ (繍) 2 2 5 1  
第 111 -447固 9 1 1 1 79 5 1  1 1  2 盛 口揖 ( 1 4.8) 1 .7- 石 長 角 1:ぷい置椙 楠ナデ 績ナデ 題阻土器2庖出土 2295 
間 111 -447園 1 0 1 1 1 79 s 2 包 2 聾 周部 底部 1 0.0- 石 長 ー 霊 角 ー 赤 橿 ハケ目 {蝿) 後ナデ、 ナテ ハケ目 (綴) 後ナデ、 ナデ 23 1 7  
第 111 -447因 1 1 1 1 1 79 5 1  1 2  2 t不 口揖 (24.6) 1 .3 - 石 1!1 ' 角 赤 控 繍ナデ 椙ナテ 2262 
第 111 -447国 1 2 1 1 1 79 s 盟 日韓 (49.8) 4.0- 石 長 ー 霊 角 ー 赤 に，Siい橿 楠ナテ 揖ナテ 2245 
第 111 -447国 1 3 1 1 1 79 S 1 1 1 1 亜 日韓 (40.0) 2.9- 石 長 ・ 霊 角 赤 Lぷい檀 繍ナデ 楠ナデ 22白日
盟 111 -447固 1 4 1 1 1 79 s E 口総 (29.4) 3.7- 石 ・ 長 ー 雲 南 灰黄 梱ナデ 構ナテ 2260 
第 111 ・447固 1 5 1 1 1 79 S 1 1 - 亜 口組 ( 1 8.4) 1 . 3- 石 長 ・ 霊 ・ 角 ， 赤 Lぷい宿 柵ナデ 横ナテ 2306 
露 目1 -447固 1 6 1 1 1 79 S 1 1 1  E 底部 3.0- 6.0 石 長 ー 霊 角 ・ 赤 1:ぷい恒 ハケ目 (縦) 、 機ナテ 層減 228日
掴 111 ・447固 1 7 1 1 1 79 S 1 1 1 酔 ロ緯~厨百日 24.2 5.0- 石 ・ 長 E 角 植 繍ナデ、 ミ ガキ (償) 繍ナデ、 ナデ 2289 
軍 11 1 ・447固 1 8 1 1 1 79 S 1 1 1  韓 口緑~周部 1 2 .3 7.0- 石 ・ 長 ' 1'1 角 ・ 赤 樟 織ナデ、ハケ目植繍ナテ、ハケ目 (左上) ナデ 繍ナテ、 ナ デ 車斑 (田大胴控1 3.4叩) 2304 
車 111 -447固 1 9 1 1 1 79 5 盛 口緑 1 4.8 3.0- 石 長 虫 白 角 橿 摘ナデ 構ナデ 2287 
軍 111 -447固 20 1 1 1 79 s 聾 口揖 ( 1 4.0) 3 .2- 石 角 赤 にぶい貧橿 繍ナテ、 ハケ目 (縦) 後暗文 (縦) 繍ナデ 2 3 3 1  
車 1 1 1 -447固 2 1 1 1 1 79 s 霊 口線 22.0) 5.5- 石 ・ 長 角 赤 問責掲 機ナデ、 沈綿 楠ナデ、 ミ ガキ (繍) 2343 
草 川 -447固 22 1 1 1 79 S 1 1 1 畳 白銀 ( 1 8.0) 3.7- 長 11 . 角 赤 謹黄櫨 梱ナデ、 倒ナデ後暗文 (縦} 揖ナテ‘ ミ ガキ (繍) 2 3 1 1 
第 111 -447国 23 1 1 1 79 S 1 1 1  盟 口緑 (20.2) 5.8- 石 長 雲 角 ， 赤 櫨 ー 置橿 摘ナデ、 暗文 (縦) 繍ナテ. ミ ガキ (多方向) 2261  
盟 111 -447回 24 1 1 1 79 s 盛 日韓 ( 1 9.8) 2 .2- 石 ・ 長 ー 翠 角 ー 赤 桓 楠ナデ‘ 陪文 {縦} 機ナテ 230日
軍 11 1 -4471S1 25 1 1 1 79 5 ・ 亜 間部 6.7- 石 長 ・ 翠 角 ー 車 樟 横ナデ、 突帯、 ナデ ナデ 2255 
第 111 -447国 26 1 1 1 79 S 1 1 - 器台 口銭 1 1 .0 6.0- 石 ・ 畏 ー 雲 角 信 椴ナデ、 ハケ目 {雌) 摘ナデ 2337 
第 11 1 ・4471S1 27 1 1 1 79 S 1 1 - 器台 脚部 4.2- 1 5.4 長 霊 角 審 L占い貧置 ハヶ目 (左上) 、 ハケ日 後横ナデ、 横ナテ ハケ目 (多方向) 、 ハケ自後備ナデ 串麗 2307 
第 111-45 1 1S1 1 1 1 1 88 s 床面 床面 高坪 脚部 3.2 - 1 6.0  長 ・ 霊 角 赤 躍 陪文 (縦) 繍ナデ、 ナデ 赤色顔料 2339 
第 111 -453回 1 1 1 1 83 s 時面 2 N 。 盟 口揖~属部 20.4 1 0.4- 畏 ・ 霊 角 赤 極 ハケ目 (右上 左上) 後繍ナデ、 横ナデ 積ナデ、 ハケ目 (右上} {畠大胴控 1 8.6001 2350 
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2 区竪穴住居 ・ 弥生土器観察表 40
停留 瞳 遺構 遺構 出土 レ イ ア ウ ト 器種 部位 口橿 穂高 底橿 胎土 色飼 薗田 (舛面} 間盟 {同函] 備考 実潤 図版

番号 番号 番号 種類 周位 周位 (四) (011) (田) 番号 番 号

車 川 .453固 2 1 1 1 83 5 1  床面 ・ ( 1 ) 床面 聾 口縁~周部 1 9 .4 1 5目。~ 石 ・ 長 ・ 蜜 ・ 角 ， 串 橿 横ナテ、 ハケ目 {縦} 憧ナデ 綱ナデ‘ ハケ目 {右上) 笹ナテ 鳳斑 {母式鴎径22. 1 四) 2362 

掘 削 -453固 3 1 1 1 83 5 1 1 2 2 聾 日銀 26 .0  2 .5- 石 ・ 長 ・ 塁 ・ 角 議寅値 繍ナテ 繍ナデ 2354 

車 問 -453固 4 1 1 1 83 5 1  1 2  2 聖 回線 (23.2 1 .9- 石 ・ 轟 ・ 霊 ・ 角 ・ 赤 間質褐 樹ナデ 樹ナテ 2344 

車 川 .453固 5 1 1 1 83 5 1  1 1  聾 ロ緯 23.0) 2 .3- 石 ・ 畏 ・ 角 間賞褐 繍ナデ 櫛ナデ 2341 

調111 .453園 6 1 1 1 83 5 1  1 1  J$ ロ録 {約 1 5.0 2.6- 石 ・ 長 ・ 震 ・ 角 ・ 串 間車褐 横ナテ 栂ナデ、 ナデ 2359 

軍 川 .453固 7 1 1 1 83 5 1 1 1 壷 底部 1 .9- 7.4 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 揖 原褐 犠ナテ、 ナテ ナデ 2355 

軍 側 -456固 1 1 1 1 46 5 1  1 1  聾 口鼠~鹿部 1 1 .8 1 2 .3- 長 ' I!I 角 ・ 串 に，5\い褐 ・ 櫨 蝿ナテ、 ハケ目 {多方向} 桂ナテ 楠ナデ、 ナデ スス付酒、 原斑 {極大胴笹 1 7.7四) 2336 PL.29 

軍 側 -456固 2 1 1 1 46 5 1  1 1  聾 ロ鐙~扇郡 1 6.6 3.9- 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 ・ 車 にぷい櫨 ・ 纏 損ナデ、 ハケ自 {縦} 櫨績ナデ ハケ目 {多方向) . 指蹟圧痕 ス ス付回 2347 

軍 刷 -458固 1 1 1 1 45 5 1  1 . 聾 口録 1 7 . 2  3 . 2 - 石 ・ 長 ・ 角 ・ 車 に')'、い黄担 横ナデ 櫛ナテ 2352 

盟問 .458固 2 1 1 1 45 5 1  1 1  壷 日銀 (20.4) 3. 1 - 石 ・ 畏 ・ 密 にぷい蹟栂 栂ナデ 摘ナデ、 ミ ガキ {犠) 2351  
車問 -458固 3 1 1 1 45 5 1  1 1  量 目録 1 4.6) 1 .7- 石 ・ 畏 ・ 角 ・ 器 纏 横ナテ 繍ナテ 4827 

軍 側 -458園 4 1 1 1 45 5 1 1 1 高坪 脚部 3.4- 1 6 .4 石 ・ 長 ・ 角 にぷい質槌 機ナデ、 ミ ガキ {縦} 横ナテ 2353 

盟 問 -461 固 1 1 1 1 57 5 1 1 - 聾 日銀 2 1 .2 2 .0- 石 ・ 畢 ・ 密 ・ 角 ・ 赤 にぷい極 栂ナテ 機ナテ ス ス付回 2345 

量 制 -46 1 固 2 1 1 1 57 5 1  1 - 聾 口録 ( 1 9 .4) 3.0- 石 ・ 畢 ' I!I ' 角 ・ 窓 橿 繍ナデ 繍ナデ ÁÁ付回 2346 

軍 111 -462固 1 1 1 1 58 5 1  1 . E 底郵 1 .3- 5.6 石 ' 1O ' 1!I ・ 角 ・ 串 担 横ナデ. ハケ目 {蝦} 庖鴻 2348 

規 制 -466園 1 1  279 5 X I P p 壷 日銀 ( 1 3.8) 1 .9- 石 ・ 畏 ' I!I ・ 角 橿 繍ナテ 備ナデ 972 

草川 -466固 2 1  279 5 X  1 周 盛 目録 20.4 2.3- 石 ・ 長 ' I!I ・ 角 におい賀掴 繍ナデ 欄ナデ 穿孔 985 

NO .82 区竪穴住居出土土器観察表 1
挿図 筏 遺欄 遺柵 ク リ ッ ト 出土周位 レイアウ ト 韓緬 部位 ロ橿 鶴商 庫笹 胎土 色調 圏整 {外面] 銅盟 {同函) 由考 軍軍j
醤母 醤号 醤号 祖 周位 (田】 {凹} {開。 置号

S刷1 -469固 1 1  1 9  s 69 1 4 b  p . 床面 P 齢 ロ錫 24.2 2 . 2 - 石 長 I!I ' 角 赤 抱 慣ナデ 三 万キ [繍} ‘ 掴ナデ 2376 

1Il 1ll .469固 21 1 9  s 69 1 4 b  1 P P 畳 口組 ( 1 7 .6) 2 . 7 - 石 畏 I!I ' 角 ÓlI に .;・い健 慣ナデ ミ ガキ t多方向} 2374 
1Il 111・472固 1 1  1 4  s 69 1 4c 犀面下 床面 聾 口組 ( 2 2 . 2 )  2.0 石 ー 畏 I!I ' 角 に ，);い買橿 桶ナデ 摘ナデ ス ス 付缶、 盟副主韓3回出土 2439 

1Il 11ト472固 21 1 4  s 69 1 4 c  庫面下 障面 量 底部 2.2 8.6 畏 ' I!I 角 ・ ÓlI 檀 ・ に，5iい檀 ナデ、 輔ナデ ナデ 243日
1Il 1ll .472固 31 1 4  s 69 1 3 d  庫面 床面 霊 口組 1 9 . 2  3 . 2 - 長 ・ 石 I!I ' 赤 橿 摘ナデ、 ナデ 楠ナデ、 ミ ガキ {楠} 赤色闇料 2446 

鎗 111 .472固 4 1  1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  口組 22.6 2 . 9 - 石 ー 昌 I!I ' 角 赤 議貰檀 備ナデ 相ナデ Z ス 付酒 2448 

銅 山 .472固 51 1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  底部 1 .9- 7 . 6  石 昼 . I!I ' 角 車 に，5\い櫨 ハケ目 (蹴} 、 繍ナデ 蝿ナデ 2449 

軍 111-472固 6 1  1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  口組 (25 .4)  2 . 1 - 石 ・ 長 . I!I ' 角 串 担 慣ナデ 掴ナデ 24 52 

車 111.472固 7 1  1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  ロ輯 (20.5) 2 . 4- 石 ・ 長 ・ 盟 掴 植ナテ、 ナデ 掴ナデ 2443 

鎗 111 .472固 8 1  1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI! 口語 (27 .0) 1 .9- 石 長 盟 ・ 角 掴 観ナデ 柵ナテ 2474 
第 111-472固 9 1  1 4  s 69 1 4 c  3 ・ 2 ・ p 3 聾 口瞳~周部 32.0 7. 1 - 石 長 . I!I ' 角 赤 議貰檀 揖ナデ 掴ナテ. ハケ目 (禍 ・ 躍} 後ナテ ス ス 付缶 2425 
第 111.472固 1 01 1 4  s 69 1 4 c  1 3  3 I lI!  ロ輯~周囲 3 1 .6 5 .6- 石 ・ 轟 . I!I ' 角 に.;、い寅櫨 楠ナデ、 ハケ巨 【縦] 後掴ナデ 欄ナデ 2498 

競 111-472固 1 1 1 1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  底部 4.6- 8.2 石 ー 長 銀 ー 角 ・ 事 檀 ハケ目 {躍] 後ナデ、 掴ナデ 庖揚 頬倒土器21i'l出土 249!5 

鱒 111.472固 1 21 1 4  s 69 1 3 d  1 2 3 盟 底部 5.0- 8.4 石 ・ 長 . R ' 角 赤 櫨 ハケ目 {縦) 、 輔ナテ ナデ 頭副土器E回出土 2493 
車 111.472固 1 31 1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 I lI!  底部 3 .0- 7 . 2  石 ー 轟 . R . 角 檀 ハケ 目 {舗) 後ナデ、 蝿ナデ、 ナデ E誠 頬醐土器2回出土 2458 

第 111.472固 1 41 1 4  s 69 1 3 d  1 2  3 鉢 日揖~園田 25.6 6 . 3 - 石 長 ・ 盟 に ，Siい賀檀 繍ナデ、 ハケ自 {縦) 櫨ナデ 栂ナテ、 ハケ目 {左上} 後ナデ Á Á付回 2447 

第 111.472固 1 51 1 4  s 69 1 1 4 c  1 ・ 2 3 韓 ロ輯~底部 1 8 .2  7 . 9 - 8.2  石 ・ 長 . R ' 角 赤 櫨 領ナデ、 ハヶ目 {縦} 後梱ナデ 楠ナデ、 ハケ自 {綬} ‘ ナデ ス ス 付酒 毘班、 盟剖土器31i'l出土 2394 

ハケ目 (多方向) 後ナテ、 ナテ 車色顔料 {白太閤橿 1 4.5.)
規 制 .472固 1 61 1 4  s 69 1 4 c  1 3  3 量 日銀 (22 .6)  2. 1 - 石 ・ 長 . I!I ' 角 檀 繍ナデ 描ナテ 24n 

1Il 111-472固 1 71 1 4  s 69 1 3 d  1 3  3 盈 口組 (23 .4) 2.9- 百 ー 昼 寝 ー 角 串 にぷい車掲 掴ナデ 相ナデ 247C 

現 111 .472固 1 81 1 4  s 69 1 4 c  1 3  3 量 口組 (2 1 . 2) 2 . 9  民 ' !lI ・ 角 ・ 赤 に，)\い賀檀 ・ 民貰掴 掴ナデ、 ハケ目 {綴} 後ナデ 岨ナデ、 ミ ガキ (多方向) 245� 

第 剛 472固 1 9 1  1 4  s 69 1 4 c  1 3  3 盛 口瞳 1 5.0 3.8- 石 ー 畠 ・ 角 ー 揖 担 輔ナデ 掴ナデ、 ミ ガキ (梱) 247f 

第 111 .472固 201 1 4  s 69 1 3 d  1 2  2 I lI!  口組 (23.6)  1 .8- 石 ・ 長 . R ' 角 瞳 椀ナデ 掴ナテ 242� 

鰐 111 -472固 2 1 1  1 4  s 69 1 3 d  2 . 1 2 聾 日韓 (26.4) 2.8- 石 ー 昼 ' R ' 角 赤 に，日い慣 摘ナデ 桐ナデ、 ハケ目後楠ナテ 244【

1Il 1ll .472固 221 1 4  s 69 1 4 c  1 2  2 踊頭昼 ロ揖 1 1 .5 3 .7- 石 . !< ・ I!I ' 角 オ リ ー ブ鳳 櫛ナテ 般ナデ {回大嗣橿 1 3 .0.> 242 1 
3属 111 .472固 231 1 4  s 69 1 3 d  1 1  1 I lI!  口組 (42.0) 2 . 6 - 長 ー 石 宮 ・ 亦 に 15iい蹟植 繍ナデ 相ナデ 244� 

第 111 .472固 241 1 4  s 69 1 3 d  1 1  1 I lI!  ロ鐙 (23.8) 1 . 7- 石 ー 長 ・ 霊 掴 植ナテ 鍋ナテ 244 

1Il 111 -472固 251 1 4  s 69 1 4 c  1 1 1 盈 口組 (25 .6) 3 . 1 - 長 . R 赤 に ，5iい櫨 慣ナデ、 噛ナデ後暗主 (縦} 楠ナデ、 ナテ 244' 
lII lII.472固 261 1 4  s 69 1 4 c  1 1  1 糧自 胸部 5 .7 - 1 1 .6 民 ・ 石 雷 ・ 8示 L品い蹟植 に，);い掴 ハケ目 {縦} 後ナテ、 相ナデ ナデ、 柵ナテ 鳳硯 244í 

軍 111 .474固 1 1  1 3  s 69 1 4 0  1 P P I lI!  口蝿 (30.8) 2.0- 石 ー 昼 密 ・ 角 赤 櫨 繍ナテ 梱ナデ 盟副土器3回出土 242'; 

第 111 .474固 21 1 3  s 69 1 4 0  1 P P 量 日韓 (20.6) 2 .7- 石 ・ 畏 雲 ・ 角 赤 瞳 繍ナテ 表面倒離 蝿岨土器 1 聞出土 242: 

第 111 .474固 31 1 3  s 69 1 4 c  庫薗 床面 E 口組 (24 .6) 1 .8- 石 ・ 民 ・ 醤 に，)\い蝿 輔ナテ 欄ナテ 規制土醤犀2園出土 243� 
鏡 111 -474園 41 1 3  s 69 1 4 c  障面 床面 畢 日韓 27 .6 4 .6- 石 ー 畠 宮 に品い買檀 掴ナテ、 沈躍、 ナデ 槻ナデ、 ナテ 矧倒士密 1 回出土 243� 

第 111 .474固 5 1 1 3  s 69 1 4 a  障面 床面 亜 口組 27.6 3 .5- 石 ー 星 雲 角 に .s;い掴 掴ナテ、 ナテ 掴ナテ. ハケ 目 {左上} 後ナデ 243: 
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NO .82 区竪穴住居出土土器観察表 2
挿図 措 退咽 選禍 ク リ y ト 出土居住 レイアウ ト 器樋 部世 口担 器高 底提 胎土 色悶 悶盟 (外面 ) 間監 (内面) 備考 翼1
置号 番号 番号 噛頬 回 [四) (四) (crnl 薗喜

盟 川 474固 61 1 3  s 69 1 4 b  床箇 床面 亜 口鶴 (23.61 1 .9- 石 ー 長 冨 ー 角 周褐 梱ナデ 徽ナデ 249 
車 川 一474図 71 1 3  s 69 1 4 c  床面 床面 畳 口銭 ( 1 3 .41 2 .7- 長 ー 石 霊 ・ 赤 蝿 繍ナデ 柵ナデ 類出土器 1 回出土 247 
第 11 1 -474囲 81 1 3  s 69 1 4 c  床面 原面 畳 口録 ( 25.81 3.0- 石 長 量 角 恒 柵ナテ 繊ナテ 247 
第 川 -474固 91 1 3  s 69 1 4 b  1 4  4 l !il 口総 (26.61 2 . 1 - !l! . 石 霊 ー 赤 但 術ナデ 禍ナテ、 ミ ガキ圃 243 
車 川 -474固 1 01 1 3  s 69 1 4 b  1 3  3 1 !!1 口惜 ( 1 0.61 1 .6- 15 . !l! . 11I 角 赤 民買掲 繍ナデ 術ナデ 類叫土器 1 周出土 241 
車 川 474固 1 1 1 1 3  s 69 1 4 b  1 3  3 1 !!1 口総 (26.81 2 . 1 - !l! . 11I 角 赤 にぷい檀 俄ナデ 栂ナデ スス付回 243 
第 川 一474固 1 21 1 3  s 69 1 4 d  1 2  2 1 !!1 口緑 (25.01 2.6- 石 ー 長 雲 にぷい橿 楠ナデ 禍ナデ 頬似土器 1 悶出土 243 
富 山 474回 1 31 1 3  s 69 1 4 C  1 2  2 1 !!1 口総 ( 1 9.81 2 .5- 石 ・ 長 ・ 型 角 赤 ，品買 揖 楠ナテ、 ハケ目後楠ナデ 楠ナデ 241 
第川 -477固 1 1  02 s 69 1 4 b  I P  P 盟 口信 (26.01 2.5- 石 畏 角 に，;、い貫権 掴ナテ 柵ナデ 頚制土器 1 11'!出土 237 
第 川 一477図 2 1  02 s 69 1 4 b . c  床面下 床面 盟 日銀 (25.61 2 .2- 石 ・ 良 型 ・ 角 lこぶし、纏 掴ナデ 梱ナデ 23日
車 川 477図 31 02 5 69 1 4 b  床面向 床面 鉢 口鶴 27.6 3.3- 石 ー 長 霊 ー 角 掴 蝿ナデ 繍ナデ、 ハケ呂 {左上) 赤色顔料 239! 
第 川 -477回 41  02 5 69 1 4 b  1 2  2 1 !!1 口緯 (20.81 2 .7- 畳 ー 宜 角 ・ ifi. 檀 楠ナデ 倒ナデ 2391 
第 川 -477国 51  02 s 69 1 4 b  1 I l!! 口鰻 22.4 2 .0- 石 長 窓 角 描 梱ナデ 繍ナテ 241 
第 川 -477固 61  02 s 69 1 4 b  ト レ 1 亜 口組 (23.21  2 . 1 - 石 長 ・ 耳 ・ 角 明貿掲 繍ナデ 機ナテ 2421 
軍 川 477固 71 02 s 69 1 4 b  1 盟 ロ緯 (29.41 3 .3- 石 畏 量 ・ 角 赤 に，5;い撞 情ナデ 楠ナデ スス付題 238 
第 川 一477固 81 02 5 69 1 4 b  1 1  1 1 !!1 底部 3 .5- 6.8  石 畏 1'1 . 角 祢 にぷい黄櫨 ハケ目 (縦) 、 繊ナデ 圏減 238( 
車 11 1 -477国 91 02 5 69 1 4 b  1 1 !!1 底部 3 .2- 9.4 石 長 霊 角 椙 ハヶ目 (縦) 後ナデ、 繍ナデ 庖混 砂付回 238 
車 問 ー477国 1 01 02 s 69 1 4 b . d l l  1 辞 口総 1 8.6 4.8- 石 長 霊 角 赤 閉赤褐 摘ナデ、 ナァ 摘ナデ、 ナデ 238( 
第 叩 477図 1 1 1 02 s 69 1 40 1 軍 (穿孔) ロ録 ( 1 0.21  1 .4- 石 長 雲 角 にぷい商慣 繍ナデ、 ハケ巨 (躍) 楠ナデ 237! 
車 11 1 -480国 1 1  08 s 69 1 4 b  p P 1 !!1 底部 2 .2- 8.6 石 畏 霊 角 悶質褐 ハケ目 (縦) 後ナテ、 機ナデ 庖誠 24m 
車 11 1 -480国 21 08 5 1  69 1 4 b  1 2  Z 聾 ロ怒 1 9.8 3.7- 長 雲 角 赤 にぷい貫檀 繍ナテ後暗主 (組) 機ナデ‘ 揃ナテ後 ミ ;tjキ (繍) 2401 
第 111 -480図 31 0日 5 1  69 1 4 0  1 2  2 畳 底部 3 .5- 4.6 長 冨 角 赤 に，5;い貫描 ハケ目 {左上} 後ナデ、 ナデ 指ナテ、 描碕圧臨 248� 
第 Hト480固 41 08 5 1  69 1 4 b  1 1 !!1 ロ揖~園部 1 5.8 8.3- 長 盟 。 角 赤 間闘争畠 備ナデ、 刻 み 目 又 {端部) 裏l み目立実帯(周部) 、 ナデ 欄ナデ、 ナデ 県斑 (!il太閤荏 1 9 . 1 crnl (在臼式土器) 249! 
第 l!I -482固 1 1  07 5 1  69 1 4 b  1 畳 (穿孔) 口総 ( 1 5.01 1 .4- 石 長 宮 角 暗 償ナデ 倒ナデ 242( 
第 flI-48 1 図 1 1  0 1  5 1  69 1 4a 3 3 1 !!1 口組 (22.81 1 .8- 石 長 雲 角 亦 に，5;L 、買瞳 傾ナテ 柵ナデ 238� 
第 川 一48 1 国 2 1  0 1  5 1  69 1 4 b  1 3  3 1 !!1 口鶴 (24.21 1 .8- 石 畏 ・ 霊 角 周褐 ・ 灰貫揖 梱ナデ 領ナデ 頬制土器2回出土 239� 
第 111 -48 1 国 3 1  0 1  5 1  69 1 40 3 3 1 !!1 底部 3.0- (問 1 0.0 右 長 . 111 角 檀 J 、ケ 目 (蝿) 後ナデ、 横ナデ 機ナデ 頬制土器 1 聞出土 23n 
第 111・48 1 回 41  01  5 1  69 1 4a 3 3 l !il  口緯 ( 1 1 .81 1 .3- 石 長 ー 哩 角 ifi. 掴 欄ナデ 相ナテ 243 1 
盟 111 -48 1 田 5 1  0 1  5 1  69 1 40 2 2 盟 日銀 26.0 4 .2- 石 長 ー 角 恒 側ナテ 織ナテ 期制土器 1 園出土 237: 
第 111 -48 1 国 6 1  0 1  5 1  69 1 4 b  1 2  2 里 口揖 1 9 .0 2.6- 石 晶 君 角 椙 領ナデ 備ナデ 239E 
第 111 -48 1 図 7 1  0 1  5 1  69 1 4a 2 I l!! 底部 4 . 1 - 5.4 石 長 ー 角 揖 J 、ケ 目 (躍) 、 繊ナテ 国減 頬似土器2庖出土 2372 
第 川 -48 1 国 8 1 0 1  5 1  69 1 4a 1 1 !!1 底部 5.5- 5.4 石 長 ー 霊 角 赤 得 ハケ目 (阻) 、 繍ナテ ナデ ヱス 238S 
第 11 1 -48 1 固 9 1  0 1  5 1  6904 c 1 . 2 . 3  3 亜 完形 5.8 1 4 日 6.6 石 長 ー 霊 角 ifi. にぷい買檀 鼎掲 繍ナデ、 凹輯文、 .，Jみ目立、 徽ナテ 摘ナデ、 指頭庄園、 犠ナデ 皿Iff . :;' :;'付由 、 (!il大胴桂2 1 . 1 crnl 2504 

69 1 4 b  ハケ目 (雌) 後ナデ、 ナデ ハケ目 (右上) 後ナテ PL-29 
第 111 -484国 1 1  03 5 1  69 1 4 c  床面下 床面 壁 日銀 ( 2 1 .01 2.3- 畏 蜜 ・ 角 赤 帽 帽ナテ 繍ナデ 24 1 E  
開 111 -484園 21 03 5 1  69 1 4 c  床面下 3 床面 蜜 底部 2.8- 1 1 .6 長 宜 ・ 角 綜 菌恒 聞置褐 ナデ ナデ、 傾ナデ 思斑 2492 
第 111-484園 31 03 5 1  69 1 4 C  床面 床面 盟 日銀~頭部 (23.01 4.8- 石 畏 ・ 雲 角 亦 lこぶし、買揖 梱ナテ、 突帯 掴ナデ スス付忠 246C 
罵 111 -484囲 41 03 5 1  69 1 4 c  床面 亜 底部 2 .7- 6.4 石 長 . 111 角 ー 赤 帽 ハケ目 (縦) 、 積ナデ 桶ナテ 頬白土器床面出土 245C 
第 川 -484固 51 03 5 1  69 1 4 C  床面 1 配面 畳 口縁 1 9.8 5.5- 石 長 E 角 橿 術ナテ、 ミ ガキ (償) ミ ガキ (傾) 、 慣ナデ ナテ 赤色顔料 246 1 
第 111 -484国 61 03 5 1  69 1 4 c  床面 底面 壁 底部 1 .8- 6.6 石 長 璽 にぷい黄信 ミ ガキ [柵) 庖蝿 247 1 
第 111 -4E4国 71 03 5 1  69 1 4 c  1 2 1 !!1 口醐 (25 日) 1 .6- 石 長 。 霊 角 掴 慣ナデ 織ナデ 闇似土器2庖出土 24 1 7  
軍 111 -4E4圃 81  03 5 1  69 1 4 c  1 2  2 亜 園部 1 1 .9- 石 。 長 ・ 霊 角 に ，;、い貫極 桓 ナデ 刻み目立突得、 積ナテ、 陪文 (蹴) ナデ 247: 
第 111 ・484因 91 03 5 1  69 1 4 c  1 2  2 1 !!1 底部 3.9- 9.6 石 ー 長 角 赤 にぶい黄橿 ハケ目 (左上) 、 領ナデ、 ナデ 庖嵩 砂付回 2404 
第 111 -484国 1 01 03 5 1  69 1 3 d  1 2  2 1 !!1 底部 4 .3- 7 .0 石 ー 長 霊 ・ 角 鐙 ハケ目 {蹴} 、 植ナデ ナデ 2496 
罵 111 -484国 1 1 1 03 5 1  69 1 3 d  1 2  2 壷 口揖 (20.0前後) 3.0- 畏 霊 角 赤 帽 術ナデ 備ナデ 2403 
車 111 -484囲 1 21 03 5 1  69 1 4 c  1 2  2 盛 日間 1 9 .6 3.7- 長 雲 ・ 角 揖 刻み目立 [揖部} 、 積ナデ、 ナデ 刻み目立 (端部) 、 横ナデ ナテ ス ス付泊 黒疏 24 1 口
第 H卜484固 1 31 03 5 1  69 1 4 c  1 2  2 安 底部 2.8- 7.8 石 蟹 角 。 赤 lこ，5;い檀 ハケ 目 (左上) 後ナデ、 ナテ ナデ 2485 
揖 川 4E4図 1 41 03 5 1  69 1 4 C  1 2  2 霊 底部 1 .8- 3 .4 畏 壇 ・ 角 赤 掴灰 灰買褐 ナデ 揺ナテ、 指頭圧痕 2405 
第 111 -484固 1 51 03 5 1  69 1 4 c  1 I l!! 日銀 1 8.8 2.2- 石 長 E 角 にぷい黄橿 黒掴 繍ナデ、 ハケ 目 (蹴) 後ナデ 償ナテ 2422 
累 111 -486国 1 1  05 5 1  69 1 4 c  p P 1 !!1 口組 (22.61 1 .6- 石 長 。 角 赤 岨 鍋ナデ 繍ナデ 頬似土器 P . l 眉出土 2402 
車 111 -4E6困 21 05 5 1  69 1 4 c  床面下 庫薗 E 口鰻 (29 日) 2.0- 高 長 冨 角 橿 楠ナデ 償ナテ 242日
第 川 ・486図 31 05 5 1  69 1 4 c  床面下 床面 盛 (穿孔) 日銀 1 9 .2 2.6- 畏 ・ 雲 角 赤 にぷい貫檀 樹ナテ 機ナプ 24 1 9  
第 川 -486国 41 05 5 1  69 1 4 c  障面下 床E 壷 口語 (24.21 2 .2- 石 ー 長 霊 角 ・ 赤 檀 褐灰 慣ナテ 慣ナテ後隠文 (蝿) 繍ナテ、 ハケ 呂 後 ミ ガキ (備) ス ヱ 付泊 2393 
第 川 486国 51 05 5 1  69 1 4 c  床 面 4 床面 聾 口語~闘部 38 .6  2 1 .9- 15 . 星 雲 角 ・ ifi.、 にぷい檀 傾ナテ 突宇野、 ハケ目 (在上) 後ナデ 柵ナデ、 ナプ スス付回 2420 
第 川 -486因 61 05 5 1  69 1 4 c  床面 床面 E 底部 1 .8- 1 1 .4 石 長 1'1 角 赤 灰置掲 ，::: ，�い纏 倒ナデ、 ナデ後 ミ ガキ ハケ目 (縦) 後ナデ 田路 2394 
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NO .82 区竪穴住居出土土器観察表 3
挿図 植 遺構 遺構 グ リ ッ ト 出土居位 レイアウ ト 器掴 部位 口撞 器商 底哩 胎土 芭個 開聖 [外面) 銅盤 {円面) 備考 実調

番号 置号 置号 櫨 癌位 {田} {田) (田) 畠号
輯 111 -486図 71 05 s 69 1 4 b  1 3  3 亜 日銀 1 8 . 0  3 . 5 - 長 ， 石 ・ 冨 ・ 串 にISi:い椙 償ナデ、 償ナデ後 三 ガキ {雌} ミ ガキ (楠) 、 植ナデ 赤色顔料 245 

車 111 -4自由図 81 05 s 69 1 4 c  1 3 3 霊 口組 2 1 .6 4.4- 石 ー 長 ー 雲 角 権 楠ナデ、 ハケ目 (縦} 揖陪宜 (縦} 楠ナデ 2401 

蝿 11 1 -486図 91 05 s 69 1 4 c  1 2 2 聾 口鰻 (29.8)  1 . 6- 石 ・ 畏 ・ 霊 ・ 角 部 に')'い買檀 刻 み 目 宜 [繍部} 、 横ナデ、 指頭匡置 繍ナデ 237， 

車 111 -486図 1 01 05 s 69 1 4 C  1 2  2 I lI!  口縁 28.0 2.0- 畏 ・ 石 ・ 君 ・ 赤 に ，)，い揖 欄ナデ 横ナデ 2391 

軍 11 1 -486図 1 1 1 05 s 69 1 4 c  1 2 2 亜 口線 (22 .8)  2 .0- 石 ， 長 ' I!I 極 情ナデ 損ナデ 鳳斑 238， 

揖 111 -4自6図 1 21 05 s 69 1 4 c  1 2 2 I lI!  白線 (22.8)  2 . 7 - 石 長 ー 璽 角 ・ 赤 檀 繍ナテ 椀ナデ、 ハケ目 (左上) 後楠ナテ 2371 

車 111 -486図 1 31 05 5 69 1 4 c  1 2  2 鉢 口揖 (20.6)  1 .8- 石 長 ・ 璽 ・ 角 串 檀 舗ナデ 横ナデ 黒斑 238! 

軍 111 -486国 1 41 05 s 69 1 4 c  1 2  2 鉢 ロ鰻 (22.4)  2 . 2 - 石 ・ 晶 ' !iI ・ 角 赤 に，5，い買橿 償ナデ、 ミ ガキ {摘) 楠ナテ 243( 

揖 111 -486図 1 51 05 s 69 1 4 c  1 2 2 聾 [器歯) 口線 (20.6)  2 . 2 - 長 ・ 密 ・ 角 ， 赤 に，);い黄褐 繍ナテ 横 ナ デ 239 

軍 111 -486図 1 61 05 s 69 1 4 c  1 2  2 量 口縁 ( 1 8 .6)  2 .2- 長 ・ 霊 ー 角 ・ 赤 掴 績ナテ ハケ目 {左上} 櫨随文 {縦} 楠ナデ、 ミ ガキ {多方向) 239 

車 111 -486図 1 71 05 s 69 1 4 c  1 亜 口縁 (22 .自) 2 . 1 - 石 ・ 畢 ・ 蜜 ， 角 橿 摘ナデ 構ナデ ス ス 吋泊 239; 

軍 111 -486図 1 81 05 s 69 1 4 c  1 I lI!  ロ緯 1 1 8 .8 )  2 .6- 石 長 霊 ・ 角 橿 繍ナデ 横ナデ、 ハケ目 {揖) 240 

軍 111 -486図 1 91 05 s 69 1 4 c  1 I lI!  口緯 129.2)  4.5 - 石 ・ 長 ー 雲 角 橿 慣ナデ、 暗主 (左上) 揖ナデ、 ナデ 238; 

東西水路調査区出土弥生土器観察表 1
挿図 続 週梱 理禍 ヲ リ ッ ト 出土 レイアウ ト 器岨 部位 口橿 器高 底橿 胎土 色悶 調盟 (外面) 関車 {円面} 情考 実測

番号 番号 番号 植 屈曲 庖 位 {σn) (田) (011) 番号

第 川 -489図 1 1  23 s 5984 0 床面 時面 聾 日韓 123 .2 )  2 . 1 - 石 ・ 畏 冨 ・ 角 赤 買 橿 揖 ナ テ 繍 ナ デ 3507 

露 目1 -489図 2 1  23 s 5984 0 障面 軍 口組 1 2 1 .41  2 . 2 - 石 ー 長 I!I ' 角 第 に ぷい檀 繍ナデ 慣ナデ 煩似土器床面出土 3505 

第 111 -489図 3 1  23 s 5984 0 3 3 I lI!  底部 2 .9- 8 . 2  石 ー 長 量 ー 角 貰掲 ハケ目 (縦} 後ナデ‘ 機ナデ 層誠 3501 

第 111 -489図 41 23 s 5984 0 2 2 I lI!  口縁 129.21  2 . 8- 石 ・ 長 ・ 霊 ・ 角 買 揖 繍ナデ 楠ナデ 類阻土器 1 庖 出土 3525 

草 川1 -489図 51 23 s 5984 0 2 2 I lI!  口銭 123.61 2 . 5 - 石 ・ 長 ' l'I ・ 角 にぷい買揖 禰ナデ 楠ナデ 3502 

軍 111 -489図 61 23 s 5984 0 1 彊 飼部 4.6- 石 ー 角 赤 に .5;い貧褐 ・ 謹買檀 ミ ガキ (構) 後沈輯 (右上) J 、ケ 目 (縦) 後ナデ 盟帽の可能性 あ り 3524 

第 11 1 -49 1 図 1 1  25  s 5985 b 3 I lI!  口縁 (30.01 3 . 0 - 石 ・ 長 ' !iI ・ 角 ・ q;. 嵩買橿 繍ナデ 横ナデ 類削土麗3 ・ 2 ・ 1 回出土 3506 

軍 111 -49 1 図 2 1  25 s 5985 b 2 2 壷 ロ緯 1 2 1 . 2 1  3 . 3 - 石 . I!i '  l'I ' 角 に ，;‘い揖 領ナデ. 暗主 {綬) 慣ナテ 3543 

軍 111 -49 1 園 3 1  25 s 5985 b 2 2 I lI!  底部 3 . 1 - 5.4 石 長 ' !iI ' 角 橿 ハケ目 (縦} 、 揖ナデ、 ナデ 磨誠 3540 

第 111 ・49 1 図 4 1  2 5  s 5985 b 1 I lI!  口繕 1 1 6 . 2 1  2 . 1 - 石 長 霊 角 灰蹟褐 ナデ 繍ナデ 3 547 

車 111 -493図 1 1  33 s 5985 0 ' d 床面 床面 壷 口縁 124.21  2 .0- 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 檀 楠ナデ、 ナテ 慣ナテ 3632 

軍 111 -495図 1 1  36 5 X  5986 1 I lI!  口緯 140.0) 2 . 2 - 石 ー 畠 ・ 盟 角 閉q;.褐 繍ナデ 繍ナテ 3566 

調 111 -498図 1 1  04 5 1  5986 床面 床面 亜 口組 122 .6 1  3 . 1 - 霊 角 赤 に，5;い買檀 機ナデ 績ナデ 3592 

車 111 -498図 2 1  04 5 1  5986 犀箇 庫菌 盟 底部 3 . 8- 石 ・ 長 冨 ・ 角 に，;、い櫨 ハケ目 {鍛) 、 ナデ 横ナデ 黒斑、 砂吋泊 36 1 6  

車 111 -498図 3 1  04 5 1  5986 3 3 I lI!  日韓 (2 1 .6 1  2 .8- 石 ・ 長 ' !iI ' 角 橿 楠ナデ 摘ナデ 3636 

露 目1 -498図 41 04 5 1  5986 d . c 3 3 盟 口線 (33 .0)  3 .3- 石 長 ， 宮 ・ 角 揖 欄ナデ 構ナデ 3637 

軍 111 -498図 51 04 5 1 5986 d . c 3 3 彊 底部 1 . 1 - 6.0 石 長 雲 角 ・ 串 にぷい買抱 ・ 橿 ナデ 庖諸 3628 

開 111 -498図 6 1  04 5 1 5986 d . c 2 2 亜 口緯 [約20.0) 1 . 7 - 石 ・ 畏 盟 角 禍民 帽ナテ 横ナテ 3626 

車 目1 -498図 7 1  04 5 1  5986 d . C 2 2 彊 口縁 16 .8)  2 . 7 - 石 長 窪 角 揖 植ナテ 横ナデ 黒斑 3627 

軍 111 -498園 8 1  04 5 1  5986 d . C 1 I lI!  目録 (20 .0-30.0 1 . 7 - 石 副 長 角 に，);い黄櫨 楠ナテ 構ナテ 3625 

車 111 -498函 9 1  04 5 1  5986 d . c 1 I lI! 口縁 (30.0)  1 . 5- 石 ・ 長 ・ 霊 ・ 角 1:，);い買橿 蝿ナデ 楠ナデ 3624 

調 111 -499図 1 1  32  5 1  5987 c 3 3 聾 周部 3 . 5 - 石 ・ 畏 ' !iI ' 角 に，);い貰揖 摘ナデ、 突帯 楠ナデ ス ス 何回 3585 

軍 111 -499図 2 1  32 s 5987 c 2 2 I lI!  口線 29.6 6 .3- 石 霊 角 赤 に ぷい質極 極 梱ナデ、 ハケ目 (左上) 後備ナデ 楠ナテ、 ハヶ目 (掴} 、 ハケ自 (左上) 櫨ナデ ス ス 付白 3584 

罵 111 -499図 3 1  32 s 5987 c 2 2 台付酔 口緯~岡部 1 5 .8 1 0 . 1 - 石 長 雲 角 問赤褐 ミ ガキ {楠) ミ ガキ (構) 事芭顔料 3639 

軍 111 -499図 41 32 s 5987 c 2 2 高符 口緯 135 .4)  1 . 5 - 石 震 ・ 角 赤 種 繍ナデ 楠ナテ、 暗主 {縦) 車色顔料 3586 

車 111 -500図 1 1  34 s 5987 c 5 5 I lI!  口緯 澗定不能 1 . 3 - 石 長 雷 角 赤 lこ，); (， 、極 掴ナデ、 刻み目文 {暗部) 償ナデ 3575 

軍 111 -500図 2 1  34 s 5987 c 5 5 亜 口縁 (27.8)  2 . 2 - 石 畏 ー 霊 ・ 角 4こ，)i (， 、揖 繍ナデ 横ナテ 3604 

亜 日1 -500国 3 1  34 s 598 7 c  5 5 I lI!  目録 2 7 . 2  3 . 6 - 石 長 冨 ・ 角 に，5iい買檀 繍ナデ 慣ナテ 3623 

軍 111 -500図 41 34 s 598 7 c  5 5 I lI!  口縁 1 2 1 .4) 1 .6- 石 ・ 長 ・ 角 にぷい根 掴ナテ 憤ナテ 3 5 7 1  

第 111 -500図 51 34 s 5987 c 5 5 壷 周部 1 3 .4- 石 ' I!I ・ 角 ・ 赤 嵩質檀 ハケ目 (左上] 撞ナデ‘ 繍ナテ、 刻み目突稽 指ナテ 黒拠 3630 

軍 111 -500図 6 1  34 s 5987 c 1 I lI!  底部 8.6- 1 5 . 0  石 ・ 長 ・ 置 ・ 角 赤 問責褐 指ナデ {縦} 、 ハケ目 {多方向) 後ナデ. 慣ナテ 磨誠 3629 

揖 111 -503図 1 1  1 5  s 5984 0 2 2 I lI!  口揖 ( 3 1 .6)  1 .9 - 石 畏 ー 霊 角 ・ 郡 ，:，);い恒 繍ナデ 繍ナテ ス ス 付趨 3508 

車 111 -503園 21 1 5  s 5984 0 1 I lI!  口緯 124.6)  1 .9 - 石 長 ー 霊 檀 領ナデ 償ナデ 3 5 1 2 

軍 111 -505図 1 1  1 2  s 5984 0 .  15985 b )  4 ・ ( 3 ) 4 I lI!  目録 2 7 . 0  3 .4- 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 . q;. に，5iい橿 楠ナデ 横ナテ‘ ナデ 3 5 1 0  

第 111 -505図 2 1  1 2  s 5984 0 4 4 I lI!  日韓 122 .6 1  2 .2- 石 ・ 長 ・ 宮 角 にぷい買曜 繍ナデ 繍ナテ 3509 
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東西水路調査区出土弥生土器観察表 2
挿図 被 溜禍 遺禍 クリ ッ ト 出土 レイアウ ト 鐘纏 鶴位 口橿 器商 底径 胎土 色翻 調整 {鼻面) 調堕 {内面) 備考 実潤

置号 置 号 語号 祖 周位 回位 {町} (00) (00) 置唇

第 111 -505図 3 1  1 2  s 5984 . 3 3 盛 回線 (30.0) 2.3- 石 ・ 長 . 11 ' 角 橿 繍ナデ 樹ナデ 351 1 
第 111 -505図 41 1 2  s 5984 . 2 2 翠 日銀 (25.2) 2 .7- 石 ・ 畠 ・ 思 ・ 角 に，Siい寅橿 舗ナデ 繍ナデ 3526 
銅 111 -505固 51 1 2  s 5984 . 2 2 密 目録 0 7.0) 2.0- 長 ・ 角 田 部 におい植 ミ ガキ (栂} 繍ナデ 3529 
第 111 ・504図 1 1  1 9  s 5984 . 1 I lI!  口録 (29.0) 2.8- 石 ・ 長 E ・ 角 にぷい僅 償ナテ 欄ナデ 35 1 3  
銅 111 -507図 1 1  1 1  s 5984 b 3 3 墾 口録 (23.0) 3.5- 石 ・ 畠 . 11/ ・ 角 議黄檀 俄ナテ 繍ナデ 352 1 
錦 111 -507図 21 1 1  s 59自4 b 3 3 聾 口脇 (29.4) 2 .7- 石 ・ 長 . 11/ ・ 角 ・ 串 極 損ナテ 繍ナデ 3503 
第 111 -507図 3 1  1 1  s 5984 b 3 3 聾棺 口組 【40.0) 1 .7- 石 ・ 長 盟 担 繍ナデ 栂ナデ 35Q.4 
鏑 111 -507園 41 1 1  s 59自4 b E 2 聾 ロ縁 (25.8) 4.0- 石 ・ 畠 ・ 角 ・ 事 極 栂ナテ 横ナデ 3520 
第 11 1 -5 1 0図 1 1  24 s 5986 b 1 I lI!  回線 (29.8) 2 .9- 石 ・ 長 ' !ilI ・ 角 に，5\い檀 栂ナデ 繍ナデ 353口
第 11 1 -5 1 2図 1 1  20 s 5985 b 2 I lI!  目録 (24.0) 2 .3- 石 ー 長 虫 ー 角 極 繍ナテ 機ナデ、 指頭圧痕 類似土器2 ・ 1 厨出土 3565 
鏑 111 -5 1 2国 2 1 20 s 5985 b 1 I lI!  口組 (23.4) 2 .4- 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 に，5\い質橿 繍ナデ 慣ナデ ス ス 付 回 359 1 
第 111 -5 1 2図 31 20 s 5985 b 1 I lI!  口錫 (2 1 .4) 2 .5- 長 ・ 角 ・ 車 にぷい褐 繍ナデ 機ナデ 3535 
第 111 -5 1 2掴 4 1  20 s 5985 b 1 聾棺 周郵 7.5- 石 ー 長 ' !li にぷい串縄 ハケ目 {縦) 揖ナデ、 楠ナデ、 粂突帯、 ナデ ナデ 3638 
軍 111 -5 1 2図 5 1  20 s 5985 b 1 量 口鶴 ( 2 1 .4) 4.0- 晶 ・ 霊 角 ・ 赤 信 陪文 {蹴} 、 繍ナテ 繍ナデ、 ミ ガキ痕 (横} 3536 
規 制 -5 1 3図 1 1  1 3  s 5985 b 1 I lI!  口健 ( 1 9.4) 2 . 1 - 石 ・ 畠 田 虫 ・ 角 禍灰 横ナデ 舗ナデ、 ナデ 3523 
第 11 1 -5 1 3園 2 1  1 3  s 5985 b 1 I lI!  口総 (29.0) 3.0- 長 ' 1'1 目 角 ilI\ 傾ナテ、 ナデ 繍ナデ、 ナテ 353日
軍 111 -5 1 3図 3 1  1 3  s 5985 b 1 謹 口鶴 (29.4) 2 .2- 長 ・ 冨 ・ 角 串 橿 績ナテ 楓ナテ 3539 
第 11 1 -5 1 4図 1 1  1 4  s 5985 b 4 4 I lI!  日銀 (30.0) 4 .7- 雲 ・ 角 ・ 部 にぷい極 栂ナテ 掴ナテ 窺似土語2回出土 3564 
第 11 1 -5 1 4園 2 1  1 4  s 5985 b 4 4 I lI!  口縁 28.4 4.4- 石 長 . 11 ・ 角 ・ 赤 にぷい賃値 積ナテ 繍ナテ 3553 
第 11 1 -5 1 4阻 3 1  1 4  s 5985 b 4 畢 口組 (25.6) 2 .9- 石 ・ 畳 ・ 恕 ・ 角 ・ 串 におい賀福 櫛ナテ 繍ナテ 頬似土題4 ・ 1 園出土 3567 
圃 11 1-5 1 4図 4 1  1 4  s 5985 b 4 4 璽 底甑 2.9- 7.0 畏 盟 ー 角 買極 ハケ目 {鍛) - 慣ナデ、 指ナデ 磨鴻 3549 
第 11 1 -5 1 4図 5 1  1 4  s 5985 b 4 4 堕 底鶴 2. 1 - 6.6 長 ・ 璽 ・ 角 ・ 串 銘褐 ハケ目 [縦} 、 繍ナデ 揃ナテ 3550 
第 11 1 -5 14固 61  14 s 5985 b 4 4 聾 {穿孔} 日銀 0 6.8) 1 .7- 石 ・ 昼 - 11 ・ 角 ・ 串 栂 ミ ガキ (横} 、 ナテ ミ ガキ {綱} 、 ナデ 364 1 
銅 11 1 -5 1 4図 7 1  1 4  s 5985 b 4 4 盟 {穿孔} 口録 1 9.4 2.0- 畠 ・ 霊 ・ 角 揖 に，5\い櫨 横ナデ 繍ナデ 類似土器 1 周出土 3589 
第 111 -5 14図 8 1  1 4  s 5985 b 4 4 量 目録 【 1 8.4) 2.9- 雲 ・ 角 ・ 串 議質償 楠ナテ 舗ナデ 355 1 
草 川 ー5 1 4園 9 1  1 4  s 59自5 b 4 4 I !i!  口組 20.8 3 .3- 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 ・ 赤 担 繍ナデ、 陪文 {雌} 繍ナデ、 ミ ガキ (横} 3644 
第 11 1 -51 4図 1 0 1  1 4  s 59自5 b 4 4 I !i!  口健 ( 1 5 .2) 2.4- 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 明赤栂 鏑ナデ、 ミ ガキ {艦} 繍ナデ、 ハケ目 {餓) 瞳ナデ 鳳斑、 類似土盤3 ・ 1 園出土 3587 
第 111 -5 1 411l1 1 1 1  1 4  s 5985 b 3 4 盛 口組 ( 1 8.4) 5.0- 石 ・ 長 ・ 狸 ・ 角 赤 橿 繍ナテ 綱ナテ 類似土器4回出土 3573 
鋼 11 1-5 1 4図 1 2 1  1 4  s 5985 b 4 4 盛 隅甑 9.0- 石 ・ 長 ' !ilI 角 鳳掲 に，5\い賢栂 ナデ、 暗文 {縦) 、 横ナデ、 刻み目突帯 ナテ 358自

1 2 1  1 4  ， ハケ目 t左上} 後 三 ガキ {償} 3588 
第 111 -51 4図 1 3 1  1 4  s 5985 b 4 4 盟 底郵 2.6- 6.8 畢 ・ 盟 ・ 角 赤 県 民蹟 ミ 刀キ (繍} 、 栂ナデ、 ナデ 繍ナデ 3552 
第 11 1 -5 1 4図 1 4 1  1 4  s 5985 b 4 4 高坪 ロ緑 (26.0) 2 .3- 石 ・ 長 . 11/ 角 褐民 慣ナテ 樋ナテ 3559 
軍 111 -5 1 4園 1 5 1  1 4  s 5985 b 3 3 聾 日銀 27.8 7.4- 11l - 角 ・ ilI\ 議質掴 繍ナデ、 沈輯 楠ナデ、 ナデ 3548 
第 111 -5 1 4図 1 6 1  1 4  s 5985b  3 3 霊 底部 2.3- 7.2 石 ・ 長 ・ 盟 ー 角 I;:，Siい質褐 ハケ目 {殴} 櫨ナデ、 般ナデ 36 1 8  
第 111 -5 1 4図 1 7 1  1 4  s 5985 b 3 3 亜 目録 0 8.6) 2.2- 長 - 1'1 ・ 角 ・ 赤 信 椴ナデ. ハケ目 (右上) 後ナデ 横ナデ 3534 
車 111 -5 1 4図 1 8 1  1 4  s 5985 b 3 3 盟 底留 1 .9- 1 1 .8 石 ・ 長 角 - ilI\ 黒 に，5iい翼栂 ナデ ナテ、 ハケ目 {磁} 後ナデ、 指頭圧痕 3533 
第 11 1 -5 1 4園 1 9 1  1 4  s 5985 b 1 2 亜 ロ録 (26.4) 1 .6- 石 ・ 畢 . 11/ ・ 角 橿 機ナデ 繍ナデ 類似土器2周出土 3560 
第 111 -51 4図 20 1 1 4  s 5985 b ト レ 1 I lI!  口鶴 ( 1 8.2) 2 . 1 - 石 ・ 長 . 11/ ・ 角 闘賞褐 栂ナデ 繍ナテ、 ハケ目後繍ナテ、 ナテ 3544 
第 11 1 -5 14園 2 1 1 1 4  s 5985 b ト レ 1 墨 底留 3.3- 9.2 石 ・ 長 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5\い寅侵 ハケ目 {緩} 桂樹ナデ、 横ナデ、 ナデ 3545 
軍 11 1 -5 14図 22 1 1 4  s 5985b  1 聖 (穿孔 目録 (20.8) 3 . 1 - 石 ・ 長 震 ・ 角 ・ 串 a伝 表面自制限 表面剥艇 36 1 7  
第 11 1 -5 1 4図 23 1 1 4  s 5985 b ト レ 1 堕 日銀 (23.6) 1 .9- 石 ' 1'1 ・ 角 ・ 串 串 繍ナデ 陪文 {蹴射鰻) 1 3 ・ 1 4 5 1 ト レ 3546 
軍 11 1 -5 1 6阻 1 1  0自 s 5985 . 3 3 翠 ロ縁 (2 1 .0) 2.5- 晶 ・ 石 ・ 震 ー 郡 にI�iい賃値 繍ナテ 繍ナテ 356 1 
軍 11 1 -5 1 6図 2 1  08 s 5985 . 3 3 亜 ロ鰻 (27.6) 2.4- 石 長 盟 ・ 角 ・ 串 櫨 繍ナデ 横ナデ 3562 
第 11 1 -5 1 6図 3 1  08 s 5985 . 3 3 蜜 目録 (27.2) 1 .8- 長 虫 角 ・ 串 担 繍ナデ、 宿文 [雌} 横ナデ 36 1 9  
第 111 ・5 1 7阻 1 1  0 1  s 5985 . . b 庫面 障面 盟 日銀 ( 1 7.4) 2.0- 畠 ・ 蟹 ・ 角 ・ 揮 橿 領ナテ、 横ナデ撞暗主 {綴} 慣ナデ 3555 
掴 111 -5 1 7図 2 1  0 1  s 5985 3 3 I lI!  ロ認 (26.6) 2.4- 石 長 盟 ・ 角 田 赤 檀 償ナテ 犠ナデ 3595 
第 11 1 -5 1 7図 3 1  0 1  s 5985 3 3 聾 日銀 27 .0  2 .4- 石 ・ 畏 ' !ilI ・ 角 に，5\い買褐 繍ナデ 横ナデ 3642 
第 11 1 ・5 1 7園 4 1  0 1  s 5985 . . b 2 2 盟 口鰻 (20.6) 2 .7- 昼 雲 角 ・ 赤 橿 繍ナデ、 繍ナデ櫨陪宜 {綴) 横ナデ、 ミ ガキ {積} 3556 
第 111 -5 1 7図 5 1  0 1  s 5985 . . b 2 2 盛 口鶴 (30.0) 4.7- 石 長 虫 ・ 角 田 都 悶赤禍 椴ナテ、 繍ナテ櫨暗主 {健} 樹ナテ 3554 
第 111 -5 1 7図 6 1  0 1  s 5985 . 目 b 1 I lI!  口健 【27.0) 1 .自~ 石 畳 ・ 盟 ・ 角 檀 櫛ナデ 樹ナデ 3557 
第 11 1-5 1 9図 1 1  07 s 5986 b . C 6 6 I lI!  口鶴 (25.8) 1 .9- 石 長 . 11/ ・ 角 に，5\い聞慣 繍ナデ 繍ナテ 3528 
第 111 -5 1 9図 2 1  07 s 5986 b 目 C 自 6 盈 口組 測定不能 2.5- 石 ・ 昼 . 11/ . 角 浅蹟担 椴ナデ‘ 繍ナデ艦暗主 [綴} 楓ナデ 3527 
第 11 1-5 1 9図 3 1  07 s 5986 b . C 6 6 盛 周回 4.8- 石 墨 . 1:1 目 角 時掲 ・ にぷい賀橿 ミ ガキ (横) 、 樹ナデ、 条刻み目突帯 績ナテ 3582 
第 11 1 -5 1 9掴 4 1  07 s 5986 b 目 c 4 4 I lI!  口鶴 (24.6) 2 .3- 石 長 ・ 蟹 ， 角 檀 禍ナデ 繍ナデ 3563 
鏑 111 -5 1 9図 5 1  07 s 5986 b . C 4 4 聾 口組 (29.8) 2 目2- 石 ・ 畏 ・ 霊 ・ 角 檀 欄ナデ 横ナデ 3537 
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東西水路調査区出土弥生土器観察表 3
挿図 植 遺綱 遺綱 ヲ リ ッ ト 出土 レイFワ ト 器摘
薗号 畳号 番号 種類 回位 回世

甥 111 -5 1 9図 6 1  07 5 1  5986 b . c 3 3 聾
箪 11 1 -5 1 91l!1 7 1  07 5 1  5986 b . C 3 3 盟
第 11 1 - 5 2 1 図 1 1  02 5 1  5985 0 ' d ‘ 5986 b l 3 3 盛
第 111 -52 1 図 2 1  02 5 1  5985 0 ' d 、 5986 b l 2 2 盟
第 111 -52 1 園 3 1  02 5 1  5985 0 ' d 、 5986 b ト レ 1 盟
第 11 1 -52 1 図 4 1  02 5 1  5985 0 ' d 、 5986 b l l 1 聾
第 11 1 -52 1 図 5 1  02 5 1  5985 0 . d 、 5986 b l l 器台
第 11 1 -522図 1 1  03 5 1  5986 b 床面 床面 密
第 111 -522園 21 03 5 1  5986 b 3 3 盛
箪 111 -522図 31 03 5 1  5986 b 2 2 盟
第 111 -522図 41 03 s 5986 b 2 2 I l!! 
第 111 -522図 51 03 s 5986 b 2 2 盛
第 111 -522図 61 03 s 5986 1 1 霊
第 111 -522図 71 03 s 5986 1 盈
第 111 -522図 81 03 s 5986 高S不

軍 111 -525図 1 1  06 s 5986 d 床面 床面 亜
調 111 -525図 21 06 s 5986 d 3 床面 璽
第 111 -525図 31 06 s 5986 d 障面 庫面 E 
第 111 -525図 41 06 s 5986 d 床面 床面 密
銅 111 -525図 51 06 s 5986 d 床面 床面 壷
第 111 -525図 61 06 s 5986 d 床面 庫面 壁
富 山 525包 71 06 s 5986 d 障面 床面 盛
露 目1 -525図 81 06 s 5986 d 庫面 床面 盛
第 111 -525図 91 06 s 5986 d 障面 庫面 盛
第 111 -525図 1 0 1  06 s 5986 3 聾
露 111 -525園 1 1 1  06 s 5986 3 3 量
第 111 -525図 1 2 1  06 s 5986 d 3 3 I lI!  
第 111 -525図 1 3 1  06 s 5986 d ト レ 1 盛
第 111 -528図 1 1  05 s 5986 d ト レ 4 I l!! 
第 111 -528図 21 05 s 5986 d 4 4 '"量
車 111 -528図 31 05 s 5986 d 3 3 I l!! 
第 111 -528図 41 05 s 5986 d 3 3 盛
揖 111 -528図 51 05 s 5986 d ト レ 1 I l!! 
第 111 -528図 61 05 s 5986 d 1 聾
車 111 -52自国 81 05 s 5986 d ト レ 1 壷

車 問 -528図 91 05 5 1  5986 d ト レ 1 量

揖 111 -528図 71 05 5 1  5986 d ト レ 1 I l!! 
第 111 -528図 1 0 1  05 5 1  59自6 d 1 壷

部位 口橿 器商 底橿
(四) {田) (an) 

底部 2.9 9.4 

ロ 縁 (24.6) 4. 1 -

口緯 測定不能 5.6-

口線 ( 1 9.0) 2.8-

口縁 (41 .自) 5 . 1 -

ロ縁 (28.0) 2 .5-

口鶴 1 3 .0  3 .6-

ロ縁 ( 1 6.4) 2 . 7 -

ロ 録 23.4 5 .25-

口緯 (30.0) 2.7-

日 韓 ( 1 9.8) 3.5-

口鶴 ( 1 8.4) 3 .6-

口鶴 ( 1 9.8) 4.9-

底部 1 .5- 7 . 6  

回 線 (22.0) 0 .8-

口総 (43.0) 4.2-

目録 30.4 8.0-

口鐸 23.6 2.9-

口縁 調i:i:不能 3.0 

口縁 ( 1 7 .6)  2 . 1 -

口縁 (2 1 .0) 2.4-

口緯 (22.4) 2 .7-

周部~底部 6.4- 7.2 

底部 2 . 7 - 自 0

回線 (34.0) 3 .0 
ロ揖 ( 1 6 .4) 1 .6-

底部 2.0- 7.6 

園部 5.65-

ロ緯 24.8 3.9-

口緯 (28.8) 1 . 7-

底部 3.4- 7.4 

口鰻 ( 2 1 .6) 5.8-

回線 (22.2)  2 .3-

口縁 (29 日) 2.8-

口緯 (30.2)  2 .0-

口線 刻E不能 2.4-

口縁 ( 1 7.4) 2.6-
口線 ( 1 5 .0)  2.3-

胎土 色踊 調監 (外面} 銅 盤 (肉面} 備考 実澗

番号

石 ・ 畏 ・ 角 賀橿 ハ ケ 目 [縦) 桂ナデ、 繍ナデ 庖混 354 1  

石 ・ 轟 ・ 角 ・ 串 li質櫨 ・ 鐙 繍ナデ、 隠文 (縦} 慣ナデ、 ミ ガキ {楠) 3542 

石 ・ 長 ・ 蜜 ・ 角 にぷい橿 機ナデ、 ハ ケ 目 {畢方向) 桂栂ナデ 繍ナデ、 ハケ自 [憤} 3600 

石 畠 雲 ・ 角 樋 繍ナデ 椴ナテ 3570 

石 長 冨 ・ 角 にぷい買極 繍ナデ、 突帯 栂ナデ、 ハケ目 ス ス 何酒 3640 

石 ， 畏 ・ 盤 ・ 角 ・ 赤 謹賀橿 栂ナデ 横ナデ 3572 

石 ， 畏 ' I!l ・ 角 ・ 赤 赤褐 ・ にぷい賃値 機ナデ、 繍ナデ櫨陪宜 (雌} 楠ナデ 3568 

石 ・ 轟 ' I!l 角 ・ 器 檀 機ナデ 繍ナテ 358 1 

畏 ・ 霊 角 帯 檀 横ナデ 摘ナデ ス ス 付酒、 累積 3593 

石 ・ 畏 冨 角 ー 亦 にぷい寅樋 横ナデ 繍ナデ 類似土器 1 回出土 3596 

石 ・ 長 虫 角 ・ 菰 貰檀 ・ 皮質褐 横ナデ 欄ナデ 類似土器 1 回 出土 3579 

長 ・ 璽 角 赤 橿 繍ナデ 禍ナデ、 暗主 (縦} 3597 

石 ・ 畠 震 角 ・ 赤 揖 輔ナデ、 ハ ケ 目 {縦) 桂宿主 (縦} 横ナデ、 ミ ガキ (楠} 36 1 0  

石 ・ 畏 ・ 角 赤 値 ・ 寅纏 ミ ガキ {椴) 繍ナデ 鳳斑 3606 

石 ・ 長 ・ 角 明赤禍 ナデ 暗 主 (綴} 事色調料 3609 

石 ・ 畏 ・ 蟹 ・ 角 檀 摘ナデ 繍ナテ 類制土器3 ・ 1 厨 出土 3645 

石 ー 昼 ・ 盟 ・ 角 1::，5\い買喧 欄ナデ、 ハケ自 (綴} 繍ナデ ・ ナデ 鍋ナデ、 ナデ ス ス 付語、 類似土器障面出土 3646 

石 ー 畏 霊 角 I::，)iい樋 欄ナデ 制ナデ ス ス 付回 3602 

石 ・ 畏 ・ 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5\い檀 根ナデ 栂ナデ 3622 

震 ・ 角 ・ ffft 浅黄櫨 横ナデ 機ナデ 3603 

長 ー 雲 ・ 角 赤 議黄櫨 繍ナデ 般ナデ 3 6 1 1 

石 ・ 長 ・ 密 ' 角 串 浅賀績 損ナテ桂暗主 {綴] 、 横ナデ ミ ガキ {横] 360 1 

石 長 ' I!l 角 ffft 間赤褐 ミ ガキ [櫛) 、 ミ ガキ {楠) 桂ナア 繍ナデ、 ハ ケ 目 (縦} 櫨ナデ、 ナデ {盛大間橿2 1 . 2an) 3576 

石 ・ 晶 ' I!I ・ 角 に，5\い圃 ハケ目 {縦) 、 ナ デ 指頭匡痕 3599 

石 ・ 畏 ・ 盟 に，5\い褐 繍ナデ、 ヘ ラ L よ る圧趨 繍ナデ 頬似土器3 . 1 回出土 3643 

石 畏 ' I!l ' 角 櫨 欄ナデ 繍ナデ 3594 

畏 角 ・ 赤 恒 ハケ目 {多方向] 、 機ナデ 磨滅 35自3

石 田 畏 ・ 盟 ・ 角 ・ 串 溝寅檀 ・ に，5iい寅揖 摘ナデ、 ハケ目 (左よ ・ 縦] 、 刻み目突帯 機ナデ 樋揺状工島世用 3635 

石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 田 串 溝質抱 機ナテ 繍ナテ 類似土器4 . 1 回出土 3598 

石 ・ 長 ， 宮 ・ 角 昭串褐 ミ ガキ {繊) 、 ハケ目 (横} 桂 刻 み 目 宜 (織部} 椀ナデ 原腐、 櫛描技工員恒用 3633 

石 長 冨 ・ 角 に，5\い慢 ハ ケ 目 (縦} 撞ナデ、 楠ナテ 庖誠 3608 

石 長 ・ 宮 ー 角 議黄信 機ナデ、 ハケ目 {縦) 揖ナテ 繍ナデ、 ハケ目 (左上} 桂ナデ 3607 

石 . !l ' 盟 ・ 角 主主黄栂 楠ナデ 鍋ナデ 3580 

石 ・ 畏 田 宮 ・ 角 にぷい檀 機ナデ 摘ナデ ス ス 付癌 3605 

石 ・ 長 ・ 璽 ・ 角 檀 横ナデ 摘ナデ 3578 

長 . :1:1 ・ 角 ー 轟 浅買橿 ・ 橿 舗ナテ 横ナテ 3634 

長 霊 角 a 串 極 損ナデ、 ナデ 栂ナデ 3620 

長 ・ 盟 ・ 角 ー 赤 にぷい掲 ナ デ ナテ 362 1 
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2 区屋外土坑出土弥生土器観察表 1
抑図置唱

醤筏号 週益偶信 グ リ ツ ト
圏
出土直 レイ居アワ直ト 器唖 国位 口(on盟} {α瞳。高 底{田径} | 酷土 | 色間 | 阻堕 {外面} 掴盤 t同面} 備考 図

醤版号 寓薗副号
鱗 111 -532図 1 03， I S K 6903 < 3 翠 目録 (25.0】 2.4- | 石 ー 昼 ・ 量 :，S;い揖 | 鋼ナ テ 繍 ナ テ 1 77 
錦 111 -532悶 1 033 I S K 6903 < 3 盤 口語 3 1 . 2 | 石 ・ 畠 ・ 虫 ー 角 | 縄E | 繍ナ テ 倒 ナ テ 血 斑 1 770 
!l! 1II -532図 1 033 I S K 6903 < 3 盛 口組 (24.4】 2.5- | 石 ・ 昌 ' 111 . 角 ， 赤 | 但 1 1mナテ 繍ナデ 1 763 
!l! 1II -532図 1 033 I S K 6903 < . 2 . (包] 3 霊 | 層部~鹿田 34.5- 8.8 | 石 ・ 長 虫 ー 角 ・ 赤 こぶい纏 | ハケ 目 {左上] | ナテ PL・35 2206 
甥 m 1 033 I S K 6903 < ヨ 霊 | 底部 2.3- 5.8 1'5 ・ 民 軍 ・ 角 | 担 | ナデ | ナデ 理班 1 777 
1 111 1 036 I S K 69 1 3 b  E 盤 ロ鐘 (25.0】 2.9- | 石 毘 E ・ 角 趣 :ぷい賃値 1 1mナデ、 ハケE! (111) 後ナデ | 繍ナテ. ナデ 965 
1 111 1 036 I S K 69 1 3 b  2 蜜 口瞳 f抽 1 4.m 2.8- | 星 雲 ・ 角 | に，S;い纏 I I�ナテ. ナテ | 繍ナデ 994 
刊l 1 036 I S K 69 1 3 b  2 霊 ロ盤 (9.m 0.9- | 石 長 置 ・ 角 | 極 1 I蝿ナデ 1 I鍋ナデ 964 
� 1lJ 036 I S K 69 1 3 b  2 I !l!  | 鹿田 3.2- 8.8 | 石 ・ 長 宜 ・ 角 | にぷい髄楢 ハケ目 {鑓} ナテ | ナデ 984 
� 1Il 070 I S K 69 1 2 0  2 I !l!  | 陸部 4.7- 6 | 石 ・ 盛 l!I . 角 ' $ | 纏 ハケ目 {磁1 ハケ日後ナデ I JI!滋 798 
l lll -!国2図 070 I S K 69 1 2 0  2 盟 | 口揖 (9.4) 7- | 石 ・ 畠 . 111 | 樋 1 111ナデ | ナデ 828 

!l! 1II -532園 070 I S K 69 1 2 0  E 目録 (胡3 1 . � | 石 ' l!I_・ g ・ 角 | 聞赤福 | 樹ナデ | 織ナテ‘ ナデ 835 
錦 111 -532図 224 I S X  1 690 l d 2 I !l! | 口昌 1 9.3 3.6- | 石 ー 白 星 二 負 | 纏 | 繍ナデ | 禍ナテ 1 0  
第 111 -536図 1 1  1 70 I S X  691 1 b N o . l 蜜 | 完車 1 1 .9 20.5 | 長 . 1II ー 角 副 都 | 瞳 | ハケ目 蝿} 後編ナテ ! 繍

ハ
ナ
ケ

デ
目 ・ {師多 方匠向由} ナテ | 鹿脚田欠損{国大鵬 1 6.3田} I PL-お 20 

lI! lII -536園 1 70 I S X  1 69 1  ) b N o .3 商t不 | 周囲 3 . 1 - | 石 ・ 晶 ・ 角 赤 | 悶褐 ハヶ目 {多方向) 後ナデ | ナテ、 ハケ目 {多方向} 後ナデ 859 
第 111 -537固 I S K 1 691  I b 盟 | 目録 ( 1 8.2) 2.3- | 石 ・ 畠 ・ 宜 | 間質調 | 倒ナデ | 繍ナテ 875 
lI! lII -539園 2 1 8  I S X  1 69口 1 0  I Ii下m 且 回 | 日銀 23.0 2 . 1 - | 石 ー 民 ' l!I ・ 角 1 :実質槍 | 般ナテ | 繍ナデ 1 031 
111 111 -539回 2 1 8  I S X  6902 b I Ii下摺 固・ '1i'l | 口蝿 (29.6) 2.2- | 昼 ・ 冨 ・ 角 $ | 主義置揖 | 鋼ナテ | 繍ナデ 1 039 
思 111 -539囲 2 1 8  I S X  6902 b 1 m下層 国 t屈 | 口縁 22.0 2.2- | 長 ・ 石 ' l!I ' 赤 | 言語貧揖 | 倶ナテ | 舗ナデ、 1 038 
鼠 111 ・539園 2 1 8  I S X  599 2 b  目録 (32.0) 2 .2- | 石 ・ 昼 ・ 坦 ー 角 | にぷい貨梅 | 欄ナデ | 恨ナデ 1 004 
111 111 -539園 2 1 8  I S X 6902 b 1 2 l ロ錫 (34.0) 2.3- l 石 ・ 長 ・ 冨 ・ 角 赤 | に.)\い貧健 | 繍ナデ | 繍ナテ‘ ハケ昌 [左上} ナテ 1 005 
lI! lII -539園 2 1 8  I S X  6902 b 1 2 | ロ録 30.0 6- 1 '5 ・ 長 ・ 盟 ー 角 総 | にぷい梅 | 繍ナデ | 鍋ナデ 1 024 
錦 111 -539固 2 1 8  1 5 6902 b | ロ揖 24.6 3.5- l 石 ・ 畠 ・ 盟 | 賃値 | 繍ナデ | 栂ナデ | 灘似土器 1 居出土 968 
銘 111 -539図 2 1 8  1 5 6902 b l ロ縁 28.0 2.6- 石 ・ 晶 ・ 置 ・ 角 | 纏 | 繍ナテ | 繍ナデ | 血様、 866 
第 111 -539阻 2 1 8  I S X  1 690 1 0  ロ~頭部 28.0 4.0- 石 ・ 甚 ' l!I ・ 角 | 田賀掴 | 繍ナデ、 ナテ ! 繊ナテ、 ナデ 865 
錦 111 ・539図 2 1 8  1 5 6902 d 1 2  E ロ韓 28.6 3 .2- 石 晶 ' l!I | にぷい掴 | 鍋ナデ l 繍ナデ 834 
lI! lII -539図 2 1 8  1 5 6902 d 2 I !l! ロ~盟国 (30.0) 2.5- 石 畢 . 1II 出こ高い貫担 | 悦ナヨー 鍋ナテ. ナ デ 953 
第 111 -539図 2 1 8  1 5 6902 d 1 2 2 盛 ロ輯 (拍50.0) 2.7- 石 . l!I ・ 鐙 ・ 角 ・ 総 | 路民賞 1 1mナテ 倒ナデ 1 006 
lI! lII 姐539図 2 1 8  I s x 6902 b 2 l iil  園田 "6町 墨 . 111 ・ 角 ・ 赤 | にぷい但 | 契絡. ナテ ハケ E! (姻] 些才デ 1 023 
銀 11 1-539図 2 1 8  I s x 6902 b | ト レ E 口銭 (32.0】 2.5- 長 . !II ・ 角 赤 | 飽鐙 | 繊ナデ 樹ナデ. ナテ 864 
鰐 111 -539図 2 1 8  I s x 690 1 a 畢 ロ~園田 25.8 5.0- 石 長 . 1/ | にぷい鎚櫨 1 111ナデ. i'.t韓 ナテ 901 
第 111 -539図 2 1 8  I s x 690 1 0 盤 口組 (32.0'】 8- 石 畠 1/ . 角 | 盤 | 繍ナデ 綱ナテ 955 
lI! lII -539函 2 1 8  I s x 690 2 b  盤 鹿圏 2.5- 8 石 島 宮 ・ 角 | 纏 1 1鍋ナデ 盟櫨 1 079 
111 111 -539国 2 1 8  I s x 6902 b | ト レ R田 握手 4.0- 石 皇 宮 ・ 角 $ | 赤樋 | ナデ 庖蝿 赤色園料 1 045 
111 111 -539図 2 1 8  I s x 6902 b | ト レ 霊 {穿孔! DIIl (20.0】 2.3- 石 角 赤 ・ 盟 | 健 | 鍋ナテ 繍ナデ 穿孔 903 
鏑 111 -539図 20 2 1 8  I s x 6901 亘 盤 日銀 r.4'】 1 .2- 石 長 1'1 ' 角 | 纏 | 繍ナテ 繍ナテ E ガキ {綱1 904 
第 111 -539図 2 1  2 1 8  I s x 690 1� 霊 ロ~亜田 1 9  6.8町 長 宮 ・ 角 赤 :，5\い賞掴 | 倒ナテ、 突棒、 ナテ 繍ナデ 863 
蝿 111 -539図 22 2 1 8  1 5 X 6901 "- 盗 ロ鐙 1 9  3.3- 豊 富 ・ 角 | 揖 1 1mナテ. ミ ガキ {舗] 暗主 {縦} 繍ナデ. ! :11キ {繍] 956 
盟 111 -539図 23 2 1 8  6902 b 1 量 園部 7. 1 - 長 ' l!I ・ 角 | 纏 | 機ナデ、 ハケ目 岨] 後ナテ ハケ胃 t繍 躍} 1 080 

忽 11 1-54 1 図 1 006 1 5  K 6902 b 4 盤 ロ錫 24. 2.6- 石 墨 宜 ー 角 $ | 闇赤祖 | 栂ナデ 織ナデ 83 
車 !日 -54 1 図 1 006 I S K 6902 b 1 3 3 I !l!  口信 25 3 . 5- 昼 石 畳 ー 赤 | 溢賃値 | 鍋ナテ 繊ナテ 967 
踊 11 1-541 図 1 006 I S K 6902 b 3 I !l!  ロ録 (34.6) 2 .7- 石 昼 ， 包 ・ 角 | 鐘 | 鍋ナデ 彼土空Lk5' 830 
調 11 1・54 1 図 1 006 I S K 6902 b 3 I !l!  ロ縁~亜国 (36.m 3.9- 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 ・ 菰 | 担 1 11ナテ. 突稽 繍ナ空三 ナデ 832 
甥 111 -543図 29 1 I s x 6901 0 3 I !l!  口縁 (24.6) 2 .2- 昼 . '5 | 貧祖 ・ 賃祖 | 繍ナデ 繊ナテ 95 1 
第 111 -543図 29 1 I s x 6901 0 E 口総 (28.6) .8- 否 ・ 昼 . l!I ・ 負 直聖 | 繍ナデ 繍ナデ 91 
第 111 -547阻 1 027 I S K 6902 0 1 m下田 国下画 聖 日銀 (26.0) 7- 石 ・ 豊 二 旦 ' $ 1 1;ぷい貿担 i 阻型 I I�ナデ‘ ナデ ナデ 105 
lI! lII-548図 1 026 I s x 6902 0 3 畢 底面 4.0- (4.7) 石 白 星 ' !II ・ 角 | 掴 ー 庇 | 圃擁 指ナデ 88'l 
111 111 -548図 1 0  l X  6902 0 E 回線 (20.0) 3.2- 長 ・ 冨 ー 角 蒜 | 闇$褐 1 I1ナテ. 剖み目突1II. ナデ 繍ナデ. ナテ 夜臼式土極 895 
視 111 -548図 1 0  902 0 I lI! 回線 【2 1 .4) 3.0- 石 長 ' l!I ・ 角 | 担 1 I賓ナテ. ナデ 繍ナデ‘ ナデ 890 
認 111 -548図 1 0  ! o  周囲 3.5- 長 ・ 石 ' l!I ' $ | 植 | 俄ナデ‘ 毘緒、 ナデ ナデ 894 
第 111 -550悶 1 0  | 底面 底面 底部 2.7- 5.8 石 長 . 2 | 慣 ナテ 鹿揖 922 
盟 111 -550園 1 0  1 2 2 口録~園田 【 1 9.6) 5.2- 置 ・ 晶 . 1/ ・ 角 | にぷい但 繍ナテ、 混線 繍ナデ 4802 
錫 111 -550園 1 02 1 1 5  目 6902 b 1 2  3 ロIII 【30.8) 1.4- 石 ' 10 ' 盟 ・ 角 | 担 側ナテ、 ハケ目 (鑑} 後機ナデ 網ナデ、 ナデ | 覇似土器3 . 1 園出土 1 967 
掲 111 ・550図 1 02 1 1 5  • 6902 b 3 ロ録 22.4 1.3- 石 ー 畏 . 1II ・ 角 | におい貨掴 l 織ナデ 鍋ナデ、 ハケ自 {左上j 鎗ナテ Z付画、 圏似土曇3 ・ 2園出士 4809 
lI! lII -550図 1 02 1 1 5  • 6902 b 1 3  3 口躍 (36.0) !.9- 石 ー 畠 ・ 盟 ・ 角 | 揖 機ナテ 慣ナテ | 凪礎 4805 
認 111 -550図 1 02 1  I S X 1 59! � C .  5902 b 3 底部 1 .4- 9.8 吾 ・ 畠 ' l!I ・ 角 綜 | 檀 ハケ目 t緩} ナテ. 繍ナテ. 揖蹟E由 庖揖 | 掴似土留‘ 1 園出土 935 
鎗 111 -550固 1 02 1  I S X  1 690 ! o  1 2 2 ロIII 0- 9.1 石 ・ 昼 ・ 角 $ | 嵩貧 血 ハケ目 {縦} 後ナテ. 栂ナデ ナデ 庖嵩 945 
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2 区屋外土坑出土弥生土器観察表 2
l 縛圃置号 醤線号 遺醤備号 置種網類 | クリ ツ ト 周出土

位

器祖 節位
1ロF橿) {田器}商 底

(田橿} 
曲土 色個 掴盤 (�面) | 嗣盤 {内面} | 鵬 図

畠
版号 翼置測号

| 舗 111 -550図 8 1  1 0 2 1  5 X  I 6902 b 2 壷 ロ録 1 .8) 4.6- 石 ・ 晶 . 11/ 角 . j伝 ..../�\い槍 側ナテ、 {嶋田} 俄ナデ 4804 
| 揚 111 -550園 9 1  1 0 2 1  5 X  I 6902 b 2 l !il 鹿田 3.6- 4.2 石 ' !11 ・ 角 ・ 赤 阻民 民麓 ハケ目 (多方向} ナテ ナテ 923 
I lII lII -550図 1 0 1 0 2 1  5 X 1 6902 2 l !il  属国 4. 1 - 8 .2  百 島 ー 角 ー 稼 鐙 こぶい箆宿 ミ ガキ (繍} ナテ | 皿a 933 
| 第 111 -550園 1 0 2 1  5 X  1 6902 | ト l E ロ録 (28.6) 2.6- 石 Jj! ' !1I ' 角 ;jj\ 鐙 繍ナデ 術ナデ 1 276 
| 錫 111 -550圃 1 0 2 1  5 X  5992 6902 . 盛 ロ鋸 (20.0-30.1 1 .9- 石 畳 . 11/ 角 赤 纏 働ナテ ハケ目 {鰭] 後ナデ ナデ 四型Z
I lII lII -550函 1 02 1 5 X  5992 6902 b 蜜 口健 (23.0l 2.3- 石 畳 E 角 にぷい貧鐙 償ナデ 償ナデ | 盤 リ 団堕1
| 錦 111 -550園 1 4  1 02 1  1 5 x 5992 6902 b 璽 底留 4.6- 6.5 石 甚 . Ill 角 赤 担 ハケ目 {鐙} 鍾ナデ. 繍ナデ、 ナテ ナデ 975 
I lII lI I -550図 1 5  1 02 1  1 5 X  6902 b | ト l E 盛田 3.2- 6.0 石 ， 長 . 11/ 角 に，5\い鐙 ハケ自 {催】 ナデ. 鋪ナデ 指ナデ 悶滋 旦E里

1 !II 1 I I -5引 回 1 023 ; X  6902 . . b 4 I ll!  白血 (20.0-25.0l 3.3- 畠 oj!/ 角 ・ 赤 に，5\い纏 繍ナテ. ハケ目 {盤] 径ナデ 俗ナテ 里里Z
| 鐸! 1I I-55 1 固 1 023 ; X  6902 . 3 l !il  口組 巴旦里) 3.0- 石 畏 宮 角 ;jj\ 掴 塑±デ. ナデ 鍋ナデ、 ナデ 982 
型 型 圭� 図 1 023 1 5 X  6902 a 2 I ll!  口健 22.6 2.7- 石 長 角 聞賞椙 | 積ナデ 繍ナテ 950 
型 型 圭1;1 図 1 023 1 5 X  6902 a 2 I ll!  日銀 (25.0) 2 .3- 石 晶 E 角 ;jj\ 貿信 | 繊ナデ 繍ナデ 944 

里 旦 ヱli51 困 5 1  1 023 1 5  X 6902 a E 口~周囲 24.6 5.2- 石 長 宮 角 赤 聞赤得 | 宜鎗、 観ナデ 領ナデ. 指薗圧鏑 ナデ 969 
型 型 こJ;53困 226 1 5 X  6902 a 2 I ll!  口鶴 刻定不能 2.0- 高 畠 E 角 鐙 | 般ナテ 領ナデ 825 
型� ト553図 226 1 5 X  6902 a 2 l lìi 日銀 (20.6) 5- 長 E 角 赤 に')'い賃値 | 俄ナテ 綱ナデ 937 
哩JlL，J;53図 226 1 5 X  6902 a E | 口栂 26.0 1 .8- 石 晶 E 角 1 1量 | 繍ナテ 繊ナデ 826 
旦 血 主þ，3図 226 1 5  X 6902 a 車 | 口総 26.0 3 .2- 石 a ' lll 角 | 鐙 | 繍ナテ 舗ナテ ナテ 77 
哩止堕主因 226 1 5  X 6902 a E | 口錫 (22.0) 2.0- 石 a . 11/ 角 赤 | にぷい椙 | 綱ナデ 相ナテ 822 
| 第 11 1-553固 226 1 5 X  6902 a E | 回線 :IIJlE不能 4.0- 畳 E 角 ;jj\ l に，5.い信 | 繍ナデ 舗ナテ 指ナテ ナテ 871  
| 鋸 1U -555固 22j 1 5  X 6903 b .  5993 c | 回 2 . (包} 固歯 車 l ロ~園田 44.0 1 4.8- E 角 赤 | 荷，褐 | 彼ナデ3格、 ハケ巨 岨} 栂ナテ ナテ 鳳際、 5 = 1 /4繍飽 7 1 8  
I lII lII -555固 22i 1 5 X  6903 b | 底箇 底面 盟 | 底面 3.4- 9.8 lõ， 晶 E 角 事 | に品喧型 | ハケ目 {鑑} 栂ナテ 飽滋 705 
| 鏑 川 -555固 22i 1 5  X 6903 b l 底面 2 陸軍 組合日銀盛 | 日銀 1 . 2 5 石 } 昼 . 11 . 角 | 纏 | 組ナテ、 ハケ自 (左上} 後繍ナテ 繍ナデ 665 
I lII lII -555国 22， 1 5 X 6903 b 4 I 盛 口組 28.6 3 .7- 15 . 10 . 角 | 田賀福 | 繍ナテ 繍ナデ 1I1Ø1 678 
I lII lII -555i 22i 1 5 X 6903 b l 盤 目録 26.0 2.6- 石 長 雲 角 廊 | にI�い貫鐙 | 樋ナデ 繍ナデ‘ ナテ 668 

22i 1 5 6902 a 3 I ll!  目録 澗宣不臨 1 .2- 畢 鐙 角 | 恒 | 績ナデ 綱ナデ句 ナデ 旦Il
旧 b 3 I ll!  ロ111 25 2.9- 石 晶 君 角 赤 :ぷい纏 l 繍ナテ | 繊ナデ 704 
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3 I ll!  日銀 24.0 2.4- 石 昆 置 ・ 角 赤 | 鐙 | 繍ナデ | 扱ナテ 663 
3 l !il  | 居留 1 .0- 6 長 置 角 | 鐙 | ナテ | ナテ 675 

1 0  3 | 盈 | 鹿筒 1 .5- 8.2 長 E 角 | 賃値 | ナテ | ナテ 674 
，国 2 I !l!  I l!!i!I 1 - 1  5.6 15 . a . l'I ' 角 | 慣 ハケ目 {磁) 後ナデ | 趨滅 690 

1 -555図 2 11事 ロ111-周囲 1 3 .0  4.8- | 石 長 官 ・ 角 | 聞赤綱 ハケ目 t左上] 彼繍ナデ | ハケ目 {左上] 後綱ナデ 684 
い555図 2 | 蜜 | 底鶴 3.0- 9. 1  | 石 員 E ・ 角 | 聞赤褐 | ナデ | ナデ 旦立

1 11 1 -555図 22， 1 5 5992d  I !l!  日銀 20.5 2.45- | 石 置 ・ 角 | 鐙 | 繍ナデ | 繍ナデ. ナテ 旦里里
1 !II 1II -555図 227 1 5 6903 b | 亜 目録 27.0 2.3- | 石 墨 1'1 ' 角 | 鐙 | 傾ナデ | 繍ナデ 6_I里
1 1罵 11 1 -555固 227 1 S X 6902 b | ト I !l!  口~園田 24.0 6. 1 - | 石 畢 曾 ー 角 | にぷい貧纏 | 績ナテ. 詑緑 | 鍋ナテ. 揺ナテ 66'l 

I lII l I I -555図 22i 1 S X  6903 b I !l!  口組 25.0 2.8- 115 . 11/ . 角 | 纏 | 繍ナテ | 傾ナデ. ナデ 659 
| 鏡 11 1 -555図 227 I s 6902 a I ll!  ロ飽~園田 29.8 4 .2町 111/ ・ 角 . ;jj\ | に1)\い鐙 | 突傷、 細ナデ | 繍ナデ、 ナデ 670 
l 鏡 111 -555固 1 9  227 1 S X  6903 b | 璽 白壁 24.2 5.8- | 五 二 量 二 !11 ' 角 | におい貧燈 | 繍ナデ i 舗ナデ 677 
l 第 111 二1;55図 20 227 1 S X 69 1 3 b  | 亜 団旦 (29.2) 5. 1 - | 石 ー 畠 . 11/ 角 | 鐙 | 絹ナデ | 繍ナデ 1 273 
I lII lI I -555圃 2 1 227 1 s x 6902 . I !l! | 底濁 4.7- ' .0 1 l!i ' I'I . 角 赤 l 'ζ.5\い民鐙 | ハヶ旦 」旦I 揖ナデ‘ 繍ナデ | 恩滋 708 
1 ;事 111 -556図 227 1 s x 6903 b . 69 1 3 b  {包) | 宣 | 口錫 29.6 4.8- | 石 l!i ' 1ll 角 ;jj\ ! にぷい貧鐙 | 績ナテ | 樋ナテ 703 
1 鍋 111 -556図 227 1 S X 6903 b | 亜 | 日銀 (23.8) 3.8- | 石 畠 E ・ 角 ・ 赤 1 ，こぶい買撞 機ナデ | 繍ナデ竺 ハケ冒 1塑 ・ 左上J 鐘樋ナデ 700 
1 111 111 -556園 227 1 S X 6903 c .  b (包) | 盛 | 口栂 24. 5.9- | 石 . 10 ・ 角 亦 | 櫨 続ナテ、 暗文 {縦} ナデ | 倒ナデ. ナデ 539 
| 第 111 -556困 227 I S 6903 b l !il  | 口鶴 1 5  2.5- | 石 晶 ' !11 角 赤 | にぷい貧纏 繍ナデ、 暗宜 [縫} | 描ナテ、 E ガキ {繍) 701 
1 111 111 -556図 227 1 S 6903 b | 盈 | 目録 1 6.0 2.6- | 石 角 赤 ニ，Stい策担 繍ナテ、 ナテ | 繍ナデ‘ ナデ 唖里
[ 鏑 11 1 -556困 227 1 S X  6903 b | 盈 日銀 2.4- 1 1'1 角 ・ 赤 r;釜貧纏 権ナデ、 問主 {縦} | 繍ナデ、 ナテ 6 1 0  
I lII l I I -556固 227 1 S X  6902 a | 盛 口組 40.61 5.0- 1 15 . 長 E ・ 角 | 国語福 に.S;い貨鐙 繍ナデ、 突裕、 、ケ目 (多方問} | ハケ目 (多方向} 後ナデ ニ亜口総量 691 
旦 型 金額図 227 1 S X 6903 b | 篠田盛 日豊 1 5.4 5.6- | 畏 ・ 璽 ・ 角 | 纏 ・ 昂 舗ナデ. ハケ目 (右上} 後ナデ | 繍ナデ、 ナデ、 、ケ目 {雌} 後ナデ {畠大周盛 1 6.4an) 682 
1 I事111・556図 227 1 s X 6903 b | 高野 �塑?脚苗 5.3- | 石 岳 置 角 赤 | 悶務縮 編ナテ. ハケ目 {鑑) . Idま厳婚 | ナデ 683 
1 111 1 1 1-557園 1 00 1  1 S K S903 b 1 3 3 | 畳 | 口錫 {的28.0) 4- | 畳 E 角 稼 | にぷい貿樋 繊ナテ I ! ガキ {鍋} 960 
| 第 11 1-557図 ' 00 1  1 S K 6903 b | 車 | 口健 ( 1 9.6) 7- | 畳 石 E 赤 | にぷい黄櫨 繊ナデ | 鍋ナデ、 ナT 936 
| 鰐 111 -559園 273 1 S K 6903 b 1 2 2 | 亜 | 目録 2 1 .0 3.4- | 石 畳 ・ 置 ・ 角 ・ 赤 | 鐙 ナデ | ナデ、 倒ナデ 900 
1 1自 111 -559困 273 1 S K 6903 b 1 2 2 | 且 | 口線 1 5.0) 2.8- | 石 ・ 且 ' !11 角 | 聞赤褐 繍ナデ 働ナデ 891 
! 第 111 -559固 2， 1 S K 6903 b 1 2 2 | 量 口総 (28.0】 2.9- | 石 且 角 赤 | 櫨 繍ナテ 機ナデ ミ ガキ {繊) 後ナデ 9 1 ! 
I lII 剛 -559圃 2， 1 S K 6903 b I ll!  口組 26.0 2.8- | 長 石 盟 諸 | 浅賀鐙 繍ナデ 舗ナデ 893 
| 鰐 111 -559国 27， 1 S K 6903 b | 亜 口~園鶴 22.6 4.5- | 石 畠 角 ;jj\ | 健 福匝 繍ナデ ハケ目 (左よ} 繍ナデ 型車
1 鎗 111 ・563図 249 1 S 5982. I ll!  口組 24.0 4.3- | 石 盛 . Ill . '" | にぷい極 繍ナデ 繍ナデ 1 58 1  

第 111 ・565由 1 1  1 34 1 S K 5973 a 3 3 盛 日銀 (34.41 2 .6- 石 長 E 角 赤 に，Stい担 繍ナデ 綱ナデ 1 578 



2 区屋外土坑出土弥生土器観察表 3
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帰国脅号 後 週鍋 量制 クリ ッ ト 出土 レイアウ ト 櫨掴 部位 ロ橿 器商 底橿 曲土 色踊 悶量 {外面} 図鑑 {向面} 由脅 図版 実刻
醤号 番電 岨鯛 周位 回世 {田} {凹) {叩} 置号 番号

徳 川 -565園 2 1  1 34 S K  5972 c 3 3 1 111 ロ~園田 27.6 2.6- E 亜 1'/ ' 角 恒 繍ナテ 繍ナデ、 ハケ目 {縦} 1 597 
第 仙 一565図 3 1  1 34 S K  5972 3 3 1 1I  ロ~園田 24.8 5.9- E 昼 冨 ・ 角 混鏑椙 ー 灰ÞI 繍ナテ、 誼組、 ナデ 鍋ナデ、 ナテ 1 625 
徳 川 一565国 4 1  1 34 S K  5972 d 3 3 且 ロ韓 (22.Q 1 .9- 畠 !lI ' 角 ' i!\ 信 繍ナテ 鍋ナテ 1 604 
第 川 ・565園 5 1  1 34 S K  5973 0 3 3 1 111 口録 ( 1 7 .0) 1 .9- 昼 ' !lI ' 角 ・ 赤 揖 綱ナデ 繍ナデ 1 590 
lI! lII -565図 6 1  1 34 S K  5973 0 3 3 l !i  ロ揖 (20.0) 3.0- 石 !i ' !lI 角 i!\ 掴 綱ナデ 続ナデ 1 587 
lI! lII -565図 7 1  1 34 S K  5973 0 3 3 盟 口鶴 ( 1 2.0) 2.5- 石 盟 角 赤 担 繊ナデ、 由主 {闘} 彼ナテ 1 602 
lI! lII -565国 81 1 34 S K  597 2 c  2 3 l !i  ロ揖 ( 1 9.6 3.3- 石 墨 E 角 赤 興掴 倒ナデ 櫛ナデ 掴傑士櫨3回出土 1 569 
観 111 -565図 9 1  1 34 S K  597 2 c  3 3 亜 底部 3.0- 澗定不臨 轟 盟 角 梯 に1Stい貫瞳 ミ ガキ鏡 ナデ 1 575 
lI! 川 -565国 1 0 1  1 34 S K  5972 b 2 2 1 111 口健 22.0) 1 .8- 吾 畏 !lI ' 角 赤 i!\掴 侃ナテ 繍ナテ 1 605 
鏑 111 -565困 1 1 1  1 34 S K  597 2 c  2 2 1 111 回線 1 8.4 1 .8- 高 畠 ' 盟 国 角 植 繍ナデ 繍ナデ 1 600 
lI! 川 -565図 1 2 1  1 34 S K  5972 c 2 2 1 1I  口総 2 1 .0 2 . 1 - 石 長 E におい蹟櫨 繍ナテ 繍ナテ 1 6 1 5  
lI! lII -565図 1 3 1  1 34 S K  5972 b 2 2 1 111 底面 3. 1 - 6.0 E 轟 1'/ ' 角 務担 ハケ目 {躍} 、 慣ナデ 庖揖 1 603 
11 1I I -5651l!1 1 4 1  1 34 S K  5972 c 2 2 1 111 鹿田 2.6- 9.2 石 畏 宮 角 担 ハケ目 【躍} 、 機ナデ 国語 1 6 1 0  
lI! lI I -565国 1 5 1  1 34 S K  5972 b 2 2 l !i  周部 4.6- 吾 畏 B . 角 郵 聞赤掴 ・ に.Stい買値 繍ナデ、 条副み目突繕 ハケ目 {左上} 後ナデ 1 6 1 2  
第 111 -565図 1 6 1  1 34 S K  5972 d 2 2 l !i  厨部 3. 1 - 長 置 角 赤 悶赤掴 繍ナテ、 突稽 庖縄 捜含圃 1 586 
第 111 -565図 1 7 1  1 34 S K  5972 d 1 111 口録 (22.6) 2.6- 石 盛 E 角 赤 椙 働ナデ 繍ナデ 1 579 
規 則 -565図 1 8 1 1 34 S K  5973 0 1 111 口昌 (嗣30.0) 2.9- 石 墨 宮 角 i!\ にぷい貧 繍ナデ 繍ナデ 1 576 
9巨 川-565掴 1 9 1  1 34 S K  5972 d 1 1 亜 口瞳 (的20.0 3. 1 - 石 昌 E 角 縁 掴 繍ナテ 繍ナテ 1 568 
錫 111 -567園 3 1  1 39 S K  5983・ d 2 1 111 ロ韓 2 1 .8 2 .2- 石 墨 角 民民掴 繍ナテ 繍ナテ 親似土器2回出土 1 1 98 
11 111 -567図 2 1  1 39 S K  5983・ d 2 1 1I  ロ昆~胴節 23.4 1 0.3- 畠 石 E 赤 聞廊掴 ・ 聞負担 繍ナテ、 副み目突裕、 ミ ガキ {栂} ミ ガキ図、 彼ナデ 煩似土器2Jõl出土 1 20 1  
第 川 -567困 1 1  1 39 S K  5983- 0 2 l !i  口銭 22.2 1 .9- 石 墨 ' !lI ・ 角 . i!\ 民貿 機ナテ 観ナテ 諸色園料、 覇似土器2園出土 1 239 
嵐 山 -570固 1 1  1 1 06 s κ 5953 0 2 2 1 111 口組 27.4 2. 1 - 石 長 E ・ 角 担 ・ に，)\い掴 績ナテ 繍ナデ 2334 
思 川 -570固 2 1  1 1 06 S K  5953 0 2 2 1 111 回線 29.4 1 .9- 石 墨 E 角 i!\ 担 機ナテ 傾ナテ 2333 
'削1 -570園 3 1  1 1 06 S K  5953 0 2 2 l !i  口鶴 1 9.2  2.3- 石 昼 B . 角 ' i!\ 鐙 織ナデ 慣ナテ 田磁 2335 
lI! lI I -570図 4 1  1 2 1 7  S K  5964c 1 111 ロ躍 44.8) 3.2- 石 畠 B . 角 i!\ 民纏 織ナデ 繍ナテ 2340 
lI! lII -570国 5 1  1 2 1 7  S K  5964 c 1 盛 日銀 (23.0 3.0- 石 轟 E 角 爺 掴 繍ナデ 鏑ナデ 2247 
11 1I I -5701l!l 6 1  1 1 4 1  S K  5953 b 3 1 111 日韓 24.0 1 .5- 石 畠 g 角 におい櫨 繍ナデ 繍ナデ スス何回、 頬似土留3 ・ 1 眉出土 2281 
11 111 -570国 7 1  1 1 4 1  S K  5953 b ヨ 3 1 111 罰 ー 周囲 8. 1 - 石 轟 盟 角 間赤掴 欄ナデ、 ハケ目 {左上) 後ナデ 繍ナデ‘ ハケ自 {繍) 後ナテ 4803 
第 111 -570国 8 1  1 1 4 1  S K  5953 b 1 111 回線 20.8 2.7- 長 石 E 赤 にぷい橿 機ナテ 繍ナテ i!\色園料 2282 
第 111 -5701l!l 9 1  1 2 1 2  S K  5954 c 5 5 l !i  口鶴 (20.8) 2.9- 石 島 密 角 領 繍ナデ 慣ナテ、 ミ ガキ {多方向} 、 ナデ 鳳2鱈 2239 
館 山 -570園 1 0 1  1 1 87 S K  5942 d 5 5 1 111 日韓 (32.4) 2 .2- 石 畠 盟 角 i!\ 量権貧 繍ナデ 俄ナデ 2349 
第 111 -570園 1 1 1  1 1 87 S K  5942d 2 2 1 1I  口健 (26.2) 2.5- 長 E ' !lI ' i!\ にぷい血橿 鍋ナテ 織ナデ 2323 
割高 111 ・572国 1 1  1 1 1 4 S X  5964 d 2 2 且 ロ ~踊llfI 26.2 5.8- 石 長 E 角 赤 恒 繍ナテ、 ハケ目 {左上} 繍ナデ. ハケ目 (左上} 後栂ナデ 矧似土居2 ・ 1 園出土 2204 
11 111 ・572国 2 1  1 1 56 S K  5953 b 2 E 且 ロ錫 (20.0-30.0) 2.8- 石 長 E にぷい鐙 繍ナデ 繍ナデ 23 1 2  
11 111 -572国 3 1  1 1 56 S K  5953 b 1 1*  日銀 ( 1 7.6 1 .8- 石 E 角 i!\ 溝岡信 繍ナデ 繍ナデ スス付目 2275 
編 111 -572図 41 1 1 49 S K  5934 d 1 111 目録 (24.3) 2.4- 石 長 盟 担 繍ナデ 繍ナデ 2357 

82 区屋外土坑出土弥生土器観察表
図版 続 週構 週綱 クリ ツ ト 出土 レイアワ ト 器橿 画位 ロ笹 器高 鹿桂 届土 色闘 間盟 t外面} 田直 {同苗} 備考 図瞳 実調
醤号 番号 脅毎 細鋼 眉位 E (an) (an) {田} 畠号 醤毎
第 111 -578 圃 1 2 1 5 K 69 1 3 d  l !i 口縁 (21 .4) 1 .8- 長 E 角 i!\ に1)\い但 繍ナデ、 繍ナデ後魁宜 (縦} 侃ナテ 241 4  
第 111 -578 図 2 1 0 l S K 69 1 3 d  1 111 回線 (20.0) 1 .5- 石 ・ 畠 ・ 盟 ・ 角 稀 掴 圃揖 庖踊 2464 
鱒 111 -578 圃 3 1 0 l S K  69 1 4 c  1 111 底部 2.6- 9.8 石 E ・ 角 . ;Jj. におい賃値 ハケ目 {躍) . 慣ナテ 庖ll! 2407 
11 111 -578 固 4 1 0 l S K  69 1 4 c  1 1事 ロ鎗 (23.4) 3.9- 畠 盟 角 ;Jj. 纏 繍ナデ 働ナデ 2406 
鰐 111 -578 固 5 1 1 1  5 K 69 1 4 c  1 111 日銀 (20.8) 4.6- 民 E 角 赤 纏 倒ナデ 栂ナデ. ナデ スス付目 241 5  
鏡 111 -578 園 6 1 1 1 5 K 69 1 4 c  1 蜜 口録 (22.6) 2.2- 石 昌 E 角 線 にぷい質檀 繍ナデ 繍ナテ 241 6  lI! 111 -578 固 7 04 1 S X 6904 c 1 111 口韓 (25.OJ 1 .8- 百 ・ 昼 ' !lI 角 赤 にぷい纏 掴ナデ 舗ナテ 2503 



2 区屋外炉出土弥生土器観察表
帰国 報 遺稿 温絹 グ リ ッ ド 出土 レイアワ ト 留組 鶴位 口径 器商 底径 胎土 色悶 闘盤 {外) 闘堕 [向) 備考 実測歯号
番号 醤号 醤号 宿題 回位 回位 (011) (叩) (田}

館 11 1 - 58 1 図 239 s x  6902 d 1 - 現 ロ~闘部 30.4 6.4- | 石 長 ・ 盟 ・ 角 に吊い貰橿 栂ナテ、 涜銀 | 繍ナテ、 指ナデ、 ナデ 824 
館 11 1 -58 1 図 E 239 s x  6902 d 1 1  盛 E銀 1 6.5) 2 .5- | 石 ・ 思 ・ 角 ・ 赤 i 祖 繍ナデ、 ナデ | 摘ナデ、 ハ ケ 目 左上 949 
館 11 1 -58 1 闘 3 2 5 1  s x  5982 d 1 1  田 口組 29.0 2 . 5 - 長 . m ・ 曲 にI�い質積 掴ナ宇 | 楠ナデ、 ナ宇 962 
錦 川 -58 1 闘 4 1 37 s x  5982 1 聾 ロ鰻 32.4 2 .7- | 石 ・ 畠 ・ 曲 ・ 盟 | 岨 帽ナデ | 繍ナデ 鳳盟 1 589 
調 11 1 -58 1 図 5 1 37 s x  5982 1 聾 口鰻 l (20.0-30� 1 .9- | 石 畏 ・ 密 ・ 商 に，5\い麓瞳 機ナ宇 | 繍ナテ 4808 
錨 11 1 -58 1 図 6 1 37 s x  5982 1 回 ロ緑 I (20.0-30.0 1 .5- | 石 ・ 長 ・ 宮 ・ 角 ・ 部 に，Si.い橿 栂ナデ、 ミ ガキ {栂} | 楠ナデ 4806 
錨 11 1 -58 1 図 7 1 36 s x  5982 a 1 1  田 ロ盟 23.2  1 .5- | 石 . !iI ' 宮 ・ 魚 | 栂 繍ナ宇 | 償ナデ‘ 鹿湯 1 6 1 8  
第 11 1 -58 1 図 8 1  1 1 8 s x  5942 d 1 1  哩 口組 27.0 4.6- | 石 E ・ E ・ 曲 に占い首相 栂ナデ‘ ナデ | 積ナデ、 ナ デ 1 648 
第 川 -58 1 図 9 1  1 1 8 s x  5942 d 1 2  2 毘 口組 22.0】 1 . 7- | 石 田 昼 . ilI ・ 商 | 置岨 櫛ナデ | 機ナテ 2356 
錨 川 -58 1 図 1 01 1 1 1 1  s x  5953 c 1 2  2 思 口組 25.0】 1 . 7- | 石 長 ・ 震 | 桓 栂ナデ | 繍ナデ、 庖混 スス付回 2267 
箆 11 1 -58 1 図 1 11 1 1 1 1  s x  5953 c 1 2  2 聴 白血 3 1 .3 4 .3- | 石 ・ 長 ・ 塑 ・ 角 ・ 赤 | 樋 繍ナデ‘ ハヶ目 左上 | 横ナデ、 ハケ目 {綴) | 鳳讃 226 
箆 11 1 -58 1 図 1 21 1 1 1 1  s x  5953 c 1 2  2 盛 口 ~園田 2 1 .2 4.9- | 石 ・ 畠 ・ 曲 ・ 赤 | 悶苗掴 舗ナデ、 ナデ、 ハケ自 {陵} 笹ナデ | 繍ナデ、 ナデ スス付回 2 3 1  
第 11 1 -584図 1 1  1 237 s x  5983 b 1 1  聾 ロー周箇 28.0 9.0- | 石 ・ 昼 ・ 商 民質樋 舗ナデ、 ハケ目 {多方向) . 涜飽 ナデ 1 209 
錨 川 -584図 21 1 237 s x  5983 d 密 口鶴 24.0l 1 .0- | 長 ・ 怨 ・ 角 | 栂 繍ナデ | 繍ナテ 1 202 
館 11 1 -584図 31 1 1 1 0 s x  5953 d 1 2  2 唖 ロ揖 (20.0l 1 .8- E ・ 曲 | 帽 帽ナ干 | 掴ナデ 23 1 3  
鏑 11 1 -586悶 264 s x  6902 a ト レ 1 毘 口 ~ 園 部 24.41 4 .0- | 石 長 ・ g ・ 両 ・ 串 | 帽 相ナデ | 栂ナデ、 ハケ目 左上 9 1 4  
国 11 1 -586図 2 264 S X  6902 a 1 1  鹿 口縁 1 5 . 2) 1 .8- | 石 ・ 長 ・ 角 | 悶串縄 栂ナデ、 ハケ目後鍋ナデ ミ ガキ {横} 赤色顔料 9 1 1 

鏡 111 -586図 31 1 0 1 6  s x  6902 a 醒 口瞳 (鈎30.0 2.3- 昌 ・ 盟 ・ 曲 1 1霊 園掴 網±デ l 慣ナテ、 ナデ 983 
第 11 1 -586図 4 1 9 1  s x  690 1 d 1 1  麗 ロ鰻 27.61 2.0- | 石 畏 ・ 露 ・ 両 ー 車 | 帽 摘ナデ | 楠ナデ 96 1 
軍 11 1 -586図 5 1 9 1  s x  690 1 d 寮 底部 3.4- 9.8 | 石 ・ 長 ・ 狸 ・ 角 ・ 赤 | 栂 ハケ目 (能} 揖ナデ 繍ナデ | 指ナデ 946 
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土器棺墓出土土器観察表 1
開 園 経 過掴 湿掴 調査E タ リ .， ト 出土 鶴栂 回位 ロ撞 器商 底撞 国大圏橿 曲土 色調 E同盟 【外面} 間監 {内函) 備考 図掴 実潤置号 畠号 置号 掴題 m位 (011) {田} [四} {四} 畠勾 醤号
!II 1f) -59 1 固 1 1  230 s x 21l! 6902 d 型帽 完酷 47.0- 5 . 9  32 .9  � ' B! ・ 2 角 11\ 悶帽 柵ナデ 剖み目突帯 咽ナテ. 掴ナテ後ハケ目 (掴 ・ 躍} ロ臨闘は思図聞に打ち 究 さ . PL・30 98 

掴ナデ彼ハケ 目 {躍] 闘部に穴がある. 血盟

!II 1f) -592園 1 1 230 S X 2 1l!  6902 d 観 リ 方悶 闘 車 口闘 2 7 . 0  2 . 2 - 石 晶 ・ 霊 角 纏 楠ナデ 楠ナデ、 ナデ 827 

!II 1f) -592固 2 1  230 s x 2 1l!  6902 d 留 り 方周囲 聾 底田 2 . 7- 7 .8  石 晶 ・ 盟 角 赤 聞置掴 ナテ. 梱ナデ 国語 833 

田 1f) -592固 3 1  230 s x  2 区 6902 d 盤 リ 方E図 星 ロ躍 澗宣不能 1 . 7 - 石 長 ・ 冨 角 赤 に，);い買値 岨ナテ 楠ナデ 8 1 5  

臨 111-592圃 4 1  230 S X 2区 6902 c 盛 リ 方 3 回 盟 ロ曲 2 5 .0 2.4- 石 畠 . g 角 掴 掴ナデ 掴ナデ、 ナ デ 804 

国 111 -592固 5 1  230 S X 2 区 690 2 d  揮 リ 方 1 回 畢 ロ自 調定不躍 2 .4- 霊 角 . 11\ 嵩貫哩 掴ナデ 梱ナデ 8 1 9  

血 111 -592囲 6 1  230 S X 2 区 6902 d 揖 リ 方 1 1ì!l 盛 ロ揖~頭車 潤定不屈 5.7- 石 畠 ・ 宮 角 赤 瞳 掴ナデ. ハ ケ 目 {躍} 後蝿ナデ. 喪帯 表面剥離 822 

!ll 1II-594固 1 1 208 s x 2 区 690 1 1 回 箆帽 ロ目~周囲 33 .9 32.3- 33.9 石 晶 ・ 盟 角 に，5.い置担 ー 匝買 掴ナデ. 買帯. ハケ目 {圃} 後ナデ 掴ナデ. ナ デ 、 ハケ目 {雌) 後 ナ デ ス ス 付回 PL-34 247 

観 111 -594固 2 底部 5.5- 9 . 1 浅賀 県 ナテ. ハケ目 [闘} {一部::<t損} 擢定窟商47 .8四 PL-34 247 

観 111 -595固 1 1 208 S X  2 1l!  690 1 b ト レ 毘 ロ田 (30.0) 4 .3- 石 ・ 昼 . g 角 ・ 赤 埠質 梱ナテ、 ナデ後ハケ自 {左上} 掴ナデ、 ナ デ 649 

!ll 1II -595固 2 1  208 S X 2区 690 1 b . C 1 - 聾 口白 湖定不能 2 . 1 - 石 島 . g 角 岡赤椙 相ナデ 掴ナデ 654 

血 111 -595固 3 1  208 S X  2区 690 1 b . C 1 - 盟 底田 3 .6- 7.0 石 ・ 昌 . g 角 に，s;い黄櫨 躍ナテ、 ナ デ 臨調 655 

鯨 111 -595固 4 1  208 S X 2 1l!  690 1 b 酔 ロ阻 25.0 1 .8- 石 . 111 ・ 角 亦 担 梱ナテ 相 ナ テ 646 

111 111 -597園 1 1 229 5 X  2 1&  6902 . 畳棺 完昨 39.8- 8.6 36 . 8 石 ・ 昆 ・ 醤 角 赤 に，5iい黄櫨 ハケ自 {躍} 後掴ナデ、 指ナデ {楠} 掴ナデ、 ナテ、 揖踊庄鼠 口師陣1:扇図的に打ち虫いている. PL-30 873 

一条創み目提輔、 植ナデ後ハケ目 ナ デ 鳳斑
111 111-598囲 1 1 229 5 X  2 1&  6902 b 揖 リ 方31ì!l I lI! 口組 26.0 2.3- 石 ・ 晶 ・ 留 角 . 11\ I;:，)iい貰櫨 欄ナデ 輔ナデ ス ス 付回 1 055 

111 111-598固 2 1  229 5 X  2 1&  6902 b 揖 リ 方2111l 1 m ロ闘 20.0 2 . 2 - 石 盤 ・ 角 11\ 掴 楠ナデ 楠 ナ デ 1 057 

111 111 -598固 3 1  229 5 X 2区 6902 b 揖 リ 方2周 壁 底部 2 . 2 - 6.0 右 晶 . g 角 赤 問責帽 ナテ ナ デ 1 1 62 

111 111-598圃 4 1 229 5 X  2区 6902 c 橿 リ 方 ' 周 E 口回 1 8 .0 1 .6- 石 ・ 民 . g 角 I;:: ，5iい覇軍 繍ナデ. 1\1)み 自 主 (蝿困} 輔ナデ 1 1  75 

111 111-598固 5 1  229 5 X  2 1&  6902 b 掴 リ 方 1 1ì!l 1 !l! ロ臨 29.6 2 .8- 石 島 . g 角 灰貫掴 楓ナデ 掴ナデ 1 088 

田 川 -598固 6 1 229 5 X  2区 6902 b 掴 リ 方 1 1ì!l 聾 口鼠 23 .0 3 .2 - 右 畠 ・ 密 角 岡賢掲 掴ナデ 柵ナテ 1 043 

田1 1 1 -598固 7 1 229 5 X  2 1&  6902 b 樋リ 方 1 回 聾 口線 23 .4 1 .5- 百 畠 . g 角 但 蝿ナデ 梱ナデ 1 053 

田 111 -598固 8 1 229 5 X  2 1&  6902 b 湿 り 方 1 1ì!l 1 !i! 底国 1 .2- 3 . 3  石 島 ・ 角 11\ 間質掴 栂ナデ 指ナデ 1 05 1  

111 111-602圃 1 1 228 5 X 21& 6902 . 酔 完陪 3 1 . 7 24.8 9.9 30. 1 石 畠 . g 角 聞盟揖 掴ナデ 欄ナデ後ハケ目 (阻) . ナ デ 柵ナデ‘ ナデ後ハヶ固 {多方向} 用田 (古口鹿棺白亜} PL-30 73 

指ナデ 5 . 1 /3 . 1 14で揖能

111 111 -60 1 囲 2 1  228 5 X 2 1&  6902 . 畳帽 完昨 2 7 . 3  49 .3 8.8 42.6 石 昆 冨 角 11\ に，5'い聞置 楠ナテ ハ ケ 目 { 圃 ) - ナデ‘ 剖み目提帯 帽ナテ. ハケ目 【掴 ・ 圃 ー 左上] 5 . 1 /4で姻酷 PL-30 2369 

ナデ. 掴ナテ

111 111-602園 2 1  228 5 X  2 区 6902 . 湿 り 方周囲 毘 白目 3 2 . 0  2 . 9 - 石 晶 君 角 掴 倒ナデ 掴 ナ テ 7 3 2  

節 目 -602圃 3 1  228 5 X 2 1&  6902 a 掴 り 方31ì!l I !l!  日目 33. 2 2 . 7- 右 民 ・ 宮 角 償 楠ナデ 楠ナデ 730 
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土器棺墓出土土器観察表 2
指図 槌 遺構 遺構 信置区 ヲ リ ッ ト 出土 題極 部位 口笹 棒高 底橿 国大腐屋 胎土 色掴 踊置 {舛面} 鼠壁 [円函} 備管 図版 実刻
番号 番号 番号 種規 周位 (四} (00) {田} (00) 番号 番号
第 111 -602 4 1  228 5 X  2区 6902 0 揖 り 方3問 題 回線 28.2 2.0- 石 ・ 長 ' !II ・ 角 にI�い貫栂 償ナテ 横ナテ 770 
第 111 -602 5 1  228 5 X  2区 6902 0 錨 り 方3周 盟 口組 28目2 7.5- 石 ・ 畳 ' !II ・ 角 ・ 車 2革質櫨 績ナデ 栂ナデ 累積 33 
期 111 -605m 1 1 289 5 X  2区 5993 c 聾 完形 32.6 38.2 9 . 1  3 1 .2 石 田 昌 ' !!I ・ 角 田 赤 にISiい纏 ・ に，Siい黄櫨 栂ナテ、 ナテ笹ハケ目 {左上] 、 ナデ 横ナデ、 ナデ睡ハケ目 (多方向} ス ス付泊 {吉田聾舘由盛) PL-30 264 

(606図} 指ナテ、 指頭圧痕 5 = 1 /3 ・ 1 /4で掲提
銅 111 -605æ 2 1  289 5 X  2区 5993 c 量棺 完形 56.4- 1 2.2 53 .5 石 田 昌 ・ 雲 ・ 角 ・ 赤 貰橿 ・ 間間鍋 ナデ桂ハケ目 {左上} ‘ ナデ笹 ミ ガキ {豊島方向) ナテ 恩賞、 ロ鰻留はS図的に打ち究いているε PL-30 601  

突時. ミ ガキ {多方向} 後ナデ 赤色顔料. 5 = 1 /4で掲髄
第 111 -606 2 1  289 5 X  2区 5993 c 鑑 リ 方4周 高鍔 口組 25.2 1 .5- 長 ・ 璽 ・ 角 にぷい貰極 繍ナデ 櫛ナデ 658 
軍 111 -606 3 1 289 S X  2区 5993 c 揖 リ 方 1 周 壁 日銀 1 9 .2 3.0- 石 ・ 狸 ・ 角 ・ 串 橿 櫛ナデ、 ハケ目 {雌) 檀ナデ 横ナデ 664 
第 111 -6 1 0æ 1 1 1 1 29 5 X  2区 5953 d 胴丸星健 完形 28.3 55.8 1 5. 1  48. 1 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 串 にぷい質植 民貰栂 禍ナデ、 横ナデ桂 ミ ガキ {縦} 撞隠宜 {縦} ナテ 鳳積 {底部欠損) PL-3 1 1 8 1 1 

ミ ガキ (繍} ‘ =粂刻品目突帯
軍 111 -6 1 2æ 1 1 1 1 50 5 X  2区 5953 d 盛棺 完形 27.0 53.0- 39.8 石 ・ 長 田 宮 ・ 角 ・ 赤 串褐 ・ 恒 ハケ目 t縦 ・ $!-方向} 櫨陪宜 (綴 ・ 右上} ミ ガキ {椴) 、 ハケ目 (霊長方向} 、 ナ手 県斑‘ 底留は意図的L打ち欠いている. PL-3 1 2021  

一条突帯、 ミ ガキ {栂)
第 111 ・6 1 5 1 1 1 1 54 5 X  2区 5953 0 . b 1 - 胴丸聾舘 完形 26.5 63. 1 8 .7 45. 1 石 ・ 畢 ・ 角 にぷい寅橿 領ナテ、 ミ ガキ {楠 繊) 、 刻み目突格、 ナデ 繍ナデ õl\色調料、 鳳斑 PL-3 1 1 050 
第 111 -6 1 8 1 1 1 075 5 X  21& 5953 0 胴丸璽棺 完量五 29.8 59.8 7.5 46.5 石 ・ 長 . 1lI ・ 角 ・ 車 議賞極 ・ 間関褐 ナテ、 ミ ガキ {樹 ・ 縦) ナデ、 ハケ目 {鑑) 撞横ナテ‘ 掴ナデ 県斑、 5 = 1 /4で掲磁 PL-3 1  2229 
第 11 1 -6 1 9 1 1 1 075 5 X  21& 5953 0 揖 り 方3周 堕 口緯 (32.0 2.4- 石 長 ・ 角 ・ 赤 檀 繍ナデ 磨混 2294 
第 11 1 -6 1 9 2 1 1 075 5 X  2区 5953 0 湿 り 方3周 盛 底部 2.6- 7.0 石 ・ 畏 ' !II 角 串 鐙 ナテ ナデ 2228 
露 11 1 -6 1 9 3 1 1 075 5 X  21& 5953 0 揖 り 方 1 国 璽 底節 4.0- 7.2 石 ・ 長 ・ 角 撞 ミ ガキ {横山 、 横ナテ ハケ目 [左上} 2330 
第 111 句620 1 1 1 1 3 1  5 X  2区 5953 0 胴丸霊棺 完形 3 1 .8 70.5 8. 1 52.8 石 長 ' !!I ・ 角 億 繍ナデ、 ミ ガキ (繍 ・ 雌) 、 突帯. ナテ 犠ナテ、 ナデ、 ハケ目 (左上) 黒色顔料、 鳳斑、 5 = 1 14で掲磁 PL-32 2298 
第 11 1-62 1 1 1 1 1 3 1  5 X  2区 5953 0 組 り 方2掴 聾 口縁 20.0 1 .7- 石 ・ 畠 ' 111 ・ 角 ・ 赤 に1Si:t.、植 栂ナデ 横ナデ 2283 
第 111 -625æ 1 1 1 083 5 X  2区 5952 翌摺 完形 37. 1 53. 1 37.8 石 長 ・ 蜜 ・ 角 ・ 赤 横 欄ナデ、 突帯. ハケ目 (磁 ・ 多方向} 績ナデ、 ハケ目 {縦} 桂樹ナテ ス ス付回 (底部欠損} PL-32 2365 

5953 指頭圧国‘ ナデ、 ハケ目 [樋) 5 = 1 /4・で掲殴
第 111 -626 1 1 1 076 5 X  2区 5953 0 揖 り 方 1 周 壁 目録 20.2 4.5- 霊 角 ・ 串 黄綬 繍ナテ、 ミ ガキ {償) 償ナデ. ナデ 2246 
軍 111 -627æ 1 1 1 076 5 X  2区 5953 0 胴丸型棺 完形 32.6 72.2 8 . 1  5 1 .3 石 ・ 畏 ・ 盟 ・ 角 ・ 蔀 昭貿抱 欄ナデ、 ミ ガキ (繍} 、 突帯 横ナデ、 ハケ目 {左上 ・ 縦} 桂ナデ 事色簡料、 鳳色顔料‘ 黒斑 PL-32 2 1 90 

5954b ハケ目 {縦} 揖 ミ ガキ {左上} 、 ナデ 指頭圧鏑‘ ナテ 5 = 1 /4で抱鴎
軍 目1 -628æ 1 1 1 084 5 X  2区 5954 c 盟棺 完形 26. 1 57.6 7 . 1  40.4 石 ・ 長 ' !!I ・ 角 ー 赤 櫨 欄ナデ、 ハケ目 (縦) 櫨暗文 (緩) 撞櫛ナデ 横ナテ、 ミ ガキ [績} 黒斑 PL-32 1 975 

刻み目突帯 {頭部) 、 =条i'J品目突帯 ハケ目 (聾方向} 桂ナデ
暗主 {躍) 後横ナテ、 ミ ガキ (横} ナデ

軍 111 -630æ 1 1 1 1 08 S X  2区 5954 c 寝棺 完形 20.6 37.5 6.4 27.3 石 ・ 長 . 1lI 角 ・ 赤 橿 慣ナデ、 暗文 (健} 、 突帯 構ナテ、 ハケ目 {多方向} 、 ナテ 底部に怠図的に打ち欠いた穴がある. PL-33 1 902 
ミ ガキ [多方向) 、 ナテ 黒斑

鋼 111 -632æ 1 1 1 08 1 5 X  E区 5954 c 盛棺 完形 23.0 40.8 4.4 28.9 石 ・ 畏 ' !!I ・ 角 ・ 帯 植 繍ナデ、 突帯 {頭部 ・ 胴節} 、 ハケ目 {多方向} 慣ナテ、 ハケ目 {繍 ‘ 左上) PL-33 1 977 
櫨暗宜 {縦} 、 ハケ目 {左上} 笹 ミ ガキ {繍}

摺 111 -634æ 1 1 1 082 5 X  21& 5954 c 寝棺 完形 22.0 43.9 5 .7 3 1 .7 石 ・ 長 ' !!I ・ 角 ・ 赤 橿 ハケ目 {綴) 櫨ナテ、 簡宜 (綴) 、 相ナデ 繍ナデ、 ミ ガキ {繍} 関斑 PL-33 1 630 
刻み目突帯、 ハケ目 (左上} 櫨椴ナデ ナデ、 指頭匡賓
ミ ガキ (舗) ‘ ミ ガキ (栂) 後ナテ

第 111 -638 1 1 1 080 5 X  E区 5954 c 聾棺 完影 29.9 44.0 6.2 29.4 石 ー 長 111 . 角 ・ 赤 極 栂ナテ‘ 突帯、 ハケ目 {綴} 桂ナテ 備ナテ、 ハケ目 {雌} 笹ナテ. ナデ 黒斑、 黒色白黒奴書 痕 {底醜欠鍋} PL-33 1 976 
第 11 1-641 æ 1 1 1 078 5 X  21& 5954 c 聾棺 回線~周郡 42.5 62.8- 43.7 石 ・ 畢 ・ 盟 ・ 角 ・ 赤 極 ・ 貿信 樹ナデ、 突帯‘ ナテ 積ナデ、 繍ナデ撞ハケ自 (樹} 、 ナデ :;1.:;1.付酒、 景蚊き痕、 5 = 1 /4で掲鴎 23 1 0  

底部 3.7- 7.8 ハケ目 (多方向} 櫨ナテ ・ 繍ナデ ハケ固 (左上) 植ナテ 図面上で但元、 推定器高68.2.田
第 111 -643æ 1 1 1 079 5 X  2区 5954 聾棺 完形 42.2 73.2 8 .8 46.5 石 ・ 轟 ・ 醤 ・ 角 鐙 繍ナデ、 突帯‘ ハケ目 (111 ) 後ナデ 横ナデ、 ハケ目 {縫} 檀ナデ ス ス付泊‘ 無炊吉 に よるS慎重 PL-34 481 1 

ハケ目 {縦} ナテ 鳳艇、 餓げ寵
第 111 -645æ 1 1 1 077 S X  2区 5954 車棺 完形 26.0 59. 1  7 .4 39.7 石 ・ 長 冨 ・ 角 ・ 串 橿 栂ナデ、 ハケ目 {雌] 、 突帯 {頭郡} 、 鈎状浮草 機ナテ、 指頭庄痕、 ナテ 黒斑 PL-34 1 807 

暗主 {緯} 、 一車突帯、 ミ ガキ {多方向} 傭聞実湖国 {第 111 -646図}
第 叩 -647æ 1 1 1 077 5 X  2区 5954 0 . b 揖 り 方 1 個 盟 口健 ・ 圃薗 28.6 30.0- 44 石 ・ 長 冨 ・ 角 õl\ 櫨 綱ナデ、 陪文 (縦} 、 突輔 [頭部} 、 =ÓIl突裕 償ナデ、 ミ ガキ {損} 2274 

ハケ目 {左上) 櫨暗主 [蝦) 、 ミ ガキ {輔} ハケ目 {繍 ・ 左上} 檀ナデ
車 111 -649æ 1 1 1 2 1 0  5 X  2区 5953 0 流れ込み 胴丸聾棺 口信~嗣留 23.4 27. 1 - 40. 1  石 ・ 畢 ・ 霊 ・ 角 ・ 串 に15iい質植 民買椙 繍ナテ‘ ミ ガキ {組) 櫨ナデ、 ミ ガキ {繍} 繍ナテ、 ナデ 鳳斑‘ 一部欠損 (推定器高49.8田) 1 622 

周邸~底留 1 8.8- 9.0 刻み目突帯、 ナデ、 ヘラナデ [繍} 笹ナデ 図面上で但元
第 111 -652 1 1 1 238 5 X  P 1 8区 5932 b . c 翌健 闘部~底留 86.8- 1 2目2 76.5 石 長 窪 ・ 角 赤 檀 ハケ目 {縦} 揖ナデ、 連突帯、 横ナテ‘ ナテ ハケ目 {綴 楠} 後櫛ナテ、 ナデ 黒斑. 5 = 1 /5で掲艶 PL-35 2370 
lII lII -654æ 1 1 1 239 5 X  P 1 8区 592 1 0 短信 完形 32.4 72.2 7 .4 44.口 石 ・ 葺 ・ 盟 ・ 角 ・ 車 砲 櫛ナデ、 突帯 (頭部 周部2条) 横ナデ、 ミ ガキ {繍} 、 ナデ 鳳斑‘ 5 = 1 /4で掲II! PL-35 2366 

暗主 {縦} 、 ミ ガキ (多方向) ハケ目 (縦} 桂ナデ
第 111 -657æ 04 1 S X  新61 区 5864 b 霊徳 完形 27.7 54.4 1 0. 1  40.8 石 ・ 長 ' !!I ' 向 車 櫨 ・ 貿灰 指ナデ、 板ナデ {綴) 、 ミ ガキ {欄} 指ナデ. ナデ 黒色顔料. 胤調 PL-34 2508 

刻み目突帯、 観ナデ憧 ミ ガキ {綾) 、 ナテ
第 111 -658 04 1 5 X  新6 1 区 5865 b 墾帽向 1 周 霊槽 口鰻 (32.2) 2.8- 石 ・ 畏 ・ 角 にぷい櫨 櫛ナデ、 板ナデ {右上] 績ナデ 黒色蹟料 4824 
第 111 ・658 2 04 1 5 X  新61 区 5864 b 昆棺向3周 盤 日銀 (26.4) 1 .7- 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 赤 橿 繍ナデ 横ナデ ス ス付函 2456 
第 111 -658 3 04 1 S X  新61 区 5864 b 霊槽向 1 周 聾 ロ鼠 (23.0) 1 .8- 石 ・ 豊 富 ・ 角 ・ 赤 活費極 摘ナテ 横ナデ 248 1 
第 111 -658 4 04 1 5 X  新6 1 区 5864 b 掘 り 方 1 周 聾 口録 (20.8) 1 .9- 石 ・ 畏 ' !!I ' 角 閉買禍 樹ナデ 横ナデ 2487 
車 111 ・658 5 04 1 5 X  新61 区 5864 b 掘 り 方 1 層 鉢 口組 (28.8) 1 . 1 - 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 にぷい貿信 欄ナデ 横ナテ、 ハヶ目 {機} 桂ナデ ス ス付泊 2466 



土塘墓 ・ 木棺墓出土土器観察表
挿 回 桔 遺禍 ;a梱 間置E クリ ツ ト 出土 田祖 田m 回復 器商 底径 量太閤径 抽土 色回 間監 {外面} 回盟 {同l!ii) 個脅 国阻 !ilillJ 信号 醤号 奇骨 掴闇 圃位 (an) (旬。 【田} {田} 茜層 語毎

期 日1 -66 1 図 1 1 1 1 35 s x  21& 5954 a . b 1 周 盟 口組 1 8 .6 4.8- 石 長 ・ 盟 角 に，5<い帽 剖 品 目 文興輔、 盟ナテ後掴ナテ 個ナデ 40 1 3  

銅 111-66 1 固 2 1 1 1 3 5  S X  21& 5954 a 揖 り 方 1 圃 盟 鹿田 1 .6- 1 1 .0 百 長 . 1'1 角 . il\ 担 ミ ガキ {掴} ナテ、 描囲匡由 2 2 1 8  

Øl II I-664図 1 1 1 1 36 s x  21& 5953 a 2圃 盟 口揖 26.6 2.6- 石 島 ー 冨 角 理由檀 摘ナデ 楠ナデ 2329 

鏑 111 -664図 2 I 1 1 36 S X  2区 5953 a 2圃 亜 鹿田 4 晶 2 - 9.0 録 音 ー 赤 借 間il\掴 ミ ガキ t掴】 、 幅ナデ ミ ガキ (梱} 2293 

鶴 111 -664図 3 I 1 1 36 s x  21& 5953 a 酔 口揖 23.0 1 . 5 - 石 晶 ・ 角 埠血岨 楠ナデ 噛ナデ 凪国 2296 

Øl III -666関 1 1 1 1 53 s x  2区 5934 b E 口組 24.4 2 . 1 - 石 長 . 1'1 に.Siい但 柵ナデ 岨ナデ ス ス 付回 2338 

Øl III 咽670歯 1 1 6 1 5 X 東西水路 5984 a 底面 聾 口揖 32.2  1 0 . 2 - 石 1'1 . 角 串 温置栂 相ナデ‘ ハケ目 {蝿〉 観蝿ナデ 楠ナデ、 ナデ ス ス 付 回 35 1 4  

Øl III -670図 2 1 6 1  S X  東西水路 5984 a 底面 E ロ陣 (嗣26.0) 2.2- 百 長 . 1'1 角 ・ 赤 に.SIい担 柵ナデ 掴ナテ 35 1 5  

鶴 111 -670図 3 1 6 1  S X 11l酉水路 5984 a 底面 盟 園田 1 0 . 5 - 石 畏 ・ 冨 角 ー 廓 に，5<い閏檀 ハ ケ 目 [躍} 後楠ナデ、 掴ナデ ハ ケ 目 {左上 ・ 躍 ) 帽掴揖工島世用 363 1 

椙ナデ‘ 副み目提帯‘ ハケ1'1 (躍】
銅 11 1-67 1 盟 1 7 1 5 X 東西水路 59B5 b 2 E 口揖 (的26.0> 2.0- 盟 角 ・ 串 民自 掴ナデ 楠ナテ ス ス付回 35 1 7  

Øl UI -67 1 8ョ 2 1 7 1  S X 膜西水担 59B5 b 1 車 口組 (20.0) 2.5- 石 長 . 1'1 角 埠血哩 岨ナデ 掴 ナ テ 3522 

調 111-67 1 図 3 1 7 1 5 X 東酉水路 5985 b 1 盟 口組 (27.2)  1 . 7 - 石 畠 . 1'1 角 岡田掴 帽ナデ 掴ナデ 3532 

銅 111 -67 1 国 4 1 7 1  S X 取西水誼 5985 b 1 E 口組 (嗣25.0) 2.3- 右 民 . 1'1 角 ・ 串 に品い担 掘 ナ テ 掴ナデ 35 1 6  

Øl III-67 1 国 6 1 7 1  S X 東酉水路 5985 b 1 日係 自由 (26.4) 1 .6 - 石 長 E 角 壇画繍 噛ナデ 掴ナテ 3 5 1 9  

11 111-67 1 図 5 1 7 1  S X 東西水路 5985 b 1 E ロ揖 (嗣26.0) 2.5- 石 畠 盟 角 . il\ に品L'1lI掴 幅ナテ 相ナテ 35 1 8  

調 UI -67 1 図 7 1 7 1  S X  取西水路 5985 b ト レ 亜 ロ田 ( 1 6.4) 2.5- 石 晶 角 にぷい閏櫨 帽ナテ 楠ナデ 3569 

聞 U I - 67 1 国 8 1 7 1  S X 東西水田 5985 b 1 E 日韓 ( 1 6.8) 4.3- 石 晶 盟 角 . il\ 信 柵ナデー ハ ケ 園 {圃} 柵ナデ、 ミ ガキ {幅 } 353 1 

銅 11 1-67 1 国 9 1 7 1 S X  東酉水路 59B5 b 1 盟 庫国 3.3- 6.2 石 長 冨 商 事 浅田健 柵ナデ、 ナデ 揖ナデ、 ナデ 3558 

新 NO .6 1 区出土土器観察表

N
O
吋

挿図書号 桔 ヲリ ッ ト 出土 器掴 田世 口径 器商 底径 liil:*:闇橿 胎:t 車問 間盟 (舛面》 間堕 (内面} 備号 国師 軍制
醤号 地点 (四} (田〉 (田} (田〉 (四) {四] 醤毎 番号

軍 11 1 -673図 1 1 5864 a . b  Ii喪土 亜 コ揖 2 8 . 8  1 . 1 1 - | 石 島 宮 両 に 吊 い 置 帽 | 蝿 ナ デ 帽 ナ デ 守 ハ ケ 目 (右上 . ナ テ | 田園 2488 

盟 11 1 -673固 2 1 5856 b . c . d  ! 車土 亜 ロ揖 3 1 .8 1 . 1 2 - 1 ;百 ・ 昌 E 角 | 盟檀 | 掴 ナ デ 掴 ナ テ 黒田 2455 

軍 11 1 -673園 3 1 5855 b l 轟士 署橿 口組 2 5 . 2  1 . 1 3  1 '6 . '" 盟 画 | 帽 | 掴 ナ デ 楠 ナ デ 2476 

揖 11 1 -673fg1 4 1 5866 c l 掴完i 田 『ゴ盆. 3 3 . 4  1 . 1 4  1 .， ・ E ・ E ・ 曲 ・ 車 | 帽 | 掴 十 干 害串 掴ナデ 2453 

間 11 1 -673国 5 1 - 括 ト レンチ E 口組 27.0 1 . 1 5 - 石 長 宮 角 串 | 橿 | 楠ナ デ ..サー弓ー サー号2 スス付由 2454 

掴 11 1 -673囲 6 1 5865 a 彊ち迅品 盟 属部 1 . 1 6- 6 . 2  石 岳 E 角 串 | 瞳 ハ ケ 目 { 躍 〉 植 ナ デ 掴 ナ テ 、 ナ デ 2457 

園 11 1 -673国 7 1 5856 c 担舌i 盟 口組 1 4. 8  1 . 1 7 - 墨 田 画 面 に，<;. い 苗 帽 | 輔 ナ デ ‘ 田 文 { 躍 } 蝿 ナ 宇 ‘ � ガキ {帽] 2 500 

盟 11 1 -673固 8 1 5858 b 轟 量 D'曇 ( 1 7 . 8  1 . 1 8- 再 盟 ・ 曲 晶 に ，;;i い留 掴 | 岨ナ 宇 岨 ナ デ 2472 

揮 11 1 -673図 9 1 5856 b . c . d  高土 亜 ロ揖 ( 1 7 .9 1 . 1 9- 長 冨 角 車 | 外周 . 10吊い買掴 | 楠 ナ デ 岨十 鳳腫 2486 

軍 11 1 -673国 1 0 括 ト レンチ 踊圏盛 口組 1 7 . 1  1 . 2 畏 . m ・ 商 事 にぷい瞳 | 輔 ナ テ . ハ ケ 目 {右上】 ナ デ 梱 ナ テ ナ デ 249 1 

盟 11 1 -673図 1 1 1 58 66 a . b  車土 盛 唖 4園田 1 7 . 1  1 . 2 1 -- E 畠 E 画 | 聞罰梱 帽 | ナ 宇 哩輔ー 主 珂キ { 掴 】 ミ ガキ ( 梱 } ナ デ 2497 

2 区遺物包含層 ・ 撹乱出土弥生土器観察表
留置 (舛箇〕 間堕 (向面) 備曙
掴 ナ デ 楠 ナ デ
， 、 左上 ・ J 、 ー 左上

、 ナデ さ ー
畳 �Hl ナ デ 、 ハケ 手'、 し � '. 班 PL-36 

1 9.9 1 23 . 2 - 2 3 . 9  デ . 、 ハケ ミ ガキ由 EEIBI. ナ ー PL-36 

畳 ーtJll 1 5 . 0  3 5 . 3  'L3 2 3 . 2  事 tこ.5:. 1. 、 . 1こ ，St(. 、 ナ . ハヶ 目 { 柵 ・ 躍} 櫨 ナ デ 梱 ナ デ 、 ハ ケ 目 {右よ} 揖 ナ デ 県国 E'Lづ36

東西水路調査区遺物包含層 ・ 撹乱出土土器観察表
l 飼監 (内面) l 惜考

組之
デ 、 涜揖 l 蝿ナ

ナ

盟 デ ハケ 盟
畳 楠 ナ デ 、 買帯、 ナテ4豊田文 { 躍 } 掴 ナ デ揖聞宜 [融射揖} 、 ナ テ 串色



N
O
∞
 

1 ・ 4 区出土弥生土器観察表 1
挿図書号 植 ク リ ッ ト 卦剖 出土 極細 部位 口径 題商 底径 胎土 色悶 踊盤 (舛面) 悶盤 (内面} 備考 型式 実習j

番号 地区 地点 {田} (町} {田} 記号 番号
軍 11 1-7 1 4 園 1 1 6807 c イ 耕作詞 翠 口総 28.0 3.6- 石 ・ 轟 . !!I ・ 角 にぷい黄担 償ナテ 繍ナテ スス付箇 Y - 4 5066 
畢 11 1 -7 1 4 図 2 1 6807 c イ 勝作譜 聾 口鶴 23.6 1 .8- 石 ・ 長 冨 ・ 角 ・ 赤 檀 繍ナデ、 指頭匡痕、 ヘフナテ、 指ナデ桂樹ナデ ヘヲナテ {緩} 、 ハケ目 [左上} 、 指ナテ櫨績ナテ 5076 
軍 11 1-7 1 4 園 3 1 5697 c イ 純作謂 毘 口鰻 (27.6) 4.0- 石 ・ 長 ・ 盛 ・ 角 ・ 事 担 繍ナテ 繍ナテ 5042 
軍 11 1-7 1 4 図 4 1  6807d イ 耕作溝 璽 ロ緑~園部 1 6.6  5 .9- 石 ・ 晶 ・ 角 にぷい黄担 繍ナデ. ナデ 栂ナデ、 ハケ目 {繍} 桂横ナテ、 ハケ目 {左上} スス付題 Y - 1 3  5077 
車 11 1-7 1 4 図 5 1 6807 c イ 織作潤 盛 {穿孔} 回路 20.6 1 .9- 石 ・ 畠 醤 ・ 角 ・ 赤 にぷい寅撞 楓ナデ 樹ナデ Y -22 5074 
軍 11 1-7 1 4 図 6 1 6806d イ 純作譜 盛 底郡 3.0- 9目2 石 ・ 長 ・ 雲 ・ 角 . il\ 祖 ミ ガキ (繍} ミ ガキ {繍} 桂ナデ 5078 
軍 11 1-71 5 圏 1 1 6826 0 ロ 鎚乱 盈 口鶴 ( 1 8.4) 1 .2 - 石 ・ 畢 !!I . 角 赤 祖 繍ナデ、 刻み目文 {錨邸) 繍ナテ 5088 
車 111 -7 1 5 図 2 1 6826 0 ロ 包 1 函 毘 日銀 ( 3 1 .6) 1 .9- 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 櫨 績ナテ 樹ナテ 5 1 29 
軍 111 -7 1 5 図 3 1 68 1 6 d  口 指乱 聾 口健 (28.0) 3.7- 石 ・ 畠 . !!l ・ 角 ・ 赤 にぷい賞担 ハケ目 {右上} 笹栂ナテ、 ハケ目 {機} 繍ナデ、 ハケ目 {豊方向} 5073 
車 11 1-7 1 5 圃 4 1 68 1 6 b  口 耕作酒 盛 闘部 5. 1 - I!l . 角 悶置禍 ハケ目 {雌} 、 部錨国銀宜、 締鋪渡放宜 、 ナデ ハケ目 {右上 横} 5 1 0 1  
軍 111 -7 1 5 函 5 1 6826 0 ロ 鍬作溝 盈 底郵 4.25- 8.0 石 ・ 轟 ・ 雲 ・ 角 悶褐 ・ 賀民 ハケ目 {畢方向) . ナテ ナデ Y - 25 5084 
軍 111 ー7 1 6 園 1 1  E 3  耕作譜 聾 日銀 (22 日} 4.2- 石 ・ 長 ・ 角 櫨 慣ナテ、 ハケ目 {鑑} 桂ナデ 繍ナデ 5067 
車 11 1-7 1 6 図 2 1 E l  耕作清 盛 底郡 4.8- 7 日 石 ・ 長 ・ 角 領 ハケ目 {観} 、 繍ナデ 横ナデ、 ナテ 鳳斑 Y - 1 8  5069 
軍 111 -7 1 6 図 3 1  A 3  耕作満 霊 ロ錫 (22.4) 2 .自~ 長 ・ 盤 ・ 角 ・ 赤 質艦 積ナデ 繍ナデ 5098 
軍 11 1-7 1 6 園 4 1 A 2  掛作満 盛 口信 22.6 3 . 1 - 長 ・ 霊 ・ 角 ・ 串 担 績ナテ、 陪文 (縦} 制ナデ、 ミ ガキ {欄} Y - 24 5 1 45 
軍 11 1-7 1 6 図 5 1 A 2  麟作譜 蜜 日銀 (25.0) 4.0- 長 ・ 霊 ・ 角 ー 赤 担 績ナデ 恨ナデ、 ミ ガキ痕 508 1 
軍 11 1 -7 1 6 図 6 1  C 4  ( J 2 ・ 1 2) 掛作酒 荷停 坪留 26.0 6.5- 石 ・ 長 ・ 盟 極 績ナデ、 慣ナデ檀陪宜 {楠} 樋ナデ、 ミ ガキ {栂} 同 個体あり 5034 
軍 11 1 -7 1 6 図 7 1  A 2  耕作溝 高時 卸鶴 3.2- ( 1 3.8) 畠 ・ 角 ・ 赤 にぷい黄栂 ・ 檀 ミ ガキ {繍) . 舗ナテ ハケ自 {左上) 、 横ナデ 5 1 46 
車 11 1 -7 1 7 園 1 1  G 2  ホ 担乱 聾 口総 ( 1 6.0) 2 . 2 - 石 ・ 長 蜜 ー 角 串 慣 繍ナデ 楓ナデ 5049 
車 問 ー7 1 7 図 2 1 1 3  ホ 耕作滴 毘 口組 (23回目} 3.5- 石 ・ 畏 . I!I ・ 角 ・ 赤 に，5，い褐 績ナデ睡ハケ目 (左上} 、 指頭圧111 櫛ナデ 5 1 60 
掴 11 1-71 7 園 3 1 M 2 ホ 包2&l 盛 底部 6.自~ 6.6 石 ・ 長 ・ 彊 ー 角 ・ 赤 担 ・ 褐医 ハケ目 {観} 、 積ナデ 楠ナデ、 ナデ Y - 1 2  5096 
盟 問 7 1 7 園 4 1 G4 ホ 紺作満 塁 ロ館 (20.4) 4.3- 晶 ・ 石 ・ 雲 ・ 串 に')'い黄担 績ナテ、 ハケ目 【左上} 櫨ナデ ハケ目 {繍) 櫨ナテ‘ ハケ目 {左上) 櫨ナデ Y -2 1  5090 
軍 111 -7 1 7 園 5 1 G 2 ・ 3 ホ 包3周 監 ロ録 1 5.0 2.2- 石 ・ 長 ・ 霊 ・ 角 揖 闘車民福 欄ナデ‘ ハケ目 (鋸] 櫨ナデ 輔ナデ 5 1 08 
車 11 1-71 7 図 6 1 1 3  ホ 純作粛 軍 嗣郎 9.3- 畏 ・ 霊 ・ 角 櫨 樋錨阻録文 {観 ・ 縦} 、 御掲浪就宜 {縫} 、 楠ナデ 鍋ナデ 車色顔料 5099 
軍 lト71 7 園 7 1 G 3 ホ 耕作滴 盛 底観 4.4- 6.2 石 ・ 轟 ・ 蟹 ・ 角 ・ 鼠 檀 ・ にIS\い質栂 ハケ目 {鑑) ハケ目 {多方向) 、 掴ナデ‘ 指商庄鼠 5083 
揖 11 1-7 1 7 図 8 1  G 4 . H l  ホ 耕作潤 高時 脚観 6.7- 1 4.6 石 ・ 長 角 にぷい櫨 ハケ目 {縦} 、 椴ナデ ナデ. ハケ目 {栂] 5027 
軍 11 1-71 7 困 9 1 G 3 ホ 紛作濁 商坪 脚郡 2.3- ( 1 6.4) 石 ・ 長 . I!l . 角 赤 担 ミ ガキ {舗} ‘ 績ナデ 横ナデ 5086 
軍 11 1-71 8 園 1 1  J 3  向、 組作溝 型 口鰻 (26.6) 4.7- 石 ・ 畏 ・ 蟹 ・ 角 ・ 蔀 間賞褐 刻み目宜、 繍ナデ、 ナ デ 柵ナデ‘ ナデ Y - 1 4  5035 
車1 1 1 -7 1 8 園 2 1 K 2  ，、 耕作珊 聾 口健 1 7 .2 4.3- 轟 ・ 寝 ・ 角 ・ 車 民褐 ・ 慣 償ナテ、 詑縁 椴ナデ. 指頭圧痕 5030 
第 11 1-71 8 園 3 1 1 1  ，、 制作溝 型 日銀 1 自.5 2.8- 畠 ・ 冨 ・ 角 ・ 赤 に，5iい賀補 繍ナデ、 ナテ 概ナデ、 ナテ ス ス付蔚 Y -32 5 1 42 
軍 11 1 -7 1 8 図 4 1 J 3  ，、 包3厨 聾 口錫 25.4 6.2- 石 ー 長 壁 ・ 角 赤 鳳褐 繍ナデ‘ 沈錦 繍ナテ、 指頭匡痕、 ハケ目 {慣} 5 1 63 
車 111 -7 1 自 国 5 1  J 2 ，、 緋作譜 聾 口鶴 20.8 2 .7- 石 ・ 長 ・ 角 慣 繍ナデ 櫛ナデ Y - 6 5 1 1 2  
車 問 ー7 1 自 国 6 1 1 3  ，、 耕作濁 E 日銀 (20.8) 2.2- 石 ・ 轟 . Il/ ・ 角 栂 績ナテ 繍ナデ 5 1 26 
軍 111 -7 1 8 園 7 1 K 戸、 包 車 口緑 3 1 .4 5 . 1 - 石 ・ 畏 E ・ 角 . il\ 橿 績ナデ、 ハケ目 (縦} 繍ナデ 5 1 1 7  
車 刷 ー7 1 8 図 8 1  K 2  ，、 紺作濁 E ロ鰻 (32.2) 3.2- 石 ・ 昼 ・ 蜜 ・ 角 栂 横ナデ 樹ナデ 5 1 1 8  
車 間 ー7 1 8 図 9 1  H 2  ，、 鱗作詞 聾 口館 ( 1 自.6) 2.5- 長 ・ 盟 角 ・ 串 樋 績ナデ 繍ナデ 5 1 25 
車 11 1-71 8 図 1 0 1  K l  仰、 芭3周 墾 ロ鼠 (25.8) 3.6- 石 ・ 長 ・ 蜜 ・ 角 ・ 赤 極 繍ナデ 繍ナデ ス ス何諸 5043 
富 山 -7 1 8 図 1 1 1  H l  ，、 観作酒 翠 ロ鰻 24.0 3.6- 長 ・ 霊 ・ 角 ー 事 に，S\い橿 横ナデ、 ハケ自 (健} 樹ナデ、 ハケ目 {右上} ‘ ハケ白 (楠} 5033 
車 問 ー7 1 8 園 1 2 1  K l  仰、 緋作濁 聾 ロ縁 (約90.0以上 3.3- 長 ・ 盤 に，5iい質檀 刻み自主 (御影} 、 繍ナテ 横ナデ 503 1 
富 山 ー 7 1 8 固 1 3 1  J 2 仰、 緋作酒 璽棺 口録 33.0 3. 1 - 石 ・ 轟 璽 ・ 角 赤 に，5\い貰檀 積ナデ 欄ナデ、 ハケ目 (幸方向] 揖ナテ 5 1 40 
車 問 7 1 8 掴 1 4 1  H l ・ 4 ，、 緋作濁 翠 園鶴 4.7- 石 ・ 星 雲 ー 角 il\ 椙 繍ナデ、 刻み目突帯. 突繕 ハケ目 {左上) ナテ 5 1 75 
車 川 ー7 1 8 国 1 5 1 K 仰、 苗 盛 底留 4.8- 5.7 石 ・ 畏 ・ 雲 ・ 角 極 憤ナデ、 ハケ目 UIl) 、 ナデ ナデ ス ス付題 5 1 07 
車 川 -71 9 固 1 1 1 1  ，、 包3庖 鉢 口鼠 (29.4) 2.2- 石 ・ 畠 . I!l ・ 角 質櫨 繍ナデ 欄ナデ 5 1 28 
亜 日1 -7 1 9 固 2 1  H l  m、 耕作溝 鉢 口鶴 ( 1 6.4) 4.2- 長 . I!l ・ 角 聞置褐 悶褐 繍ナデ、 ハケ自 (多方向} 檀ナデ ハケ目 {多方向] 5 1 24 
車 問 ー7 1 9 園 3 1 K 4  ，、 緋作譜 齢 日銀 30.6 7.9- 石 ・ 轟 . !!I ・ 角 悶赤禍 櫛ナデ、 ハケ自 (縦} 、 轟突稽 繍ナデ、 ハケ目 (欄} 揖ナテ 5 1 23 
車 川 -7 19 固 4 1 J 4  ，、 包3庖 堕 口栂 1 8 .0 4 .2- 石 ・ 昼 . I!l ・ 角 ・ 串 櫨 繍ナデ、 ハケ目 (鍛} 檀暗主 (銀} 償ナテ. ハケ目 {栂} 櫨瞳文 [雌} 、 ミ ガキ (繍} 5 1 33 
車 111 -7 1 9 固 5 1 1 1  ，、 包3庖 盛 口縁 25.6 3 .5- 石 ・ 長 ・ 角 担 損ナデ、 ハケ目 (左上} 繍ナデ、 ハケ目 {繍} 桂ナデ 5 1 1 1  
軍 旧 ー71 9 固 6 1 1 1  ，、 純作満 蜜 ロ緑 (36.2) 3 . 1 - 長 ・ 石 ・ 5伝 担 慣ナテ 繍ナテ、 ナデ 5 1 67 
富 田 -71 9 図 7 1  J 2  F、 麟作潟 盟 口栂 (30.8) 4.2- 雲 ・ 角 ・ 節 議賀担 楠ナデ 繍ナデ 5 1 39 
車 問 ー 7 1 9 固 8 1 H 2  ，、 耕作満 室 口組 0 5 .4) 4目9- 石 ・ 畠 ・ 角 にぷい黄櫨 ・ 栂 ナデ ナデ 鳳斑 5038 
富 山 ー7 1 9 固 9 1 J 3  ，、 包3厨 壷 日銀 (33.2)  2.5- 石 ・ 畏 . Il/ . 角 担 横ナテ 繍ナデ 鳳聴 5 1 06 
富 山 ー7 1 9 園 1 0 1  J 2  ，、 耕作潤 霊 口鶴 29.4 6.0- 石 ー 長 ・ 角 ・ 赤 闘賞褐 損ナデ. ハケ目 (践} 、 突稽 領ナデ、 ハケ目 [柵} 桂ナデ 5 1 3 1  
盟 問 ー7 1 9 園 1 1 1  J 3  ，、 包3周 蜜 口組 (20.6) 1 .7- 畏 ・ 翠 ・ 角 赤 に，5\い質掲 償ナテ 菌宜 {縦} 、 繍ナテ Y - 27 5 1 04 
車 問 ー7 1 9 図 1 2 1  H 4  ，、 包3周 墨 目録 0 2 .8) 3 . 1 - 長 ・ 石 ・ 赤 赤褐 横ナテ、 ハケ目 {左上) 桂樹ナテ 欄ナテ 5057 
軍 11 1-7 1 9 園 1 3 1  K 2  ，、 紺作潤 総額量 口鶴 澗定不能 5.3- 石 ・ 長 . I!l 角 赤 栂 横ナテ. ナデ 欄ナテ Y - 28 5 1 64 
車 問 ー7 1 9 図 1 4 1 1 3  ，、 紺作満 盟 瞬倒 5.0- 石 ・ 長 ・ 2 ・ 角 赤 関褐 ・ に')'、い質償 櫛ナテ、 刻み目突帯、 刻み目鈎:tt:浮宜 ナテ、 指頭庄痕 5 1 2 1  
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1 ・ 4 区出土弥生土器観察表 2
挿図番号 筏 ク リ ッ ト 分割 出土 畠掴 部也 口在 密高 底橿 胎土 色調 間監 (外面) 関盟 {円面) 備考 型式 実澗

畠号 地区 地点 (0111 (0111 (四} 記号 番号
田 111 -7 1 9 固 1 5 1  H l  ，、 耕作潤 盟 属部 5.0- 石 ' !i! 霊 角 ー 赤 間赤梅 鳳褐 血盟主 ミ ガキ (梱) ナデ. ハケ目 {左上) 憧ナテ 田大胴握(的20.0αnl 5 1 1 4  
閉 山 - 7 1 9 国 1 6 1  H l  戸、 包3周 恩 底部 4.3- 1 2.6 石 ' Ð! ・ !lr ' 角 赤 ，;:/�、い買値 ハケ目 (縦) 、 ナデ ナデ 照随 5 1 69 
草 川 ー 7 1 9 国 1 7 1  K r、、 包 盟 底部 3.4- 8.6 石 ・ 畏 ' !lr ' 角 iffi Lぷい極 庖濁 圏滅 5 1 3日
閉 山 ・7 1 9 国 1 8 1  J 3 r、、 包3阻 盛 底部 1 .7- 目 。6 石 ・ 畏 ・ 雲 角 赤 赤 檀 ナデ ナデ 5 1 30 
車 問 ー7 1 9 1111 1 9 1 K 2  戸、 耕作潟 盛 底部 4. 1 - 7.8 '5 ' 畏 ・ 盟 ー 角 赤 にぷい揖 ミ ガキ {多方向) 指頭庄痕、 ナデ y - 30 5 1 1 9  
閉 山 ー7 1 9 囲 20 1 K 4  '\ 耕作潤 商t不 日銀 26.0 3.8- 右 ・ 民 ・ 角 赤 にぷい買値 梱ナデ、 ハケ目 (多方向) 後ナデ、 ナテ 楠ナデ、 ナデ 5024 
車 川 7 1 9 回 2 1 1 H 1 '\ 耕作溝 南町 t平郡 (24.61 1 .0- 石 ・ 角 ・ iffi 檀 楠ナデ、 ハケ目 (股) 後梱ナデ ミ ガキ (横) 5 1 37 
盟 問 7 1 9 回 22 1 K 2  J、、 耕作潤 高t平 脚部 5. 1 - 石 ・ 民 I 盛 角 間赤禍 ミ ガキ (縦) ナデ 5 1 32 
車 11 1 -7 1 9 固 23 1 J 2 '\ 耕作調 高時 脚部 4.0- 1 5 .0 !i! ' !lr 角 赤 植 ミ ガキ (縦 ・ 横) 楠ナデ 5045 
草 川 -720 囲 1 1  P 3  卜 包3周 亜 口栂 28.8 7 .2- 石 且 霊 ・ 角 Lぷい買褐 ・ 黒灰 楠ナテ、 沈鰻. ハケ目 (観) 繍ナデ、 ナデ Y -2 5028 
車 川 ・720 国 2 1 P 2  卜 純作滴 亜 口語 (30.01 2 . 1 - 石 畏 Il . 角 寅掴 帽ナテ 事置ナテ 5022 
富 山 ー720 固 3 口 1 卜 包 亜 口鶴 (33.41 6.3- 石 甚 理 。 角 赤 栂 掴ナデ、 突稽 慣ナデ、 ナデ Y ・ 1 0 504 1 
里 山 ー720 固 41 0 1 卜 耕作滴 亜 口組 (40.01 7 .2- 石 E 密 ・ 角 に，5\い買桓 柵ナデ. 突帯、 ナデ 積ナデ. ナテ y- 1 7  5 1 22 
!I! 川 720 固 5 1 K 4  卜 耕作満 亜 口穆~周蔀 29.5 8 . 1 - 石 昆 虫 角 Lぷい置恒 禍ナデ、 ハケ目 (左上) 後ナデ 指頭圧領、 掴ナデ 黒斑 5002 
田 川 ー720 回 6 1 K 4  卜 耕作潤 亜 口組 ( 2 1 .81 2.4- E 畏 君 。 角 ・ 赤 栂 槻ナデ. ハケ目 (左上) 後柵ナデ 構ナデ、 ハケ目 (右上) 、 ナデ 509 1 
露 間 ・720 固 7 1 P 2  卜 耕作潤 盟 底部 4.5- 5.8 '5 ' !i! 角 檀 概ナデ、 ナデ、 ハケ目 (鑑) 麿混 スス付泊 5 1 50 
!l! 1I I-720 固 81 P 1 卜 耕作潟 盟 (穿孔) 日間 1 9.4 3.5- 石 民 霊 角 ・ 君主 にぷい賀橿 機ナデ 損ナデ 5 1 53 
!I! 山 720 国 91 P l  卜 耕作滴 盟 (曹孔) ロ韓 1 9 .6 1 .3- 石 畏 角 赤 に，;、い置橿 ナテ ナデ 5 1 7 1  

鎮 川 720 固 1 0 1 0 2 ト 包3居 直 口組 (22.41 4.0- 石 ・ 晶 ' !lr ' 角 赤 にI�;い檀 掴ナテ、 積ナデ後国主 (躍) 繍ナデ、 ミ ガキ (欄) 5 1 59 
車 川 ー720 固 1 1 1  P 2  ト 包3周 亜 口揖 (30.21  1 .7 - 石 呂 角 植 楠ナデ、 掴ナデ後暗文 (縦) 繍ナテ、 ミ ガキ (楠) 5 1 5 1  
車 川 ー720 回 1 2 1  Q ト 包 聾 口輯 1 7 .6 5 .2- 石 島 角 悶揖 繍ナデ、 陪文 (縦) 、 ミ ガキ (柵) ミ ガキ (掴) 5 1 49 
銅 山 720 固 1 3 1  K 4  ト 耕作潤 畳 口揖 (23.41 2 .5- 畠 ・ 盤 ・ 角 灰置祖 ・ に，;、い貰檀 桐ナデ 楠ナデ 思斑 5 1 27 
車 川 ー 720園 1 4 1  K 1 . 2 . P 1 ト 耕作潤 畳 属部 1 0.8- Ð! ' !lr 角 赤 檀 関文 (縦) 、 ハケ目 (在上) 後ナデ、 摘ナデ ナデ、 指頭圧圃 開田、 盟大隅橿 (30.00111 5 1 09 

刻み目突得、 ミ ガキ (繍)
里 山 720 因 1 5 1  P 2  ト 耕作潤 E 底郡 6.5- 1 1 .8 石 E 密 。 角 。 赤 に，;、いキ畳 間貰褐 ミ ガキ (柵 ・ 鍛 ・ 多方向1 1 、 ナテ ナテ 5 1 66 
第 川 ・720 国 1 6 1  P 2  ト 耕作潤 盟 底郡 3.2- 8.4 石 長 冨 角 照 ハケ目 (縦) 後ナテ ナデ 5 1 34 
車 川 ー720 固 1 7 1  K 1 ト 耕作潤 高t不 持田 25.0 7 .3- 石 ・ 長 密 角 ・ 赤 但 繍ナテ、 ハケ目 (多方向) ミ ガキ {掴) ‘ ナテ 鼎斑 5052 
鴛 111 -720 国 1 8 1  P 3  卜 耕作潤 高1不 脚部 2.6- 1 6.8 畏 雷 角 赤 栂 ミ ガキ {摘) ‘ 掴ナテ 構ナデ、 指頭圧倒 5 1 79 

錫 111 - 72 1 回 1 1 0 2 チ 包 盟 闘部 7.9- 畏 石 2 ・ 赤 に，;、い赤褐 に，S\い買橿 工島によるナデ‘ 突帯 横ナデ 5029 
車 問 72 1 固 2 1 N チ 包 亜 ロ揖 1 7 .6 5.0- 石 晶 111 . 角 串 間赤禍 繍ナデ、 突帯 構ナデ 5025 
車 問 72 1 固 3 1 0 1 . 4 チ 耕作潤 亜 口間 (22 .21  2 .6- 員 角 第 にぷい買檀 繍ナデ 横ナデ、 ハケ巨 (左上} 後ナデ 5 1 44 
草 川 ー 72 1 固 4 1 0 1  チ 耕作滴 畳 口笛 (28.01 4.0- 石 長 宜 ー 角 に，5\い貧揖 ミ 11キ {多方向) 、 ハケ自 {楠} 、 ハケ自 (縦) ミ ガキ (楠) 赤色顔料 5 1 70 
自再開 72 1 1>1  5 1 2  チ 包 盟 口鶴 1 6 .4 2.2- 石 ・ 昌 ' !1l ・ 角 赤 掴 刻み目立、 慣ナデ 摘ナデ、 刻み目立 5 1 65 
串 間 72 1 1>1 6 1  R l  . 4 チ ト レ 亜 頭部 4.0- 晶 君 角 ー 赤 植 民褐 禍ナデ‘ ナデ、 刻み目突帯、 刻み自律草理主 織ナデ、 ナデ 5 1 43 

車 問 72 1 田 7 1 R チ 耕作調 亜 底部 1 .6- 7.4 石 ・ 長 ' !lr ' 角 慣 に，;、い黄瞳 ハケ目 {儲} 、 掴ナデ、 ナデ 積ナデ、 ナデ 5 1 72 
I!l lll - 722固 1 1 6826 a 用水路 期水 匝 口闘 (40.41 2.9- 石 民 角 鳳褐 ・ 嵩買桓 繍ナデ 構ナデ 5039 
揖 111 ・ 722国 2 1  6806d 用水路 撹水 盟棺 口組 (34.0以上〕 7.0- 石 晶 !lI ' 角 権 柵ナデ、 ナデ 楠ナデ、 ナデ 5053 
圏 11 1 - 722園 3 1 8 用水路 撹氷 盟 口鶴 40.2 5.8- 石 畏 Il . 角 赤 信 相ナデ、 突帯 償ナデ 5005 
軍 11 1 - 722国 4 1 6806d 用水路 期水 E 口緑 42.4 2.5- '5 ' 晶 ' Il ・ 角 赤 信 鍋ナデ 帽ナデ 5070 
田 111 - 722国 5 1 K l  用水路 規水 里 口組 32.4 5.2- 石 E 角 ・ 赤 極 繍ナデ、 ハケ目 {縦) 白楠ナデ 慣ナテ 間関 500 1 
圏 111 ・ 722固 6 1  6807d 用水路 鍛* I Il!  白銀 44.0 4.4- 石 E 謹 ・ 角 纏 楠ナデ、 突帯 構ナデ、 ナデ Y -3 5047 
盟 111 - 722回 7 1 0 3 ・ 4 用水路 撹水 盟 口組 35.8 5.5- 石 ， 畏 ' !lr 角 赤 栂 楠ナデ、 突帯 楠ナデ、 ハケ目 {繍) 5 1 6 1 

闇 111 - 722回 8 1 0 3 . 4 用水路 撹氷 盟 口輯 (30.21  4.9- 石 I 畠 ' !lr ' 角 極 ハケ 目 (縦) 櫨楠ナテ、 刻み目立 (闘吉田 摘ナデ‘ 指，Q庄鋼、 ハケ目 (多方向) 、 ナデ スス付翻 5 1 74 
開 11 1 - 722国 9 1 0 2 用水路 撹氷 堕 口線 30.2 4.3- 宮 角 ・ 赤 明間禍 楠ナデ、 刻み目文 構ナデ、 ハケ自 (左上) 桂ナデ 5 1 35 

車 11 1 - 722囲 1 0 1  L 1 用水路 !I/JJ< I Il!  口 銭 1 4.6 3 .9- 石 ・ 畏 角 帯 極 栂ナデ、 ハケ目 {左上) 摘ナデ スス付図 5036 
盟 11 1 - 723国 1 1 6806d 用水路 指水 量 口組~頭部 27.6 5 .0- 石 ・ 昆 - 111 角 iffi 問赤禍 掴ナテ、 突帯 帽ナデ、 ナデ 5032 
盟 11 1 - 723由 2 1 R 2 . 3  用水路 指水 里 日銀 1 8 .2  1 .65- 石 畏 ー 雲 角 赤 岨 欄ナテ 繍ナデ 5 1 56 
I!l lll - 723固 3 1 6826 a 用水路 撹水 盟 口鶴 (32.31  1 .5- 石 E ・ g ・ 角 赤 担 庖混、 楠ナデ 磨誠、 掴ナデ Y - 1 5 5 1 20 
車 11 1 - 723回 4 1 682 7 b  用水路 指水 量 口銭 (28.01 1 .8- 石 ・ 畏 111 ' 角 赤 lこぶい掴 掴ナデ 楠ナデ 5044 
盟 問 723由 5 1 0 3 . 4  用水路 鍛* 亜 日銀~周部 23.0 5.0- 石 ・ 民 ・ 角 lこぶい貰檀 繍ナデ. ハケ目 {儲} 沈線 横ナデ、 ハケ目 {繍) 憧ナデ 5037 
第 11 1 守 723国 6 1 0 2 . 3  用水路 指水 E 日銀~胸部 28.4 8.8- 石 昆 霊 ・ 角 億 繍ナデ、 ハケ目 {錨} 後ナデ 繍ナデ、 ハケ目 (縦) 後ナデ Y -5 5048 
鏡 11 1 - 723田 7 1 68 1 7 b  用水路 撹氷 E 日銀~頭部 (25.71 4.8- 石 島 霊 ー 角 に，S;い喧 鍋ナデ、 ハケ目 (錨) 後ナデ 慣ナデ、 ハケI;J (111 1 桂ナテ 5 1 1 5 
関 川 ・ 723固 8 1 0 3 . 4 用水路 加水 亜 口錨~頭部 27.8 4.6- 石 畏 盟 角 砲 梱ナデ 帽ナテ‘ ハケ目 {縦) 後ナテ Y - 9  5 1 4 1 

田 川 ・ 723固 9 1  6807c 用水路 調水 亜 口線 (27.01 3 .3- 民 雷 角 赤 にJ�;い恒 繍ナテ 機ナテ 5064 
罰 11 1 - 723固 1 0 1 6日27 用水路 規水 盟 口録 (28.61 2 .5- 石 !i! . 11I 角 赤 帽 欄ナテ 横ナデ スス付回 5 1 02 
国 間 ー 723回 1 1 1  L 1 用水路 期水 匝 口組 (22.61 3.0- 'fj ' !i! ' 雲 角 赤 �;:/5;い貰橿 摘ナテ 摘ナデ 5095 
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1 ・ 4 区出土弥生土器観察表 3
抑図書号 植 ク リ ッ ト 分割 出土 語調 霞位 口撞 器商 底僅 胎士 色周 国型 {舛函} 国軍 {向函) 備号 型式 実刻

番号 地区 地点 {冊} {田} (田} 記号 置号
軍1 1 1 - 723固 1 2 1 6807 c 用水路 揖水 ロ録~周郁 25.6 6.4- 長 ' 2 ・ 角 ・ 赤 慢 慣ナデ. ナデ、 涜線 鍋ナデ、 ナテ スス付泊 Y - 1 1 5054 
揖 111 - 723固 1 3 1  A 3  用水路 用水路 ロ鰻~周郡 29.6 7.6- 石 ・ 長 田 角 ・ 串 侵 機ナデ、 ハケ目 {鑑} 繍ナデ、 ハケ目 {綱} 、 ハケ邑 {多方向} 、 指頭庄痕 5026 
車 川 - 723図 1 4 1 5896 . 用水路 視水 口組 (27.21 2 .8- 石 ・ 長 ・ 盤 ・ 角 櫨 横ナテ 綱ナデ 5062 
掴 11 1 - 723田 1 5 1 6806 c 用水路 錦水 回路 (25.01 1 .95- 石 . 2 . 角 ・ 串 櫨 繍ナデ 繍ナテ 5 1 47 

蝿 111 - 723固 1 6 1  J 4 ・ 8 . D 用水路 損水 口組~闘部 23.5 1 1 .2- 石 ・ 長 . 2 目 角 ・ 赤 におい担 ・ にぷい黄櫨 繍ナテ‘ ハケ目 {鑓} 損ナデ、 ハケ目 {畢方向) スス付回 5009 
田 111 - 723固 1 7 1  6827 b 用水路 鋼水 口組~頭部 2 2 . 2  6 . 2 - 石 ・ 長 田 盟 国 角 . q;. 担 繍ナデ、 ハケ目 {左上} 櫨ナデ ハケ目 (横} 檀網ナデ‘ 樹ナデ 5023 
車 11 1 - 723固 1 8 1 0 3 ・ 4 用水路 繍水 回路~頭部 1 7 .0 3.8- 石 ・ 畏 ・ 盟 国 角 に，)iい賃値 ハケ目 {縦) 、 ナデ ナテ 5 1 54 
掴 11 1 ・ 723固 1 9 1 0 2 目 3 用水路 銅水 口組~頭郡 (20.21 3.45- 畏 . 2 ・ 角 田 串 閉赤褐 繍ナデ、 ハケ目 {右上} 備ナデ、 ハケ目 (左上) 5 1 57 
盟 11 1 ・ 723固 20 1 6807 c 用水路 指水 口組~蹟部 ( 1 8 .41 5 .6- 石 ・ 長 ・ 盟 国 角 に，5iい民瞳 繍ナテ、 ハケ目 (綴} 繍ナデ、 ハケ目 {左上) 植ナデ ^^何回 502 1 
盟 11 1 - 723固 2 1 1 E 2  用水路 指水 底鶴 4.8- (7.01 石 ・ 長 ・ 角 橿 ハケ自 (鑑} 植ナデ、 ナデ 閤誠 5092 
朗 自 1 ・ 723固 22 1 0 3 ・ 4 用水路 撹水 底鶴 4.2- 8.4 石 ' !i! ・ 2 ・ 角 目 指 担 ハケ目 (鑑} 睡ナテ、 網ナデ、 ナデ 圏諸 5056 
掴 111 - 723園 23 1 0 3 ・ 4 用水路 鋪水 底国 5.4- 5.8 石 ・ 昌 ・ 2 ・ 角 に')\い貿櫨 ハケ目 {般} 睡ナデ、 鍋ナデ ナテ Y- 1 9  5 1 55 
車 11 1 - 723圃 24 1 6807 c 用水語 揖水 底留 2.4- 8.3 石 ・ 2 ・ 串 にぷい極 ハケ目 11ft> 睡ナデ、 鍋ナデ 圏諸 砂付碕 507 1 
掴 111 - 724園 用水路 掘水 園都 1 6.5- 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 抱 ・ に，5iい貿信 ハケ目 {左上 ・ 縦] 、 突帯、 楓ナデ、 刻品目突帯 ハケ目 [左上 ・ 繍) ス ス付回‘ 図式周径 (54.0田) 505 1 
踊 11 1 - 724圃 2 1  J 1 用水密 担水 丸聾帽 飼鼠 6.7- 石 ・ 長 . 2 ・ 角 田 赤 事褐 . I;:，)iい蹟樋 ミ ガキ {健} ‘ 混鼠 ハケ目 [左上} 、 庄国 5097 
掴 111 - 724圃 31 L 1 用水路 繍水 E 周留 3.6- 石 ・ 昌 ・ 角 に，)iい薗慣 績ナデ. 刻み目突稽 庖誠 属礎 5094 
踊 111 - 724園 4 1 M2 用水路 銅水 跡 口揚 (3 1 .81 1 . 1 - 畠 . 2 ・ 角 ・ 串 檀 績ナデ 繍ナテ 5 1 05 
掴 111 - 724園 5 1 0 3 ・ 4 周氷盤 錦水 鉢 口健 (28.81 3.8- 石 ' !il ' 1!I ・ 角 ・ 器 にぷい櫨 ナデ 鍋ナテ、 ナテ 5020 
踊 111 - 724園 6 1 6806 c 用水路 鑓水 !i ll事孔} 回線~園部 2 1 .0 7.0- 長 . 2 ・ 角 ・ 郡 にぷい爺褐 繍ナデ‘ ミ ガキ {繍} 栂ナデ、 指頭匡慎‘ ハケ目 (左上) 撞傾ナデ 5058 
掴 11 1 - 724国 7 1 1 用水路 錦水 !i (軍孔} 目録~周回 1 7.2  4 .7- 長 . rz ・ 角 ・ 赤 に，)iい車掲 ー に，5iい掻 損ナテ、 ミ ガキ [備} 繍ナデ、 ハケ目 {館} 後ナデ 5004 
圃 111 - 724園 8 1 6826 . 用水路 指水 量 日銀 1 5 自 2 . 1 - 石 ・ 長 . fl ・ 角 . q;. 極 慣ナデ、 ミ ガキ {舗} 世ナテ 鍋ナデ 5093 
掴 111 - 724図 9 1 K 1  用水包 掴水 車 {穿孔} ロ穆~周回 1 5.8 1 3 .2- 石 ' !i! ・ 角 . q;. 間車掲 ・ にぷい抱 犠ナデ、 ハケ目 {観} 鋼ナデ 思班 5006 
掴 111 - 724図 1 0 1  L 1 用水路 抑水 盛 口鶴~頭郡 20.4 7.8- 石 ・ 畠 ・ 角 慢 積ナデ、 ハケ目 {鰻) 後ナテ 柵ナデ、 指頭圧国‘ ナデ Y- 23 5 1 1 3  
掴 11 1 - 724図 1 1 1 0 3 ・ 4 用水路 錦水 盟 口鶴 1 8.2 3.9- 石 ・ 長 ' I!I ・ 角 . q;. に，)\い質栂 繍ナデ 鍋ナテ 5 1 73 
国 11 1 - 724闘 1 2 1 6自06d 用水路 錦水 量 口健 1 5 .6 4.6- 石 ・ 角 ・ 串 にぷい栂 繍ナデ. ハケ目 {鰻) 後繍ナデ 繍ナテ 5089 
盟 11 1 - 724固 1 3 1 0 3 ・ 4 用水路 鑓水 量 口組 (25.41 6.5- 石 ・ 長 ・ 角 ・ 赤 間賞栂 繍ナデ、 ハケ目 {健} 摘ナテ 鳳斑 5 1 78 
園 11 1 - 724図 1 4 1 5986 . 用水路 錦水 量 日銀 (30.01 2 .3- 長 . fl ・ 角 . q;. 櫨 ナデ‘ 刻み目文 {錨節) ナデ 5 1 03 
軍 11 1 - 724園 1 5 1 6806 c 用水路 撹水 量 口鶴 ( 1 6.81 1 .8- 長 . fl ・ 角 ・ q;. に，5;い質掴 繍ナテ 繍ナデ 5059 
田 川 - 724闘 1 6 1 F 3  用水路 錦水 車 口緯 1 1 6 .81 3 . 1 - 石 ・ 長 ・ 盟 ・ 角 ・ 串 檀 刻み目宜、 細ナデ、 ハケ目 (鐙) 刻品目宜、 禰ナデ、 陪文 {雌} 5080 
圃 111 - 724図 1 7 1 03 ・ 4 用水路 撹水 量 回線 1 7 .2  4.0- 石 ・ 長 . fl 角 に，5iい褐 備ナデ‘ ハケ目 {多方向) 、 指顕庄痕刻み目 文 [踏鶴) 機ナテ 5 1 76 
掴 附 - 724図 1 8 1 03 ・ 4 用水路 錦水 量 日銀 (27.81 4.3- 石 ・ 長 田 角 ・ q;. 樋 慣ナデ‘ 随宜 {健} 慣ナデ、 ミ ガキ {繍} 5 1 52 
田 川 ー 725図 1 1  F 3  用水路 銅水 量 ロ館 (25.21  1 .7- 石 ・ 長 ' !11 ・ 角 担 刻み目ハケ、 捕ナデ 繍ナデ 5 1 1 6  
田 川 ー 725匝 2 1 6806 c 周水島 鑓水 盛 口縁 (24.61 2.6- 畠 ' !11 角 線 栂 楠ナデ、 粘土を貼 り 付 吋てみがいて いる 刻み目宜、 繍ナデ 5079 
田 川 - 725園 3 1 8 用水路 鑓水 量 口鶴 1 9 .0 4.9- 石 ・ 長 . 2 ・ 角 ・ 串 恒 慣ナテ、 ハケ目 (趨} 揖宿主 {鼠} ‘ 突帯 栂ナテ、 ハケ目 (繍} 5003 
田 川 ー 725回 4 1 68 1 7  用水路 鑓水 量 日銀 22.8 6 .3- 石 ・ 長 田 角 議賃値 積ナデ、 陪宜 (雌} 、 ナテ ミ ガキ {概} Y- 26 5068 
血 川 ー 725図 5 1 68 1 7 b  . C 用水路 m水 量 日銀 (27.01 3 .2- 長 . 1<1 . 角 車 ・ 鳳 繍ナデ、 ミ ガキ {栂) 織ナデ ス ス付回 50 1 9  
田 川 ー 725固 6 1 6807 用水路 指水 量 日銀 ( 1 9 .71  2 .7- 畠 ' 1<1 ' 角 串 担 庖滋 繍ナデ、 ミ ガキ痕 白川況埠型 5065 
園 川 ー 725固 7 1  6806d 用水路 撹水 量 回線 23.0 3.8- 冨 ・ 角 ・ 串 に，Siい賀福 ハケ状工貝による刻み目宜. 網ナデ. ハケ目 (鑑} 鍋ナテ 5 1 00 
盟 問 ー 725固 81 C 1  用水路 撹水 複合口錨盛 口栂 1 1 5.41 3.3- 石 ・ 長 冨 ・ 角 に，)iい賃値 横ナデ 繍ナテ 5087 
割 問 - 725園 91 6806 c 周氷路 掘水 複吉ロ鰻盛 口栂 潤定不能 4.3- 長 . 2 ・ 角 ・ 串 におい賃値 横ナデ、 ハケ目 {鑑) 憧ナデ 楠ナデ‘ ハケ目 {繍} 厨 506 1 
障 制 ー 725図 1 0 1 6827 b 用水蕗 指水 量 属郡 1 0. 1 - 石 ・ 長 ' !11 角 悶赤梱 ミ ガキ {禍} 櫨涜館、 突掃、 細ナデ ハケ目 {左上} 桂ナテ. 柵ナデ 盛大圏在37.0田 5050 
閉 山 - 725固 1 1 1 68 1 7 b  用水路 担水 量 周部 3.4- 石 ・ 長 ' 111 角 担 ・ に，5iい健 横ナデ、 涜館 ナデ 5075 
園 川 ー 725固 1 2 1 P 3 目 E 用水路 銅水 締罰聾 回線 1 0 .0 1 1 .0- 石 ・ 長 ・ 盟 国 角 田 郡 極 椴ナデ 栂ナデ 思斑 5007 
盟 問 ー 725固 1 3 1 0 2 用水路 調水 栴頭車 口総 1 2 .8 5.4- 石 ・ 長 ' 111 ' 角 串 にぷい極 横ナデ、 ハケ目 {多方向) 繍ナデ、 ハケ目 {右上} 櫨網ナデ‘ ハケ目 [多方向} 5 1 68 
盟 問 ー 725固 1 4 1  L 1 用水路 撹水 無覇盛 ロ縁 ( 2 1 .81 3.6- 石 ' !il ' 盟 国 角 纏 ・ 灰 根ナデ 繍ナテ 5 1 48 
田 川 - 725固 1 5 1  5896d 用水路 撹水 量 底部 5.3- 5.4 石 ・ 長 . 111 ・ 角 田 串 にぷい質種 ミ ガキ (豊島方向} 揖ナテ、 ナデ ナデ、 ミ ガキ {繍} 、 指頭庄銅 鳳斑、 国大周橿 1 1 .6田 5072 
揖 111 - 725固 1 6 1  6806d 用水路 m水 量 底部 4.3- 1 0.6 石 ・ 長 ・ 密 ・ 角 ・ 串 にぷい纏 ・ 鳳 ハケ目 (飯} 、 ナテ ハケ冨 {躍} 、 繍ナテ 5082 
調 11 1 - 725固 1 7 1  6807d 用水路 錦水 量 底部 5.0- 7.8 長 . 111 ・ 角 田 菰 に，)iい質褐 ・ に，)\い寅笹 ミ ガキ (多方向} ナデ 胤斑 Y -29 5060 
盟 問 ー 725固 1 8 1 5896 . 用水路 撹水 量 底部 2.7- 5.6 石 ・ 長 ・ 盟 国 角 ・ 帯 に，51い赤褐 ・ にぷい極 ナデ ナデ 5055 
調 11 1 - 726固 1 1  K 1  用水路 撹水 ジ ョ ッキ型土器 把手 2.5- 長 . 111 ・ 角 ・ 串 にぷい檀 ハケ固 (欄} ナデ‘ 償ナデ 指押吉え疲 免図式土器 Y - 7 5 1 77 
掴 剛 ー 726固 2 1 5896 . 用水路 撹水 器台 脚部 3.7- 1 5.口 石 ・ 畏 . m ・ 角 都信 ハケ目 {館1 . ナデ ハケ目 {繍) 憧ナテ 5063 
園 刷 ー 726固 3 1 68 1 7 b ' c 用水路 鑓水 商耳 坪回 24.8 2.8- 畏 ' I!I ・ 角 ー 串 橿 舗ナデ‘ ミ ガキ {楓} 、 随宜 {観} 繍ナテ 5 1 36 
掴 剛 - 726固 4 1 68 1 7 b  . C 用水趨 錦水 高時 日銀 (36.01 1 .8- 石 ' !il ・ g ・ 角 串 橿 繍ナテ 機ナデ 5 1 1 0  
盟 問 - 726固 5 1 0 3 目 4 用水路 鑓水 高時 時節 27.0 3.0- 石 ・ 畠 ・ 角 ・ 串 櫨 織ナデ、 ミ ガキ (綱) ミ ガキ {右上} 、 慣ナデ 5046 
踊 附 - 726固 6 1 03 目 4 用水路 撹水 商時 脚郡 7.2- 1 5.4 石 ・ 長 ' !11 ・ 角 q;. 赤櫨 磨混 庖誠 5 1 62 
田 川 - 726固 7 1 8 用水路 揖水 商坪 脚部 3.0- 1 3.0 宮 ・ 角 ・ 赤 にぷい貿信 ミ ガキ (縦} 、 櫛ナデ 栂ナデ 5008 
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岡田晶号 キ蔓 '"桐面号 土鶴掴悶 出土 レイ7つ ト 鶴掴 部位 口径 器商 底径 胎土 色問 田 監 ( 舛 面 } 間 霊 ( 内 面 } 価考 国師 実澗初句 グり ツ ト 四位 周位 ，=) {田} ，=) 番号 碕 弓
思 111 -733回 1 1 1 98 5  I 土師栂 ， . 2 2 "不 完眠 1 3 . 1  4 . 7  8 . 9  長 角 '" 国民 にぷい帽 ー 匝買 回転ナデ、 ヘラナデ‘ ナ デ 回駈ナデ、 ナテ 赤醜け、 回 転 由 使 用 、 帖土日間み上げ由 {回大胴侵 1 3 .6口前 PL-37 ' 5  
期 111 -733固 2 1 1 98 5  I 土師腿 2 2 "不 底部 1 . ，  7 . 6  石 長 向 車 赤禍 禍ナテ、 回文 { 円 周 方 向 } 禍 ナ テ 、 回 文 t 円 周 方 向 } 事色園料 、 ス ス付目、 国駈白使用 540 
盟 111 -733固 3 1 1 98 5 1 土 師 器 2 2 皿 毘努J 1 6 .6 1 . 7 1 3 . 0  石 畳 角 帯 +盈 楠 ナ デ 、 粘土掴み上げ由 欄 ナ テ ヘ 組み上げ阻 ..欠掴 {田太田極 1 6 .8ロ" PL-37 4023 
館 日 1 -733固 4 1 1 98 5  I 二土問趨 2 . ， 2 ' an  完形 1 . 2 1 . 7 1 3 .6 長 置 赤 間赤掴 回転ナデ‘ 枯土掴み上げ阻 回 転 ナ テ 、 粘土間み上げ由 赤色阻料、 回欠掴、 閣制土器2 . ， 周 3 ' 5  
第 11 1 -733回 5 1 1 98 5  I 土師恩 2 2 "不 底割 良 型 角 亦 纏 回文 り 冊型 '" 犬} 暗 畠田 間 文 u昌也き状} { 昌 国 土 器 } PL-37 4036 
第 111 -733回 6 1 1 98 5  I 須思器 1 1 盟 (朋子) 口昭 8.2 2 . 1 - 長 ' 宮 ， 角 匝興 田監ナデ 田監ナデ 423 
軍 11 1 -733回 7 1 1 98 5  I 箔周掴 1 1 ' ''' 園田 5 . 3 - 長 居 聞匝筒 梱ナデ‘ 格 子 タ タ キ 巨 極構 ナ デ 帽 ナ デ 、 円 心 円 タ タ キ他 柵 ナ デ 拓本目占付 524 
鏑 '" 目733図 8 1 1 98 5  I 土 師 器 1 1 塙 口揖 1 6 . 0  2 . 6  宮 角 線 聞赤帽 掴 ナ デ ー 間文 { 楠 】 掴 ナ デ 、 田 文 【楠} 全赤色聞軒 505 
盟 11 1 -733回 9 1 1 98 5  I 土師栂 1 1 塙 口瞳~岡田 1 2 . 0  2 . 8  員 石 置 赤 争聖 掴ナデ 、 回文 ( 梱 } 相ナ デ 、 回文 (柚} 赤色園料 506 
第 11 1 -733固 1 0 1 1 98 5  I 土 師 鶴 1 1 "不 鹿田 2 . 1 - 7 . 0  長 ， 石 官 事 田容尽掴 間文 {円周方向} 、 ヘ フ ケ ズ リ 笹田文 [ 掴 } 間 文 { 円 四 方 向 ] 赤色聞料 483 
第 111 -733固 1 1 1 1 98 5  I 土師舘 1 ， ， an  口盟~底部 1 6 .4 2 . 1  1 2 . 0  畳 盟 角 ー 棒 ，費 掴ナラ語、 ナ デ 、 枯土摘み上げ由 柵ナ デ 、 ナ デ 赤色面料‘ ..欠掴 48' 
m UI 守.733固 1 2 1 1 98 5 1 弥生土栂 2 2 睦 口揖 28.0 2 . 0  石 ー 民 ・ 宮 角 ー 事 ，=訓，、関岨 帽 ナ デ 、 ナ デ ナ デ 388 
第 111 -733回 1 3 1 1 98 5  I 弥生土掛 2 2 盤 口盟 2 9 . 0  1 .9 石 畏 ， 雷 同 事T、 争萱 繍ナテ 禍 ナ テ 398 
露 日1 -733回 1 4 1 1 98 5  I 弥生土回 2 2 ' ''' 日韓 38.0 2 . 6 - 石 ' :Sl . m 角 間部岨 領ナデ 欄 ナ デ 4 2 '  
第 日ト733田 1 5 1 1 98 5  I 弥生土嵐 2 2 " "  口器 1 9 . 0  3 . 3 - 長 宮 角 亦 "量 繍ナテ 柵 ナ テ 4 1 5  
第 11 1 -733圃 1 6 1 1 98 5  I 弥生土問 2 2 ' !ii! 鹿田 1 . 9 4 . 6  畏 宮 ， 角 間 賞 梱 禍 ナ デ 、 ヘフナデ値ナデ、 ナデ づ ヲヨ 453 
軍 111 -733回 1 7 1 1 98 5  I 軍事生土極 1 1 ， .. 底部 4 . 1 - 3 . 0  石 ， 艮 霊 角 '::: ，::;，1， 、車置 ハ ケ 目 (組) 、 禍 ナ デ /U:，属 445 
館 '" ・733国 1 8 1 ' 98 5 1 弥、生土蹄 1 1 ' !ii! 日韓 1 9 . 2  2 . 3  石 ー 艮 ー 宮 角 ー 亦 '霊 楠 ナ デ ハ ケ 目 { 蝿 } 、 ナテ 428 
開 111 ・733固 1 9 1 1 98 5  I 弥生止時 1 1 盟 口揖 ( 23.0) 2.3 石 4嘉 宏 明亦掴 楠ナテ ，霞ヲーラ戸 赤色園料 4 1 4  
軍 '" ・733回 2 0 1 1 98 5  I 弥 生 土 盟 1 1 ' ''' 口盟 33.8 2 . 7 - 石 民 冨 角 宥 に，::;.い飼掴 掴ナデ J 、ヶ 目 {楠} 4 ' 7  
盟 111 -733固 2 1 1 1 98 5  I 開生土器 1 1 磁 ロ躍 32.0 1 .9 石 長 密 聞赤帽 梱ナデ、 ナ デ 栂 ナ デ 、 ナ デ 394 
第 11 1 - 733固 2 2 1 1 98 5  I 弥生土蹴 1 1 笠2 口瞳 1 7 . 0  2 . 7  石 艮 冨 向 車 繍 掴 ナ テ 、 ハ ケ 自 由 I 、ヶ 目 {楠 } ‘ ナ テ 4 1 0  
鎮 111 - 734固 1 1 6923 b 須思包 包倉田 S不 口組 1 4 . 0  4 . 5  5 . 5  長 石 角 質庇 田監ナテ 回転ナデ 国粧台使用 4009 
担 111 -734固 2 1 6923 b 土 師 鶴 2 b 回 S不 底部 1 .9 1 0. 4  m ' . ' 1]示 手習 日古文、 ヘ フ ケ ズ リ 、 ナ デ 回 文 、 ナ 子' 40 1 2  
露 間 ・734固 3 1 6923 須思櫨 2 b 田 国 口睦 ""師 1 6 .0 1 .6 1 3 .8 角 宮 匝 ナ テ ナ デ 回転古使用 PL・37 4022 
思 111 -734囲 4 1 6923 b 土師鶴 2 b 四 S不 底部 1 . 6 1 2 .8 民 石 廊 間帯掴 恒 田 監 ナ デ 回 転 ナ テ 田恒台使用、 部色聞料 4005 
冨'l 1l l - 7341m 5 1 692 3 b 土師極 田昌{. ' 2 b 圃 圃 底部 3 . 6 - ， 5 . 2  畏 石 宮 赤 明亦縄 問 掴 楠 ナ デ 、 ナ デ 、 ミ ガキ 、 沈蹄 ( 多 方 向 〕 回 転 ナ テ 回転台使用、 部色閣制 40 1 0  
第 111 - 734回 6 1 692 3 b 須 思 鶴 舵孟L S不 鹿酎 2 . 8  8 . 0  長 .. 角 臣賞 楠 ナ デ 、 ナ テ' 禍 ナ テ 、 ナ デ 回転自使用、 枯土帽み上げ田 PL-37 40 1 5  
軍 111 -734図 7 1 6923 b 須思腿 2 b 闇 回 日韓 ( 1 7.6)  2.9 長 石 角 匝 回 転 ナ デ 掛 ナ テ 回 転 ナ デ 後 ナ テ 回 転 白 使 用 PL-37 400 1 
第 '" ・734回 8 1 6923 b 須 恕 器 盟 ロ揖 (9.6) 1 . 8- 長 密 角 椙匝 阻赤帽 回転ナγ 回転ナ7 4003 
第 111 -734回 9 1 6923 b 土師鶴 m孟L 皿 日韓 底部 1 3 .9 2 . 6  8 . 4  長 官 角 '霊 揃ナ デh 回文、 へフ ケ ズ リ 守鋼サーテa 回転台使用 PL-37 40 1 6  
lJl: 1I 1 - 734回 1 0 1 6924 b 土師鱒 ?覚書し 何ミ 底部 1 . 8 - 6.8 民 石 角 盟 事 +鐙 帽ナデ ナ デ 4004 
車 '" 晶734回 1 1 1 6923 b 土師箆 m乱 S不 底部 1 . 8 6 . 2  民 石 角 宮 赤 般 回眠ナデ 回 転 ナ ァ 4006 

古代屋外炉出土土器観察表

1 7  - I 8.0 I E . g . ØI 
口 ~ 園 田 25.6 1 9 . 0 石 筏 g 角 赤

画 監 〈外面} 回霊 〈 円 函 備考

ナ デ も 粘土岨組み 上 げ由

掴 ナ デ 、 ハ ケ 目 (躍}

Z与ζ
綱 ナ デ 、 ケ ズ リ (瞳}

回転由使用 l!.ß. 
1 802 !.:A 1I1 - 7 3 7 国 � I 1 20 S Xj 土師 聴 い

鍋 ナ デ 、 ケ ズ リ 倒 ナ テ 、 指 ナ デ後 ミ ガキ l 回転由使用

82 区古代遺構出土土器観察表
挿図番号 キ妥 ;g楠 遺構 出土 レイアウ ト 器 極 部 世 ロ橿 器 日 匡H呈 胎土 色調 調 聖 (外面} 田監 ( 円 面 ) 備考 冥加j

醤号 語号 腫掴 周位 間 (四} (an) (四) 番号
第 11 1 - 74 1 国 l '  09 s x  底面 底面 亜 口揖 閤部 2 7 . 0  5 . 7  長 宮 角 串 諸問帽 摘ナテ 柵 ナ デ 掴叫土器4 ・ 3回 出 土 2482 
軍 "' ・74 1 囲 2 1  09 s x  底面 底面 聾 口組 2 5 . 6  3 . 1 石 ー 長 霊 角 事 4霊 横 ナ デ 掴 ナ デ 2483 
第 11 1 - 74 1 回 3 1  09 s x  底面 底面 車 ロ緯 (24.0) 3 . 1  石 長 ー 哩 角 キ量 楠 ナ デ 柵 ナ デ 2468 
軍 11 1 - 74 1 国 41 09 5 X 1 3  底 面 聾 口輯 頚部 2 6 . 2  5 . 7  右 畏 唾 角 4畳 楠 ナ デ 突帯 柚 ナ デ 額制土器底箇 3園 出 土 2467 
軍 11 1 - 74 1 図 5 1  09 S X 1 4  4 亜 底部 3 . 8  6 . 8  石 畏 哩 角 事 棺 ハ ケ 田 畑町 、 ナ デ 、 植 ナ テa 園調 2502 
軍 11 1 - 74 1 国 61 09 5 X 1 4  4 壷 口蝿 ( 2 2 . 8 )  2 . 6  石 島 霊 角 串 4畳 . �':，5q.. 叶宣 楠 ナ デ 、 摘ナデ植暗主 (蹴〉 楠ナデ、 ミ ガキ 〈 栖 ) 250 1 
車 11 1 - 74 1 図 7 ' 09 5 X 1 1  3 聾 底部 4 . 5  8 . 5  石 ・ 長 ー 霊 角 ・ 赤 埠置 薗灰 1 \ケ 目 (醐 } 櫨 ナ デ 、 植 ナ テ ナ デ ス ス 付砲 、 閤似土器3居出土 2462 
盟 11 1 - 74 1 図 8 1  0 9  5 X 1 3  3 量詮 口組 ( 2 1 .4) 2 . 2  石 ー 長 壁 角 キ畳 掴 ナ テ 拙ナテ 2469 
覇 11 1 - 74 1 図 9 1  09 5 x ' 3  3 台付詰 脚部 2.3 7.8 石 ・ 長 角 串 111 極 ナ デ (組} 、 楠ナ デ 相 ナ デ 2465 
関 川 7 4 1 図 1 0 1 09 s X ' 3  3 壷 口組 園田 23.0 8 . 5  石 ー 畏 哩 角 事 キ置 楠 ナ テ' 、 突帯、 ハ ケ 目 (躍} 掴 ナ デ 、 ハ ケ 目 {楠} 、 指闇圧由、 ナ デ 2506 
軍 '" ・ 74 1 図 1 1 1  09 S X I 3  3 翠 日韓 盟国 2 0 . 2  7 . 5  石 長 冨 角 '霊 ナテ、 ハ ケ 目 ( 蹴 ) 桂暗主 {蹴} 三 ガキ痕 2507 
軍 11 1 - 74 1 図 1 2 1 09 S X  1 亜 底部 5 . 1 1 0  石 長 冨 角 掴 梱灰 J \ケ 目 (醐) 、 掴 ナ テ' ナ テ 2480 
語 111 -74 1 回 1 3 1 09 5 X 1 1  1 壷 ロ揖 1 8 . 8  5 . 2  長 雷 同 キ置 ナ テ 暗文 ( 雌 ) 、 ハ ケ 目 〈 梱 ) 植 帽 ナ デ ( 崩 ) ナ デ櫨 ミ ガキ ( 楠 ) 2 5 0 5  
盟 11 1 - 74 1 回 1 41 09 S X  1 盟 口栂 園田 24.4 5 . 5  石 畏 宮 角 赤 4置 慣 ナ デ 、 ハ ケ 目 ( 組 ) 櫨 ナ デ 、 長剖品 目 交 (端部) 、 畏帯 柵 ナ デ 2463 



2 区遺物包含層 ・ 摺乱出土須恵器 ・ 土師器観察表
岡田苗号 棺 ク リ ツ ド 出土肥位 土器細掴 揖植 回世 Df塁 田国 居思4量 尾治法三 空"伺 回世 ''''面 } 田園 {円面) 冊考

器号 〈四時 〈αη} '0明》 田号
揖 '" 守742回 1 1 5992 c 2 b 間 "'廼ま曇暑 ま不 居間 3 . 2  9 . 8  晶 ・ 向 車 世田 田恒ナデ 回転ナデ 70 1 6  

摺 11 1 -742回 2 1 69 1 3 b . c  2b . 2a，l'ë] 土師田 ま不 需用 1 3 .4 3 . 0  9 . 2  園 部 キ髭 聞駈ナテ' 回転ナテ 7022 

田 川 ー742回 3 1 5992 c 2 b Kヨ 土師画 企不 底部 2 . 4  8 . 6  E ' = ' �  '" 固駈ナテ' 固 駈 ナ テ 、 へ 7 に よ る 陪 文 粘土問み上げ由 7 0 1 7  

掴 川 ー742固 4 5964 2 b 田 土師臨 摘 口睡 眠即 1 2 . 2  3 . 0  9 . 4  "' . 百 ー 角 . .. . 串 相 回転ナデ 回転ナテ 帖士阻み上げ国 7020 

掴 111 -742固 5 1 5S93 d 2 b Jlヨ 土師醐 S宛 口組 ""部 1 2 . 8  3 . 0  8 . 4  民 石 軒目 ';:，:;: 1，. 、+盟 回 臨 ナ テ 回転ナテ ろ く ろ 右 回 転 、 赤色回料 7002 

由 11 1 -742回 6 1 69 1 2a . d 2 b 園 土師器 揖 居建音区 3 . 0  9 . 2  畏 石 宮 串 将軍 tこ，S\I， 、措置 回転ナデ 田監ナγ 7 0 1 1 

掴 111 -742回 7 1 5982 b 2 b 眉 5日雇息恋8 盟 口掴 1 5 . 6  4 . 8  石 間 局員事回 目月君主誕B 回転ナヂ 庄書量孟ヲ『テヘ ず晶テ' 砂 と 匝 7 0 1 3  

掴 111 -742国 8 6903 c 包含四 '"足恒彦審 E 口盟 ( 1 7 . 8 )  3 . 3  日 ・ 角 ・ 串 匝 回転ナデ 田監ナデ 7008 

盟 11 1 -742回 9 5973 宮倉田 土田田 聾 ロ 睡 胴部 26.0 2 1 . 7 .， . 石 ー 角 . .. . 揖 '費 棉 ナ デ ー ハ ケ 目 {副 多 方 向 } 摘 ナ デ ‘ ナ デ 植 ヘ フ ケ ズ リ 【 副 } ス ス 付 回 、 'ßl大胴霊24. 9ロ前 40 1 7  

掴 11 1 -742回 ' 0  e923 b 揖乱 調揖 土 師 圏 里 口組 1 6 . 8  6 . 7  石 ー 向 . .. . 昂 担 相 ナ デ ー 掴 ナ デ 、 ハ ケ 固 【 副 } 笹 ナ デ 咽 ナ デ 、 へ フ ケ ズ リ f 右 上 } ス ス 付 回 4008 

国 11 1 -742回 " 5942 d 2 b ，.，  調園田 畳 口揖 ( 1 1 . 2 )  1 . 9 畏 宮 厄疋争匂 ナデ ナテ 7023 

盟 11 1 -743回 市 59 7 2 ，.ヨ 調理屈 全不 鹿田 2 . 2  7 . 8  品 E ' R ' 串 E疋 回Eナデ E誼量量す干テR 7025 

盟 11 1 -743回 2 1 69 1 2 a . d  1J!' '"串揖 念不 庇髭音g 1 2 . 6  3 . 0  7 . 4  日 串 4二，:;;r.. 、担E担主 佃 ナ デ 祇可プーす' 7024 

盟 11 1 -743回 3 5963 c 2鎗* 5自廼，.. S不 口揖 底部 1 2 . 4  3 . '  8 . 4  岳 角 方リープ 匝 ヘ フ ケ ズ リ 、 田恒ナデ‘ ナ テ' 回 転 ナ テ 、 ナ デ ろ く ろ 吉 田転 7003 

軍 11 1 -743回 4 5962 b S鐙* 調車田 急不 口揖 1 5 . 2  2 . 8  畏 盟 ー 串 掲匝 田恒ナデ 回 転 ナ デ 702 1 

調 11 1 -743国 5 1 5983 揖水 調盟国 均t 底部 1 . 4 - 8 . 6  高 宮 匝 田Eナデ 田 監 ナ デ 70 1 8  

罫 日!I -7431S1 6 5993 指Þ'に 土師田 ま不 口田 ( 1 5 . m  3 . 0  県 ・ 向 . .. 車掴 田監ナデ 田 監 ナ デ 7 0 2 7  

国 11 1 -743回 7 1 5963 c 掴乱 土師掘 調 鹿師 1 . 5 9 . 4  E 四 時 日月11ft棺3 ・ 買"賢 回転ナテ 回 転 ナ デ 草色聞料 7 0 1 0  

盟主 111 -743囲 8 5983 S鎗尻k 土師揖 塙 厩 曲 ' .4 7 . 0  E 赤 担 固駈ナデ、 掴ナデ 回 転 ナ デ ろ く ろ 右 目 匝 700 1 

踊 11 1 -743回 9 5983 S鑓* 土師酎 蝿 鹿田 2 . 8  7 . 0  畏 石 田 串 掴 田恒ナヂ 田 監 ナ デ 70 1 9  

朗 11 1 -743回 ' 0  5983 '"又水 土師器 生宛 I夜 間歯 2 . 9  6 . 6  皇 宮 相 回転ナデ 田 監 ナ デ 、 揖 ナ デ ろ く ろ左回E、 赤色園料 7004 

国 11 1 -743回 " S9S2a S鍵* 土問田 腕 底部 3 . 0  9 . 6  畏 角 宮 ， 相 明串掴 目脂ナデ 回転ナデ 70 1 4  

田 11 1 -743回 ' 2  6 9 1 2 a  S鴛* 土師届 "' 鹿 間曲 3 . 0  1 5 . 8  岳 石 相 回転ナデ ナ デ ろ く ろ 右 回 転 7005 

盟 111 -743回 ' 3  5963 b 掴乱 土 師 臨 調 陣 2 0 . 4  2 . 8  畏 石 角 . .. . 揮 掴 回 転 ナ デ 田 監 ナ テ 70 1 2  

回 11 1 -743国 ' 4  6923 b 担乱 土師陣 臨 口融 1 6 . 2  3 . 9  畠 石 ・ 角 . .. . 帯 担 キ間 ナ ラ ヘ ノ 、ケ 目 { 脱 出 掴 ナ デ 、 帽 ナ デ 70 1 5  

田 tI! -743回 ' 5  5954 b 掴乱 土師輯 亜 口蝿 2 5 . 4  3 . 5  且 石 角 ， 時 相 梱 ナ テ 梱 ナ デ 7009 

国 UI -743回 ' 6  69 1 3  "'* 土 師 閤 盟 口圃 【 2 3 . 8 ) 4 . 0  E 石 ー 向 ー 宮 串 掴 縛aヲーヲヨ 楠 ナ テ 7007 

掴 111 -743回 ' 7  5834 a 酒 血色ゴニ器 絹司 口蝿 1 0 . 0  4 . 0  日 向 ・ 宮 昂 4こ，:;;ι 、.，揖3 ・ .. ヘ フ ケ ズ リ 値 ミ ガ キ {多方向} 柑耳7・テ.，量 :::" :11ヰユ { 材団 ) . ミ プヲ ヰL 【 f回 〉 7 0 2 6  

由 11 1 -744回 1 1 59 7 2  "ま'" 踊踊車 土割前睡血 克昨 タ"甚 ( 6 . 5 ) 子L唖 ( O . B 】 国 品 0 . 9 間車掲 ・ 4霊 ミ ガヰ ー ナ デ ナ デ ‘ 揖お さ え γ006 

書:Z Jl l -744CS1 2 6903 c 2 b 雁. 鮪盟車 土割前回国 需揖 '"唖 (4.0) 孔盛 ( 0 . 6 ) 国品0.9 7028 

国 11 1 -744回 3 5954 c 担水 睡 土腫 完昨 全m ( 2 . 2 )  孔控 ( 0 . 2 ) 回み0 . 7 7029 

N-
N
 1 ・ 4 区出土須恵器 ・ 土師器観察表

挿図 植 大地区 分割 ヲ リ ツ ド 出土地点 '"'告書事担実買 曇曇年組 宮肘宝2 口千." 器両 /õtj翠 胎土 芭主量周 田監 (外面) Z関盗塁 。有産引 備考 提5JlU 盟宣伝
置号 置号 区畠 (卦剖) 白血楠〉 (00) 〈αn) (00) 醤号 oa号

揖 111 -747 回 1 4区 口 6B 1 6 c  耕作潤 2回恩輯 時 口栂 底部 1 1 . 6 4 . 8  7 . 2  畏 角 置灰 田 田監ナデ 田恒ナデ 65 1 2  S - (4  

摺 11 1 -748回 1 4区 J 、 ヒ膏�-I舌 I I!!l 土師器 時 底剖 2 . 4  1 1 . 8 畏 角 E 串 置椙 田監ナテ' 回臨ナデ 6504 !:i.=重量一
摺 11 1 -748国 2 4区 ノ 、 北部 括 I I!!l 土師輯 銀理 口組 l富田 1 4 . 4  2 . 7  9 . 0  畠 盟 申 揖 回転ナデ 回転ナデ 6503 

調 11 1 -749固 1 1 区 E符 1 耕作潤 土師国 '" 鹿Bß 2 . 4  7 . 7  右 角 冨 赤 守重 回転ナデ 田恒ナデ 揮色闇料 6507 

間 11 1 - 749国 2 1 区 A-3 2買足ま曇曇 盟 ロ輯 1 3 . 4  2 . 7  墨 田 事局E疋 楠ナデ 梱ナデ 6524 

開 1 1 1 -750回 T 区 J\ J -4 2銅思Z曇曇 直 口栂 1 5 . 2  1 . 9 畠 ・ 石 ・ 角 1 ""由 田監ナデ 回転ナヂ 6 5 2 1 

掴 11 1 - 75 1 国 1 1 区 チ 5-3 土師田 ま不 ロ蝿 1 2 . 8  3 . 7  m 石 商 量 一 時 間車掴 回転ナデ 回駈ナデ 6506 

掴 11 1 -75 1 固 2 1 区 チ 0- 2 調恩掛 塙 底部 3 . 7  9 . 2  ÐI モヨ R 灰調 回眠ナデ 回脂ナテ 6 5 2 3  5 -@ 
車 11 1 - 7 5 1 回 3 1 1& チ R- 1  . 4 耕作溜 土師盟 明 属官官 3 . 5  7 . 0  長 角 雷 揖 回転ナデ 回転ナデ 赤色聞料 65 1 6  

軍事 川 ー 7 5 2 国 1 1 区 用車掴 0-3 ・ 4 揖>1< 土師陣 坪 ロ醜 底部 1 3 . 0  3 . 5  8 . 6  県 角 宮 串 樟 回転ナテ 回証言ナデ 65 1 1 H -@ 
掴 111 - 7 5 2 固 2 ? 区 用水路 J- 1  揖>1< 土師器 坪 属部 1 . 7 9 . 8  畏 石 角 哩 ・ 串 キ費 回転ナテ 回 転 ナ デ 6 5 0 8  

開 11 1 - 7 5 2 回 3 1 1&  用水路 0-3 . 4 摺>1< 掴思輯 錫宮 底部 2 . 6  8 . 0  呂 置 置匝 回転ナデ 回転ナテ' 6525 5 -哩�-
摺 111 昔752回 4 4区 用水路 6806 c 揖>1< 三国足'l!密 時 底部 2 . 8  9 . 8  畏 角 R . 赤 灰 @!車孟ブーラヨ 回巨ナテ 6 5 2 0  

盟 111 - 7 5 2 回 5 1 区 用水田 。宇3 ' 4 揖* " lli!l署曇 錫連 口揖 底部 1 6 . 0  4 . 9  7 . 0  畏 角 盟 事Il!E定 回転ナデ、 ケ ズ リ 櫨 ナ デ 回 転 ナ デ 65 1 7  5 -<lÐ 
踊 111 - 7 5 2 回 6 1 区 | 用水路 E-3 用水路 土師闇 調 底部 4 . 2  1 1 . 2 畳 角 . g . 車 m 回転ナデ 回転ナデ 赤色商事4 6509 

揖 11 1 - 7 5 2 回 7 ' 1& 用水路 E- 1 用水田 朗色土器 調 底部 3 . 4  4 . 8  畏 ・ 石 . g . 串 慣 田恒ナデ ヘ フ ミ ガキ 【 揖 } 国色開幕斗 6 5 1 0  

描 11 1 - 7 5 2 固 8 4区 用水路 6805 d 拙ホ 土師囲 ßll 底部 ' . 8 1 3 . 6  畠 ・ 石 ー 置 樟 回転ナデ、 相み」ェげ痕 回転ナデ 6527 H -⑫ 
掴 111 - 7 5 2 回 9 1 区 | 用水路 P-2 用水路 士宮市田 ßll 口組 底部 1 9 . 4  1 . 8 1 5 . 4  畠 宮 串 祖 田監ナテ 回 転 ナ デ スス付回 65 1 8  

摺 11 1 -752国 1 0  4区 用水路 6806 c 撹ホ 土師盟 盟 口揖 2 7 . 0  3 . 8  高 ・ 右 ・ 哩 角 赤 �;:�5，1.. '->>D 回転ナデ 回 転 ナ テ ヘ ヘ フ サ ズ l 6 5 2 2  

掴 11 1 - 7 5 2 国 l '  1 区 | 用水路 E-3 用水路 土師田 | 亜 ロ栂 24. 1 7 . 8  '" 亙ヨ 重萄 R . ;;j<  日月現R事8 梱 ナ デ 賞 ナ デ 、 ヘ フ ケ ズ リ 6505 H -C1 
開 111 - 7 5 2 回 ' 2  ' 1&  | 用水路 0-3 . 4 揖>1< 土師揖 圏 ロ栂 2 8 . 5  2 . 0  長 石 間 ー 時 檀 田監ナデ 田 監 ナ デ 5 5 2 6  

摺 111 怯752国 1 3  ' 1& 用水路 K-4 揖ホ 2毘尼Z曇容 量霊 口組 1 5 . 4  3 . 0  !<l ' lS ・ 角 w.事!iL:_"" 回転ナデ、 沈醐 回転ナデ 6 5 1 4  

開 1 1 1 - 7 5 2 回 ' 4  1 1&  L旦�阻 L- ' 揖水 5白血掛 l !ll 口栂 2 1 . 8 5 . 7  畏 石 宮 争!;U;J< 梱ナデ 柵ナデ 65 1 9  

盟 11 ド 7 5 2 回 ' 5  1 区 用水路 P- 2 用水路 5周恩輯 盟 | 胴師 4 . 7  高 石 皿 間灰 回転ナデ 回臨ナテ 自問軸 650 1 

掴 11 1 - 7 5 2 国 1 6  1 区 用水路 L- 1 撹水 土師田 盟 J裏部 3 . 7 - 1 4 . 0  !!，!--， 置 ・ 串 帯電 回転ナデ 回転ナデ 6 5 1 5  

掴 11 1 -752回 1 7  1 区 用水田 l 揖水 5固足立糧曇 こね鉢 鹿自 2 . ' 1 5 ， 2  畏 ・ 曲 . R 直灰 回転ナテ、 ヘ フ ケ ;( ' 回 転 ナ テ 、 ヘ フ ミ ガ ヰ 、 沈嗣 ，;x蹄) 6 5 1 3  

揖 11 1 宇752回 ' 8  ' 1&  用水路 0-3 揖>1< 土師揖 ? ? 2. ， 直 角 宮 ー 車 檀 回転ナデ、 沈綿、 指ナテ 回転ナデ 車色聞料 6 5 0 2  



縄文時代遺物観察表
郷田由喝 線 クリ ツ ド 週鍋 週鋼 出土 留編

画局 liI号 担額 回位
留 目] . 1 1 固 690 1 b  包含圃 lJ!核耳飾
Øl I11 - 1 1 図 2 6922a 1 79 51 3田 石Eき (打鍵}

錦1 11 - 1 1 圃 3 5962 d 担乱水量 官玉

銅 山 ー 1 1 田 4 597 2 d  掴乱水路 官玉 {欠損)
銅 111 - 1 1 固 5 1 1&  掴乱水田 ガラZ玉

羽 川 ー 1 1 図 6 41& 掴乱氷趨 由主

砥石観察表
1 l1li困問 |ク山 ド 溜醤倒号 田

出土位
畠

{田

さ

} 

1 111 111 - 74固 1 69 1 1 d 1 60 1 回 1 0. 1 -

1 111 111 - 84園 1 6922 b 1 6'; 1 5 3田 7.3-
| 銅 山 - 98図 4 1 69 1 2 d  1 6� 1 5  1 田 6.3-
1 111 川 ー 1 57図 1 690 1 c 1 6  1 5 3胞下回 1 0.6 
1 1lI 1II - 1 67圃 1 599 1 d 2 1 5  1 1!1  9.6-
1 111 111 - 1 86圏 1 5992 d 24'; 1 5 1 9.5  
111 111 -205囲 2 1 6903 b 2副 1 5  21!1 1 5.6 

| 鋼 111 - 2 1 6園 1 5993 b 1 5 2田 8.7-
| 銅 11 1-259固 I 5982a 1 5 21!1 6.3-
| 鏑 111・263圃 1 59ß�. 1 21 1 5 41!1 9.2 
1 111 剛 -263固 3 1 5983. 1 21 1 5 1 圃 5.4-
1 111 111-287固 2 1 5973a 1 2:1 1 5  3回 1.2-
1 111 111 -304固 1 596 1 d 1 1 9< 1 5 ; K 0 1 - 1 ÆJ  7.0 
I Øl II I-373図 1 5963 b 1 1 8� 1 5 21!1 8.4 
1 111 111 -697図 1 6922 b 包含田 。~
| 錦 町 -6四国 1 5993 b !SI!I 6. 
1 111 111-698圃 2 I 5952a | 包倉田 8.5 
銅 111 -699圃 I 5993a | 包倉国 1 0.65-
111 111 -699園 2 1 5973 d | 包盆田 1 5.8 
鈎 111 -706固 1 69 1 0 d  1 111乱 6 
舗 11 1 -706図 2 1 5982. |担乱 5 . 3  

1 111 111 -706園 3 1 6902 b l狸乱 4.05-

凹石観察表
伺図面号 植 タ リ ッ ド 泊禍 泊禍 出土 畠さ

画号 番号 緬姻 悶位 {田}
調 111 - 1 88園 1 5902d 24551 P O l  1 8. 
銅 111 - 1 92図 992c 23551 1 周 1 1 .  
銅 11 1-20 1 図 1 1  690 1 02951 床面 9. 
銅 111 -558図 1 5903b 2275K ? 回 5 

全日 金銅
{師] (01\) 

2.4- 1 .6 
4.8 2. 1 5  

1 .29 0.56 

( 1 .57) (0.69) 

3. 1 5  0.57 

{凹姻] 
極【凹限) 

4.C 3.8 

4 3 

20.C 5.2 
5.0- 5.0 
1 2  5.6 

5 .  
4.0f 4.2-

3 .  1 .5 
6.3- 1 .9 
2.6f 

5.5司 2.0 
! .2!3 4.3 

4 
6 1.9 

1 0  2.9 
4 

1 .8 

5 2 .2  
5 .  1 .6 

3.6-

幅 揖阻
(田} {四}
26. 9. 
1 0 .  3 .  

館周 橿 孔径 園田 高僧 総定産地 純白m項
(anJ [田] (α百) {咽}

0.75 縄文早期由乞田かも しれ広い (!L州目白}

1 .45 1 0.42 !IIIW!!花関場 山鹿 刃傷晶3.6 謡鶴田0.5 刃留角隈57

0.55 0.23 

(0.28) (3.2) 
0.85 0. 1 5  

0.59 0.6 0.3-0.22 

園伽司田} 
1 99.7: 

1 50 
88 

1 625 
362 
2349 
292. 
2 1  � 

50. 
1 33.6! 

33 
5， 

1 338 
33， 
228.6・
1 79.9 

94 
84 
e 
59 
52.4 
1 7.9� 

質国
{四}

730 
668. 

10伺 総E麗111

認舷省 大矢野岳

砂醤
アルコー ス砂岩 山鹿. 大正事図

1&岩 御船田砂盟国岩 1司曲目穏民宿 御船田中 {淘底火山}

玄武岩 (匝床}

学花関岩 木の議U 緑川周辺
車組 御船田

惨岩 御船周

凹回橿 凹部課匪 石材

伽ョ} {田)
6. 
4. 

{田}
2 砂岩
。

四角柱畿のものを研飽 し て お り 締紋白平塑画が週
る. 両 面 V 字穿孔

やや国庫 らみ、 砲を獲さt.lい研由 ‘ 南 面 V 字穿孔.

掴い白色を量す

1 \角形由柱状のも由研磨 されている.

符!a1l1羽
〈 桟 っている.

l<. 
表面10 ( ほみあり

得力所か寄る.

繍断面で見る と 使朗 し て す り 銀 っ て 、る.

士 も由 と 息われる

樋叉
使 用 し

総定居地 特記事項

1 0 .  5.3 5 1 7.6 4 .5  1 . 1  
7 3 .2  1 2 1 . 1  4. 日 硬質安山岩 酉制置

国 11 1 -568園 15983. 1 395K 1 回 7 . a  1 0  5.3 370町6 6.( 1 玄武右目E山岩 開直下回 商議岡田南外泊山
〈 ぼみの郡分は、 融書沼したと思われ
る世用自

慰 問 700園 39 1 2a 包宮悶 27.0! 30. 1 1 . 2 720 

石槍 ・ 石剣観察表

期 11 1 ・73 1 図 1 1 I G6923 1 1 981 S 1 1 . 7- 1 0.6- 1 2 .9 1  3.0- 1 - 1 - 1 周色 片岩 l 童(lJJ l I 1頁岩 {池辺恨一郎氏陣}

2 1 3  

図飯 主潤
信号 liI毎
Pl-46 1 66 

67 

302 

図
画版号 B置E溜弓
Pl-39 40 

I Pl-39 
I Pl-39 24 
I Pl-40 84 

73 
1 0 1  

-40 44 
PL-40 74 
問ー- 4 1 39 
PL-4 1 75 
PL-4 1 34 
Pl-4 1 

I Pl-43 1 09 
I Pl-45 
I Pl-45 1 2C 
I Pl-45 
I Pl-45 21 
I Pl-45 1 2i 
I PL-4i 
I Pl-4i 1 2f 
I Pl-47 1 5f 

図版 実調
画号 画号

9 1  
89 

50 
PL-44 6C 

PL-44 1 1 1  

Pl-47 1 65 



N
-
品

石包丁観察表
挿図書号 桟 タ リ ッ ド 遺構 遺構 出土 全畳 全幅 盛岡 白血 基部轟 基部幅 刃部長 刃部幅 刃部 孔.j! 孔問題離 孔刃閥距離 孔宵陶距離 石材 推定産地 特記窃項 図版 実測

番号 番号 相親 圏直 {田) (凹} {田} {咽} [田} {四) (町。 (an) 角 度 (四} (田) {田) (田} 番号 置号
箆 111 -62図 1 1 69 1 1 c  1 62 5 1  1 周 5.3 7 .7- 0.6 48.02 4.8 7 .7- 4.7- 0 . 5  58・ 0 .5  3 .55 2 .75 2 .55 砂岩畢買岩 砂岩.(池辺恨 郎氏麟} PL-39 
第 111 - 1 09図 1 1 6922d 1 80 5 1  3周 5 . 1  5 .8- 0.9 33.69 4.3 5.5- 3.75- 0.8 64・ 0 . 5  2 .75 2.35 鳳色片岩 童山川 PL-40 3 
第 111 - 1 09困 2 1 6923c 1 80 5 1  2厨 1 .9- 3 . 1 5- 0.25- 2 . 9 1  1 .9- 2.45- 表面は、 事j陸. PL-40 22 
車 111 -238図 4 1 59830 1 0 1  5 1  2周 4.2 8.9- 0.5 33.5 3 .8  8. 1 - 7.9- 0.3 77・ 0.3 3 .4  3.05 1 .05 頁岩 {池辺恨 郎氏麟) 第2面の吉孔には、 穿孔 し 直 し た 蹟跡畠 リ . PL-40 自
軍 111 -257図 3 1 5982b 1 32 5 1  E周 3.35- 3.9- 0.4 7.98 3.0 3.75- 2.5- 0.35 63・ 2 . 7  0.65 PL-4 1 1 1  
第 111 -334図 2 1 5962b 1 23 5 1  3周 3.9- 3.8- 0.4 6.81 3 .6- 1 .85- 1 .5 0 .3  72・ 硬砂岩 御船悶 片側由表面は、 畠 ま り 丁寧に磨 かれて いない. 2 
軍 111 -696図 5 1 5983c ー 包富庖 5.4 1 0. 5  0 . 7  55.78 5 . 1  1 0. 3  1 0.5 0 .3 50・ 0.4 2 .3 4 . 1  1 .3 結局片岩、 鳳色片岩 童山川 PL-45 7 
第 11 1 -696阻 6 1 5993b 包宮居 4.0- 4.7 0.6 1 3 .8  4 .0- 3.7- 1 . 2 0.4 0 .6 3 . 3  0 .7 黒色片岩 童山川 PL-45 1 0  
軍 11 1 -696図 7 1 69 1 30 ー 包富恩 3.7- 2.3- 0.5- 2.84 1 .5- 0.6 64・ 硬砂岩 御船田 A. 8 函 と も IC. 不特定方向由研磨 を施す. 研庖痕が、 間瞭に桟存. 1 53 
第 11 1 -696闘 8 1 69220 包宮居 3.5 4 . 1  0 .7  1 4.64 1 3  3 .5- 3 . 5  0 . 5  49・ 0.4 3 0.5 結晶片岩 童山川 鳳色 Hue 2.5Y 2/1 PL-45 80 
軍 111 -696園 9 1 59820 ー 包吉周 4.2- 2.8- 4.55- 7.79 4.2- 2.3- 0.4 1 .9 2 .3- 1 .4 緯色片岩 童山川 表面白、 剥離が灘 しい. 表面白、 車化している と こ ろは、 極陪赤褐色. PL-45 78 
軍 11 1 -705図 1 1 6923b ー 混乱 6.5 7. 1 - 0.9 7 1 .52 5 .6 5 .0- 6.2- 0.9 70・ 0.6 3.3 4. 1 2 .4 黒色片岩 童山川 背部に‘ 紐練れによ る摩耗がみられる. PL-46 7 
指 11 1 -705図 2 1 6923 ー 撹乱 4.9 1 1 . 7- 0.6 44. 1 5  4.65 1 0.9- 9.6- 0.25 74・ 0.3 2 .25 4 . 1  0.8 輝石安山岩 大切畑~俵山間 砂岩.(池辺恨 郎氏麟} PL-46 5 
軍 11 1 -705図 3 1 5992b 鋸乱 3.5 4 .7- 0.7 1 7 . 9 1  3 . 1 5  1 .8- 4.6- 0.35 60・ 0.6 1 .7 1 .7 漉灰岩 御船山 倒録部に も、 刃部が作 リ 出 吉 れて い る . 下半卦は. 左前回片刃で、 上半分は右前田片刃. PL-46 79 
第 11 1 -705園 4 1 6902c ー 撹乱 3.7 - 4.3- 0.5- 1 1 . 1 6  4.3- 0.9 62・ 輝石安山岩 外輪 酉斜面 B 面は刃部を 隠 き ほ と ん ど欠如. 刃留は研磨と憧用による顕れに よ り 滑 ら か に 立 っ て いる. PL-46 1 5  
筒 11 1 -705図 5 1 59630 ー 掴�L 3.0- 4.2- 0.5 5.76 3.0- 4.2- 1 . 3- 0.3 38・ 0.3 笛畠片岩 宣山川 PL-46 1 03. 

石斧観察表
挿図書号 筏 クリ ツ ド 遺構 過禍 出土 種類 器種 全長 全幅 器恩 質E 基部長 基部幅 刃部長 刃部幅 刃部 石材 推定産地 特配事項 図版 実現

番号 番号 種類 間位 (αn) (四由 {四時 {珂) (an) (田) (叩) (an) 角度 番号 番号

第 111 -98図 1 1 69220 1 69 1 5  2居 庖製 2.4- 3.4- 8.0 2.6- 80' 
玄武岩 灰床 {権現山} 大部分を欠損 して お り 、 強存部は刃部の 部 ι哩われる. H 

第 111 -98図 2 1 69 1 2d 1 69 1 5  1 1i'1 磨製 6.8 3.8- 1 .6 3 1 . 7 5 .65 2 .2  1 .25- 1 . 1 5  67' 
蛇紋岩 川内国産 剥離した石器の剥躍面を軽 〈 研吉直して再利用 し よ う と し た と 思われ PL-39 4E 

第 111 - 1 53図 1 1 690 1 d  1 65 1 5  1 居 麿製 1 0 . 1  4.4 2 . 7  1 82 1 . 75 3 . 1  1 45' 蛇紋岩 川内固定 PL-40 

第 111 ・227図 1 1 5993c 272 1 5  床面 磨製 扇平片刃 4. 1 2.4 1 . 0 20. 5 1  2 .9  1 .95 2 . 1  1 . 2 68' 
涜紋岩 大矢野島 PL-40 2f 

第 川 -245図 1 1 5982d 224 1 5  1 居 打製 1 0.95 5 .85 1 .4 95.5 3.6 90-
黒色片岩 白 い斑点に曹長石 金山川 PL-4 1 1 4f 

第 111 -257図 2 1 5973c 1 32 1 5  3層 磨製 扇平片刃 7.3 2.45 1 .4 53 . 1  5 .9 2 .0  2 . 2  1 .4 66' 
PL-4 1 3 1  

第 111 -259図 3 5972d 1 32 1 5  1 庖 磨製 6. 1 - 5.5  1 .3 - 3 7 . 2  5 . 3 - 5 . 0 - 0.8 65' 
片岩 歯 こ ぼれあ り . 石包丁を転用 して石斧 に し た可能性有 り . PL-4 1 7 1  

第 川 ・266図 1 1 5983d 1 03 1 5  3庖 趨製 1 0. 5 - 5.6 3 .3 296 3 . 9  5 .4 80' 
瀧灰岩 {赤色) 、 砂岩 御船庖 基鍋部在欠損 した後、 割れた面の周 縁を殴打に よ り つぶ し て い る PL-4 1 � 

第 川 -282図 1 1 5974c 1 27 1 5  1 周 磨製 扇平片刃 3.8 2.65 0.8 1 3 . 2  3 目 0 5 2.3 2 .65 。目75 62' 
石包丁の周部を再利用 、 整形 して 作 ら れた と恩われる PL・4 1 l ' 

第 川 -295図 1 1 5972b 1 24 1 5  屑部 打製 8.45- 5.75 1 . 55 9 1 .0  5.75 自6'
泥岩 御船庖 PL-42 1 4� 

第 111 -3 1 6図 1 1 5962c 1 209 1 5 床面 打製 4.6- 5.5 1 .8 49. 1 5 .5  60-
鼠色泥岩 御船厨 1 M  

第 111 ・334図 1 1 5962d 1 23 1 5  4厨 打製 1 2 . 1  5 .0 1 .5 1 59 .  3 . 1  5 .0 90' 
普通角閃石 石屋片岩 黒色片岩 金 山川 PL-42 1 4< 

第 111 -423図 1 1 5953d 1 1 2 1 1 5  2眉 磨製 柱状片刃 7.65 1 .3 1 . 55 32.7 5.65 1 . 1  1 . 1 5  2 .0  67" 
凝灰岩 御船 ? 大矢野 ? PL-43 2f 

第 111 ・433図 1 1 5953c 1 096 1 5 SK0 1 打製 7.6- 4.8 2 . 1  89.0 4.8 90- 1 4� 

第 111 -433図 3 1 5952d 1 096 1 S 4居 磨製 周平片刃 3 . 7 - 2 . 9 - 0.6  1 3 . 1  2.9- 絹盤I!I石英片岩、 白色片岩 金山川 石の巨 が鍍方向 に 入 って いる. PL-43 6， 

第 111 -573園 1 1 5933d 1 1 40 1 S 打製 8.6- 7.0 0.9 7 1 . 9 1  7 . 0  陽起石縁据石片岩 .結晶片岩 緑色片岩 金山川 PL・44 1 47 

第 111 -694図 3 1 5972d 包含厨 磨製 8.0 2.3 2.7 60. 1 E  1 .7 1 .9 80-
砂岩 御船庖 PL.・44 1 5� 

第 111 -695図 1 1 5973c 包含周 磨製 1 1 .3 5.0 3.9 4 1 3 . <  6 . 4  4.7 4.5 4.9 56" 
輝石安山岩 力 ン フ ン石 立野火山初期噴火物 PL.・44 1 6C 

挟入石斧観察表



N
一
一凶

石鯨観察表
挿図醤号 格 ヲ 1) 'Y ド 週嫡 週楠 出土 組類 全長 全幅 揖厚 白血 基部幅 刃郡長 刃部幅 刃部 技部 挟郡深度 石材 推定産地 特配耶項 図版 実調l

置号 雷号 植類 周位 {田) (an) (an) {問) (an) (an) {四) 角度 有煎 (田) 薗号 薗号
第 111 - 84図 2 1 69 1 2 c  1 67 5 X  1 陪 磨製 3. 1 - 1 .9- 0 .2 2 .7 2.55- 有 0 . 1 - 豆郡侠λ部には申央に綾がは し り 、 表 ー 袈両面から砥ぎ出 し た こ と がわかる。 PL-39 
第 111 - 98図 3 691 2 d  1 69 5 1  1 回 磨製 3.8 2.4 0.3 3.76 1 .7 3.8 0.3 72・ 無 頁岩?(池辺恨一郎氏践) PL-39 23 
第 111 - 1 36図 1 1 6902 d 1 90 5 1  1 居 打製 2.9 1 .6 0.5 2.05 1 .5 2.9 27・ 有 0.4 玄武岩(;也辺慎一郎氏談) PL-39 6 1 
第 111 - 1 57図 2 1 6901 1 6 1  5 1  1 回 打製 2 .7 1 .7 0.6 3.04 1 .7 2 .7 65・ 鏑 PL-40 57 
第 11 1 - 1 72図 1 1 5991 b 209 5 1  2回 打製 2.0 1 .4 0.25 0.65 1 .4 2.0 53・ 鏑 0.5 黒曜石 頁岩(池辺倒一郎氏談) PL-40 1 50 
第 11 1 -205図 1 1 6903 b 286 5 1  床面 打製 1 .9- 1 .3 0.35 0.68 1 .3 1 .9- 無 PL-40 54 
第 11 1 -238図 1 1 5983 . 1 0 1  5 1  2周 庖 製 2 .4- 2 .7 0.25 1 .76 2.3 2.4 無 現氏岩 御船回 上部を欠慣 し た石踏の欠鍋面を 研 吉 直 し て 刃 部を 作 リ 出 した もの。 1 5  
第 11 1 -238図 2 5983 c 1 0 1  5 1  2回 庖 製 4.8 1 .65 0.3 2 .74 1 .4 4.8 0 . 1 32・ 鏑 頁岩(池辺恨一郎氏朕) PL-40 1 2  
第 川 238図 3 1 5983 d 1 0 1  5 1  2庖 庖 製 1 .65 1 . 1  0 . 1  0.23 1 . 1  1 .65 0 . 1 68・ 有 0. 1 研 ぎ減 り に よ って煩小化 し た も の と 思われる。 PL-40 1 7  
第 11 1 -249図 1 1 5982 b 234 5 1  1 庖 打製 2.65 1 . 7- 0.4 1 .58 2.65 44・ 需主 PL-4 1 56 
第 11 1 -263図 2 1 5983 . 1 26 s 1 庖 底製 2.4 2.0 0.2 1 . 79 2.0 2.4- 有 0.3 PL・41 28 
第 111 -287図 1 1 5974 b 1 22 s 3厨 打製 2 .2 1 .85 0.4 0.98 1 .85 2 .2 79' 有 0.25 踊斑昆安山岩 西斜面 PL-4 1 58 
第 11 1 -295図 2 1 5972 . 1 24 s 3庖 庖製 4. 1 5  2 . 1  0.25 2.87 1 .8- 4. 1 5  0 . 1  60・ 有 0. 1 5  諜岩 御船田 PL-42 45 
第 111 -295図 3 1 5972 . 1 24 s 3厨 庖製 2.6 2 . 1 - 0 .3 1 .79 2 . 1 - 2.6 続 輝石安山岩 西斜面 PL-42 42 
第 111 -334図 3 1 5962 b 1 23 5 2æl 打製 2 .5 1 .6 0.6 1 .92 1 .45 2.5 43・ 有 0 . 1  PL-42 63 
第 111 -348図 1 1 5962 b 1 1 72 s 2庖 庖製 3.0- 2.7 0.3 2.79 2 .7 3 .0- 有 0.5 粘桓岩 緑川上流 頁岩(池辺倒一郎氏猷) PL.42 2 1 
第 111 .348図 2 1 5962 c 1 1 72 s 1 図 磨製 3.8- 1 .85- 0.3 3 . 1 1 1 .5 3.8以上 有 0.2 花商片麻岩 中央町 検部は中央に慢がは し リ . 表震両面力、ら砥吉出 し た こ と がわかる。 刃 先 と 側 面 のみ欠損。 擦皇室は不問瞭。 PL-42 9 
第 111 -350図 1 1 5962 c 1 1 73 s 2回 庖製 2 .3 1 .4 0.3 1 . 1 9  2.3- 0.2- 同 龍斑晶安山岩 西斜面 PL-42 5 1 
第 111 -360図 1 1 5962 . 1 1 05 s 1 回 打製 3 .2 1 .5 0.5 2.01 1 .4 3.2 58・ 有 0.2 間斑晶安山岩 西斜面 PL-42 64 
第 11 1 -40 1 図 1 1 5963 . 1 29 s I I I I!ll 庖製 3.2- 1 .8- 0.3- 2 .3 3 .2- 0.3- 間 問緑岩 録川ダム付近 PL-43 52 
第 川 -4 1 7図 1 1 5954 c 1 1 33 s 1 回 庖製 3.9 2 . 1 0.25 3.08 1 .9- 3.9 0.6と0.8 22 有 0.35 滑石片岩 研磨の偏 り は 、 制作者のヲ セ L よ る もの力、 つ PL.43 38 
第 11 1 -4 1 7図 2 1 5954 c 1 1 33 s 1 庖 庖製 3.4 1 .45 0.35 1 .4 1  1 .3 3.4 0 .5 29' 有 0.2 輝石安山岩 PL-43 30 
第 111 -41 7図 3 1 5954 c 1 1 33 s 1 図 庖製 2.6 1 .5 0.25 1 .34 1 .5 2.6 有 0.25 現灰岩 御船庖 開痕の桟 り がわるい. PL-43 37 
第 111 -4 1 7図 4 5954 c 1 1 33 s 1 庖 鹿製 1 .85- 1 .6 0 .2 0 .23 1 .45 1 .85- 無 選灰岩 御船庖 PL-43 35 
第 111 -4 1 7図 5 1 5954 c 1 1 33 5 1  1 間 思製 1 .9 1 .65- 0.2 0.86 1 .65- 1 .9- 踊 滑石片岩 PL.43 1 0  
第 111 -4 1 日図 1 1 5954 c 1 1 03 5 1  2周 庖製 3.5 2 .4 0. 1 5  1 . 72 2.25 3.5- 有 0 . 1  凝反岩 御船岡 チ ャ ー 卜 ? (池辺倒一郎氏談) PL-43 47 
第 111 -4 1 8図 2 1 5954 c 1 1 03 5 1  2回 庖製 2 .7 2 .0 0.3 1 . 77 2.0 2.7 有 0.3 輝石安山岩 PL-43 36 
第 111 -433図 4 1 5953 c 1 096 5 1  3回 思製 2.0- 1 .8- 0.2 1 . 22 2.0- 0 .2 57・ 無 花岡片麻岩 中央町 PL-43 43 
第 11 1 -542図 1 1 690 1 244 5 X  2回 打製 1 .6 1 .0 0.3 0.42 1 .0 1 .6 30 鏑 黒躍石 阿鼠山の 1 回 目の火砕流 に よ る 岩 石 PL-44 1 48 
第 11 1 -564図 1 1 5982 c 249 5 X  2回 打製 2 .5 1 .6 0 .5 2 .05 1 .25 2 .5 50 有 0 .2 黒曜石 PL.44 66 
第 111 -566図 1 1 5972 c 1 34 5 K  1 厨 打製 2 .7 1 .6 0.4 1 . 53 1 .6 2 .7 50 簡 無斑晶安山 岩 西斜面 PL.44 65 
第 111 -582図 1 1 5992 . 251 5 X  1 宿 打製 1 .6 1 .2 0.4 0.47 1 .2 1 .6 45 有 0.4 チ ャ ト PL.44 1 49 
第 111 -695図 2 1 6901 . ー 包吉庖 鹿製 1 . 7 1 .5 0 .2 0 .55 1 .5 1 . 7 0 .2 60' 有 0 . 1  輝石安山岩 西斜面 PL.45 76 
第 111 -695図 3 1 69 1 2 c d 包吉田 鹿 製 3 . 1 - 1 .7 0.3 1 .93 1 .7 3 . 1 - 0.25 50' 無 黒色片岩 童山川 PL-45 99 
第 111 -695図 4 1 69 1 2 . d 包吉田 庖製 3.2- 2.5 0.4 3.72 2.5 3 .2- 有 0.4 硬砂岩 御船庖 PL-45 93 
第 111 .695図 5 1 5982 . 包吉回 庖製 3.3- 2.7- 0.25 2.69 2 .7- 3 .3- 0.4 25・ 有 0.3 粘板岩 御船庖 PL-45 95 
第 111 .695図 6 1 5953 b 包吉田 庖製 3 . 1 - 2 .2- 0.2 1 .45 2 .2- 3 . 1 - 有 0.2 鏑斑晶安山岩 西斜面 PL-45 96 
第 111 -695図 7 1 6903 b 一 包吉田 磨製 3.6 2.95 0.2 1 .74 2.95 3.6- 有 0.25- 硬砂岩 御船庖 PL-45 1 00 
第 111 -696図 1 1 69 1 3 b  一 包吉田 打製 1 .9- 1 .5- 0.35 0 .7 1 .9- 有 0.5 石畏 PL.45 1 59 
第 111 -696図 2 1 5953 d 一 包書庖 打製 1 .5- 1 .8- 0.4 1 . 1 4  熊 黒曜石 55 
第 11 1 -696図 3 1 5982 d 包書庖 打製 2.45 2.0 0.4 1 .4 2.0 2.45 45' 総 チ ャ ー 卜 PL-45 1 35 
第 111 .696図 4 1 5924 . ー 包書回 打製 3 . 1  2.4- 0.5 2 .67 3 . 1  88' 有 0.95 無斑晶安山岩 西斜面 PL-45 59 
第 111 .704図 1 1 69 1 2 . b 一 期乱 打製 2.35- 1 .4 0.2 0.97 1 .4 2.35- 48・ 無 緑石片岩 童山川 先備部が残存 (豆g�は欠如) 両面の研磨痕 (擦痕i はやや不問瞭。 Pレ46 1 58 
第川 一704図 2 1 5954 c 撹乱 国製 4.7 1 .9 0.2 3.43 1 .9 4.7 有 0.2 硬砂岩 御船悶 PL-46 94 
第川 一704図 3 1 5954 c 期乱 鹿製 4.3- 1 .85 0.25 2.67 1 .4- 4.3 有 0. 1 5  濯灰岩 御船田 緑色片岩(池辺傾 郎氏談} 鏑形磨製石銭ほほ完形。 両面在 入志に研磨。 開須 がやや閉瞭。 PL-45 1 57 
第 111 -704図 4 1 69 1 3 d  指乱 打製 1 .8 1 .5 0.45 0. 1 8  1 .5 1 .8 30・ 無 黒曜石 頁岩(池辺倒 郎氏践) PL-46 1 62 
第川 ー704図 5 1 69 1 2 b  - 1 1f1乱 打製 2.6- 1 . 7 0.4 1 . 26 1 .7 2.6- 有 0 .7 無斑晶安山岩 西斜面 PL-46 1 29 
第 11 1 .704図 6 1 5993 c 一 撹乱 打製 2.0- 1 .85- 5.5 1 . 1 2  1 .85- 2.0- 無 0.6 黒曜石 PL-46 1 64 
第 111 .704図 7 1 5954 b 一 撹乱 打製 2.3 1 .9 0.4 1 .38 1 .9 2 .3 52' 有 0.2 輝石安山岩 PL-46 1 32 



敵石観察表
帰国番号 植 'J'J ッ ド 遺構 遺構 出土 全長 全幅 民国 百柑 控定置地 特毘事項 図版 実刻

置号 置号 樋頬 回世 {田} {田) (咽) 番号 雷号
鏑 11/ ・99図 2 1 69 1 2d 1 69 51 3周 1 0町。 4.2 228.94 PL-39 1 8 1  
第 11/ - 1 92図 1 1 5992c 235 51 床面 1 1 .6 1 0.2 1 1 39.7 90 
第 11 / -20 1 図 2 1 6903b 1 029 51 3回 1 1 目 1 9.2 729.9 88 
第 1 1/ -2 1 1 図 2 1 5992d 269 51 2回 1 6. 1  8.3 1 1 9 1  1 04 
調 11/ 蜘333図 3 1 5962d 1 23 51 4目 9. 1 8.7 51 9.59 PL-42 1 1 8 
掴 111 -367図 1 1 5963d 1 1 90 51 床面 1 2.3 6.0 393.74 PL-42 1 33 
第 11 / -402園 1 1 5973. 1 29 51 床面 1 1 .6 1 0. 1  982 1 26 
節 目1 -402図 2 1 5973. 1 29 51 庫函 1 2.8 7 . 1  635.9 1 30 
第 111 -433図 2 1 59530 1 096 51 焼土上 9.0 8.3 49 1 .3 1  中心街 ・ 鋸辺留は何かを酪いて泊れている 1 38 
銅 11/ -434園 1 1 5953c 1 096 51 焼土上 1 8.0 8.9 1 959. 1 1 36 
第 11 1 -6 1 1 図 1 1 5953 1 1 50 SX 底石 1 1 .9 9.65 626 E稲田E鹿石に世用 1 63 
第 11/ -702図 1 1 5983 包富回 包富周 包吉岡 7.9 5.8 283.35 普通角関石安山岩 置山国後O)iI!岩 1 5 1  

磨石観察表

石皿 ・ 石台観察表
|儒図画号 | ヲリ ツ ド 迎書細母 居出土位 昌吉 姻 圏恩

白{咽血} | 石省 特記事項 EE 自1{田} {田) (田}

1 1冒 11 / - 1 56図 1 69 1 1 .  1 1 6  51 庫薗 1 20.2 1 26•2 1 9.9 | 日日目。 空塑 坦里
1 1lI 1 1 1 - 1 68図 1 599 1 d  1 2 1 0  51 1 周 29.8 1 32. 1.6 1 900 | 平昭 1 06 
l 第 111 - 1 89図 1 5992c 1 245 51 床面 1 26.3 1 .3 1 8900 | 不硯 1 92 
l 鏑 111 - 1 9 1 園 1 5992c 1 235 51 床面 1 .2 1 23 1 9.2 1 7900 座堕 1 02 
l 調 11 / -2 1 1 園 1 5992d 1 269 51 床面 1 24.8 1 33目6 1 2000 | 不明 1 0  
l 第 111 ・223図 1 5993b 1 1 048 51 庫薗 1 1 8 .9 1 .9 1 5.9 1 2233 | 不明 坦空
| 鏑 11/ -333図 1 1 5962b 1 1 23 51 庫面 1 1 1 .6 11 5• 1 5•6 11979.8 恒塑 l ö  
| 節 11/ ・367図 E 1 5963d 1 1 9C 51 庫面 1 1 9.9 1 28.6 9.9 1 9700 | 不自 1 3  
| 鏑 111 -368園 1 5963b 1 1 90 51 | 第一面 1 回 1 24.9 1 28.8 1 6.8 1 6400 | 不g 1 34 
| 第 11/ -377阻 1 1 5963b 1 1 095 51 l 調二面Z回 1 1 8.4 1 1 5 .2 1 1 443. | 不B PL-4::S 1 �::S 

! 鏑 11ト378図 1 5963b 1 1 095 51 第一面 1 1 9  ;，2 1 3936.6 | 不E PL-43 1 2  
| 踊 11 / -379周 1 5963b 1 1 095 51 床面 11 6.5 1 7.6 1 3.4 1 666.6 | 杢F PL-42 1 22 
1 錦 11/ -402困 3 1 5963b 1 1 29 51 床面 1 1 6.9 1 5.6 ι5 1 7 1 0.4 | 不明 1 9  
l 錨 11 / -544固 1 690 1 .  1 29 1  I SX 1 周 1 1 9. 1 22.自 B.6 1 5398.6 | 不明 1 83 
l 第 11 1 ・564掴 2 1 59自2c 1 249 I SX 1 1!1 1 29.8 1 32 1 2.7 1 5600 | 不明 1 08 

土器棺墓出土石観察表

勾玉 ・ 玉類観察表

玉-
玉

H-
H-
包-

帥一
帥一
泊一

白一
昭一
回一

4-
4-
4一

鏑-
錦-
錦-

3.35 
0.9 

0. 1 5  1 0.32 1 包玉 l 調和村 I PL-43 1 69 

0.9 1 - 0.4 1 5.3 1 掴晴晶 初ののRが欠観 した後‘ 作 り 回 したと思われる I PL-43 1 68 
0.3 1 0. 1 5  1 0. 1 1  1 調和村 I PL-45 1 1 2B 

2 1 6  
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鉄器観察表 1
挿図面号 置後号 ク リ ッ ト 遺置構号 祖踊 | 器緬 室

(田
長

) 
主
{四

幅
} 

刃
{田
陣長

) 
刃

{
国
四

曲
) 

基
(on'部長} 墨(叫田噛 器

(00
厚

} 
特配事項 実

醤
測
号

揖 11 1 - 63園 1 692 1 b  1 62 1 51 1 周土周 鼠造品 | や り がんな 5.6 5 2 . 5  0.2 1 3 .3 0.25 I PL-50 3 1  
蝿 11 1 - 63園 2 1 6堅 竺 1 62 I�I 1 1 庖上回 鍛造品 | 剣田柄 8.3以上 1 8 .3以上 0 . 6  J に く L 、. I pL-50 UMK-2 

l 軍 11 1 - 63図 3 1 692 1 b  1 62 1 51 1 岡下庖 鰐遺品 | 揖遺骸斧片 4.2 2 . 6 - 3 . 2  1 4 . 2  3 . 2  0.35-0.51:( I PL-50 26 
踊 11 1 ・ 63図 4 692 1 b  1 62 1 51 L 1 厨下回 鼠遺品 | 盤鐙 3.2以上 2.0 3 . 2以上 0.2 1 .9 2 . 5  I PL-50 2， 
揖 111 - 67園 691 1 c  1 51 1 回 鰻遺品 | 薗遺鉄芹片 3.35 2.9 0.4 PL-50 74 

l 第 111 - 85図 6922b 1 6i 1 5X 1 2庖 限遺品 | 酷鐘 3以上 .85以上 1 以上 0.2 1 . 75 0.85 1.2 PL-50 75 
1 111 111 - 85図 z 6922b 1 67 1 5X 1 回 織遺品 | や り がんな 2.9以上 9 4以上 不明 5以上 9 0.2 PL-50 76 
| 揖 111 - 97図 6 9 1 1 d  1 69 1 5 1 1 2随 鶴遺品 ，た寝帽 4.5以上 1 .6-2 1 4. 5以上 2.3 1 . 5  レた寵柑. Mて詳細不問. PL-50 UMK-i 1 4  
| 望 日1 - 97旦 2 691 1 d  1 69 医! 1 1 回 錆遺品 | 箆造量芹片 4.0以上 2 . 2 - 2 . 6  1 4.0以上 2 . 2  0.5-0.8 器庫は、 摘が、 一 宇に な っ n 'る. PL-50 3;  
| 第 11 1 - 97図 3 691 2d 1 69 1 51 1 1!!l 錨遺品 | や り がんなの基部 3.2以上 0.5-0.65 1 3 . 2以上 0.5 0.25 PL-5日 38 
| 聾 111 - 1 04園 24 I 6922d 1 79 1 51 1 3回 線趨晶 | 鉄鑑 4. 1 3.4 4 0.2 3 .4 0 .2  木質付回 PL-50 4 
| 第 111 - 1 1 1 図 1 6922d 1 83 1 51 1 1 回 鍛造品 | 銭鐘 3 . 1 以上 2 . 8以上 2 . 8以上 0.25 2 . 2以上 0.25 PL-5口 73 
| 車 問 1 1 8図 6 9 1 3c 1 058 1 51 1 回 街道晶 曜転 4.3 2.9-3.9 . 3  2 . 9  0 . 5  PL-50 23 
| 第 11 1 - 1 37園 1 599 1 a  1 9口 1 51 I P 1 揺方 鍛造晶 5 .7以上 3.0 3.3 0.4 2.4以上 2.2 1 .4 PL-50 UMK- 1 5  
| 蝿 111 - 1 37園 E 1 6902c 1 9口 1 51 1 1!!l 織遺品 9以上 1.9- 1 . 5以上 91:(上 0.9 PL-5口 42 
| 車 111 - 1 42図 1 6902. 2 1 :  1 51 1 回 筒遺品 | 錆遁鉄斧片 3 . 7 5  2.4-2.95 75 2.95 0.4-0.6 X 臨写真あ り PL-50 33 
| 鑓 111 - 1 58園 1 690 1 .  1 6 1  1 51 | 床面 銀誼晶 | や り がん怠 3.95以ー 1 .35 3.95 0.3 0.25 PL・50 64 
| 車 111 - 1 69図 1 599 1 .  2 1  1 51 1 回 鼠進晶 η子先蝿 4.9以上 3以上 4.6以上 0.3 55以上 o 0.4 PL-50 1 8  
| 闇 11 1 - 1 77闘 1 599 1 .  2 1 1  1 51 | 庫薗 鶴造晶 | 錦遺酷斧片 3.9以上 2. 1 - 2 .4以上 1.9以上 2.4 0 . 5以上 x 輯写 真 あ 七 I PL-50 UMK-4 9 
| 謂 111 -2 1 0図 1 5992d 269 1 51 1 2胆 簡遺品 1 2条突帯斧 3.0 2 .3-2.4 3.0 2.3 0.5 I PL-50 34 
| 謂 111 -239図 1 59830 1 0 1  1 51 1 3回 鍛置晶 l 手盟 {酷割棺摘且] ' .9 0 . 2  5 ' .9 O. | 実潮 図 を 努闇 I pL-50 
| 軍 11 1 - 239図 2 1 598剖 1 0 1  1 51 1 3回 由遺品 1 m祖盤窃 4.2以上 2 .  E 0 . 5  .7以上 2. 0.35 I PL-50 I UMK- 1 6  
| 第 111 -239図 3 1 5983d 1 0  1 51 1 3庖 鼠遺品 | 樺杭鉄片 8以上 ).45-0.55 1 .8以上 0.55 0.3 I PL-50 I UMK- 1 2  4口
| 掴 111 -239図 4 1 5938c 1 0 1  1 51 1 3回 鰻遺品 | 穿孔昌 {縛輯鉄片) '.4以上 0.45-0.6 4以上 0.6 0.25-0.6 1 Pし50 39 
| 第 111 -258図 1 5972d 1 32 1 51 1 2回 織遺品 i 銭鑑 2.8 6 2 .8 0 . 2  . 4  0 .2  瞳藍 I PL-50 32 
| 軍 11 1 -264図 1 5973d 1 26 1 51 1 回 鼠置晶 | や り がん怠 3 .9以上 71:(上 8 1.9以上 6 0.51:(上 I PL-50 29 
| 掘 削 264固 2 1 59830 1 26 1 51 1 回 鼠遭晶 | 鉄践 2 . 8  2 ω 4 5  2 .8 。 2.45 0 . 1 5  I pL-50 71 
| 軍 111 -264図 3 1 59830 1 26 1 51 1 図 鼠遺品 | 樟輯鉄片 {唖) 3 . 7以上 0以上 7以上 0.8 0.2以上 I PL-50 30 
| 揖 11 1 - 27 1 国 1 59830 1 02 1 5X 1 21!!l 揖遺品 i 唖祖盤斧 1 2.2以 4 . 1 -5.4 1 2 .21:(上 4 : 丸l I PL-50 UMK-8 20 
| 車 11 1 -27 1 図 2 1 59820 1 02 1 5X 1 2回 領選晶 l 樺就酷片 3 0 . 5  0 . 5  0 . 2  I pL-50 35 
| 蝿 111 -283闘 1 5974b 1 22 1 51 1 2回 鼠遺品 1 m棋盤器 '.2以上 1 .3 - 1 .8以上 3 1 .9 i . 3以上 白8 0.8以上 I PL-50 UMK. 
| 摺 111 -296図 1 59720_ 1 24 1 51 1 3回 鼠造晶 | 銭鐙 2.3以上 1 .3 - 1 .6以上 2.3以上 1 .3 1 .25 I PL-50 4 
| 第 11 1 -349図 1 5962c 1 72 1 51 1 2四 般道晶 | 手銀 {銀製掴摘具] 2.4 8.0 ' . 5  1 .2  ! . 2  8 . 0  0. 1 2  I !程調j図 を 多 照 PL- 5 1  
| 蝿 111 -369国 1 5963b 1 90 1 51 | 第二2欠席面 鑓遺品 ! 錆彊盤骨片 E 以 2.0 � .  1 以上 2.0 0.45 PL- 5 1  8 3  
| 鏑 11 1 -369図 E 1 5963 1 90 1 51 | 第一現床面 鱈遺品 | 露遺銭斧片 5. 1 以上 55-2.9 1 以上 2.9 0.35-0.75 | 昼部幅は‘ 打 つ 1 つ，S\ L ご いる. x 緯写民あ り . PL-51 36 
| 第 111 -396図 1 5963d 1 29 1 51 | 盟三現障面 鼠遺品 日子 ' .4以上 2.6以上 1.3  8以上 0.8 0 . 3  | 館落と し不十分不問. さや欝箇 X 臨写l'I;;， り . PL- 5 1  
| 第 111 -396図 2 1 59630 1 29 1 51 | 第三次庫 面 飼遺品 | 鉄鉱 3 . 2 以 1 . 2 9 0 .3  ヨ 以上 0.3 0.3 PL- 5 1  UMK- 4; 
| 第 111 -435園 1 5953c 1 096 1 51 | 庫面 鯖遺品 ! 錆遭鋲斧片 2 . 7以上 2.9 2 .8  1 .35 � .25 2.9 0.6 PL- 5 1  90 
| 軍 11 1 -435図 2 1 5953c 1 096 1 51 | 里璽 鼠造晶 1 1実態 3.7以上 1 .9 2 0 . 2  1 .6以上 0.5 0 . 2  PL- 5 1  9 
| 錦 11 1 -435図 3 1 5953c 1 096 1 51 1 4悶 鯨遺品 | 鎗 ' . 3以上 2. 1 5  ' .3以上 1.35 4.3 .8 0.25 ， て いる. PL- 5 1  46 
| 揖 111 -444図 1 59520. 1 86 1 51 1 回 鍛遺品 | 掃状態片 1 . 2以上 0.2 1 .2以上 0 . 2  0.2 45 
| 揖 111 -452図 1 5942d 1 83 1 51 | 庫箇 笥遺品 | 鶴遺銭岸片 3 . 5以上 3.3以上 3 . 5以上 1. 1 以上 2.3 0.4 PL- 5 1  UMK-9 2 1  
llII lIl -508困 I A地� 1 1  1 51 1 回 鏡遺品 | 恒状鋲芹 8.3 3 .9  3 . 9  1 . 1  7 . 2  3 .  0 .7 I x 韓写 真 あ 七 UMK- 1 3  95 
| 軍 11 1 -529図 D地区 0 5  1 51 1 回 鼠遺品 | 鉄霞 '.85以 2.2 4 1 .85以上 0.25-口 0.35 PL- 5 1  UMK- 1 4  93 
| 第 111 -533図 1 69 1 3里 1 036 1 5K 1 2図 般遺品 型 土J がん4ι 3.4以上 0.9- 1 .7以上 3.4以上 0.9 I n 兎5-0.41:( PL- 5 1  2 8  
| 蝿 111 -540図 1 6902b 2 1 1  1 5X 1 2回 鱈遺品 | 箆盟鋲斧片 3 . 5  8 - 2 . 5以上 1.5以上 8 I X 臨写日あ り . 2 5  
| 蝿 111 -540箇 2 1 6902b 2 1 1  I sx 1 2回 鈎遺品 | 跨遭盤岸片 2.0 3 . 0-4. 7以上 4.5 1 .2  自 3 .0以上 0.2 X 臨写真あり I UMK- 1 22 
| 蝿 11 1 -540国 3 1 690 1 0  2 1  1 5X 1 1 回 観遺品 | 鋲盤 2 . 6以上 3 2 1 .2  4以上 0.35 1.45 同盟写民あ り . 69 
| 揖 111 -707図 1 5982c | 包富庖 鯖遺品 1 1書道盤岸片 3.8 5.8以上 5.8以上 印。 ! .8 5.8以上 。 | 瞳担 l して利用 し よ う と した可能性 あ り . I PL-5 I UMK- 1 3 
| 蝿 111 -707図 2 1 59820 | 包富国 鑓遺品 1 m状鉄器 3 . 0  2 2 O . i  ' . 3  2 1 .45 I pL-5 53 
| 第 111 -707園 3 1 59830 | 包宮図 筒遺品 | 霊斌鉄器 2 . 3 5  2 8 1 . 3  � .05 2 0 . 3  I PL-5 52 
| 罰 則 -707図 4 1 5992b | 型里里 錆造品 | 箆遭銭芹片 4.8以上 ー 4.8以上 8 1 .5-0.9 I PL-5 5口
| 掴 111 -707園 5 1 5992d | 包宮間 筒遺品 | 留置盤岸片 4.0 0.8-2. 4 .0 2 0.4-0.5 I PL-5 48 
| 第 111 -707国 6 1 5972c | 包富田 錆遺品 | 酷岸白檀片 2.3以上 2 . 1 以上 �.3以上 2 0.4 I PL-5 54 
| 軍 11 1 - 707図 1 69 1 3b | 包宮居 観造晶 | 損杭鉄芹 . 5  3.0-4.0 4. 1 0.9 1 0 .6 3.4-4.0 0.4 | 袋部内面に的 ， c I pL-5 UMK- 1 
| 揖 11 1 - 707園 8 1 5983c | 包倉田 儲噛晶 | 鉄裂砲摘毘 ? 5. 7以上 4.2 5 . 7以上 1 . 2  5 . 7  4.0 1 .25 I Pし 5 1 5 1  
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鉄器観察表 2
| 欄国語号 置値号

ヅリ ツ ト 遺番構号 出回土世 | 緬鯛 | 器極 全{田長) 全{田幅
} 

刃

(00

郎

o
長 刃

{冊

郡幅

) 
星{田郵畏

} 
基{

部

ロn

幅

} {団
器) 障 | 特記窃項

| 第 111 -707図 9 1 69 1 00 包童E | 館遺品 J 返 し部卦 3 . 2以上
1
0.

3
7
~
~

2
0.

1
9
5
以
以

上上 3.2以上 0.9 1 .25 I PL-5 44 
| 耳1 111 -707園 1 0 1 5972b 包宮居 | 鋪道晶 4.8以上 4.8以上 1 .3 0.4 I PL-5 1 56 
| 第 111 -707図 1 5962d 包吉E | 観出量 晶 | 草間 2.85以 0.8 � .85以上 0.8 0 . 2  I pL-5 5， 
| 鏑 111 -708園 1 69 1 1 b  包富E | 錨遭晶 餓館 3.3 0.6- 1 .9 9 � .3  0.6 0.3 PL-51  43 
! 語 111 -708園 2 59830 一 包宮E | 儒道晶 鉄館 3.95以ー 2.6 3 .25 1 .25 2 .6 1 .25 PL- 5 1  6 3  
| 第 111 -708図 3 1 5972c 包宮E | 般道晶 飯館 3.6以上 2 3.6以上 0.2 2 .7 0.4 PL- 5 1  5 5  
1 !!I 1II -708図 4 1 5992b ー 一 包吉E | 観遺品 銀銭 3 . 3  1 .5 3.3 0.3 1 .5 0 .2  PL-51  49 
| 第 111 -708園 5 1 59720 包富E | 舗道晶 鉄館 2.25 1 . 05 0.8 45 0.3 。 PL- 5 1  6 2  
l 第 111 -708国 6 59820.b 包富E | 錨遺品 銭蝕 2.0以ー 2 . 2以上 2.0J:l 1 . 2  2 .2以上 0.25 PL-5 1 
l 箆 111 -7ω図 7 l 北倒 包含圃 1 11遺品 締状鉄片 3.8以上 0.6 1 .8以上 0 . 5  0.3 I PL-5 1 自2
l 第 111 -709図 1 5973b | 揖乱 1 11遺品 平岡 2.0以上 2.3 1 2.0以上 2.3 0.6 I PL-52 自0
| 第 111 -709園 2 1 59440 ー | 担乱 | 観遺品 | や り がんな 5. 1 以上 2 . 1  1 .5 0 . 2  1 3 .6以上 1 .8 0 .2  I PL-52 81 
| 第 111 -709図 3 1 5954d | 鍋乱 | 観遺品 | 手舘 {鉄製穂摘貝) 3 . 2  6 .5  6.5 0.4以上 1 2 .6 4.85 0 .2  I 木質強存 I PL-52 
| 第 111 -709国 4 1 5953b 両証 [JIi遺品 | 援 9.4以上 3 . 2  4.2 ).95 1.4以上 2.25 0.5 I pL-52 59 
| 第 111 -709園 5 1 5944 d 撹乱 | 曾遺品 目子 5. 7以上 1 .4 5. 2以上 1 5  7以上 1 . 25 0.25 68 
| 第 111 ・709図 6 1 69 1 2c 担乱 | 鍛造品 刀子 1 5 .75以ー 1 5.35以ー ).45 .75以上 0.45 1 .28 PL-52 58 
| 第 111 ・709園 1 6922d 揖乱 1 1瞳遺品 | 釘 6.75 1 .3以上 0.8 1 .3以上 0.6 PL-52 1 3  
| 第 111 -709図 B 1 59440 掘乱 1 11遺品 釘 (栂状蝕片} 3. 1 以上 0.7 0.5 0 .6 0.5 | 同 じ 袋 に 2個はいっている4 PL-52 67 
| 聾 引11 -7 1 01l!l 1 69 1 20 鋸乱 | 舗道晶 | 鉄霞 6. 1 以上 2.9以上 3.9 1.5 �.2 2.9 0.25 PL-52 1 9  
| 第 111 - 7 1 0図 2 1 59440 担乱 | 舗道晶 | 童書館 5.6以上 .85 ;.6以上 0.3 0.3 | 同 じ袋1: .2個はいつ1 いる. PL-52 66 
| 錦 111 -7 1 0図 3 1 5923d 一 担乱 | 舗道晶 | 鉄霞 4.9 2.95 3.4 0.3 1 .5 2.95 0.25 PL-52 70 
l 恩 111 -7 1 0函 4 1 5954c 揖乱 | 鼠遁晶 | 宣実態 4.0以上 1 .8 4.0 0. 1 5  0. 1 5  PL-52 65 
| 箆 11 1 -7 1 0園 5 1 5953b 揖乱 | 値遺品 | 剣の柄白鶴分 9.7以上 1 .8-2.0 7以上 B 0.7 飼っい n ' て 本体が見え に く い. x 線写貝あり I pレ52 6 1  
| 第 111 -7 1 0図 B 1 59520 鋸乱 | 徹遺品 | 鉄蝕 4.9以上 0.4- 1 .4 0.8 4 . 1 以上 0.4 n I PL-52 60 
| 窮 111 -7 1 1 図 1 82区 包宮居 | 慣遺品 | 釘 5.35以 2 1 .95 2 。
l 露 111 -7 1 2図 :地区 | 田直晶 や り がん草 3.7以ー .8 3.7以上 1 .8 0 .2  

84 
92 

1 !!I 1II -727国 681 6d 包宮周 | 慣遺品 錆遺鉄岸片 3 .  目 1 - 1 .9 5 1 .2  B 0.9 1 .2-0.3 I PL-52 UMK-6 
| 第 111 -727箇 2 68 1 5  包宮周 | 筒遺品 調遺蝕搾片 2.55 2 .2以上 2.55 2 .2以上 0.35 I PL-52 72 
| 第 111 -727図 3 681 50 包富周 | 飯遺品 釘 3.75J:.l 0.9 05 0.9 0.4 I PL-52 8， 
l 鏑 111 -727図 4 6806b 包宮周 | 徹遺品 釘 4. 75以ー 1.85 一 0.6 四

た

角

が唱

い釘

で切

と恩

っ た

われ

可能

る

性

中

.

の部ゆが ， 、 る. 99 

l 鰐 111 -727図 5 用水路 | 観遭晶 鉄鐙 2 . 5  1 . 55 2 .5 0 . 1  1 . 5 0. 1 5  PL-52 
第 111 -72自国 ニ地区 | 包歯周 償遺品 刀子 6.4以上 1 . 1  4.65 ) .6 1 6 .4以上 0.8 0.3 1 04 

l 績 111 -728図 2 両示問 | 鍛造晶 | 刀子 3 . 1 以上 35 3. 1 以上 ).25 1 以上 0.2 1 03 

再日輯
H

I 
l間ll

-

-

7

7
萄
2

2

自

8
百
国

図

3 ト地区 | 包富圏 龍 刀子 2.3以上 1 .3 2 .3以上 ).25 ! .3以上 0.3 1 06 
4 へ地区 | 包宮圏 l 鐙 4.05 0.6 0.3 
5 チ地E | 包宮居 | 棒状餓片 1 2 .95以 0.2-0.4 0.3以上

1 00 
1 05 

1 111 -728図 6 ト地区 | 包富田 1 111量晶 | 銀銭 5.0 2 .0  5 .0  0 .2  2 .0 0 .2  I PL-52 79 
引ト728函 画証証言 | 鼠遺品 | 鉄鯨 3目3 2 . 2  3 .3 1 .2  2.2  0.2 I PL-52 78 

| 第 111 -728図 自 | 用水路 | 観遺品 | 剣町栴 3.4以上 1 .9以上 1.4以上 1 .9以上 0.65 89 
| 第 111 ・729困 | 揖乱水i | 街道品 | 笛造鋲芹 6 4.4以ー 。 2 . 5以上 5.4 4.0以上 1.55 1 1 0 1  
| 第 111 -729図 2 1 111乱射 | 筒遺品 | 鋳造鉄芹 2.8 3 . 2  3 .  0 .55 ! .25 3 . 2  0.5 96 
| 篇 111 -729図 3 | 拠乱射 1 111遺品 | 石包 r形銭器 5.7以上 3.85 5 .7以上 0.2 4. 7以上 3.65 0.5 I PL-52 88 
| 鏑 111 -729図 4 へ地 区 3園 Z周] | 鐸遺品 | 領祇銭芹 6.5 2 . 1 -3.2 3 .2  0.8- 1 .3 5.2-5.7 2 . 1  0 . 25-0.45 書面に1:. 刃 を 作 り 出 し て お リ ‘ 片刃 と 立 っ て いる.

| 鏑 111 -729図 5 担乱氷 | 鍛遺品 | 袋紙鉄芹 8.5 3.05-4.2 4 .2  5 3 2 
PL-52 UMK-5 

94 
| 第 111 -729園 6 担乱水 | 踊遭晶 | や り がん屯 3.0以上 1 .55以上 3.0以上 1.2 0.2 98 
| 錦 111 -729図 チ地区 ー 包書庖 | 観遺品 | や リ がんな 3.8以上 l 目5 1.8以上 1 . 5 0.2 PL-52 86 
| 傭 111 -729図 自 チ地区 包宮周 | 銅遺品 | や リ がんな 8.0 2.0 3.5 0.25 4.5 2 .0  1 .25 PL-52 85 
| 鏑 111 -729図 9 一 掴乱水蕗 | 踊遺品 や り がんな 4. 5以上 1 . 1 5  、5以上 3 0.2 1 02 

1 ・765図 2b周 | 創造晶 銭芹 3.0 0.6 ' 盤 1 し て 作 っ た も の. 表面 に は、 刃 を作 り 出 して お り 、 片刃 と な っ て いる. 刃部に園置 し PL-52 97 
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( 1 )  2 区北側全景

(空中写真)

( 2 )  2 区南側全景

(空中写真)
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( 1 ) 2 区北部

土器棺墓出 土状況

(空 中写真)

(2)  2 区 中央部

遺構発掘状況

(空中写真)
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( 1 )  2 区 中央部全景

( 東 か ら )

( 2 )  2 区 中央部全景

( 北 か ら )

( 3 )  1 69S 1  

(南か ら )



( 1 ) 1 73 S 1  

( 東 か ら )
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( 2 )  209 ・ 2 1 0S 1

( 東 か ら )

( 3 )  2 2 1 S I  

( 東 か ら )

a s 

:..J /� . 

224 



( 1 ) 2 1 6 ・ 2 1 7 ・ 2 1 0 . 22 1 S I  

( 東 か ら )

( 2 )  270 ・ 272S 1

(北 か ら )

( 3 )  275S 1  

( 北 か ら )
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( 1 ) 1 0 1 S 1 

(西か ら )

( 2 )  1 22S 1  

(北から)

( 3 )  1 1 94 ・ 1 1 74 ・

1 1 75 ・ 1 2 3S 1

( 東 か ら )



一 二..-ー ，

e 

� 

グ、." . ー

l' 
:" 

227 

P L . 7  

2 
区
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完
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況

( 1 )  1 23 ・ 1 1 96S 1

(束力、 ら )

( 2 )  1 1 7 2 ・ 1 1 73S 1

( 東 か ら )

( 3 )  1 09 5 S 1  

(東 か ら )



( 1 )  1 29S 1  

(西か ら )
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( 2 )  1 29S 1  

( 東 か ら )

( 3 )  1 095 ・ 1 097S 1

( 東 か ら )
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( 1 )  1 1 39S 1  

( 東 か ら )

( 2 )  1 1 5 2 S 1  

( 東 か ら )

( 3 )  1 09 6 S 1  

( 東 か ら )



( 1 ) 1 1 82 . 1 1  86S1  

(東 か ら )
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( 2 )  1 1 79S 1  

( 東 か ら )
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( 3 )  1 096S 1  

(東 か ら )
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( 1 )  1 区 縄文前期 ~ 中期初めの遺構検出状況

(3)  1 区 V 層検出集石 断面 (北東 か ら )

(5)  N O . 8 2 区 05S1 ・ 02S 1 . 07SI  (南か ら )

1"'" 
世静

(2)  1 区 V 層検出集石 (北東 か ら )

(4) NO .82 区 03S 1 ・ 05S 1 (南か ら )

( 6 )  N O . 8 2 区 1 5S 1  ( 西 か ら )

(8) 東西水路 D 地 区
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( 1 )  1 076 ・ 1 079 ・

1 078SX 他

(北西 か ら )

( 2 )  1 077 ・ 1 079 ・

1 078 ・ 1 082 ・

1 08 1 ・ 1 084SX 他

( 北西 か ら )

(3 )  2 区北側

土器棺墓完掘状況

( 西 か ら )



( 1 )  230SX (北東 か ら )

( 3 )  2 28SX ( 北 か ら )

( 5 )  1 1 29SX (南か ら )

( 7 )  1 1 50SX (南東 か ら )

(2 )  2 29SX ( 北 か ら )

(4) 289SX ( 北東 か ら )

( 6 )  1 1 29SX 土器棺内遺物出土状況 ( 東 か ら )

( 8 )  1 1 50SX 土器棺内遺物出土状況 ( 北 か ら )
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2 
区

土
省吉
棺
墓
出
土
状
況

( 1 )  1 1 54SX (南か ら )

( 3 )  1 07 5SX ( 北 か ら )

(5)  1 1 3 1  SX ( 北 か ら )

(7 )  1 076SX ( 北 か ら )

( 2 )  1 1 54SX 土器棺内遺物出土状況 (南西 か ら )

(4) 1 075SX 土器棺内遺物 出 土状況 ( 東 か ら )

.þ五 -

(6)  1 083SX ( 東 か ら )

( 8 )  1 1 08SX (北東 か ら )

234 



( 1 ) 2 区 1 08 1 SX ( 北 か ら )

(3 )  2 区 1 080SX (西か ら )

(5 )  2 区 1 07 7 SX ( 南 か ら )

(7)  2 区 1 079SX ( 北 か ら )

(2)  2 区 1 082SX ( 南 か ら )

(4) 2 区 1 082SX 土器棺内遺物 出土状況

(6) 2 区 1 077SX 土器棺内遺物 出土状況 ( 南 か ら )

(8) 新 NO . 6 1 区 04SX (東 か ら )
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民JVU

2
区
・

新
h
引
区

土
器
棺
墓
出
土
状
況

nr

 



P L .  1 6  

木
棺
墓

土
橋
墓
出
土
状
況

( 1 )  2 区 287SX ( 策 か ら )

( 3 )  2 区 1 1 53 SX ( 北 か ら )

(5) 新 NO . 6 1 区全景 (東 か ら )

(7) 新 NO . 6 1 区 0 5 ・ 90SX 他 (西から)

236 

(2)  2 区 1 1 3 5SX ( 南 か ら )

(4) 2 区 1 1 3 5SX 木棺墓内造物出土状況 (南か ら )

(6) 新 NO . 6 1 区 04SX 周 辺 ( 東 か ら )

ー、 ー一町 、ー . . • 

， 

(8) 仮 NO . 6 1 区全景 (南か ら )



P L .  1 7  

1
区
・

4
区
・

確
認
調
査
区

発
掘
状
況

4 区全景 (南西 か ら )(2)  1 区全景 ( 南 か ら )

Ff.

 

，

 

，

 
508SX (北か ら )(4) 確認調査区 1

九 LP 

505SX 他 (南から)

504SX (南か ら )

( 3 ) 確認調査 区 1

全景 ( 東 か ら )

2 3 7  

(6) 確認調査区 2

(8) 作業風景 2(7) 作業風景 1



P L .  1 8  

区

V 
層
出
土
縄
文
土
省吾

( 1 ) チ地区 出 土縄文土器 (尾田式) 1 1 1  -6日 1

( 2 )  チ地区 出 土縄文土器 (轟 C D 式) 1 1 1  -7- 1 
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( イ ) 1 1 1 - 1 3 - 5  

(用水) 1 1 1 -22-4 

)

 

-(
 

( イ ) 1 1 1 ー 1 3-2

1 1 1 -20-7 

( 口 ) (用水) 1 1 1 -22-6 

(へ) (二 1 1 1 ー 1 5- 11 1 1 - 1 7-2 

(2 )  

(用水) 1 1 1 -2 1 - 1 2 
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P L . 1 9  

区

4 
区

出
土
縄
文
士
否o

① 



1 1 1 -20-2 (用水)

1 1 1 ー 1 7-5(へ)

P L . 2 0 

1
区
・

4
区
・

2
区

出
土
縄
文
土
器

1 1 1 ー 1 9-3(チ)1 1 1 -24-4 ( リ )

② 

1 1 1 ー 1 9-2(チ)1 1 1 -24-5 ( リ )1 1 1 -24-3 ( リ )

1 1 1 - 1 9- 1 (チ)1 1 1 -24-2 ( リ )1 1 1 ー 1 9-4(チ)

)

 

-(
 

1 1 1 - 1 8-2 ( 卜 )

1 1 1 - 1 8-3 ( ト )

(用水) 1 1 1 -20-4 (用水)

240 

1 1 1 -2 1 -5 

( 2 )  



(ル) 1 1 1 -26-6 (ル) 1 1 1 -26-3 

( ヲ ) 1 1 1 -27-6 

( ヲ ) 1 1卜27-5

( ヲ ) 1 1 1 -27-7 

( ヲ ) 1 1 1 -27-8 

)
 
-(

 

( ヲ ) 1 1 1 -27 - 1 4  

( ヌ ) 撹乱水路 川 -2 5-2

(2 )  

24 1 

( ヲ ) 1 1 1 - 2 7-2 

(ワ) 1 1 1 -3 1 - 1 

( ヲ )

( ワ ) 1 1 1 -3 1 -2 

( ワ ) 1 1 1 -3 1 -4 

( ヲ ) 1 1 1 -28- 1 3 

( ヌ ) 1 1 1 -29- 1 2  

P L . 2 1  

2 
区

出
土
縄
文
土
奇

① 



コ L . 2 2

2 
区 崎ャ，

出
土
縄
文
土
苔百

② 
( 力 ) 1 1 1 -33- 1 6  ( 力 ) 1 1 1 -32- 1 ( 力 ) 1 1 1 ー 3 2- 1 0

( 力 ) 1 1 1 -32-2 

( 力 ) 撹乱水路 1 1 1 -32- 1 1  

)
 
-(

 

( ヨ 1 1 1 -38-8

( ヨ ) 1 1 1 -35- 1 

(2 )  

(力) 1 1 1 -32- 1 8  

( 力 1 1 1 -32-4

( 力 ) 1 1 1 -33- 1 1  

J ' ー � 
( 力 ) 1 1 1 -33- 1 3  

( ヨ ) 1 1 1 -35- 1 0  

( ヨ ) 1 1 1 -39- 1 2  
( ヨ 1 1 1 -36-3

242 



J 守、? ふ \
/ 入 '

、，
.，，J4}

 

プトザ
\\『\ i\� 

( ヨ )

( ヨ ) 1 1 1 -35-6 

)
 
-(

 

( タ ) 1 1 1 -4 1 - 1  

( タ ) 1 1 1 -42- 1 3  
1 1 1 -4 1 -3 

(2 )  

( ヨ ) 1 1 1 -35-7 

( タ 1 1 1 -42- 1 6

川 -42-2
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P L  

E

H
1
縄
文
土
器

③ 



P L . 2 4 

2 
区

出
土
縄
文
土
省吾

④ 

4・'・

( レ 1 1 1 -44-2

( レ 1 1 1 -45-2- 1

( レ)

( 1 ) 

( ソ )
川 -49- 1

(2 )  

1 1 1 -45-3 

( ソ ) 1 1 1 -46- 1 0  

( レ 1 1 1 -45-4

( レ 1 1 1 -45-6

( ソ )
1 1 1 -46-7 
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( ソ )

1 1 1 -49-5 

( レ)

( ソ ) 1 1 1 -47- 1 

( ソ ) 1 1 1 -46- 1 2 

1 1 1 -45-5- 1 

( ソ ) 1 1 1 -48-7 

( ソ ) 1 1 1 -46-4 

‘ :.... �'h '- ，':. ，oy ずt � > 白 1 こと匂'
主計��恰ヂfz

( ソ ) 1 1 1 -46- 1 5  



P L . 2 5  

2 
区

竪
穴
住
居
出
土

弥
生
土
器

①
 

1 1 1 -53- 1 2 (2 )  1 8 1 S I  1 1 1 -53- 1 1 ( 1 )  1 8 1  S I  

1 1 1 -70- 1 (4) 1 60S 1  1 1 1 -55-3 (3)  1 86S1  

川 -79- 1 0(外面)

245 

(内面)(5 )  1 8 2S 1  



P L . 2 6  

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
弥
生
土
器

② 

( 1 )  1 60S1  1 1 1 -70-7 

(4) 1 67SX 1 1 1 -87 - 1  

(6)  1 69S1  1 1 1 -94- 1 7 

須恵器瓶子 (混入)

(2)  1 925 1  1 1 1 -64-2 

(3) 1 79S 1  1 1 1 - 1 04- 1 1 

(5 )  1 23 6S1  1 1 1 -88-3 

(7)  1 67SX 1 1 1 -88- 1 5  1 1 1 -89- 1 7 

246 

(8)  1 67SX 



( 1 )  1 80S 1  1 1 1 - 1 06-5 (3 )  1 83S 1 炉 1 1 1 - 1 1 2- 1  

- .�イ

(2 )  1 80S1  (4)  286S1  1 1 1 -204-8 1 1 1 - 1 06-7 ( 5) 272S1  1 1 1 -226-3 

( 7 )  269S1  1 1 1 -207-2 

(6)  286S 1  1 1 1 -204-2 

(8)  1 3 2S 1  
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P L . 2 7  

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
弥
生
土
器

③ 



P L . 2 8  

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
弥
生
土
器

④ 

\VY ---

( 1 ) 272S1  1 1 1 - 2 26- 1 

( 2 )  1 4 1 S I  1 1 1 -276-9 

一ース
\ 

( 3 )  1 28S1  1 1 1 -2 74- 1 

(5 )  1 26S 1  1 1 1 -262-22 

(6)  1 27S1  1 1 1 - 28 1 -3 

(7 )  1 38S1  1 1 1 -3 1 8-3 (8) 1 23S 1  1 1 1 -328- 1 

248 



4 . 

if

LL

 

( 1 ) 1 23S 1  1 1 1 -332-2 1 

日‘ 、

( 5 )  1 1 85S 1  1 1 1 -37 1 - 1 1 

(6 )  1 1 03S 1  1 1 1 -4 1 5-4 

(8)  No .82区0 1 SI 1 1 1 -48 1 -9 

(2 )  1 23S 1  川 -3 29-8

(3) 1 2 3S 1  川 -3 29-9

(4)  1 23 S 1  1 1 1 -329-7 

(7 )  1 1 46S 1  1 1 1 -456- 1 
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P L . 2 9 

2 
区

h
m山
区

竪
穴
住
居
出
土
弥
生
土
器



P L . 3 0  

2 
区

土
苔百
棺
墓
出
土
土
奇

①
 

/

 

. 

( 1 ) 230SX 1 1 1 - 59 1 - 1 

(3 )  228SX (上鉢) 1 1 1 -60 1 - 1 

/'

 

'
vf

 

/

 

/LY

 

\

 
(4)  228SX (下聾) 1 1 1 -60 1 -2 

.、. 4令〉

" ， " l叫-'..1、 .J .J. . " ;' 

守 、‘ 也l;;>\
L 、

， ' . 

( 2 )  229SX 川 -597 - 1

( 5 )  289SX (上聾) 川 -605 - 1

( 6 )  289SX (下壷) 1 1 1 -605-2 

250 



r ， l 一一 ， f，，，，:，，・ .{ 】t V、1 、. ... .. 
\ 、

\ 

、F言:;'.. .，，， ι l 
、\ 

、
\ _.，...... ー' 、..，

( 1 )  1 1 29SX 1 1 1 -6 1 0- 1  

(3 )  1 1 54SX 1 1 1 -6 1 5- 1  

25 1 

/J's， J  . r  - h  胴『4・ ア :' よ.ンー ;<唱吋t1Te L 守. と、{ ・ 川A 、予)'.\守

j aJ 令 J t F ニ \ に Jh
，戸、 \ιU\ 、 昨ft ，L ， t 戸、 . 、、 . ・ 、. 、‘ \ \〈

V警視煙酷..ι 
国酔 九 1・ :�'-. � . ， 

ー で L�骨圭耕三』斗 " .' � .J! .�. 

(2) 1 1 5 0SX 

(4) 1 075SX 

、

1 1 1 -6 1 2- 1  

1 1 1 -6 1 8- 1  

P L . 3 1  

2 
区

土
苔ロロ百
棺
墓
出
土
土ロロ
省百

② 



P L . 3 2  

2 
区

土ロロ
J 、
1 

省吉
棺
墓
出
土
土 、，ロロ
省百 " Ii '  
③ .. \ :'1 言

( 1 )  1 1 3 1  SX 

(3)  1 076SX 

/ 

'�.' ;' .. 暗 -唱

1 1 1 -620- 1 

1 1 1 -627 - 1  

252 

(2)  1 083SX 1 1 1 -625- 1 

川 ，.�， ・Yl. II.'λ't; ) l J
午し二一一 ~

; \\  \ 
r--し 一一 / \ / 

I ' \ ノンィ ー γ ; \J
ノp〆

(4) 1 084SX 川 -628- 1



( 1 ) 1 1 08SX 

\ \} 
J 斗

(3 )  1 082SX 

1 1 1 -630- 1 

， h ， 、

1 1 1 -634- 1 

4 

(2 )  1 08 1  SX 

(4) 1 080SX 

253 

F 

1 1 1 -632- 1 

、。、

\ 

1 1 1 -638- 1 

P L . 3 3 

2 
区

土
省吾
棺
墓
出
土
土
苔百

④ 



A『は

2
区
・

新
h
引
区

土
器
棺
墓
出
土
土
器

DE

 

⑤ 

I 、

，r' 
ハ ， . r -ーーー， I ‘ " 、

( 1 ) 1 079SX 1 1 1 -643- 1 

(3 )  208SX 1 1 1 -594- 1 

(4) 208SX 

1 1 1 -594-2 

254 

(2) 1 07 7SX 1 1卜645- 1

(5) 新No6 1 区04SX 川 -657- 1



( 1 )  P 1 8区 1 2 38SX 1 1 1 -652- 1 

、‘、

、. 1 \  〆" .�， 
_/. ザ'

(3 )  1 033SK 川 -532-4

(2) P 1 8区 1 239SX 1 1 1 -654- 1 

(4) 1 70SX 川 -536- 1
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P L . 3 5  

P 1 8 
区

土
音吉
棺
墓
出
土
土
否百

⑥ 

2
区

匡
外
土
坑
出
土
土
器



P L . 3 6  

2 
区

遺
物
包
含
層
出
土
土
器

-."，. '�\' 

1 1 1 -690- 1 

1 1 1 -690-6 

( 1 ) 夜 白 式~板付式土器

(2) 1 1 1 -69 1 -5 

2 56 

1 1 1 -690-3 

( 3 )  1 1 1 【69 1 -4

(4) 1 1 1 -69 1 -3 



( 1 ) 1 9851 

1 1 1 -734-6 

1 1 1 -734- 3  

(3 )  G6923 

(4) 1 9851  1 1 1 -733-3 

， . ， 
， . 

(2 )  1 9851  1 1 1 -733- 1 

川 -734-9

(5 ) 撹乱 1 1 1  -744-2 

( 7 ) 撹乱 111 -744-3 

(6 ) 遺物包含層 11 1  -744- 1 (8 )  1 9851  1 1 1  -733-5 
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7f

 

U

2
区

出
土
須
恵
器
・

土
師
器

土
製
品

nr

 



P し 3 8

2 
区

4 
区

遺
物
包
禽
層
・

撹
乱
出
土
遺
物

( 1 )  1 . 4区 出 土陶磁器

ー一一--

( 2 )  2 区撹乱 . G5963 出 土

銅 銭

( 3 )  1 区 . 2 区撹乱出土

銅製品 韓錨園静

258 

ハ



(上) ( 1 )  1 62S1  

(下) (2)  1 67SX 

(左) (3) 1 67SX 

(右) (4) 1 60S 1  

(左) ( 1 0 ) 1 9851  

(右) ( 1 1 )  1 905 1  

( 1 1 1 -62- 1 )  

( 1 1 1 -84-2) 

( 1 1 1 -84- 1 ) 

( 1 1 1 -74- 1 )  

( 1 1 1 - 73 1 - 1 )  

( 1 1 1 - 1  36- 1 ) 

(5) 1 69S1  

(左) 1 1 1 -98-3 

、h刊が
一仁川一昨J吋-句aM

 

JSF

 

Juw .町
/ 
，.rCI ' ダ

(6) 1 69S 1  

( 右 ) 1 1 1 -98-2 

-J 

(7) 1 69S1  ( 1 1 1 -98-4) 

1 69S1  (左) (8)  1 1 1 -99-2 右 ) (9) 1 1 1 -99- 1 
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は

2
区

nr

 竪
穴
住
居
出
土
石
器

①
 



P L . 4 0 

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
石
器

② 

(上) ( 1 )  1 80S1 ( 1 1 1 - 1 09- 1 )  

(下) (2) 1 65S1 ( 1 1 1 ー 1 53- 1 )

(左) ( 7 )  270S 1  

(右) (8)  286S1  

(上) (3) 1 80S1 ( 1 1 1 - 1 09-2) 

(中) (4) 1 6 1 S1 ( 1 1 1 ー 1 57-2)

(下) (5)  209S1 ( 1 1 1 ー 1 72- 1 )

( 1 1 1 - 2 1 6- 1 )  

( 1 1 1 -205-2)  

(6 )  1 6 1 S 1 ( 1 1 1 - 1 57 - 1 ) 

. ' ‘ 

， 

(上段左) (9) 272SI ( 1 1 1 -227- 1 )  (上段右) ( 1 0 ) 275S1 ( 1 1 1 -229- 1 ) 

(中段左) ( 1 1 )  1 0 1  SI ( 1 1 1 -238-2) (中段中央) (1  2) 286S1 ( 1 1卜205- 1 ) 

(中段右) ( 1 3) 1 0 1 S I ( I I I -238-3) (下段) ( 1 4) 1 0 1 S I  ( 1 1 1 -238-4) 

260 



P L . 4 1 

(上) ( 1 )  1 3 2S1  

(下) ( 2 )  1 3 2S1  

(左上) (8)  224S1  

�(A- J 

( 1 1 1 - 2 5 7- 1 ) 

( 1 1 1 - 2 5 7  -2)  

野舗齢、

(左上) (3)  234S1 ( 1 1 1 -249- 1 )  ( 上 中 央) (4) 1 3 2S 1  ( 1 1 1 -259-2)  

(右上) (5)  1 3 2S1  ( 1 1 1 -257-3) 左下) (6)  1 3 2S 1  ( 1 1 1 - 2 5 9- 1 ) 

(右下) (7)  1 3 2 S 1  ( 1 1 1 - 2 59-3)  

( 1 1 1 -245- 1 ) 上中央) (9) 1 03S1  ( 1 1 1 -266- 1 ) 右上) ( 1 0) 1 26S 1  ( 1 1 1 -263- 1 ) 

(下段) 左 か ら ( 1 1 ) 1 26S 1  ( 1 1 1 -263-2)  ( 1 2 ) 1 2 7S1  ( 1 1 1 -282- 1 ) ( 1 3 ) 1 22S 1  ( 1 1 1 - 2 8 7  - 1  ) 
( 1 4) 1 22S 1  ( 1 1 1 -287 -2 )  ( 1 5) 1 26S1  ( 1 1 1 -263-3)  

26 1 

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
石
苔百

③ 



P L . 4 2  

2 
区

竪
穴
住
居
出
土
石
器

④ 

(左) (3)  1 24S1 ( 1 1 1 -295-2) 中央) (4) 1 24S1  
(右) (5)  1 23S 1  ( 1 1 1 -334-3) ( 1 1 1 -295-3)  

(上) ( 1 )  1 23S1  

(下) (2)  1 1 94S1 

(左) (8)  1 1 90S1 引 1 1 -367- 1 ) 

'v-ゐ ./
( 1 1 1 -333-3)  

( 1 1 1 -304-2) 

(左) (6)  1 24S1 ( 1 1 1 -295 - 1  ) 
(右) (7) 1 23S1  ( 1 1 1 -334- 1 ) 

(右) (9)  1 095S1  ( 1 1 1 ー379 - 1 ) 

( 上 か ら )( 1 0) 1 1 72S 1  ( 1 1 1 -348- 1 )  
( 1  1 )  1 1  72S 1  ( 1 1 1 -348-2) 
( 1 2) 1 1 73S1  ( 1 1 1 -350- 1 ) 
( 1 3 ) 1 1  05S1  ( 1 1 1 -360- 1 ) 

262 



( 1 0) 

( 1 6) 

( 1 2 ) 

(上段左 か ら ) ( 6 )  1 1 0 1  S I  ( 1 1 1 -4 1 2- 1 ) (7)  1 1  03S1  ( 1 1 1 -4 1 8- 1 )  (8)  1 1  03S 1  ( 1 1 1 -4 1 8-2)  

( 中 段 左 か ら ) (9)  1 1 33S 1  ( 1 1 1 -4 1 7- 1 )  ( 1 0 ) 1 1 33S1  ( 1 1 1 -4 1 7-2) ( 1 1 )  1 096S1  ( 1 1 1 -433-3)  

(下段左 か ら ) ( 1 2)  1 1 33S 1  ( 1 1 1 -4 1 7-3)  ( 1 3 ) 1 1 33S1  ( 1 1卜4 1 7-4) ( 1 4) 1 1 3 3S 1  ( 1 1 1 -4 1 7-5)  

( 1 5 )  1 096S1  ( 1 1 1 -433-4) ( 1 6 ) 1 1 2 1  SI ( 1 1 1 -423- 1 ) 

( 1 )  1 1 85S1  ( 1 1 1 -373- 1 ) 

(2)  1 1 67S1 
( 1 1 1 -384- 1 ) 

(3 )  1 29S1  
( 1 1 1 -40 1 - 1 )  

(6 )  

(上) (4)  1 095S1  

(下) (5 )  1 095S1  

( 1 1 1 -377 - 1 ) 

( 1 1 1 -378- 1 )  

(7 )  (8 )  
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2 
区

竪
穴
住
居
出
土
石
器
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P L . 4 5 

2 
区

、:u塁E 
物
包

川 -695-3 1 1 1 -695-4 
，昌ô.. 
層
出
土

川 -695-2 石
省吾

1 1 1 -695-5 ② 

1 1 1 -696-6 

1 1 1 -696-8 

)
 
-(

 

- 咋岬 ' 、
、一. . < . 、 、、，

 

.
，

 

‘

 

f1

 

、I

 

、dv

、

1 1 1 -697- 1 

( 2 )  

1 1 1 -695-7 
1 1 1 -696-9 

1 1 1 -696-3 

1 1 1 ー703- 1

1 1 1 -698-2 

1 1 1 -698- 1 
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1 1 1 -696- 1 

1 1 1 -699- 1 

1 1 1 -695【6

1 1 1 -696-4 



P L . 4 6  
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六地蔵 ・ 鹿帰瀬遺跡
一 九州 電力 送電塔移転 に 伴 う 埋蔵文化財発掘調査 一
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第 1 章 遺跡 の概要
第 1 節 地理的環境

菊池郡菊陽町津久礼所 在 の六地蔵遺跡 は 阿蘇 山 か ら 有 明 海へ向 け て 東西 に 流れ る 白 川 の 右岸 に 位置す る 。 白

川 は 阿蘇 の 外輪 山 か ら 西 に 連 な る 合志台地 と 白 水台地 の 聞 に 氾濫原 (阿蘇 の裾野が 白 川 に よ っ て 浸食 ・ 堆積 し

て 形 成 さ れた地形) を 形成 し て い る が、 六地蔵遺跡 は そ の合志台地 と 白 J 1 1  ，こ 挟 ま れた 氾濫原 の 中 に あ る 。 遺跡

の推定範 囲 は 南北約 400m、 東西約 700m で 、 今回調査 し た場所は 六地蔵遺跡 と さ れて い る 範 囲 の 最西端 に あ

た る 。

鹿帰瀬遺跡 は 熊本 市 の 最 北 東 に あ る 鹿帰瀬町 に 所在す る 。 北 に 白 川 、 南 に 小 山 山 な ど が含 ま れ る 託麻台地が

あ り 、 白 川 の 左岸 に 位 置す る 。 梅 ノ 木遺跡や六地蔵遺跡 と 同 じ く 氾濫原 中 の遺 跡 で 、 梅 ノ 木遺跡 と は 川 を 挟 ん

で対峠す る 。 遺跡の推定範 囲 は 南北約 500m、 東西約 l km で あ る 。

第 2 節 歴史的環境

周 辺 の 縄文 時 代 の 遺跡 と し て は 台地の縁 に 立地す る 遺跡 と し て 駄飼代遺跡 ・ 広 街道遺跡 な ど が、 白 川 の 沖 積

平野 に 井 口 下鶴遺跡 ・ 久保遺跡 ・ 六地蔵遺跡 ・ 鹿帰瀬遺跡な ど があ る 。 縄文時代後期 の指標 と な っ て い る 辛川

式 の楳式遺跡で あ る 辛 川 東原遺跡 も 閉 じ 白 川 流域 に あ る 。

周 辺 に は弥生時代の遺跡 も 多 い 。 梅 ノ 木遺跡 ・ 鹿帰瀬遺跡 も 今 回 の調査で弥生 時 代 の 集 落で あ る こ と が確認

さ れて い る 。 鹿帰瀬遺跡 の 南西約 l km の と こ ろ に あ る 山 尻遺跡群 は 神 園 山 ・ 小 山 山 の 北麓 に 位置 す る 弥生時

代後期の環濠集落で あ る 。

平安時代の遺跡 と し て は 六地蔵遺跡の西方約 4km の位置 に 楠 の木遺跡があ る 。 そ の ほ か梅 ノ 木遺跡や狸坂

遺跡群で も 古 代 の 住居跡 ・ 建物 跡 な ど が確認 さ れて い る 。 前述 の 山 尻遺跡群 と 隣接す る 神 園 山 遺跡群 は 古 代 の

窯業跡で あ る 。 ま た 六地蔵遺跡周辺 に は 室町時代の六地蔵 を 配 し た 石塔 が あ り 、 六地蔵 と い う 字名 の 由 縁 と

な っ て い る 。

六地蔵遺跡 の 調査 は 昭 和 60 ・ 62 年度 に A 区 と B 区 に 分 け て 実施 さ れて い る 。 B 区 に つ い て は 弥生時代の

中 期 か ら 後期 に か け て の竪穴住居跡が 200 基以上重複 し て 存在す る 事 が わか っ た た め、 協議の結果盛 り 土 を し

て 現状保存す る こ と に な っ た 。 A 区 で は平面形態が 円 形 ・ 楕 円 形で北久根 山 式土 器 を 伴 う 縄文時代後期 の 竪 穴

住居が 1 7 基検 出 さ れた 。 一方鹿帰瀬遺跡 は 過 去 に 本 格 的 な 調査 が行 わ れた こ と は な く 、 縄文時代か ら 平安 時

代 に か け て の遺物 の散布地 と し て 扱 われて い た 。
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第 2 章 調査の概要

第 1 節 調査 に至る経緯

平成 1 1 年 に 国民体育大会が熊本 で 開催 さ れる に 先立 ち 、 熊本県 内 で は 競技用施設や道路の新設 な ど の環境

整備が行 わ れ た 。 そ のーっ と し て 県道 2 3 5 号線が建設 さ れた が道路新設 に 伴 い 九州 電力 株 式会社 (以下九州 電

力 ) の送電塔 を 移転す る 必要が生 じ た 。 今 回 の調 査 は 送電塔の移転先で実施 し た も の で あ る 。

平成 8 年 の 3 月 か ら 4 月 に か け て 熊本県教育庁文化諜で、試掘調査 を 行 っ た 。 9 ヶ 所 の調査対象 区 の う ち 遺 物

が 出 土 し た 箇所、 遺構が確認 さ れた 箇所 等 に つ い て 本調査が必要で あ る 旨通知 し た 。 本調査 は平成 9 年度 に 実

施 ・ 終 了 し た 。

第 2 節 調査の方法 と 経過

本調査 区 は 5 箇所 に 分 か れ、 総面積 は 約 1 000 rrfであ る 。 各調査 区 の 呼称 に つ い て は 九 州 電力 に よ り 移転す

る 送電塔 に 番号 がふ ら れて い た た め そ の 番号 に な ら う こ と と し た 。 梅 ノ 木遺跡 に 含 ま れる 仮NO. 6 1 区 ・ 新NO. 6 1

区 ・ NO. 82 区、 六地蔵遺跡 に 含 ま れる No. 60 区、 鹿帰瀬遺跡 に 含 ま れ る Nα 80 区 で あ る 。 No. 60 区 は電線引 き こ

みア ン カ ー が建設 さ れ る 東側調査 区 と 、 支 線 ブ ロ ッ ク が建設 さ れ る 西側調査 区 の 2 区か ら な り 、 約 30m 離れ

て い る 。 こ れ ら の 各 区 に 5m ピ ッ チ で任意 に グ リ ッ ド を 設定 し 、 移転 の順番や調査状況等 を 考 慮 し な が ら 全調

査 区 を ほ ぼ併 行す る かた ち で調査 を 実施 し た 。

本調査 は平成 9 年 1 1 月 末か ら 開始 し 、 1 2 月 下旬 に は仮NO. 6 1 区 ・ 新NO. 6 1 区 . NO. 60 区 の 調査が、 同 月 末

に はNO. 82 区 の 調査が、 翌年 2 月 末 に はNO. 80 区 の調査がそ れぞれ終 了 し た 。

な お、 調査報告 に つ い て は 、 梅 ノ 木遺跡 に 含 ま れる 仮NO. 6 1 区 ・ 新NO. 6 1 区 . NO. 82 区 に つ い て は本報告書作

成 時 に お い て 梅 ノ 木遺跡全体 の様相 を 把握す る 一手段 と し て と ら え 、 本編 に 付す こ と と し た 。

第 3 章 調査 の成果

第 1 節 六地蔵遺跡

六地蔵遺 跡 は 2 つ の 調 査 区 か ら な る 。 西側調査 区 は 調査面積約 2 2 ぱの方形で あ る 。 昭和 2 0 年代 に 設置 さ

れた 溝以外 に 遺 構 は 確認 さ れな か っ た 。 東側調査 区の調査面積 は 2m x 6m の 約 1 2 ばで あ る 。 縄文時代の竪

六地蔵No. l 調査区

X� ー 1 6545

緋作 l
L�54.600m I 崎県褐色土

日 黒褐色士
m " ' 1 l に 鉄分が混 じ る

IV . . . 碕褐 色 シ ル ト 混貨制色 シ ル ト
V . . . 明 褐 色 シ ル ト に 灰 の よ う な も のが混 じ る
V1 . . .暗褐色 シ ル ト
\111 . . .濃暗褐 色 シ ル ト

V w L�54.00m 
VI 

〈
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∞日uu

刊

l ヒ=ゴ
第 1 図 六地蔵遺跡 ト レ ンチ 図 及 び基本土層 図

276 



穴状遺構、 弥生時代の竪穴住!日i跡、 、l' 安 H、?代の 竪穴住居跡がそ れぞれ 1 JI�ずつ検 出 さ れた 。 ほ場幣官it引業 に よ

り l二 部 は 削平 さ れて い た が、 I I I J由 形 は 北 か ら 南へ緩や か に 傾斜 し て い た よ う で あ る 。

1 NO . 1 調査区 (第 1 図)

表 1-- 除 去 後 、 調査 区 の 北側 に 1�1ii 1 m、 深 さ O _ 6m ほ ど の 潟が検 出 さ れた が、 地 元 の 方 か ら の 聞 き 取 り に よ

り l昭 和 2 8 年 の 水害 時 の 水抜 き J IJ の満てー あ る こ と がわ か っ た 。 そ の 後 ほ ぽ水平 に 推 積 し た Jf!i を 制 り 進 め て い

っ た が前 述 の 溝 に 流れ込 ん だ ご く 少 Ilt の弥生土器片 の ほ か は 遺 構 ・ 遺物 と も に 確認 さ れな か っ た 。

2 NO .2 調査区

ア 縄文時代の遺構 ・ 遺物

03 竪穴状遺構 (第 2 図 )

調 査 区 北側 に 位置 し 、 1 1 1 地形 を ほ ぼ留 め て い る と 思 われる 。 京 ・ /14 - 北 側 は 調査 区 外 の た め検 出 し て い

な い 。 床面 は北側がわずか に ll.Jj く な っ て お り 、 住居跡で あ る か ど う か は 不 明 で あ る 。

調 査 の 早 い 段 階 か ら 純文時代の遺物が調査 区北側 に 集 q l し て 1L\ 卜. し て お り 、 遺構 の 存 在 が予想1 さ れた 。

し か し 床 面 直 上 で の 出 土 は み ら れな か っ た 。 流れ込 み に よ る 迫物 は 微 小 な 胴部 片 が 多 く 図 化 に は 卒. っ て い

な い が、 磨研土器の胴部片 な ど 縄文時代後期か ら 晩期 に か け て の特徴 を 持つ遺物が下層 か ら 多 く 11\ I二 し て

い る こ と か ら 縄文時代後 ・ 晩JUJ ご ろ の遺構で あ る と 思 わ れ る 。

イ 弥生時代の遺構 ・ 遺物

0251 (第 3 図)

調 査 区 南側 に 位 置 し 、 * ・ 凶 . rネj 側 は 調 査 区 外 の た め検 出 し て い な い 。 北壁近 く の床面 か ら 検 出 し た 炉

は 、 jl�If圭約 1 m の 円 形で 、 深 さ は 約 l Ocm、 焼土 と 3 � 5mm の炭化物が混 じ っ た 暗茶褐色j: を 1m土 と す る 。

弥生時代の遺物 は 調 査 |三 の 1 1 1 央 部 を 除 く 北側 ・ 南側 か ら 主 に 11\ 卜. し た 。 遺構か ら の 出 土遺物 と し て は 薄

L 、 部壁の胴部片やハ ケ メ 調携 の あ る 胴部片な ど が少量 11\ 土 し た が、 床 面 で の 出 土 は 見 ら れな か っ た 。 l は

裂の 口 縁部 で あ る 。 口 緑 端部 の 内 側 を 上 方 に ややつ ま み あ げ る よ う に 調整 し て い る 。

主111: 'こ 縄文 時 代 と 弥生H寺代の遺物が含 ま れ、 弥生 時代以降 の 迫物 は 見 ら れな い こ と と 、 そ の 特 徴 が弥生

時代後期 の 土器 に 見 ら れ る も の で あ る こ と か ら 、 住居 の H引ul も 弥生H与代後期 頃 と 思 わ れ る 。

ウ 平安時代の遺構 ・ 遺物

0 1 51 (第 4 図)

調 査 区 南側 に 位 置す る 。 上

脳 部 は 削 平 さ れて い る 。 東 -

/1Ii - /羽側 は 調 査 区 外 の た め検

出 し て い な い 。 柱穴や炉 な ど

は確認で き な か っ た が断 面 か

ら 住居 と 判 断 し た 。

床 面 と 判 断 し た 一 定 の 面 か

ら 少 し 浮 い た 状 態 で I: Sili 器 ・

須恵器等 が 出 土 し た 。 2 は 土

師 器 の 杯で あ る 。 高 台 が一部

は がれて い る 。 3 ・ 4 は 須恵器

の 杯で あ る 。 3 は 約 1 / 2 が

マ
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第4図 六地蔵遺跡 0 1  S I平面 ・ 断面図 ( 1 /40) 出土土器実測図 ( 1 /3 )
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第 5図 包含層出土石器実測図 (2/3)
第 6 図 六地蔵遺跡

包含層出土鉄器実測図 (2/3)
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第 7 図 六地蔵遺跡 包含層 出土土器実測 図 ( 1 /3)

残存 し 外底面 に 墨書 の ご く 一部が矧察で き る 。

造 物 の 様 相 | か ら 追梢 の IW!'JQ'I は 9 '1止紀 I:IJ ばi と 推定 さ れ る 。

工 そ の他の出土遺物 (5 - 7 図 )

5 - 1 0 は 包含層 /J: \ 土 のj品 物 で、 あ る 。 5 は 石倣で長 さ 3 . 6cm、 基 部 の 111日 1 . 8cm、 厚 み は 7 m m で あ る 。 6

は 有 茎 鉄 倣 で あ る 。 先端が欠損 し 、 中 央 は 錆ぶ く れ し て 空洞 と な っ て い る 。 残 存す る 長 さ は 3 . 7c m 、 最 大

帆 は 1 . 5cm、 厚 み は 約 3 m m で あ る 。 7 ・ 8 は 土 i':ìlí 協の底部で と も に 内 外面 に 赤色顔料が残 る 。

9 .  1 0 は 土 øm 器 の 郵 の 口 縁 部で あ る 。 と も に 反転復元 し て い る 。

@ 
F . 1 6870 

第 2 節 鹿帰瀬遺跡
今 回 の 調 査 で は 弥 生 時 代 の 竪 穴 住居 8 IIFF と 近 |止 の 部 l

条 を 検 出 し た が、 巡航 の ほ と ん ど は調 査 区 の西 側 に 集 中

し て い た 。 表 土 は ぎ 直 後 の 土 色 は 制査 区 の 東 か ら 中 央 に

か け て は 黄 褐 色 、 1:1:1 9ミ か ら flli に か け て 黒褐 色 を 呈 し て お

x=- 1 6880 り 、 南 東 部 か ら 中 央 に か け て は 白 色粘質 土 ブ ロ ッ ク と 黒

5111 
ヒコ二コ=ニコ二ゴ

色有機物 の 混 じ っ た 周 がー而 に 広 が っ て い た 。 ま た 、 仁 IJ

央 付近 に は 数 条 の 泌 が あ っ た が 、 地元の 方 か ら の 聞 き 取

り に よ り 、 1Ii':7干1 :1 2 8 年 の 水筈11寺 の 水抜 き }刊 の 滞 で あ る こ

と がわ か っ た 。 j京地形 は 東 か ら 西へ緩やか に 傾斜 し て い

た も の と 思 わ れ る 。
第 8 図 鹿帰瀬遺跡 遺構配置図 ( 1 /400)

ア 弥生時代の遺構 ・ 遺物

0 1  S I  (第 9 - 1 0 図)

調 査 区 北側 に 位 出 し 、 I E I地形 を ほ ぼ留 め て い る と 思 わ れ る 。 住 居 の 北 ・ 東 側 は 調 査 区 外 の た め検 出 し て

し 、 な い 。 平而形態、 は 方 形 で !型 化 商 は 広 い 範 囲 に 認 め ら れ る 。 坦! 土 は 主 に 4 1脅 か ら な る 自 然、唯積 で あ る 。 炉

が l 基 検 出 さ れた 。 半 分 は 制 査 区 外 の た め検 出 し て い な い が、 お よ そ 径 1 3 0cm、 深 さ 1 2cll1 の 円 形 で あ

る と 思 わ れ る 。

1 j - 1 4 は 床 面か ら 出 土 し た 土 械 で、 あ る 。 j j . 1 2 は 鉢 形 土 器 で、 あ る 。 1 1 は 下 方 に 一部黒斑 が あ る 。
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EDD4Y
円凹
uJ

0 2m 

0 15 1 内 炉

l 暗褐色 シ ル ト 混補 色 シ ル ト 2 明 褐色 シ ル ト

3 黒褐 色 シ ル ト 混褐 色 シ ル ト 4 褐 色 シ ル ト

5 晴茶褐色 シ ル ト 6 . 明 褐 色 シ Jレ ト

7 明 褐 色 シ Jレ ト 混褐 色 シ ル ト ( 硬化面)

8 カ ー ボ ンチ ッ プ混晴褐色 シ ル ト 炉

9 . 赤褐色粘質 土 プ ロ ッ ク 混褐色 シ ル ト 炉

第9 図 鹿帰瀬遺跡 0 1  SI平面 ・ 断面図 ( 1 /80) 、 炉平面 ・ 断面図 ( 1 /40)

1 2 の 外 面 に は装飾 的 な ハ ケ メ 調整 がみ ら れる 。 1 3 は聾 の脚部で 内 面 の 一部 に 指頭圧痕がみ ら れる 1 4 は

複合 口 縁壷 の 口 縁部 で あ る 。 口 縁下方端部 と 頚部の貼 り つ け突帯 に 貝殻状工具 に よ る 刻 み 目 がつ け ら れ

る 。 1 5 は 3 層 か ら 出 土 し た 聾の 口 縁部 で あ る 。 頭部 に 一部炭化物が付着 す る 。 1 6 - 2 1 は 1 層 出 土 の 土

器 で あ る 。 1 6 、 1 7 は 賓 の 口 縁部で あ る 。 端部の調整 に 違 い が あ る 。 1 8 ・ 1 9 は賓 の脚部で あ る 。 2 0 ・ 2 1

は 牽 の 口 縁部 で あ る 。

住居の構造 は P l . P2 を 主柱 と す る 4 本柱の可能性があ り 、 ま た 1 4 ・ 1 5 の遺物が と も に 住居の上層

と 下層 の接合遺物 で あ る こ と か ら 0 1 S1 は比較的短期 間 に 埋没 し た と 思 わ れ る 。

1 3 や 1 6 な ど の遺物の特徴か ら 、 住居の時期 は弥生時代後期後半 と 推定 さ れ る 。

0651 (第 1 2 図)

調査 区北側 に 位置 し 、 旧 地形 を ほ ぼ留 め て い る と 思 われ る 。 東側 は 0 1 S1 に 切 ら れ北側 は 調査 区 外 の た

め 検 出 し て い な い 。 住居 は 方形で硬化面 は 広 い 範 囲 に 認 め ら れ る 。 埋土 は 4 層 か ら な る 自 然堆積で あ る 。

出 土遺 物 は 流れ込み に よ る 弥生土器片があ る が、 いずれ も 胴部片 で 図 化 に は 至 っ て い な い 。

主柱穴 は P I - P3 で構成 さ れ る も の と P4 - P6 で構成 さ れ る も の と が考 え ら れ、 建 て 替 え と も 考 え

ら れ る が P4 ・ P5 は 他 の 柱 痕跡 よ り も 小 き い た め補助 的 な 柱で あ る 可能性 も あ る 。 22 は 床 面で 出 土 し た

や り が ん な で 残 存す る 長 さ は 7 . 5cm、 最大幅 1 . 5cm、 厚 み は 約 2 m m で あ る 。

出 土遺物 の 内 容 が 0 1 S1 の も の と 近似 し て い る こ と か ら 、 0 1 S1 に 先行す る も の の顕著 な 時期 差 は な い

と 考 え ら れる 。

075 1 (第 1 2 ・ 1 3 図)

調 査 区北側 に 位置 し 、 旧 地形 を ほ ぼ留 め て い る と 思 われる 。 上層 を 含 む大部分 は 06S1 に 切 ら れ北側 は

調査 区 外 の た め検 出 し て い な い 。 住 居 は 方形で硬化面の有無 は 不 明 で あ る 。 埋土 は 2 層 か ら な る 自 然堆積

で あ る 。

出土遺物 と し て は流れ込 み に よ る 弥生土器片が数点 出 土 し た 。 23 は 2 層 か ら 出 土 し た聾の 口縁部で あ る 。
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出土土器実測図 ( 1 /3 )0 1  S I 第 1 0 図

723 
07S 1 出土土器実測図 ( 1 /3)

: ! " 

。

第 1 2 図

28 1 

22  

出土鉄器実測図 (2/3 )06S1 

5cm 

第 1 1 図
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第 1 3 図

、 \\ � I  

ル耐川川
鹿帰瀬遺跡 06S1 . 07SI 平面 ・ 断面図 ( 1 /80)

ヒI::I::I::己

∞
h
円

れ』

11
L

 

EDD門
守的
HJ

構造 と し て は 06S1 に 切 ら れて い る た め訂i細 は 不 明 で あ る 。 ま た 06S1 と 0 7S1 が ほ と ん ど 重 な る こ と

か ら 建 て 替 え の 可能性 も あ る 。

よ っ て 06S1 に 先行す る も の の顕著 な H抑制 定 は な い と 考 え ら れ る 。

0351 (第 1 4 ・ 1 5 ・ 1 6 ・ 1 7 図 )

調 査 区 西 側 に 位 置 し 、 | 日 地形 を ほ ぼ留 めて い る と 思 われる 。 北 ・ 西 側 は 淵 汽 |又 外 の た め検 出 し て い な

い 。 住居 は 方形 で、硬化 |自i は 広 い 範 |剖 に 認 め ら れ る 。 虫ILIこ は 4 1留 か ら な る 1' 1 然.I1f�杭で あ る 。 埋士 に は 炭 化物

が多 泣 に 混入 し て お り 、 長 さ 2 0cm 程度の炭塊 も 床面か ら 浮 L 、 た 状態で検 出 さ れた 。 炉が l 基 検 出 さ れ

半 分 は 調査 以 外 に か か る が、 お よ そ 径 80cm、 深 さ 2 0cm の 円 形で あ る と 思 わ れ る 。

24 ・ 2 8 ・ 2 9 は 床 面か ら 出 土 し た 土器で あ る 。 24 は丸底の聾で あ る 。 口 縁 部 か ら 胴部 に か け て 外商 の

ハ ケ メ 調 整 を 連 続 し て 縦認す る こ と がで き 、 調整後 に 口 縁 部 を 折 り 1111 げて 作 っ た 様子 が わ か る 。 2 9 は 設

の 口 縁部 で あ る 。 内 外 面 と も 了 解 な ハ ケ メ 調 整 が施 さ れ、 頭部 に は 去IJ み 目 突a!日 がつ く 。 2 8 は 高 杯 で 、

ラ ッ パ状 に 大 き く 開 L 、 た 口 縁部 の 上 面 に 放射状 の I前文が施 さ れ る 。 2 5 ・ 30 ・ 3 1 は 3 騎 出 土、 2 6 ・ 2 7 は
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第 1 4 図 鹿帰瀬遺跡 03S 1 平面 ・ 断面 図 ( 1 /80)

\ _ / 宇
⑧ 

〆 匂敏 、九

綴務開後

2m 

2 1百 : 1 仁 |二 、 32 ・ 33 は 1 I�i : � \  1こ の 土 保 で 、 い ず れ も 挫で あ る 。 そ の 他

赤 色1m料 の 残 る 士 郎 ) 'í 等 が 山 」ょ し た 。

柱 穴 に つ い て は P l � P3 が1i!1! 化 而 下 lç') か ら 、 P4 � P6 は 硬 化 而 上

層 か ら そ れぞ れ 検 : 1 '， さ れて お り 、 育íï者 の 杭造 か ら 後 手? の 構造へ建 て 替

え がな さ れた も の と JLl わ れ る 。 P l � P3 に 伴 う 硬 化 而 は lím 認 し て い な

し 、 。 2 8 の �'j J;f'、 は 上Irri か ら 下!刊 に か け て I， ;J 一 個 体 も し く は 同一 形 態 の も

の が : 1 \ 1 -_ し て お り 、 1 1 ー )， ' i は 比 '1則1'��'flWI 川 に 坦! 1交 し た も の と 出、 わ れ る 。

ま た 多 il-i の 炭 化 物 が 出 入 し て い る こ と か ら がL 失 家 屋 の 可 能性 も あ る

第 1 5 図 0 3 S 1 炉平面 ・ 断面 図 が、 焼 土 は lí'(l' 必で- き な か っ た 。

1 U， ' i の l時 WJ は 泣 物 の {様 相 か ら 弥生日、? 代 後 W I 後 、|モ 七�! と 13 わ れ る 。

0 2 S 1  (第 1 8 図 )

調 査 区 南 側 に {止 jj'/l' し 、 fJ J�'i I)、l を 斜 め に 定 る 近 1 1 1 の dli の た め に jii 杭 の 大 半 がl政泌 さ れ、 IJLj . I羽 側 は 調査 区

外 の た め 検 : 1 '， し て い な い 。 ftJ， ' ;' は 方 形 で !í!1!化同l の イ J J!!í は 小 |り l で あ る 。 耳目 1 - は 4 ""，1 の 砂町二 | か ら な る LI Ý''&抗
日 で あ る 。 ね 穴 は 検 出 し た カ 1 ��lJ't jJj は 不 明 で あ る o l'l! 1 '. に 士 総 片 は 出 入 し て い た がH与WI を 特 定 で き る 材 料 に

は な ら な か っ た 。

巡 航 下音11 は l沙f'l j ー の た めj木 |伺 の 判 断 が 州 知i だ っ た 。 1 U， ' ;' の "�mJ に つ い て は 、 J:lH -1 ー に 'ìfJ i1: 1 二 旅 ()]阿 部 片 )
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第 1 6 図 鹿帰瀬遺跡 03S1  遺物及び炭化材出土状況 平面 ・ 断面図 ( 1 /40 ) 

ー一一-3'

が含 ま れ る こ と と 、 住居 を 切 る 構 に 弥生時代後期 後 半 の特徴 を 持 つ 土 保 片 が含 ま れ る こ と か ら 住 居 の 11寺)9 1

も 同 時期1 で あ る と 思 わ れ る 。

04SI  (第 1 8 ・ 1 9 図)

調 査 区 南 側 に 位出 し 、 Tlli fl!ll は 02 S 1 に 切 ら れ、 南 側 は 調 査 区 外 の た め 検 出 し て い な い 。 住 居 は 方 形 で 硬

化 而 の 有 無 は 不 明 で、 あ る 。 立11 土 は lí少 質 土 の 2 )冒 か ら な る 自 然、推移i で あ る 。 床 面 を 検 出 し た 範 囲 で は 柱 穴 は

fí'(I�認 さ れな か っ た 。

出物 は 流 れ込 み に よ る 数点 の 弥生土 背骨 片が 出 土 し て い る 。 34 . 3 5 は 2 回 出 土 の 土 器 で、 あ る 。 34 は 複

合 口 縁置 の 口 縁部 で 、 仁l 縁端部下 方 に 刻 み 目 を 持つ。 内 外 と も ハ ケ メ 調整 が施 さ れ る 。 35 は 裂 の 腕時1\ で 、

内 而 に 指頭圧痕が残 る 。 3 6 ・ 3 7 は l 層 I: L \ -1 : の 聾 の 口 縁部 で 、 い ず れ も 端 部 の 調整 を 強 く つ ま み あ げ る よ

う に 行 っ て い る 。

床 面 の 株 高やílQl，方 位 が、 0 2 S 1 と ほ と ん ど 同 じ で あ る こ と か ら 建て 替 え ら れた 可能性 も あ る 。

辿 物 の 様 相 か ら 、 住 居 の n寺WI は 弥 生 時 代 後 期 後 半 と 推定 さ れ る 。

05S1  (第 1 8 図 )

調 査 区 南 側 に {立世 し 、 j\(;î lill f:'il\ は 02 ・ 04S1 に 切 ら れ、 雨 fJ!lJ は 制 査 区 外 の た め検 出 し て い な い 。 住 居 は 方

形 で 硬 化 而 の 有 1!\� は 不 明 で あ る 。 J-m土 は 2 )百 の刻1 1砂層 か ら な る 自 然堆積で、 造 物 は l 点、 も 出 土 し な か っ

fこ 。

主柱穴 は P l ・ P2 付近 に な る と )�t わ れ る が詳細 は 不 明で あ る 。

形 態 が 仙 の 住 居跡 と 大差 な い こ と か ら 、 住 居 の l時期 も ほ ぼ 同 時 Wl と み ら れ る 。
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鹿帰瀬遺跡 025 1 ・ 045 1 ・ 055 1 . 0851第 1 8 図
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出土土器実測図 ( 1 /3 )045 1 < 2層 (34 ・ 35 ) 、 1 層 (36 ・ 37) > 、 0851 < 1 層 (38) > 第 1 9 図

0851 (第 1 8 ・ 1 9 図)

調査 区南側 に 位置 し 、 北側 は 03S1 に 、 南側 は 02S1 に 切 ら れ、 西側 は 調 査 区 外 の た め検 出 し て い な い 。

住居の 平面形態 は 検 出 し た 一辺が直線 を 呈す る た め方形 に な る と 思 わ れ る 。 硬化面の有無 は 不 明 で あ る 。

喫土 は 3 層 の 砂質土か ら な る 自 然堆積で あ る 。

遺 物 は l 点 出 土 し て い る 。 38 は 盟 の 口 縁部で あ る 。
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柱穴 を 伴 う こ と と 、 土層 の推積状況が他の住居跡 と 大差 な い こ と か ら 住居跡 と 判 断 し た 。

遺 物 の 様相 な ど か ら 他の住居跡 と ほ ぼ同 時期 の遺構で あ る と 思 わ れ る 。

イ その他の遺物 (第 20 図 )

39  � 45 は包含層 出 土 の土器 で あ る 。 39 は土師器聾の 口 縁 部で あ る 。 40 ・ 4 1 は 土 師器杯で、 40 の

上 位 は 横方 向 の 丁寧 な へ ラ ミ ガキ が施 さ れ、 4 1 はへラ 切 り の底部で あ る 。 内 外面 と も 横ナデで調整す る 。

42 � 45 は 弥生土器で あ る 。 42 は複合 口 縁藷 の 口 縁部で、 頭部 に 刻 み 目 が確認で き る 。 43 は 塑 の 脚 部

で 、 外 面 を タ タ キ 調 整す る 。 44 は鉢形土器で、 内 外 商 を ハ ケ メ で 丁 事 に 調 整す る 。 45 は 聾 の 底 部 か ら 脚

部 に か け て の 部 位 で 、 費 と 脚部 の 媛合 部 が確認で き る 。
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第 4 章 ま と め

第 1 節 六地蔵遺跡

今 回 行 っ た 調 査 は 面積 に し て 30 rrf余 の ご く 狭 い 面積だ っ た が、 東側調査 区で は縄文時代、 弥生時代、 平安

時代の遺構 を 検 出 し 、 遺跡の 範 囲 を 確認す る 調査 と な っ た 。 以下時代別 に 前 回 の調査 と 比較 し て み た い 。

ア 各時代の様相

縄文時代 に つ い て は 前 回 の調査で北久根 山 式土器 を 伴 っ た 縄文時代後期 の遺構 を 中 心 に 報告 さ れて い

る 。 こ の報告で は 当 時 の 調 査 区 の 西側 に 集 中 し て 住居跡が検 出 さ れて お り 、 さ ら に 西へ広 が る 可能性が指

摘 さ れて い る 。 今 回 検 出 し た 03 竪穴状遺構 も こ れ ら と 同時期の遺構で あ る 可能性が高 い 。

弥生時代 に つ い て は 、 前 回 現状保存 と な っ た ほ場整備対象地 区 の 東側一帯や、 梅 ノ 木遺跡、 鹿帰瀬遺

跡、 そ の他 多 く の 周 辺 の遺跡 と の 関連が考 え ら れ る 。 梅 ノ 木遺跡 は調査の結果、 白 J l I 'こ 沿 っ た か た ち で広

が る 集落 と そ の東側 に 形成 さ れた 墓地 と い っ た おお ま かな性格がつ か め た 。 六地蔵遺跡 に お け る 前 回 の調

査 で は 、 調 査 区 の 東側 に 集 落 が広 が る 可能性が指摘 さ れて い る 。 つ ま り 今 回 の 調査 区 は 白 川 に 沿 っ て 閉 じ

右岸 に 立地す る 梅 ノ 木遺跡 と 六地蔵遺跡の各集落 と の 中 間地点 に あ た る 。 こ れが従来の 六地蔵遺跡の最西

端 に あ た る の か 別 の 集落が存在す る の か 、 今 回 の調査で は判断で き な い 。

平安時代 に つ い て は 前 回 の調査で は 触れ ら れて い な か っ た が、 第 2 章で述べた と お り 、 古 代 の遺跡 は 周

辺地域で数 多 く 確認 さ れて い る 。 が、 検 討 を 重 ね る に は 材料不足で あ る 。

県 内 に お い て 0 1 S1 出 土 の遺物 と 同 様 の特徴がみ ら れる 遺物 に つ い て は 、 球磨窯跡群の 下 り 山 4 号窯跡

出 土須恵器、 神水遺跡第 3 ・ 4 調査 区 出 土須恵器 な ど があ る 。 九州 の 古 代 の 土 器 は 福 岡 県太宰府市 の 大宰

府条坊跡な ど か ら 出 土 し た 資料 と 比較 し て 論 じ ら れる こ と も 多 い 。 0 1 S1 出 土 の 須恵器 は 大宰府の編年 を

参考 に すれば 9 世紀前半 に 想定 さ れて い る 1 8 次調査の SE400 出 土遺物 と 類似 し て い る こ と を 報告 し て

お き た い 。

イ 西側調査 区 に ついて

今 回 の調査で は 、 東側調 査 区 で は縄文時代 ・ 弥生時代 ・ 平安時代 と い う 3 つ の 文化層 が確認で き た が、

約 30m 離れた西側調査 区 で は 遺構 ・ 遺物 と も に 確認 さ れな か っ た 。

そ の理 由 と し て l つ 目 に考 え ら れる の は東側 と 西側 と で は 旧地形で高低差があ っ た の で は な い か と い う

こ と で あ る 。 し か し 土層 の堆積状 況 は 双 方 と も おお む ね安定 し て い た し 、 西側調査 区 で は 、 包含層 か ら 出

土す る 遺物 も 見 ら れな か っ た 。

2 つ 目 に 考 え ら れる の は 2 つ の 調 査 区 の 聞 に な ん ら かの境界があ っ た の で は な い か と い う こ と で あ る

が、 そ れで も 西側調査 区 か ら 遺物 が 出 土 し な か っ た 点 は 疑 問 を 残す と こ ろ で あ る 。

い ずれに し て も 判 断す る 材料 に 欠 け る た め、 今後の 資料収集 ・ 整理 を 待 ち た い と 思 う 。

第 2 節 鹿帰瀬遺跡

今 回 の調査で は弥生時代の住居跡 8 軒 を 検 出 し た 。 鹿帰瀬遺跡 は こ れ ま で包蔵地 と し て 扱 わ れて お り 、 発掘

調査 を 行 っ た の は 今 回 が初 め て で あ る 。 最大の成果 は弥生時代後期 の集落 と い う 遺跡の性格が確認で き た こ と

で あ る 。 本遺跡 は 白 川 の 中 流域 に 立地 し て い る た め、 時期の特定 に つ い て は 同 じ 白 川 の上流域 に 立地す る 下 山

西遺跡 ・ 狩尾遺跡群 の 資料 を 主 な 参考 資 料 と し た 。 集落の時期等 に つ い て 以下述べて い き た い と 思 う 。

ア 出土遺物の時期 に つ い て

下 山 西遺跡 も 狩尾遺跡群 も と も に 熊 本県阿蘇郡阿蘇町 に所在す る 弥生時代後期 の 集落 を 中心 と す る 遺跡
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で あ る 。 下 山 西遺跡で は 弥生時代後期の竪穴住居が 34 qff検 出 さ れた。 狩尾遺跡群 は 狩 尾 ・ 湯 の 口 遺跡、

狩尾 ・ 方無 田 遺跡、 狩尾 ・ 前 田 遺跡、 池 田 ・ 古 園 遺跡か ら 構成 さ れ る 遺跡群で あ る 。 各遺跡 と も 弥生時代

後期 の竪穴住居が数十軒ずつ検 出 さ れ、 全体で は 1 3 1 軒の 住居跡が確認 さ れて い る 。

遺構の年代 を よ り 正確 に 検討す る た め に は 聾 ・ 壷 ・ 鉢 ・ 商杯 な ど がセ ッ ト で 出 土 す る こ と 、 完形 も し く

は 完 形 に 復元で き る 遺物が床面で 出 土す る こ と な ど の条件が必要で あ る 。 03S1 の 床 面で 出 土 し た 、 長胴

の 聾 (24) は 今 回 の調査 に お け る 出 土遺物 の 中 で 、 唯一完形 に 近 い か た ち で復元で き た 資 料で あ る 。 護 に

限 っ て 言 え ば、 長胴化 し胴部の長大径 の部分が上部 に 目 立 っ て み ら れず、 脚 を 持 た な い 丸 底 等 の 特 徴 は 弥

生時代の後期後半か ら 終末期 に か け て み ら れ る も の で あ る 。 下 山 西遺跡の 07S1 、 池 田 ・ 古 凶 遺跡の 3 号

住居跡 出 土 の 聾 に 同 様の特徴 を 持つ も の があ り 、 いずれ も 編年案 の 中 で 前 述 の 時 期 に 比 定 さ れて い る 。 ち

な み に 同 時期 の 菊池川 流域の遺跡 と 比較 し て み る と 菊池郡七城町所在 の 「 う て な 遺跡 1 0 号 B 溝J か ら 出

土 し て い る 護が似た 様相 を 示 し て お り 、 編年案 で は ( う て な B 期) と し て 扱 わ れて い る 。

ま た 白 川 流域 に お け る 聾の底部 に つ い て 変遷 を おお ま か に た ど っ て み る と 、 弥生 時 代 中 期 後 半 か ら 後期

初頭 に か け て は 底 部 を え ぐ っ た よ う に 見 え る 脚部 で あ る も の が、 次 第 に ハ の 字 型 に 伸 び始 め 、 後 期 中 葉 か

ら は さ ら に 伸 びが直線 的 に な り 、 丸底の聾 も 共伴す る よ う に な る 。 終末期 に な る と 脚 は 次 第 に 姿 を 消 し 、

丸底が主 流 に な っ て い く 傾 向 がみ ら れる 。 0 1 SI で は直線 的 に 伸び る 長 い 脚部が床面か ら 出 土 し て い る が、

同 様 の も の は 、 「狩尾 ・ 方j!!� 田 遺跡、 4 号住居」 か ら 完形の も の が 出 土 し て い る 。

一方 口 縁部 に つ い て み て み る と 、 端部の調整 に 変化がみ ら れ る 。 中 期 後 半 か ら 後期 初頭 に か け て は 丸 み

を 帯びたやや厚 め の く の 字 の も の が 多 い が、 そ の 後端部の 内 側 を や やつ ま み あ げ る よ う に 、 あ る い は 断 面

が方形 を 呈 す る よ う に 変化 し て L ぺ 。 全体的 に 器壁が薄 く な っ て L 、 く 傾 向 も 見 ら れ る 。

鹿帰瀬遺跡、 の 住居師、 か ら 出 土 し た 聾の 口 縁部 は 全 て 上記の よ う な 特徴 を 持 っ た 成形で あ っ た 。

イ 遺構の時期 差 に つ いて

遺 構 の 集 中 す る 調 査 区 南 側 を み て み る と 、 03 ・ 04S1 が一番上 に あ る 。 04S1 で は 時期 を 特 定 し 得 る 資

料 は な か っ た が、 02S1 と 床面の標高 等 に 差がな く 、 ほ と ん ど 時期 差 が な い可能性が あ る 。 ま た 02 ・ 04S1

が建 て 替 え の可能性 を 持つ こ と に つ い て は 第 3 章で述べた 。 05 ・ 08S1 に つ い て は 同 時期 と み る に は 接近

し す ぎ て い る よ う で あ る 。

こ れ ら を 調 査 区 の 北側 と 比較 し て み る と 、 03S1 の即LI二 に 見 ら れ る 聾 の 脚 と 同 様 の 形 態 の も の が、 0 1 SI  

の床面で 出 土 し て い る こ と か ら 、 o I S1 は 03S1 よ り 若 干 古 い 時 期 で あ る と 思 わ れ る 。 03 ・ 04S1 を 同 時期

で あ る と 仮定す る と 、 ① 03 ・ 04 ・ 05S1 、 ② 0 1 ・ 05S1 も し く は 08S1 、 ③ 04 ・ 05S1 も し く は 08S1 の 、

少 な く と も 3 時期 に 分 け る こ と がで き る 。 こ れ ら は 全 体 的 に 見て 顕著 な 時期 差 が 見 ら れな い 。

住居の構造 に つ い て は 全体 を 検 出 し た住居が皆無で あ る た め検討の余地 は 狭 い が、 検 出 し た I I� で み て い

く と 一辺 が 5m 前後、 平面形態は方形 と い う 共通項 は あ る よ う で あ る 。 主柱穴 に つ い て は 何本で構成 さ れ

る も の な の か は 不 明 で あ る o 炉 は 0 1 ' 03S1 の住居 内 で そ れぞ れ検 出 し た が、 全 て の 住居 に 伴 う も の で あ

る か ど う か は わ か ら な い 。

他 に も 鹿帰瀬遺跡 の 集 落 の 範 聞 に つ い て 等、 課閣 は 多 い が今後の 資料収集 ・ 整理 を 待 ち た い と 思 う 。
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六地蔵遺跡出土土器観察表
遺物 帰国 出土 出土 鑓lf 部位

，圭 盟 '''')
信号 醤号 地 点 居住 日 銀 9案作品 底径

1 鏡 3 固 02 5 I 盤 口鱒 4 . 3  

2 第 4 図 0 1 5 1  3 t不 口総~底部 1 1 1 . 7 )  4 .7 (6 .2)  

3 第 4 回 0 1 5 1  2 t時 口線~底部 1 1 1 . 8) 5 . 5  (6 .8)  

4 I !I\ 4 固 0 1 5 1  1 2平 口縁 1 1 6.0)  2 .4 

7 怒 7 固 包禽庖 包含居 t不 属郡 1 . 5 7 . 8  

8 翠 7 図 包倉田 包âK'l S不 底部 1 . 5 (6.61  

9 観 7 回 包倉田 包倉周 E 口媛 (23.6)  1 . 8 

1 0 第 7 図 包含周 包倉田 鹿 口縁 (27 .0)  2 . 2  

鹿帰瀬遺跡出土土器観察表
迫観 持田 過繍 出土 越権 部俊

lli田 ("，)
窃号 醤号 種須 国包 口 径 11得荷 底控

1 1 第 1 0 固 0 1 5 1  床面 1 11 目録~園都 1 1 6 . 2 )  8 .8 

1 2 競 1 0 図 0 1 5 1  原画 1 11 ロ縁~園都 1 1 9 .61  4 .0 

1 3 第 1 0 回 0 1 5 I 床面 且 底部 7 . 3  1 1 6.01 

1 4 錦 1 0 固 0 1 5 1  床面 3 ・ 1 線合口錫盛 口錫 覇 部
4.9 

8 . 3  

1 5 第 1 0 固 0 1 5 I 3. (包j 盟 日銀~劉部 1 1 4 .41  6 .9 

16 I !I\ 1 0 田 0 1 5 1  盟 口 錫 ~ 盟ga 12 1 .6)  6.4 

1 7 鏡 1 0 図 0 1 5 1  盤 目録 4 . 2  

1 8 第 1 0 図 0 1 5 1  盟 底部 4.4 ( 1 4 .0)  

19 I i陣 1 0 固 0 1 5 1  1 ・ (包) 盟 底部 3.6 1 1 8.01 

20 努 1 0 固 0 1 5 1  量語 口総 1 1 5.81  5 . 3  

2 1 第 1 0 図 0 1  S I 鑑 目録 1 1 2.81  1 . 6 

23 I !I\ 1 2 図 07 5 I 3 E 目録 2 . 5  

24 第 1 7 固 03 5 I 床面 宝掌 完形 1 4 . 3  29.8 5.0 

25 鏡 1 7 図 03 5 I 3 E ロ緑 (20.61  3 .2 

26 第 1 7 固 03 5 I 2 E 口緑 1 1 9 .61  3 . 0  

2 7 第 1 7 固 0 3 5  I 2 盟 口線 120.0)  3 . 6  

28 第 1 7 固 03 5 1 床面下 2 ' 1 ..，不 頭llI! 125 .5)  5 .4 

29 餌 1 7 固 03 5 I 床面 車 目録~圏鶴 136.61  6 . 1 

30 第 1 7 固 03 5 I 3 E 底郵 3 . 5  1 2 0 . 2 )  

3 1 第 1 7 図 03 5 I 3 盛 底部 3 . 5  1 1 6.0) 

3 2 鎗 1 7 回 03 5 I 盟 鹿郡 5.0 1 1 6 .41  

3 3 第 1 7 図 0 3 5  I 1 E 底都 3.4 

34 揚 1 9 図 04 5 I 2 組合口鶴盛 日銀 1 1 4 . 2 1  5 .3  

35 I !I\ 1 9 園 04 5 I 2 . 1  1 1 1  亜 底部 5.9 1 1 9 .01  

36 第 四 国 04 5 I 1 盛 目録 1 1 2 . 4 1  2 . 9  

3 7 観 1 9 図 04 5 I ト レンチ 盟 口線 120.21  3 . 2  

38 鰐 1 9 図 08 5 I ト レンチ 亜 日銀 1 2 2 . 0 1  3 . 8  

39 I !l! 20 固 包吉田 包倉田 聾 口総 130.81  6 . 2  

40 I !l! 20 図 包含周 包倉田 線 目録~嗣認 1 1 5.01  4 .0 f 1 4 . 7 )  

4 1  I !l! 20 固 包書周 包含回 係 康留 1 . 5 17 .01  

4 2 第 20 固 包倉田 包倉田 組合口錫壷 口線 1 1 9 .01  5 .5  

43 I 1開 20 固 包富田 包含圃 E 底調 4 . 7  

44 甥 2 1 固 m乱 鋸乱 2本 口締~胴濁 ( 1 7 .4)  9 .6 

4 5 鰐 2 1 囲 担乱 掴乱 車 底部 9.2 

* %去園田 ( I IJ復元備である。

六地蔵 ・ 鹿帰瀬遺跡出土鉄器 ・ 石器観察表

* 滋Eの<< >>(;t賜脊舗である.

紘土 色調

長高 石 葵 宮崎 角 岡 田
赤色餓fヒ組 信

化
長石

組
石 突 角 間 石 赤色圃 f; 

民石 石 英 角 間 石 医健
長石 石 E寝 耳勾 にふい賃値

高石 霊fij 角 田 石 赤色箇 問手示縄化住
長石 宜国 角 間 fi . ifft色箇 聞ifft褐化担
長石 石 美 智勾 角 間 百
者、色畿化経 組
民石 宮fij 角閃石 赤色餓
化粒 fI 

胎土 色調

長石 石 英 角岡高 宮 勾 に ぷ い 黄 信蒜色盈化粗
長石 石 表 向 問 石 ー 宮 尾 に，$;い質権ifft色倣化Iû
長石 石 英 軍国 角田石 ー に ぷ い 赤 禍ifft色殴化相
長 石 石 英 角 間 石 ・ 宮 勾 ・ 賃 値赤色殴化総
長石 石 突 角 間 石 ー 曹 司 ー 賃 値持、色酸化粗
長石 角 間 石 ー 雲 母 . ifft色霊祭 貝禍化泊
長E 角 間 石 一 宮 勾 赤色厳 間 賞 褐化 泊
長石 雲 局 ー 角 間 石 赤色厳 間質緬化粗
長石 軍 勾 ‘ 角 間 石 ifftm磁 間質禍化地
長石 雲 母 ー 角 間 石 ifft色餓 に ぷ い 商 慣化 担
長 石 ー 石 突 ー 角 田 石 雷fij 間 賞 循赤色酸化組
長
f巴

石
組

ー 角 間 fi . 1'l母 赤色齢 m閣

高石 ー 石 英 ・ 宜fij 角 間 石 に，5;い筒

晶 石 ・ 角 間 石 狸 母 赤色儲 聞員個化住
長 石 ・ 石 英 角 間 fi . 1'l 国 崎匝賀赤色磁化勉
長 石 ー 石 突 角 問 fi . 1'l 勾 悶 関 縄ifft色街化経
長石 石 英 角岡高 倉勾 略綱同赤色臨化粗
長石 石 突 角 問 石 11母 に占い質帽8赤色量密化住
晶石 宜母 角 間 石 赤色飽 に ぷ L 、貿褐化位
長石 宮母 角 間 石 赤色飽 に ，5;い蹟僧化住

長石 盟国 蒜色略化純 に ぷい興栂

長石 I'l 母 ‘ 角 問 石 ifft色酸 聞貧褐化担
昼石 石 英 角 間 石 宮 勾 間 貸 得赤色殴化担
長 石 石 英 宮 勾 角田石 間質縄赤色殴化担
長石 軍勾 角 間 石 赤色殴
化担 姐
長石 I'l fij . 角 間 fi . 赤色館 に，Sîい貰慣化担
畏 石 ・ 霊 勾 ・ 角 間 石 ・ 赤色隙 に ぶ い 蹟化 粧
畏石 石 突 角 間 fi . 1'f図 悶 貫 禍ifft色腫化粧
長
罪色

石
E

石
S化軍粒角 閃 石 霊 園 血明

長
赤色

石砲呂化
美

治
置勾 角 岡高 a団・

畏石 tlfij 角 問 石 君事色箇 賞1;化勉
長石 石 英 軍国 赤色隊化 に ぷ い 蹟 橿組
長石 I'lfij 角間石 亦色隙 にぷい黄櫨化泊
長石 石 葵 角閃石 宮崎 に ぷ い 質 帽ifft直酸化組
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調 盤 f 舛 罰 j

鍋 ナ テ . 1 1ケ 目 強 禍 T r

般 ナ テ

償 ナ テ

回転7 テ

鍋 ナ テ !�ナ テ 、 lJj獄圧倒

繍 ナ テ ナ テ

備 ナ デ

備 す テ

調 型 ( 91 面 j

ハ ケ 目 [右上 在 上 ) 積 損 ナ

7 
備 ナ テ 償 ナ デf量産 上 ハ ケ 目

ハ ケ 自 慢 ナ テ

ナ テ タ タ キ ( 左 上 ) 倒 ナ ー

繍 ナ デ . 刻 み 目 突格[口総 劉

部) ， 1 \ケ 目 f制民 ナ テ

備 ナ テ ハ ケ 目 後 ナ ア タ タ キ

後 ナ テ

慣 ナ テ 、 ハ ケ 自 { 右 上 J 後 ナ

テ タ タ キ 後 ナ テ

備 ナ T . I 、 ヶ 目 { 石 上 I f量1.

ナ テ

掛 ナ ァ ‘ タ タ キ ( 在 上 ) f量1 1

ケ 目 ( 右 上 }

タ タ キ { 左 上 } 後 ハ ケ 目 鑑 ナ

テ 領 ナ テ

償 ナ テ ハ ケ 自 { 縦 ) (盛 綱ナ

デ

機 ナ テ ‘ ナ テ

鍋 ナ テ

ハケ自 { 縦 } 後 備 ナ テ 、 ハ ケ

目 (緩 繍 )

ナ テ . ハ ケ 目 { 左 上 1 fn ナ テ

繊 ナ デ ‘ ハ ケ 目 { 右 上 ) f剖員

ナ デ

繊 ナ デ

ハ ケ 目 ( 左 上 イ員 } 風 情 ナ ー

摘 ナ T . ハ ケ 目 l1a) 、 �)""目

主突稽 {頭部}

ハケ 巨 (左上J 債 ナ デ 、 倒 ナ

デ

ハ ケ 巨 種 タ タ ヰ (左上1 . IM 
ナ デ

ハ ケ 目 { 右 上 } 後 タ タ キ (在

上} 後 ナ テ

タ タ キ ( 左 上 j 後 ナ デ 鍋 ナ

テ

摘 ナ ァ ‘ 刻 み 自 主 突棒 、 ハ ケ 自

(左上)

タ タ キ ( 左 上 } 後 ナ デ 繍ナ

テ

績 ナ デ ‘ ハ ケ 目 { 右 上 } 償ナ

デ

繍 ナ テ

繍 ナ デ

領 ナ テ

ミ ガキ { 繍 ) 揃 ナ デ

繍 ナ テ ナ デ

横 ナ テ 現線後朝突列点主

(貝鰻 ? I

タ タ キ ( 左 よ 1 . ナ テ . Ia ナ ー

慣 ナ デ 、 ハ ケ 目 { 右 上 }

慣 ナ デ 、 ハ ケ 目 ( 縦 }

調整 ( 円 面 j 備考 実剥
醤号

慣 1 テ . 1 1 ケ 回 復 損 ナ テ 9 

検 ナ テ 土師器
傾 ナ テ . 循ナ テ 土師器 3 

固 伝 ナ テ 須窓越 6 

!� T テ 土 師 錯 赤色11料 2 

ナテ 土師器‘ifft色開制 7 

備 ナ テ 8 

徽 ナ テ 5 

霊場j
調 聖 ( 円 面 j 備考 置号

ナ 7' . ハ ケ 自 慢 ナ テ 母犬岡径 1 9.6田 3 

1 1ケ 巨 (左上j 信 大 胴 揺 2 0 . 7四 1 5  

掴 頭 圧 復 . ハ ケ 目 ( 多 方 向 } 28 

綱 ナ テ 、 ナ デ 、 ナ デ 後 ハ ケ 目
口 縁 部 と 盟 節 を

図 面 上 で復元
1 . 2 

J 、 ヶ 国 後 ナ デ ス ス 付 街 4 

J 、 ヶ 目 { 慣 } 後 ナ テ 5 

ハ ケ 目 { 左 上 j 後 ナ テ 、 ナ テ 6 

ハ ケ 自 ( 在 上 j 後 ナ テ 1 8  

ナ テ 1 4  

備 ナ ァ 、 タ タ キ ( 左 上 } 後 ナ
1 7  ア

備 ナ テ ナ テ 1 6  

備 ナ テ ハ ケ 自 鍵 7 

J 、 ケ 目 ( 構 ー 左 上 高上) 盛大胴侵 1 8.6凹 29 

ハ ケ 目 { 左 上 } 後 ナ テ 8 

繍 ナ デ 1 0  

禍 ナ デ 、 ハ ケ 目 ( 左 上 ) 1.制民

ナ テ
思111 9 

路 宜 ( 縦 } 繍 ナ テ 国 大嗣径 1 7 . 6凹 20 

ハケ 自 ( 楠 } ‘ 摘 ナ デ 1 9  

ハ ケ 目 ( 左 上 } 後 ナ デ 般 ナ
1 2  プ

J 、 ヶ 目 (多方向i 1 1  

ハ ケ 目 ( 左 上 } 32 

ナデ 1 3  

ハ ケ 目 { 揃 j ナ デ 鍋 鶴 欠 拙 2 1  

街頭圧領 ‘ ナ デ 3 1  I 
備 ナ テ 34 

ハ ケ 日 後 ナ デ 、 ナ テ 2 2  

，. ナ デ ス ス 付 目 2 3  

繍 ナ デ 後 ヘ ラ ケ Z リ 26 

ミ ガ キ { 繍 ) {土師認} 2 7  

備 ナ デ ナ テ (土師縫) 30 

慣 ナ テ 3 5  

ハ ケ 自 { 在 上 j 後 ナ デ 3 3  

柵 ナ デ ‘ ハ ケ 目 ( 左 上 } 緯ナ
鼠太嗣径 1 8 . 9田 24 

テ

ナ テ 、 ハ ケ 自 ( 償 ) 後 ナ デ 揃部欠鍋 25 
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( 1 ) 六地蔵遺跡

1 、 0 1 S I 遺構出土状況 2 ・ 3 、 0 1 S I 出土遺物 4 � 6 、 包含層出 土遺物

4 

3 

( 2 ) 鹿帰瀬遺跡

1 、 03S 1 及 び周 辺検出状況 2 ・ 3、 03S 1 出 土遺物 4、 06S1 出土遺物
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報告書抄録
書 名 議Y 未遺跡 II
面。 書 名 県道益城菊陽線道路改良事業 に 伴 う 埋蔵文化財発掘調査

シ リ ー ズ 名 熊 本県文化財調査報告書

シ リ ー ズ番 号 第 1 99集

編 集 者 名 亀 田 学

編 集 機 関 熊本県教育委員会

所 在 地 T 860 ー 00 1 1 熊本市水前寺6丁 目 1 8番 l 号

発 行 年 月 日 西暦200 1 年3月 3 1 日

コ ー ド所収遺跡名 所在地
市町村 遺跡番号

北 緯 東 経 調査期 間 調査面積 調査原 因

熊本県

梅 ノ 木遺跡 論泡詠 43404 0 1 9  32 ' 5 1 ' 1 30' 47 ' 1 996 . 5 . 20  約8，000rrt 道路建設
菊 陽 町

~ 

1 999 . 5 . 1 8  
活失礼
熊本県

失地議遺跡 菊池郡 1 997 .4 . 2 1 九州電力43404 0 1 6  32 ' 5 1 ' 1 30' 48 ' ~ 約50rrt
菊 陽 町 1 999 . 5 . 1 8  鉄塔建設

津久礼

熊本県
九州電力鹿帰瀬遺跡 熊本市 4320 1  1 1 2 32' 50 ' 1 30' 48 ' 1 997 

鹿帰瀬 鉄塔建設

所収遺跡名 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代前期晩期 集石遺構 l 基 轟式系 (尾 田 鋳造鉄斧片23
弥生時代 中 期 後 期 土坑 l 基 式土器) 、 板状鉄斧2 . 扇平片刃石斧 ・

竪穴住居225軒、 黒髪式土器 挟入片刃石斧 ・梅 ノ 木遺跡 土器棺22基、 大陸系磨製石器 ・ 太形蛤刃石斧
平安時代 木棺墓6 1 基 鋳造鉄器23 ・ 鈎手文の黒髪式土器

竪穴住居 l 軒 鍛造鉄器83 縄文後 ・ 晩期の組織痕土器 ・
訣状耳飾

縄文時代後 ・ 晩期 竪穴住居 l 基 黒色磨研土器
弥生時代 深鉢六地蔵遺跡 竪穴住居 l 基 弥生土器 ・ 鉄鉱
平安時代 須恵器 ・ 土師器

竪穴住居 l 基

鹿帰瀬遺跡 弥生時代後期後半 竪穴住居8軒 弥生土器 ・
や り がんな



(編集後記)
平成8年度調 査 を 実施 し た 際 に は 、 こ れ ほ ど 住居群や 墓 地 群 が 出 土 す る と は 、 予 想 で き な か

っ た 。 当 初予定 さ れた 期 間 を 超過 し 、 県土木部や 国 体 関 連道路建設事務所 に も 多 大 な 協 力 を 得

た 。

遺 構 の 重 複 は 、 す さ ま じ く 、 十 分 に 調査 を 行 え な か っ た 部 分 も 多 い に 違 い な い 。 そ の た め 、

遺 構 の 時期認定 に 多 大 な 時 聞 を 費や し 、 十 分 な 分 析 が行 え な か っ た 。 ひ と え に 編 集者 の 能 力 不

足で あ る が ・

幸 い に も 一部本調査 と 整理作業 を 併行 し て 行 え た こ と が、 調査 に も 役立 ち 、 時 間 が経つ に 連

れ、 調査 の 精度 も 増 し た と 感 じ て い る 。

報告書作成 も 多 大 な 資料 の 前 に 呆然 と し た が、 様 々 な 方 々 の ご 教示や協 力 の お か げで 本書 を

世 に 送 り 出 せ た こ と に 感謝 し た い 。

以下、 直接作業 に 発掘調査、 整理 ・ 報告書作成作業 に 従事 し て い た 方 々 を 列 記 し て ご 紹 介 す

る と と も に 感謝の 意 を 表 し た い 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 (敬称略)

(現場作業に従事 して頂いた方)
阿部弘紀、 荒木貴充、 池永幸子、 池永敏憲、 石坂信子、 上野栄子、 宇野公子、 宇野教光、 江藤

春子、 岡 田 イ ツ 代、 阿部祐亮、 川 井 田 久子、 川 井 田 祐輔、 栗崎 シ ト ミ 、 古 閑麗子、 坂 田 真 由 美、

佐藤洋子、 佐藤雅代、 瀬上 ム ツ ミ 、 立石佳子、 田 中 知 恵 美 、 田 上 ツ チ 子 、 田 上 由 加里 、 田 部英

俊、 田 村 ム ツ ミ 、 土 田 ち え み、 寺本令子、 冨 田 智 子 、 冨永 ミ チ 子 、 永野千代女、 永野恒雄、 中

原 キ ミ ヨ 、 中 村清 美 、 中 村茂二、 中 山 森重、 西 匡 之 、 登 尾 由 美 子 、 馬 場 健 次 、 林 田 恵子 、 原 因

致誠、 原 田 春子 、 平 川 恵里子、 広野淳子、 福 田 淳二 、 藤 原 千 尋 、 古 庄 美伊子、 古 谷 生 子 、 水上

敏 貞 、 水谷和代、 水野美知子、 宮原 テ ル子、 山 口 和 子、 米村大

(整理 ・ 報告書作成作業に従事 ・ 協力 して頂いた方)
井 島 秀子、 磯 崎 智 子 、 岩下恵美子、 上 固 ま ゆ み 、 上野栄子、 小野美樹、 小 山 健生 、 宇野公子、

甲 斐照代、 川 井 田 久子、 古 閑知子、 古 閑満代、 坂本貴美子、 佐藤紀子、 篠 崎 チ カ 子 、 園 田 智子、

田 中 知 恵 美 、 田 部英俊、 塚本博子、 冨 田 智 子 、 浪床せ い子、 原 か お る 、 原 田 春子 、 平 井 和 子 、

平 川 恵里子、 平 川 早苗、 平 木 智 子 、 藤江望、 古庄志真子、 古 庄 美 伊 子 、 古庄律子、 松 本 直 枝 、

右 田 美津子、 溝上涼子、 宮 田 日 文 、 山 口 和子、 吉武知佐子、 吉 田 久美、 谷直子、 辻村美代子
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